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ウィズ／ポストコロナ時代の観光～観光研究が果たす役割～ 

清水哲夫（東京都立大学）

2030年の観光のあり方
～観光研究への期待
岡野隆宏（環境省）×横田 愛（観光庁）

菅野正洋（JTBF） 五木田玲子（JTBF） 中島 泰（JTBF）　構成・文：井上理江 写真：村岡栄治

Prologue

柔軟かつ果敢に挑戦する
研究者集団を目指して
～JTBF経営計画
 「Challenge2026」の概要～
吉澤清良（JTBF）

1
JTBF旅行者調査
～日本人旅行者の動向・意識、
変わらないこと･変わること 
五木田玲子（JTBF）

2
「働き方の多様化に伴う
旅のスタイル変化」に
対応する
観光地づくりに
関する研究
～回復が期待される東アジア市場における、
働き方の多様化に伴う旅の変化とは
守屋邦彦（JTBF）

3
次世代観光地
～「Z世代」「ミレニアル世代」が求める

「経験価値」への対応
相澤美穂子（JTBF）

4
多様性を持つ

新たなツーリズムのあり方
についての研究
～高まる多様性への関心、

旅行・観光分野に求められる対応とは
菅野正洋（JTBF）

5
地方部における

観光ビジネスによる
地域経済の活性化

への取組
～観光による地域活性の
可能性を実証的に捉える

中野文彦（JTBF）

6
人口減少社会における

地域課題
解決手段としての

観光政策に関する研究
～観光まちづくりの背景にある

社会ネットワークを読み解く
吉谷地 裕（JTBF）

7
2050年

脱炭素社会に向けた
観光地のあり方研究
～環境対応に係る国内外の最新の

動向、コロナ下で見つけた2030年の芽
中島 泰（JTBF）

巻頭言

座談会

情報革命が生み出し、
コロナ禍が加速させる

「社会の変化」
山田雄一（JTBF）

2021年度 第2回 
温泉まちづくり研究会・座談会
コロナ禍で改めて考える「旅」と「地域」
～地域があるから宿がある、暮らしがあるから旅がある～

観光研究最前線
第23回 
たびとしょcafe

「中山間地域における
交流・観光
～久慈市ふるさと体験～」
ゲスト：二ツ神一洋氏（久慈市）
文：門脇茉海（JTBF）

活動報告
第12回 
帝京大学経済学部
観光経営学科
金ゼミ 
金 振晩（帝京大学）

観光を学ぶということ
第24回
 『川端康成と書～文人たちの墨跡』
水原園博 著
首藤勝次（竹田市健康と温泉文化芸術フォーラム）

「旅の図書館」特集関連の蔵書紹介
大隅一志（JTBF）

わたしの1冊

文：福永香織（JTBF）

溝口薫平（玉の湯）
中谷健太郎（亀の井別荘）
後藤靖子（デンソー、資生堂）
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、

旅
行
市
場
や
観
光
地
づ
く
り
に
お
け
る
変
化
が

よ
り
加
速
度
的
に
進
む
、と
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
号
の「
観
光
文
化
」で
は
、

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
研
究
員
が
、

①
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
持
ち
、

②
ど
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
で
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、

③
現
時
点
で
何
が
見
え
て
き
た
の
か
、ま
た

④
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
が
、観
光
に
関
わ
る
方
々
に
と
っ
て
、

今
後
の
観
光
振
興
を
考
え
る
一
助
に
な
れ
ば

嬉
し
く
思
い
ま
す
。



　コ
ロ
ナ
以
降
、観
光
や
交
通
の
専
門
家
と
し
て
、「
こ
の

後
の
観
光
需
要
は
ど
う
な
る
の
か
？
」、「
ど
ん
な
観
光
が

主
流
に
な
る
の
か
？
」と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
た
。そ
の

度
に「
私
が
聞
き
た
い
！
」と
心
の
中
で
叫
ぶ
。需
要
の
突

然
の
蒸
発
と
感
染
症
対
策
費
用
の
増
大
で
観
光
・
交
通
事

業
者
の
経
営
は
危
機
的
状
況
で
あ
り
、そ
の
最
前
線
に
い

る
卒
業
生
の
顔
も
浮
か
ぶ
中
、そ
れ
に
ダ
メ
を
押
す
悲
観

的
シ
ナ
リ
オ
は
言
い
た
く
な
い
。一
方
で
、客
観
的
立
場
か

ら
悲
観
的
シ
ナ
リ
オ
も
想
定
し
て
お
き
た
い
、エ
ビ
デ
ン

ス
は
限
ら
れ
て
お
り
、質
問
へ
の
回
答
は
本
当
に
苦
し
か

っ
た
。

　ウ
ィ
ズ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
を
占
う
意
味

で
、コ
ロ
ナ
渦
中
に
見
ら
れ
た
以
下
の
動
き
は
重
要
だ
と

感
じ
て
い
る
。

（
1
）観
光
活
動
に
対
す
る
市
民
の
ウ
ォ
ン
ツ
は
強
固
だ
っ

た
。そ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
新
し
い
観
光
形
態
で
受
け
止
め
る
動
き
が
見
ら

れ
る
な
ど
、観
光
市
場
構
造
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
速
度
で

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
2
）観
光
地
域
づ
く
り
の
現
場
で
は
、資
源
の
磨
き
上
げ

や
受
入
環
境
整
備
の
支
援
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

規
模
の
国
費
が
投
入
さ
れ
た
。企
画
競
争
を
通
じ
た
事
業

選
定
を
通
じ
て
、魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
や
、そ
の
上

位
に
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
、危
機
管
理
体
制
構
築
に

対
す
る
地
域
観
光
振
興
組
織
の
意
識
や
能
力
が
飛
躍
的
に

高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
3
）オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
コ
ロ
ナ
を
経
て
、空
間
の

混
雑
に
対
す
る
観
光
客
や
地
域
住
民
の
嫌
悪
感
が
著
し
く

高
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
急
速
な
変
化
に
観
光
研
究
者
・
機
関
は
ど
う

巻頭言

立
ち
向
か
う
べ
き
か
？（
1
）と（
2
）に
つ
い
て
は
、旅
行

者
の
心
理
・
行
動
・
流
動
の
変
化
、観
光
事
業
者
の
リ
カ
バ

リ
ー
戦
略
や
実
践
状
況
、国
や
地
域
で
実
行
さ
れ
た
政
策

や
施
策
な
ど
、多
様
な
デ
ー
タ
・
情
報
を
研
究
機
関
が
連
携

し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
体
制
を
構
築
し
た
い
。そ
し
て
、多

様
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
研
究
者
に
そ
れ
ら
リ
ッ
チ

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ
て
も
ら
い
、次
の
時
代
の
観
光
の

カ
タ
チ
を
積
極
的
に
提
示
し
た
い
。

　（3
）へ
の
方
略
の
核
心
は
、ピ
ー
ク
期
の
混
雑
で
儲
け
て

き
た
産
業
構
造
を
大
幅
に
変
革
す
る
新
た
な
地
域
経
営
戦

略
の
提
示
で
あ
る
が
、こ
れ
は
産
業
や
行
政
に
は
立
場
上

難
し
く
、研
究
者
の
客
観
的
立
場
で
そ
の
任
を
担
い
た
い
。

　ワ
ク
チ
ン
接
種
と
来
た
る
べ
き
治
療
薬
の
登
場
で
、国

内
観
光
市
場
は
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
回
復
で
き
る（
と

信
じ
た
い
）。し
か
し
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
事
業
の
躓
き
で

観
光
が〝
悪
者
〞に
な
り
、新
た
な
変
異
株
が
絶
え
ず
海
外

か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
状
況
で
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
は
全

く
見
通
せ
な
い
。筆
者
は
最
近
、医
療
関
係
者
と
の
意
見
交

換
を
続
け
て
い
る
が
、感
染
源
と
し
て
の
観
光
客
と
い
う

言
説
は
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
の
感
触
を
得
て
い

る
。新
た
に
医
学
界
と
連
携
し
て
観
光
と
感
染
の
関
係
に

関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
伴
っ
た
再
開
戦
略
を
議
論
す
る
こ

と
も
、観
光
研
究
者
・
機
関
の
責
務
で
あ
る
。

　コ
ロ
ナ
前
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
成
長
期
か
ら
現
在
ま

で
、残
念
な
が
ら
政
策
策
定
に
対
す
る
観
光
研
究
の
存
在

感
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。社
会
か

ら
の
信
頼
を
獲
得
す
る
た
め
に
、観
光
研
究
者
・
機
関
の
課

題
解
決
型
研
究
と
政
策
提
言
に
係
る
能
力
の
強
化
が
欠
か

せ
な
い
。（
公
財
）日
本
交
通
公
社
が
そ
の
ハ
ブ
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

清水哲夫
（しみず・てつお）

東京都立大学都市環境学部観光科学科教授。博士（工学）。専門は交通学、観光政
策・計画学。（公社）日本観光振興協会総合調査研究所所長兼日本観光振興アカデミ
ー学長。統計やビッグデータを駆使した観光流動・マーケティング分析の知見をベー
スに、国や自治体の観光政策立案の支援、観光地域づくりプラットフォームによる戦略
策定や誘客・受入環境整備事業立案、二次交通体系検討へのアドバイスを行っている。
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正
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F
）

五
木
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玲
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T
B
F
）

中
島
泰（
J
T
B
F
）

清
水
哲
夫

（
東
京
都
立
大
学
都
市
環
境
学
部
観
光
科
学
科
教
授
）

吉
澤
清
良

観
光
文
化
振
興
部
長
／
主
席
研
究
員

岡
野
隆
宏（
環
境
省
国
立
公
園
課
国
立
公
園
利
用
推
進
室
長
）

横
田
愛（
観
光
庁
観
光
資
源
課
地
域
資
源
活
用
推
進
室
長
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
政
策
研
究
部
長
／
主
席
研
究
員

山
田
雄
一

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
／
上
席
主
任
研
究
員

相
澤
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穂
子

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・マ
ネ
ジメ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

菅
野
正
洋

観
光
政
策
研
究
部  

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

中
野
文
彦

観
光
地
域
研
究
部 

ま
ち
づ
く
り
室
長
／
主
任
研
究
員

吉
谷
地 

裕

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

中
島 

泰

観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子

観
光
地
域
研
究
部 

地
域
戦
略
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

守
屋
邦
彦
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134567 柔
軟
かつ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜
J
T
B
F
経
営
計
画「C

hallenge2026

」の
概
要
〜

P
rologueJ

T
B
F
旅
行
者
調
査

〜
日
本
人
旅
行
者
の
動
向・意
識
、変
わ
ら
な
い
こ
と･変
わ
る
こ
と

「
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タイ
ル
変
化
」に
対
応
す
る

観
光
地
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

〜
回
復
が
期
待
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
変
化
と
は

次
世
代
観
光
地

〜「
Z
世
代
」「ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
求
め
る「
経
験
価
値
」への
対
応

多
様
性
を
持
つ
新
た
な
ツ
ー
リ
ズム
の

あ
り
方
に
ついて
の
研
究

〜
高
ま
る
多
様
性
への
関
心
、旅
行・観
光
分
野
に
求
め
ら
れ
る
対
応
と
は

地
方
部
に
お
け
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化への
取
組

〜
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
の
可
能
性
を
実
証
的
に
捉
え
る

情
報
革
命
が
生
み
出
し
、

コロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
る「
社
会
の
変
化
」

2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
〜
観
光
研
究への
期
待

構
成
・
文
：
井
上
理
江 

写
真
：
村
岡
栄
治

〜
少
し
先
の
未
来
の
た
め
の
7
つ
の
研
究

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
課
題

解
決
手
段
と
し
て
の
観
光
政
策
に
関
す
る
研
究

〜
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
背
景
に
あ
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
読
み
解
く

2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

観
光
地
の
あ
り
方
研
究

〜
環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向
、コ
ロ
ナ
下
で
見
つ
け
た
2
0
3
0
年
の
芽

2

首
藤
勝
次

（（
一
社
）竹
田
市
健
康
と
温
泉
文
化
・
芸
術
フォ
ー
ラ
ム
理
事
長
）

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
12
回

帝
京
大
学 

経
済
学
部
観
光
経
営
学
科

連
載

金
ゼ
ミ

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
24
回

『
川
端
康
成
と
書
〜
文
人
た
ち
の
墨
跡
』水
原
園
博 

著
／
求
龍
堂

文：観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室
／
主
任
研
究
員 

福
永
香
織

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、暮
ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜

コロナ
禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

観
光
研
究
最
前
線

2
0
2
1
年
度 

第
2
回 

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会・座
談
会

「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
交
流・観
光
〜
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
〜
」を
開
催

ゲス
ト 

二ツ
神
一
洋（
久
慈
市
産
業
経
済
部
林
業
水
産
課
長
）  

文
：
門
脇
茉
海（
観
光
文
化
振
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部 

企
画
室
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副
主
任
研
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）

活
動
報
告
第
23
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た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

金 

振
晩

（
帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
教
授
）

大
隅
一
志

（「
旅
の
図
書
館
」副
館
長
）

「
旅
の
図
書
館
」特
集
関
連
の
蔵
書
紹
介

溝
口
薫
平（
㈱
玉
の
湯
代
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取
締
役
会
長
）

中
谷
健
太
郎（
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亀
の
井
別
荘
相
談
役
）

後
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靖
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デ
ン
ソ
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社
外
監
査
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資
生
堂
社
外
監
査
役
）

P

1
P

43
P

53
P

4
P

7
P

39
P

33
P

28
P

24
P

19
P

14
P

8
P

73
P

70
P

65
P

57
P

74

2



特
集今
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観
光
文
化
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す
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研
究
領
域

巻
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言

ウィズ
／ポストコロナ
時
代
の
観
光
〜
観
光
研
究
が
果
た
す
役
割
〜

視座 座談会

機関誌

目次

菅
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正
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）

吉
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良

観
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化
振
興
部
長
／
主
席
研
究
員

岡
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室
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光
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室
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団
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公
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観
光
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／
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光
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／
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究
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澤
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穂
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光
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／
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菅
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観
光
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研
究
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活
性
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推
進
室
長
／
上
席
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研
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員

中
野
文
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観
光
地
域
研
究
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ま
ち
づ
く
り
室
長
／
主
任
研
究
員

吉
谷
地 

裕

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

中
島 

泰

観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子

観
光
地
域
研
究
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域
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略
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

守
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134567 柔
軟
かつ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜
J
T
B
F
経
営
計
画「C

hallenge2026

」の
概
要
〜

P
rologueJ

T
B
F
旅
行
者
調
査

〜
日
本
人
旅
行
者
の
動
向・意
識
、変
わ
ら
な
い
こ
と･変
わ
る
こ
と

「
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タイ
ル
変
化
」に
対
応
す
る

観
光
地
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

〜
回
復
が
期
待
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
変
化
と
は

次
世
代
観
光
地

〜「
Z
世
代
」「ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
求
め
る「
経
験
価
値
」への
対
応

多
様
性
を
持
つ
新
た
な
ツ
ー
リ
ズム
の

あ
り
方
に
ついて
の
研
究

〜
高
ま
る
多
様
性
への
関
心
、旅
行・観
光
分
野
に
求
め
ら
れ
る
対
応
と
は

地
方
部
に
お
け
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化への
取
組

〜
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
の
可
能
性
を
実
証
的
に
捉
え
る

情
報
革
命
が
生
み
出
し
、

コロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
る「
社
会
の
変
化
」

2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
〜
観
光
研
究への
期
待

構
成
・
文
：
井
上
理
江 

写
真
：
村
岡
栄
治

〜
少
し
先
の
未
来
の
た
め
の
7
つ
の
研
究

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
課
題

解
決
手
段
と
し
て
の
観
光
政
策
に
関
す
る
研
究

〜
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
背
景
に
あ
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
読
み
解
く

2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

観
光
地
の
あ
り
方
研
究

〜
環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向
、コ
ロ
ナ
下
で
見
つ
け
た
2
0
3
0
年
の
芽

2

首
藤
勝
次

（（
一
社
）竹
田
市
健
康
と
温
泉
文
化
・
芸
術
フォ
ー
ラ
ム
理
事
長
）

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
12
回

帝
京
大
学 

経
済
学
部
観
光
経
営
学
科

連
載

金
ゼ
ミ

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
24
回

『
川
端
康
成
と
書
〜
文
人
た
ち
の
墨
跡
』水
原
園
博 

著
／
求
龍
堂

文：観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室
／
主
任
研
究
員 

福
永
香
織

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、暮
ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜

コロナ
禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

観
光
研
究
最
前
線

2
0
2
1
年
度 
第
2
回 

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会・座
談
会

「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
交
流・観
光
〜
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
〜
」を
開
催

ゲス
ト 

二ツ
神
一
洋（
久
慈
市
産
業
経
済
部
林
業
水
産
課
長
）  
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脇
茉
海（
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）
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Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

金 

振
晩

（
帝
京
大
学
経
済
学
部
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光
経
営
学
科
教
授
）

大
隅
一
志

（「
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の
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」副
館
長
）
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蔵
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介
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は
じ
め
に

　
当
財
団
は
、
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け
る
「
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
」

を
目
指
し
た
長
期
計
画
「

‘22 
ビ
ジ
ョ
ン
」（
計
画
期
間
10
年
間
）
を
、
一
年
前

早
く
、
2
0
2
0
年
度
に
終
了
し
た
。
2
0
2
1
年
度
は
、
2
0
2
6
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
経
営
計
画
「C

hallenge2026

〜
柔
軟
か

つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜
」
の
初
年
度
に
あ
た
る
。

　
観
光
文
化
の
振
興
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
は
、
前
計
画
（「

‘22 
ビ
ジ
ョ
ン
」）
で
掲
げ
た
「
研
究
・
調
査
」
と
「
実
践
」

を
両
輪
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
堅
持
し
、
か
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行

的
・
国
際
的
な
観
光
動
向
に
も
視
野
を
広
げ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
よ
り
一
層
広
く
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る

組
織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

る
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
研
究
活
動
に
よ
り
戦
略
的
・
機
動
的
に
取
り
組
む
た

め
に
、
研
究
部
門
を
2
部（
観
光
地
域
研
究
部
、
観
光
政
策
研
究
部
）5
室（
環

表

1
経
営
計
画（C

hallenge 2
0

2
6

）の
概
要

図

1
組
織
体
制

観
光
文
化
振
興
部
長
／
主
席
研
究
員
　

吉
澤
清
良

境
計
画
室
、
地
域
戦
略
室
、
ま
ち
づ
く
り
室
、
社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
、

活
性
化
推
進
室
）
に
再
編
し
、
特
に
室
を
中
心
と
し
た
運
営
体
制
を
強
化
し

た
（
図
１
）。

　
ま
た
、
当
財
団
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
、「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
情
報
発
信
に
お
け
る
体
制
面
で
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主

事
業
の
推
進
役
と
し
て
の
役
割
を
付
加
し
、「
観
光
文
化
振
興
部
」
へ
と
組

織
変
更
し
た
。

　
当
財
団
の
事
業
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
自
主
事
業
（
当
財
団
の
独
自
財
源
を

活
用
し
た
事
業
）
は
、「
自
主
事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
け
て
、
そ
の
内
容
に

よ
り「
基
盤
事
業
」、「
基
盤
調
査
研
究
」、「
自
主
研
究
」の
3
つ
に
区
分
し
た
。

そ
の
上
で
、
特
に
「
自
主
研
究
」
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
が
「
我
が
国
の
観

光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団
」
で
あ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

を
、
研
究
員
自
ら
が
主
体
的
に
考
え
、
自
発
的
に
企
画
提
案
す
る
方
式
を
導

入
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
継
続
テ
ー
マ
・
新
規
テ
ー
マ
含
め
て
計
17
件
（
基
盤

調
査
研
究
4
件
、
自
主
研
究
13
件
）
の
研
究
に
取
り
組
み
、
適
時
、
研
究
成

果
を
公
開
し
て
い
る
。

　
当
財
団
は
、
新
た
な
経
営
計
画
の
も
と
、「
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
よ
り
一
層
の
高
み
を
目
指

し
て〝C

hallenge

〞を
続
け
て
い
る
。

　
観
光
に
関
す
る
諸
問
題
に
向
き
合
う
基
本
的
姿
勢
は
前
経
営
計
画
（「

‘22 
ビ

ジ
ョ
ン
」）
を
踏
襲
し
、①
課
題
や
現
象
の
認
識
、②
課
題
や
現
象
を
一
般
化
・

理
論
化
し
た
知
見
の
獲
得
、③
知
見
の
発
信
、④
実
践
の
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
掲
げ
た
（
表
1
）。
現
経
営
計
画
で
は
、「
研
究
・
調
査
」
と
「
実
践
」
が

相
互
に
影
響
し
合
う
好
循
環
・
好
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
社
会
的
信
頼
感
と

高
い
競
争
力
を
備
え
た
、
国
や
地
域
の
諸
課
題
に
対
す
る
解
決
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行
的
・
国
際
的
な
観

光
動
向
に
視
野
を
広
げ
、
ま
た
研
究
及
び
実
践
の
成
果
の
国
内
・
海
外
へ
の

発
信
を
強
化
し
、
我
が
国
の
観
光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団
と

し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
国
際
的
な
姿
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
2
）。

　
現
計
画
に
基
づ
き
、
当
財
団
で
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
様
々
な
研
究
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
研
究
結
果
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
市
場
や
観
光
地
づ
く
り
に

お
け
る
変
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、今
回
の『
観
光
文
化
2
5
2
号
』

の
特
集
の
テ
ー
マ
は
、「
今
後
の
観
光
文
化
創
造
に
貢
献
す
る
研
究
領
域
」

と
し
た
。

　
当
財
団
に
は
様
々
な
価
値
観
、
問
題
意
識
を
持
っ
た
研
究
員
が
所
属
し
て

い
る
が
、
今
期
か
ら
は
特
に
自
主
研
究
に
お
い
て
、
社
会
的
・
国
際
的
に
顕

在
化
・
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
課
題
や
技
術
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
等
（
社
会
的
な

環
境
変
化
）
が
、
我
が
国
の
「
観
光
の
（
少
し
先
の
）
未
来
」
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
な
ど
を

意
識
し
て
一
部
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
誌
で
は
、
当
財
団
の
研
究
員
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
研
究
フ
レ
ー
ム
で
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、
現
時
点
で
何
が
見
え

て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
で
、

観
光
関
係
者
が
今
後
の
観
光
振
興
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て

Prologue

J
T
B
F
経
営
計
画

「C
hallenge2026

」の
概
要

計
画
名
称

計
画
期
間

目
指
す
姿

基
本
的
姿
勢

J
T
B
F
経
営
計
画
「C

h
a

lle
n

g
e

2
0

2
6

」
の
概
要

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

経
営
計
画
（
2
0
2
1
〜
2
0
2
6
年
度
）
「C

hallen
ge2026

」

〜
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜

2
0
2
1
年
度
〜
2
0
2
6
年
度

観
光
研
究
の
多
様
化
・
高
度
化
に
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
、

我
が
国
の
観
光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団

課
題
や
現
象
の
認
識

中
央
省
庁
や
地
方
自
治
体
等
の
実
施
す
る
観
光
地
づ
く
り
や

観
光
政
策
の
遂
行
・
立
案
支
援
と
い
っ
た
「
実
践
」
を
通
じ
て

課
題
や
起
き
て
い
る
（
起
き
つ
つ
あ
る
）
現
象
を
客
観
的
に
認
識
す
る
。

課
題
や
現
象
を
一
般
化
・
理
論
化
し
た
知
見
の
獲
得

認
識
し
た
課
題
や
現
象
を
「
研
究
・
調
査
」
の
世
界
に
持
ち
込
み
、

現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
、

あ
る
い
は
国
際
的
な
観
光
動
向
や
既
往
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
た

科
学
的
手
法
に
よ
る
検
証
等
を
通
じ
て
、
一
般
化
・
理
論
化
し
た
知
見
と
す
る
。

知
見
の
発
信

合
わ
せ
て
、
一
般
化
・
理
論
化
し
た
知
見
を
、

社
会
で
共
有
す
べ
き
知
的
財
産
と
し
て
論
文
や
刊
行
物
、

セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
各
種
方
法
で
国
内
外
へ
と
「
発
信
」
す
る
。

実
践
の
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

そ
の
上
で
、
そ
の
知
見
を
改
め
て
観
光
地
づ
く
り
や

観
光
政
策
の
遂
行
・
立
案
支
援
と
い
っ
た
「
実
践
」
の
場
に
持
ち
帰
り
、
応
用
す
る
。

企
画
創
発
課

経
理
課

総
務
課

編
集
室

企
画
室

旅
の
図
書
館

活
性
化
推
進
室

社
会・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

ま
ち
づ
く
り
室

地
域
戦
略
室

総
務
部

観
光
文
化
振
興
部

観
光
政
策
研
究
部

観
光
地
域
研
究
部

環
境
計
画
室

会
長

監
事

理
事
会

評
議
員
会

【
研
究・調
査
事
業
】

・
観
光
文
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

（
観
光
資
源
と
保
全
・
活
用
等
）

・
観
光
地
域
の
振
興
・
観
光
政
策

（
観
光
計
画
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
等
）

・
観
光
及
び
旅
行
市
場

（
市
場
統
計
調
査
・
分
析
等
）

・
観
光
関
係
事
業

（
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
等
）

【
旅
の
図
書
館
の
運
営
】

【
経
営
企
画
、
情
報
公
開
及
び
広
報
】

【
各
種
刊
行
物
の
編
集
】

【
組
織
運
営
】（
及
び
研
究
・
調
査
事
業
）

（
及
び
研
究
・
調
査
事
業
）

❶❷❸❹

P r o l o g u e
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は
じ
め
に

　
当
財
団
は
、
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け
る
「
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
」

を
目
指
し
た
長
期
計
画
「

‘22 
ビ
ジ
ョ
ン
」（
計
画
期
間
10
年
間
）
を
、
一
年
前

早
く
、
2
0
2
0
年
度
に
終
了
し
た
。
2
0
2
1
年
度
は
、
2
0
2
6
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
経
営
計
画
「C

hallenge2026

〜
柔
軟
か

つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜
」
の
初
年
度
に
あ
た
る
。

　
観
光
文
化
の
振
興
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
は
、
前
計
画
（「

‘22 
ビ
ジ
ョ
ン
」）
で
掲
げ
た
「
研
究
・
調
査
」
と
「
実
践
」

を
両
輪
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
堅
持
し
、
か
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行

的
・
国
際
的
な
観
光
動
向
に
も
視
野
を
広
げ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
よ
り
一
層
広
く
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る

組
織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

る
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
研
究
活
動
に
よ
り
戦
略
的
・
機
動
的
に
取
り
組
む
た

め
に
、
研
究
部
門
を
2
部（
観
光
地
域
研
究
部
、
観
光
政
策
研
究
部
）5
室（
環

表

1
経
営
計
画（C

hallenge 2
0

2
6

）の
概
要

図

1
組
織
体
制

観
光
文
化
振
興
部
長
／
主
席
研
究
員
　

吉
澤
清
良

境
計
画
室
、
地
域
戦
略
室
、
ま
ち
づ
く
り
室
、
社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
、

活
性
化
推
進
室
）
に
再
編
し
、
特
に
室
を
中
心
と
し
た
運
営
体
制
を
強
化
し

た
（
図
１
）。

　
ま
た
、
当
財
団
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
、「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
情
報
発
信
に
お
け
る
体
制
面
で
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主

事
業
の
推
進
役
と
し
て
の
役
割
を
付
加
し
、「
観
光
文
化
振
興
部
」
へ
と
組

織
変
更
し
た
。

　
当
財
団
の
事
業
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
自
主
事
業
（
当
財
団
の
独
自
財
源
を

活
用
し
た
事
業
）
は
、「
自
主
事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
け
て
、
そ
の
内
容
に

よ
り「
基
盤
事
業
」、「
基
盤
調
査
研
究
」、「
自
主
研
究
」の
3
つ
に
区
分
し
た
。

そ
の
上
で
、
特
に
「
自
主
研
究
」
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
が
「
我
が
国
の
観

光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団
」
で
あ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

を
、
研
究
員
自
ら
が
主
体
的
に
考
え
、
自
発
的
に
企
画
提
案
す
る
方
式
を
導

入
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
継
続
テ
ー
マ
・
新
規
テ
ー
マ
含
め
て
計
17
件
（
基
盤

調
査
研
究
4
件
、
自
主
研
究
13
件
）
の
研
究
に
取
り
組
み
、
適
時
、
研
究
成

果
を
公
開
し
て
い
る
。

　
当
財
団
は
、
新
た
な
経
営
計
画
の
も
と
、「
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
よ
り
一
層
の
高
み
を
目
指

し
て〝C

hallenge

〞を
続
け
て
い
る
。

　
観
光
に
関
す
る
諸
問
題
に
向
き
合
う
基
本
的
姿
勢
は
前
経
営
計
画
（「

‘22 
ビ

ジ
ョ
ン
」）
を
踏
襲
し
、①
課
題
や
現
象
の
認
識
、②
課
題
や
現
象
を
一
般
化
・

理
論
化
し
た
知
見
の
獲
得
、③
知
見
の
発
信
、④
実
践
の
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
掲
げ
た
（
表
1
）。
現
経
営
計
画
で
は
、「
研
究
・
調
査
」
と
「
実
践
」
が

相
互
に
影
響
し
合
う
好
循
環
・
好
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
社
会
的
信
頼
感
と

高
い
競
争
力
を
備
え
た
、
国
や
地
域
の
諸
課
題
に
対
す
る
解
決
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行
的
・
国
際
的
な
観

光
動
向
に
視
野
を
広
げ
、
ま
た
研
究
及
び
実
践
の
成
果
の
国
内
・
海
外
へ
の

発
信
を
強
化
し
、
我
が
国
の
観
光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団
と

し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
国
際
的
な
姿
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
2
）。

　
現
計
画
に
基
づ
き
、
当
財
団
で
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
様
々
な
研
究
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
研
究
結
果
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
市
場
や
観
光
地
づ
く
り
に

お
け
る
変
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、今
回
の『
観
光
文
化
2
5
2
号
』

の
特
集
の
テ
ー
マ
は
、「
今
後
の
観
光
文
化
創
造
に
貢
献
す
る
研
究
領
域
」

と
し
た
。

　
当
財
団
に
は
様
々
な
価
値
観
、
問
題
意
識
を
持
っ
た
研
究
員
が
所
属
し
て

い
る
が
、
今
期
か
ら
は
特
に
自
主
研
究
に
お
い
て
、
社
会
的
・
国
際
的
に
顕

在
化
・
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
課
題
や
技
術
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
等
（
社
会
的
な

環
境
変
化
）
が
、
我
が
国
の
「
観
光
の
（
少
し
先
の
）
未
来
」
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
な
ど
を

意
識
し
て
一
部
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
誌
で
は
、
当
財
団
の
研
究
員
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
研
究
フ
レ
ー
ム
で
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、
現
時
点
で
何
が
見
え

て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
で
、

観
光
関
係
者
が
今
後
の
観
光
振
興
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て

Prologue

J
T
B
F
経
営
計
画

「C
hallenge2026

」の
概
要

計
画
名
称

計
画
期
間

目
指
す
姿

基
本
的
姿
勢

J
T
B
F
経
営
計
画
「C

h
a

lle
n

g
e

2
0

2
6

」
の
概
要

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

経
営
計
画
（
2
0
2
1
〜
2
0
2
6
年
度
）
「C

hallen
ge2026

」

〜
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜

2
0
2
1
年
度
〜
2
0
2
6
年
度

観
光
研
究
の
多
様
化
・
高
度
化
に
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
、

我
が
国
の
観
光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団

課
題
や
現
象
の
認
識

中
央
省
庁
や
地
方
自
治
体
等
の
実
施
す
る
観
光
地
づ
く
り
や

観
光
政
策
の
遂
行
・
立
案
支
援
と
い
っ
た
「
実
践
」
を
通
じ
て

課
題
や
起
き
て
い
る
（
起
き
つ
つ
あ
る
）
現
象
を
客
観
的
に
認
識
す
る
。

課
題
や
現
象
を
一
般
化
・
理
論
化
し
た
知
見
の
獲
得

認
識
し
た
課
題
や
現
象
を
「
研
究
・
調
査
」
の
世
界
に
持
ち
込
み
、

現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
、

あ
る
い
は
国
際
的
な
観
光
動
向
や
既
往
研
究
の
蓄
積
を
踏
ま
え
た

科
学
的
手
法
に
よ
る
検
証
等
を
通
じ
て
、
一
般
化
・
理
論
化
し
た
知
見
と
す
る
。

知
見
の
発
信

合
わ
せ
て
、
一
般
化
・
理
論
化
し
た
知
見
を
、

社
会
で
共
有
す
べ
き
知
的
財
産
と
し
て
論
文
や
刊
行
物
、

セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
各
種
方
法
で
国
内
外
へ
と
「
発
信
」
す
る
。

実
践
の
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

そ
の
上
で
、
そ
の
知
見
を
改
め
て
観
光
地
づ
く
り
や

観
光
政
策
の
遂
行
・
立
案
支
援
と
い
っ
た
「
実
践
」
の
場
に
持
ち
帰
り
、
応
用
す
る
。

企
画
創
発
課

経
理
課

総
務
課

編
集
室

企
画
室

旅
の
図
書
館

活
性
化
推
進
室

社
会・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

ま
ち
づ
く
り
室

地
域
戦
略
室

総
務
部

観
光
文
化
振
興
部

観
光
政
策
研
究
部

観
光
地
域
研
究
部

環
境
計
画
室

会
長

監
事

理
事
会

評
議
員
会

【
研
究・調
査
事
業
】

・
観
光
文
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

（
観
光
資
源
と
保
全
・
活
用
等
）

・
観
光
地
域
の
振
興
・
観
光
政
策

（
観
光
計
画
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
等
）

・
観
光
及
び
旅
行
市
場

（
市
場
統
計
調
査
・
分
析
等
）

・
観
光
関
係
事
業

（
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
等
）

【
旅
の
図
書
館
の
運
営
】

【
経
営
企
画
、
情
報
公
開
及
び
広
報
】

【
各
種
刊
行
物
の
編
集
】

【
組
織
運
営
】（
及
び
研
究
・
調
査
事
業
）

（
及
び
研
究
・
調
査
事
業
）
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は
じ
め
に

　
当
財
団
は
、
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け
る
「
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関
」

を
目
指
し
た
長
期
計
画
「

‘22 
ビ
ジ
ョ
ン
」（
計
画
期
間
10
年
間
）
を
、
一
年
前

早
く
、
2
0
2
0
年
度
に
終
了
し
た
。
2
0
2
1
年
度
は
、
2
0
2
6
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
経
営
計
画
「C

hallenge2026

〜
柔
軟
か

つ
果
敢
に
挑
戦
す
る
研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
〜
」
の
初
年
度
に
あ
た
る
。

　
観
光
文
化
の
振
興
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
は
、
前
計
画
（「

‘22 
ビ
ジ
ョ
ン
」）
で
掲
げ
た
「
研
究
・
調
査
」
と
「
実
践
」

を
両
輪
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
堅
持
し
、
か
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行

的
・
国
際
的
な
観
光
動
向
に
も
視
野
を
広
げ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
よ
り
一
層
広
く
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る

組
織
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

る
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
研
究
活
動
に
よ
り
戦
略
的
・
機
動
的
に
取
り
組
む
た

め
に
、
研
究
部
門
を
2
部（
観
光
地
域
研
究
部
、
観
光
政
策
研
究
部
）5
室（
環

図

2
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の
基
本
的
な
姿
勢

境
計
画
室
、
地
域
戦
略
室
、
ま
ち
づ
く
り
室
、
社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
、

活
性
化
推
進
室
）
に
再
編
し
、
特
に
室
を
中
心
と
し
た
運
営
体
制
を
強
化
し

た
（
図
１
）。

　
ま
た
、
当
財
団
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
、「
観
光
文
化
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
情
報
発
信
に
お
け
る
体
制
面
で
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主

事
業
の
推
進
役
と
し
て
の
役
割
を
付
加
し
、「
観
光
文
化
振
興
部
」
へ
と
組

織
変
更
し
た
。

　
当
財
団
の
事
業
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
自
主
事
業
（
当
財
団
の
独
自
財
源
を

活
用
し
た
事
業
）
は
、「
自
主
事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
け
て
、
そ
の
内
容
に

よ
り「
基
盤
事
業
」、「
基
盤
調
査
研
究
」、「
自
主
研
究
」の
3
つ
に
区
分
し
た
。

そ
の
上
で
、
特
に
「
自
主
研
究
」
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
が
「
我
が
国
の
観

光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団
」
で
あ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

を
、
研
究
員
自
ら
が
主
体
的
に
考
え
、
自
発
的
に
企
画
提
案
す
る
方
式
を
導

入
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、
継
続
テ
ー
マ
・
新
規
テ
ー
マ
含
め
て
計
17
件
（
基
盤

調
査
研
究
4
件
、
自
主
研
究
13
件
）
の
研
究
に
取
り
組
み
、
適
時
、
研
究
成

果
を
公
開
し
て
い
る
。

　
当
財
団
は
、
新
た
な
経
営
計
画
の
も
と
、「
柔
軟
か
つ
果
敢
に
挑
戦
す
る

研
究
者
集
団
を
目
指
し
て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
よ
り
一
層
の
高
み
を
目
指

し
て〝C

hallenge

〞を
続
け
て
い
る
。

　
観
光
に
関
す
る
諸
問
題
に
向
き
合
う
基
本
的
姿
勢
は
前
経
営
計
画
（「

‘22 
ビ

ジ
ョ
ン
」）
を
踏
襲
し
、①
課
題
や
現
象
の
認
識
、②
課
題
や
現
象
を
一
般
化
・

理
論
化
し
た
知
見
の
獲
得
、③
知
見
の
発
信
、④
実
践
の
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
掲
げ
た
（
表
1
）。
現
経
営
計
画
で
は
、「
研
究
・
調
査
」
と
「
実
践
」
が

相
互
に
影
響
し
合
う
好
循
環
・
好
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
社
会
的
信
頼
感
と

高
い
競
争
力
を
備
え
た
、
国
や
地
域
の
諸
課
題
に
対
す
る
解
決
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行
的
・
国
際
的
な
観

光
動
向
に
視
野
を
広
げ
、
ま
た
研
究
及
び
実
践
の
成
果
の
国
内
・
海
外
へ
の

発
信
を
強
化
し
、
我
が
国
の
観
光
分
野
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
集
団
と

し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
国
際
的
な
姿
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
（
図
2
）。

　
現
計
画
に
基
づ
き
、
当
財
団
で
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
様
々
な
研
究
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
研
究
結
果
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
旅
行
市
場
や
観
光
地
づ
く
り
に

お
け
る
変
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、今
回
の『
観
光
文
化
2
5
2
号
』

の
特
集
の
テ
ー
マ
は
、「
今
後
の
観
光
文
化
創
造
に
貢
献
す
る
研
究
領
域
」

と
し
た
。

　
当
財
団
に
は
様
々
な
価
値
観
、
問
題
意
識
を
持
っ
た
研
究
員
が
所
属
し
て

い
る
が
、
今
期
か
ら
は
特
に
自
主
研
究
に
お
い
て
、
社
会
的
・
国
際
的
に
顕

在
化
・
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
課
題
や
技
術
、
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
等
（
社
会
的
な

環
境
変
化
）
が
、
我
が
国
の
「
観
光
の
（
少
し
先
の
）
未
来
」
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
な
ど
を

意
識
し
て
一
部
の
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
誌
で
は
、
当
財
団
の
研
究
員
が
、
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
研
究
フ
レ
ー
ム
で
研
究
活
動
に
取
り
組
み
、
現
時
点
で
何
が
見
え

て
き
た
の
か
、
ま
た
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
で
、

観
光
関
係
者
が
今
後
の
観
光
振
興
を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
よ
し
ざ
わ
・
き
よ
よ
し
）

『
観
光
文
化
2
5
2
号
』特
集
テ
ー
マ
に
つ
い
て

国内・海外への発信を強化

実践研究・調査
□ 観光地づくりや観光政策の
　 遂行・立案支援

□ 自治体等と連携して行う自主研究

□ 現状を把握するための調査等の実施

□ 既往研究の蓄積を踏まえた
　 科学的手法による検証

知見をあらためて
「実践」の場に

持ち帰り応用

を
見
知
た
し
化
般
一
・
化
論
理

き
べ
す
有
共
で
会
社

て
し
と
産
財
的
知

信
発
で
法
方
種
各

認識した課題や現象を
「研究・調査」へ

テーマ化

先行的・
国際的な

観光動向への
視野

信
発
た
じ
通
を
践
実

課題や現象を一般化・理論化した
“知見” の獲得

現場で起きている（起きつつある）
課題や現象を客観的に “認識”

6



今
後
の

観
光
文
化

創
造
に

貢
献
す
る

研
究
領
域 少

し
先
の

未
来
の
た
め
の

7
つ
の
研
究

J
T
B
F
旅
行
者
調
査

〜
日
本
人
旅
行
者
の
動
向・
意
識
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ
と

観
光
文
化
振
興
部

　企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

五
木
田
玲
子

「
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
スタイ
ル
変
化
」に

対
応
す
る
観
光
地
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

〜
回
復
が
期
待
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
変
化
と
は

観
光
地
域
研
究
部 

地
域
戦
略
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

守
屋
邦
彦

次
世
代
観
光
地

〜「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
求
め
る「
経
験
価
値
」へ
の
対
応

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
／
上
席
主
任
研
究
員 

相
澤
美
穂
子

多
様
性
を
持
つ
新
た
な

ツ
ー
リ
ズム
の
あ
り
方
について
の
研
究

〜
高
ま
る
多
様
性
へ
の
関
心
、旅
行
・
観
光
分
野
に
求
め
ら
れ
る
対
応
と
は

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

菅
野
正
洋

地
方
部
に
お
け
る
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化への
取
組

〜
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
の
可
能
性
を
実
証
的
に
捉
え
る

観
光
政
策
研
究
部

　活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
課
題

解
決
手
段
と
し
て
の
観
光
政
策
に
関
す
る
研
究

〜
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
背
景
に
あ
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
読
み
解
く

観
光
地
域
研
究
部 

ま
ち
づ
く
り
室
長
／
主
任
研
究
員 

吉
谷
地 

裕

2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

観
光
地
の
あ
り
方
研
究

〜
環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向
、コ
ロ
ナ
下
で
見
つ
け
た
2
0
3
0
年
の
芽

観
光
地
域
研
究
部 

環
境
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
島 

泰
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2021年

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

21.9

30.4

36.7 35.8
31.8

41.1

40.8

35.6
39.3

69.6

47.5

52.7
49.5

44.4

55.253.5
49.4

55.5

緊急事態宣言 緊急事態宣言

100%

40%

80%

60%

20%

0%

新型コロナの影響で、
当月の実施を

とりやめた旅行があった

当初の予定通り
実施した旅行があった

2020年

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

74.0

54.3

19.2

10.0
6.8

20.4

28.7 30.3

43.2

55.5
58.0

38.2

21.6

36.5

75.9

84.2 83.2

65.3
61.7

56.0

41.0 35.4
31.5

54.2

緊急事態宣言
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20,000

15,000

5,000

0

日本国内新規陽性者数（人）

出
典
：（
旅
行
へ
の
影
響
）J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
／（
日
本
国
内
新
規
陽
性
者
数
）厚
生
労
働
省
資
料
よ
り
J
T
B
F
作
成

〈2020〉
第1回：2020/5/1～11
第2回：2020/7/9～15
第3回：2020/10/1～7
第4回：2021/1/7～14

各回 50,000

〈2020〉
第1回：1,451／2,080
第2回：1,069／1,401
第3回：1,043／1,530
第4回：1,016／1,504

〈2021〉
第1回：1,008／1,384
第2回：1,022／1,445
第3回：1,018／1,434

〈2021〉
第1回：2021/5/18～25
第2回：2021/7/5～9
第3回：2021/10/1～7

〈2020〉
第1回：2020/5/20～6/5
第2回：2020/11/26～12/10

〈2021〉　
第1回：2021/5/26～6/16

〈2020〉
第1回：1,472
第2回：1,464

〈2021〉
第1回：1,473

期間中に観光・レクリエーション
旅行を実施した人

ウェブ調査 郵送自記式調査

標本の
大きさ

（人）／
トリップ
数（件）

調査名

調査
対象

調査方法

調査項目

調査
時期

全国16～79歳の男女 全国18～79歳の男女
調査会社のパネルより抽出※3

全体調査
主に、旅行の内容 主に、旅行に対する意識

トリップ調査
JTBF旅行実態調査 JTBF旅行意識調査

調査会社のパネルより抽出※2

国内宿泊観光旅行※1

※1：海外観光旅行も調査対象としているが、海外観光旅行実施票を十分に得られなかったため、今回の分析対象からは除外した。  
※2：国勢調査時の人口（地域・性別・年代）をベースに、調査会社のモニターを割り当てた。
※3：国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出して個人を割り当てた。

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❶

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

〜
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ
と

1

J
T
B
F
旅
行
者
調
査

観
光
文
化
振
興
部

　企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

五
木
田
玲
子

1

言
が
発
出
さ
れ
た
2
0
2
0
年
4
月
頃
か
ら
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
内
旅
行
比
率
が
高

ま
り
、そ
れ
以
降
も
底
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
近
場

旅
行
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、5
泊

以
上
の
滞
在
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
微
増
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。出
発
日
に
つ

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
平
日
利
用
が

増
え
、分
散
化
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、〝
密
や
接
触
を
避
け
、短
期
間
・
同
居
の
家
族

と
、分
散
し
て
〞の
傾
向
は
続
く
が
、突
如
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
2
0
2
0
年
に
比
べ
、

や
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
旅
行
意
識

 

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
の
旅
行

意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
旅
行
意
向
を
示
し
た
図
4
を
み
る

と
、旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
層
は
2
0
2
0
年

に
比
べ
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
自
粛
し
て
き
た

分
、旅
行
に
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。旅

行
意
向
に
つ
い
て
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、10
〜

20
代
は
男
女
と
も
に「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行

に
行
き
た
い
」と
い
う
意
向
が
他
年
代
に
比
べ
て

高
く
、積
極
的
な
旅
行
意
向
が
う
か
が
え
る
。一

方
、高
齢
層
、特
に
女
性
70
代
は
、他
年
代
に
比

べ
て「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
・
全
く
旅
行
に
行

き
た
く
な
い
」と
い
う
割
合
が
高
く
、旅
行
に
対

し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る（
図
5
）。

　こ
こ
ま
で
旅
行
意
向
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
、人
々
は
旅
行
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、国
内
旅

行
は
日
常
生
活
に
比
べ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
結
果
を
図
6
に
示
す
。こ
の
結

果
を
み
る
と
、属
性
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、〝
国
内
旅
行
と
日
常
生
活
は
同
程
度

危
険
〞と〝
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
危
険
〞が
半
々
に

わ
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。女
性
70
代
は
旅
行
意

向
が
低
い
と
前
述
し
た
が
、こ
の
グ
ラ
フ
に
お
い

て
は
他
の
年
代
と
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、

旅
行
だ
け
を
特
別
に
不
安
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
か
ら
旅
行
に
も

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
年
代
は
、

日
常
生
活
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

旅
行
が
安
全
と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
動
き

出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
内
旅
行

ら
な
い（
図
8
）。こ
れ
ら
の
動
機
の
選
択
率
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
ま
っ
て
お
り
、自
粛
疲
れ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、〝
お
う
ち
ご
は
ん
〞と
は
違

う
旅
先
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
っ

た
思
い
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
1

〜
2
年
間
で
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
に
つ

い
て
も
、「
温
泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」の

3
大
人
気
は
変
わ
ら
な
い（
図
9
）。コ
ロ
ナ
禍
前

る
部
分
に
つ
い
て
は
、受
入
側
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
調
査
は
当
財
団
が
長
年
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、調
査
自
体
は
先
行
的
な

も
の
で
は
な
い
。が
し
か
し
、本
調
査
で
得
ら
れ

る
調
査
結
果
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
光
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。今
後
も
、

観
光
分
野
で
予
見
さ
れ
る
動
き
を
適
宜
調
査
項

目
に
反
映
し
た
り
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上

げ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、旅
行
市
場
の
動
向
や

変
化
を
観
測
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

は
じ
め
に

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、旅
行

市
場
の
全
体
像
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

1
9
9
8
年
か
ら
旅
行
者
の
行
動
や
意
識
な
ど

に
関
す
る「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調
査
」を
開

始
、
現
在
は
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」の
2
つ
の
調
査
に

引
き
継
ぎ
、中
長
期
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
社
会

に
提
供
し
て
い
る
。「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調

査
」は
、国
民
の
人
口
構
成
に
近
い
パ
ネ
ル
を
確

保
し
て
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意

識
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、通
常
は
年
1
回
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
調
査
回
数
を
年
2
回
に
増
や
し
て
実
施
し

て
い
る
。一
方
、「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」

は
、国
民
の
旅
行
実
施
内
容
を
旅
行
目
的
、同
行

者
、旅
行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
な
ど
で
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、四
半
期

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。全
体
調
査
と
ト
リ
ッ

プ
調
査
か
ら
成
り
、ト
リ
ッ
プ
調
査
は
当
該
期

間
中
に
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
が
対
象
で
あ

る
。　コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密
を
避
け
た
行
動

や
、旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
な
ど
、旅
行
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。日
本
人
旅
行
者
の

動
向
や
意
識
に
関
し
、変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
こ

と
は
、観
光
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、政
策

立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な
デ

ー
タ
に
な
る
。そ
こ
で
、調
査
内
容
を
拡
充
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
と
し
た

分
析
を
進
め
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公
開
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

　コ
ロ
ナ
禍
が
国
内
観
光
旅
行
に
与
え
た
影
響

を
図
1
に
示
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
の
と

り
や
め
は
2
0
2
0
年
3
月
に
急
増
し
、初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
4
〜
5
月
に

は
8
割
強
が
と
り
や
め
た
。そ
の
後
、徐
々
に
減

少
し
11
月
に
は
3
割
強
に
ま
で
下
が
っ
た
も
の

の
、12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
感
染
者
数
が
急

増
し
た
第
3
波
下
で
は
再
び
7
割
に
届
く
ほ
ど

に
ま
で
急
増
し
た
。そ
の
後
は
感
染
状
況
に
と

も
な
い
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。2
0
2
1

年
に
入
っ
て
か
ら
の
旅
行
と
り
や
め
の
ピ
ー
ク

は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
第

3
波
下
の
1
月
で
あ
り
、同
程
度
の
感
染
者
数

で
あ
っ
た
第
4
波
下
、過
去
最
大
の
感
染
者
数

と
な
っ
た
第
5
波
下
で
は
、第
3
波
下
ほ
ど
の

高
い
割
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。予
定
通
り
実

施
し
た
旅
行
を
み
る
と
、第
3
波
下
の
1
月
と

比
べ
て
第
4
波
下
の
4
月
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
増

加
、第
5
波
下
で
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、い

わ
ゆ
る〝
コ
ロ
ナ
慣
れ
〞の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　観
光
庁「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」に
よ

る
と
、2
0
2
0
年
の
日
本
国
内
の
宿
泊
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
延
べ
旅
行
者
数
は

9
1
3
8
万
人（
前
年
比
46
・
5
%
減
）と
な
っ

た
。2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
前
年
に
比

べ
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
べ
る
と
5
〜
7
割
減
が
続
く
。で
は
、ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。図
2
は
、

2
0
2
0
年
の
国
内
宿
泊
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
旅
行
の
経
験
率
、延
べ
旅
行
者
数
、延
べ

旅
行
者
数
の
前
年
比（
コ
ロ
ナ
禍
前
比
）を
年
代

別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。延
べ
旅
行
者
数
は
全

世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
大
幅
減
と
な
っ

て
お
り
、特
に
、10
代
及
び
80
代
以
上
で
は
6
割

減
、9
歳
以
下
及
び
60
〜
70
代
で
も
ほ
ぼ
半
減

と
な
っ
た
。そ
の
一
方
で
、20
代
は
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
3
割
台
に
と
ど
ま
り
、か
つ
、延
べ
旅
行
者

数
、旅
行
経
験
率
と
も
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
市
場
は
20
代
が
牽
引

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
内
容
の
変

化
を
み
て
い
く
。こ
こ
で
は
夏
休
み
の
8
月
の
旅

行
内
容
を
取
り
上
げ
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
9

年
と
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
を
比
較
し
た

（
図
3
）。同
行
者
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
は

他
者
と
の
接
触
回
避
が
強
く
意
識
さ
れ
、同
居

す
る
家
族
や
夫
婦
で
の
旅
行
が
約
7
割
を
占
め

た
。2
0
2
1
年
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、そ
の
比
率
は
6
割
強
と
や
や
落
ち
着

い
て
き
た
。主
な
交
通
手
段
は
、同
行
者
同
様
、

密
や
他
者
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

2
0
2
0
年
は
自
家
用
車
が
7
割
を
占
め
、

2
0
2
1
年
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
い
割

合
が
続
く
。泊
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
は
近
場
の
旅
行
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

1
泊
率
が
増
加
し
た
。1
回
目
の
緊
急
事
態
宣

か
ら
の
増
減
を
み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
旅
行
タ
イ

プ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
う
ず
う
ず

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。特
に
、「
温
泉
」「
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」の
伸
び
が
大
き

く
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
や
し
た
い
、と
い
う
思
い

が
表
れ
て
い
る
。同
じ
く
伸
び
が
大
き
い「
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」か
ら
は
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
発
散
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
え
て
く
る
。

　で
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
の
旅
行
で
行
き
た
い

地
域
、逆
に
行
き
た
く
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う

な
地
域
な
の
だ
ろ
う
か（
図
10
）。コ
ロ
ナ
禍
に

行
き
た
い
地
域
と
し
て
は「
あ
ま
り
人
が
密
集

し
な
い
地
域
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
公
衆
衛

生
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」だ
が
、今
後
行
き
た
い
地
域
と
し
て
多
く
挙

げ
ら
れ
た
の
は「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
」「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」「
こ

れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、愛
着
の
あ

る
地
域
」で
あ
っ
た
。一
方
、あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
地
域
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
と
も

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が

多
か
っ
た
地
域
」「
公
衆
衛
生
な
ど
の
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し

や
す
い
地
域
」が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は「
密
の
回
避
」「
感
染
症
対
策
」が
ま

ず
求
め
ら
れ
る
が
、今
後
の
旅
行
に
お
い
て
は
、

密
の
回
避
や
感
染
症
対
策
は
魅
力
で
は
な
く
最

低
限
満
た
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
は

観
光
地
本
来
の
魅
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

っ
て
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行
先
で
の
行
動
が
変

化
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、直
近
の
調
査
で
は
8

割
が「
変
化
す
る
」と
回
答
し
た（
図
11
）。具
体
的

に
は
、「
混
雑
す
る
場
所
や
時
期
、日
・
時
間
帯
の
回

避
」な
ど
密
を
避
け
る
行
動
が
上
位
と
な
り
、分

散
化
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ツ
ア
ー
へ

の
参
加
を
控
え
る
行
動
や
、身
近
な
人
と
の
少
人

数
旅
行
も
強
く
意
識
さ
れ
、よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

性
の
高
い
旅
行
・
個
人
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、日
本
人
旅
行

者
が
旅
行
に
求
め
る
こ
と
や
旅
行
で
し
た
い
こ

と
は
、増
減
は
あ
る
も
の
の
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の 

い
つ
・
ど
こ
に
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
た
手
段
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
。こ
の
手
段
に
対
応
す

に
あ
た
り
、危
険
だ
と

思
う
場
面
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
、イ
ベ
ン
ト
や

公
共
交
通
機
関
、街
や

都
市
を
危
険
だ
と
捉
え

る
傾
向
が
強
か
っ
た（
図

7
）。地
域
や
事
業
者
と

し
て
行
っ
て
い
る
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
伝
え
、

い
か
に
安
心
し
て
も
ら

う
か
が
重
要
と
な
る
。

　旅
行
動
機
を
み
る

と
、「
旅
先
の
お
い
し
い

も
の
を
求
め
て
」「
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
」の
2
大
動
機
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
変
わ

図 1 コロナ禍の国内観光・レクリエーション旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】
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21.9

30.4

36.7 35.8
31.8

41.1

40.8

35.6
39.3

69.6

47.5

52.7
49.5

44.4

55.253.5
49.4

55.5

緊急事態宣言 緊急事態宣言

100%

40%

80%

60%

20%

0%

新型コロナの影響で、
当月の実施を

とりやめた旅行があった

当初の予定通り
実施した旅行があった

2020年
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日本国内新規陽性者数（人）

出
典
：（
旅
行
へ
の
影
響
）J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
／（
日
本
国
内
新
規
陽
性
者
数
）厚
生
労
働
省
資
料
よ
り
J
T
B
F
作
成

〈2020〉
第1回：2020/5/1～11
第2回：2020/7/9～15
第3回：2020/10/1～7
第4回：2021/1/7～14

各回 50,000

〈2020〉
第1回：1,451／2,080
第2回：1,069／1,401
第3回：1,043／1,530
第4回：1,016／1,504

〈2021〉
第1回：1,008／1,384
第2回：1,022／1,445
第3回：1,018／1,434

〈2021〉
第1回：2021/5/18～25
第2回：2021/7/5～9
第3回：2021/10/1～7

〈2020〉
第1回：2020/5/20～6/5
第2回：2020/11/26～12/10

〈2021〉　
第1回：2021/5/26～6/16

〈2020〉
第1回：1,472
第2回：1,464

〈2021〉
第1回：1,473

期間中に観光・レクリエーション
旅行を実施した人

ウェブ調査 郵送自記式調査

標本の
大きさ

（人）／
トリップ
数（件）

調査名

調査
対象

調査方法

調査項目

調査
時期

全国16～79歳の男女 全国18～79歳の男女
調査会社のパネルより抽出※3

全体調査
主に、旅行の内容 主に、旅行に対する意識

トリップ調査
JTBF旅行実態調査 JTBF旅行意識調査

調査会社のパネルより抽出※2

国内宿泊観光旅行※1

※1：海外観光旅行も調査対象としているが、海外観光旅行実施票を十分に得られなかったため、今回の分析対象からは除外した。  
※2：国勢調査時の人口（地域・性別・年代）をベースに、調査会社のモニターを割り当てた。
※3：国勢調査時の人口に基づき、住宅地図データベースから世帯を抽出して個人を割り当てた。

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❶

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

〜
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
・
意
識
、変
わ
ら
な
い
こ
と
・
変
わ
る
こ
と

1

J
T
B
F
旅
行
者
調
査

観
光
文
化
振
興
部

　企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

五
木
田
玲
子

1

言
が
発
出
さ
れ
た
2
0
2
0
年
4
月
頃
か
ら
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
内
旅
行
比
率
が
高

ま
り
、そ
れ
以
降
も
底
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
近
場

旅
行
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、5
泊

以
上
の
滞
在
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
微
増
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。出
発
日
に
つ

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
平
日
利
用
が

増
え
、分
散
化
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、〝
密
や
接
触
を
避
け
、短
期
間
・
同
居
の
家
族

と
、分
散
し
て
〞の
傾
向
は
続
く
が
、突
如
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
2
0
2
0
年
に
比
べ
、

や
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
旅
行
意
識

 

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
の
旅
行

意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
旅
行
意
向
を
示
し
た
図
4
を
み
る

と
、旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
層
は
2
0
2
0
年

に
比
べ
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
自
粛
し
て
き
た

分
、旅
行
に
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。旅

行
意
向
に
つ
い
て
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、10
〜

20
代
は
男
女
と
も
に「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行

に
行
き
た
い
」と
い
う
意
向
が
他
年
代
に
比
べ
て

高
く
、積
極
的
な
旅
行
意
向
が
う
か
が
え
る
。一

方
、高
齢
層
、特
に
女
性
70
代
は
、他
年
代
に
比

べ
て「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
・
全
く
旅
行
に
行

き
た
く
な
い
」と
い
う
割
合
が
高
く
、旅
行
に
対

し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る（
図
5
）。

　こ
こ
ま
で
旅
行
意
向
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
、人
々
は
旅
行
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、国
内
旅

行
は
日
常
生
活
に
比
べ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
結
果
を
図
6
に
示
す
。こ
の
結

果
を
み
る
と
、属
性
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、〝
国
内
旅
行
と
日
常
生
活
は
同
程
度

危
険
〞と〝
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
危
険
〞が
半
々
に

わ
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。女
性
70
代
は
旅
行
意

向
が
低
い
と
前
述
し
た
が
、こ
の
グ
ラ
フ
に
お
い

て
は
他
の
年
代
と
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、

旅
行
だ
け
を
特
別
に
不
安
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
か
ら
旅
行
に
も

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
年
代
は
、

日
常
生
活
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

旅
行
が
安
全
と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
動
き

出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
内
旅
行

ら
な
い（
図
8
）。こ
れ
ら
の
動
機
の
選
択
率
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
ま
っ
て
お
り
、自
粛
疲
れ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、〝
お
う
ち
ご
は
ん
〞と
は
違

う
旅
先
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
っ

た
思
い
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
1

〜
2
年
間
で
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
に
つ

い
て
も
、「
温
泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」の

3
大
人
気
は
変
わ
ら
な
い（
図
9
）。コ
ロ
ナ
禍
前

る
部
分
に
つ
い
て
は
、受
入
側
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
調
査
は
当
財
団
が
長
年
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、調
査
自
体
は
先
行
的
な

も
の
で
は
な
い
。が
し
か
し
、本
調
査
で
得
ら
れ

る
調
査
結
果
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
光
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。今
後
も
、

観
光
分
野
で
予
見
さ
れ
る
動
き
を
適
宜
調
査
項

目
に
反
映
し
た
り
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上

げ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、旅
行
市
場
の
動
向
や

変
化
を
観
測
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

は
じ
め
に

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、旅
行

市
場
の
全
体
像
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

1
9
9
8
年
か
ら
旅
行
者
の
行
動
や
意
識
な
ど

に
関
す
る「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調
査
」を
開

始
、
現
在
は
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」の
2
つ
の
調
査
に

引
き
継
ぎ
、中
長
期
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
社
会

に
提
供
し
て
い
る
。「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調

査
」は
、国
民
の
人
口
構
成
に
近
い
パ
ネ
ル
を
確

保
し
て
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意

識
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、通
常
は
年
1
回
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
調
査
回
数
を
年
2
回
に
増
や
し
て
実
施
し

て
い
る
。一
方
、「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」

は
、国
民
の
旅
行
実
施
内
容
を
旅
行
目
的
、同
行

者
、旅
行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
な
ど
で
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、四
半
期

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。全
体
調
査
と
ト
リ
ッ

プ
調
査
か
ら
成
り
、ト
リ
ッ
プ
調
査
は
当
該
期

間
中
に
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
が
対
象
で
あ

る
。　コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密
を
避
け
た
行
動

や
、旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
な
ど
、旅
行
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。日
本
人
旅
行
者
の

動
向
や
意
識
に
関
し
、変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
こ

と
は
、観
光
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、政
策

立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な
デ

ー
タ
に
な
る
。そ
こ
で
、調
査
内
容
を
拡
充
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
と
し
た

分
析
を
進
め
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公
開
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

　コ
ロ
ナ
禍
が
国
内
観
光
旅
行
に
与
え
た
影
響

を
図
1
に
示
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
の
と

り
や
め
は
2
0
2
0
年
3
月
に
急
増
し
、初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
4
〜
5
月
に

は
8
割
強
が
と
り
や
め
た
。そ
の
後
、徐
々
に
減

少
し
11
月
に
は
3
割
強
に
ま
で
下
が
っ
た
も
の

の
、12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
感
染
者
数
が
急

増
し
た
第
3
波
下
で
は
再
び
7
割
に
届
く
ほ
ど

に
ま
で
急
増
し
た
。そ
の
後
は
感
染
状
況
に
と

も
な
い
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。2
0
2
1

年
に
入
っ
て
か
ら
の
旅
行
と
り
や
め
の
ピ
ー
ク

は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
第

3
波
下
の
1
月
で
あ
り
、同
程
度
の
感
染
者
数

で
あ
っ
た
第
4
波
下
、過
去
最
大
の
感
染
者
数

と
な
っ
た
第
5
波
下
で
は
、第
3
波
下
ほ
ど
の

高
い
割
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。予
定
通
り
実

施
し
た
旅
行
を
み
る
と
、第
3
波
下
の
1
月
と

比
べ
て
第
4
波
下
の
4
月
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
増

加
、第
5
波
下
で
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、い

わ
ゆ
る〝
コ
ロ
ナ
慣
れ
〞の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　観
光
庁「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」に
よ

る
と
、2
0
2
0
年
の
日
本
国
内
の
宿
泊
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
延
べ
旅
行
者
数
は

9
1
3
8
万
人（
前
年
比
46
・
5
%
減
）と
な
っ

た
。2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
前
年
に
比

べ
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
べ
る
と
5
〜
7
割
減
が
続
く
。で
は
、ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。図
2
は
、

2
0
2
0
年
の
国
内
宿
泊
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
旅
行
の
経
験
率
、延
べ
旅
行
者
数
、延
べ

旅
行
者
数
の
前
年
比（
コ
ロ
ナ
禍
前
比
）を
年
代

別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。延
べ
旅
行
者
数
は
全

世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
大
幅
減
と
な
っ

て
お
り
、特
に
、10
代
及
び
80
代
以
上
で
は
6
割

減
、9
歳
以
下
及
び
60
〜
70
代
で
も
ほ
ぼ
半
減

と
な
っ
た
。そ
の
一
方
で
、20
代
は
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
3
割
台
に
と
ど
ま
り
、か
つ
、延
べ
旅
行
者

数
、旅
行
経
験
率
と
も
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
市
場
は
20
代
が
牽
引

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
内
容
の
変

化
を
み
て
い
く
。こ
こ
で
は
夏
休
み
の
8
月
の
旅

行
内
容
を
取
り
上
げ
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
9

年
と
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
を
比
較
し
た

（
図
3
）。同
行
者
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
は

他
者
と
の
接
触
回
避
が
強
く
意
識
さ
れ
、同
居

す
る
家
族
や
夫
婦
で
の
旅
行
が
約
7
割
を
占
め

た
。2
0
2
1
年
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、そ
の
比
率
は
6
割
強
と
や
や
落
ち
着

い
て
き
た
。主
な
交
通
手
段
は
、同
行
者
同
様
、

密
や
他
者
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

2
0
2
0
年
は
自
家
用
車
が
7
割
を
占
め
、

2
0
2
1
年
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
い
割

合
が
続
く
。泊
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
は
近
場
の
旅
行
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

1
泊
率
が
増
加
し
た
。1
回
目
の
緊
急
事
態
宣

か
ら
の
増
減
を
み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
旅
行
タ
イ

プ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
う
ず
う
ず

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。特
に
、「
温
泉
」「
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」の
伸
び
が
大
き

く
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
や
し
た
い
、と
い
う
思
い

が
表
れ
て
い
る
。同
じ
く
伸
び
が
大
き
い「
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」か
ら
は
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
発
散
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
え
て
く
る
。

　で
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
の
旅
行
で
行
き
た
い

地
域
、逆
に
行
き
た
く
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う

な
地
域
な
の
だ
ろ
う
か（
図
10
）。コ
ロ
ナ
禍
に

行
き
た
い
地
域
と
し
て
は「
あ
ま
り
人
が
密
集

し
な
い
地
域
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
公
衆
衛

生
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」だ
が
、今
後
行
き
た
い
地
域
と
し
て
多
く
挙

げ
ら
れ
た
の
は「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
」「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」「
こ

れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、愛
着
の
あ

る
地
域
」で
あ
っ
た
。一
方
、あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
地
域
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
と
も

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が

多
か
っ
た
地
域
」「
公
衆
衛
生
な
ど
の
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し

や
す
い
地
域
」が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は「
密
の
回
避
」「
感
染
症
対
策
」が
ま

ず
求
め
ら
れ
る
が
、今
後
の
旅
行
に
お
い
て
は
、

密
の
回
避
や
感
染
症
対
策
は
魅
力
で
は
な
く
最

低
限
満
た
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
は

観
光
地
本
来
の
魅
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

っ
て
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行
先
で
の
行
動
が
変

化
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、直
近
の
調
査
で
は
8

割
が「
変
化
す
る
」と
回
答
し
た（
図
11
）。具
体
的

に
は
、「
混
雑
す
る
場
所
や
時
期
、日
・
時
間
帯
の
回

避
」な
ど
密
を
避
け
る
行
動
が
上
位
と
な
り
、分

散
化
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ツ
ア
ー
へ

の
参
加
を
控
え
る
行
動
や
、身
近
な
人
と
の
少
人

数
旅
行
も
強
く
意
識
さ
れ
、よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

性
の
高
い
旅
行
・
個
人
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、日
本
人
旅
行

者
が
旅
行
に
求
め
る
こ
と
や
旅
行
で
し
た
い
こ

と
は
、増
減
は
あ
る
も
の
の
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の 

い
つ
・
ど
こ
に
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
た
手
段
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
。こ
の
手
段
に
対
応
す

に
あ
た
り
、危
険
だ
と

思
う
場
面
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
、イ
ベ
ン
ト
や

公
共
交
通
機
関
、街
や

都
市
を
危
険
だ
と
捉
え

る
傾
向
が
強
か
っ
た（
図

7
）。地
域
や
事
業
者
と

し
て
行
っ
て
い
る
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
伝
え
、

い
か
に
安
心
し
て
も
ら

う
か
が
重
要
と
な
る
。

　旅
行
動
機
を
み
る

と
、「
旅
先
の
お
い
し
い

も
の
を
求
め
て
」「
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
」の
2
大
動
機
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
変
わ

図 1 コロナ禍の国内観光・レクリエーション旅行への影響（日帰り含む・旅行を計画していた人のみ）【複数回答】
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0% 20%10%

-20%

-40%

-60%

-80%
30% 40% 50%

延べ旅行者数
前年比 ＜バブルサイズ＞

延べ旅行者数（千人）

6,419
10代

15,080
20代

2,919
80代以上

11,677
30代13,375

50代

11,695
60代 14,008

40代
9,243
70代

旅行経験率
出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」よりJTBF作成

40% 60% 80%20%0% 100%

40% 60% 80%20%0% 100%

40% 60% 80%20%0% 100%

40% 60% 80%20%0% 100%

泊数

同行者

出発日

旅行先までの主な交通手段

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊以上

2019年
（N=816）

48.7 30.0 13.8 3.9 3.6

2020年
（N=475）

64.4 21.5 6.9 2.15.1

2021年
（N=488）

59.4 22.5 10.2 3.1 4.7

家族（小中学生連れ/乳幼児連れ/18歳以上のみ） 夫婦 ひとり
友人 カップル その他

2019年
（N=816）

19.9 6.0 10.7 20.8 15.9 15.2 9.8 1.7

1.7

0.8

2020年
（N=475）

9.5 14.5 24.8 10.5 11.2 9.718.1

2021年
（N=488）

23.0 5.5 14.5 21.7 13.7 13.3 11.7

夏休み 金曜日 土日祝日 月～木曜日

2019年
（N=816）

40.1 11.8 29.8 18.4

2020年
（N=475）

35.4 6.7 33.1 24.8

2021年
（N=488）

42.2 7.4 25.8 24.6

自家用車 列車 飛行機 レンタカー バス その他

2019年
（N=816）

45.3 28.2 19.1 4.8

1.6 1.0

2020年
（N=475）

69.7 17.7 6.9 2.9

1.5

1.3

1.2

2021年
（N=488）

60.7 21.1 11.7 3.1
2.3

出典：JTBF旅行実態調査

これまで以上に旅行に行きたい これまでと同程度旅行に行きたい これまでのようには旅行に行きたくない
全く旅行に行きたくない コロナ禍前もあまり旅行はしていない わからない 出典：JTBF旅行実態調査

40% 60% 80%20%0% 100%

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

5月 15.1 51.0 3.45.9 12.1 12.6

7月 14.5 50.1 8.7 3.2 11.3 12.2

10月 18.6 50.6 6.0 2.7 10.8 11.4

1月 22.0 47.4 4.8 3.1 11.4 11.3

5月 24.8 47.3 4.5 2.5 10.2 10.7

7月 23.3 48.1 4.6 2.6 10.5 11.0

10月 23.1 47.0 5.4 2.6 10.8 11.0

感染不安これまで以上に旅行に行きたい

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い・

全
く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い

出典：JTBF旅行実態調査（21年10月調査）

0% 20%10%

20%

15%

10%

5%

0%
30% 40% 50% 60% 70%

男性10代女性20代

女性10代

男性20代
女性30代

男性30代
男性40代

男性60代
女性50代

女性70代

男性50代

女性40代

男性70代

40% 60% 80%20%0% 100%

男
性

全く危険でない 危険でない どちらともいえない（危険性は日常生活と同程度だと思う） 危険である とても危険である

10代 42.74.1 7.8 35.1 10.3

20代 4.8 10.6 46.6 30.3 7.6

30代 45.7 35.1 8.57.03.8

40代 48.0 32.2 8.87.33.6

50代 6.7 48.9 33.3 8.9

60代 44.2 39.2 8.36.1
2.2

70代
0.8

43.4 44.8 6.84.1

出典：JTBF旅行実態調査
（21年10月調査）

40% 60% 80%20%0% 100%

女
性

10代 37.83.3
1.2

13.2

8.242.5

44.5

20代 43.04.8
1.4

30代 10.0

8.738.8

41.4

40代 47.6
1.1

3.7

50代 50.63.6
0.7

2.5
0.5

8.3

6.5

36.8

60代 41.9

70代 47.3 42.0 7.7

44.1

48.1
2.2

女性60代

2.8
0.7

1.1
3.4

7,417
９歳以下

※「コロナ禍以前もあまり旅行をしていない」「わからない」を除く

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❶

言
が
発
出
さ
れ
た
2
0
2
0
年
4
月
頃
か
ら
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
内
旅
行
比
率
が
高

ま
り
、そ
れ
以
降
も
底
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
近
場

旅
行
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、5
泊

以
上
の
滞
在
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
微
増
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。出
発
日
に
つ

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
平
日
利
用
が

増
え
、分
散
化
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、〝
密
や
接
触
を
避
け
、短
期
間
・
同
居
の
家
族

と
、分
散
し
て
〞の
傾
向
は
続
く
が
、突
如
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
2
0
2
0
年
に
比
べ
、

や
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
旅
行
意
識

 

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
の
旅
行

意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
旅
行
意
向
を
示
し
た
図
4
を
み
る

と
、旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
層
は
2
0
2
0
年

に
比
べ
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
自
粛
し
て
き
た

分
、旅
行
に
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。旅

行
意
向
に
つ
い
て
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、10
〜

20
代
は
男
女
と
も
に「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行

に
行
き
た
い
」と
い
う
意
向
が
他
年
代
に
比
べ
て

高
く
、積
極
的
な
旅
行
意
向
が
う
か
が
え
る
。一

方
、高
齢
層
、特
に
女
性
70
代
は
、他
年
代
に
比

べ
て「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
・
全
く
旅
行
に
行

き
た
く
な
い
」と
い
う
割
合
が
高
く
、旅
行
に
対

し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る（
図
5
）。

　こ
こ
ま
で
旅
行
意
向
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
、人
々
は
旅
行
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、国
内
旅

行
は
日
常
生
活
に
比
べ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
結
果
を
図
6
に
示
す
。こ
の
結

果
を
み
る
と
、属
性
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、〝
国
内
旅
行
と
日
常
生
活
は
同
程
度

危
険
〞と〝
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
危
険
〞が
半
々
に

わ
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。女
性
70
代
は
旅
行
意

向
が
低
い
と
前
述
し
た
が
、こ
の
グ
ラ
フ
に
お
い

て
は
他
の
年
代
と
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、

旅
行
だ
け
を
特
別
に
不
安
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
か
ら
旅
行
に
も

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
年
代
は
、

日
常
生
活
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

旅
行
が
安
全
と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
動
き

出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
内
旅
行

ら
な
い（
図
8
）。こ
れ
ら
の
動
機
の
選
択
率
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
ま
っ
て
お
り
、自
粛
疲
れ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、〝
お
う
ち
ご
は
ん
〞と
は
違

う
旅
先
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
っ

た
思
い
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
1

〜
2
年
間
で
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
に
つ

い
て
も
、「
温
泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」の

3
大
人
気
は
変
わ
ら
な
い（
図
9
）。コ
ロ
ナ
禍
前

る
部
分
に
つ
い
て
は
、受
入
側
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
調
査
は
当
財
団
が
長
年
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、調
査
自
体
は
先
行
的
な

も
の
で
は
な
い
。が
し
か
し
、本
調
査
で
得
ら
れ

る
調
査
結
果
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
光
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。今
後
も
、

観
光
分
野
で
予
見
さ
れ
る
動
き
を
適
宜
調
査
項

目
に
反
映
し
た
り
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上

げ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、旅
行
市
場
の
動
向
や

変
化
を
観
測
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

は
じ
め
に

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、旅
行

市
場
の
全
体
像
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

1
9
9
8
年
か
ら
旅
行
者
の
行
動
や
意
識
な
ど

に
関
す
る「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調
査
」を
開

始
、
現
在
は
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」の
2
つ
の
調
査
に

引
き
継
ぎ
、中
長
期
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
社
会

に
提
供
し
て
い
る
。「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調

査
」は
、国
民
の
人
口
構
成
に
近
い
パ
ネ
ル
を
確

保
し
て
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意

識
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、通
常
は
年
1
回
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
調
査
回
数
を
年
2
回
に
増
や
し
て
実
施
し

て
い
る
。一
方
、「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」

は
、国
民
の
旅
行
実
施
内
容
を
旅
行
目
的
、同
行

者
、旅
行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
な
ど
で
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、四
半
期

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。全
体
調
査
と
ト
リ
ッ

プ
調
査
か
ら
成
り
、ト
リ
ッ
プ
調
査
は
当
該
期

間
中
に
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
が
対
象
で
あ

る
。　コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密
を
避
け
た
行
動

や
、旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
な
ど
、旅
行
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。日
本
人
旅
行
者
の

動
向
や
意
識
に
関
し
、変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
こ

と
は
、観
光
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、政
策

立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な
デ

ー
タ
に
な
る
。そ
こ
で
、調
査
内
容
を
拡
充
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
と
し
た

分
析
を
進
め
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公
開
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

　コ
ロ
ナ
禍
が
国
内
観
光
旅
行
に
与
え
た
影
響

を
図
1
に
示
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
の
と

り
や
め
は
2
0
2
0
年
3
月
に
急
増
し
、初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
4
〜
5
月
に

は
8
割
強
が
と
り
や
め
た
。そ
の
後
、徐
々
に
減

少
し
11
月
に
は
3
割
強
に
ま
で
下
が
っ
た
も
の

の
、12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
感
染
者
数
が
急

増
し
た
第
3
波
下
で
は
再
び
7
割
に
届
く
ほ
ど

に
ま
で
急
増
し
た
。そ
の
後
は
感
染
状
況
に
と

も
な
い
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。2
0
2
1

年
に
入
っ
て
か
ら
の
旅
行
と
り
や
め
の
ピ
ー
ク

は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
第

3
波
下
の
1
月
で
あ
り
、同
程
度
の
感
染
者
数

で
あ
っ
た
第
4
波
下
、過
去
最
大
の
感
染
者
数

と
な
っ
た
第
5
波
下
で
は
、第
3
波
下
ほ
ど
の

高
い
割
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。予
定
通
り
実

施
し
た
旅
行
を
み
る
と
、第
3
波
下
の
1
月
と

比
べ
て
第
4
波
下
の
4
月
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
増

加
、第
5
波
下
で
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、い

わ
ゆ
る〝
コ
ロ
ナ
慣
れ
〞の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　観
光
庁「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」に
よ

る
と
、2
0
2
0
年
の
日
本
国
内
の
宿
泊
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
延
べ
旅
行
者
数
は

9
1
3
8
万
人（
前
年
比
46
・
5
%
減
）と
な
っ

た
。2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
前
年
に
比

べ
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
べ
る
と
5
〜
7
割
減
が
続
く
。で
は
、ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。図
2
は
、

2
0
2
0
年
の
国
内
宿
泊
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
旅
行
の
経
験
率
、延
べ
旅
行
者
数
、延
べ

旅
行
者
数
の
前
年
比（
コ
ロ
ナ
禍
前
比
）を
年
代

別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。延
べ
旅
行
者
数
は
全

世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
大
幅
減
と
な
っ

て
お
り
、特
に
、10
代
及
び
80
代
以
上
で
は
6
割

減
、9
歳
以
下
及
び
60
〜
70
代
で
も
ほ
ぼ
半
減

と
な
っ
た
。そ
の
一
方
で
、20
代
は
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
3
割
台
に
と
ど
ま
り
、か
つ
、延
べ
旅
行
者

数
、旅
行
経
験
率
と
も
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
市
場
は
20
代
が
牽
引

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
内
容
の
変

化
を
み
て
い
く
。こ
こ
で
は
夏
休
み
の
8
月
の
旅

行
内
容
を
取
り
上
げ
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
9

年
と
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
を
比
較
し
た

（
図
3
）。同
行
者
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
は

他
者
と
の
接
触
回
避
が
強
く
意
識
さ
れ
、同
居

す
る
家
族
や
夫
婦
で
の
旅
行
が
約
7
割
を
占
め

た
。2
0
2
1
年
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、そ
の
比
率
は
6
割
強
と
や
や
落
ち
着

い
て
き
た
。主
な
交
通
手
段
は
、同
行
者
同
様
、

密
や
他
者
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

2
0
2
0
年
は
自
家
用
車
が
7
割
を
占
め
、

2
0
2
1
年
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
い
割

合
が
続
く
。泊
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
は
近
場
の
旅
行
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

1
泊
率
が
増
加
し
た
。1
回
目
の
緊
急
事
態
宣

か
ら
の
増
減
を
み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
旅
行
タ
イ

プ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
う
ず
う
ず

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。特
に
、「
温
泉
」「
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」の
伸
び
が
大
き

く
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
や
し
た
い
、と
い
う
思
い

が
表
れ
て
い
る
。同
じ
く
伸
び
が
大
き
い「
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」か
ら
は
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
発
散
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
え
て
く
る
。

　で
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
の
旅
行
で
行
き
た
い

地
域
、逆
に
行
き
た
く
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う

な
地
域
な
の
だ
ろ
う
か（
図
10
）。コ
ロ
ナ
禍
に

行
き
た
い
地
域
と
し
て
は「
あ
ま
り
人
が
密
集

し
な
い
地
域
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
公
衆
衛

生
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」だ
が
、今
後
行
き
た
い
地
域
と
し
て
多
く
挙

げ
ら
れ
た
の
は「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
」「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」「
こ

れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、愛
着
の
あ

る
地
域
」で
あ
っ
た
。一
方
、あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
地
域
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
と
も

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が

多
か
っ
た
地
域
」「
公
衆
衛
生
な
ど
の
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し

や
す
い
地
域
」が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は「
密
の
回
避
」「
感
染
症
対
策
」が
ま

ず
求
め
ら
れ
る
が
、今
後
の
旅
行
に
お
い
て
は
、

密
の
回
避
や
感
染
症
対
策
は
魅
力
で
は
な
く
最

低
限
満
た
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
は

観
光
地
本
来
の
魅
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

っ
て
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行
先
で
の
行
動
が
変

化
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、直
近
の
調
査
で
は
8

割
が「
変
化
す
る
」と
回
答
し
た（
図
11
）。具
体
的

に
は
、「
混
雑
す
る
場
所
や
時
期
、日
・
時
間
帯
の
回

避
」な
ど
密
を
避
け
る
行
動
が
上
位
と
な
り
、分

散
化
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ツ
ア
ー
へ

の
参
加
を
控
え
る
行
動
や
、身
近
な
人
と
の
少
人

数
旅
行
も
強
く
意
識
さ
れ
、よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

性
の
高
い
旅
行
・
個
人
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、日
本
人
旅
行

者
が
旅
行
に
求
め
る
こ
と
や
旅
行
で
し
た
い
こ

と
は
、増
減
は
あ
る
も
の
の
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の 

い
つ
・
ど
こ
に
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
た
手
段
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
。こ
の
手
段
に
対
応
す

に
あ
た
り
、危
険
だ
と

思
う
場
面
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
、イ
ベ
ン
ト
や

公
共
交
通
機
関
、街
や

都
市
を
危
険
だ
と
捉
え

る
傾
向
が
強
か
っ
た（
図

7
）。地
域
や
事
業
者
と

し
て
行
っ
て
い
る
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
伝
え
、

い
か
に
安
心
し
て
も
ら

う
か
が
重
要
と
な
る
。

　旅
行
動
機
を
み
る

と
、「
旅
先
の
お
い
し
い

も
の
を
求
め
て
」「
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
」の
2
大
動
機
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
変
わ

図 2 2020年 国内宿泊観光・レクリエーション延べ旅行者数
×延べ旅行者数前年比×旅行経験率（年代別）

8月の旅行内容（2019-2021年）図 3

図 4 新型コロナウイルス収束後の旅行意向

図 5 新型コロナウイルス収束後の旅行意向（性・年代別）

図 6 新型コロナウイルス感染という観点において、国内旅行は日常生活に比べて危険だと思うか（性・年代別）
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0% 20%10%

-20%

-40%

-60%

-80%
30% 40% 50%

延べ旅行者数
前年比 ＜バブルサイズ＞

延べ旅行者数（千人）

6,419
10代

15,080
20代

2,919
80代以上

11,677
30代13,375

50代

11,695
60代 14,008

40代
9,243
70代

旅行経験率
出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」よりJTBF作成

40% 60% 80%20%0% 100%

40% 60% 80%20%0% 100%

40% 60% 80%20%0% 100%

40% 60% 80%20%0% 100%

泊数

同行者

出発日

旅行先までの主な交通手段

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊以上

2019年
（N=816）

48.7 30.0 13.8 3.9 3.6

2020年
（N=475）

64.4 21.5 6.9 2.15.1

2021年
（N=488）

59.4 22.5 10.2 3.1 4.7

家族（小中学生連れ/乳幼児連れ/18歳以上のみ） 夫婦 ひとり
友人 カップル その他

2019年
（N=816）

19.9 6.0 10.7 20.8 15.9 15.2 9.8 1.7

1.7

0.8

2020年
（N=475）

9.5 14.5 24.8 10.5 11.2 9.718.1

2021年
（N=488）

23.0 5.5 14.5 21.7 13.7 13.3 11.7

夏休み 金曜日 土日祝日 月～木曜日

2019年
（N=816）

40.1 11.8 29.8 18.4

2020年
（N=475）

35.4 6.7 33.1 24.8

2021年
（N=488）

42.2 7.4 25.8 24.6

自家用車 列車 飛行機 レンタカー バス その他

2019年
（N=816）

45.3 28.2 19.1 4.8

1.6 1.0

2020年
（N=475）

69.7 17.7 6.9 2.9

1.5

1.3

1.2

2021年
（N=488）

60.7 21.1 11.7 3.1
2.3

出典：JTBF旅行実態調査

これまで以上に旅行に行きたい これまでと同程度旅行に行きたい これまでのようには旅行に行きたくない
全く旅行に行きたくない コロナ禍前もあまり旅行はしていない わからない 出典：JTBF旅行実態調査

40% 60% 80%20%0% 100%

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

5月 15.1 51.0 3.45.9 12.1 12.6

7月 14.5 50.1 8.7 3.2 11.3 12.2

10月 18.6 50.6 6.0 2.7 10.8 11.4

1月 22.0 47.4 4.8 3.1 11.4 11.3

5月 24.8 47.3 4.5 2.5 10.2 10.7

7月 23.3 48.1 4.6 2.6 10.5 11.0

10月 23.1 47.0 5.4 2.6 10.8 11.0

感染不安これまで以上に旅行に行きたい

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は

旅
行
に
行
き
た
く
な
い・

全
く
旅
行
に
行
き
た
く
な
い

出典：JTBF旅行実態調査（21年10月調査）

0% 20%10%

20%

15%

10%

5%

0%
30% 40% 50% 60% 70%

男性10代女性20代

女性10代

男性20代
女性30代

男性30代
男性40代

男性60代
女性50代

女性70代

男性50代

女性40代

男性70代

40% 60% 80%20%0% 100%

男
性

全く危険でない 危険でない どちらともいえない（危険性は日常生活と同程度だと思う） 危険である とても危険である

10代 42.74.1 7.8 35.1 10.3

20代 4.8 10.6 46.6 30.3 7.6

30代 45.7 35.1 8.57.03.8

40代 48.0 32.2 8.87.33.6

50代 6.7 48.9 33.3 8.9

60代 44.2 39.2 8.36.1
2.2

70代
0.8

43.4 44.8 6.84.1

出典：JTBF旅行実態調査
（21年10月調査）

40% 60% 80%20%0% 100%

女
性

10代 37.83.3
1.2

13.2

8.242.5

44.5

20代 43.04.8
1.4

30代 10.0

8.738.8

41.4

40代 47.6
1.1

3.7

50代 50.63.6
0.7

2.5
0.5

8.3

6.5

36.8

60代 41.9

70代 47.3 42.0 7.7

44.1

48.1
2.2

女性60代

2.8
0.7

1.1
3.4

7,417
９歳以下

※「コロナ禍以前もあまり旅行をしていない」「わからない」を除く

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❶

言
が
発
出
さ
れ
た
2
0
2
0
年
4
月
頃
か
ら
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
内
旅
行
比
率
が
高

ま
り
、そ
れ
以
降
も
底
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
近
場

旅
行
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、5
泊

以
上
の
滞
在
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
微
増
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。出
発
日
に
つ

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
平
日
利
用
が

増
え
、分
散
化
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、〝
密
や
接
触
を
避
け
、短
期
間
・
同
居
の
家
族

と
、分
散
し
て
〞の
傾
向
は
続
く
が
、突
如
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
2
0
2
0
年
に
比
べ
、

や
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
旅
行
意
識

 

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
の
旅
行

意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
旅
行
意
向
を
示
し
た
図
4
を
み
る

と
、旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
層
は
2
0
2
0
年

に
比
べ
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
自
粛
し
て
き
た

分
、旅
行
に
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。旅

行
意
向
に
つ
い
て
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、10
〜

20
代
は
男
女
と
も
に「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行

に
行
き
た
い
」と
い
う
意
向
が
他
年
代
に
比
べ
て

高
く
、積
極
的
な
旅
行
意
向
が
う
か
が
え
る
。一

方
、高
齢
層
、特
に
女
性
70
代
は
、他
年
代
に
比

べ
て「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
・
全
く
旅
行
に
行

き
た
く
な
い
」と
い
う
割
合
が
高
く
、旅
行
に
対

し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る（
図
5
）。

　こ
こ
ま
で
旅
行
意
向
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
、人
々
は
旅
行
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、国
内
旅

行
は
日
常
生
活
に
比
べ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
結
果
を
図
6
に
示
す
。こ
の
結

果
を
み
る
と
、属
性
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、〝
国
内
旅
行
と
日
常
生
活
は
同
程
度

危
険
〞と〝
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
危
険
〞が
半
々
に

わ
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。女
性
70
代
は
旅
行
意

向
が
低
い
と
前
述
し
た
が
、こ
の
グ
ラ
フ
に
お
い

て
は
他
の
年
代
と
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、

旅
行
だ
け
を
特
別
に
不
安
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
か
ら
旅
行
に
も

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
年
代
は
、

日
常
生
活
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

旅
行
が
安
全
と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
動
き

出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
内
旅
行

ら
な
い（
図
8
）。こ
れ
ら
の
動
機
の
選
択
率
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
ま
っ
て
お
り
、自
粛
疲
れ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、〝
お
う
ち
ご
は
ん
〞と
は
違

う
旅
先
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
っ

た
思
い
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
1

〜
2
年
間
で
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
に
つ

い
て
も
、「
温
泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」の

3
大
人
気
は
変
わ
ら
な
い（
図
9
）。コ
ロ
ナ
禍
前

る
部
分
に
つ
い
て
は
、受
入
側
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
調
査
は
当
財
団
が
長
年
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、調
査
自
体
は
先
行
的
な

も
の
で
は
な
い
。が
し
か
し
、本
調
査
で
得
ら
れ

る
調
査
結
果
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
光
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。今
後
も
、

観
光
分
野
で
予
見
さ
れ
る
動
き
を
適
宜
調
査
項

目
に
反
映
し
た
り
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上

げ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、旅
行
市
場
の
動
向
や

変
化
を
観
測
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

は
じ
め
に

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、旅
行

市
場
の
全
体
像
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

1
9
9
8
年
か
ら
旅
行
者
の
行
動
や
意
識
な
ど

に
関
す
る「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調
査
」を
開

始
、
現
在
は
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」の
2
つ
の
調
査
に

引
き
継
ぎ
、中
長
期
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
社
会

に
提
供
し
て
い
る
。「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調

査
」は
、国
民
の
人
口
構
成
に
近
い
パ
ネ
ル
を
確

保
し
て
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意

識
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、通
常
は
年
1
回
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
調
査
回
数
を
年
2
回
に
増
や
し
て
実
施
し

て
い
る
。一
方
、「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」

は
、国
民
の
旅
行
実
施
内
容
を
旅
行
目
的
、同
行

者
、旅
行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
な
ど
で
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、四
半
期

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。全
体
調
査
と
ト
リ
ッ

プ
調
査
か
ら
成
り
、ト
リ
ッ
プ
調
査
は
当
該
期

間
中
に
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
が
対
象
で
あ

る
。　コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密
を
避
け
た
行
動

や
、旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
な
ど
、旅
行
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。日
本
人
旅
行
者
の

動
向
や
意
識
に
関
し
、変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
こ

と
は
、観
光
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、政
策

立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な
デ

ー
タ
に
な
る
。そ
こ
で
、調
査
内
容
を
拡
充
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
と
し
た

分
析
を
進
め
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公
開
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

　コ
ロ
ナ
禍
が
国
内
観
光
旅
行
に
与
え
た
影
響

を
図
1
に
示
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
の
と

り
や
め
は
2
0
2
0
年
3
月
に
急
増
し
、初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
4
〜
5
月
に

は
8
割
強
が
と
り
や
め
た
。そ
の
後
、徐
々
に
減

少
し
11
月
に
は
3
割
強
に
ま
で
下
が
っ
た
も
の

の
、12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
感
染
者
数
が
急

増
し
た
第
3
波
下
で
は
再
び
7
割
に
届
く
ほ
ど

に
ま
で
急
増
し
た
。そ
の
後
は
感
染
状
況
に
と

も
な
い
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。2
0
2
1

年
に
入
っ
て
か
ら
の
旅
行
と
り
や
め
の
ピ
ー
ク

は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
第

3
波
下
の
1
月
で
あ
り
、同
程
度
の
感
染
者
数

で
あ
っ
た
第
4
波
下
、過
去
最
大
の
感
染
者
数

と
な
っ
た
第
5
波
下
で
は
、第
3
波
下
ほ
ど
の

高
い
割
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。予
定
通
り
実

施
し
た
旅
行
を
み
る
と
、第
3
波
下
の
1
月
と

比
べ
て
第
4
波
下
の
4
月
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
増

加
、第
5
波
下
で
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、い

わ
ゆ
る〝
コ
ロ
ナ
慣
れ
〞の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　観
光
庁「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」に
よ

る
と
、2
0
2
0
年
の
日
本
国
内
の
宿
泊
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
延
べ
旅
行
者
数
は

9
1
3
8
万
人（
前
年
比
46
・
5
%
減
）と
な
っ

た
。2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
前
年
に
比

べ
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
べ
る
と
5
〜
7
割
減
が
続
く
。で
は
、ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。図
2
は
、

2
0
2
0
年
の
国
内
宿
泊
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
旅
行
の
経
験
率
、延
べ
旅
行
者
数
、延
べ

旅
行
者
数
の
前
年
比（
コ
ロ
ナ
禍
前
比
）を
年
代

別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。延
べ
旅
行
者
数
は
全

世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
大
幅
減
と
な
っ

て
お
り
、特
に
、10
代
及
び
80
代
以
上
で
は
6
割

減
、9
歳
以
下
及
び
60
〜
70
代
で
も
ほ
ぼ
半
減

と
な
っ
た
。そ
の
一
方
で
、20
代
は
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
3
割
台
に
と
ど
ま
り
、か
つ
、延
べ
旅
行
者

数
、旅
行
経
験
率
と
も
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
市
場
は
20
代
が
牽
引

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
内
容
の
変

化
を
み
て
い
く
。こ
こ
で
は
夏
休
み
の
8
月
の
旅

行
内
容
を
取
り
上
げ
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
9

年
と
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
を
比
較
し
た

（
図
3
）。同
行
者
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
は

他
者
と
の
接
触
回
避
が
強
く
意
識
さ
れ
、同
居

す
る
家
族
や
夫
婦
で
の
旅
行
が
約
7
割
を
占
め

た
。2
0
2
1
年
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、そ
の
比
率
は
6
割
強
と
や
や
落
ち
着

い
て
き
た
。主
な
交
通
手
段
は
、同
行
者
同
様
、

密
や
他
者
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

2
0
2
0
年
は
自
家
用
車
が
7
割
を
占
め
、

2
0
2
1
年
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
い
割

合
が
続
く
。泊
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
は
近
場
の
旅
行
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

1
泊
率
が
増
加
し
た
。1
回
目
の
緊
急
事
態
宣

か
ら
の
増
減
を
み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
旅
行
タ
イ

プ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
う
ず
う
ず

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。特
に
、「
温
泉
」「
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」の
伸
び
が
大
き

く
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
や
し
た
い
、と
い
う
思
い

が
表
れ
て
い
る
。同
じ
く
伸
び
が
大
き
い「
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」か
ら
は
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
発
散
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
え
て
く
る
。

　で
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
の
旅
行
で
行
き
た
い

地
域
、逆
に
行
き
た
く
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う

な
地
域
な
の
だ
ろ
う
か（
図
10
）。コ
ロ
ナ
禍
に

行
き
た
い
地
域
と
し
て
は「
あ
ま
り
人
が
密
集

し
な
い
地
域
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
公
衆
衛

生
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」だ
が
、今
後
行
き
た
い
地
域
と
し
て
多
く
挙

げ
ら
れ
た
の
は「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
」「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」「
こ

れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、愛
着
の
あ

る
地
域
」で
あ
っ
た
。一
方
、あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
地
域
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
と
も

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が

多
か
っ
た
地
域
」「
公
衆
衛
生
な
ど
の
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し

や
す
い
地
域
」が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は「
密
の
回
避
」「
感
染
症
対
策
」が
ま

ず
求
め
ら
れ
る
が
、今
後
の
旅
行
に
お
い
て
は
、

密
の
回
避
や
感
染
症
対
策
は
魅
力
で
は
な
く
最

低
限
満
た
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
は

観
光
地
本
来
の
魅
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

っ
て
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行
先
で
の
行
動
が
変

化
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、直
近
の
調
査
で
は
8

割
が「
変
化
す
る
」と
回
答
し
た（
図
11
）。具
体
的

に
は
、「
混
雑
す
る
場
所
や
時
期
、日
・
時
間
帯
の
回

避
」な
ど
密
を
避
け
る
行
動
が
上
位
と
な
り
、分

散
化
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ツ
ア
ー
へ

の
参
加
を
控
え
る
行
動
や
、身
近
な
人
と
の
少
人

数
旅
行
も
強
く
意
識
さ
れ
、よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

性
の
高
い
旅
行
・
個
人
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、日
本
人
旅
行

者
が
旅
行
に
求
め
る
こ
と
や
旅
行
で
し
た
い
こ

と
は
、増
減
は
あ
る
も
の
の
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の 

い
つ
・
ど
こ
に
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
た
手
段
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
。こ
の
手
段
に
対
応
す

に
あ
た
り
、危
険
だ
と

思
う
場
面
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
、イ
ベ
ン
ト
や

公
共
交
通
機
関
、街
や

都
市
を
危
険
だ
と
捉
え

る
傾
向
が
強
か
っ
た（
図

7
）。地
域
や
事
業
者
と

し
て
行
っ
て
い
る
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
伝
え
、

い
か
に
安
心
し
て
も
ら

う
か
が
重
要
と
な
る
。

　旅
行
動
機
を
み
る

と
、「
旅
先
の
お
い
し
い

も
の
を
求
め
て
」「
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
」の
2
大
動
機
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
変
わ

図 2 2020年 国内宿泊観光・レクリエーション延べ旅行者数
×延べ旅行者数前年比×旅行経験率（年代別）

8月の旅行内容（2019-2021年）図 3

図 4 新型コロナウイルス収束後の旅行意向

図 5 新型コロナウイルス収束後の旅行意向（性・年代別）

図 6 新型コロナウイルス感染という観点において、国内旅行は日常生活に比べて危険だと思うか（性・年代別）
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性別

年代

男性
（n=10528）

女性
（n=12655）

10代
（n=652）

20代
（n=2237）

30代
（n=3649）

40代
（n=5393）

50代
（n=3895）

60代
（n=4094）

70代
（n=3263）

地
域
の
文
化
を

体
験
す
る

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）

自
然
の
豊
か
さ
を

体
験
す
る

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）

文
化
的
な

名
所
を
見
る

ス
ポ
ー
ツ
や

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る

買
い
物
を
す
る

温
泉
に
入
る

宿
泊
施
設
に
泊
ま
る

観
劇・鑑
賞・観
戦

観
光・文
化
施
設

を
訪
れ
る

街
や
都
市
を
訪
れ
る

公
共
交
通
機
関
等

で
の
移
動

地
域
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

自
然
景
観
を
見
る
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おしゃべり旅行
祭・イベント

リゾートホテル

ショッピング

都市観光

高原リゾート

歴史・文化観光

コロナ禍前（2017-2019年の3カ年平均）
からの増減
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コロナ禍

今後

行きたい地域

あまり人が密集しない地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されている地域

これまでに
旅行したことのない地域

元々予定していた地域

新型コロナウイルスが
あまり流行しなかった地域

これまでに旅行したことがあり、
愛着のある地域

居住地域から近い地域

宿泊や地域産品・施設などの
割引が行われる地域

医療体制が整っている地域

地方部（人口が少なく、集落が
点在・分散している地域）

来訪者対象の事前PCR検査を
実施している地域

その他

無回答

コロナ禍

今後

あまり行きたくない地域

新型コロナウイルスによる
感染者が多い（多かった）地域

人が密集しやすい地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されていない地域

医療体制が脆弱な地域

外国人が多く訪れる地域

都市部（人口が多く、
商業施設等が集まり
賑わいのある地域）

居住地域から遠い地域

これまでに
旅行したことがない地域

その他

特にない

無回答

出典：JTBF旅行意識調査（20年12月・21年5月調査）
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21年5月
（N=448）
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変化しない

わからない

20年5月
（N=972）

77.5 6.3 16.3

40% 60% 80% 100%20%0%

旅
行
計
画
の
立
て
方

ツ
ア
ー
等
へ
の
参
加

他

宿
泊
先

混
雑

混雑する場所を避ける

混雑する時間帯を避ける

休日や混雑する
時期・季節を避ける

混雑の状況を事前に確認する

露天風呂等の専用風呂付きの
客室を選択する

予約できる観光施設を選ぶ

民泊の利用を控える

一人または身近な人と
少人数で旅行する

ゆとりをもって旅行先での
滞在日数を長くする

公共交通機関の利用を控える

旅行先での
滞在時間・日数を短くする

複数の場所への
立ち寄りを控える

バスツアーへの参加を控える

不特定多数が参加する
団体ツアーへの参加を控える

ガイドツアーへの参加を控える

職場や地域・サークル等の
団体旅行への参加を控える

不特定多数が入る
大浴場の利用を控える

なるべく非接触型で決済する
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57.5

32.3

19.7

51.8
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32.3

29.2
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44.4
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11.6

18.5
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出典：JTBF旅行意識調査

温泉・自然・
グルメ

あれこれ活動

何をする
？

温泉・自然・
グルメ
厳選↗

温泉・自然・
グルメ
厳選↗

食・日常生活
からの解放

何を求めて
？

食・日常生活
からの解放↗

食・日常生活
からの解放↗

40代が中心

誰が
？

20代が中心
同居家族

20代が中心
個人化

地域外・多

どこへ
？

近隣旅行
に注目

近隣旅行
の定着＋

土日祝日

いつ
？

密回避

分散化

コロナ禍における旅行市場の動向
～変わらないこと・変わること～

2021

2020

2019

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❶

言
が
発
出
さ
れ
た
2
0
2
0
年
4
月
頃
か
ら
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
内
旅
行
比
率
が
高

ま
り
、そ
れ
以
降
も
底
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
近
場

旅
行
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、5
泊

以
上
の
滞
在
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
微
増
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。出
発
日
に
つ

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
平
日
利
用
が

増
え
、分
散
化
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、〝
密
や
接
触
を
避
け
、短
期
間
・
同
居
の
家
族

と
、分
散
し
て
〞の
傾
向
は
続
く
が
、突
如
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
2
0
2
0
年
に
比
べ
、

や
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
旅
行
意
識

 

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
の
旅
行

意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
旅
行
意
向
を
示
し
た
図
4
を
み
る

と
、旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
層
は
2
0
2
0
年

に
比
べ
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
自
粛
し
て
き
た

分
、旅
行
に
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。旅

行
意
向
に
つ
い
て
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、10
〜

20
代
は
男
女
と
も
に「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行

に
行
き
た
い
」と
い
う
意
向
が
他
年
代
に
比
べ
て

高
く
、積
極
的
な
旅
行
意
向
が
う
か
が
え
る
。一

方
、高
齢
層
、特
に
女
性
70
代
は
、他
年
代
に
比

べ
て「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
・
全
く
旅
行
に
行

き
た
く
な
い
」と
い
う
割
合
が
高
く
、旅
行
に
対

し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る（
図
5
）。

　こ
こ
ま
で
旅
行
意
向
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
、人
々
は
旅
行
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、国
内
旅

行
は
日
常
生
活
に
比
べ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
結
果
を
図
6
に
示
す
。こ
の
結

果
を
み
る
と
、属
性
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、〝
国
内
旅
行
と
日
常
生
活
は
同
程
度

危
険
〞と〝
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
危
険
〞が
半
々
に

わ
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。女
性
70
代
は
旅
行
意

向
が
低
い
と
前
述
し
た
が
、こ
の
グ
ラ
フ
に
お
い

て
は
他
の
年
代
と
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、

旅
行
だ
け
を
特
別
に
不
安
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
か
ら
旅
行
に
も

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
年
代
は
、

日
常
生
活
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

旅
行
が
安
全
と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
動
き

出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
内
旅
行

ら
な
い（
図
8
）。こ
れ
ら
の
動
機
の
選
択
率
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
ま
っ
て
お
り
、自
粛
疲
れ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、〝
お
う
ち
ご
は
ん
〞と
は
違

う
旅
先
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
っ

た
思
い
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
1

〜
2
年
間
で
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
に
つ

い
て
も
、「
温
泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」の

3
大
人
気
は
変
わ
ら
な
い（
図
9
）。コ
ロ
ナ
禍
前

る
部
分
に
つ
い
て
は
、受
入
側
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
調
査
は
当
財
団
が
長
年
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、調
査
自
体
は
先
行
的
な

も
の
で
は
な
い
。が
し
か
し
、本
調
査
で
得
ら
れ

る
調
査
結
果
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
光
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。今
後
も
、

観
光
分
野
で
予
見
さ
れ
る
動
き
を
適
宜
調
査
項

目
に
反
映
し
た
り
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上

げ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、旅
行
市
場
の
動
向
や

変
化
を
観
測
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

は
じ
め
に

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、旅
行

市
場
の
全
体
像
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

1
9
9
8
年
か
ら
旅
行
者
の
行
動
や
意
識
な
ど

に
関
す
る「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調
査
」を
開

始
、
現
在
は
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」の
2
つ
の
調
査
に

引
き
継
ぎ
、中
長
期
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
社
会

に
提
供
し
て
い
る
。「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調

査
」は
、国
民
の
人
口
構
成
に
近
い
パ
ネ
ル
を
確

保
し
て
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意

識
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、通
常
は
年
1
回
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
調
査
回
数
を
年
2
回
に
増
や
し
て
実
施
し

て
い
る
。一
方
、「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」

は
、国
民
の
旅
行
実
施
内
容
を
旅
行
目
的
、同
行

者
、旅
行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
な
ど
で
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、四
半
期

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。全
体
調
査
と
ト
リ
ッ

プ
調
査
か
ら
成
り
、ト
リ
ッ
プ
調
査
は
当
該
期

間
中
に
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
が
対
象
で
あ

る
。　コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密
を
避
け
た
行
動

や
、旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
な
ど
、旅
行
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。日
本
人
旅
行
者
の

動
向
や
意
識
に
関
し
、変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
こ

と
は
、観
光
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、政
策

立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な
デ

ー
タ
に
な
る
。そ
こ
で
、調
査
内
容
を
拡
充
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
と
し
た

分
析
を
進
め
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公
開
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

　コ
ロ
ナ
禍
が
国
内
観
光
旅
行
に
与
え
た
影
響

を
図
1
に
示
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
の
と

り
や
め
は
2
0
2
0
年
3
月
に
急
増
し
、初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
4
〜
5
月
に

は
8
割
強
が
と
り
や
め
た
。そ
の
後
、徐
々
に
減

少
し
11
月
に
は
3
割
強
に
ま
で
下
が
っ
た
も
の

の
、12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
感
染
者
数
が
急

増
し
た
第
3
波
下
で
は
再
び
7
割
に
届
く
ほ
ど

に
ま
で
急
増
し
た
。そ
の
後
は
感
染
状
況
に
と

も
な
い
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。2
0
2
1

年
に
入
っ
て
か
ら
の
旅
行
と
り
や
め
の
ピ
ー
ク

は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
第

3
波
下
の
1
月
で
あ
り
、同
程
度
の
感
染
者
数

で
あ
っ
た
第
4
波
下
、過
去
最
大
の
感
染
者
数

と
な
っ
た
第
5
波
下
で
は
、第
3
波
下
ほ
ど
の

高
い
割
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。予
定
通
り
実

施
し
た
旅
行
を
み
る
と
、第
3
波
下
の
1
月
と

比
べ
て
第
4
波
下
の
4
月
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
増

加
、第
5
波
下
で
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、い

わ
ゆ
る〝
コ
ロ
ナ
慣
れ
〞の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　観
光
庁「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」に
よ

る
と
、2
0
2
0
年
の
日
本
国
内
の
宿
泊
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
延
べ
旅
行
者
数
は

9
1
3
8
万
人（
前
年
比
46
・
5
%
減
）と
な
っ

た
。2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
前
年
に
比

べ
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
べ
る
と
5
〜
7
割
減
が
続
く
。で
は
、ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。図
2
は
、

2
0
2
0
年
の
国
内
宿
泊
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
旅
行
の
経
験
率
、延
べ
旅
行
者
数
、延
べ

旅
行
者
数
の
前
年
比（
コ
ロ
ナ
禍
前
比
）を
年
代

別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。延
べ
旅
行
者
数
は
全

世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
大
幅
減
と
な
っ

て
お
り
、特
に
、10
代
及
び
80
代
以
上
で
は
6
割

減
、9
歳
以
下
及
び
60
〜
70
代
で
も
ほ
ぼ
半
減

と
な
っ
た
。そ
の
一
方
で
、20
代
は
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
3
割
台
に
と
ど
ま
り
、か
つ
、延
べ
旅
行
者

数
、旅
行
経
験
率
と
も
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
市
場
は
20
代
が
牽
引

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
内
容
の
変

化
を
み
て
い
く
。こ
こ
で
は
夏
休
み
の
8
月
の
旅

行
内
容
を
取
り
上
げ
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
9

年
と
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
を
比
較
し
た

（
図
3
）。同
行
者
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
は

他
者
と
の
接
触
回
避
が
強
く
意
識
さ
れ
、同
居

す
る
家
族
や
夫
婦
で
の
旅
行
が
約
7
割
を
占
め

た
。2
0
2
1
年
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、そ
の
比
率
は
6
割
強
と
や
や
落
ち
着

い
て
き
た
。主
な
交
通
手
段
は
、同
行
者
同
様
、

密
や
他
者
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

2
0
2
0
年
は
自
家
用
車
が
7
割
を
占
め
、

2
0
2
1
年
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
い
割

合
が
続
く
。泊
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
は
近
場
の
旅
行
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

1
泊
率
が
増
加
し
た
。1
回
目
の
緊
急
事
態
宣

か
ら
の
増
減
を
み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
旅
行
タ
イ

プ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
う
ず
う
ず

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。特
に
、「
温
泉
」「
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」の
伸
び
が
大
き

く
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
や
し
た
い
、と
い
う
思
い

が
表
れ
て
い
る
。同
じ
く
伸
び
が
大
き
い「
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」か
ら
は
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
発
散
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
え
て
く
る
。

　で
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
の
旅
行
で
行
き
た
い

地
域
、逆
に
行
き
た
く
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う

な
地
域
な
の
だ
ろ
う
か（
図
10
）。コ
ロ
ナ
禍
に

行
き
た
い
地
域
と
し
て
は「
あ
ま
り
人
が
密
集

し
な
い
地
域
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
公
衆
衛

生
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」だ
が
、今
後
行
き
た
い
地
域
と
し
て
多
く
挙

げ
ら
れ
た
の
は「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
」「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」「
こ

れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、愛
着
の
あ

る
地
域
」で
あ
っ
た
。一
方
、あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
地
域
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
と
も

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が

多
か
っ
た
地
域
」「
公
衆
衛
生
な
ど
の
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し

や
す
い
地
域
」が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は「
密
の
回
避
」「
感
染
症
対
策
」が
ま

ず
求
め
ら
れ
る
が
、今
後
の
旅
行
に
お
い
て
は
、

密
の
回
避
や
感
染
症
対
策
は
魅
力
で
は
な
く
最

低
限
満
た
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
は

観
光
地
本
来
の
魅
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

っ
て
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行
先
で
の
行
動
が
変

化
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、直
近
の
調
査
で
は
8

割
が「
変
化
す
る
」と
回
答
し
た（
図
11
）。具
体
的

に
は
、「
混
雑
す
る
場
所
や
時
期
、日
・
時
間
帯
の
回

避
」な
ど
密
を
避
け
る
行
動
が
上
位
と
な
り
、分

散
化
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ツ
ア
ー
へ

の
参
加
を
控
え
る
行
動
や
、身
近
な
人
と
の
少
人

数
旅
行
も
強
く
意
識
さ
れ
、よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

性
の
高
い
旅
行
・
個
人
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、日
本
人
旅
行

者
が
旅
行
に
求
め
る
こ
と
や
旅
行
で
し
た
い
こ

と
は
、増
減
は
あ
る
も
の
の
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の 

い
つ
・
ど
こ
に
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
た
手
段
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
。こ
の
手
段
に
対
応
す

に
あ
た
り
、危
険
だ
と

思
う
場
面
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
、イ
ベ
ン
ト
や

公
共
交
通
機
関
、街
や

都
市
を
危
険
だ
と
捉
え

る
傾
向
が
強
か
っ
た（
図

7
）。地
域
や
事
業
者
と

し
て
行
っ
て
い
る
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
伝
え
、

い
か
に
安
心
し
て
も
ら

う
か
が
重
要
と
な
る
。

　旅
行
動
機
を
み
る

と
、「
旅
先
の
お
い
し
い

も
の
を
求
め
て
」「
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
」の
2
大
動
機
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
変
わ

図 7 国内旅行にあたり、危険だと思う場面（日常生活に比べて危険と回答した人のみ）（性・年代別）【複数回答】

図 8 観光・レクリエーション旅行の動機【複数回答】 図 9 今後1～2年間で行ってみたい旅行タイプ【複数回答】

図10 コロナ禍・今後の旅行で行きたい地域・行きたくない地域（複数回答）

図 11 今後の旅行先の選択・旅行先での行動の変化 
（旅行に行きたいと回答した人のみ）

今後、旅行の計画を立てるときや旅行先での行動で意識すること（複数回答）
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全体

性別

年代

男性
（n=10528）

女性
（n=12655）

10代
（n=652）

20代
（n=2237）

30代
（n=3649）

40代
（n=5393）

50代
（n=3895）

60代
（n=4094）

70代
（n=3263）

地
域
の
文
化
を

体
験
す
る

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）

自
然
の
豊
か
さ
を

体
験
す
る

（
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
体
験
等
）

文
化
的
な

名
所
を
見
る

ス
ポ
ー
ツ
や

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る

買
い
物
を
す
る

温
泉
に
入
る

宿
泊
施
設
に
泊
ま
る

観
劇・鑑
賞・観
戦

観
光・文
化
施
設

を
訪
れ
る

街
や
都
市
を
訪
れ
る

公
共
交
通
機
関
等

で
の
移
動

地
域
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

自
然
景
観
を
見
る

63.3%

60.2%

61.8% 49.9% 46.9% 44.1% 36.7% 36.4% 33.1% 31.9% 20.2% 17.7% 17.2% 9.7% 4.8% 1.7%（n=23183）

出典：JTBF旅行実態調査（21年10月調査）

58.3% 50.3% 45.2% 43.8% 34.8% 30.8% 31.9% 29.0% 21.0% 19.8% 16.2% 8.9% 5.9% 1.6%

65.8%

53.2% 44.9% 46.5% 36.0% 32.8% 29.3% 36.7% 32.1% 32.2% 21.3% 18.7% 14.3% 9.5% 4.4% 0.5%

56.0% 51.8% 50.4% 42.0% 38.1% 30.0% 37.8% 30.8% 30.4% 20.7% 17.0% 14.9% 9.8% 5.9% 0.7%

60.2% 57.6% 51.8% 45.2% 40.9% 32.7% 38.1% 32.3% 32.8% 20.1% 20.0% 16.3% 11.1% 6.8% 1.8%

61.0% 58.5% 49.8% 43.5% 42.4% 35.8% 36.8% 31.5% 33.9% 19.0% 17.2% 14.6% 9.4% 5.4% 2.3%

63.4% 63.5% 49.0% 46.8% 45.1% 36.7% 35.0% 32.1% 32.2% 21.4% 16.5% 16.4% 9.8% 4.5% 2.3%

67.2% 68.8% 49.2% 49.8% 46.9% 39.4% 35.4% 34.4% 30.9% 18.7% 17.2% 19.0% 9.0% 3.5% 1.6%

72.5% 71.7% 50.5% 56.4% 52.5% 45.3% 36.0% 37.7% 29.3% 22.1% 18.4% 23.6% 9.4% 2.8% 1.0%

64.8% 49.6% 48.3% 44.4% 38.3% 41.2% 34.0% 34.3% 19.5% 16.1% 18.1% 10.4% 3.9% 1.8%

出典：JTBF旅行意識調査出典：JTBF旅行意識調査

コロナ禍前（2017-2019年の3カ年平均）
からの増減

選択率

（％）
0 10 20 30 40 50 60 70

1

2

3

4
（％）

-3

-1

-2

0

日常生活から
解放されるため

旅先のおいしいものを求めて

思い出をつくるため

未知のものにふれたくて

友達とのつきあいを楽しむため

健康増進のため
みんなが行くから

知識や教養を深めるため

現地の人や
生活にふれたくて
ぜいたくしたい

思い出の場所を訪れるため
自分を見つめるため

ハプニングを求めて

無回答

旅行をしたいとは思わない

いずれにもあてはまらない

新しい友達を求めて

家族の親睦のため

一人になりたい
なんとなく

何の予定もない時間を求めて

保養、休養のため
感動したい

美しいものにふれるため

温泉旅行

動物園・水族館

登山・山歩き

マリンスポーツ
ホテルステイ

スポーツ観戦
武将観光

エコツアー

産業観光
グリーンツーリズム

環境にやさしい旅行

ジオツーリズム

和風旅館

ロングステイ

世界遺産巡り
海水浴

芸術鑑賞

自然現象観賞
秘境ツアー

アニメツーリズム

パワースポット

花の名所巡り

おしゃべり旅行
祭・イベント

リゾートホテル

ショッピング

都市観光

高原リゾート

歴史・文化観光

コロナ禍前（2017-2019年の3カ年平均）
からの増減

選択率

（％）
0 10 20 30 40 50 60

8

7

6

5

4

（％）

1

2

3

-2

-1

0

グルメ

町並み探索

スキー

自然観光

テーマパーク

海浜リゾート

離島観光

観光列車旅行

0% 40% 60% 80% 100%20%0%

47.7
59.4

34.7
40.3

31.1
33.0

30.9
22.6

12.4
8.7

2.2
3.1

0.2
0.8

3.3
4.9

16.1
8.5

59.8
74.3

58.9
53.9

40% 60% 80% 100%20%

30.0
41.0

29.1
39.5

26.9
28.5

23.2
31.4

22.7
11.6

21.9
11.7

16.8
19.3

11.0
5.5

6.0
8.0

0.7
1.1

10.4
6.4

47.7
32.2

32.7
30.3

コロナ禍

今後

行きたい地域

あまり人が密集しない地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されている地域

これまでに
旅行したことのない地域

元々予定していた地域

新型コロナウイルスが
あまり流行しなかった地域

これまでに旅行したことがあり、
愛着のある地域

居住地域から近い地域

宿泊や地域産品・施設などの
割引が行われる地域

医療体制が整っている地域

地方部（人口が少なく、集落が
点在・分散している地域）

来訪者対象の事前PCR検査を
実施している地域

その他

無回答

コロナ禍

今後

あまり行きたくない地域

新型コロナウイルスによる
感染者が多い（多かった）地域

人が密集しやすい地域

公衆衛生などの感染症対策が
徹底されていない地域

医療体制が脆弱な地域

外国人が多く訪れる地域

都市部（人口が多く、
商業施設等が集まり
賑わいのある地域）

居住地域から遠い地域

これまでに
旅行したことがない地域

その他

特にない

無回答

出典：JTBF旅行意識調査（20年12月・21年5月調査）

40% 60% 80% 100%20%0%

46.316.537.2

81.7 3.0 15.320年12月
（N=367）

21年5月
（N=448）

変化する

変化しない

わからない

20年5月
（N=972）

77.5 6.3 16.3

40% 60% 80% 100%20%0%

旅
行
計
画
の
立
て
方

ツ
ア
ー
等
へ
の
参
加

他

宿
泊
先

混
雑

混雑する場所を避ける

混雑する時間帯を避ける

休日や混雑する
時期・季節を避ける

混雑の状況を事前に確認する

露天風呂等の専用風呂付きの
客室を選択する

予約できる観光施設を選ぶ

民泊の利用を控える

一人または身近な人と
少人数で旅行する

ゆとりをもって旅行先での
滞在日数を長くする

公共交通機関の利用を控える

旅行先での
滞在時間・日数を短くする

複数の場所への
立ち寄りを控える

バスツアーへの参加を控える

不特定多数が参加する
団体ツアーへの参加を控える

ガイドツアーへの参加を控える

職場や地域・サークル等の
団体旅行への参加を控える

不特定多数が入る
大浴場の利用を控える

なるべく非接触型で決済する

74.3

63.7

61.0

58.2

57.5

32.3

19.7

51.8

37.8

32.3

29.2

28.0

44.4

37.5

20.7

11.6

18.5

12.6

出典：JTBF旅行意識調査

温泉・自然・
グルメ

あれこれ活動

何をする
？

温泉・自然・
グルメ
厳選↗

温泉・自然・
グルメ
厳選↗

食・日常生活
からの解放

何を求めて
？

食・日常生活
からの解放↗

食・日常生活
からの解放↗

40代が中心

誰が
？

20代が中心
同居家族

20代が中心
個人化

地域外・多

どこへ
？

近隣旅行
に注目

近隣旅行
の定着＋

土日祝日

いつ
？

密回避

分散化

コロナ禍における旅行市場の動向
～変わらないこと・変わること～

2021

2020

2019

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❶

言
が
発
出
さ
れ
た
2
0
2
0
年
4
月
頃
か
ら
す

べ
て
の
地
域
に
お
い
て
地
域
内
旅
行
比
率
が
高

ま
り
、そ
れ
以
降
も
底
上
げ
さ
れ
た
ま
ま
近
場

旅
行
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。そ
の
一
方

で
、ボ
リ
ュ
ー
ム
は
多
く
は
な
い
も
の
の
、5
泊

以
上
の
滞
在
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
微
増
し

て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。出
発
日
に
つ

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
平
日
利
用
が

増
え
、分
散
化
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う

に
、〝
密
や
接
触
を
避
け
、短
期
間
・
同
居
の
家
族

と
、分
散
し
て
〞の
傾
向
は
続
く
が
、突
如
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
し
た
2
0
2
0
年
に
比
べ
、

や
や
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
旅
行
意
識

 

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
本
人
の
旅
行

意
識
に
つ
い
て
み
て
い
く
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
収
束
後
の
旅
行
意
向
を
示
し
た
図
4
を
み
る

と
、旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
層
は
2
0
2
0
年

に
比
べ
て
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
と
も
な
い
、「
自
粛
し
て
き
た

分
、旅
行
に
行
き
た
い
」と
い
う
思
い
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
増
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。旅

行
意
向
に
つ
い
て
性
・
年
代
別
に
み
る
と
、10
〜

20
代
は
男
女
と
も
に「
こ
れ
ま
で
以
上
に
旅
行

に
行
き
た
い
」と
い
う
意
向
が
他
年
代
に
比
べ
て

高
く
、積
極
的
な
旅
行
意
向
が
う
か
が
え
る
。一

方
、高
齢
層
、特
に
女
性
70
代
は
、他
年
代
に
比

べ
て「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
・
全
く
旅
行
に
行

き
た
く
な
い
」と
い
う
割
合
が
高
く
、旅
行
に
対

し
て
消
極
的
に
な
っ
て
い
る（
図
5
）。

　こ
こ
ま
で
旅
行
意
向
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
、人
々
は
旅
行
と
い
う
も
の
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、国
内
旅

行
は
日
常
生
活
に
比
べ
て
危
険
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」と
尋
ね
た
結
果
を
図
6
に
示
す
。こ
の
結

果
を
み
る
と
、属
性
に
よ
っ
て
多
少
の
増
減
は
あ

る
も
の
の
、〝
国
内
旅
行
と
日
常
生
活
は
同
程
度

危
険
〞と〝
国
内
旅
行
の
ほ
う
が
危
険
〞が
半
々
に

わ
か
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。女
性
70
代
は
旅
行
意

向
が
低
い
と
前
述
し
た
が
、こ
の
グ
ラ
フ
に
お
い

て
は
他
の
年
代
と
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、

旅
行
だ
け
を
特
別
に
不
安
視
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る
か
ら
旅
行
に
も

消
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。こ
の
年
代
は
、

日
常
生
活
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と

旅
行
が
安
全
と
い
く
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
動
き

出
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。国
内
旅
行

ら
な
い（
図
8
）。こ
れ
ら
の
動
機
の
選
択
率
は
コ

ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
ま
っ
て
お
り
、自
粛
疲
れ

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、〝
お
う
ち
ご
は
ん
〞と
は
違

う
旅
先
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
っ

た
思
い
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
1

〜
2
年
間
で
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
に
つ

い
て
も
、「
温
泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」の

3
大
人
気
は
変
わ
ら
な
い（
図
9
）。コ
ロ
ナ
禍
前

る
部
分
に
つ
い
て
は
、受
入
側
も
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　本
調
査
は
当
財
団
が
長
年
継
続
し
て
実
施
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、調
査
自
体
は
先
行
的
な

も
の
で
は
な
い
。が
し
か
し
、本
調
査
で
得
ら
れ

る
調
査
結
果
は
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
観
光
研
究

の
基
盤
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。今
後
も
、

観
光
分
野
で
予
見
さ
れ
る
動
き
を
適
宜
調
査
項

目
に
反
映
し
た
り
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上

げ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、旅
行
市
場
の
動
向
や

変
化
を
観
測
で
き
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

は
じ
め
に

　公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
で
は
、旅
行

市
場
の
全
体
像
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

1
9
9
8
年
か
ら
旅
行
者
の
行
動
や
意
識
な
ど

に
関
す
る「
J
T
B
F
旅
行
者
動
向
調
査
」を
開

始
、
現
在
は
「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調
査
」

「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」の
2
つ
の
調
査
に

引
き
継
ぎ
、中
長
期
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
社
会

に
提
供
し
て
い
る
。「
J
T
B
F
旅
行
意
識
調

査
」は
、国
民
の
人
口
構
成
に
近
い
パ
ネ
ル
を
確

保
し
て
中
長
期
的
な
国
民
の
旅
行
に
対
す
る
意

識
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
り
、通
常
は
年
1
回
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
調
査
回
数
を
年
2
回
に
増
や
し
て
実
施
し

て
い
る
。一
方
、「
J
T
B
F
旅
行
実
態
調
査
」

は
、国
民
の
旅
行
実
施
内
容
を
旅
行
目
的
、同
行

者
、旅
行
先
、旅
行
先
で
の
行
動
な
ど
で
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
り
、四
半
期

ご
と
に
実
施
し
て
い
る
。全
体
調
査
と
ト
リ
ッ

プ
調
査
か
ら
成
り
、ト
リ
ッ
プ
調
査
は
当
該
期

間
中
に
観
光
旅
行
を
実
施
し
た
人
が
対
象
で
あ

る
。　コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、密
を
避
け
た
行
動

や
、旅
行
そ
の
も
の
を
控
え
る
な
ど
、旅
行
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
化
し
た
。日
本
人
旅
行
者
の

動
向
や
意
識
に
関
し
、変
わ
っ
た
こ
と
、変
わ
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。こ
の
こ

と
は
、観
光
に
関
す
る
研
究
の
み
な
ら
ず
、政
策

立
案
や
事
業
展
開
な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な
デ

ー
タ
に
な
る
。そ
こ
で
、調
査
内
容
を
拡
充
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
旅
行

市
場
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
把
握
を
目
的
と
し
た

分
析
を
進
め
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
当
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
公
開
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
の
動
向

　コ
ロ
ナ
禍
が
国
内
観
光
旅
行
に
与
え
た
影
響

を
図
1
に
示
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
旅
行
の
と

り
や
め
は
2
0
2
0
年
3
月
に
急
増
し
、初
め

て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
4
〜
5
月
に

は
8
割
強
が
と
り
や
め
た
。そ
の
後
、徐
々
に
減

少
し
11
月
に
は
3
割
強
に
ま
で
下
が
っ
た
も
の

の
、12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
感
染
者
数
が
急

増
し
た
第
3
波
下
で
は
再
び
7
割
に
届
く
ほ
ど

に
ま
で
急
増
し
た
。そ
の
後
は
感
染
状
況
に
と

も
な
い
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。2
0
2
1

年
に
入
っ
て
か
ら
の
旅
行
と
り
や
め
の
ピ
ー
ク

は
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
第

3
波
下
の
1
月
で
あ
り
、同
程
度
の
感
染
者
数

で
あ
っ
た
第
4
波
下
、過
去
最
大
の
感
染
者
数

と
な
っ
た
第
5
波
下
で
は
、第
3
波
下
ほ
ど
の

高
い
割
合
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。予
定
通
り
実

施
し
た
旅
行
を
み
る
と
、第
3
波
下
の
1
月
と

比
べ
て
第
4
波
下
の
4
月
で
は
10
ポ
イ
ン
ト
増

加
、第
5
波
下
で
は
さ
ら
に
増
加
し
て
お
り
、い

わ
ゆ
る〝
コ
ロ
ナ
慣
れ
〞の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　観
光
庁「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」に
よ

る
と
、2
0
2
0
年
の
日
本
国
内
の
宿
泊
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
延
べ
旅
行
者
数
は

9
1
3
8
万
人（
前
年
比
46
・
5
%
減
）と
な
っ

た
。2
0
2
1
年
に
入
っ
て
か
ら
は
前
年
に
比

べ
回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、コ
ロ
ナ
禍
前
と

比
べ
る
と
5
〜
7
割
減
が
続
く
。で
は
、ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。図
2
は
、

2
0
2
0
年
の
国
内
宿
泊
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
旅
行
の
経
験
率
、延
べ
旅
行
者
数
、延
べ

旅
行
者
数
の
前
年
比（
コ
ロ
ナ
禍
前
比
）を
年
代

別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。延
べ
旅
行
者
数
は
全

世
代
で
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
大
幅
減
と
な
っ

て
お
り
、特
に
、10
代
及
び
80
代
以
上
で
は
6
割

減
、9
歳
以
下
及
び
60
〜
70
代
で
も
ほ
ぼ
半
減

と
な
っ
た
。そ
の
一
方
で
、20
代
は
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
3
割
台
に
と
ど
ま
り
、か
つ
、延
べ
旅
行
者

数
、旅
行
経
験
率
と
も
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
市
場
は
20
代
が
牽
引

し
て
い
た
と
言
え
る
。

　次
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
旅
行
内
容
の
変

化
を
み
て
い
く
。こ
こ
で
は
夏
休
み
の
8
月
の
旅

行
内
容
を
取
り
上
げ
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
2
0
1
9

年
と
2
0
2
0
年
、2
0
2
1
年
を
比
較
し
た

（
図
3
）。同
行
者
に
つ
い
て
は
、2
0
2
0
年
は

他
者
と
の
接
触
回
避
が
強
く
意
識
さ
れ
、同
居

す
る
家
族
や
夫
婦
で
の
旅
行
が
約
7
割
を
占
め

た
。2
0
2
1
年
も
そ
の
傾
向
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、そ
の
比
率
は
6
割
強
と
や
や
落
ち
着

い
て
き
た
。主
な
交
通
手
段
は
、同
行
者
同
様
、

密
や
他
者
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

2
0
2
0
年
は
自
家
用
車
が
7
割
を
占
め
、

2
0
2
1
年
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
比
べ
て
高
い
割

合
が
続
く
。泊
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
は
近
場
の
旅
行
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、

1
泊
率
が
増
加
し
た
。1
回
目
の
緊
急
事
態
宣

か
ら
の
増
減
を
み
る
と
、ほ
ぼ
全
て
の
旅
行
タ
イ

プ
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

お
り
、旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
が
う
ず
う
ず

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。特
に
、「
温
泉
」「
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」の
伸
び
が
大
き

く
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
癒
や
し
た
い
、と
い
う
思
い

が
表
れ
て
い
る
。同
じ
く
伸
び
が
大
き
い「
テ
ー

マ
パ
ー
ク
」か
ら
は
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
発
散
し
た

い
と
い
う
思
い
が
み
え
て
く
る
。

　で
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
の
旅
行
で
行
き
た
い

地
域
、逆
に
行
き
た
く
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う

な
地
域
な
の
だ
ろ
う
か（
図
10
）。コ
ロ
ナ
禍
に

行
き
た
い
地
域
と
し
て
は「
あ
ま
り
人
が
密
集

し
な
い
地
域
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
公
衆
衛

生
な
ど
の
感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
地

域
」だ
が
、今
後
行
き
た
い
地
域
と
し
て
多
く
挙

げ
ら
れ
た
の
は「
こ
れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と

の
な
い
地
域
」「
元
々
予
定
し
て
い
た
地
域
」「
こ

れ
ま
で
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、愛
着
の
あ

る
地
域
」で
あ
っ
た
。一
方
、あ
ま
り
行
き
た
く

な
い
地
域
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
・
今
後
と
も

に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
が

多
か
っ
た
地
域
」「
公
衆
衛
生
な
ど
の
感
染
症
対

策
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
地
域
」「
人
が
密
集
し

や
す
い
地
域
」が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は「
密
の
回
避
」「
感
染
症
対
策
」が
ま

ず
求
め
ら
れ
る
が
、今
後
の
旅
行
に
お
い
て
は
、

密
の
回
避
や
感
染
症
対
策
は
魅
力
で
は
な
く
最

低
限
満
た
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、今
後
は

観
光
地
本
来
の
魅
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　最
後
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ

っ
て
旅
行
先
の
選
択
や
旅
行
先
で
の
行
動
が
変

化
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、直
近
の
調
査
で
は
8

割
が「
変
化
す
る
」と
回
答
し
た（
図
11
）。具
体
的

に
は
、「
混
雑
す
る
場
所
や
時
期
、日
・
時
間
帯
の
回

避
」な
ど
密
を
避
け
る
行
動
が
上
位
と
な
り
、分

散
化
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、ツ
ア
ー
へ

の
参
加
を
控
え
る
行
動
や
、身
近
な
人
と
の
少
人

数
旅
行
も
強
く
意
識
さ
れ
、よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

性
の
高
い
旅
行
・
個
人
化
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、日
本
人
旅
行

者
が
旅
行
に
求
め
る
こ
と
や
旅
行
で
し
た
い
こ

と
は
、増
減
は
あ
る
も
の
の
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の 

い
つ
・
ど
こ
に
・

誰
と
・
ど
の
よ
う
に
と
い
っ
た
手
段
は
状
況
に

応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
。こ
の
手
段
に
対
応
す

に
あ
た
り
、危
険
だ
と

思
う
場
面
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
、イ
ベ
ン
ト
や

公
共
交
通
機
関
、街
や

都
市
を
危
険
だ
と
捉
え

る
傾
向
が
強
か
っ
た（
図

7
）。地
域
や
事
業
者
と

し
て
行
っ
て
い
る
感
染

対
策
を
し
っ
か
り
伝
え
、

い
か
に
安
心
し
て
も
ら

う
か
が
重
要
と
な
る
。

　旅
行
動
機
を
み
る

と
、「
旅
先
の
お
い
し
い

も
の
を
求
め
て
」「
日
常

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る

た
め
」の
2
大
動
機
は

コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
変
わ

図 7 国内旅行にあたり、危険だと思う場面（日常生活に比べて危険と回答した人のみ）（性・年代別）【複数回答】

図 8 観光・レクリエーション旅行の動機【複数回答】 図 9 今後1～2年間で行ってみたい旅行タイプ【複数回答】

図10 コロナ禍・今後の旅行で行きたい地域・行きたくない地域（複数回答）

図 11 今後の旅行先の選択・旅行先での行動の変化 
（旅行に行きたいと回答した人のみ）

今後、旅行の計画を立てるときや旅行先での行動で意識すること（複数回答）
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本
研
究
で
は
ま
ず
、文
献
等
の
デ
ス
ク
リ
サ

ー
チ
及
び
海
外
関
係
機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。具
体
的
に
は
、ま
ず

韓
国
、中
国
、台
湾
で
の
働
き
方
の
多
様
化
の
状

況
や
、そ
れ
に
伴
う
仕
事
と
休
暇
が
融
合
し
た

旅
行
に
関
す
る
動
向
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
へ

の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

事
や
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
情
報
収
集
・
整
理

を
行
う
。

　
そ
の
上
で
、韓
国
、中
国
、台
湾
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
機
関
・
研
究
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方
の
変
化
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
旅
行
の
仕
方
の
変
化
、そ
れ

を
受
け
た
観
光
地
等
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

把
握
す
る
。更
に
、日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う

旅
行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

　
日
本
に
お
い
て
は
2
0
1
0
年
代
に
入
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
増

加
を
背
景
に
、仕
事
と
休
暇
が
重
な
り
合
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
徐
々
に
注
目
さ
れ
、企
業
や

地
域
に
お
い
て
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
リ

ゾ
ー
ト
や
温
泉
地
等
、普
段
の
職
場
と
は
異
な

る
場
所
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W

o
rkatio

n

：W
o
rk

＋

V
acation

）」へ
の
取
組
が
徐
々
に
み
ら
れ
始
め

て
い
た
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
2
0
年
に

入
っ
て
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
、更
に
同
年
7
月
末
の「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
、新
た
な
旅
行
や
働
き
方
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
政
府
と
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
の
当
時
の
内
閣
官
房
長
官
発
言
な

ど
が
契
機
と
な
り
、国
と
し
て
の
、ま
た
各
地
域

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
が
大
き
く
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
、国
内
各
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
誘
客
の
た
め
の
各
種
取
組
や
、日

本
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者

や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、日
本
人
旅
行
者
に
対
応
し
た
各
種
取

組
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
が
一
定
程
度
収
束
し
、外

国
人
旅
行
者
が
再
び
渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
ま
ず
回
復
し
て
く
る

と
見
込
ま
れ
る
東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）

各
国
・
地
域
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴

う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
状
、ほ
と
ん
ど
整
理
・
発
信
さ
れ
て
は
い
な

い
。更
に
、こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
旅
の
ス

タ
イ
ル
変
化
の
動
向
や
取
組
事
例
を
押
さ
え
た

上
で
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
働
き
方

の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
に
対
応

す
る
観
光
地
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
べ
き
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
研
究
・
検
討
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中

国
・
台
湾
）に
お
け
る
基
本
的
な
働
き
方
や
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
も
含
め
た
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
働
き
方
の
多
様
化

の
動
向
や
そ
れ
に
対
す
る
各
国
・
地
域
で
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
組
事
例
の
収
集
を
行

い
、そ
れ
ら
か
ら
得
た
知
見
を
元
に
、東
ア
ジ
ア

の
旅
行
者
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今

後
の
可
能
性
や
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変

化
に
も
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
・
提
案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
慶
尚
北
道
庁
は
、義
城
郡
萬
景
村「
農
村
体
験

休
養
村
」に
て
、企
業
と
農
村
の
革
新
的
な
共
存

モ
デ
ル
の
た
め
の
業
務
協
約
を
締
結
し
た
。締

結
に
は
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ
ル

（
株
）、義
城
郡
、萬
景
村
、慶
北

農
村
体
験
休
養
村
協
議
会
が
参

加
し
た
。協
約
に
は
、企
業
労
働

者
の
創
造
性
と
効
率
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
を
提
供
し
、農
村
体
験
観

光
の
活
性
化
の
た
め
の
継
続
的

な
訪
問
な
ど
、都
市
と
農
村
の

交
流
を
広
げ
、農
村
地
域
の
活

力
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
実
質

的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。今
回
第
1

号
企
業
と
し
て
参
加
し
て
い
る
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ

ル（
株
）は
、京
畿
道
城
南
市
に
本
社
を
置
く
コ

ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業
で
従
業
員
数
は
1
6
7

人
、売
上
高
は
3
0
7
億
ウ
ォ
ン
で
あ
る
。同
社

は
、今
年
2
月
に
韓
国
知
能
情
報
社
会
振
興
院

が
発
刊
し
た「
世
界
が
注
目
す
る
人
工
知
能
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」報
告
書
で
、韓
国
企
業
の
う
ち

1
位
に
選
ば
れ
た
企
業
で
あ
る
※
3
。

　
ま
た
、慶
尚
北
道
文
化
観
光
公
社
は
、中
央
線

（
K
T
X
）開
通
で
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
安

東
・
醴
泉
・
奉
化
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
旅

行
商
品
を
試
験
運
用
し
た
。旅
行
商
品
は
、「
リ

ラ
ッ
ク
ス
」「
体
験
」「
自
転
車
旅
行
」な
ど
の
3

つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
リ
ラ
ッ
ク

ス
」は
、旅
行
者
が
宿
泊
施
設
で
快
適
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
宿

泊
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
。S
N
S
に
て
旅
行

中
の
日
常
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、旅
行
後
記
の
作

成
な
ど
指
定
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る

と
、旅
行
中
に
発
生
し
た
食
事
代
を
最
大
4
万

円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。「
体
験
」は

往
復
の
K
T
X
、レ
ン
タ
カ
ー
、宿
泊
ま
で
含
め

た
特
化
型
商
品
で
あ
る
。様
々
な
旅
行
を
し
た

い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

〜
回
復
が
期
待
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
、

働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
変
化
と
は

1「
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う

旅
のス
タイ
ル
変
化
」に
対
応
す
る

観
光
地
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

観
光
地
域
研
究
部
　
地
域
戦
略
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

守
屋
邦
彦

2

表 1「新たな旅のスタイル」の主なタイプ

出典）各種資料を元に筆者作成

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
と
、体
験
費
、入
場
料

を
最
大
5
万
円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。「
自
転
車
旅
行
」は
、洛
東
江
自
転
車
道
な
ど

を
経
る
商
品
で
、往
復
の
バ
ス
や
案
内
ス
タ
ッ

フ
の
同
行
な
ど
が
含
ま
れ
る
旅
行
者
は
各
テ
ー

マ
別
に
3
泊
4
日
、6
泊
7
日
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
、少
な
く
と
も
2
人
か
ら
購
入
可
能

と
な
っ
て
い
る
※
4
。

　
台
湾
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
か
ら
大

き
な
感
染
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
た
が
、2
0
2
1
年
5
月
頃
よ
り
大
き
く

感
染
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
第
3
級（
第
1
級
が
最
も
緩
く
、第
4
級
が
最

も
厳
格
）に
引
き
上
げ
ら
れ
、在
宅
勤
務
へ
の
シ

フ
ト
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。同
期
間
に
実
施
さ

れ
た
調
査
で
は
、「
勤
務
形
態
の
一
部
を
テ
レ
ワ

ー
ク
に
切
り
替
え
た
」の
選
択
者
が
57
％
と
な

っ
て
い
る（
図
2
）。ま
た
、2
0
2
1
年
6
月
に

実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
等
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る
と
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
希
望
す

る
比
率
が
一
番
高
い
業
種
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

つ
の
ホ
テ
ル
へ
の
旅
行
を
2
0
2
1
年
9
月
30

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
2
名
で
9
9
9
9
元（
約

4
万
円
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
販
売

し
た
。同
ク
ー
ポ
ン
を
購
入
す
る
と
、4
つ
の
ホ

テ
ル
が
1
泊
ず
つ
利
用
可
能
と
な
り
、台
北
の
3

つ
の
ホ
テ
ル
は
1
泊
朝
食（
お
弁
当
付
き
）、花
蓮

の
ホ
テ
ル
は
1
泊
夕
食
・
朝
食
付
き（
※
日
曜
日

〜
木
曜
日
の
利
用
に
限
定
）と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
グ
ル
ー
プ
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
客
向
け

に
台
北
の
ホ
テ
ル
で
週
単
位
や
月
単
位
の
価
格

は
現
状
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
）。

　
し
か
し
、韓
国
、台
湾
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
・
地
域
の
観
光
地
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
取
組
は
日
本
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な

い
。こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍

が
一
定
程
度
収
束
し
、外
国
人
旅
行
者
が
再
び

渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
た

際
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
環
境
が
整
っ

た
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
一
定
程

度
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
研
究
で
は
、引
き
続
き
関
係
機
関
・
研
究

者
、さ
ら
に
は
日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
意
向
等
の
把
握
を
進
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
実
施
の
可
能
性
の
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ

る
程
度
特
定
し
、特
定
さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

ど
う
い
っ
た
環
境
を
望
ん
で
い
る
か
、地
域
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き

か
の
把
握
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

い
る
企
業
等
を
対
象
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、日
本
へ
の
旅
行
の
際
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
等
の
実
施
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
把
握

す
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、2
0
2
1
年
度
は
東

ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）各
国
・
地
域
の
動

向
や
市
場
の
可
能
性
、取
組
事
例
に
つ
い
て
整

理
・
発
信
を
行
い
、更
に
翌
2
0
2
2
年
度
に

は
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の

意
向
等
の
把
握
も
行
い
、2
0
2
1
年
度
の
結

果
も
踏
ま
え
つ
つ
、東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
に
よ

る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今
後
の
可
能
性

や
、日
本
人
旅
行
者
と
外
国
人
旅
行
者
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
と
し
た
際
に
観
光
地
に
求
め
ら
れ
る

取
組
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
・
提
案
を

実
施
す
る
。

　
現
在
、文
献
等
の
リ
サ
ー
チ
及
び
海
外
関
係

機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
順
次

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。本
稿
で
は
、コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
例
が
み
ら
れ
た
韓
国
お
よ

び
台
湾
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。な
お
、台
湾
に
つ

い
て
は
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
て

お
り
、そ
の
結
果
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　
韓
国
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

対
面
接
触
を
気
に
す
る
社
会
の
雰
囲
気
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、在
宅
勤
務
者
が
大
き
く
増

加
し
た
。韓
国
の
統
計
に
よ
れ
ば
、2
0
2
1
年

の
在
宅
勤
務
者
は
労
働
者
全
体
の
約
5
・
4
％
、

1
1
4
万
人
と
な
り
、2
0
2
0
年
の
50
万

3
0
0
0
人
か
ら
約
2
・
3
倍
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
の
9
万
5
0
0
0
人
か
ら
は
12
倍

の
急
増
と
な
っ
た（
図
1
）。ま
た
、若
い
世
代
に

お
い
て
は
職
場
で
深
い
関
係
性
を
好
ま
な
か
っ

た
り
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
重
要
視
す
る
文
化

な
ど
が
強
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
に
も
在
宅
勤
務
が
徐
々
に
拡
大
す

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
※
1
。

 

　
江
原
道
観
光
財
団
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

サ
イ
ト（
旅
行
商
品
の
販
売
も
あ
り
）の
イ
ン
タ

ー
パ
ー
ク
と
共
同
で
、2
0
2
1
年
3
月
末
に

企
画
商
品「
江
原
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
販
売
し

3
．韓
国
・
台
湾
に
お
け
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き

1
．は
じ
め
に

　現
在
日
本
で
は
、仕
事
と
休
暇

を
組
み
合
わ
せ
た
滞
在
型
旅
行
が

「
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
」と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
新

た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
ど
の
よ
う

な
旅
行
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て

は
様
々
な
分
類
が
存
在
す
る
が
、

筆
者
は
、個
人
型（
個
人
で
旅
行
を

す
る
）か
、団
体
型（
一
定
数
の
社

員
に
て
ま
と
ま
っ
て
旅
行
を
す

る
）と
い
う
視
点
で
分
類
し
て
い

る
。　個

人
型
に
は「
❶
休
暇
活
用
タ

イ
プ
」、「
❷
休
暇
付
け
足
し
タ
イ

プ
」、「
❸
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
」

の
大
き
く
３
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。❶
休
暇
活

用
タ
イ
プ
は
、概
ね
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
基
本
的
な
定
義
通
り
で
あ

り
、休
暇
の
旅
行
中
に
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
に
出
席
を
す
る
、な
ど
が

該
当
す
る
。❷
休
暇
付
け
足
し
タ

イ
プ
は
、出
張
の
前
後
に
休
暇
を

付
け
足
す
、い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ジ
ャ

ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
該
当
す

る
。❸
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
は
、

会
社
の
制
度
を
利
用
し
て
と
い
う

よ
り
も
、そ
も
そ
も
の
働
き
方
と

し
て
特
定
の
拠
点
的
な
オ
フ
ィ
ス

を
持
た
ず
、移
動
し
な
が
ら
暮
ら

し
つ
つ
仕
事
を
す
る
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
方
（々
ア
ド
レ

ス
ホ
ッ
パ
ー
、デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド

な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
）が
該
当

す
る
。

　団
体
型
に
は「
❹
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
」、「
❺
社
員
研

修
・
地
域
課
題
解
決
タ
イ
プ
」の
大

き
く
2
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。❹
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
は
、東
京
な
ど

の
大
都
市
部
に
立
地
す
る
企
業
が

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
地
方
部

に
設
置
し
、一
定
数
の
社
員
が
そ

こ
で
業
務
を
行
う
も
の
が
該
当
す

る
。❺
社
員
研
修
・
地
域
課
題
解
決

タ
イ
プ
は
、普
段
は
別
々
の
部
署

や
場
所
で
働
く
社
員
が
、旅
館
や

ホ
テ
ル
等
の
施
設
に
集
合
し
て
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、そ
の

滞
在
地
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
の

た
め
の
議
論
や
実
践
を
行
っ
た
り

す
る
も
の
が
該
当
す
る
。

　日
本
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特

徴
と
し
て
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
的
な
定
義
通
り
の
❶
休
暇

活
用
タ
イ
プ
だ
け
で
な
く
、❹
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
や
、

❺
社
員
研
修
・
地
域
課
題
解
決
タ

イ
プ
と
い
っ
た
、企
業
が
関
係
す

る
も
の
も
含
ま
れ
、❹
、❺
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
取
組
ん
で
い
る
地
域

も
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
新
し
い

旅
の
ス
タ
イ
ル
」の

タ
イ
プ

た
。そ
の
結
果
、2
カ
月
余
り
で
8
2
3
8
泊
を

販
売
し
た
。イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
販
売
分
析
で

は
、道
内
の
平
日
宿
泊
は
前
年
同
期
比
で
25
％

以
上
増
加
し
、平
日
3
泊
以
上
の
予
約
は
合
計

1
3
2
6
泊
と
前
年
よ
り
13
％
増
加
し
た
。人

気
旅
行
先
は
、江
陵
21
・
9
％
、束
草
が
21
・
5
％

で
あ
っ
た
。ま
た
、高
城
郡（
韓
国
の
最
北
東
）の

場
合
、昨
年
の
同
じ
期
間
よ
り
も
平
日
宿
泊
が

97
％
増
加
し
た
※
2
。

（
91
・
7
％
）、テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
比
率
が

一
番
高
い
業
種
は
文
化
教
育（
64
・
3
％
）と
な

っ
て
い
る（
図
3
）。

　
し
か
し
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
の
2

ヵ
月
後
の
7
月
に
は
感
染
者
数
も
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
か
ら
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
は
引
き
下
げ

ら
れ
、そ
れ
に
伴
い
出
社
を
原
則
と
す
る
通
常

の
勤
務
形
態
に
戻
っ
た
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る

な
ど
、日
本
に
比
べ
る
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着

度
合
い
は
低
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、花
蓮
・
台
北
に
立
地
す
る
４

設
定
も
実
施
し
て
お
り
、7
日
連
続
利
用
で

6
0
0
0
元（
約
2
万
4
0
0
0
円
）、30
日
連
続

利
用
で
2
万
7
0
0
0
元（
約
10
万
8
0
0
0

円
）と
な
っ
て
い
る
※
5
。

　
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、韓
国
や
台
湾
で

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
中
国
に
つ
い
て
は
、テ

レ
ワ
ー
ク
が
今
後
の
勤
務
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
働
き
方

へ
の
影
響
が
日
本
や
韓
国
、台
湾
に
比
べ
小
さ

い
こ
と
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
動
き

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
取
組
例

江
原
道

❺ 社員研修・地域課題解決タイプ
（オフサイトミーティング＋地域交流）

❹ サテライトオフィスタイプ
（遠隔地のオフィスで業務）

❸ 日常埋め込みタイプ
（移動しながら暮らしつつ業務）

❷ 休暇付け足しタイプ
（出張前後に休暇を付け足す）

❶ 休暇活用タイプ
（休暇の合間に業務）

団体型

個人型

（一定数の社員にてまとまって旅行をする）

（個人で旅行をする）
プレジャー

ワーケーション

（
1
）韓
国
に
お
け
る

働
き
方
の
変
化
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❷

2
．研
究
の
進
め
方
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本
研
究
で
は
ま
ず
、文
献
等
の
デ
ス
ク
リ
サ

ー
チ
及
び
海
外
関
係
機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。具
体
的
に
は
、ま
ず

韓
国
、中
国
、台
湾
で
の
働
き
方
の
多
様
化
の
状

況
や
、そ
れ
に
伴
う
仕
事
と
休
暇
が
融
合
し
た

旅
行
に
関
す
る
動
向
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
へ

の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

事
や
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
情
報
収
集
・
整
理

を
行
う
。

　
そ
の
上
で
、韓
国
、中
国
、台
湾
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
機
関
・
研
究
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方
の
変
化
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
旅
行
の
仕
方
の
変
化
、そ
れ

を
受
け
た
観
光
地
等
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

把
握
す
る
。更
に
、日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う

旅
行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

　
日
本
に
お
い
て
は
2
0
1
0
年
代
に
入
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
増

加
を
背
景
に
、仕
事
と
休
暇
が
重
な
り
合
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
徐
々
に
注
目
さ
れ
、企
業
や

地
域
に
お
い
て
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
リ

ゾ
ー
ト
や
温
泉
地
等
、普
段
の
職
場
と
は
異
な

る
場
所
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W

o
rkatio

n

：W
o
rk

＋

V
acation

）」へ
の
取
組
が
徐
々
に
み
ら
れ
始
め

て
い
た
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
2
0
年
に

入
っ
て
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
、更
に
同
年
7
月
末
の「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
、新
た
な
旅
行
や
働
き
方
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
政
府
と
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
の
当
時
の
内
閣
官
房
長
官
発
言
な

ど
が
契
機
と
な
り
、国
と
し
て
の
、ま
た
各
地
域

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
が
大
き
く
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
、国
内
各
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
誘
客
の
た
め
の
各
種
取
組
や
、日

本
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者

や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、日
本
人
旅
行
者
に
対
応
し
た
各
種
取

組
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
が
一
定
程
度
収
束
し
、外

国
人
旅
行
者
が
再
び
渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
ま
ず
回
復
し
て
く
る

と
見
込
ま
れ
る
東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）

各
国
・
地
域
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴

う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
状
、ほ
と
ん
ど
整
理
・
発
信
さ
れ
て
は
い
な

い
。更
に
、こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
旅
の
ス

タ
イ
ル
変
化
の
動
向
や
取
組
事
例
を
押
さ
え
た

上
で
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
働
き
方

の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
に
対
応

す
る
観
光
地
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
べ
き
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
研
究
・
検
討
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中

国
・
台
湾
）に
お
け
る
基
本
的
な
働
き
方
や
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
も
含
め
た
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
働
き
方
の
多
様
化

の
動
向
や
そ
れ
に
対
す
る
各
国
・
地
域
で
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
組
事
例
の
収
集
を
行

い
、そ
れ
ら
か
ら
得
た
知
見
を
元
に
、東
ア
ジ
ア

の
旅
行
者
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今

後
の
可
能
性
や
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変

化
に
も
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
・
提
案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
慶
尚
北
道
庁
は
、義
城
郡
萬
景
村「
農
村
体
験

休
養
村
」に
て
、企
業
と
農
村
の
革
新
的
な
共
存

モ
デ
ル
の
た
め
の
業
務
協
約
を
締
結
し
た
。締

結
に
は
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ
ル

（
株
）、義
城
郡
、萬
景
村
、慶
北

農
村
体
験
休
養
村
協
議
会
が
参

加
し
た
。協
約
に
は
、企
業
労
働

者
の
創
造
性
と
効
率
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
を
提
供
し
、農
村
体
験
観

光
の
活
性
化
の
た
め
の
継
続
的

な
訪
問
な
ど
、都
市
と
農
村
の

交
流
を
広
げ
、農
村
地
域
の
活

力
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
実
質

的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。今
回
第
1

号
企
業
と
し
て
参
加
し
て
い
る
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ

ル（
株
）は
、京
畿
道
城
南
市
に
本
社
を
置
く
コ

ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業
で
従
業
員
数
は
1
6
7

人
、売
上
高
は
3
0
7
億
ウ
ォ
ン
で
あ
る
。同
社

は
、今
年
2
月
に
韓
国
知
能
情
報
社
会
振
興
院

が
発
刊
し
た「
世
界
が
注
目
す
る
人
工
知
能
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」報
告
書
で
、韓
国
企
業
の
う
ち

1
位
に
選
ば
れ
た
企
業
で
あ
る
※
3
。

　
ま
た
、慶
尚
北
道
文
化
観
光
公
社
は
、中
央
線

（
K
T
X
）開
通
で
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
安

東
・
醴
泉
・
奉
化
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
旅

行
商
品
を
試
験
運
用
し
た
。旅
行
商
品
は
、「
リ

ラ
ッ
ク
ス
」「
体
験
」「
自
転
車
旅
行
」な
ど
の
3

つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
リ
ラ
ッ
ク

ス
」は
、旅
行
者
が
宿
泊
施
設
で
快
適
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
宿

泊
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
。S
N
S
に
て
旅
行

中
の
日
常
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、旅
行
後
記
の
作

成
な
ど
指
定
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る

と
、旅
行
中
に
発
生
し
た
食
事
代
を
最
大
4
万

円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。「
体
験
」は

往
復
の
K
T
X
、レ
ン
タ
カ
ー
、宿
泊
ま
で
含
め

た
特
化
型
商
品
で
あ
る
。様
々
な
旅
行
を
し
た

い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

〜
回
復
が
期
待
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
、

働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
変
化
と
は

1「
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う

旅
のス
タイ
ル
変
化
」に
対
応
す
る

観
光
地
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

観
光
地
域
研
究
部
　
地
域
戦
略
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

守
屋
邦
彦

2

表 1「新たな旅のスタイル」の主なタイプ

出典）各種資料を元に筆者作成

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
と
、体
験
費
、入
場
料

を
最
大
5
万
円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。「
自
転
車
旅
行
」は
、洛
東
江
自
転
車
道
な
ど

を
経
る
商
品
で
、往
復
の
バ
ス
や
案
内
ス
タ
ッ

フ
の
同
行
な
ど
が
含
ま
れ
る
旅
行
者
は
各
テ
ー

マ
別
に
3
泊
4
日
、6
泊
7
日
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
、少
な
く
と
も
2
人
か
ら
購
入
可
能

と
な
っ
て
い
る
※
4
。

　
台
湾
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
か
ら
大

き
な
感
染
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
た
が
、2
0
2
1
年
5
月
頃
よ
り
大
き
く

感
染
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
第
3
級（
第
1
級
が
最
も
緩
く
、第
4
級
が
最

も
厳
格
）に
引
き
上
げ
ら
れ
、在
宅
勤
務
へ
の
シ

フ
ト
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。同
期
間
に
実
施
さ

れ
た
調
査
で
は
、「
勤
務
形
態
の
一
部
を
テ
レ
ワ

ー
ク
に
切
り
替
え
た
」の
選
択
者
が
57
％
と
な

っ
て
い
る（
図
2
）。ま
た
、2
0
2
1
年
6
月
に

実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
等
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る
と
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
希
望
す

る
比
率
が
一
番
高
い
業
種
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

つ
の
ホ
テ
ル
へ
の
旅
行
を
2
0
2
1
年
9
月
30

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
2
名
で
9
9
9
9
元（
約

4
万
円
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
販
売

し
た
。同
ク
ー
ポ
ン
を
購
入
す
る
と
、4
つ
の
ホ

テ
ル
が
1
泊
ず
つ
利
用
可
能
と
な
り
、台
北
の
3

つ
の
ホ
テ
ル
は
1
泊
朝
食（
お
弁
当
付
き
）、花
蓮

の
ホ
テ
ル
は
1
泊
夕
食
・
朝
食
付
き（
※
日
曜
日

〜
木
曜
日
の
利
用
に
限
定
）と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
グ
ル
ー
プ
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
客
向
け

に
台
北
の
ホ
テ
ル
で
週
単
位
や
月
単
位
の
価
格

は
現
状
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
）。

　
し
か
し
、韓
国
、台
湾
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
・
地
域
の
観
光
地
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
取
組
は
日
本
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な

い
。こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍

が
一
定
程
度
収
束
し
、外
国
人
旅
行
者
が
再
び

渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
た

際
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
環
境
が
整
っ

た
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
一
定
程

度
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
研
究
で
は
、引
き
続
き
関
係
機
関
・
研
究

者
、さ
ら
に
は
日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
意
向
等
の
把
握
を
進
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
実
施
の
可
能
性
の
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ

る
程
度
特
定
し
、特
定
さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

ど
う
い
っ
た
環
境
を
望
ん
で
い
る
か
、地
域
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き

か
の
把
握
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

い
る
企
業
等
を
対
象
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、日
本
へ
の
旅
行
の
際
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
等
の
実
施
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
把
握

す
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、2
0
2
1
年
度
は
東

ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）各
国
・
地
域
の
動

向
や
市
場
の
可
能
性
、取
組
事
例
に
つ
い
て
整

理
・
発
信
を
行
い
、更
に
翌
2
0
2
2
年
度
に

は
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の

意
向
等
の
把
握
も
行
い
、2
0
2
1
年
度
の
結

果
も
踏
ま
え
つ
つ
、東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
に
よ

る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今
後
の
可
能
性

や
、日
本
人
旅
行
者
と
外
国
人
旅
行
者
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
と
し
た
際
に
観
光
地
に
求
め
ら
れ
る

取
組
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
・
提
案
を

実
施
す
る
。

　
現
在
、文
献
等
の
リ
サ
ー
チ
及
び
海
外
関
係

機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
順
次

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。本
稿
で
は
、コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
例
が
み
ら
れ
た
韓
国
お
よ

び
台
湾
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。な
お
、台
湾
に
つ

い
て
は
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
て

お
り
、そ
の
結
果
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　
韓
国
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

対
面
接
触
を
気
に
す
る
社
会
の
雰
囲
気
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、在
宅
勤
務
者
が
大
き
く
増

加
し
た
。韓
国
の
統
計
に
よ
れ
ば
、2
0
2
1
年

の
在
宅
勤
務
者
は
労
働
者
全
体
の
約
5
・
4
％
、

1
1
4
万
人
と
な
り
、2
0
2
0
年
の
50
万

3
0
0
0
人
か
ら
約
2
・
3
倍
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
の
9
万
5
0
0
0
人
か
ら
は
12
倍

の
急
増
と
な
っ
た（
図
1
）。ま
た
、若
い
世
代
に

お
い
て
は
職
場
で
深
い
関
係
性
を
好
ま
な
か
っ

た
り
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
重
要
視
す
る
文
化

な
ど
が
強
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
に
も
在
宅
勤
務
が
徐
々
に
拡
大
す

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
※
1
。

 
　
江
原
道
観
光
財
団
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

サ
イ
ト（
旅
行
商
品
の
販
売
も
あ
り
）の
イ
ン
タ

ー
パ
ー
ク
と
共
同
で
、2
0
2
1
年
3
月
末
に

企
画
商
品「
江
原
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
販
売
し

3
．韓
国
・
台
湾
に
お
け
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き

1
．は
じ
め
に

　現
在
日
本
で
は
、仕
事
と
休
暇

を
組
み
合
わ
せ
た
滞
在
型
旅
行
が

「
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
」と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
新

た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
に
ど
の
よ
う

な
旅
行
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て

は
様
々
な
分
類
が
存
在
す
る
が
、

筆
者
は
、個
人
型（
個
人
で
旅
行
を

す
る
）か
、団
体
型（
一
定
数
の
社

員
に
て
ま
と
ま
っ
て
旅
行
を
す

る
）と
い
う
視
点
で
分
類
し
て
い

る
。　個

人
型
に
は「
❶
休
暇
活
用
タ

イ
プ
」、「
❷
休
暇
付
け
足
し
タ
イ

プ
」、「
❸
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
」

の
大
き
く
３
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。❶
休
暇
活

用
タ
イ
プ
は
、概
ね
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
基
本
的
な
定
義
通
り
で
あ

り
、休
暇
の
旅
行
中
に
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
に
出
席
を
す
る
、な
ど
が

該
当
す
る
。❷
休
暇
付
け
足
し
タ

イ
プ
は
、出
張
の
前
後
に
休
暇
を

付
け
足
す
、い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ジ
ャ

ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
該
当
す

る
。❸
日
常
埋
め
込
み
タ
イ
プ
は
、

会
社
の
制
度
を
利
用
し
て
と
い
う

よ
り
も
、そ
も
そ
も
の
働
き
方
と

し
て
特
定
の
拠
点
的
な
オ
フ
ィ
ス

を
持
た
ず
、移
動
し
な
が
ら
暮
ら

し
つ
つ
仕
事
を
す
る
と
い
っ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
方
（々
ア
ド
レ

ス
ホ
ッ
パ
ー
、デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド

な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
）が
該
当

す
る
。

　団
体
型
に
は「
❹
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
」、「
❺
社
員
研

修
・
地
域
課
題
解
決
タ
イ
プ
」の
大

き
く
2
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。❹
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
は
、東
京
な
ど

の
大
都
市
部
に
立
地
す
る
企
業
が

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
地
方
部

に
設
置
し
、一
定
数
の
社
員
が
そ

こ
で
業
務
を
行
う
も
の
が
該
当
す

る
。❺
社
員
研
修
・
地
域
課
題
解
決

タ
イ
プ
は
、普
段
は
別
々
の
部
署

や
場
所
で
働
く
社
員
が
、旅
館
や

ホ
テ
ル
等
の
施
設
に
集
合
し
て
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、そ
の

滞
在
地
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
の

た
め
の
議
論
や
実
践
を
行
っ
た
り

す
る
も
の
が
該
当
す
る
。

　日
本
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特

徴
と
し
て
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
的
な
定
義
通
り
の
❶
休
暇

活
用
タ
イ
プ
だ
け
で
な
く
、❹
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
タ
イ
プ
や
、

❺
社
員
研
修
・
地
域
課
題
解
決
タ

イ
プ
と
い
っ
た
、企
業
が
関
係
す

る
も
の
も
含
ま
れ
、❹
、❺
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
取
組
ん
で
い
る
地
域

も
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
新
し
い

旅
の
ス
タ
イ
ル
」の

タ
イ
プ

た
。そ
の
結
果
、2
カ
月
余
り
で
8
2
3
8
泊
を

販
売
し
た
。イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
販
売
分
析
で

は
、道
内
の
平
日
宿
泊
は
前
年
同
期
比
で
25
％

以
上
増
加
し
、平
日
3
泊
以
上
の
予
約
は
合
計

1
3
2
6
泊
と
前
年
よ
り
13
％
増
加
し
た
。人

気
旅
行
先
は
、江
陵
21
・
9
％
、束
草
が
21
・
5
％

で
あ
っ
た
。ま
た
、高
城
郡（
韓
国
の
最
北
東
）の

場
合
、昨
年
の
同
じ
期
間
よ
り
も
平
日
宿
泊
が

97
％
増
加
し
た
※
2
。

（
91
・
7
％
）、テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
比
率
が

一
番
高
い
業
種
は
文
化
教
育（
64
・
3
％
）と
な

っ
て
い
る（
図
3
）。

　
し
か
し
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
の
2

ヵ
月
後
の
7
月
に
は
感
染
者
数
も
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
か
ら
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
は
引
き
下
げ

ら
れ
、そ
れ
に
伴
い
出
社
を
原
則
と
す
る
通
常

の
勤
務
形
態
に
戻
っ
た
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る

な
ど
、日
本
に
比
べ
る
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着

度
合
い
は
低
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、花
蓮
・
台
北
に
立
地
す
る
４

設
定
も
実
施
し
て
お
り
、7
日
連
続
利
用
で

6
0
0
0
元（
約
2
万
4
0
0
0
円
）、30
日
連
続

利
用
で
2
万
7
0
0
0
元（
約
10
万
8
0
0
0

円
）と
な
っ
て
い
る
※
5
。

　
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、韓
国
や
台
湾
で

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
中
国
に
つ
い
て
は
、テ

レ
ワ
ー
ク
が
今
後
の
勤
務
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
働
き
方

へ
の
影
響
が
日
本
や
韓
国
、台
湾
に
比
べ
小
さ

い
こ
と
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
動
き

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
取
組
例

江
原
道

❺ 社員研修・地域課題解決タイプ
（オフサイトミーティング＋地域交流）

❹ サテライトオフィスタイプ
（遠隔地のオフィスで業務）

❸ 日常埋め込みタイプ
（移動しながら暮らしつつ業務）

❷ 休暇付け足しタイプ
（出張前後に休暇を付け足す）

❶ 休暇活用タイプ
（休暇の合間に業務）

団体型

個人型

（一定数の社員にてまとまって旅行をする）

（個人で旅行をする）
プレジャー

ワーケーション

（
1
）韓
国
に
お
け
る

働
き
方
の
変
化
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❷

2
．研
究
の
進
め
方
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図 1 韓国の在宅勤務者の推移

在宅勤務労働者数
労働者全体に占める在宅勤務者の割合

95,000

0.5%

2019年

（人）

503,000

2.5%

2020年
1,140,000

5.4%

2021年

　
本
研
究
で
は
ま
ず
、文
献
等
の
デ
ス
ク
リ
サ

ー
チ
及
び
海
外
関
係
機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。具
体
的
に
は
、ま
ず

韓
国
、中
国
、台
湾
で
の
働
き
方
の
多
様
化
の
状

況
や
、そ
れ
に
伴
う
仕
事
と
休
暇
が
融
合
し
た

旅
行
に
関
す
る
動
向
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
へ

の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

事
や
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
情
報
収
集
・
整
理

を
行
う
。

　
そ
の
上
で
、韓
国
、中
国
、台
湾
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
機
関
・
研
究
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方
の
変
化
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
旅
行
の
仕
方
の
変
化
、そ
れ

を
受
け
た
観
光
地
等
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

把
握
す
る
。更
に
、日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う

旅
行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

　
日
本
に
お
い
て
は
2
0
1
0
年
代
に
入
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
増

加
を
背
景
に
、仕
事
と
休
暇
が
重
な
り
合
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
徐
々
に
注
目
さ
れ
、企
業
や

地
域
に
お
い
て
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
リ

ゾ
ー
ト
や
温
泉
地
等
、普
段
の
職
場
と
は
異
な

る
場
所
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W

o
rkatio

n

：W
o
rk

＋

V
acation

）」へ
の
取
組
が
徐
々
に
み
ら
れ
始
め

て
い
た
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
2
0
年
に

入
っ
て
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
、更
に
同
年
7
月
末
の「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
、新
た
な
旅
行
や
働
き
方
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
政
府
と
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
の
当
時
の
内
閣
官
房
長
官
発
言
な

ど
が
契
機
と
な
り
、国
と
し
て
の
、ま
た
各
地
域

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
が
大
き
く
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
、国
内
各
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
誘
客
の
た
め
の
各
種
取
組
や
、日

本
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者

や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、日
本
人
旅
行
者
に
対
応
し
た
各
種
取

組
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
が
一
定
程
度
収
束
し
、外

国
人
旅
行
者
が
再
び
渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
ま
ず
回
復
し
て
く
る

と
見
込
ま
れ
る
東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）

各
国
・
地
域
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴

う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
状
、ほ
と
ん
ど
整
理
・
発
信
さ
れ
て
は
い
な

い
。更
に
、こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
旅
の
ス

タ
イ
ル
変
化
の
動
向
や
取
組
事
例
を
押
さ
え
た

上
で
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
働
き
方

の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
に
対
応

す
る
観
光
地
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
べ
き
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
研
究
・
検
討
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中

国
・
台
湾
）に
お
け
る
基
本
的
な
働
き
方
や
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
も
含
め
た
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
働
き
方
の
多
様
化

の
動
向
や
そ
れ
に
対
す
る
各
国
・
地
域
で
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
組
事
例
の
収
集
を
行

い
、そ
れ
ら
か
ら
得
た
知
見
を
元
に
、東
ア
ジ
ア

の
旅
行
者
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今

後
の
可
能
性
や
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変

化
に
も
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
・
提
案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
慶
尚
北
道
庁
は
、義
城
郡
萬
景
村「
農
村
体
験

休
養
村
」に
て
、企
業
と
農
村
の
革
新
的
な
共
存

モ
デ
ル
の
た
め
の
業
務
協
約
を
締
結
し
た
。締

結
に
は
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ
ル

（
株
）、義
城
郡
、萬
景
村
、慶
北

農
村
体
験
休
養
村
協
議
会
が
参

加
し
た
。協
約
に
は
、企
業
労
働

者
の
創
造
性
と
効
率
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
を
提
供
し
、農
村
体
験
観

光
の
活
性
化
の
た
め
の
継
続
的

な
訪
問
な
ど
、都
市
と
農
村
の

交
流
を
広
げ
、農
村
地
域
の
活

力
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
実
質

的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。今
回
第
1

号
企
業
と
し
て
参
加
し
て
い
る
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ

ル（
株
）は
、京
畿
道
城
南
市
に
本
社
を
置
く
コ

ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業
で
従
業
員
数
は
1
6
7

人
、売
上
高
は
3
0
7
億
ウ
ォ
ン
で
あ
る
。同
社

は
、今
年
2
月
に
韓
国
知
能
情
報
社
会
振
興
院

が
発
刊
し
た「
世
界
が
注
目
す
る
人
工
知
能
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」報
告
書
で
、韓
国
企
業
の
う
ち

1
位
に
選
ば
れ
た
企
業
で
あ
る
※
3
。

　
ま
た
、慶
尚
北
道
文
化
観
光
公
社
は
、中
央
線

（
K
T
X
）開
通
で
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
安

東
・
醴
泉
・
奉
化
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
旅

行
商
品
を
試
験
運
用
し
た
。旅
行
商
品
は
、「
リ

ラ
ッ
ク
ス
」「
体
験
」「
自
転
車
旅
行
」な
ど
の
3

つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
リ
ラ
ッ
ク

ス
」は
、旅
行
者
が
宿
泊
施
設
で
快
適
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
宿

泊
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
。S
N
S
に
て
旅
行

中
の
日
常
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、旅
行
後
記
の
作

成
な
ど
指
定
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る

と
、旅
行
中
に
発
生
し
た
食
事
代
を
最
大
4
万

円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。「
体
験
」は

往
復
の
K
T
X
、レ
ン
タ
カ
ー
、宿
泊
ま
で
含
め

た
特
化
型
商
品
で
あ
る
。様
々
な
旅
行
を
し
た

い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

図 2 台湾の感染警戒レベル第3級への引き上げに伴う勤務スタイルの変化（複数回答）

図 3 台湾のテレワークの現状（業種別）
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
と
、体
験
費
、入
場
料

を
最
大
5
万
円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。「
自
転
車
旅
行
」は
、洛
東
江
自
転
車
道
な
ど

を
経
る
商
品
で
、往
復
の
バ
ス
や
案
内
ス
タ
ッ

フ
の
同
行
な
ど
が
含
ま
れ
る
旅
行
者
は
各
テ
ー

マ
別
に
3
泊
4
日
、6
泊
7
日
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
、少
な
く
と
も
2
人
か
ら
購
入
可
能

と
な
っ
て
い
る
※
4
。

　
台
湾
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
か
ら
大

き
な
感
染
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
た
が
、2
0
2
1
年
5
月
頃
よ
り
大
き
く

感
染
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
第
3
級（
第
1
級
が
最
も
緩
く
、第
4
級
が
最

も
厳
格
）に
引
き
上
げ
ら
れ
、在
宅
勤
務
へ
の
シ

フ
ト
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。同
期
間
に
実
施
さ

れ
た
調
査
で
は
、「
勤
務
形
態
の
一
部
を
テ
レ
ワ

ー
ク
に
切
り
替
え
た
」の
選
択
者
が
57
％
と
な

っ
て
い
る（
図
2
）。ま
た
、2
0
2
1
年
6
月
に

実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
等
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る
と
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
希
望
す

る
比
率
が
一
番
高
い
業
種
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

つ
の
ホ
テ
ル
へ
の
旅
行
を
2
0
2
1
年
9
月
30

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
2
名
で
9
9
9
9
元（
約

4
万
円
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
販
売

し
た
。同
ク
ー
ポ
ン
を
購
入
す
る
と
、4
つ
の
ホ

テ
ル
が
1
泊
ず
つ
利
用
可
能
と
な
り
、台
北
の
3

つ
の
ホ
テ
ル
は
1
泊
朝
食（
お
弁
当
付
き
）、花
蓮

の
ホ
テ
ル
は
1
泊
夕
食
・
朝
食
付
き（
※
日
曜
日

〜
木
曜
日
の
利
用
に
限
定
）と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
グ
ル
ー
プ
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
客
向
け

に
台
北
の
ホ
テ
ル
で
週
単
位
や
月
単
位
の
価
格

は
現
状
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
）。

　
し
か
し
、韓
国
、台
湾
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
・
地
域
の
観
光
地
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
取
組
は
日
本
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な

い
。こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍

が
一
定
程
度
収
束
し
、外
国
人
旅
行
者
が
再
び

渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
た

際
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
環
境
が
整
っ

た
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
一
定
程

度
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
研
究
で
は
、引
き
続
き
関
係
機
関
・
研
究

者
、さ
ら
に
は
日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
意
向
等
の
把
握
を
進
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
実
施
の
可
能
性
の
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ

る
程
度
特
定
し
、特
定
さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

ど
う
い
っ
た
環
境
を
望
ん
で
い
る
か
、地
域
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き

か
の
把
握
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

い
る
企
業
等
を
対
象
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、日
本
へ
の
旅
行
の
際
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
等
の
実
施
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
把
握

す
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、2
0
2
1
年
度
は
東

ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）各
国
・
地
域
の
動

向
や
市
場
の
可
能
性
、取
組
事
例
に
つ
い
て
整

理
・
発
信
を
行
い
、更
に
翌
2
0
2
2
年
度
に

は
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の

意
向
等
の
把
握
も
行
い
、2
0
2
1
年
度
の
結

果
も
踏
ま
え
つ
つ
、東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
に
よ

る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今
後
の
可
能
性

や
、日
本
人
旅
行
者
と
外
国
人
旅
行
者
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
と
し
た
際
に
観
光
地
に
求
め
ら
れ
る

取
組
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
・
提
案
を

実
施
す
る
。

　
現
在
、文
献
等
の
リ
サ
ー
チ
及
び
海
外
関
係

機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
順
次

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。本
稿
で
は
、コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
例
が
み
ら
れ
た
韓
国
お
よ

び
台
湾
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。な
お
、台
湾
に
つ

い
て
は
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
て

お
り
、そ
の
結
果
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　
韓
国
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

対
面
接
触
を
気
に
す
る
社
会
の
雰
囲
気
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、在
宅
勤
務
者
が
大
き
く
増

加
し
た
。韓
国
の
統
計
に
よ
れ
ば
、2
0
2
1
年

の
在
宅
勤
務
者
は
労
働
者
全
体
の
約
5
・
4
％
、

1
1
4
万
人
と
な
り
、2
0
2
0
年
の
50
万

3
0
0
0
人
か
ら
約
2
・
3
倍
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
の
9
万
5
0
0
0
人
か
ら
は
12
倍

の
急
増
と
な
っ
た（
図
1
）。ま
た
、若
い
世
代
に

お
い
て
は
職
場
で
深
い
関
係
性
を
好
ま
な
か
っ

た
り
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
重
要
視
す
る
文
化

な
ど
が
強
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
に
も
在
宅
勤
務
が
徐
々
に
拡
大
す

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
※
1
。

 

　
江
原
道
観
光
財
団
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

サ
イ
ト（
旅
行
商
品
の
販
売
も
あ
り
）の
イ
ン
タ

ー
パ
ー
ク
と
共
同
で
、2
0
2
1
年
3
月
末
に

企
画
商
品「
江
原
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
販
売
し

た
。そ
の
結
果
、2
カ
月
余
り
で
8
2
3
8
泊
を

販
売
し
た
。イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
販
売
分
析
で

は
、道
内
の
平
日
宿
泊
は
前
年
同
期
比
で
25
％

以
上
増
加
し
、平
日
3
泊
以
上
の
予
約
は
合
計

1
3
2
6
泊
と
前
年
よ
り
13
％
増
加
し
た
。人

気
旅
行
先
は
、江
陵
21
・
9
％
、束
草
が
21
・
5
％

で
あ
っ
た
。ま
た
、高
城
郡（
韓
国
の
最
北
東
）の

場
合
、昨
年
の
同
じ
期
間
よ
り
も
平
日
宿
泊
が

97
％
増
加
し
た
※
2
。

（
91
・
7
％
）、テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
比
率
が

一
番
高
い
業
種
は
文
化
教
育（
64
・
3
％
）と
な

っ
て
い
る（
図
3
）。

　
し
か
し
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
の
2

ヵ
月
後
の
7
月
に
は
感
染
者
数
も
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
か
ら
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
は
引
き
下
げ

ら
れ
、そ
れ
に
伴
い
出
社
を
原
則
と
す
る
通
常

の
勤
務
形
態
に
戻
っ
た
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る

な
ど
、日
本
に
比
べ
る
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着

度
合
い
は
低
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、花
蓮
・
台
北
に
立
地
す
る
４

設
定
も
実
施
し
て
お
り
、7
日
連
続
利
用
で

6
0
0
0
元（
約
2
万
4
0
0
0
円
）、30
日
連
続

利
用
で
2
万
7
0
0
0
元（
約
10
万
8
0
0
0

円
）と
な
っ
て
い
る
※
5
。

　
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、韓
国
や
台
湾
で

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
中
国
に
つ
い
て
は
、テ

レ
ワ
ー
ク
が
今
後
の
勤
務
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
働
き
方

へ
の
影
響
が
日
本
や
韓
国
、台
湾
に
比
べ
小
さ

い
こ
と
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
動
き

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

取
組
例

慶
尚
北
道

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
取
組
例

天
成
飯
店
集
團

（
コ
ス
モ
ス
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
）

完全テレワークに
切り替えた

一部をテレワークに
切り替えた

時差出勤・交代制
を活用

サテライトオフィス
を活用

一部または全部の
業務を中止

勤務スタイルの
変化はない
その他

情
報
サ
ー
ビ
ス

金
融

文
化
教
育

科
学
技
術

百
貨
店
小
売
り

飲
食
サ
ー
ビ
ス

20% 40%0% 60%

希望率 実施率

（
2
）台
湾
に
お
け
る

働
き
方
の
変
化
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き

40%

60%

80%

20%

0%

100%

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❷

台北

花蓮

ソウル
江原道

慶尚北道

出典）매일경제（毎日経済）より筆者作成

出典）https://www.tw-cosmos.com/4in1_package/ 出典）筆者作成
出典）http://www.blognews.kr/news/articleView.html?idxno=32457

出典）筆者作成
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図 1 韓国の在宅勤務者の推移

在宅勤務労働者数
労働者全体に占める在宅勤務者の割合

95,000

0.5%

2019年

（人）

503,000

2.5%

2020年
1,140,000

5.4%

2021年

　
本
研
究
で
は
ま
ず
、文
献
等
の
デ
ス
ク
リ
サ

ー
チ
及
び
海
外
関
係
機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。具
体
的
に
は
、ま
ず

韓
国
、中
国
、台
湾
で
の
働
き
方
の
多
様
化
の
状

況
や
、そ
れ
に
伴
う
仕
事
と
休
暇
が
融
合
し
た

旅
行
に
関
す
る
動
向
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
へ

の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

事
や
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
情
報
収
集
・
整
理

を
行
う
。

　
そ
の
上
で
、韓
国
、中
国
、台
湾
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
機
関
・
研
究
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方
の
変
化
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
旅
行
の
仕
方
の
変
化
、そ
れ

を
受
け
た
観
光
地
等
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

把
握
す
る
。更
に
、日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う

旅
行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

　
日
本
に
お
い
て
は
2
0
1
0
年
代
に
入
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
増

加
を
背
景
に
、仕
事
と
休
暇
が
重
な
り
合
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
徐
々
に
注
目
さ
れ
、企
業
や

地
域
に
お
い
て
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
リ

ゾ
ー
ト
や
温
泉
地
等
、普
段
の
職
場
と
は
異
な

る
場
所
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W

o
rkatio

n

：W
o
rk

＋

V
acation

）」へ
の
取
組
が
徐
々
に
み
ら
れ
始
め

て
い
た
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
2
0
年
に

入
っ
て
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
、更
に
同
年
7
月
末
の「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
、新
た
な
旅
行
や
働
き
方
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
政
府
と
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
の
当
時
の
内
閣
官
房
長
官
発
言
な

ど
が
契
機
と
な
り
、国
と
し
て
の
、ま
た
各
地
域

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
が
大
き
く
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
、国
内
各
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
誘
客
の
た
め
の
各
種
取
組
や
、日

本
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者

や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、日
本
人
旅
行
者
に
対
応
し
た
各
種
取

組
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
が
一
定
程
度
収
束
し
、外

国
人
旅
行
者
が
再
び
渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
ま
ず
回
復
し
て
く
る

と
見
込
ま
れ
る
東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）

各
国
・
地
域
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴

う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
状
、ほ
と
ん
ど
整
理
・
発
信
さ
れ
て
は
い
な

い
。更
に
、こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
旅
の
ス

タ
イ
ル
変
化
の
動
向
や
取
組
事
例
を
押
さ
え
た

上
で
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
働
き
方

の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
に
対
応

す
る
観
光
地
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
べ
き
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
研
究
・
検
討
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中

国
・
台
湾
）に
お
け
る
基
本
的
な
働
き
方
や
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
も
含
め
た
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
働
き
方
の
多
様
化

の
動
向
や
そ
れ
に
対
す
る
各
国
・
地
域
で
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
組
事
例
の
収
集
を
行

い
、そ
れ
ら
か
ら
得
た
知
見
を
元
に
、東
ア
ジ
ア

の
旅
行
者
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今

後
の
可
能
性
や
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変

化
に
も
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
・
提
案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
慶
尚
北
道
庁
は
、義
城
郡
萬
景
村「
農
村
体
験

休
養
村
」に
て
、企
業
と
農
村
の
革
新
的
な
共
存

モ
デ
ル
の
た
め
の
業
務
協
約
を
締
結
し
た
。締

結
に
は
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ
ル

（
株
）、義
城
郡
、萬
景
村
、慶
北

農
村
体
験
休
養
村
協
議
会
が
参

加
し
た
。協
約
に
は
、企
業
労
働

者
の
創
造
性
と
効
率
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
を
提
供
し
、農
村
体
験
観

光
の
活
性
化
の
た
め
の
継
続
的

な
訪
問
な
ど
、都
市
と
農
村
の

交
流
を
広
げ
、農
村
地
域
の
活

力
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
実
質

的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。今
回
第
1

号
企
業
と
し
て
参
加
し
て
い
る
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ

ル（
株
）は
、京
畿
道
城
南
市
に
本
社
を
置
く
コ

ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業
で
従
業
員
数
は
1
6
7

人
、売
上
高
は
3
0
7
億
ウ
ォ
ン
で
あ
る
。同
社

は
、今
年
2
月
に
韓
国
知
能
情
報
社
会
振
興
院

が
発
刊
し
た「
世
界
が
注
目
す
る
人
工
知
能
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」報
告
書
で
、韓
国
企
業
の
う
ち

1
位
に
選
ば
れ
た
企
業
で
あ
る
※
3
。

　
ま
た
、慶
尚
北
道
文
化
観
光
公
社
は
、中
央
線

（
K
T
X
）開
通
で
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
安

東
・
醴
泉
・
奉
化
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
旅

行
商
品
を
試
験
運
用
し
た
。旅
行
商
品
は
、「
リ

ラ
ッ
ク
ス
」「
体
験
」「
自
転
車
旅
行
」な
ど
の
3

つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
リ
ラ
ッ
ク

ス
」は
、旅
行
者
が
宿
泊
施
設
で
快
適
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
宿

泊
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
。S
N
S
に
て
旅
行

中
の
日
常
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、旅
行
後
記
の
作

成
な
ど
指
定
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る

と
、旅
行
中
に
発
生
し
た
食
事
代
を
最
大
4
万

円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。「
体
験
」は

往
復
の
K
T
X
、レ
ン
タ
カ
ー
、宿
泊
ま
で
含
め

た
特
化
型
商
品
で
あ
る
。様
々
な
旅
行
を
し
た

い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

図 2 台湾の感染警戒レベル第3級への引き上げに伴う勤務スタイルの変化（複数回答）

図 3 台湾のテレワークの現状（業種別）

出典）HENNGE「2021台灣企業ＷＦＨ現況調査」報告 より筆者作成
      ※2021年7月1日ヒアリング調査実施　ヒアリング対象者数100名／IT責任者

出典）beBit 「関于2021疫情下台湾員工工作型態洞察」報告
より筆者作成

      ※2021年6月11日～6月21日実施 有効サンプル数693

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
と
、体
験
費
、入
場
料

を
最
大
5
万
円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。「
自
転
車
旅
行
」は
、洛
東
江
自
転
車
道
な
ど

を
経
る
商
品
で
、往
復
の
バ
ス
や
案
内
ス
タ
ッ

フ
の
同
行
な
ど
が
含
ま
れ
る
旅
行
者
は
各
テ
ー

マ
別
に
3
泊
4
日
、6
泊
7
日
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
、少
な
く
と
も
2
人
か
ら
購
入
可
能

と
な
っ
て
い
る
※
4
。

　
台
湾
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
か
ら
大

き
な
感
染
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
た
が
、2
0
2
1
年
5
月
頃
よ
り
大
き
く

感
染
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
第
3
級（
第
1
級
が
最
も
緩
く
、第
4
級
が
最

も
厳
格
）に
引
き
上
げ
ら
れ
、在
宅
勤
務
へ
の
シ

フ
ト
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。同
期
間
に
実
施
さ

れ
た
調
査
で
は
、「
勤
務
形
態
の
一
部
を
テ
レ
ワ

ー
ク
に
切
り
替
え
た
」の
選
択
者
が
57
％
と
な

っ
て
い
る（
図
2
）。ま
た
、2
0
2
1
年
6
月
に

実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
等
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る
と
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
希
望
す

る
比
率
が
一
番
高
い
業
種
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

つ
の
ホ
テ
ル
へ
の
旅
行
を
2
0
2
1
年
9
月
30

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
2
名
で
9
9
9
9
元（
約

4
万
円
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
販
売

し
た
。同
ク
ー
ポ
ン
を
購
入
す
る
と
、4
つ
の
ホ

テ
ル
が
1
泊
ず
つ
利
用
可
能
と
な
り
、台
北
の
3

つ
の
ホ
テ
ル
は
1
泊
朝
食（
お
弁
当
付
き
）、花
蓮

の
ホ
テ
ル
は
1
泊
夕
食
・
朝
食
付
き（
※
日
曜
日

〜
木
曜
日
の
利
用
に
限
定
）と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
グ
ル
ー
プ
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
客
向
け

に
台
北
の
ホ
テ
ル
で
週
単
位
や
月
単
位
の
価
格

は
現
状
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
）。

　
し
か
し
、韓
国
、台
湾
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
・
地
域
の
観
光
地
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
取
組
は
日
本
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な

い
。こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍

が
一
定
程
度
収
束
し
、外
国
人
旅
行
者
が
再
び

渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
た

際
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
環
境
が
整
っ

た
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
一
定
程

度
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
研
究
で
は
、引
き
続
き
関
係
機
関
・
研
究

者
、さ
ら
に
は
日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
意
向
等
の
把
握
を
進
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
実
施
の
可
能
性
の
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ

る
程
度
特
定
し
、特
定
さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

ど
う
い
っ
た
環
境
を
望
ん
で
い
る
か
、地
域
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き

か
の
把
握
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

い
る
企
業
等
を
対
象
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、日
本
へ
の
旅
行
の
際
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
等
の
実
施
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
把
握

す
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、2
0
2
1
年
度
は
東

ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）各
国
・
地
域
の
動

向
や
市
場
の
可
能
性
、取
組
事
例
に
つ
い
て
整

理
・
発
信
を
行
い
、更
に
翌
2
0
2
2
年
度
に

は
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の

意
向
等
の
把
握
も
行
い
、2
0
2
1
年
度
の
結

果
も
踏
ま
え
つ
つ
、東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
に
よ

る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今
後
の
可
能
性

や
、日
本
人
旅
行
者
と
外
国
人
旅
行
者
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
と
し
た
際
に
観
光
地
に
求
め
ら
れ
る

取
組
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
・
提
案
を

実
施
す
る
。

　
現
在
、文
献
等
の
リ
サ
ー
チ
及
び
海
外
関
係

機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
順
次

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。本
稿
で
は
、コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
例
が
み
ら
れ
た
韓
国
お
よ

び
台
湾
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。な
お
、台
湾
に
つ

い
て
は
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
て

お
り
、そ
の
結
果
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　
韓
国
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

対
面
接
触
を
気
に
す
る
社
会
の
雰
囲
気
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、在
宅
勤
務
者
が
大
き
く
増

加
し
た
。韓
国
の
統
計
に
よ
れ
ば
、2
0
2
1
年

の
在
宅
勤
務
者
は
労
働
者
全
体
の
約
5
・
4
％
、

1
1
4
万
人
と
な
り
、2
0
2
0
年
の
50
万

3
0
0
0
人
か
ら
約
2
・
3
倍
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
の
9
万
5
0
0
0
人
か
ら
は
12
倍

の
急
増
と
な
っ
た（
図
1
）。ま
た
、若
い
世
代
に

お
い
て
は
職
場
で
深
い
関
係
性
を
好
ま
な
か
っ

た
り
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
重
要
視
す
る
文
化

な
ど
が
強
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
に
も
在
宅
勤
務
が
徐
々
に
拡
大
す

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
※
1
。

 

　
江
原
道
観
光
財
団
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

サ
イ
ト（
旅
行
商
品
の
販
売
も
あ
り
）の
イ
ン
タ

ー
パ
ー
ク
と
共
同
で
、2
0
2
1
年
3
月
末
に

企
画
商
品「
江
原
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
販
売
し

た
。そ
の
結
果
、2
カ
月
余
り
で
8
2
3
8
泊
を

販
売
し
た
。イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
販
売
分
析
で

は
、道
内
の
平
日
宿
泊
は
前
年
同
期
比
で
25
％

以
上
増
加
し
、平
日
3
泊
以
上
の
予
約
は
合
計

1
3
2
6
泊
と
前
年
よ
り
13
％
増
加
し
た
。人

気
旅
行
先
は
、江
陵
21
・
9
％
、束
草
が
21
・
5
％

で
あ
っ
た
。ま
た
、高
城
郡（
韓
国
の
最
北
東
）の

場
合
、昨
年
の
同
じ
期
間
よ
り
も
平
日
宿
泊
が

97
％
増
加
し
た
※
2
。

（
91
・
7
％
）、テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
比
率
が

一
番
高
い
業
種
は
文
化
教
育（
64
・
3
％
）と
な

っ
て
い
る（
図
3
）。

　
し
か
し
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
の
2

ヵ
月
後
の
7
月
に
は
感
染
者
数
も
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
か
ら
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
は
引
き
下
げ

ら
れ
、そ
れ
に
伴
い
出
社
を
原
則
と
す
る
通
常

の
勤
務
形
態
に
戻
っ
た
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る

な
ど
、日
本
に
比
べ
る
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着

度
合
い
は
低
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、花
蓮
・
台
北
に
立
地
す
る
４

設
定
も
実
施
し
て
お
り
、7
日
連
続
利
用
で

6
0
0
0
元（
約
2
万
4
0
0
0
円
）、30
日
連
続

利
用
で
2
万
7
0
0
0
元（
約
10
万
8
0
0
0

円
）と
な
っ
て
い
る
※
5
。

　
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、韓
国
や
台
湾
で

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
中
国
に
つ
い
て
は
、テ

レ
ワ
ー
ク
が
今
後
の
勤
務
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
働
き
方

へ
の
影
響
が
日
本
や
韓
国
、台
湾
に
比
べ
小
さ

い
こ
と
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
動
き

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

取
組
例

慶
尚
北
道

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
取
組
例

天
成
飯
店
集
團

（
コ
ス
モ
ス
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
）

完全テレワークに
切り替えた

一部をテレワークに
切り替えた

時差出勤・交代制
を活用

サテライトオフィス
を活用

一部または全部の
業務を中止

勤務スタイルの
変化はない
その他

情
報
サ
ー
ビ
ス

金
融

文
化
教
育

科
学
技
術

百
貨
店
小
売
り

飲
食
サ
ー
ビ
ス

20% 40%0% 60%

希望率 実施率

（
2
）台
湾
に
お
け
る

働
き
方
の
変
化
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き

40%

60%

80%

20%

0%

100%

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❷

台北

花蓮

ソウル
江原道

慶尚北道

出典）매일경제（毎日経済）より筆者作成

出典）https://www.tw-cosmos.com/4in1_package/ 出典）筆者作成
出典）http://www.blognews.kr/news/articleView.html?idxno=32457

出典）筆者作成
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本
研
究
で
は
ま
ず
、文
献
等
の
デ
ス
ク
リ
サ

ー
チ
及
び
海
外
関
係
機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。具
体
的
に
は
、ま
ず

韓
国
、中
国
、台
湾
で
の
働
き
方
の
多
様
化
の
状

況
や
、そ
れ
に
伴
う
仕
事
と
休
暇
が
融
合
し
た

旅
行
に
関
す
る
動
向
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
へ

の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記

事
や
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
等
か
ら
情
報
収
集
・
整
理

を
行
う
。

　
そ
の
上
で
、韓
国
、中
国
、台
湾
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
機
関
・
研
究
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
働
き
方
の
変
化
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
旅
行
の
仕
方
の
変
化
、そ
れ

を
受
け
た
観
光
地
等
で
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

把
握
す
る
。更
に
、日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う

旅
行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で

　
日
本
に
お
い
て
は
2
0
1
0
年
代
に
入
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
増

加
を
背
景
に
、仕
事
と
休
暇
が
重
な
り
合
う
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
徐
々
に
注
目
さ
れ
、企
業
や

地
域
に
お
い
て
も
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
リ

ゾ
ー
ト
や
温
泉
地
等
、普
段
の
職
場
と
は
異
な

る
場
所
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W

o
rkatio

n

：W
o
rk

＋

V
acation

）」へ
の
取
組
が
徐
々
に
み
ら
れ
始
め

て
い
た
。そ
う
し
た
状
況
の
中
、2
0
2
0
年
に

入
っ
て
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
、更
に
同
年
7
月
末
の「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
は
、新
た
な
旅
行
や
働
き
方
の
ス
タ
イ

ル
と
し
て
政
府
と
し
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
の
当
時
の
内
閣
官
房
長
官
発
言
な

ど
が
契
機
と
な
り
、国
と
し
て
の
、ま
た
各
地
域

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
が
大
き
く
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
現
在
、国
内
各
地
域
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
誘
客
の
た
め
の
各
種
取
組
や
、日

本
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者

や
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、企
業
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
制
度
導
入
に
向
け
た
検
討
が
実
施
さ
れ

る
な
ど
、日
本
人
旅
行
者
に
対
応
し
た
各
種
取

組
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、コ
ロ
ナ
禍
が
一
定
程
度
収
束
し
、外

国
人
旅
行
者
が
再
び
渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可

能
な
状
況
に
な
っ
た
際
に
ま
ず
回
復
し
て
く
る

と
見
込
ま
れ
る
東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）

各
国
・
地
域
に
お
け
る
、働
き
方
の
多
様
化
に
伴

う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
状
、ほ
と
ん
ど
整
理
・
発
信
さ
れ
て
は
い
な

い
。更
に
、こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
旅
の
ス

タ
イ
ル
変
化
の
動
向
や
取
組
事
例
を
押
さ
え
た

上
で
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
働
き
方

の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変
化
に
対
応

す
る
観
光
地
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
べ
き
か
と
い
っ
た
視
点
で
の
研
究
・
検
討
は

見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、東
ア
ジ
ア（
韓
国
・
中

国
・
台
湾
）に
お
け
る
基
本
的
な
働
き
方
や
コ
ロ

ナ
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
も
含
め
た
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
働
き
方
の
多
様
化

の
動
向
や
そ
れ
に
対
す
る
各
国
・
地
域
で
の
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
組
事
例
の
収
集
を
行

い
、そ
れ
ら
か
ら
得
た
知
見
を
元
に
、東
ア
ジ
ア

の
旅
行
者
に
よ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今

後
の
可
能
性
や
、一
定
程
度
の
コ
ロ
ナ
収
束
後

の
働
き
方
の
多
様
化
に
伴
う
旅
の
ス
タ
イ
ル
変

化
に
も
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
・
提
案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
慶
尚
北
道
庁
は
、義
城
郡
萬
景
村「
農
村
体
験

休
養
村
」に
て
、企
業
と
農
村
の
革
新
的
な
共
存

モ
デ
ル
の
た
め
の
業
務
協
約
を
締
結
し
た
。締

結
に
は
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ
ル

（
株
）、義
城
郡
、萬
景
村
、慶
北

農
村
体
験
休
養
村
協
議
会
が
参

加
し
た
。協
約
に
は
、企
業
労
働

者
の
創
造
性
と
効
率
性
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
ス
ペ

ー
ス
を
提
供
し
、農
村
体
験
観

光
の
活
性
化
の
た
め
の
継
続
的

な
訪
問
な
ど
、都
市
と
農
村
の

交
流
を
広
げ
、農
村
地
域
の
活

力
を
増
大
さ
せ
る
た
め
の
実
質

的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。今
回
第
1

号
企
業
と
し
て
参
加
し
て
い
る
ラ
オ
ン
ピ
ー
プ

ル（
株
）は
、京
畿
道
城
南
市
に
本
社
を
置
く
コ

ス
ダ
ッ
ク
上
場
企
業
で
従
業
員
数
は
1
6
7

人
、売
上
高
は
3
0
7
億
ウ
ォ
ン
で
あ
る
。同
社

は
、今
年
2
月
に
韓
国
知
能
情
報
社
会
振
興
院

が
発
刊
し
た「
世
界
が
注
目
す
る
人
工
知
能
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」報
告
書
で
、韓
国
企
業
の
う
ち

1
位
に
選
ば
れ
た
企
業
で
あ
る
※
3
。

　
ま
た
、慶
尚
北
道
文
化
観
光
公
社
は
、中
央
線

（
K
T
X
）開
通
で
ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
た
安

東
・
醴
泉
・
奉
化
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
連
の
旅

行
商
品
を
試
験
運
用
し
た
。旅
行
商
品
は
、「
リ

ラ
ッ
ク
ス
」「
体
験
」「
自
転
車
旅
行
」な
ど
の
3

つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
リ
ラ
ッ
ク

ス
」は
、旅
行
者
が
宿
泊
施
設
で
快
適
に
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
宿

泊
の
み
が
含
ま
れ
て
い
る
。S
N
S
に
て
旅
行

中
の
日
常
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、旅
行
後
記
の
作

成
な
ど
指
定
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る

と
、旅
行
中
に
発
生
し
た
食
事
代
を
最
大
4
万

円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。「
体
験
」は

往
復
の
K
T
X
、レ
ン
タ
カ
ー
、宿
泊
ま
で
含
め

た
特
化
型
商
品
で
あ
る
。様
々
な
旅
行
を
し
た

い
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

蘇 

哲
仁
氏（
天
主
教
輔
仁
大
学
民
生
学
院
餐
旅
管
理
学
系 

特
別
研
究
教
授
）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
と
、体
験
費
、入
場
料

を
最
大
5
万
円
ま
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
。「
自
転
車
旅
行
」は
、洛
東
江
自
転
車
道
な
ど

を
経
る
商
品
で
、往
復
の
バ
ス
や
案
内
ス
タ
ッ

フ
の
同
行
な
ど
が
含
ま
れ
る
旅
行
者
は
各
テ
ー

マ
別
に
3
泊
4
日
、6
泊
7
日
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
、少
な
く
と
も
2
人
か
ら
購
入
可
能

と
な
っ
て
い
る
※
4
。

　
台
湾
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
発
生
当
初
か
ら
大

き
な
感
染
者
数
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
状
態
が

続
い
た
が
、2
0
2
1
年
5
月
頃
よ
り
大
き
く

感
染
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
第
3
級（
第
1
級
が
最
も
緩
く
、第
4
級
が
最

も
厳
格
）に
引
き
上
げ
ら
れ
、在
宅
勤
務
へ
の
シ

フ
ト
の
動
き
が
み
ら
れ
た
。同
期
間
に
実
施
さ

れ
た
調
査
で
は
、「
勤
務
形
態
の
一
部
を
テ
レ
ワ

ー
ク
に
切
り
替
え
た
」の
選
択
者
が
57
％
と
な

っ
て
い
る（
図
2
）。ま
た
、2
0
2
1
年
6
月
に

実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
状
況
等
に
関
す
る

調
査
結
果
に
よ
る
と
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
希
望
す

る
比
率
が
一
番
高
い
業
種
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業

つ
の
ホ
テ
ル
へ
の
旅
行
を
2
0
2
1
年
9
月
30

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
2
名
で
9
9
9
9
元（
約

4
万
円
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
販
売

し
た
。同
ク
ー
ポ
ン
を
購
入
す
る
と
、4
つ
の
ホ

テ
ル
が
1
泊
ず
つ
利
用
可
能
と
な
り
、台
北
の
3

つ
の
ホ
テ
ル
は
1
泊
朝
食（
お
弁
当
付
き
）、花
蓮

の
ホ
テ
ル
は
1
泊
夕
食
・
朝
食
付
き（
※
日
曜
日

〜
木
曜
日
の
利
用
に
限
定
）と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
グ
ル
ー
プ
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス
客
向
け

に
台
北
の
ホ
テ
ル
で
週
単
位
や
月
単
位
の
価
格

は
現
状
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
）。

　
し
か
し
、韓
国
、台
湾
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
・
地
域
の
観
光
地
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
取
組
は
日
本
ほ
ど
進
ん
で
は
い
な

い
。こ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
れ
ば
、コ
ロ
ナ
禍

が
一
定
程
度
収
束
し
、外
国
人
旅
行
者
が
再
び

渡
航
し
て
く
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
な
っ
た

際
に
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
環
境
が
整
っ

た
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
旅
行
者
も
一
定
程

度
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
研
究
で
は
、引
き
続
き
関
係
機
関
・
研
究

者
、さ
ら
に
は
日
本
へ
の
旅
行
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

施
者
の
意
向
等
の
把
握
を
進
め
、ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
実
施
の
可
能
性
の
あ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
あ

る
程
度
特
定
し
、特
定
さ
れ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

ど
う
い
っ
た
環
境
を
望
ん
で
い
る
か
、地
域
と

し
て
は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
進
め
て
い
く
べ
き

か
の
把
握
・
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

い
る
企
業
等
を
対
象
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、日
本
へ
の
旅
行
の
際
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
等
の
実
施
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
把
握

す
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら
、2
0
2
1
年
度
は
東

ア
ジ
ア（
韓
国
・
中
国
・
台
湾
）各
国
・
地
域
の
動

向
や
市
場
の
可
能
性
、取
組
事
例
に
つ
い
て
整

理
・
発
信
を
行
い
、更
に
翌
2
0
2
2
年
度
に

は
、各
国
・
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
者
の

意
向
等
の
把
握
も
行
い
、2
0
2
1
年
度
の
結

果
も
踏
ま
え
つ
つ
、東
ア
ジ
ア
の
旅
行
者
に
よ

る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
今
後
の
可
能
性

や
、日
本
人
旅
行
者
と
外
国
人
旅
行
者
そ
れ
ぞ

れ
を
対
象
と
し
た
際
に
観
光
地
に
求
め
ら
れ
る

取
組
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
・
提
案
を

実
施
す
る
。

　
現
在
、文
献
等
の
リ
サ
ー
チ
及
び
海
外
関
係

機
関
・
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
順
次

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。本
稿
で
は
、コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
や
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
例
が
み
ら
れ
た
韓
国
お
よ

び
台
湾
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。な
お
、台
湾
に
つ

い
て
は
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
て

お
り
、そ
の
結
果
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　
韓
国
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

対
面
接
触
を
気
に
す
る
社
会
の
雰
囲
気
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、在
宅
勤
務
者
が
大
き
く
増

加
し
た
。韓
国
の
統
計
に
よ
れ
ば
、2
0
2
1
年

の
在
宅
勤
務
者
は
労
働
者
全
体
の
約
5
・
4
％
、

1
1
4
万
人
と
な
り
、2
0
2
0
年
の
50
万

3
0
0
0
人
か
ら
約
2
・
3
倍
、コ
ロ
ナ
禍
前
の

2
0
1
9
年
の
9
万
5
0
0
0
人
か
ら
は
12
倍

の
急
増
と
な
っ
た（
図
1
）。ま
た
、若
い
世
代
に

お
い
て
は
職
場
で
深
い
関
係
性
を
好
ま
な
か
っ

た
り
、仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
重
要
視
す
る
文
化

な
ど
が
強
ま
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
で
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
時
代
に
も
在
宅
勤
務
が
徐
々
に
拡
大
す

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
※
1
。

 

　
江
原
道
観
光
財
団
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

サ
イ
ト（
旅
行
商
品
の
販
売
も
あ
り
）の
イ
ン
タ

ー
パ
ー
ク
と
共
同
で
、2
0
2
1
年
3
月
末
に

企
画
商
品「
江
原
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
販
売
し

4
．今
後
の
展
開

●
台
湾
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

│
ま
ず
、い
わ
ゆ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
、台
湾
で
は
公
式
用
語
と
し

て
統
一
し
て「
居
家
辦
公（
ホ
ー
ム
オ

フ
ィ
ス
）」と
い
う
単
語
を
使
っ
て
い

ま
す
。こ
の
単
語
が
明
確
に
示
し
て

い
る
の
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
場
所
は

自
宅
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。台

湾
で
は
2
0
2
1
年
5
月
19
日
か
ら

7
月
26
日
ま
で
感
染
状
況
の
警
戒
レ

ベ
ル
が
第
3
級
へ
と
高
ま
り
、ホ
ー

ム
オ
フ
ィ
ス
が
多
く
開
始
さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
規
制
が
徐
々
に
解
除
さ

れ
る
と
会
社
側
も
従
業
員
に
会
社
に

来
て
仕
事
を
、と
呼
び
か
け
始
め
た

た
め
、コ
ロ
ナ
禍
が
働
き
方
の
変
化

に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た

と
は
ま
だ
言
え
な
い
状
況
で
す
。

│
台
湾
の
観
光
業
界
は
テ
レ
ワ
ー
ク

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、ホ
テ
ル
や
観

光
地
で
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
プ
ラ
ン

を
数
多
く
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、そ

の
成
果
は
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。や
は
り
仕
事
を

し
な
が
ら
旅
行
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
向
い
て
い
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
現
状
で
は
ま
だ
限

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

│
台
湾
の
人
々
の
一
般
的
な
考
え
方

と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
後

も
長
期
的
な
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
に
適

応
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
る
人
が

多
い
で
す
。個
人
的
な
考
え
方
や
感

情
の
ほ
か
、家
庭
内
で
子
ど
も
の
面

倒
を
見
る
と
い
う
点
か
ら
も
、多
少

抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
す
。

●
台
湾
に
お
い
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
今
後
広
が
っ
て
い
く
た
め
に
克
服

す
べ
き
課
題
や
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？

│
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
の
た
め

に
は
、ま
ず
は
自
宅
以
外
の
場
所
、例

え
ば
リ
ゾ
ー
ト
や
観
光
ホ
テ
ル
な
ど

で
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、勤
務

時
間
や
労
災
な
ど
の
制
度
面
で
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。そ
う
す
れ
ば
ホ
テ
ル
な
ど
を

テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
場
所
の
選
択
肢

の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
ホ
テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
事
業
者
に

は
、チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
の
時
間
調
整
や
防
音
環
境
の
整
っ

た
空
間
の
準
備
と
い
っ
た
、ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
良
い
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。特
に
子
ど
も
や
家
族
が
一
緒

の
場
合
に
、仕
事
を
し
て
い
る
時
間

帯
に
家
族
、特
に
未
成
年
の
子
ど
も

が
部
屋
を
出
て
何
が
出
来
る
か
、そ

う
い
っ
た
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し

て
強
化
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

│
テ
レ
ワ
ー
ク
の
場
所
を
自
宅
か
ら

他
の
場
所
へ
と
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
、世
界
的
に
は
W
F
H（W

o
rk

 
F

r
o

m
 H

o
m

e

）
か
ら
W
F
A

（W
ork F

rom
 A

n
yw

h
ere

）と
い

っ
た
言
い
方
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
0
年
末
の
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、米
国
の
特
許
商
標
庁
で
は
、

W
F
H
か
ら
W
F
A
に
シ
フ
ト
し
、

た
。そ
の
結
果
、2
カ
月
余
り
で
8
2
3
8
泊
を

販
売
し
た
。イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
販
売
分
析
で

は
、道
内
の
平
日
宿
泊
は
前
年
同
期
比
で
25
％

以
上
増
加
し
、平
日
3
泊
以
上
の
予
約
は
合
計

1
3
2
6
泊
と
前
年
よ
り
13
％
増
加
し
た
。人

気
旅
行
先
は
、江
陵
21
・
9
％
、束
草
が
21
・
5
％

で
あ
っ
た
。ま
た
、高
城
郡（
韓
国
の
最
北
東
）の

場
合
、昨
年
の
同
じ
期
間
よ
り
も
平
日
宿
泊
が

97
％
増
加
し
た
※
2
。

（
91
・
7
％
）、テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
比
率
が

一
番
高
い
業
種
は
文
化
教
育（
64
・
3
％
）と
な

っ
て
い
る（
図
3
）。

　
し
か
し
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
の
2

ヵ
月
後
の
7
月
に
は
感
染
者
数
も
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
か
ら
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
は
引
き
下
げ

ら
れ
、そ
れ
に
伴
い
出
社
を
原
則
と
す
る
通
常

の
勤
務
形
態
に
戻
っ
た
企
業
も
多
く
み
ら
れ
る

な
ど
、日
本
に
比
べ
る
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着

度
合
い
は
低
い
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、花
蓮
・
台
北
に
立
地
す
る
４

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ（
台
湾
）結
果
概
要

許
可
さ
れ
た
場
所
で
仕
事
を
行
っ
た

結
果
、職
員
の
生
産
性
が
4
・
4
％
向

上
し
た
と
い
う
学
術
的
な
研
究
も
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
か
な
り
限
定
的
な

例
で
は
あ
り
ま
す
が
、自
宅
を
離
れ

て
休
暇
先
や
リ
ゾ
ー
ト
に
行
っ
て
仕

事
を
し
て
も
、生
産
性
を
維
持
あ
る

い
は
向
上
さ
せ
る
の
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。台
湾
や
日
本
な

ど
、よ
り
多
く
の
国
・
地
域
で
こ
の
分

野
の
研
究
が
行
わ
れ
れ
ば
、今
後
の

政
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
も
の
と

し
て
活
用
で
き
、企
業
や
労
働
者
に

と
っ
て
も
今
後
の
利
益
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う

に
皆
が
W
F
A
の
有
効
性
な
ど
に
つ

い
て
の
認
識
を
強
め
る
こ
と
で
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
、常
態
化
が

可
能
と
な
り
、観
光
産
業
に
と
っ
て

よ
り
大
き
な
市
場
と
発
展
の
チ
ャ
ン

ス
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

設
定
も
実
施
し
て
お
り
、7
日
連
続
利
用
で

6
0
0
0
元（
約
2
万
4
0
0
0
円
）、30
日
連
続

利
用
で
2
万
7
0
0
0
元（
約
10
万
8
0
0
0

円
）と
な
っ
て
い
る
※
5
。

　
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、韓
国
や
台
湾
で

は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
組
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た（
中
国
に
つ
い
て
は
、テ

レ
ワ
ー
ク
が
今
後
の
勤
務
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
働
き
方

へ
の
影
響
が
日
本
や
韓
国
、台
湾
に
比
べ
小
さ

い
こ
と
か
ら
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
動
き

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❸

※
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前
述
を
踏
ま
え
、今
年
度
は
左
記
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
立

ち
上
げ
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
旅
行
市
場
を
牽
引
す
る
我
が
国

の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
観
光（
観

光
地
）に
求
め
る「
経
験
価
値
」は
、そ
の
他
の
世

代
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の

か
。

○
我
が
国
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が

観
光
に
求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
す
る
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
本
研
究
で
は
、右
記
の「
観
光
地
の
あ
り
方
」

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、求
め
ら
れ
る「
経
験
価

値
」に
対
応
し
う
る
要
素
と
し
て
特
に「
地
域
内

の
交
通
」に
着
目
し
、切
り
口
と
し
て
設
定
す

る
。そ
の
背
景
に
は
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

│
観
光
地
の
競
争
力
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て

「
現
地
で
の
交
通
手
段
」の
重
要
性
が
高
い
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る（E

n
righ

t&
N

ew
to

n
,

2
0
0
4
:2

0
0
5

）。

│
自
動
運
転
や
M
a
a
S
を
始
め
と
し
て
、地

域
で
の
交
通
に
関
係
す
る
様
々
な
技
術
開
発
が

進
展
し
て
お
り
、観
光
地
に
お
け
る
交
通
に
当

該
技
術
等
を
積
極
的
に
導
入
し
、い
わ
ば「
シ
ョ

ウ
ケ
ー
ス
化
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、訪
問
・
滞

在
の
誘
因
と
し
て
も
位
置
づ
け
う
る
性
質
を
有

し
て
い
る
。

　
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、Z

世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
つ
い
て
の
定
義
を

定
め
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
。両
世
代
の
定
義
に

つ
い
て
は
統
一
さ
れ
た
も
の
は
な
い
こ
と
か

ら
、本
研
究
に
お
い
て
はP

e
w

 R
e
se

a
rch

 

C
en

ter

の
世
代
区
分
と
J
T
B
総
合
研
究
所

「
旅
と
生
活
の
未
来
地
図
2
0
1
9
」の
定
義
を

用
い
る
こ
と
と
し
た（
図
3
）。

　
研
究
の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、主
に
図
4

の
と
お
り
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
く
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
国
内
の
Z
世
代
と
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る「
経
験
価
値
」を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、両
世
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
把
握
し
、そ
れ
を
踏

ま
え
て
両
世
代
が
将
来
の
観
光
地
に
求
め
る
経

験
価
値
、特
に
交
通
・
移
動
体
験
の
要
件
を
仮
説

設
定
す
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、既
存
の
文
献

資
料
の
整
理
や
専
門
家
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
整
理
す
る
。次
に
、両
世
代
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、

仮
説
を
検
証
し
、両
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る

「
経
験
価
値
」を
把
握
す
る
。

　
2
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、将
来
の
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て「
供
給
」側
の
動
向
の
整

理
を
行
う
。近
年
は
自
動
運
転
化
や
M
a
a
S

な
ど
、交
通
に
関
す
る
技
術
開
発
が
進
展
し
て

い
る
。こ
れ
ら
の
最
新
動
向
を
把
握
し
、地
域
へ

の
導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
3
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、Z

世
代
と
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
、最
新

図 1 国内宿泊旅行（観光・レクリエーション）の年代別実旅行者数の変化

図 2 国内宿泊旅行（観光・レクリエーション）の年代別延べ泊数の変化

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
動
向
を
踏
ま
え
て
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
に
お
け
る
将
来
の
観
光
地
、特
に

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、全
体
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
、実
現
に
当
た
っ
て
の
財
源
や
関
係
主

体
の
役
割
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的

な
地
域
を
対
象
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
指

す
。

 

　
研
究
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
ま
ず
は
Z
世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
に
関
し
て
国
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
し
、

カ
テ
ゴ
リ
別
に
整
理
・
分
類
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
つ
い

て
ま
と
め
た
の
が
図
5
で
あ
る
。ま
ず
自
分
自

身
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代

で
共
通
し
て
い
た
の
は「
日
々
の
生
活
の
充
実

度
が
高
い
」こ
と
を
大
切
に
す
る
点
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が「
現
在
」に
重
き

を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
Z
世
代
は「
将
来
」

を
重
視
す
る
と
い
っ
た
、世
代
に
よ
る
違
い
も

見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
自
分
自
身（
＝

M
e
）を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、Z
世
代
は

自
分
自
身
に
加
え
て
自
分〝
た
ち
〞（
＝
W
e
）を

重
視
す
る
と
い
う
よ
う
に
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
Z
世
代
で
共
通
し
て
い
る
部
分
と
異
な
る
点

が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。

　
社
会
問
題
に
関
し
て
は
、両
世
代
は
そ
れ
よ

り
上
の
世
代
と
比
べ
て
多
様
性
を
重
視
し
、個

性
を
尊
重
す
る
考
え
方
を
持
つ
ほ
か
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
社
会
問
題
全
般
に
関
し
て
も
高
い
関
心

を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
前
述
の
と
お
り
、両
世
代
は
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
で

S
N
S
やY

o
u
T

u
b
e

な
ど
に
接
す
る
時
間
は

長
く
、消
費
活
動
に
お
い
て
も
S
N
S
の
情
報

を
も
と
に
買
い
物
を
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
て

取
れ
る
。

　
消
費
行
動
や
体
験
活
動
に
お
い
て
も
う
一
点

特
徴
的
な
の
は
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
コ

ス
パ
）や
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
タ
ム
パ
）

を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。上
の
世
代
が

消
費
行
動
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
い
の
に
対
し
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z

世
代
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、そ
の
価

値
基
準
に
お
い
て
コ
ス
パ
や
タ
ム
パ
と
い
っ
た

も
の
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

次
に
、旅
行
に
関
し
て
も
同
様
に
既
存
の
資
料

か
ら
傾
向
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
図
6
で
あ

る
。前
述
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
旅

行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、例
え
ば
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
り
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
た
り
と
い
っ
た
傾
向

は
旅
行
に
お
い
て
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
分
自
身
の
価
値
観
を
重
視
す
る
と

い
う
傾
向
は
、自
分
の
関
心
ご
と
を
テ
ー
マ
と

し
た
旅
行
を
好
む
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。そ
の
た
め
、画
一
的
な
観
光

で
は
な
く
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
経
験
を

好
む
傾
向
に
あ
る
。

　
旅
行
の
情
報
収
集
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ら
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
な
手
段
で
あ
り
、特

に
Ｚ
世
代
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
傾

向
が
あ
る
。

　
交
通
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
は

電
車
や
バ
ス
を
好
む
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、環
境

に
配
慮
し
た
交
通
手
段
を
優
先
し
て
選
ぶ
と
い

う
記
述
も
確
認
さ
れ
た
。

 　
既
存
の
資
料
を
も
と
に
、Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、旅
行

に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
の
傾
向

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、実
際
に
こ
れ
ら
の
整
理
結
果
が
正
し

い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、ま
た
既
存
資

料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、交
通
に
対
す
る
意

識
や
旅
行
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘

り
下
げ
を
行
う
た
め
に
、両
世
代
か
ら
2
名
ず

つ
を
選
定
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
2
0
2
1
年
9
月
に
行
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は

ま
ず
4
名
と
も
非
常
に
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
）な

価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
が
、4
名
全
員
が
予
定
開
始

時
刻
の
10
分
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
こ
と
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

は
、環
境
問
題
や
多
様
性
に
つ
い
て
も
意
識
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。具
体
的
に
は
、環
境
問
題

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は

1
名
の
み
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
外
の
3
名
に

つ
い
て
も
日
頃
の
行
動
に
つ
い
て
詳
し
く
掘
り

　
既
存
資
料
の
整
理
・
分
析
お
よ
び
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
改
め
て
仮
説
を
設
定

し
、2
0
2
1
年
10
月
に
は
Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
と
そ
れ
よ
り
上
の
世
代
を
対
象
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。結
果
に

つ
い
て
は
現
在
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、並
行
し
て
Z
世
代
お
よ
び
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
事
業

を
展
開
し
て
い
る
専
門
家
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、未
来
の
観
光
地
像
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　
G
D
P
や
労
働
者
の
大
半
が
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
す
る「
サ
ー
ビ
ス
経
済
社
会
」に
お
け
る
観

光
の
特
徴
と
し
て
、観
光
地
や
産
業
＝
供
給
側

で
は
な
く
、顧
客
と
な
る
旅
行
者
＝
需
要
側
が

求
め
る「
経
験
価
値
」に
応
じ
て
、サ
ー
ビ
ス
の

価
格
等
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、世
界
的
に
見
る
と
、

「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」と
呼
ば
れ
る
10

代
か
ら
30
代
の
世
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
世
代
は
生
ま
れ
な
が
ら
情

報
技
術
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
、い
わ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

近
年
そ
の
旅
行
行
動
の
モ
デ
ル
化
や
セ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る（C

a
va

g
n
a
ro

&
P

o
stm

a
,2

0
1

8
; 

R
o
b
in

so
n
&

S
ch

ä
n
ze

l,2
0
1
9
;L

iu

他,

2
0
1
9
; K

etter,2
0
2
0

な
ど
）。

　
ま
た
、国
内
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
は
団
塊

世
代
お
よ
び
そ
の
子
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

旅
行
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
が
、団
塊
世
代
が

高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
こ
の
10
年
間
で
旅
行
量

が
減
少
し
た
の
に
対
し
て
20
代
の
旅
行
量
は
増

加（
図
1
）、2
0
1
9
年
の
観
光
・
レ
ク
目
的
の

国
内
宿
泊
旅
行
の
延
べ
泊
数
で
は
年
代
別
で

ト
ッ
プ
に
立
ち
、市
場
の
主
役
交
代
が
起
こ
っ

た（
図
2
）。今
後
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
進
む

こ
と
は
明
確
で
あ
り
、こ
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
」に
特
有
の
情
報
技
術
等
を
背
景
と

し
た「
価
値
観
」や「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」あ
る
い

は
、求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
し
て
、観
光
地

の
あ
り
方
を
適
宜
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

選
好
さ
れ
る
観
光
地
と
し
て
の
競
争
力
を
獲
得

す
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
も
不

可
欠
と
言
え
る
。

〜「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
求
め
る

「
経
験
価
値
」へ
の
対
応

次
世
代
観
光
地

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

上
席
主
任
研
究
員 

相
澤
美
穂
子

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

3

1
．課
題
意
識

　
一
方
で
、最
新
の
交
通
シ
ス
テ
ム
・
技
術
に
つ

い
て
は
、既
存
資
料
の
整
理
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、取
り
組
ん
で
い
る
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
上
記
の
結
果
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
上
で
、当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や
こ

ち
ら
の「
観
光
文
化
」等
で
の
発
信
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。一
方
で
、地
域
で
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
域

と
の
議
論
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
以
降
改
め
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｚ
世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
と
、そ
れ

に
伴
い
観
光
地
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
は
、今
年
度
様
々
な
方
と
意
見
を
交

わ
す
中
で
非
常
に
高
い
関
心
分
野
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
た
。本
研
究
が
そ
う
し
た

方
々
へ
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
知
見
を
発
出
で

き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。

下
げ
て
み
る
と
、ゴ
ミ
の
分
別
や
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
等
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、そ
れ
よ
り
上
の
世
代

と
は
意
識
し
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
が
明
確
に

異
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
感
じ
た
の
は「
実
利
追
及
」と
い
う
点
で

あ
っ
た
。仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
い
て
は
4
名
で

回
答
が
分
か
れ
た
が
、仕
事
へ
の
意
欲
が
あ
る

と
回
答
し
た
人
は
、や
り
が
い
自
体
を
求
め
て

い
て
会
社
で
の
地
位
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
が

明
確
で
あ
っ
た
。こ
の
考
え
方
は
購
買
行
動
に

も
通
じ
て
お
り
、既
存
資
料
の
整
理
の
項
で
触

れ
た
よ
う
に
、ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
れ
ば
い
い
わ

け
で
は
な
く
、自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か

ど
う
か
を
独
自
の
価
値
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
価
値
観
が
う
か
が
え
た
。

　
3
つ
目
と
4
つ
目
は「
応
援
消
費
、ス
ト
ー

リ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
リ
ハ
リ
消
費
」と

「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」で
あ
る
。「
実
利
追

求
」と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、4
名
と
も

自
分
の
中
で
価
値
を
感
じ
る
も
の
に
は
し
っ
か

り
お
金
を
か
け
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
た
。

　
一
方
で「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」を
行
い
た

い
と
い
う
意
識
も
共
通
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、

自
分
の
中
で
明
確
な
価
値
を
見
出
す
消
費
以
外

に
つ
い
て
は
、慎
重
に
情
報
収
集
を
行
っ
た
上

で
行
動
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。特
に

S
N
S
や
口
コ
ミ
を
重
視
し
て
お
り
、行
動
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。
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前
述
を
踏
ま
え
、今
年
度
は
左
記
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
立

ち
上
げ
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
旅
行
市
場
を
牽
引
す
る
我
が
国

の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
観
光（
観

光
地
）に
求
め
る「
経
験
価
値
」は
、そ
の
他
の
世

代
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の

か
。

○
我
が
国
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が

観
光
に
求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
す
る
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
本
研
究
で
は
、右
記
の「
観
光
地
の
あ
り
方
」

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、求
め
ら
れ
る「
経
験
価

値
」に
対
応
し
う
る
要
素
と
し
て
特
に「
地
域
内

の
交
通
」に
着
目
し
、切
り
口
と
し
て
設
定
す

る
。そ
の
背
景
に
は
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

│
観
光
地
の
競
争
力
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て

「
現
地
で
の
交
通
手
段
」の
重
要
性
が
高
い
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る（E

n
righ

t&
N

ew
to

n
,

2
0
0
4
:2

0
0
5

）。

│
自
動
運
転
や
M
a
a
S
を
始
め
と
し
て
、地

域
で
の
交
通
に
関
係
す
る
様
々
な
技
術
開
発
が

進
展
し
て
お
り
、観
光
地
に
お
け
る
交
通
に
当

該
技
術
等
を
積
極
的
に
導
入
し
、い
わ
ば「
シ
ョ

ウ
ケ
ー
ス
化
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、訪
問
・
滞

在
の
誘
因
と
し
て
も
位
置
づ
け
う
る
性
質
を
有

し
て
い
る
。

　
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、Z

世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
つ
い
て
の
定
義
を

定
め
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
。両
世
代
の
定
義
に

つ
い
て
は
統
一
さ
れ
た
も
の
は
な
い
こ
と
か

ら
、本
研
究
に
お
い
て
はP

e
w

 R
e
se

a
rch

 

C
en

ter

の
世
代
区
分
と
J
T
B
総
合
研
究
所

「
旅
と
生
活
の
未
来
地
図
2
0
1
9
」の
定
義
を

用
い
る
こ
と
と
し
た（
図
3
）。

　
研
究
の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、主
に
図
4

の
と
お
り
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
く
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
国
内
の
Z
世
代
と
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る「
経
験
価
値
」を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、両
世
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
把
握
し
、そ
れ
を
踏

ま
え
て
両
世
代
が
将
来
の
観
光
地
に
求
め
る
経

験
価
値
、特
に
交
通
・
移
動
体
験
の
要
件
を
仮
説

設
定
す
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、既
存
の
文
献

資
料
の
整
理
や
専
門
家
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
整
理
す
る
。次
に
、両
世
代
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、

仮
説
を
検
証
し
、両
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る

「
経
験
価
値
」を
把
握
す
る
。

　
2
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、将
来
の
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て「
供
給
」側
の
動
向
の
整

理
を
行
う
。近
年
は
自
動
運
転
化
や
M
a
a
S

な
ど
、交
通
に
関
す
る
技
術
開
発
が
進
展
し
て

い
る
。こ
れ
ら
の
最
新
動
向
を
把
握
し
、地
域
へ

の
導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
3
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、Z

世
代
と
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
、最
新

図 3 旅行牽引世代と目される「Z世代」「ミレニアル世代」とは

図 4 サービス経済社会における
観光地のあり方に関する研究

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
動
向
を
踏
ま
え
て
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
に
お
け
る
将
来
の
観
光
地
、特
に

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、全
体
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
、実
現
に
当
た
っ
て
の
財
源
や
関
係
主

体
の
役
割
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的

な
地
域
を
対
象
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
指

す
。

 

　
研
究
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
ま
ず
は
Z
世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
に
関
し
て
国
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
し
、

カ
テ
ゴ
リ
別
に
整
理
・
分
類
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
つ
い

て
ま
と
め
た
の
が
図
5
で
あ
る
。ま
ず
自
分
自

身
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代

で
共
通
し
て
い
た
の
は「
日
々
の
生
活
の
充
実

度
が
高
い
」こ
と
を
大
切
に
す
る
点
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が「
現
在
」に
重
き

を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
Z
世
代
は「
将
来
」

を
重
視
す
る
と
い
っ
た
、世
代
に
よ
る
違
い
も

見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
自
分
自
身（
＝

M
e
）を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、Z
世
代
は

自
分
自
身
に
加
え
て
自
分〝
た
ち
〞（
＝
W
e
）を

重
視
す
る
と
い
う
よ
う
に
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
Z
世
代
で
共
通
し
て
い
る
部
分
と
異
な
る
点

が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。

　
社
会
問
題
に
関
し
て
は
、両
世
代
は
そ
れ
よ

り
上
の
世
代
と
比
べ
て
多
様
性
を
重
視
し
、個

性
を
尊
重
す
る
考
え
方
を
持
つ
ほ
か
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
社
会
問
題
全
般
に
関
し
て
も
高
い
関
心

を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
前
述
の
と
お
り
、両
世
代
は
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
で

S
N
S
やY

o
u
T

u
b
e

な
ど
に
接
す
る
時
間
は

長
く
、消
費
活
動
に
お
い
て
も
S
N
S
の
情
報

を
も
と
に
買
い
物
を
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
て

取
れ
る
。

　
消
費
行
動
や
体
験
活
動
に
お
い
て
も
う
一
点

特
徴
的
な
の
は
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
コ

ス
パ
）や
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
タ
ム
パ
）

を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。上
の
世
代
が

消
費
行
動
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
い
の
に
対
し
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z

世
代
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、そ
の
価

値
基
準
に
お
い
て
コ
ス
パ
や
タ
ム
パ
と
い
っ
た

も
の
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

次
に
、旅
行
に
関
し
て
も
同
様
に
既
存
の
資
料

か
ら
傾
向
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
図
6
で
あ

る
。前
述
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
旅

行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、例
え
ば
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
り
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
た
り
と
い
っ
た
傾
向

は
旅
行
に
お
い
て
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
分
自
身
の
価
値
観
を
重
視
す
る
と

い
う
傾
向
は
、自
分
の
関
心
ご
と
を
テ
ー
マ
と

し
た
旅
行
を
好
む
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。そ
の
た
め
、画
一
的
な
観
光

で
は
な
く
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
経
験
を

好
む
傾
向
に
あ
る
。

　
旅
行
の
情
報
収
集
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ら
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
な
手
段
で
あ
り
、特

に
Ｚ
世
代
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
傾

向
が
あ
る
。

　
交
通
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
は

電
車
や
バ
ス
を
好
む
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、環
境

に
配
慮
し
た
交
通
手
段
を
優
先
し
て
選
ぶ
と
い

う
記
述
も
確
認
さ
れ
た
。

 　
既
存
の
資
料
を
も
と
に
、Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、旅
行

に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
の
傾
向

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、実
際
に
こ
れ
ら
の
整
理
結
果
が
正
し

い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、ま
た
既
存
資

料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、交
通
に
対
す
る
意

識
や
旅
行
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘

り
下
げ
を
行
う
た
め
に
、両
世
代
か
ら
2
名
ず

つ
を
選
定
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
2
0
2
1
年
9
月
に
行
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は

ま
ず
4
名
と
も
非
常
に
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
）な

価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
が
、4
名
全
員
が
予
定
開
始

時
刻
の
10
分
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
こ
と
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

は
、環
境
問
題
や
多
様
性
に
つ
い
て
も
意
識
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。具
体
的
に
は
、環
境
問
題

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は

1
名
の
み
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
外
の
3
名
に

つ
い
て
も
日
頃
の
行
動
に
つ
い
て
詳
し
く
掘
り

　
既
存
資
料
の
整
理
・
分
析
お
よ
び
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
改
め
て
仮
説
を
設
定

し
、2
0
2
1
年
10
月
に
は
Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
と
そ
れ
よ
り
上
の
世
代
を
対
象
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。結
果
に

つ
い
て
は
現
在
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、並
行
し
て
Z
世
代
お
よ
び
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
事
業

を
展
開
し
て
い
る
専
門
家
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、未
来
の
観
光
地
像
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　
G
D
P
や
労
働
者
の
大
半
が
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
す
る「
サ
ー
ビ
ス
経
済
社
会
」に
お
け
る
観

光
の
特
徴
と
し
て
、観
光
地
や
産
業
＝
供
給
側

で
は
な
く
、顧
客
と
な
る
旅
行
者
＝
需
要
側
が

求
め
る「
経
験
価
値
」に
応
じ
て
、サ
ー
ビ
ス
の

価
格
等
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、世
界
的
に
見
る
と
、

「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」と
呼
ば
れ
る
10

代
か
ら
30
代
の
世
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
世
代
は
生
ま
れ
な
が
ら
情

報
技
術
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
、い
わ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

近
年
そ
の
旅
行
行
動
の
モ
デ
ル
化
や
セ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る（C

a
va

g
n
a
ro

&
P

o
stm

a
,2

0
1

8
; 

R
o
b
in

so
n
&

S
ch

ä
n
ze

l,2
0
1
9
;L

iu

他,

2
0
1
9
; K

etter,2
0
2
0

な
ど
）。

　
ま
た
、国
内
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
は
団
塊

世
代
お
よ
び
そ
の
子
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

旅
行
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
が
、団
塊
世
代
が

高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
こ
の
10
年
間
で
旅
行
量

が
減
少
し
た
の
に
対
し
て
20
代
の
旅
行
量
は
増

加（
図
1
）、2
0
1
9
年
の
観
光
・
レ
ク
目
的
の

国
内
宿
泊
旅
行
の
延
べ
泊
数
で
は
年
代
別
で

ト
ッ
プ
に
立
ち
、市
場
の
主
役
交
代
が
起
こ
っ

た（
図
2
）。今
後
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
進
む

こ
と
は
明
確
で
あ
り
、こ
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
」に
特
有
の
情
報
技
術
等
を
背
景
と

し
た「
価
値
観
」や「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」あ
る
い

は
、求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
し
て
、観
光
地

の
あ
り
方
を
適
宜
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

選
好
さ
れ
る
観
光
地
と
し
て
の
競
争
力
を
獲
得

す
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
も
不

可
欠
と
言
え
る
。

2
．研
究
フ
レ
ー
ム
と

研
究
活
動

　
一
方
で
、最
新
の
交
通
シ
ス
テ
ム
・
技
術
に
つ

い
て
は
、既
存
資
料
の
整
理
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、取
り
組
ん
で
い
る
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
上
記
の
結
果
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
上
で
、当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や
こ

ち
ら
の「
観
光
文
化
」等
で
の
発
信
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。一
方
で
、地
域
で
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
域

と
の
議
論
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
以
降
改
め
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｚ
世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
と
、そ
れ

に
伴
い
観
光
地
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
は
、今
年
度
様
々
な
方
と
意
見
を
交

わ
す
中
で
非
常
に
高
い
関
心
分
野
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
た
。本
研
究
が
そ
う
し
た

方
々
へ
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
知
見
を
発
出
で

き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。

下
げ
て
み
る
と
、ゴ
ミ
の
分
別
や
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
等
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、そ
れ
よ
り
上
の
世
代

と
は
意
識
し
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
が
明
確
に

異
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
感
じ
た
の
は「
実
利
追
及
」と
い
う
点
で

あ
っ
た
。仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
い
て
は
4
名
で

回
答
が
分
か
れ
た
が
、仕
事
へ
の
意
欲
が
あ
る

と
回
答
し
た
人
は
、や
り
が
い
自
体
を
求
め
て

い
て
会
社
で
の
地
位
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
が

明
確
で
あ
っ
た
。こ
の
考
え
方
は
購
買
行
動
に

も
通
じ
て
お
り
、既
存
資
料
の
整
理
の
項
で
触

れ
た
よ
う
に
、ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
れ
ば
い
い
わ

け
で
は
な
く
、自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か

ど
う
か
を
独
自
の
価
値
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
価
値
観
が
う
か
が
え
た
。

　
3
つ
目
と
4
つ
目
は「
応
援
消
費
、ス
ト
ー

リ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
リ
ハ
リ
消
費
」と

「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」で
あ
る
。「
実
利
追

求
」と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、4
名
と
も

自
分
の
中
で
価
値
を
感
じ
る
も
の
に
は
し
っ
か

り
お
金
を
か
け
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
た
。

　
一
方
で「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」を
行
い
た

い
と
い
う
意
識
も
共
通
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、

自
分
の
中
で
明
確
な
価
値
を
見
出
す
消
費
以
外

に
つ
い
て
は
、慎
重
に
情
報
収
集
を
行
っ
た
上

で
行
動
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。特
に

S
N
S
や
口
コ
ミ
を
重
視
し
て
お
り
、行
動
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

年代
（2021年基準）

世代名称
日本

（2021年基準）世界 特徴

Z/ミレニアル世
代のライフスタ
イルや価値観
●居住／労働／
移 動 ／ 所 有 ／
購入／技術活用
／コミュニケー
ション　など
●自己実現／社
会 貢 献 ／ 環 境
保 全 ／ 多 様 性 
など

Z/ミレニアル世
代が３～５年後
の観光地に求め
る「経験価値」を
提供しうる地域
での交通・移動
体験の要件

（仮説設定）

Z/ミレニアル世
代 特 有の価 値
観・ライフスタイ
ルを持つセグメ
ントの出現状況

Z/ミレニアル世
代の現在の観光
地（リゾート地）
に対する意識、
満足度

●全体システムと
構成要素のイメー
ジ（交通拠点施設、
交通モード、道路
等のインフラ）
●財源
●関係主体の
役割
●モデルロード
マップ

情報化・技術開発の動向
●スマート交通システムに関連する技
術開発の進展（5G化、自動運転、IoT、
位置情報、AI、ビッグデータ など）
●マイクロモビリティへの注目（eバイ
ク、電動キックボード など）

法制度の規制緩和の動向
●新たなモビリティの公道走行に関す
る規制緩和（電動キックボード など）

（
1
）既
存
資
料
の
整
理
、分
析

出典）Pew Research Centerの世代区分とJTB総合研究所「旅と生活の未来地図2019」より

いわゆるバブル期に消費を謳歌した世代。男女雇用機会均等法の施行で男
性並みに働く女性も増加した。様々なモノやコトの経験が豊富で、価値を認
めたものには支出を惜しまない。

成人前後にバブル崩壊を経験し、期待外れ感を味わった世代。子供の頃に
はファミコンが流行し、ゲーム好きも多い。

就職氷河期を経験し、無駄な消費は嫌う世代。派遣労働などを経験してい
る人も多い。高校生の時にポケベルが流行った。

日本の景気が良かった時代を知らないため、現状に特に不満も持っていない
世代。ただし先の見えない社会には不安を持っており、友人や仲間を大切に
する傾向。mixiや２ちゃんねるなどネットでの発信も広がった。

プレゆとり世代同様に日本の景気が良かった時代を知らず、現状への不満は
少ない。しかしバブル世代である親世代の価値観を共有し、ブランドなどを
好む一面も。１０代の後半からスマホ利用も多い。いわゆる「ゆとり教育」を
受けた「ゆとり世代」とも重なる。

ミレニアル世代同様に、バブル世代である親世代の価値観を共有する。子供
のころからデジタル社会に適応し、シェアリングなど新しい経済の形にも抵
抗がない。自分たちは「ゆとり」世代ではないことにプライドを持つ。

X世代
（1965-1980）

バブル世代
（1960-1970）
（51～61歳）

40代～50代

20代中盤
～30代

10代
～20代中盤

団塊Jr.世代
（1971-1975）
（46～50歳）

ポスト団塊Jr.世代
（1976-1980）
（41～45歳）

プレゆとり世代
（1981-1988）
（33～40歳）

ゆとり世代
ミレニアル世代
（1989-1995）
（26～32歳）

Ｚ世代
（1996-1999）
（22～25歳）

ミレニアル
（1981-1996）

Ｚ世代
（1997-2012）

①我が国の「Z世代」「ミレニアル世代」が
観光地に求める「経験価値」の把握

「供給」側（技術・法制度）の視点「需要」側（Z/ミレニアル世代）の視点

③サービス
経済社会における
観光地の交通の
あり方に関する
ケーススタディ

②観光地の
交通を取り巻く
情報化・技術開発、
法制度の規制緩和の
動向把握

サービス
経済社会に
おける
観光地

（地域交通）の
あり方

先行研究レビュー、
専門家等へのヒアリング

ネットアンケート、
グループインタビュー等
適切な手法を選択

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❸

3
．現
時
点
で

見
え
て
き
た
こ
と

DIC
2472 スミ
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前
述
を
踏
ま
え
、今
年
度
は
左
記
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
立

ち
上
げ
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
旅
行
市
場
を
牽
引
す
る
我
が
国

の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
観
光（
観

光
地
）に
求
め
る「
経
験
価
値
」は
、そ
の
他
の
世

代
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の

か
。

○
我
が
国
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が

観
光
に
求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
す
る
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
本
研
究
で
は
、右
記
の「
観
光
地
の
あ
り
方
」

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、求
め
ら
れ
る「
経
験
価

値
」に
対
応
し
う
る
要
素
と
し
て
特
に「
地
域
内

の
交
通
」に
着
目
し
、切
り
口
と
し
て
設
定
す

る
。そ
の
背
景
に
は
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

│
観
光
地
の
競
争
力
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て

「
現
地
で
の
交
通
手
段
」の
重
要
性
が
高
い
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る（E

n
righ

t&
N

ew
to

n
,

2
0
0
4
:2

0
0
5

）。

│
自
動
運
転
や
M
a
a
S
を
始
め
と
し
て
、地

域
で
の
交
通
に
関
係
す
る
様
々
な
技
術
開
発
が

進
展
し
て
お
り
、観
光
地
に
お
け
る
交
通
に
当

該
技
術
等
を
積
極
的
に
導
入
し
、い
わ
ば「
シ
ョ

ウ
ケ
ー
ス
化
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、訪
問
・
滞

在
の
誘
因
と
し
て
も
位
置
づ
け
う
る
性
質
を
有

し
て
い
る
。

　
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、Z

世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
つ
い
て
の
定
義
を

定
め
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
。両
世
代
の
定
義
に

つ
い
て
は
統
一
さ
れ
た
も
の
は
な
い
こ
と
か

ら
、本
研
究
に
お
い
て
はP

e
w

 R
e
se

a
rch

 

C
en

ter

の
世
代
区
分
と
J
T
B
総
合
研
究
所

「
旅
と
生
活
の
未
来
地
図
2
0
1
9
」の
定
義
を

用
い
る
こ
と
と
し
た（
図
3
）。

　
研
究
の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、主
に
図
4

の
と
お
り
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
く
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
国
内
の
Z
世
代
と
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る「
経
験
価
値
」を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、両
世
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
把
握
し
、そ
れ
を
踏

ま
え
て
両
世
代
が
将
来
の
観
光
地
に
求
め
る
経

験
価
値
、特
に
交
通
・
移
動
体
験
の
要
件
を
仮
説

設
定
す
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、既
存
の
文
献

資
料
の
整
理
や
専
門
家
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
整
理
す
る
。次
に
、両
世
代
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、

仮
説
を
検
証
し
、両
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る

「
経
験
価
値
」を
把
握
す
る
。

　
2
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、将
来
の
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て「
供
給
」側
の
動
向
の
整

理
を
行
う
。近
年
は
自
動
運
転
化
や
M
a
a
S

な
ど
、交
通
に
関
す
る
技
術
開
発
が
進
展
し
て

い
る
。こ
れ
ら
の
最
新
動
向
を
把
握
し
、地
域
へ

の
導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
3
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、Z

世
代
と
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
、最
新

図 3 旅行牽引世代と目される「Z世代」「ミレニアル世代」とは

図 4 サービス経済社会における
観光地のあり方に関する研究

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
動
向
を
踏
ま
え
て
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
に
お
け
る
将
来
の
観
光
地
、特
に

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、全
体
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
、実
現
に
当
た
っ
て
の
財
源
や
関
係
主

体
の
役
割
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的

な
地
域
を
対
象
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
指

す
。

 

　
研
究
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
ま
ず
は
Z
世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
に
関
し
て
国
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
し
、

カ
テ
ゴ
リ
別
に
整
理
・
分
類
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
つ
い

て
ま
と
め
た
の
が
図
5
で
あ
る
。ま
ず
自
分
自

身
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代

で
共
通
し
て
い
た
の
は「
日
々
の
生
活
の
充
実

度
が
高
い
」こ
と
を
大
切
に
す
る
点
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が「
現
在
」に
重
き

を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
Z
世
代
は「
将
来
」

を
重
視
す
る
と
い
っ
た
、世
代
に
よ
る
違
い
も

見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
自
分
自
身（
＝

M
e
）を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、Z
世
代
は

自
分
自
身
に
加
え
て
自
分〝
た
ち
〞（
＝
W
e
）を

重
視
す
る
と
い
う
よ
う
に
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
Z
世
代
で
共
通
し
て
い
る
部
分
と
異
な
る
点

が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。

　
社
会
問
題
に
関
し
て
は
、両
世
代
は
そ
れ
よ

り
上
の
世
代
と
比
べ
て
多
様
性
を
重
視
し
、個

性
を
尊
重
す
る
考
え
方
を
持
つ
ほ
か
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
社
会
問
題
全
般
に
関
し
て
も
高
い
関
心

を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
前
述
の
と
お
り
、両
世
代
は
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
で

S
N
S
やY

o
u
T

u
b
e

な
ど
に
接
す
る
時
間
は

長
く
、消
費
活
動
に
お
い
て
も
S
N
S
の
情
報

を
も
と
に
買
い
物
を
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
て

取
れ
る
。

　
消
費
行
動
や
体
験
活
動
に
お
い
て
も
う
一
点

特
徴
的
な
の
は
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
コ

ス
パ
）や
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
タ
ム
パ
）

を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。上
の
世
代
が

消
費
行
動
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
い
の
に
対
し
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z

世
代
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、そ
の
価

値
基
準
に
お
い
て
コ
ス
パ
や
タ
ム
パ
と
い
っ
た

も
の
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

次
に
、旅
行
に
関
し
て
も
同
様
に
既
存
の
資
料

か
ら
傾
向
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
図
6
で
あ

る
。前
述
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
旅

行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、例
え
ば
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
り
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
た
り
と
い
っ
た
傾
向

は
旅
行
に
お
い
て
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
分
自
身
の
価
値
観
を
重
視
す
る
と

い
う
傾
向
は
、自
分
の
関
心
ご
と
を
テ
ー
マ
と

し
た
旅
行
を
好
む
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。そ
の
た
め
、画
一
的
な
観
光

で
は
な
く
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
経
験
を

好
む
傾
向
に
あ
る
。

　
旅
行
の
情
報
収
集
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ら
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
な
手
段
で
あ
り
、特

に
Ｚ
世
代
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
傾

向
が
あ
る
。

　
交
通
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
は

電
車
や
バ
ス
を
好
む
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、環
境

に
配
慮
し
た
交
通
手
段
を
優
先
し
て
選
ぶ
と
い

う
記
述
も
確
認
さ
れ
た
。

 　
既
存
の
資
料
を
も
と
に
、Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、旅
行

に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
の
傾
向

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、実
際
に
こ
れ
ら
の
整
理
結
果
が
正
し

い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、ま
た
既
存
資

料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、交
通
に
対
す
る
意

識
や
旅
行
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘

り
下
げ
を
行
う
た
め
に
、両
世
代
か
ら
2
名
ず

つ
を
選
定
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
2
0
2
1
年
9
月
に
行
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は

ま
ず
4
名
と
も
非
常
に
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
）な

価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
が
、4
名
全
員
が
予
定
開
始

時
刻
の
10
分
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
こ
と
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

は
、環
境
問
題
や
多
様
性
に
つ
い
て
も
意
識
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。具
体
的
に
は
、環
境
問
題

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は

1
名
の
み
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
外
の
3
名
に

つ
い
て
も
日
頃
の
行
動
に
つ
い
て
詳
し
く
掘
り

　
既
存
資
料
の
整
理
・
分
析
お
よ
び
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
改
め
て
仮
説
を
設
定

し
、2
0
2
1
年
10
月
に
は
Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
と
そ
れ
よ
り
上
の
世
代
を
対
象
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。結
果
に

つ
い
て
は
現
在
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、並
行
し
て
Z
世
代
お
よ
び
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
事
業

を
展
開
し
て
い
る
専
門
家
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、未
来
の
観
光
地
像
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　
G
D
P
や
労
働
者
の
大
半
が
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
す
る「
サ
ー
ビ
ス
経
済
社
会
」に
お
け
る
観

光
の
特
徴
と
し
て
、観
光
地
や
産
業
＝
供
給
側

で
は
な
く
、顧
客
と
な
る
旅
行
者
＝
需
要
側
が

求
め
る「
経
験
価
値
」に
応
じ
て
、サ
ー
ビ
ス
の

価
格
等
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、世
界
的
に
見
る
と
、

「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」と
呼
ば
れ
る
10

代
か
ら
30
代
の
世
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
世
代
は
生
ま
れ
な
が
ら
情

報
技
術
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
、い
わ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

近
年
そ
の
旅
行
行
動
の
モ
デ
ル
化
や
セ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る（C

a
va

g
n
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ro
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ま
た
、国
内
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
は
団
塊

世
代
お
よ
び
そ
の
子
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

旅
行
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
が
、団
塊
世
代
が

高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
こ
の
10
年
間
で
旅
行
量

が
減
少
し
た
の
に
対
し
て
20
代
の
旅
行
量
は
増

加（
図
1
）、2
0
1
9
年
の
観
光
・
レ
ク
目
的
の

国
内
宿
泊
旅
行
の
延
べ
泊
数
で
は
年
代
別
で

ト
ッ
プ
に
立
ち
、市
場
の
主
役
交
代
が
起
こ
っ

た（
図
2
）。今
後
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
進
む

こ
と
は
明
確
で
あ
り
、こ
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
」に
特
有
の
情
報
技
術
等
を
背
景
と

し
た「
価
値
観
」や「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」あ
る
い

は
、求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
し
て
、観
光
地

の
あ
り
方
を
適
宜
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

選
好
さ
れ
る
観
光
地
と
し
て
の
競
争
力
を
獲
得

す
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
も
不

可
欠
と
言
え
る
。

2
．研
究
フ
レ
ー
ム
と

研
究
活
動

　
一
方
で
、最
新
の
交
通
シ
ス
テ
ム
・
技
術
に
つ

い
て
は
、既
存
資
料
の
整
理
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、取
り
組
ん
で
い
る
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
上
記
の
結
果
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
上
で
、当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や
こ

ち
ら
の「
観
光
文
化
」等
で
の
発
信
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。一
方
で
、地
域
で
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
域

と
の
議
論
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
以
降
改
め
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｚ
世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
と
、そ
れ

に
伴
い
観
光
地
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
は
、今
年
度
様
々
な
方
と
意
見
を
交

わ
す
中
で
非
常
に
高
い
関
心
分
野
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
た
。本
研
究
が
そ
う
し
た

方
々
へ
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
知
見
を
発
出
で

き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。

下
げ
て
み
る
と
、ゴ
ミ
の
分
別
や
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
等
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、そ
れ
よ
り
上
の
世
代

と
は
意
識
し
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
が
明
確
に

異
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
感
じ
た
の
は「
実
利
追
及
」と
い
う
点
で

あ
っ
た
。仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
い
て
は
4
名
で

回
答
が
分
か
れ
た
が
、仕
事
へ
の
意
欲
が
あ
る

と
回
答
し
た
人
は
、や
り
が
い
自
体
を
求
め
て

い
て
会
社
で
の
地
位
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
が

明
確
で
あ
っ
た
。こ
の
考
え
方
は
購
買
行
動
に

も
通
じ
て
お
り
、既
存
資
料
の
整
理
の
項
で
触

れ
た
よ
う
に
、ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
れ
ば
い
い
わ

け
で
は
な
く
、自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か

ど
う
か
を
独
自
の
価
値
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
価
値
観
が
う
か
が
え
た
。

　
3
つ
目
と
4
つ
目
は「
応
援
消
費
、ス
ト
ー

リ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
リ
ハ
リ
消
費
」と

「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」で
あ
る
。「
実
利
追

求
」と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、4
名
と
も

自
分
の
中
で
価
値
を
感
じ
る
も
の
に
は
し
っ
か

り
お
金
を
か
け
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
た
。

　
一
方
で「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」を
行
い
た

い
と
い
う
意
識
も
共
通
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、

自
分
の
中
で
明
確
な
価
値
を
見
出
す
消
費
以
外

に
つ
い
て
は
、慎
重
に
情
報
収
集
を
行
っ
た
上

で
行
動
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。特
に

S
N
S
や
口
コ
ミ
を
重
視
し
て
お
り
、行
動
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

年代
（2021年基準）

世代名称
日本

（2021年基準）世界 特徴

Z/ミレニアル世
代のライフスタ
イルや価値観
●居住／労働／
移 動 ／ 所 有 ／
購入／技術活用
／コミュニケー
ション　など
●自己実現／社
会 貢 献 ／ 環 境
保 全 ／ 多 様 性 
など

Z/ミレニアル世
代が３～５年後
の観光地に求め
る「経験価値」を
提供しうる地域
での交通・移動
体験の要件

（仮説設定）

Z/ミレニアル世
代 特 有の価 値
観・ライフスタイ
ルを持つセグメ
ントの出現状況

Z/ミレニアル世
代の現在の観光
地（リゾート地）
に対する意識、
満足度

●全体システムと
構成要素のイメー
ジ（交通拠点施設、
交通モード、道路
等のインフラ）
●財源
●関係主体の
役割
●モデルロード
マップ

情報化・技術開発の動向
●スマート交通システムに関連する技
術開発の進展（5G化、自動運転、IoT、
位置情報、AI、ビッグデータ など）
●マイクロモビリティへの注目（eバイ
ク、電動キックボード など）

法制度の規制緩和の動向
●新たなモビリティの公道走行に関す
る規制緩和（電動キックボード など）

（
1
）既
存
資
料
の
整
理
、分
析

出典）Pew Research Centerの世代区分とJTB総合研究所「旅と生活の未来地図2019」より

いわゆるバブル期に消費を謳歌した世代。男女雇用機会均等法の施行で男
性並みに働く女性も増加した。様々なモノやコトの経験が豊富で、価値を認
めたものには支出を惜しまない。

成人前後にバブル崩壊を経験し、期待外れ感を味わった世代。子供の頃に
はファミコンが流行し、ゲーム好きも多い。

就職氷河期を経験し、無駄な消費は嫌う世代。派遣労働などを経験してい
る人も多い。高校生の時にポケベルが流行った。

日本の景気が良かった時代を知らないため、現状に特に不満も持っていない
世代。ただし先の見えない社会には不安を持っており、友人や仲間を大切に
する傾向。mixiや２ちゃんねるなどネットでの発信も広がった。

プレゆとり世代同様に日本の景気が良かった時代を知らず、現状への不満は
少ない。しかしバブル世代である親世代の価値観を共有し、ブランドなどを
好む一面も。１０代の後半からスマホ利用も多い。いわゆる「ゆとり教育」を
受けた「ゆとり世代」とも重なる。

ミレニアル世代同様に、バブル世代である親世代の価値観を共有する。子供
のころからデジタル社会に適応し、シェアリングなど新しい経済の形にも抵
抗がない。自分たちは「ゆとり」世代ではないことにプライドを持つ。

X世代
（1965-1980）

バブル世代
（1960-1970）
（51～61歳）

40代～50代

20代中盤
～30代

10代
～20代中盤

団塊Jr.世代
（1971-1975）
（46～50歳）

ポスト団塊Jr.世代
（1976-1980）
（41～45歳）

プレゆとり世代
（1981-1988）
（33～40歳）

ゆとり世代
ミレニアル世代
（1989-1995）
（26～32歳）

Ｚ世代
（1996-1999）
（22～25歳）

ミレニアル
（1981-1996）

Ｚ世代
（1997-2012）

①我が国の「Z世代」「ミレニアル世代」が
観光地に求める「経験価値」の把握

「供給」側（技術・法制度）の視点「需要」側（Z/ミレニアル世代）の視点

③サービス
経済社会における
観光地の交通の
あり方に関する
ケーススタディ

②観光地の
交通を取り巻く
情報化・技術開発、
法制度の規制緩和の
動向把握

サービス
経済社会に
おける
観光地

（地域交通）の
あり方

先行研究レビュー、
専門家等へのヒアリング

ネットアンケート、
グループインタビュー等
適切な手法を選択

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❸

3
．現
時
点
で

見
え
て
き
た
こ
と
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前
述
を
踏
ま
え
、今
年
度
は
左
記
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
立

ち
上
げ
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
旅
行
市
場
を
牽
引
す
る
我
が
国

の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
観
光（
観

光
地
）に
求
め
る「
経
験
価
値
」は
、そ
の
他
の
世

代
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の

か
。

○
我
が
国
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が

観
光
に
求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
す
る
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
本
研
究
で
は
、右
記
の「
観
光
地
の
あ
り
方
」

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、求
め
ら
れ
る「
経
験
価

値
」に
対
応
し
う
る
要
素
と
し
て
特
に「
地
域
内

の
交
通
」に
着
目
し
、切
り
口
と
し
て
設
定
す

る
。そ
の
背
景
に
は
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

│
観
光
地
の
競
争
力
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て

「
現
地
で
の
交
通
手
段
」の
重
要
性
が
高
い
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る（E

n
righ

t&
N

ew
to

n
,

2
0
0
4
:2

0
0
5

）。

│
自
動
運
転
や
M
a
a
S
を
始
め
と
し
て
、地

域
で
の
交
通
に
関
係
す
る
様
々
な
技
術
開
発
が

進
展
し
て
お
り
、観
光
地
に
お
け
る
交
通
に
当

該
技
術
等
を
積
極
的
に
導
入
し
、い
わ
ば「
シ
ョ

ウ
ケ
ー
ス
化
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、訪
問
・
滞

在
の
誘
因
と
し
て
も
位
置
づ
け
う
る
性
質
を
有

し
て
い
る
。

　
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、Z

世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
つ
い
て
の
定
義
を

定
め
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
。両
世
代
の
定
義
に

つ
い
て
は
統
一
さ
れ
た
も
の
は
な
い
こ
と
か

ら
、本
研
究
に
お
い
て
はP

e
w

 R
e
se

a
rch

 

C
en

ter

の
世
代
区
分
と
J
T
B
総
合
研
究
所

「
旅
と
生
活
の
未
来
地
図
2
0
1
9
」の
定
義
を

用
い
る
こ
と
と
し
た（
図
3
）。

　
研
究
の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、主
に
図
4

の
と
お
り
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
く
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
国
内
の
Z
世
代
と
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る「
経
験
価
値
」を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、両
世
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
把
握
し
、そ
れ
を
踏

ま
え
て
両
世
代
が
将
来
の
観
光
地
に
求
め
る
経

験
価
値
、特
に
交
通
・
移
動
体
験
の
要
件
を
仮
説

設
定
す
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、既
存
の
文
献

資
料
の
整
理
や
専
門
家
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
整
理
す
る
。次
に
、両
世
代
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、

仮
説
を
検
証
し
、両
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る

「
経
験
価
値
」を
把
握
す
る
。

　
2
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、将
来
の
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て「
供
給
」側
の
動
向
の
整

理
を
行
う
。近
年
は
自
動
運
転
化
や
M
a
a
S

な
ど
、交
通
に
関
す
る
技
術
開
発
が
進
展
し
て

い
る
。こ
れ
ら
の
最
新
動
向
を
把
握
し
、地
域
へ

の
導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
3
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、Z

世
代
と
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
、最
新

図 5「Z世代」「ミレニアル世代」の特徴の整理（価値観・ライフスタイル）

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
動
向
を
踏
ま
え
て
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
に
お
け
る
将
来
の
観
光
地
、特
に

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、全
体
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
、実
現
に
当
た
っ
て
の
財
源
や
関
係
主

体
の
役
割
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的

な
地
域
を
対
象
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
指

す
。

 

　
研
究
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
ま
ず
は
Z
世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
に
関
し
て
国
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
し
、

カ
テ
ゴ
リ
別
に
整
理
・
分
類
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
つ
い

て
ま
と
め
た
の
が
図
5
で
あ
る
。ま
ず
自
分
自

身
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代

で
共
通
し
て
い
た
の
は「
日
々
の
生
活
の
充
実

度
が
高
い
」こ
と
を
大
切
に
す
る
点
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が「
現
在
」に
重
き

を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
Z
世
代
は「
将
来
」

を
重
視
す
る
と
い
っ
た
、世
代
に
よ
る
違
い
も

見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
自
分
自
身（
＝

M
e
）を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、Z
世
代
は

自
分
自
身
に
加
え
て
自
分〝
た
ち
〞（
＝
W
e
）を

重
視
す
る
と
い
う
よ
う
に
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
Z
世
代
で
共
通
し
て
い
る
部
分
と
異
な
る
点

が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。

　
社
会
問
題
に
関
し
て
は
、両
世
代
は
そ
れ
よ

り
上
の
世
代
と
比
べ
て
多
様
性
を
重
視
し
、個

性
を
尊
重
す
る
考
え
方
を
持
つ
ほ
か
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
社
会
問
題
全
般
に
関
し
て
も
高
い
関
心

を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
前
述
の
と
お
り
、両
世
代
は
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
で

S
N
S
やY

o
u
T

u
b
e

な
ど
に
接
す
る
時
間
は

長
く
、消
費
活
動
に
お
い
て
も
S
N
S
の
情
報

を
も
と
に
買
い
物
を
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
て

取
れ
る
。

　
消
費
行
動
や
体
験
活
動
に
お
い
て
も
う
一
点

特
徴
的
な
の
は
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
コ

ス
パ
）や
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
タ
ム
パ
）

を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。上
の
世
代
が

消
費
行
動
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
い
の
に
対
し
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z

世
代
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、そ
の
価

値
基
準
に
お
い
て
コ
ス
パ
や
タ
ム
パ
と
い
っ
た

も
の
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

次
に
、旅
行
に
関
し
て
も
同
様
に
既
存
の
資
料

か
ら
傾
向
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
図
6
で
あ

る
。前
述
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
旅

行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、例
え
ば
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
り
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
た
り
と
い
っ
た
傾
向

は
旅
行
に
お
い
て
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
分
自
身
の
価
値
観
を
重
視
す
る
と

い
う
傾
向
は
、自
分
の
関
心
ご
と
を
テ
ー
マ
と

し
た
旅
行
を
好
む
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。そ
の
た
め
、画
一
的
な
観
光

で
は
な
く
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
経
験
を

好
む
傾
向
に
あ
る
。

　
旅
行
の
情
報
収
集
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ら
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
な
手
段
で
あ
り
、特

に
Ｚ
世
代
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
傾

向
が
あ
る
。

　
交
通
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
は

電
車
や
バ
ス
を
好
む
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、環
境

に
配
慮
し
た
交
通
手
段
を
優
先
し
て
選
ぶ
と
い

う
記
述
も
確
認
さ
れ
た
。

 　
既
存
の
資
料
を
も
と
に
、Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、旅
行

に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
の
傾
向

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、実
際
に
こ
れ
ら
の
整
理
結
果
が
正
し

い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、ま
た
既
存
資

料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、交
通
に
対
す
る
意

識
や
旅
行
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘

り
下
げ
を
行
う
た
め
に
、両
世
代
か
ら
2
名
ず

つ
を
選
定
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
2
0
2
1
年
9
月
に
行
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は

ま
ず
4
名
と
も
非
常
に
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
）な

価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
が
、4
名
全
員
が
予
定
開
始

時
刻
の
10
分
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
こ
と
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

は
、環
境
問
題
や
多
様
性
に
つ
い
て
も
意
識
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。具
体
的
に
は
、環
境
問
題

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は

1
名
の
み
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
外
の
3
名
に

つ
い
て
も
日
頃
の
行
動
に
つ
い
て
詳
し
く
掘
り

　
既
存
資
料
の
整
理
・
分
析
お
よ
び
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
改
め
て
仮
説
を
設
定

し
、2
0
2
1
年
10
月
に
は
Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
と
そ
れ
よ
り
上
の
世
代
を
対
象
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。結
果
に

つ
い
て
は
現
在
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、並
行
し
て
Z
世
代
お
よ
び
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
事
業

を
展
開
し
て
い
る
専
門
家
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、未
来
の
観
光
地
像
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　
G
D
P
や
労
働
者
の
大
半
が
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
す
る「
サ
ー
ビ
ス
経
済
社
会
」に
お
け
る
観

光
の
特
徴
と
し
て
、観
光
地
や
産
業
＝
供
給
側

で
は
な
く
、顧
客
と
な
る
旅
行
者
＝
需
要
側
が

求
め
る「
経
験
価
値
」に
応
じ
て
、サ
ー
ビ
ス
の

価
格
等
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、世
界
的
に
見
る
と
、

「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」と
呼
ば
れ
る
10

代
か
ら
30
代
の
世
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
世
代
は
生
ま
れ
な
が
ら
情

報
技
術
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
、い
わ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

近
年
そ
の
旅
行
行
動
の
モ
デ
ル
化
や
セ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る（C

a
va

g
n
a
ro

&
P

o
stm

a
,2

0
1

8
; 

R
o
b
in

so
n
&

S
ch

ä
n
ze

l,2
0
1
9
;L

iu

他,

2
0
1
9
; K

etter,2
0
2
0

な
ど
）。

　
ま
た
、国
内
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
は
団
塊

世
代
お
よ
び
そ
の
子
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

旅
行
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
が
、団
塊
世
代
が

高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
こ
の
10
年
間
で
旅
行
量

が
減
少
し
た
の
に
対
し
て
20
代
の
旅
行
量
は
増

加（
図
1
）、2
0
1
9
年
の
観
光
・
レ
ク
目
的
の

国
内
宿
泊
旅
行
の
延
べ
泊
数
で
は
年
代
別
で

ト
ッ
プ
に
立
ち
、市
場
の
主
役
交
代
が
起
こ
っ

た（
図
2
）。今
後
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
進
む

こ
と
は
明
確
で
あ
り
、こ
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
」に
特
有
の
情
報
技
術
等
を
背
景
と

し
た「
価
値
観
」や「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」あ
る
い

は
、求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
し
て
、観
光
地

の
あ
り
方
を
適
宜
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

選
好
さ
れ
る
観
光
地
と
し
て
の
競
争
力
を
獲
得

す
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
も
不

可
欠
と
言
え
る
。

4
．今
後
の
展
開

　
一
方
で
、最
新
の
交
通
シ
ス
テ
ム
・
技
術
に
つ

い
て
は
、既
存
資
料
の
整
理
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、取
り
組
ん
で
い
る
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
上
記
の
結
果
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
上
で
、当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や
こ

ち
ら
の「
観
光
文
化
」等
で
の
発
信
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。一
方
で
、地
域
で
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
域

と
の
議
論
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
以
降
改
め
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｚ
世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
と
、そ
れ

に
伴
い
観
光
地
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
は
、今
年
度
様
々
な
方
と
意
見
を
交

わ
す
中
で
非
常
に
高
い
関
心
分
野
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
た
。本
研
究
が
そ
う
し
た

方
々
へ
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
知
見
を
発
出
で

き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。

下
げ
て
み
る
と
、ゴ
ミ
の
分
別
や
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
等
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、そ
れ
よ
り
上
の
世
代

と
は
意
識
し
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
が
明
確
に

異
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
感
じ
た
の
は「
実
利
追
及
」と
い
う
点
で

あ
っ
た
。仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
い
て
は
4
名
で

回
答
が
分
か
れ
た
が
、仕
事
へ
の
意
欲
が
あ
る

と
回
答
し
た
人
は
、や
り
が
い
自
体
を
求
め
て

い
て
会
社
で
の
地
位
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
が

明
確
で
あ
っ
た
。こ
の
考
え
方
は
購
買
行
動
に

も
通
じ
て
お
り
、既
存
資
料
の
整
理
の
項
で
触

れ
た
よ
う
に
、ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
れ
ば
い
い
わ

け
で
は
な
く
、自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か

ど
う
か
を
独
自
の
価
値
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
価
値
観
が
う
か
が
え
た
。

　
3
つ
目
と
4
つ
目
は「
応
援
消
費
、ス
ト
ー

リ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
リ
ハ
リ
消
費
」と

「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」で
あ
る
。「
実
利
追

求
」と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、4
名
と
も

自
分
の
中
で
価
値
を
感
じ
る
も
の
に
は
し
っ
か

り
お
金
を
か
け
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
た
。

　
一
方
で「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」を
行
い
た

い
と
い
う
意
識
も
共
通
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、

自
分
の
中
で
明
確
な
価
値
を
見
出
す
消
費
以
外

に
つ
い
て
は
、慎
重
に
情
報
収
集
を
行
っ
た
上

で
行
動
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。特
に

S
N
S
や
口
コ
ミ
を
重
視
し
て
お
り
、行
動
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

区分 ミレニアル世代 Z世代
日々の生活の充実度が高い

現在を重視（現在の幸せを追求）
楽観/理想主義

Me重視

将来を重視（未来価値を追求）
現実/実利主義

Me重視＋We重視
平等、リベラルを重視

多様性を認め、個性を尊重
ジェンダーや社会問題に対しても興味関心が強い

真正性を重視

安定感を重視

モノよりコトを重視

商品の品質と入手しやすさを重視
シェアリングエコノミーに前向き

人との交流を重視
仲間との関係・評価を重視

日常でオンライン（特にSNS、YouTube)の使用時間の割合が高い
１つのSNSで複数のアカウントを使い分けている人の割合が高い

自身の意志に基づいた消費＋ブランド力 自身の意志に基づいた消費

コスパだけでなく、タムパも重視

スキルアップを重視
 （特に海外経験、イノベーションスキル、

ボランティアなど）
スキルアップを重視

（
2
）Z

世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
対
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

コスパを重視するが、
主観的に価値のあることには高くても消費
SNSの情報に影響を受けて買い物をする

（特にインスタ）
SNSの情報に影響を受けて買い物をする

（特にツイッター、インスタ等）

普段の価値観と消費行動
日常生活の情報源／インフルエンサー／
余暇の過ごし方／ライフスタイル・価値観 など
旅行や交通手段に対する意識
旅行についての価値観や求めるもの／

「交通手段」に対する意識
リゾートに対するイメージ、意向、等

イメージにも慣れているが、
テキストをベース

Z世代に比べボランティア精神は高くない ボランティア活動に肯定的

テキストよりイメージを選好
（テキストをベースにした情報に比べ、

動画や画像を通じた情報の習得力と理解力が高い）

自分らしさ

平等　リベラル

真正性　利便性

個性・自分のスタイル

多様な価値観

イメージ情報

コスパ　タムパ

共有

SNS　仲間

 技術活用・
 情報・

メディア

 コミュニティ・ 
人間関係

 消費・
体験活動

働き方

社会問題

自分自身
について

図 6「Z世代」「ミレニアル世代」の特徴の整理（旅行）

図 7 インタビュー実施概要 区分 ミレニアル世代 Z世代
自分の関心ごとをテーマとした旅行を選好

（行きたい場所、やりたいことが明確）
画一的な大衆観光より、多様でパーソナライズされた経験を選好

自慢できる、SNSなどで投稿できるような場所を選好
旅行中に冒険的な体験も選好

自己啓発を旅行目的にする傾向が強い
一人旅行も選好

環境への影響を考慮
コストパフォーマンスを重視

地域とのつながりを重視

知り合いの情報に対する信頼が高い インフルエンサーの情報に対する信頼度が高い
情報は事前に徹底的に検索（主にインスタで）

リアルタイム双方向の
情報交換をしたい傾向がある 

（必要な情報をリアルタイムで得られること）

情報の品質と真実性を重視

滞在先では環境にやさしい交通手段を使うことにも興味が深い
宿泊施設でのWi-Fi環境の充実を重視

宿泊施設の予約は主にオンライン
オンライン旅行にも肯定的

非日常、治癒、特別感を
表現するため情報を発信

オンラインレビューの作成にも積極的オンラインレビューを読むが
作成する傾向は少ない

コロナ収束後、旅行に意欲的

主にオンライン
 （スマートフォン、タブレット）

オンラインが主な手段 ＋ 伝統的コミュニ
ケーション手段（電話及び雑誌など）

コロナ収束後、旅行にもっとも意欲的
（コロナ禍でも前向き）

電車やバスの利用の割合が高い
（価格面、同行者に気を使わないことなどが主な理由）

関心ごとが明確

カスタマイズ

自慢　特別感

体験　自己啓発

一人旅行

コスパ

環境への影響

地域との関係

インスタ

リアルタイム

Wi-Fi

コロナ禍での
旅行意向

技術活用

移動手段

情報共有

情報
探索行動

旅行に
対する
価値観

旅行の
目的や

スタイル

Z世代、ミレニアル世代から男女各1名、計4名調査対象

実施期間

調査方法

調査項目

2021年9月25日、26日

オンラインによる個別インタビュー

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❸

DIC
2472 スミ
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前
述
を
踏
ま
え
、今
年
度
は
左
記
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
研
究
を
立

ち
上
げ
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
旅
行
市
場
を
牽
引
す
る
我
が
国

の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が
観
光（
観

光
地
）に
求
め
る「
経
験
価
値
」は
、そ
の
他
の
世

代
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の

か
。

○
我
が
国
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」が

観
光
に
求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
す
る
こ
れ

か
ら
の
観
光
地
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
本
研
究
で
は
、右
記
の「
観
光
地
の
あ
り
方
」

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、求
め
ら
れ
る「
経
験
価

値
」に
対
応
し
う
る
要
素
と
し
て
特
に「
地
域
内

の
交
通
」に
着
目
し
、切
り
口
と
し
て
設
定
す

る
。そ
の
背
景
に
は
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

│
観
光
地
の
競
争
力
を
規
定
す
る
要
素
と
し
て

「
現
地
で
の
交
通
手
段
」の
重
要
性
が
高
い
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る（E

n
righ

t&
N

ew
to

n
,

2
0
0
4
:2

0
0
5

）。

│
自
動
運
転
や
M
a
a
S
を
始
め
と
し
て
、地

域
で
の
交
通
に
関
係
す
る
様
々
な
技
術
開
発
が

進
展
し
て
お
り
、観
光
地
に
お
け
る
交
通
に
当

該
技
術
等
を
積
極
的
に
導
入
し
、い
わ
ば「
シ
ョ

ウ
ケ
ー
ス
化
」す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、訪
問
・
滞

在
の
誘
因
と
し
て
も
位
置
づ
け
う
る
性
質
を
有

し
て
い
る
。

　
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、Z

世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
つ
い
て
の
定
義
を

定
め
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
。両
世
代
の
定
義
に

つ
い
て
は
統
一
さ
れ
た
も
の
は
な
い
こ
と
か

ら
、本
研
究
に
お
い
て
はP

e
w

 R
e
se

a
rch

 

C
en

ter

の
世
代
区
分
と
J
T
B
総
合
研
究
所

「
旅
と
生
活
の
未
来
地
図
2
0
1
9
」の
定
義
を

用
い
る
こ
と
と
し
た（
図
3
）。

　
研
究
の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、主
に
図
4

の
と
お
り
3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
て
い
く
。

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
国
内
の
Z
世
代
と
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る「
経
験
価
値
」を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、両
世
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
把
握
し
、そ
れ
を
踏

ま
え
て
両
世
代
が
将
来
の
観
光
地
に
求
め
る
経

験
価
値
、特
に
交
通
・
移
動
体
験
の
要
件
を
仮
説

設
定
す
る
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、既
存
の
文
献

資
料
の
整
理
や
専
門
家
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
整
理
す
る
。次
に
、両
世
代
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、

仮
説
を
検
証
し
、両
世
代
が
観
光
地
に
求
め
る

「
経
験
価
値
」を
把
握
す
る
。

　
2
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、将
来
の
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て「
供
給
」側
の
動
向
の
整

理
を
行
う
。近
年
は
自
動
運
転
化
や
M
a
a
S

な
ど
、交
通
に
関
す
る
技
術
開
発
が
進
展
し
て

い
る
。こ
れ
ら
の
最
新
動
向
を
把
握
し
、地
域
へ

の
導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
そ
し
て
3
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、Z

世
代
と
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ニ
ー
ズ
と
、最
新

図 5「Z世代」「ミレニアル世代」の特徴の整理（価値観・ライフスタイル）

の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
動
向
を
踏
ま
え
て
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
に
お
け
る
将
来
の
観
光
地
、特
に

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、全
体
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
、実
現
に
当
た
っ
て
の
財
源
や
関
係
主

体
の
役
割
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的

な
地
域
を
対
象
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
目
指

す
。

 

　
研
究
フ
レ
ー
ム
に
沿
っ
て
ま
ず
は
Z
世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
に
関
し
て
国
内
外
の
既
存
資
料
を
収
集
し
、

カ
テ
ゴ
リ
別
に
整
理
・
分
類
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
つ
い

て
ま
と
め
た
の
が
図
5
で
あ
る
。ま
ず
自
分
自

身
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代

で
共
通
し
て
い
た
の
は「
日
々
の
生
活
の
充
実

度
が
高
い
」こ
と
を
大
切
に
す
る
点
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
が「
現
在
」に
重
き

を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
Z
世
代
は「
将
来
」

を
重
視
す
る
と
い
っ
た
、世
代
に
よ
る
違
い
も

見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
は
自
分
自
身（
＝

M
e
）を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、Z
世
代
は

自
分
自
身
に
加
え
て
自
分〝
た
ち
〞（
＝
W
e
）を

重
視
す
る
と
い
う
よ
う
に
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

と
Z
世
代
で
共
通
し
て
い
る
部
分
と
異
な
る
点

が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。

　
社
会
問
題
に
関
し
て
は
、両
世
代
は
そ
れ
よ

り
上
の
世
代
と
比
べ
て
多
様
性
を
重
視
し
、個

性
を
尊
重
す
る
考
え
方
を
持
つ
ほ
か
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
や
社
会
問
題
全
般
に
関
し
て
も
高
い
関
心

を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
前
述
の
と
お
り
、両
世
代
は
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
で

S
N
S
やY

o
u
T

u
b
e

な
ど
に
接
す
る
時
間
は

長
く
、消
費
活
動
に
お
い
て
も
S
N
S
の
情
報

を
も
と
に
買
い
物
を
す
る
傾
向
が
顕
著
に
見
て

取
れ
る
。

　
消
費
行
動
や
体
験
活
動
に
お
い
て
も
う
一
点

特
徴
的
な
の
は
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
コ

ス
パ
）や
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
タ
ム
パ
）

を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。上
の
世
代
が

消
費
行
動
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
ド
を
重
視
す
る
傾

向
が
強
い
の
に
対
し
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z

世
代
は
自
分
自
身
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か
ど

う
か
を
よ
り
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、そ
の
価

値
基
準
に
お
い
て
コ
ス
パ
や
タ
ム
パ
と
い
っ
た

も
の
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 

次
に
、旅
行
に
関
し
て
も
同
様
に
既
存
の
資
料

か
ら
傾
向
を
取
り
ま
と
め
た
の
が
図
6
で
あ

る
。前
述
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
旅

行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、例
え
ば
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
り
、
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
し
た
り
と
い
っ
た
傾
向

は
旅
行
に
お
い
て
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、自
分
自
身
の
価
値
観
を
重
視
す
る
と

い
う
傾
向
は
、自
分
の
関
心
ご
と
を
テ
ー
マ
と

し
た
旅
行
を
好
む
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。そ
の
た
め
、画
一
的
な
観
光

で
は
な
く
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
経
験
を

好
む
傾
向
に
あ
る
。

　
旅
行
の
情
報
収
集
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ら
し
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
が
主
な
手
段
で
あ
り
、特

に
Ｚ
世
代
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
す
る
傾

向
が
あ
る
。

　
交
通
に
関
し
て
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
で
は

電
車
や
バ
ス
を
好
む
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、環
境

に
配
慮
し
た
交
通
手
段
を
優
先
し
て
選
ぶ
と
い

う
記
述
も
確
認
さ
れ
た
。

 　
既
存
の
資
料
を
も
と
に
、Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
、旅
行

に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
、お
お
よ
そ
の
傾
向

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、実
際
に
こ
れ
ら
の
整
理
結
果
が
正
し

い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、ま
た
既
存
資

料
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
、交
通
に
対
す
る
意

識
や
旅
行
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘

り
下
げ
を
行
う
た
め
に
、両
世
代
か
ら
2
名
ず

つ
を
選
定
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
2
0
2
1
年
9
月
に
行
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の
は

ま
ず
4
名
と
も
非
常
に
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
）な

価
値
観
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
た
が
、4
名
全
員
が
予
定
開
始

時
刻
の
10
分
前
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
き
た
こ
と
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

は
、環
境
問
題
や
多
様
性
に
つ
い
て
も
意
識
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。具
体
的
に
は
、環
境
問
題

に
つ
い
て
意
識
し
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
回
答
し
た
の
は

1
名
の
み
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
外
の
3
名
に

つ
い
て
も
日
頃
の
行
動
に
つ
い
て
詳
し
く
掘
り

　
既
存
資
料
の
整
理
・
分
析
お
よ
び
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
改
め
て
仮
説
を
設
定

し
、2
0
2
1
年
10
月
に
は
Z
世
代
、ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
と
そ
れ
よ
り
上
の
世
代
を
対
象
と
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。結
果
に

つ
い
て
は
現
在
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、並
行
し
て
Z
世
代
お
よ
び
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
を
対
象
と
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
事
業

を
展
開
し
て
い
る
専
門
家
に
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、未
来
の
観
光
地
像
を
取
り
ま
と
め
る
た

め
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

　
G
D
P
や
労
働
者
の
大
半
が
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
す
る「
サ
ー
ビ
ス
経
済
社
会
」に
お
け
る
観

光
の
特
徴
と
し
て
、観
光
地
や
産
業
＝
供
給
側

で
は
な
く
、顧
客
と
な
る
旅
行
者
＝
需
要
側
が

求
め
る「
経
験
価
値
」に
応
じ
て
、サ
ー
ビ
ス
の

価
格
等
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
一
方
、我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、世
界
的
に
見
る
と
、

「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
」と
呼
ば
れ
る
10

代
か
ら
30
代
の
世
代
が
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
と

な
っ
て
い
る
。こ
の
世
代
は
生
ま
れ
な
が
ら
情

報
技
術
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
、い
わ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

近
年
そ
の
旅
行
行
動
の
モ
デ
ル
化
や
セ
グ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る（C
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ま
た
、国
内
に
お
い
て
も
、こ
れ
ま
で
は
団
塊

世
代
お
よ
び
そ
の
子
の
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が

旅
行
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
が
、団
塊
世
代
が

高
齢
化
す
る
に
従
っ
て
こ
の
10
年
間
で
旅
行
量

が
減
少
し
た
の
に
対
し
て
20
代
の
旅
行
量
は
増

加（
図
1
）、2
0
1
9
年
の
観
光
・
レ
ク
目
的
の

国
内
宿
泊
旅
行
の
延
べ
泊
数
で
は
年
代
別
で

ト
ッ
プ
に
立
ち
、市
場
の
主
役
交
代
が
起
こ
っ

た（
図
2
）。今
後
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
進
む

こ
と
は
明
確
で
あ
り
、こ
の「
Z
世
代
」「
ミ
レ
ニ

ア
ル
世
代
」に
特
有
の
情
報
技
術
等
を
背
景
と

し
た「
価
値
観
」や「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」あ
る
い

は
、求
め
る「
経
験
価
値
」に
対
応
し
て
、観
光
地

の
あ
り
方
を
適
宜
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

選
好
さ
れ
る
観
光
地
と
し
て
の
競
争
力
を
獲
得

す
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
も
不

可
欠
と
言
え
る
。

4
．今
後
の
展
開

　
一
方
で
、最
新
の
交
通
シ
ス
テ
ム
・
技
術
に
つ

い
て
は
、既
存
資
料
の
整
理
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、取
り
組
ん
で
い
る
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
年
度
は
上
記
の
結
果
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
上
で
、当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や
こ

ち
ら
の「
観
光
文
化
」等
で
の
発
信
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。一
方
で
、地
域
で
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
域

と
の
議
論
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、来
年
度
以
降
改
め
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｚ
世
代
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
の
台
頭
と
、そ
れ

に
伴
い
観
光
地
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
は
、今
年
度
様
々
な
方
と
意
見
を
交

わ
す
中
で
非
常
に
高
い
関
心
分
野
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
で
き
た
。本
研
究
が
そ
う
し
た

方
々
へ
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
知
見
を
発
出
で

き
る
よ
う
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
る
。

下
げ
て
み
る
と
、ゴ
ミ
の
分
別
や
マ
イ
バ
ッ
グ

の
持
参
等
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、そ
れ
よ
り
上
の
世
代

と
は
意
識
し
て
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
が
明
確
に

異
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

　
次
に
感
じ
た
の
は「
実
利
追
及
」と
い
う
点
で

あ
っ
た
。仕
事
へ
の
意
欲
に
つ
い
て
は
4
名
で

回
答
が
分
か
れ
た
が
、仕
事
へ
の
意
欲
が
あ
る

と
回
答
し
た
人
は
、や
り
が
い
自
体
を
求
め
て

い
て
会
社
で
の
地
位
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
が

明
確
で
あ
っ
た
。こ
の
考
え
方
は
購
買
行
動
に

も
通
じ
て
お
り
、既
存
資
料
の
整
理
の
項
で
触

れ
た
よ
う
に
、ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
れ
ば
い
い
わ

け
で
は
な
く
、自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
か

ど
う
か
を
独
自
の
価
値
基
準
に
照
ら
し
て
判
断

す
る
価
値
観
が
う
か
が
え
た
。

　
3
つ
目
と
4
つ
目
は「
応
援
消
費
、ス
ト
ー

リ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、メ
リ
ハ
リ
消
費
」と

「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」で
あ
る
。「
実
利
追

求
」と
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、4
名
と
も

自
分
の
中
で
価
値
を
感
じ
る
も
の
に
は
し
っ
か

り
お
金
を
か
け
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
た
。

　
一
方
で「
間
違
え
た
く
な
い
消
費
」を
行
い
た

い
と
い
う
意
識
も
共
通
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、

自
分
の
中
で
明
確
な
価
値
を
見
出
す
消
費
以
外

に
つ
い
て
は
、慎
重
に
情
報
収
集
を
行
っ
た
上

で
行
動
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。特
に

S
N
S
や
口
コ
ミ
を
重
視
し
て
お
り
、行
動
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

区分 ミレニアル世代 Z世代
日々の生活の充実度が高い

現在を重視（現在の幸せを追求）
楽観/理想主義

Me重視

将来を重視（未来価値を追求）
現実/実利主義

Me重視＋We重視
平等、リベラルを重視

多様性を認め、個性を尊重
ジェンダーや社会問題に対しても興味関心が強い

真正性を重視

安定感を重視

モノよりコトを重視

商品の品質と入手しやすさを重視
シェアリングエコノミーに前向き

人との交流を重視
仲間との関係・評価を重視

日常でオンライン（特にSNS、YouTube)の使用時間の割合が高い
１つのSNSで複数のアカウントを使い分けている人の割合が高い

自身の意志に基づいた消費＋ブランド力 自身の意志に基づいた消費

コスパだけでなく、タムパも重視

スキルアップを重視
 （特に海外経験、イノベーションスキル、

ボランティアなど）
スキルアップを重視

（
2
）Z

世
代
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
に
対
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

コスパを重視するが、
主観的に価値のあることには高くても消費
SNSの情報に影響を受けて買い物をする

（特にインスタ）
SNSの情報に影響を受けて買い物をする

（特にツイッター、インスタ等）

普段の価値観と消費行動
日常生活の情報源／インフルエンサー／
余暇の過ごし方／ライフスタイル・価値観 など
旅行や交通手段に対する意識
旅行についての価値観や求めるもの／

「交通手段」に対する意識
リゾートに対するイメージ、意向、等

イメージにも慣れているが、
テキストをベース

Z世代に比べボランティア精神は高くない ボランティア活動に肯定的

テキストよりイメージを選好
（テキストをベースにした情報に比べ、

動画や画像を通じた情報の習得力と理解力が高い）

自分らしさ

平等　リベラル

真正性　利便性

個性・自分のスタイル

多様な価値観

イメージ情報

コスパ　タムパ

共有

SNS　仲間

 技術活用・
 情報・

メディア

 コミュニティ・ 
人間関係

 消費・
体験活動

働き方

社会問題

自分自身
について

図 6「Z世代」「ミレニアル世代」の特徴の整理（旅行）

図 7 インタビュー実施概要 区分 ミレニアル世代 Z世代
自分の関心ごとをテーマとした旅行を選好

（行きたい場所、やりたいことが明確）
画一的な大衆観光より、多様でパーソナライズされた経験を選好

自慢できる、SNSなどで投稿できるような場所を選好
旅行中に冒険的な体験も選好

自己啓発を旅行目的にする傾向が強い
一人旅行も選好

環境への影響を考慮
コストパフォーマンスを重視

地域とのつながりを重視

知り合いの情報に対する信頼が高い インフルエンサーの情報に対する信頼度が高い
情報は事前に徹底的に検索（主にインスタで）

リアルタイム双方向の
情報交換をしたい傾向がある 

（必要な情報をリアルタイムで得られること）

情報の品質と真実性を重視

滞在先では環境にやさしい交通手段を使うことにも興味が深い
宿泊施設でのWi-Fi環境の充実を重視

宿泊施設の予約は主にオンライン
オンライン旅行にも肯定的

非日常、治癒、特別感を
表現するため情報を発信

オンラインレビューの作成にも積極的オンラインレビューを読むが
作成する傾向は少ない

コロナ収束後、旅行に意欲的

主にオンライン
 （スマートフォン、タブレット）

オンラインが主な手段 ＋ 伝統的コミュニ
ケーション手段（電話及び雑誌など）

コロナ収束後、旅行にもっとも意欲的
（コロナ禍でも前向き）

電車やバスの利用の割合が高い
（価格面、同行者に気を使わないことなどが主な理由）

関心ごとが明確

カスタマイズ

自慢　特別感

体験　自己啓発

一人旅行

コスパ

環境への影響

地域との関係

インスタ

リアルタイム

Wi-Fi

コロナ禍での
旅行意向

技術活用

移動手段

情報共有

情報
探索行動

旅行に
対する
価値観

旅行の
目的や

スタイル

Z世代、ミレニアル世代から男女各1名、計4名調査対象

実施期間

調査方法

調査項目

2021年9月25日、26日

オンラインによる個別インタビュー

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❸
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　2
0
2
1
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会（
以
下
、「
東
京
2
0
2
0
大
会
」）で
は
、

「
多
様
性
と
調
和
」が
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
。こ
れ
は
、人
種
、肌
の
色
、性

別
、性
的
指
向
、言
語
、宗
教
、政
治
、障
が
い
の

有
無
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
違
い
を
肯
定
し
、

自
然
に
受
け
入
れ
、互
い
に
認
め
合
う
こ
と
で

社
会
は
進
歩
す
る
、と
い
う
理
念
の
も
と
、東
京

2
0
2
0
大
会
を
、世
界
中
の
人
々
が
多
様
性

と
調
和
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、共
生
社

会
を
は
ぐ
く
む
契
機
と
な
る
よ
う
な
大
会
と
す

る
と
の
目
的
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　こ
の
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、近
年
で

は
、社
会
が
持
つ「
多
様
性
」を
尊
重
す
る
動
き

が
国
内
外
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、企
業

で
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」と
し
て
多
様
な

人
材
を
活
か
し
、そ
の
能
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
生
み
出
し
、価
値
創
造
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」と
す
る
理
念
が
浸
透
す
る
に
従
い
、

こ
の
事
も
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
的
な
関
心

の
高
ま
り
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　観
光
分
野
に
お
い
て
も
社
会
の
多
様
性
を
意
識

し
た
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
る
。国
連
世
界
観

光
機
関（
U
N
W
T
O
）は
す
べ
て
の
人
々
、特
に

最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
平
等
な
機
会

を
促
進
す
る
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

2
0
1
8
年
に「Inclusive T

ourism

」に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）を
対
象
と
し
た
観
光
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
2
0
1
1
年
に
続
き
、

2
0
1
7
年
に
も
第
二
次
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表

し
て
い
る
。

　誰
も
が
観
光
や
旅
行
を

楽
し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
は
、こ
れ
ま
で
我
が

国
で
は「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」や「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

し
て
過
去
10
年
以
上
に
わ

た
り
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。

　例
え
ば
、観
光
庁
で
は

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
促
進
事
業
」と
し
て
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
10
年

以
上
に
わ
た
り
事
業
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
で
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
理
解
が
広
が
る

と
と
も
に
受
入
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
長
年「
お
き
な
わ
観
光
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
事
業
」を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
て

お
り
、
近
年
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
で
観
光

地
の
関
係
者
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。ま
た
2
0
2
1
年
8
月
に
策
定
し
た
沖

（
L
G
B
T
Q
）

　各
種
調
査
に
よ
る
と
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）に
該
当
す
る
人
の
割
合
は
お
お

よ
そ
9
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。認
知
度
に
つ
い

て
も
、
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
の

2
0
2
0
年
の
調
査
で
は
8
割
、L
G
B
T
総

合
研
究
所
の
2
0
1
9
年
の
調
査
で
は
91
％
に

上
る
。い
ず
れ
も
同
じ
調
査
で
以
前
に
行
わ
れ

た
際
の
結
果
と
比
較
し
て
大
幅
に
認
知
度
が
上

昇
し
て
お
り
、こ
の
数
年
で
急
速
に
認
知
が
進

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

②
慢
性
疾
患

　厚
生
労
働
省
の
患
者
調
査
に
よ
る
と
、傷
病

別
患
者
数
で
は
最
も
多
い
の
は
高
血
圧
、糖
尿

病
、脂
質
異
常
症（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
）、

が
ん
と
続
い
て
い
る
。ま
た
、時
系
列
で
み
る
と

高
血
圧
、糖
尿
病
、が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増
加

し
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ら
の
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る

が
、が
ん
に
関
し
て
み
る
と
患
者
全
体
の
う
ち
3

分
の
1
、約
1
0
0
万
人
は
64
歳
以
下
の
勤
労

世
代
が
占
め
て
お
り
、必
ず
し
も
高
齢
の
方
だ

け
の
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。慢
性
疾
患

が
あ
り
、配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が
ど
の
程
度

い
る
か
ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、こ

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
一
定
数
の
方
が
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
の
が

乳
が
ん
で
あ
る
。乳
が
ん
は
40
代
で
罹
患
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
比
較
的
若
い
年
齢
層

の
患
者
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、乳

が
ん
は
手
術
痕
が
体
の
表
面
に
あ
る
こ
と
か
ら

温
泉
入
浴
を
た
め
ら
う
方
が
多
く
存
在
し
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

　「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」の
双

方
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
す
る
取
組
に
共
通
し
て

い
る
点
と
し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

①
旅
行
者
へ
の
対
応

　旅
行
者
側
が
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
意
向

を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
た
め
ら
い
を
持

っ
て
い
る
場
合
、受
け
入
れ
側
が
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
姿
勢
を
表
す
こ
と
が
、た
め
ら
い
を

持
つ
人
の
背
中
を
押
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、ま
ず
は
そ
の

よ
う
な
仕
掛
け
を
用
意
し
つ
つ
、情
報
と
し
て

も
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
受
入
側
の
対
応

　ま
ず
は
多
様
性
に
つ
い
て「
知
る
」と
い
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。こ
の
際
に
は
、必
ず
し
も
特

別
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
は

な
く
、旅
行
者
が
何
か
困
っ
た
り
要
望
が
合
っ

た
り
し
た
と
き
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。ま
た
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ

と
を
線
引
き
し
て
、で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と

行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
い
う
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　以
下
、取
組
事
例
等
か
ら
見
え
て
き
た
取
組

の
方
向
性
を
整
理
す
る
。

①
従
業
員
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
促
進

　従
業
員（
特
に
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
）を
対
象

と
し
て
、研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
多
様
性

に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ

の
際
、必
ず
し
も
正
解
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
画
一
的
な
対

応
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、自
ら
が
最
適
だ
と

思
う
対
応
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な

内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　最
近
で
は
多
様
性
へ
の
理
解
が
社
会
と
し
て

浸
透
す
る
の
に
伴
い
、相
手
の
立
場
や
状
況
を

図 1 社会の多様性を捉える軸

（左）Global Report on Inclusive Tourism Destinations: Model and Success Stories（2018）
（右）Second Global Report on LGBT Tourism（2017）

「
尊
重（
リ
ス
ペ
ク
ト
）」す
る
と
い
う
観
点
で
行

わ
れ
る
研
修
も
登
場
し
て
お
り
、こ
う
し
た
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

②
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設
や
設
備
、備
品
の
当

事
者
目
線
で
の
チ
ェ
ッ
ク
、見
直
し
、改
善

　ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル
N
A
H
A
国
際
通

り
で
は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）

だ
け
で
な
く
、外
国
人
や
障
が
い
を
持
つ
人
が

い
る
状
況
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、す
べ
て
の

宿
泊
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る
か
を
検
証
し
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設

や
設
備
、備
品
を
当
事
者
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
、見

直
し
、改
善
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
上
記
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
対
外
的

な
明
示
、情
報
発
信

　①
②
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

発
信
し
、な
お
か
つ
来
訪
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を

表
明
す
る
こ
と
で
、旅
行
に
た
め
ら
い
を
持
つ

人
の
背
中
を
押
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　本
研
究
で
は
、特
に
①
既
存
情
報
の
整
理（
デ

ス
ク
リ
サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に
関
す
る
観

光
地
や
事
業
者
等
の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
引

き
続
き
②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す
る
意
識
・

ニ
ー
ズ
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、研
究
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

縄
県
S
D
G
s
未
来
都
市
計
画
で
は
誰
も
が
楽

し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）研
究
の
意
義

　前
述
の
よ
う
に
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
長
年
に
わ

た
る
取
組
の
結
果
、認
知
が
高
ま
り
、受
入
環
境

の
整
備
が
進
展
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　そ
の
中
で
、今
日
的
な
課
題
と
し
て
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）が
旅
行
者
の
多
様
性
に

対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
下
記
の
よ
う
に
複

数
の
観
点
か
ら
整
理
で
き
る
。

①
社
会
の
多
様
性
に
対
す
る

　意
識
や
関
心
の
高
ま
り
へ
の
対
応

　冒
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、特
に
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）の
社
会
へ
の
浸
透
も
あ

り
、多
様
性
を
認
め
、受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、か
つ
て
無
い
ほ
ど
に
社
会
的
要
請
が
高
ま

っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

②
こ
れ
か
ら
の
旅
行
を
牽
引
す
る
世
代
の

　意
識
へ
の
対
応

　前
述
し
た
よ
う
に
、多
様
性
に
対
す
る
認
知

は
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、P
21
で
言
及

が
あ
る
よ
う
に
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世

代
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
で
は
、あ
る
意
味
当
た

り
前
の
考
え
方
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。今
後
こ
れ
ら
の
世
代
が
旅
行
市
場
の

主
役
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）は
今
か
ら
多
様
性
へ
の
対

応
に
取
り
組
み
、そ
の
あ
り
方
や
体
制
を
整
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
観
光
産
業
側
の
多
様
性
へ
の
対
応

　旅
行
者
の
多
様
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、当
然
の
よ
う
に
多
様
性
は
旅
行
者
だ
け
で

な
く
、観
光
産
業
側
の
従
業
員
も
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。本
論
の
冒
頭
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
経
営
に
触
れ
た
よ
う
に
、多
様
な
人
材
が
生

き
生
き
と
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
経
営

面
で
プ
ラ
ス
に
働
き
、観
光
産
業
の
持
続
性
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　本
研
究
で
は
、社
会
に
存
在
す
る
多
様
性
、

つ
ま
り
各
種
の
多
様
な
セ
グ
メ
ン
ト
の
中
で

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」に
着

目
し
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　既
往
研
究
で
は
社
会
の
多
様
性
を
捉
え
る
複

数
の
軸
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、代
表
的
な
も

の
が「
可
変
的
で
選
択
可
能
な
の
か
」（
荒
金
、

2
0
1
3
）と
い
う
視
点
と「
可
視
化
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
」（
中
村
、2
0
1
7
）と
い
う
視
点

で
あ
る
。

　こ
の
2
つ
の
視
点
を
軸
と
し
て
、様
々
な
セ

グ
メ
ン
ト
を
表
現
し
て
み
る
と
、例
え
ば
こ
れ

ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
」や「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は

主
と
し
て
体
格
や
障
が
い
と
い
っ
た
身
体
的
特

徴
や
年
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不
変
的
で
選
択
不

可
」で
あ
り
な
お
か
つ「
可
視
化
さ
れ
た
」属
性
に

対
応
す
る
取
組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
た
、外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
し
た
い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」も
、国
籍
や
出
身

地
、宗
教
、あ
る
い
は
人
種
や
宗
教
上
の
戒
律
等

「
不
変
的
で
選
択
不
可
」な
属
性
に
対
応
す
る
取

組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
対
象
と
す
る「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
セ
グ
メ
ン
ト
は
、こ
の
2
軸
上

で
見
た
場
合
、「
不
変
的
で
選
択
不
可
」で
あ
り
、

な
お
か
つ
多
く
の
場
合「
可
視
化
さ
れ
な
い
」と

い
う
点
で
、共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

　本
研
究
で
は
、上
記
の「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」と「
慢
性
疾
患
」を
対
象
と
し
て
、下
記
の
項

目
に
つ
い
て
情
報
収
集
や
整
理
を
行
っ
て
い

る
。

2
．研
究
フ
レ
ー
ム
と

研
究
活
動

3
．現
時
点
で

見
え
て
き
た

こ
と

1
．課
題
意
識

①
既
存
情
報
の
整
理（
デ
ス

ク
リ
サ
ー
チ
）

②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す

る
意
識・ニ
ー
ズ
把
握

③
受
入
に
関
す
る
観
光
地
や

事
業
者
等
の
取
組
整
理

④
対
応
す
べ
き
事
項
の
整
理

　上
記
の
う
ち
、特
に
①
既

存
情
報
の
整
理（
デ
ス
ク
リ

サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に

関
す
る
観
光
地
や
事
業
者
等

の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
組
を
進
め
て
い

る
。　「

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
双
方
の
セ
グ

メ
ン
ト
の
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

〜
高
ま
る
多
様
性
へ
の
関
心
、旅
行
・
観
光
分
野
に
求
め
ら
れ
る
対
応
と
は

1

多
様
性
を
持
つ

新
た
な
ツ
ー
リ
ズム
の

あ
り
方
について
の
研
究

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

菅
野
正
洋

4

・価値観
・習慣
・考え方
・信念
・政治信条

・教育
・職務経験
・経歴
・収入

可変的・選択可

「性的マイノリティ」

「慢性疾患」

本研究で
着目する分野

いわゆる
「インバウンド」対応

・身体的特徴（体格、障害等）
・年齢

・国籍
・出身地
・宗教

・人種
・宗教上の
戒律

これまで主に取り組まれてきた
「バリアフリーツーリズム」
「ユニバーサルツーリズム」

対応
不変的・選択不可

不可視的 可視的

・性的指向
・性自認

・身体的特徴
（内部疾患、手術痕等）

・性別（割り当てられた性）
（・性表現）

・コミュニケーションスタイル
・職務
・所属組織
・働き方
・勤務形態

・服装
・ライフスタイル（食習慣）
・趣味
・未婚／既婚

（
1
）研
究
の
背
景

（
1
）研
究
フ
レ
ー
ム

（
2
）研
究
活
動（

1
）対
象
セ
グ
メ
ン
ト

の
概
要

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❹
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　2
0
2
1
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会（
以
下
、「
東
京
2
0
2
0
大
会
」）で
は
、

「
多
様
性
と
調
和
」が
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
。こ
れ
は
、人
種
、肌
の
色
、性

別
、性
的
指
向
、言
語
、宗
教
、政
治
、障
が
い
の

有
無
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
違
い
を
肯
定
し
、

自
然
に
受
け
入
れ
、互
い
に
認
め
合
う
こ
と
で

社
会
は
進
歩
す
る
、と
い
う
理
念
の
も
と
、東
京

2
0
2
0
大
会
を
、世
界
中
の
人
々
が
多
様
性

と
調
和
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、共
生
社

会
を
は
ぐ
く
む
契
機
と
な
る
よ
う
な
大
会
と
す

る
と
の
目
的
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　こ
の
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、近
年
で

は
、社
会
が
持
つ「
多
様
性
」を
尊
重
す
る
動
き

が
国
内
外
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、企
業

で
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」と
し
て
多
様
な

人
材
を
活
か
し
、そ
の
能
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
生
み
出
し
、価
値
創
造
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」と
す
る
理
念
が
浸
透
す
る
に
従
い
、

こ
の
事
も
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
的
な
関
心

の
高
ま
り
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　観
光
分
野
に
お
い
て
も
社
会
の
多
様
性
を
意
識

し
た
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
る
。国
連
世
界
観

光
機
関（
U
N
W
T
O
）は
す
べ
て
の
人
々
、特
に

最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
平
等
な
機
会

を
促
進
す
る
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

2
0
1
8
年
に「Inclusive T

ourism

」に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）を
対
象
と
し
た
観
光
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
2
0
1
1
年
に
続
き
、

2
0
1
7
年
に
も
第
二
次
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表

し
て
い
る
。

　誰
も
が
観
光
や
旅
行
を

楽
し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
は
、こ
れ
ま
で
我
が

国
で
は「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」や「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

し
て
過
去
10
年
以
上
に
わ

た
り
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。

　例
え
ば
、観
光
庁
で
は

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
促
進
事
業
」と
し
て
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
10
年

以
上
に
わ
た
り
事
業
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
で
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
理
解
が
広
が
る

と
と
も
に
受
入
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
長
年「
お
き
な
わ
観
光
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
事
業
」を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
て

お
り
、
近
年
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
で
観
光

地
の
関
係
者
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。ま
た
2
0
2
1
年
8
月
に
策
定
し
た
沖

（
L
G
B
T
Q
）

　各
種
調
査
に
よ
る
と
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）に
該
当
す
る
人
の
割
合
は
お
お

よ
そ
9
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。認
知
度
に
つ
い

て
も
、
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
の

2
0
2
0
年
の
調
査
で
は
8
割
、L
G
B
T
総

合
研
究
所
の
2
0
1
9
年
の
調
査
で
は
91
％
に

上
る
。い
ず
れ
も
同
じ
調
査
で
以
前
に
行
わ
れ

た
際
の
結
果
と
比
較
し
て
大
幅
に
認
知
度
が
上

昇
し
て
お
り
、こ
の
数
年
で
急
速
に
認
知
が
進

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

②
慢
性
疾
患

　厚
生
労
働
省
の
患
者
調
査
に
よ
る
と
、傷
病

別
患
者
数
で
は
最
も
多
い
の
は
高
血
圧
、糖
尿

病
、脂
質
異
常
症（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
）、

が
ん
と
続
い
て
い
る
。ま
た
、時
系
列
で
み
る
と

高
血
圧
、糖
尿
病
、が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増
加

し
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ら
の
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る

が
、が
ん
に
関
し
て
み
る
と
患
者
全
体
の
う
ち
3

分
の
1
、約
1
0
0
万
人
は
64
歳
以
下
の
勤
労

世
代
が
占
め
て
お
り
、必
ず
し
も
高
齢
の
方
だ

け
の
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。慢
性
疾
患

が
あ
り
、配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が
ど
の
程
度

い
る
か
ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、こ

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
一
定
数
の
方
が
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
の
が

乳
が
ん
で
あ
る
。乳
が
ん
は
40
代
で
罹
患
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
比
較
的
若
い
年
齢
層

の
患
者
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、乳

が
ん
は
手
術
痕
が
体
の
表
面
に
あ
る
こ
と
か
ら

温
泉
入
浴
を
た
め
ら
う
方
が
多
く
存
在
し
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

　「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」の
双

方
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
す
る
取
組
に
共
通
し
て

い
る
点
と
し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

①
旅
行
者
へ
の
対
応

　旅
行
者
側
が
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
意
向

を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
た
め
ら
い
を
持

っ
て
い
る
場
合
、受
け
入
れ
側
が
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
姿
勢
を
表
す
こ
と
が
、た
め
ら
い
を

持
つ
人
の
背
中
を
押
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、ま
ず
は
そ
の

よ
う
な
仕
掛
け
を
用
意
し
つ
つ
、情
報
と
し
て

も
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
受
入
側
の
対
応

　ま
ず
は
多
様
性
に
つ
い
て「
知
る
」と
い
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。こ
の
際
に
は
、必
ず
し
も
特

別
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
は

な
く
、旅
行
者
が
何
か
困
っ
た
り
要
望
が
合
っ

た
り
し
た
と
き
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。ま
た
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ

と
を
線
引
き
し
て
、で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と

行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
い
う
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　以
下
、取
組
事
例
等
か
ら
見
え
て
き
た
取
組

の
方
向
性
を
整
理
す
る
。

①
従
業
員
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
促
進

　従
業
員（
特
に
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
）を
対
象

と
し
て
、研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
多
様
性

に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ

の
際
、必
ず
し
も
正
解
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
画
一
的
な
対

応
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、自
ら
が
最
適
だ
と

思
う
対
応
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な

内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　最
近
で
は
多
様
性
へ
の
理
解
が
社
会
と
し
て

浸
透
す
る
の
に
伴
い
、相
手
の
立
場
や
状
況
を

図 1 社会の多様性を捉える軸

（左）Global Report on Inclusive Tourism Destinations: Model and Success Stories（2018）
（右）Second Global Report on LGBT Tourism（2017）

「
尊
重（
リ
ス
ペ
ク
ト
）」す
る
と
い
う
観
点
で
行

わ
れ
る
研
修
も
登
場
し
て
お
り
、こ
う
し
た
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

②
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設
や
設
備
、備
品
の
当

事
者
目
線
で
の
チ
ェ
ッ
ク
、見
直
し
、改
善

　ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル
N
A
H
A
国
際
通

り
で
は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）

だ
け
で
な
く
、外
国
人
や
障
が
い
を
持
つ
人
が

い
る
状
況
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、す
べ
て
の

宿
泊
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る
か
を
検
証
し
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設

や
設
備
、備
品
を
当
事
者
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
、見

直
し
、改
善
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
上
記
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
対
外
的

な
明
示
、情
報
発
信

　①
②
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

発
信
し
、な
お
か
つ
来
訪
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を

表
明
す
る
こ
と
で
、旅
行
に
た
め
ら
い
を
持
つ

人
の
背
中
を
押
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　本
研
究
で
は
、特
に
①
既
存
情
報
の
整
理（
デ

ス
ク
リ
サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に
関
す
る
観

光
地
や
事
業
者
等
の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
引

き
続
き
②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す
る
意
識
・

ニ
ー
ズ
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、研
究
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

縄
県
S
D
G
s
未
来
都
市
計
画
で
は
誰
も
が
楽

し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）研
究
の
意
義

　前
述
の
よ
う
に
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
長
年
に
わ

た
る
取
組
の
結
果
、認
知
が
高
ま
り
、受
入
環
境

の
整
備
が
進
展
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　そ
の
中
で
、今
日
的
な
課
題
と
し
て
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）が
旅
行
者
の
多
様
性
に

対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
下
記
の
よ
う
に
複

数
の
観
点
か
ら
整
理
で
き
る
。

①
社
会
の
多
様
性
に
対
す
る

　意
識
や
関
心
の
高
ま
り
へ
の
対
応

　冒
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、特
に
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）の
社
会
へ
の
浸
透
も
あ

り
、多
様
性
を
認
め
、受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、か
つ
て
無
い
ほ
ど
に
社
会
的
要
請
が
高
ま

っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

②
こ
れ
か
ら
の
旅
行
を
牽
引
す
る
世
代
の

　意
識
へ
の
対
応

　前
述
し
た
よ
う
に
、多
様
性
に
対
す
る
認
知

は
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、P
21
で
言
及

が
あ
る
よ
う
に
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世

代
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
で
は
、あ
る
意
味
当
た

り
前
の
考
え
方
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。今
後
こ
れ
ら
の
世
代
が
旅
行
市
場
の

主
役
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）は
今
か
ら
多
様
性
へ
の
対

応
に
取
り
組
み
、そ
の
あ
り
方
や
体
制
を
整
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
観
光
産
業
側
の
多
様
性
へ
の
対
応

　旅
行
者
の
多
様
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、当
然
の
よ
う
に
多
様
性
は
旅
行
者
だ
け
で

な
く
、観
光
産
業
側
の
従
業
員
も
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。本
論
の
冒
頭
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
経
営
に
触
れ
た
よ
う
に
、多
様
な
人
材
が
生

き
生
き
と
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
経
営

面
で
プ
ラ
ス
に
働
き
、観
光
産
業
の
持
続
性
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　本
研
究
で
は
、社
会
に
存
在
す
る
多
様
性
、

つ
ま
り
各
種
の
多
様
な
セ
グ
メ
ン
ト
の
中
で

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」に
着

目
し
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　既
往
研
究
で
は
社
会
の
多
様
性
を
捉
え
る
複

数
の
軸
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、代
表
的
な
も

の
が「
可
変
的
で
選
択
可
能
な
の
か
」（
荒
金
、

2
0
1
3
）と
い
う
視
点
と「
可
視
化
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
」（
中
村
、2
0
1
7
）と
い
う
視
点

で
あ
る
。

　こ
の
2
つ
の
視
点
を
軸
と
し
て
、様
々
な
セ

グ
メ
ン
ト
を
表
現
し
て
み
る
と
、例
え
ば
こ
れ

ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
」や「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は

主
と
し
て
体
格
や
障
が
い
と
い
っ
た
身
体
的
特

徴
や
年
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不
変
的
で
選
択
不

可
」で
あ
り
な
お
か
つ「
可
視
化
さ
れ
た
」属
性
に

対
応
す
る
取
組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
た
、外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
し
た
い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」も
、国
籍
や
出
身

地
、宗
教
、あ
る
い
は
人
種
や
宗
教
上
の
戒
律
等

「
不
変
的
で
選
択
不
可
」な
属
性
に
対
応
す
る
取

組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
対
象
と
す
る「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
セ
グ
メ
ン
ト
は
、こ
の
2
軸
上

で
見
た
場
合
、「
不
変
的
で
選
択
不
可
」で
あ
り
、

な
お
か
つ
多
く
の
場
合「
可
視
化
さ
れ
な
い
」と

い
う
点
で
、共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

　本
研
究
で
は
、上
記
の「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」と「
慢
性
疾
患
」を
対
象
と
し
て
、下
記
の
項

目
に
つ
い
て
情
報
収
集
や
整
理
を
行
っ
て
い

る
。

2
．研
究
フ
レ
ー
ム
と

研
究
活
動

3
．現
時
点
で

見
え
て
き
た

こ
と

1
．課
題
意
識

①
既
存
情
報
の
整
理（
デ
ス

ク
リ
サ
ー
チ
）

②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す

る
意
識・ニ
ー
ズ
把
握

③
受
入
に
関
す
る
観
光
地
や

事
業
者
等
の
取
組
整
理

④
対
応
す
べ
き
事
項
の
整
理

　上
記
の
う
ち
、特
に
①
既

存
情
報
の
整
理（
デ
ス
ク
リ

サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に

関
す
る
観
光
地
や
事
業
者
等

の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
組
を
進
め
て
い

る
。　「

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
双
方
の
セ
グ

メ
ン
ト
の
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

〜
高
ま
る
多
様
性
へ
の
関
心
、旅
行
・
観
光
分
野
に
求
め
ら
れ
る
対
応
と
は

1

多
様
性
を
持
つ

新
た
な
ツ
ー
リ
ズム
の

あ
り
方
について
の
研
究

観
光
政
策
研
究
部 

社
会
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

菅
野
正
洋

4

・価値観
・習慣
・考え方
・信念
・政治信条

・教育
・職務経験
・経歴
・収入

可変的・選択可

「性的マイノリティ」

「慢性疾患」

本研究で
着目する分野

いわゆる
「インバウンド」対応

・身体的特徴（体格、障害等）
・年齢

・国籍
・出身地
・宗教

・人種
・宗教上の
戒律

これまで主に取り組まれてきた
「バリアフリーツーリズム」
「ユニバーサルツーリズム」

対応
不変的・選択不可

不可視的 可視的

・性的指向
・性自認

・身体的特徴
（内部疾患、手術痕等）

・性別（割り当てられた性）
（・性表現）

・コミュニケーションスタイル
・職務
・所属組織
・働き方
・勤務形態

・服装
・ライフスタイル（食習慣）
・趣味
・未婚／既婚

（
1
）研
究
の
背
景

（
1
）研
究
フ
レ
ー
ム

（
2
）研
究
活
動（

1
）対
象
セ
グ
メ
ン
ト

の
概
要

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❹
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図 3 傷病別患者数推移

出典）厚生労働省「患者調査（2017年）」
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心疾患 脳血管疾患

　2
0
2
1
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会（
以
下
、「
東
京
2
0
2
0
大
会
」）で
は
、

「
多
様
性
と
調
和
」が
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
。こ
れ
は
、人
種
、肌
の
色
、性

別
、性
的
指
向
、言
語
、宗
教
、政
治
、障
が
い
の

有
無
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
違
い
を
肯
定
し
、

自
然
に
受
け
入
れ
、互
い
に
認
め
合
う
こ
と
で

社
会
は
進
歩
す
る
、と
い
う
理
念
の
も
と
、東
京

2
0
2
0
大
会
を
、世
界
中
の
人
々
が
多
様
性

と
調
和
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、共
生
社

会
を
は
ぐ
く
む
契
機
と
な
る
よ
う
な
大
会
と
す

る
と
の
目
的
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　こ
の
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、近
年
で

は
、社
会
が
持
つ「
多
様
性
」を
尊
重
す
る
動
き

が
国
内
外
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、企
業

で
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」と
し
て
多
様
な

人
材
を
活
か
し
、そ
の
能
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
生
み
出
し
、価
値
創
造
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」と
す
る
理
念
が
浸
透
す
る
に
従
い
、

こ
の
事
も
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
的
な
関
心

の
高
ま
り
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　観
光
分
野
に
お
い
て
も
社
会
の
多
様
性
を
意
識

し
た
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
る
。国
連
世
界
観

光
機
関（
U
N
W
T
O
）は
す
べ
て
の
人
々
、特
に

最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
平
等
な
機
会

を
促
進
す
る
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

2
0
1
8
年
に「Inclusive T

ourism

」に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）を
対
象
と
し
た
観
光
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
2
0
1
1
年
に
続
き
、

2
0
1
7
年
に
も
第
二
次
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表

し
て
い
る
。

　誰
も
が
観
光
や
旅
行
を

楽
し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
は
、こ
れ
ま
で
我
が

国
で
は「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」や「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

し
て
過
去
10
年
以
上
に
わ

た
り
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。

　例
え
ば
、観
光
庁
で
は

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
促
進
事
業
」と
し
て
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
10
年

以
上
に
わ
た
り
事
業
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
で
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
理
解
が
広
が
る

と
と
も
に
受
入
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
長
年「
お
き
な
わ
観
光
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
事
業
」を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
て

お
り
、
近
年
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
で
観
光

地
の
関
係
者
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。ま
た
2
0
2
1
年
8
月
に
策
定
し
た
沖

（
L
G
B
T
Q
）

　各
種
調
査
に
よ
る
と
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）に
該
当
す
る
人
の
割
合
は
お
お

よ
そ
9
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。認
知
度
に
つ
い

て
も
、
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
の

2
0
2
0
年
の
調
査
で
は
8
割
、L
G
B
T
総

合
研
究
所
の
2
0
1
9
年
の
調
査
で
は
91
％
に

連合
「LGBTに関する職場の

意識調査」
（2016年）

上
る
。い
ず
れ
も
同
じ
調
査
で
以
前
に
行
わ
れ

た
際
の
結
果
と
比
較
し
て
大
幅
に
認
知
度
が
上

昇
し
て
お
り
、こ
の
数
年
で
急
速
に
認
知
が
進

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

②
慢
性
疾
患

　厚
生
労
働
省
の
患
者
調
査
に
よ
る
と
、傷
病

別
患
者
数
で
は
最
も
多
い
の
は
高
血
圧
、糖
尿

病
、脂
質
異
常
症（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
）、

が
ん
と
続
い
て
い
る
。ま
た
、時
系
列
で
み
る
と

高
血
圧
、糖
尿
病
、が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増
加

し
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ら
の
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る

が
、が
ん
に
関
し
て
み
る
と
患
者
全
体
の
う
ち
3

分
の
1
、約
1
0
0
万
人
は
64
歳
以
下
の
勤
労

世
代
が
占
め
て
お
り
、必
ず
し
も
高
齢
の
方
だ

け
の
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。慢
性
疾
患

が
あ
り
、配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が
ど
の
程
度

い
る
か
ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、こ

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
一
定
数
の
方
が
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
の
が

乳
が
ん
で
あ
る
。乳
が
ん
は
40
代
で
罹
患
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
比
較
的
若
い
年
齢
層

の
患
者
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、乳

が
ん
は
手
術
痕
が
体
の
表
面
に
あ
る
こ
と
か
ら

温
泉
入
浴
を
た
め
ら
う
方
が
多
く
存
在
し
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

　「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」の
双

方
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
す
る
取
組
に
共
通
し
て

い
る
点
と
し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

①
旅
行
者
へ
の
対
応

　旅
行
者
側
が
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
意
向

を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
た
め
ら
い
を
持

っ
て
い
る
場
合
、受
け
入
れ
側
が
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
姿
勢
を
表
す
こ
と
が
、た
め
ら
い
を

持
つ
人
の
背
中
を
押
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、ま
ず
は
そ
の

よ
う
な
仕
掛
け
を
用
意
し
つ
つ
、情
報
と
し
て

も
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
受
入
側
の
対
応

　ま
ず
は
多
様
性
に
つ
い
て「
知
る
」と
い
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。こ
の
際
に
は
、必
ず
し
も
特

別
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
は

な
く
、旅
行
者
が
何
か
困
っ
た
り
要
望
が
合
っ

た
り
し
た
と
き
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。ま
た
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ

と
を
線
引
き
し
て
、で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と

行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
い
う
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　以
下
、取
組
事
例
等
か
ら
見
え
て
き
た
取
組

の
方
向
性
を
整
理
す
る
。

①
従
業
員
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
促
進

　従
業
員（
特
に
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
）を
対
象

と
し
て
、研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
多
様
性

に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ

の
際
、必
ず
し
も
正
解
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
画
一
的
な
対

応
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、自
ら
が
最
適
だ
と

思
う
対
応
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な

内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　最
近
で
は
多
様
性
へ
の
理
解
が
社
会
と
し
て

浸
透
す
る
の
に
伴
い
、相
手
の
立
場
や
状
況
を

表 1

図 2 がん患者数（2020-24推計値、万人）

「
尊
重（
リ
ス
ペ
ク
ト
）」す
る
と
い
う
観
点
で
行

わ
れ
る
研
修
も
登
場
し
て
お
り
、こ
う
し
た
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

②
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設
や
設
備
、備
品
の
当

事
者
目
線
で
の
チ
ェ
ッ
ク
、見
直
し
、改
善

　ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル
N
A
H
A
国
際
通

り
で
は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）

だ
け
で
な
く
、外
国
人
や
障
が
い
を
持
つ
人
が

い
る
状
況
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、す
べ
て
の

宿
泊
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る
か
を
検
証
し
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設

や
設
備
、備
品
を
当
事
者
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
、見

直
し
、改
善
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
上
記
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
対
外
的

な
明
示
、情
報
発
信

　①
②
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

発
信
し
、な
お
か
つ
来
訪
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を

表
明
す
る
こ
と
で
、旅
行
に
た
め
ら
い
を
持
つ

人
の
背
中
を
押
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　本
研
究
で
は
、特
に
①
既
存
情
報
の
整
理（
デ

ス
ク
リ
サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に
関
す
る
観

光
地
や
事
業
者
等
の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
引

き
続
き
②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す
る
意
識
・

ニ
ー
ズ
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、研
究
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

縄
県
S
D
G
s
未
来
都
市
計
画
で
は
誰
も
が
楽

し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）研
究
の
意
義

　前
述
の
よ
う
に
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
長
年
に
わ

た
る
取
組
の
結
果
、認
知
が
高
ま
り
、受
入
環
境

の
整
備
が
進
展
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　そ
の
中
で
、今
日
的
な
課
題
と
し
て
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）が
旅
行
者
の
多
様
性
に

対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
下
記
の
よ
う
に
複

数
の
観
点
か
ら
整
理
で
き
る
。

①
社
会
の
多
様
性
に
対
す
る

　意
識
や
関
心
の
高
ま
り
へ
の
対
応

　冒
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、特
に
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）の
社
会
へ
の
浸
透
も
あ

り
、多
様
性
を
認
め
、受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、か
つ
て
無
い
ほ
ど
に
社
会
的
要
請
が
高
ま

っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

②
こ
れ
か
ら
の
旅
行
を
牽
引
す
る
世
代
の

　意
識
へ
の
対
応

　前
述
し
た
よ
う
に
、多
様
性
に
対
す
る
認
知

は
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、P
21
で
言
及

が
あ
る
よ
う
に
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世

代
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
で
は
、あ
る
意
味
当
た

り
前
の
考
え
方
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。今
後
こ
れ
ら
の
世
代
が
旅
行
市
場
の

主
役
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）は
今
か
ら
多
様
性
へ
の
対

応
に
取
り
組
み
、そ
の
あ
り
方
や
体
制
を
整
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
観
光
産
業
側
の
多
様
性
へ
の
対
応

　旅
行
者
の
多
様
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、当
然
の
よ
う
に
多
様
性
は
旅
行
者
だ
け
で

な
く
、観
光
産
業
側
の
従
業
員
も
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。本
論
の
冒
頭
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
経
営
に
触
れ
た
よ
う
に
、多
様
な
人
材
が
生

き
生
き
と
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
経
営

面
で
プ
ラ
ス
に
働
き
、観
光
産
業
の
持
続
性
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　本
研
究
で
は
、社
会
に
存
在
す
る
多
様
性
、

つ
ま
り
各
種
の
多
様
な
セ
グ
メ
ン
ト
の
中
で

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」に
着

目
し
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　既
往
研
究
で
は
社
会
の
多
様
性
を
捉
え
る
複

数
の
軸
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、代
表
的
な
も

の
が「
可
変
的
で
選
択
可
能
な
の
か
」（
荒
金
、

2
0
1
3
）と
い
う
視
点
と「
可
視
化
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
」（
中
村
、2
0
1
7
）と
い
う
視
点

で
あ
る
。

　こ
の
2
つ
の
視
点
を
軸
と
し
て
、様
々
な
セ

グ
メ
ン
ト
を
表
現
し
て
み
る
と
、例
え
ば
こ
れ

ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
」や「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は

主
と
し
て
体
格
や
障
が
い
と
い
っ
た
身
体
的
特

徴
や
年
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不
変
的
で
選
択
不

可
」で
あ
り
な
お
か
つ「
可
視
化
さ
れ
た
」属
性
に

対
応
す
る
取
組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
た
、外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
し
た
い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」も
、国
籍
や
出
身

地
、宗
教
、あ
る
い
は
人
種
や
宗
教
上
の
戒
律
等

「
不
変
的
で
選
択
不
可
」な
属
性
に
対
応
す
る
取

組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
対
象
と
す
る「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
セ
グ
メ
ン
ト
は
、こ
の
2
軸
上

で
見
た
場
合
、「
不
変
的
で
選
択
不
可
」で
あ
り
、

な
お
か
つ
多
く
の
場
合「
可
視
化
さ
れ
な
い
」と

い
う
点
で
、共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

　本
研
究
で
は
、上
記
の「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」と「
慢
性
疾
患
」を
対
象
と
し
て
、下
記
の
項

目
に
つ
い
て
情
報
収
集
や
整
理
を
行
っ
て
い

る
。4

．今
後
の
展
開

①
既
存
情
報
の
整
理（
デ
ス

ク
リ
サ
ー
チ
）

②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す

る
意
識・ニ
ー
ズ
把
握

③
受
入
に
関
す
る
観
光
地
や

事
業
者
等
の
取
組
整
理

④
対
応
す
べ
き
事
項
の
整
理

　上
記
の
う
ち
、特
に
①
既

存
情
報
の
整
理（
デ
ス
ク
リ

サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に

関
す
る
観
光
地
や
事
業
者
等

の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
組
を
進
め
て
い

る
。　「

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
双
方
の
セ
グ

メ
ン
ト
の
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

カ
フ
ー
リ
ゾ
ー
ト
フ
チ
ャ
ク

コ
ン
ド・ホ
テ
ル（
沖
縄
県
恩
納
村
）

○
2
0
1
5
年
着
任
の
経
営
ト
ッ
プ

（
総
支
配
人
）が
ス
タ
ッ
フ
へ
の

L
G
B
T
Q
研
修
を
自
ら
企
画
・
実
施
。

ス
タ
ッ
フ
4
5
0
人
を
20
〜
30
人
ず

つ
に
分
け
、同
性
カ
ッ
プ
ル
へ
の
対
応

を
含
め
て
、ま
ず〝
知
る
〞こ
と
、〝
い
る
か

も
〞を
前
提
と
し
た
配
慮
を
浸
透
さ
せ

た
。

○
2
0
1
6
年
に
那
覇
市
の
同
性
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
で
き
た
際

の
カ
ッ
プ
ル
第
1
号
の
挙
式
を
、当

時
沖
縄
で
唯
一
L
G
B
T
Q
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
を
手
掛
け
て
い
た
カ
フ
ー
リ

ゾ
ー
ト
が
行
っ
た
。

ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル

N
A
H
A
国
際
通
り

（
沖
縄
県
那
覇
市
）

○
2
0
1
4
年
に
宿
泊
施
設
と
し
て

「
L
G
B
T
フ
レ
ン
ド
リ
ー
宣
言
」を

行
い
、館
内
外
に
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ラ
ッ
グ
を
掲
出
。

○
2
0
1
6
年
に
L
G
B
T
Q
層
に

配
慮
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト
イ

レ
を
設
置
。ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
者

専
用
の
ト
イ
レ
を
改
修
。ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
も
男
女
を
分
け
な
い
デ
ザ
イ
ン

を
当
事
者
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依

頼
し
て
作
成
。

○
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
来
館
す
る
宿
泊
客

に
部
屋
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
適
用
。

公
益
社
団
法
人

京
都
市
観
光
協
会

（
京
都
府
京
都
市
）

○
2
0
1
8
年
１
月
、L
G
B
T
Q

に
や
さ
し
い
受
入
環
境
の
整
備
に
向

け
た
情
報
収
集
等
を
強
化
す
る
た

め
、I
G
L
T
A（
国
際
ゲ
イ
・
レ
ズ

ビ
ア
ン
旅
行
協
会
）に
加
盟
。

○
2
0
1
8
年
、京
都
市
が
主
催
し
、

観
光
協
会
が
共
催
す
る
形
で

L
G
B
T
Q
対
応
を
含
む「
お
も
て

な
し
講
習
会
」を
開
催
。

「
L
G
B
T
Q
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と

課
題
」と
し
て
、講
師
を
招
聘
し
て
基

本
的
な
理
解
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

考
え
方
、企
業
や
政
府
の
取
組
事
例
に

つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、L
G
B
T
Q

当
事
者
を
交
え
た
意
見
交
換（
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
）を
実
施
。

○
市
内
事
業
者
等
が
実
施
す
る「
外

国
人
観
光
客
に
や
さ
し
い
受
入
環
境

整
備
を
助
成
す
る
制
度
」（
京
都
市
観

光
協
会
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
助
成
金
）に
お

い
て
、L
G
B
T
Q
観
光
客
の
受
け
入

れ
の
た
め
の
環
境
整
備（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
対
応
）も
助
成
対
象
と
し
た
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

温
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
認
定
N
P
O
法
人
J.
P
O
S
H
）

○
乳
が
ん
手
術
の
経
験
者
を
入
浴
着

着
用
で
の
入
浴
を
歓
迎
す
る
な
ど
、

乳
が
ん
に
理
解
の
あ
る
旅
館
、ホ
テ

ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。各
施
設
で
は

入
浴
着
の
貸
出
等
も
行
っ
て
い
る
。

○
宿
泊
招
待
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
患

者
も「
温
泉
に
行
け
る
」と
い
う
気
づ

き
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能

○
入
浴
着
に
対
す
る
患
者
の
感
想
は

賛
否
両
論
で
あ
る
が
、必
要
と
す
る

人
に
情
報
が
届
く
事
が
重
要
と
判
断

し
て
い
る
。

○
一
般
利
用
者
へ
の
理
解
促
進
の

為
、ポ
ス
タ
ー
を
脱
衣
所
等
に
も
掲

示
で
き
る
防
水
性
の
強
い
素
材
で
作

成
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の

お
宿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
事
務
局・株
式
会
社
旅
行
新
聞
新
社
）

○
加
盟
に
あ
た
っ
て
は
ハ
ー
ド
面
や
ソ

フ
ト
面
で
対
応
可
能
な
項
目
を
宿
に

選
択
し
て
も
ら
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

○
毎
月
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
日
を
設

け
、常
連
と
し
て
定
着
化
し
て
い
る

宿
も
存
在
す
る
。

○
各
都
道
府
県
の
健
康
福
祉
課
や
企

業
会
員
を
通
じ
て
、が
ん
の
拠
点
病
院

及
び
全
国
8
0
0
の
病
院
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
送
っ
て
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
宿
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
患
者
向
け
の
宿
泊
施
設

「
ラ
ク
ス
ケ
ア
ホ
テ
ル
」

○
看
護
師
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
す
る
ほ

か
、地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
連
携
。ま
た
、運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
事
業
者
と
連
携
し
て
提
供
。

○
2
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
は
交
流
の

場
と
し
て
開
放
、セ
ミ
ナ
ー
開
催
や

患
者
会
な
ど
交
流
の
場
と
し
て
の
活

用
を
想
定（
た
だ
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
現

在
は
行
え
て
い
な
い
）。

○
病
態
の
聞
き
取
り
に
つ
い
て
は
試

行
錯
誤
中
。

　質
問
へ
の
回
答
や
相
談
応
対
は
行

う
が
、患
者
が
心
を
開
く
ま
で
は
宿

泊
施
設
側
か
ら
は
あ
え
て
尋
ね
る
こ

と
は
し
な
い
。

　が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て
必
要
な
配

慮
が
全
く
異
な
る
の
で
ど
う
寄
り
添

う
か
1
0
0
点
は
な
い
と
の
認
識
で

あ
る
。対
応
で
き
る
範
囲
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
。

○
ス
タ
ッ
フ
が
担
う
範
囲
を
看
護
師

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
明
確
化
す
る
よ
う

議
論
。人
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
変
え

な
い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。

取
組
事
例

15～44歳
18

0～14歳
1

45～54歳
32

55～64歳
52

65～74歳
106

75歳以上
133

LGBT総合研究所
「LGBT意識行動調査

2019」

 調査主体・
調査名

調査概要

LGBTQに
該当する人の

割合
「LGBT」

という言葉の
認知度

約10.0％

認知度91.0％
2016年度調査 54.4％

※理解度 57.1％

全国20～69歳のウェブ
モニタ347,816名を

有効回答者とした調査

電通ダイバーシティ・ラボ
「LGBTQ＋調査

2020」

約8.9％

認知度80.1％
2018年調査 68.5％
2015年調査 37.6％

全国20～59歳のウェブ
モニタ60,000名を

有効回答者とした調査

約8.0％

認知度47.1％

全国20～59歳のウェブ
モニタ1,000名を
対象者とした調査

出典）平成28年度科学研究費補助金基盤研究（B）（一般）
「日本人におけるがんの原因・寄与度：最新推計と将来予測」
国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」

（
3
）取
組
事
例
等
か
ら
見
え
て
き
た

取
組
の
方
向
性

（
2
）対
象
セ
グ
メ
ン
ト
の
受
入
に
関
す
る

観
光
地
や
事
業
者
等
の
取
組
に
お
け
る

特
徴
・
共
通
点

慢
性
疾
患
へ
の
対
応

性
的
マ
イ
ノ
リ
ティ

（
L
G
B
T
Q
）へ
の
対
応

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❹
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図 3 傷病別患者数推移

出典）厚生労働省「患者調査（2017年）」
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心疾患 脳血管疾患

　2
0
2
1
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
2
0
2
0
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会（
以
下
、「
東
京
2
0
2
0
大
会
」）で
は
、

「
多
様
性
と
調
和
」が
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
。こ
れ
は
、人
種
、肌
の
色
、性

別
、性
的
指
向
、言
語
、宗
教
、政
治
、障
が
い
の

有
無
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
違
い
を
肯
定
し
、

自
然
に
受
け
入
れ
、互
い
に
認
め
合
う
こ
と
で

社
会
は
進
歩
す
る
、と
い
う
理
念
の
も
と
、東
京

2
0
2
0
大
会
を
、世
界
中
の
人
々
が
多
様
性

と
調
和
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、共
生
社

会
を
は
ぐ
く
む
契
機
と
な
る
よ
う
な
大
会
と
す

る
と
の
目
的
で
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　こ
の
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、近
年
で

は
、社
会
が
持
つ「
多
様
性
」を
尊
重
す
る
動
き

が
国
内
外
で
広
が
り
つ
つ
あ
る
。例
え
ば
、企
業

で
は「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」と
し
て
多
様
な

人
材
を
活
か
し
、そ
の
能
力
が
最
大
限
発
揮
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
生
み
出
し
、価
値
創
造
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、国
連
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」と
す
る
理
念
が
浸
透
す
る
に
従
い
、

こ
の
事
も
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
的
な
関
心

の
高
ま
り
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　観
光
分
野
に
お
い
て
も
社
会
の
多
様
性
を
意
識

し
た
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
る
。国
連
世
界
観

光
機
関（
U
N
W
T
O
）は
す
べ
て
の
人
々
、特
に

最
も
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
平
等
な
機
会

を
促
進
す
る
た
め
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

2
0
1
8
年
に「Inclusive T

ourism

」に
つ
い

て
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
。ま
た
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）を
対
象
と
し
た
観
光
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
2
0
1
1
年
に
続
き
、

2
0
1
7
年
に
も
第
二
次
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表

し
て
い
る
。

　誰
も
が
観
光
や
旅
行
を

楽
し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
は
、こ
れ
ま
で
我
が

国
で
は「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」や「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

し
て
過
去
10
年
以
上
に
わ

た
り
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
た
。

　例
え
ば
、観
光
庁
で
は

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
促
進
事
業
」と
し
て
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
10
年

以
上
に
わ
た
り
事
業
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
で
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
理
解
が
広
が
る

と
と
も
に
受
入
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
長
年「
お
き
な
わ
観
光
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
事
業
」を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
て

お
り
、
近
年
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
で
観
光

地
の
関
係
者
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。ま
た
2
0
2
1
年
8
月
に
策
定
し
た
沖

（
L
G
B
T
Q
）

　各
種
調
査
に
よ
る
と
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
L
G
B
T
Q
）に
該
当
す
る
人
の
割
合
は
お
お

よ
そ
9
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。認
知
度
に
つ
い

て
も
、
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
の

2
0
2
0
年
の
調
査
で
は
8
割
、L
G
B
T
総

合
研
究
所
の
2
0
1
9
年
の
調
査
で
は
91
％
に

連合
「LGBTに関する職場の

意識調査」
（2016年）

上
る
。い
ず
れ
も
同
じ
調
査
で
以
前
に
行
わ
れ

た
際
の
結
果
と
比
較
し
て
大
幅
に
認
知
度
が
上

昇
し
て
お
り
、こ
の
数
年
で
急
速
に
認
知
が
進

ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

②
慢
性
疾
患

　厚
生
労
働
省
の
患
者
調
査
に
よ
る
と
、傷
病

別
患
者
数
で
は
最
も
多
い
の
は
高
血
圧
、糖
尿

病
、脂
質
異
常
症（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
）、

が
ん
と
続
い
て
い
る
。ま
た
、時
系
列
で
み
る
と

高
血
圧
、糖
尿
病
、が
ん
の
患
者
数
は
年
々
増
加

し
つ
つ
あ
る
。こ
れ
ら
の
慢
性
疾
患
を
持
つ
方
は

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
多
く
な
る
傾
向
が
あ
る

が
、が
ん
に
関
し
て
み
る
と
患
者
全
体
の
う
ち
3

分
の
1
、約
1
0
0
万
人
は
64
歳
以
下
の
勤
労

世
代
が
占
め
て
お
り
、必
ず
し
も
高
齢
の
方
だ

け
の
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。慢
性
疾
患

が
あ
り
、配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が
ど
の
程
度

い
る
か
ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、こ

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
一
定
数
の
方
が
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　な
お
、女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
の
が

乳
が
ん
で
あ
る
。乳
が
ん
は
40
代
で
罹
患
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
比
較
的
若
い
年
齢
層

の
患
者
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、乳

が
ん
は
手
術
痕
が
体
の
表
面
に
あ
る
こ
と
か
ら

温
泉
入
浴
を
た
め
ら
う
方
が
多
く
存
在
し
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

　「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」の
双

方
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
対
す
る
取
組
に
共
通
し
て

い
る
点
と
し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

①
旅
行
者
へ
の
対
応

　旅
行
者
側
が
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
意
向

を
持
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
た
め
ら
い
を
持

っ
て
い
る
場
合
、受
け
入
れ
側
が
歓
迎
し
て
い

る
と
い
う
姿
勢
を
表
す
こ
と
が
、た
め
ら
い
を

持
つ
人
の
背
中
を
押
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、ま
ず
は
そ
の

よ
う
な
仕
掛
け
を
用
意
し
つ
つ
、情
報
と
し
て

も
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
受
入
側
の
対
応

　ま
ず
は
多
様
性
に
つ
い
て「
知
る
」と
い
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
。こ
の
際
に
は
、必
ず
し
も
特

別
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
は

な
く
、旅
行
者
が
何
か
困
っ
た
り
要
望
が
合
っ

た
り
し
た
と
き
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。ま
た
、で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ

と
を
線
引
き
し
て
、で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と

行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
い
う
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　以
下
、取
組
事
例
等
か
ら
見
え
て
き
た
取
組

の
方
向
性
を
整
理
す
る
。

①
従
業
員
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解
促
進

　従
業
員（
特
に
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
）を
対
象

と
し
て
、研
修
等
を
実
施
す
る
こ
と
で
多
様
性

に
関
す
る
理
解
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。そ

の
際
、必
ず
し
も
正
解
は
ひ
と
つ
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
画
一
的
な
対

応
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、自
ら
が
最
適
だ
と

思
う
対
応
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な

内
容
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　最
近
で
は
多
様
性
へ
の
理
解
が
社
会
と
し
て

浸
透
す
る
の
に
伴
い
、相
手
の
立
場
や
状
況
を

表 1
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「
尊
重（
リ
ス
ペ
ク
ト
）」す
る
と
い
う
観
点
で
行

わ
れ
る
研
修
も
登
場
し
て
お
り
、こ
う
し
た
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

②
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設
や
設
備
、備
品
の
当

事
者
目
線
で
の
チ
ェ
ッ
ク
、見
直
し
、改
善

　ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル
N
A
H
A
国
際
通

り
で
は
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ（
L
G
B
T
Q
）

だ
け
で
な
く
、外
国
人
や
障
が
い
を
持
つ
人
が

い
る
状
況
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、す
べ
て
の

宿
泊
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る
か
を
検
証
し
て

い
る
。こ
の
よ
う
に
、商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、施
設

や
設
備
、備
品
を
当
事
者
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
、見

直
し
、改
善
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
上
記
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
の
対
外
的

な
明
示
、情
報
発
信

　①
②
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

発
信
し
、な
お
か
つ
来
訪
を
歓
迎
す
る
姿
勢
を

表
明
す
る
こ
と
で
、旅
行
に
た
め
ら
い
を
持
つ

人
の
背
中
を
押
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　本
研
究
で
は
、特
に
①
既
存
情
報
の
整
理（
デ

ス
ク
リ
サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に
関
す
る
観

光
地
や
事
業
者
等
の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。今
後
は
引

き
続
き
②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す
る
意
識
・

ニ
ー
ズ
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、研
究
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

縄
県
S
D
G
s
未
来
都
市
計
画
で
は
誰
も
が
楽

し
め
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）研
究
の
意
義

　前
述
の
よ
う
に
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
長
年
に
わ

た
る
取
組
の
結
果
、認
知
が
高
ま
り
、受
入
環
境

の
整
備
が
進
展
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　そ
の
中
で
、今
日
的
な
課
題
と
し
て
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）が
旅
行
者
の
多
様
性
に

対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
下
記
の
よ
う
に
複

数
の
観
点
か
ら
整
理
で
き
る
。

①
社
会
の
多
様
性
に
対
す
る

　意
識
や
関
心
の
高
ま
り
へ
の
対
応

　冒
頭
で
挙
げ
た
よ
う
に
、特
に
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）の
社
会
へ
の
浸
透
も
あ

り
、多
様
性
を
認
め
、受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、か
つ
て
無
い
ほ
ど
に
社
会
的
要
請
が
高
ま

っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

②
こ
れ
か
ら
の
旅
行
を
牽
引
す
る
世
代
の

　意
識
へ
の
対
応

　前
述
し
た
よ
う
に
、多
様
性
に
対
す
る
認
知

は
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、P
21
で
言
及

が
あ
る
よ
う
に
、特
に
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世

代
と
呼
ば
れ
る
若
年
層
で
は
、あ
る
意
味
当
た

り
前
の
考
え
方
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
。今
後
こ
れ
ら
の
世
代
が
旅
行
市
場
の

主
役
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
す
る
と
、観
光

（
観
光
地
、観
光
産
業
）は
今
か
ら
多
様
性
へ
の
対

応
に
取
り
組
み
、そ
の
あ
り
方
や
体
制
を
整
備

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
観
光
産
業
側
の
多
様
性
へ
の
対
応

　旅
行
者
の
多
様
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、当
然
の
よ
う
に
多
様
性
は
旅
行
者
だ
け
で

な
く
、観
光
産
業
側
の
従
業
員
も
有
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。本
論
の
冒
頭
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
経
営
に
触
れ
た
よ
う
に
、多
様
な
人
材
が
生

き
生
き
と
働
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
経
営

面
で
プ
ラ
ス
に
働
き
、観
光
産
業
の
持
続
性
に

も
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　本
研
究
で
は
、社
会
に
存
在
す
る
多
様
性
、

つ
ま
り
各
種
の
多
様
な
セ
グ
メ
ン
ト
の
中
で

「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と「
慢
性
疾
患
」に
着

目
し
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　既
往
研
究
で
は
社
会
の
多
様
性
を
捉
え
る
複

数
の
軸
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、代
表
的
な
も

の
が「
可
変
的
で
選
択
可
能
な
の
か
」（
荒
金
、

2
0
1
3
）と
い
う
視
点
と「
可
視
化
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
」（
中
村
、2
0
1
7
）と
い
う
視
点

で
あ
る
。

　こ
の
2
つ
の
視
点
を
軸
と
し
て
、様
々
な
セ

グ
メ
ン
ト
を
表
現
し
て
み
る
と
、例
え
ば
こ
れ

ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
」や「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は

主
と
し
て
体
格
や
障
が
い
と
い
っ
た
身
体
的
特

徴
や
年
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
を
対

象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
不
変
的
で
選
択
不

可
」で
あ
り
な
お
か
つ「
可
視
化
さ
れ
た
」属
性
に

対
応
す
る
取
組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。ま
た
、外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
し
た
い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
」も
、国
籍
や
出
身

地
、宗
教
、あ
る
い
は
人
種
や
宗
教
上
の
戒
律
等

「
不
変
的
で
選
択
不
可
」な
属
性
に
対
応
す
る
取

組
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　今
回
対
象
と
す
る「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
セ
グ
メ
ン
ト
は
、こ
の
2
軸
上

で
見
た
場
合
、「
不
変
的
で
選
択
不
可
」で
あ
り
、

な
お
か
つ
多
く
の
場
合「
可
視
化
さ
れ
な
い
」と

い
う
点
で
、共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

　本
研
究
で
は
、上
記
の「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」と「
慢
性
疾
患
」を
対
象
と
し
て
、下
記
の
項

目
に
つ
い
て
情
報
収
集
や
整
理
を
行
っ
て
い

る
。4

．今
後
の
展
開

①
既
存
情
報
の
整
理（
デ
ス

ク
リ
サ
ー
チ
）

②
観
光
地
で
の
滞
在
に
対
す

る
意
識・ニ
ー
ズ
把
握

③
受
入
に
関
す
る
観
光
地
や

事
業
者
等
の
取
組
整
理

④
対
応
す
べ
き
事
項
の
整
理

　上
記
の
う
ち
、特
に
①
既

存
情
報
の
整
理（
デ
ス
ク
リ

サ
ー
チ
）お
よ
び
③
受
入
に

関
す
る
観
光
地
や
事
業
者
等

の
取
組
整
理
に
つ
い
て
、先

行
的
に
取
組
を
進
め
て
い

る
。　「

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」と

「
慢
性
疾
患
」の
双
方
の
セ
グ

メ
ン
ト
の
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

①
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

カ
フ
ー
リ
ゾ
ー
ト
フ
チ
ャ
ク

コ
ン
ド・ホ
テ
ル（
沖
縄
県
恩
納
村
）

○
2
0
1
5
年
着
任
の
経
営
ト
ッ
プ

（
総
支
配
人
）が
ス
タ
ッ
フ
へ
の

L
G
B
T
Q
研
修
を
自
ら
企
画
・
実
施
。

ス
タ
ッ
フ
4
5
0
人
を
20
〜
30
人
ず

つ
に
分
け
、同
性
カ
ッ
プ
ル
へ
の
対
応

を
含
め
て
、ま
ず〝
知
る
〞こ
と
、〝
い
る
か

も
〞を
前
提
と
し
た
配
慮
を
浸
透
さ
せ

た
。

○
2
0
1
6
年
に
那
覇
市
の
同
性
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
で
き
た
際

の
カ
ッ
プ
ル
第
1
号
の
挙
式
を
、当

時
沖
縄
で
唯
一
L
G
B
T
Q
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
を
手
掛
け
て
い
た
カ
フ
ー
リ

ゾ
ー
ト
が
行
っ
た
。

ホ
テ
ル
パ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル

N
A
H
A
国
際
通
り

（
沖
縄
県
那
覇
市
）

○
2
0
1
4
年
に
宿
泊
施
設
と
し
て

「
L
G
B
T
フ
レ
ン
ド
リ
ー
宣
言
」を

行
い
、館
内
外
に
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ラ
ッ
グ
を
掲
出
。

○
2
0
1
6
年
に
L
G
B
T
Q
層
に

配
慮
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
ト
イ

レ
を
設
置
。ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
者

専
用
の
ト
イ
レ
を
改
修
。ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
も
男
女
を
分
け
な
い
デ
ザ
イ
ン

を
当
事
者
で
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依

頼
し
て
作
成
。

○
ハ
ネ
ム
ー
ン
で
来
館
す
る
宿
泊
客

に
部
屋
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
適
用
。

公
益
社
団
法
人

京
都
市
観
光
協
会

（
京
都
府
京
都
市
）

○
2
0
1
8
年
１
月
、L
G
B
T
Q

に
や
さ
し
い
受
入
環
境
の
整
備
に
向

け
た
情
報
収
集
等
を
強
化
す
る
た

め
、I
G
L
T
A（
国
際
ゲ
イ
・
レ
ズ

ビ
ア
ン
旅
行
協
会
）に
加
盟
。

○
2
0
1
8
年
、京
都
市
が
主
催
し
、

観
光
協
会
が
共
催
す
る
形
で

L
G
B
T
Q
対
応
を
含
む「
お
も
て

な
し
講
習
会
」を
開
催
。

「
L
G
B
T
Q
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と

課
題
」と
し
て
、講
師
を
招
聘
し
て
基

本
的
な
理
解
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

考
え
方
、企
業
や
政
府
の
取
組
事
例
に

つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、L
G
B
T
Q

当
事
者
を
交
え
た
意
見
交
換（
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
）を
実
施
。

○
市
内
事
業
者
等
が
実
施
す
る「
外

国
人
観
光
客
に
や
さ
し
い
受
入
環
境

整
備
を
助
成
す
る
制
度
」（
京
都
市
観

光
協
会
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
助
成
金
）に
お

い
て
、L
G
B
T
Q
観
光
客
の
受
け
入

れ
の
た
め
の
環
境
整
備（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
対
応
）も
助
成
対
象
と
し
た
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

温
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
認
定
N
P
O
法
人
J.
P
O
S
H
）

○
乳
が
ん
手
術
の
経
験
者
を
入
浴
着

着
用
で
の
入
浴
を
歓
迎
す
る
な
ど
、

乳
が
ん
に
理
解
の
あ
る
旅
館
、ホ
テ

ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。各
施
設
で
は

入
浴
着
の
貸
出
等
も
行
っ
て
い
る
。

○
宿
泊
招
待
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
患

者
も「
温
泉
に
行
け
る
」と
い
う
気
づ

き
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能

○
入
浴
着
に
対
す
る
患
者
の
感
想
は

賛
否
両
論
で
あ
る
が
、必
要
と
す
る

人
に
情
報
が
届
く
事
が
重
要
と
判
断

し
て
い
る
。

○
一
般
利
用
者
へ
の
理
解
促
進
の

為
、ポ
ス
タ
ー
を
脱
衣
所
等
に
も
掲

示
で
き
る
防
水
性
の
強
い
素
材
で
作

成
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の

お
宿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
事
務
局・株
式
会
社
旅
行
新
聞
新
社
）

○
加
盟
に
あ
た
っ
て
は
ハ
ー
ド
面
や
ソ

フ
ト
面
で
対
応
可
能
な
項
目
を
宿
に

選
択
し
て
も
ら
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

○
毎
月
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
日
を
設

け
、常
連
と
し
て
定
着
化
し
て
い
る

宿
も
存
在
す
る
。

○
各
都
道
府
県
の
健
康
福
祉
課
や
企

業
会
員
を
通
じ
て
、が
ん
の
拠
点
病
院

及
び
全
国
8
0
0
の
病
院
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
送
っ
て
い
る
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
宿
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
患
者
向
け
の
宿
泊
施
設

「
ラ
ク
ス
ケ
ア
ホ
テ
ル
」

○
看
護
師
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
す
る
ほ

か
、地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
連
携
。ま
た
、運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
事
業
者
と
連
携
し
て
提
供
。

○
2
階
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
は
交
流
の

場
と
し
て
開
放
、セ
ミ
ナ
ー
開
催
や

患
者
会
な
ど
交
流
の
場
と
し
て
の
活

用
を
想
定（
た
だ
し
、コ
ロ
ナ
禍
で
現

在
は
行
え
て
い
な
い
）。

○
病
態
の
聞
き
取
り
に
つ
い
て
は
試

行
錯
誤
中
。

　質
問
へ
の
回
答
や
相
談
応
対
は
行

う
が
、患
者
が
心
を
開
く
ま
で
は
宿

泊
施
設
側
か
ら
は
あ
え
て
尋
ね
る
こ

と
は
し
な
い
。

　が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て
必
要
な
配

慮
が
全
く
異
な
る
の
で
ど
う
寄
り
添

う
か
1
0
0
点
は
な
い
と
の
認
識
で

あ
る
。対
応
で
き
る
範
囲
を
明
確
化

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
。

○
ス
タ
ッ
フ
が
担
う
範
囲
を
看
護
師

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
明
確
化
す
る
よ
う

議
論
。人
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
変
え

な
い
よ
う
に
留
意
し
て
い
る
。

取
組
事
例

15～44歳
18

0～14歳
1

45～54歳
32

55～64歳
52

65～74歳
106

75歳以上
133

LGBT総合研究所
「LGBT意識行動調査

2019」

 調査主体・
調査名

調査概要

LGBTQに
該当する人の

割合
「LGBT」

という言葉の
認知度

約10.0％

認知度91.0％
2016年度調査 54.4％

※理解度 57.1％

全国20～69歳のウェブ
モニタ347,816名を

有効回答者とした調査

電通ダイバーシティ・ラボ
「LGBTQ＋調査

2020」

約8.9％

認知度80.1％
2018年調査 68.5％
2015年調査 37.6％

全国20～59歳のウェブ
モニタ60,000名を

有効回答者とした調査

約8.0％

認知度47.1％

全国20～59歳のウェブ
モニタ1,000名を
対象者とした調査

出典）平成28年度科学研究費補助金基盤研究（B）（一般）
「日本人におけるがんの原因・寄与度：最新推計と将来予測」
国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」

（
3
）取
組
事
例
等
か
ら
見
え
て
き
た

取
組
の
方
向
性

（
2
）対
象
セ
グ
メ
ン
ト
の
受
入
に
関
す
る

観
光
地
や
事
業
者
等
の
取
組
に
お
け
る

特
徴
・
共
通
点

慢
性
疾
患
へ
の
対
応

性
的
マ
イ
ノ
リ
ティ

（
L
G
B
T
Q
）へ
の
対
応

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❹
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　本
研
究
は
、人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
地
方

部
に
お
い
て
、観
光
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス（
収
益
事

業
）を
創
出
・
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
経
済
が
活
性
化
し
、雇
用
が
生
ま
れ
、

移
住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
を
生
み
出
す
可
能

性
に
つ
い
て
、ま
た
そ
の
手
法
に
つ
い
て
、事
例

研
究
を
ベ
ー
ス
に
取
組
む
も
の
で
あ
る
。

　2
0
0
3
年
の
小
泉
首
相（
当
時
）の
観
光
立

国
宣
言
、2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
施
行
、2
0
0
8
年
の
観
光
庁
創
設
以
降
、観

光
は
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
幅
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。特
に
、2
0
0
7
年
の
観

光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
は
、観
光
に
期

待
さ
れ
る
効
果
の
一
つ
と
し
て「
地
域
経
済
の

活
性
化
、雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済
の

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄
与
す

る
」こ
と
が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。さ
ら

に
、2
0
1
4
年
9
月
の
第
二
次
安
倍
改
造
内

閣
に
お
け
る「
地
方
創
生
」政
策
の
中
で
も
、基

本
目
標
の
一
つ「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
並

び
観
光
が
地
域
の
主
要
産
業
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、地
方
部
の
状
況
は
2
0
2
0
年
1

月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
っ
て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
2
0
2
0
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
2
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
2
0
改
訂
版
）に
お
い
て
も
、「（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
）地
域
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、産
業
の
基
盤
が
脅
か
さ

れ
る
と
と
も
に
、企
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
・
縮
小
等
に
よ
り
地
域
内
外
の
人
の
交
流
機

会
が
減
少
し
、交
流
人
口
も
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。地
方
公
共
団
体
や
企
業
等
が
地
方
創

生
に
向
け
る
余
力
が
乏
し
く
な
り
、地
域
に
お

い
て
地
方
創
生
の
取
組
を
十
分
実
施
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
」な
ど
、厳
し
い
状
況
を
指

摘
し
て
い
る
。

●
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

（
地
域
経
済
循
環
）の
仕
組
み

　地
域
の
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
旅
行
者
数
×
1
人
あ
た
り
の
消
費
単

価
×
域
内
調
達
率
」の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。こ

れ
を
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
に
置
き
換
え
る

と
、「
域
内
居
住
者
の
人
件
費
や
域
内
で
の
原
材

図 2 観光地域づくりと観光サービスの連携

図 1 観光経済に貢献する観光ビジネス

料
の
仕
入
れ
と
い
っ
た
地
域
に
残
る
利
益（
お

金
）と
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
次
な
る
事
業
拡
張
・
展
開

を
想
定
し
た
一
定
の
利
益（
経
常
利
益
）を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
に
適
し
た
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
を
設
定
し
、そ
う
し
た
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
一
定
数
の
利
用
者
を
確
保
す
る
」と

い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、地
域
の
自
然
・
景
観
や
歴
史
・
文
化
、

特
産
品
や
食
の
魅
力
、温
泉
な
ど
の
魅
力
を
観

光
を
通
し
て
価
値
あ
る
体
験
と
し
て
昇
華
し
、

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
、あ
る
い
は
惹
き
つ
け

続
け
る
強
い
魅
力
、他
地
域
と
差
別
化
で
き
る

独
自
性
の
強
い
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

●
地
域
を
稼
が
せ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕

組
み　現

在
の
観
光
地
域
づ
く
り
政
策
の
柱
で
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
日
本
版
D
M
O
法
人
）

は
、「
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
地
域
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令

塔
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が「
地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
」仕
組
み
と
は
、地
域
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、そ
れ

ら
を
基
に
し
た
地
域
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
や
資
源

の
磨
き
上
げ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
役
割

と
な
る
。地
域
で「
稼
ぐ
」観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
す
主
体
は
、あ
く
ま
で
個
々
の
民
間
事
業

者
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、観
光
地

域
づ
く
り
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

●
地
方
部
の
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の

課
題
と
可
能
性

　地
方
部
に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

比
べ
て
容
易
で
は
な
い
。通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
加
え
、地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
社
会

的
目
的
を
有
す
る
が
故
に
、高
い
付
加
価
値（
顧

客
か
ら
み
れ
ば
一
定
以
上
の
料
金
）を
設
定
し

つ
つ
も
、顧
客
を
確
保
し
、選
ば
れ
続
け
る（
高

い
満
足
を
提
供
す
る
）こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま

た
、自
ら
の
事
業
と
と
も
に
、地
域
の
魅
力
や
独

自
性
の
源
泉
と
な
る
地
域
の
歴
史
文
化
、自
然

や
既
存
の
農
林
漁
業
、商
工
業
等
と
の
連
携
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　加
え
て
、地
方
部
な
ら
で
は
の
課
題
も
あ
る
。

人
口
の
減
少
を
背
景
に
、産
業
を
生
み
出
し
、担

う
人
材
の
不
足
、少
な
い
周
辺
人
口
や
都
市
部

か
ら
の
距
離
と
い
っ
た
弱
い
市
場
性
、減
衰
す

る
地
域
経
済
・
財
務
基
盤
な
ど
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
る
人
や
資
金
の
不
足
は
負
の
循
環
と
な

っ
て
い
る
。

　し
か
し
、マ
イ
ナ
ス
面
を
乗
り
越
え
、地
方
部

に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
に
取
組
む
事
業
者
が
現
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
組
は
、個
別
民
間
事
業
者
が
取

組
む
場
合
も
あ
れ
ば
、自
治
体
、観
光
協
会
、

D
M
O
、商
工
会
、農
協
や
農
業
法
人
、漁
協
、製

造
業
、伝
統
産
業
と
い
っ
た
様
々
な
組
織
が
連

携
し
た
取
組
も
あ
る
。地
方
部
の
新
規
雇
用
、移

住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
に
は
ま

だ
時
間
の
か
か
る
取
組
も
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、現
在
地
方
部
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、地

域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、そ
の
過
程
や
そ
れ

を
担
う
、あ
る
い
は
支
え
る
人
材
・
組
織
、現
在

の
効
果
や
展
望
を
収
集
・
整
理
す
る
こ
と
で
、地

方
創
生
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

●
研
究
対
象
の
設
定

　本
来
、地
方
部
に
と
っ
て
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

は
、農
業
や
製
造
業
と
並
び
、地
域
外
か
ら
の
収

入
を
得
ら
れ
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、地
域
活

性
化
へ
の
貢
献
が
高
い
産
業
で
あ
る
。し
か
し
、

現
状
に
お
い
て
既
存
の
観
光
産
業
は
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
、日
本
人
双
方
の
観
光
客
数（
宿
泊
・
日

帰
り
）、消
費
単
価
は
2
0
1
5
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
前
の
2
0
2
0
年
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、特
に
地
方
部
に
お
い
て
は
安
売
り
競

争
・
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、賃
金
水
準
も
低

く（
観
光
産
業
は「
最
賃
産
業（
賃
金
が
、最
低
賃

金
に
張
り
付
き
や
す
い
産
業
）」と
の
指
摘
も
あ

る
）、地
域
内
か
ら
の
仕
入
れ
よ
り
も
域
外
か
ら

の
低
価
格
な
原
材
料
を
仕
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

等
、地
域
に
十
分
な
利
益
を
残
し
、地
域
の
雇
用

維
持
・
創
出
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　そ
こ
で
、本
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、地
方

部
・
地
域
の
既
存
観
光
事
業
の
延
長
で
は
な
く
、

地
域
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、特
に
地
域
内
の
原
材
料
の
活

用
や
雇
用（
地
域
住
民
、あ
る
い
は
域
外
か
ら
の

移
住
を
伴
う
雇
用
）を
重
視
し
た
取
組
を
進
め

る
事
業
者
や
地
域
を
対
象
と
し
、さ
ら
に
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
は
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、自
治

体
、日
本
版
D
M
O
や
観
光
協
会
と
の
連
携
、地

域
の
複
数
の
事
業
者
の
連
携
な
ど
、地
域
連
携

に
よ
る
取
組
事
例
を
抽
出
す
る
。

　ま
た
、今
日
で
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、千

葉
県
香
取
市
の
株
式
会
社
ザ
フ
ァ
ー
ム
の
事
例

で
は
、地
域
の
質
の
高
い
農
業
・
農
産
品
を
、農

業
体
験
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ

ン
、通
信
販
売
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、複
合
的

に
提
供
す
る
農
園
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
展
開
し
、

顧
客
を
つ
か
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
事
例
を
踏

ま
え
、事
業
分
野
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
せ
ず
、

地
方
部
に
お
い
て
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
む
事

業
者
そ
の
も
の
に
広
く
目
を
向
け
る
。

1
．観
光
に
よ
る

地
域
経
済
活
性
化
へ
の

期
待
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

2
．地
方
部
に
お
け
る

地
域
活
性
化
の

仕
組
み
と
課
題

3
．研
究
の
方
向
性

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

1

地
方
部
に
お
け
る

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化への
取
組

観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦

5

●
既
往
政
策
事
例
の
整
理
と
探
索

　地
方
部
に
お
け
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、雇

用
の
創
出
は
、観
光
政
策
に
限
ら
ず
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
多
く
の
政
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。

　観
光
庁
に
お
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
・
観
光
地

域
づ
く
り
政
策
と
し
て
地
域
活
性
化
を
実
現
す

る
地
域
体
制
・
組
織
へ
の
支
援
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。D
M
O
の
中
に
は
、事
業
創
出
・
運

営
を
目
的
と
し
た
も
の
、あ
る
い
は
D
M
O
と

は
別
途
に
事
業
会
社
を
設
立
・
運
営
す
る
地
域

も
あ
る
。（
こ
う
し
た
事
業
会
社
は
D
M
C
と
も

呼
ば
れ
る
が
、海
外
で
は
D
M
C
は
M
I
C
E

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
団
体
や
ク
ル
ー
ズ
な
ど

に
お
け
る
現
地
の
各
種
手
配
を
担
う
事
業
会
社

を
指
す
。日
本
で
は
D
M
O
に
対
し
て
、民
間

で
、事
業
を
担
う
事
業
者
を
D
M
C
と
す
る
傾

向
に
あ
る
）。

　当
財
団
で
は
こ
う
し
た
D
M
O
の
事
例
を
も

と
に「
観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
4

月
）株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦
」と
い
う

形
で
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
が
、現

在
の
D
M
O
あ
る
い
は
D
M
O
と
連
携
す
る
事

業
会
社
を
よ
り
幅
広
く
調
査
す
る
。

　さ
ら
に
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
地
方
部

の
事
業
者
・
事
業
創
出
に
関
す
る
支
援
事
業
は
、

経
済
産
業
省
、中
小
企
業
庁
、総
務
省
、農
林
水

産
省
等
に
よ
っ
て
取
組
ま
れ
、事
例
集
等
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
政
策
・
事
例
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、地
方
部
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
政
策

の
も
と
、ど
の
よ
う
な
組
織
・
人
材
が
、ど
の
よ

う
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
の
か
を
把

握
す
る
。

●
今
後
の
事
例
調
査

　本
調
査
の
対
象
は
、地
方
部
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
と
し
て
は
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、さ

ら
に
地
域
活
性
化
、雇
用
の
創
出
と
い
う
社
会

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
つ
つ
自
立
的
な
事
業

性
を
維
持
す
る
と
い
う
難
し
い
条
件
を
前
提
と

し
て
有
し
て
い
る
。そ
う
し
た
条
件
下
に
お
い

て
、実
際
に
ど
の
よ
う
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

組
ま
れ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を

現
地
調
査
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
、今
後

の
研
究
の
主
眼
で
あ
る
。

　特
に
、人
件
費
や
地
域
内
仕
入
れ
と
し
て
地

域
に
利
益
を
残
す
仕
組
み
や
そ
う
し
た
困
難
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
自
立
的
に
継
続
す
る
手
法

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、こ
う

し
た
観
光
産
業
の
成
果
は
、中
長
期
的
に
見
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、創
業
期
・
成
長
期
・

停
滞
期
・
再
回
復
期
な
ど
事
業
が
軌
道
に
の
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
取
組
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
各
地
で
こ
う
し

た
組
織
が
成
立
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
事

例
、知
見
を
整
理
・
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　本
研
究
で
は
既
に
、何
名
か
の「
地
方
部
で
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、地
域
の
活
性
化
、雇

用
を
生
み
出
す
」こ
と
に
挑
戦
す
る
方
々
に
お

会
い
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。こ
う

し
た
方
々
の
背
景
は
、U
タ
ー
ン
、I
タ
ー
ン
の

方
も
い
れ
ば
、観
光
業
の
2
代
目
、3
代
目
や
農

林
漁
業
、伝
統
産
業
、商
工
業
を
ベ
ー
ス
に
持
つ

方
等
、様
々
で
あ
る
。し
か
し
、一
様
に「
こ
の
地

域
に
は
他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。可

能
性
が
あ
る
。」と
考
え
、「
人
が
訪
れ
る
、お
金

を
払
う
価
値（
サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
得
る
」こ
と

を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、自
身
の

新
し
い
事
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
全
体
の
活
性

化
を
視
野
に
自
身
の
事
業
や
展
望
を
力
強
く
語

る
。　こ

れ
ら
の
取
組
の
多
く
は
、事
業
開
始
時
点

か
ら
数
年
を
経
た
段
階
で
あ
り
、現
時
点
で
成

功
・
不
成
功
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま

た
、そ
れ
ら
の
取
組
か
ら
ど
の
地
域
に
も
あ
て

は
ま
る
一
般
論
を
導
き
出
せ
る
か
も
不
透
明
で

あ
る
し
、そ
れ
は
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　し
か
し
、こ
う
し
た
困
難
な
取
組
に
挑
戦
す

る
具
体
例
に
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、日
本
の
地
方
部
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
ビ

ジ
ネ
ス
、観
光
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
地
方
部
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地域経済に
貢献する
観光ビジネス

利用者数単価設定地域に残る
利益率

観光による
経済効果

観光地域づくり（自治体、DMO）

観光サービス （事業者）

地域の魅力、独自性 観光客

域内
調達率

1人あたり
消費単価旅行者数

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❺

〜
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
の
可
能
性
を
実
証
的
に
捉
え
る
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　本
研
究
は
、人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
地
方

部
に
お
い
て
、観
光
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス（
収
益
事

業
）を
創
出
・
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
経
済
が
活
性
化
し
、雇
用
が
生
ま
れ
、

移
住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
を
生
み
出
す
可
能

性
に
つ
い
て
、ま
た
そ
の
手
法
に
つ
い
て
、事
例

研
究
を
ベ
ー
ス
に
取
組
む
も
の
で
あ
る
。

　2
0
0
3
年
の
小
泉
首
相（
当
時
）の
観
光
立

国
宣
言
、2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
施
行
、2
0
0
8
年
の
観
光
庁
創
設
以
降
、観

光
は
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
幅
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。特
に
、2
0
0
7
年
の
観

光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
は
、観
光
に
期

待
さ
れ
る
効
果
の
一
つ
と
し
て「
地
域
経
済
の

活
性
化
、雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済
の

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄
与
す

る
」こ
と
が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。さ
ら

に
、2
0
1
4
年
9
月
の
第
二
次
安
倍
改
造
内

閣
に
お
け
る「
地
方
創
生
」政
策
の
中
で
も
、基

本
目
標
の
一
つ「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
並

び
観
光
が
地
域
の
主
要
産
業
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、地
方
部
の
状
況
は
2
0
2
0
年
1

月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
っ
て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
2
0
2
0
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
2
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
2
0
改
訂
版
）に
お
い
て
も
、「（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
）地
域
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、産
業
の
基
盤
が
脅
か
さ

れ
る
と
と
も
に
、企
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
・
縮
小
等
に
よ
り
地
域
内
外
の
人
の
交
流
機

会
が
減
少
し
、交
流
人
口
も
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。地
方
公
共
団
体
や
企
業
等
が
地
方
創

生
に
向
け
る
余
力
が
乏
し
く
な
り
、地
域
に
お

い
て
地
方
創
生
の
取
組
を
十
分
実
施
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
」な
ど
、厳
し
い
状
況
を
指

摘
し
て
い
る
。

●
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

（
地
域
経
済
循
環
）の
仕
組
み

　地
域
の
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
旅
行
者
数
×
1
人
あ
た
り
の
消
費
単

価
×
域
内
調
達
率
」の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。こ

れ
を
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
に
置
き
換
え
る

と
、「
域
内
居
住
者
の
人
件
費
や
域
内
で
の
原
材

図 2 観光地域づくりと観光サービスの連携

図 1 観光経済に貢献する観光ビジネス

料
の
仕
入
れ
と
い
っ
た
地
域
に
残
る
利
益（
お

金
）と
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
次
な
る
事
業
拡
張
・
展
開

を
想
定
し
た
一
定
の
利
益（
経
常
利
益
）を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
に
適
し
た
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
を
設
定
し
、そ
う
し
た
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
一
定
数
の
利
用
者
を
確
保
す
る
」と

い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、地
域
の
自
然
・
景
観
や
歴
史
・
文
化
、

特
産
品
や
食
の
魅
力
、温
泉
な
ど
の
魅
力
を
観

光
を
通
し
て
価
値
あ
る
体
験
と
し
て
昇
華
し
、

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
、あ
る
い
は
惹
き
つ
け

続
け
る
強
い
魅
力
、他
地
域
と
差
別
化
で
き
る

独
自
性
の
強
い
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

●
地
域
を
稼
が
せ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕

組
み　現

在
の
観
光
地
域
づ
く
り
政
策
の
柱
で
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
日
本
版
D
M
O
法
人
）

は
、「
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
地
域
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令

塔
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が「
地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
」仕
組
み
と
は
、地
域
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、そ
れ

ら
を
基
に
し
た
地
域
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
や
資
源

の
磨
き
上
げ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
役
割

と
な
る
。地
域
で「
稼
ぐ
」観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
す
主
体
は
、あ
く
ま
で
個
々
の
民
間
事
業

者
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、観
光
地

域
づ
く
り
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

●
地
方
部
の
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の

課
題
と
可
能
性

　地
方
部
に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

比
べ
て
容
易
で
は
な
い
。通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
加
え
、地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
社
会

的
目
的
を
有
す
る
が
故
に
、高
い
付
加
価
値（
顧

客
か
ら
み
れ
ば
一
定
以
上
の
料
金
）を
設
定
し

つ
つ
も
、顧
客
を
確
保
し
、選
ば
れ
続
け
る（
高

い
満
足
を
提
供
す
る
）こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま

た
、自
ら
の
事
業
と
と
も
に
、地
域
の
魅
力
や
独

自
性
の
源
泉
と
な
る
地
域
の
歴
史
文
化
、自
然

や
既
存
の
農
林
漁
業
、商
工
業
等
と
の
連
携
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　加
え
て
、地
方
部
な
ら
で
は
の
課
題
も
あ
る
。

人
口
の
減
少
を
背
景
に
、産
業
を
生
み
出
し
、担

う
人
材
の
不
足
、少
な
い
周
辺
人
口
や
都
市
部

か
ら
の
距
離
と
い
っ
た
弱
い
市
場
性
、減
衰
す

る
地
域
経
済
・
財
務
基
盤
な
ど
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
る
人
や
資
金
の
不
足
は
負
の
循
環
と
な

っ
て
い
る
。

　し
か
し
、マ
イ
ナ
ス
面
を
乗
り
越
え
、地
方
部

に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
に
取
組
む
事
業
者
が
現
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
組
は
、個
別
民
間
事
業
者
が
取

組
む
場
合
も
あ
れ
ば
、自
治
体
、観
光
協
会
、

D
M
O
、商
工
会
、農
協
や
農
業
法
人
、漁
協
、製

造
業
、伝
統
産
業
と
い
っ
た
様
々
な
組
織
が
連

携
し
た
取
組
も
あ
る
。地
方
部
の
新
規
雇
用
、移

住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
に
は
ま

だ
時
間
の
か
か
る
取
組
も
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、現
在
地
方
部
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、地

域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、そ
の
過
程
や
そ
れ

を
担
う
、あ
る
い
は
支
え
る
人
材
・
組
織
、現
在

の
効
果
や
展
望
を
収
集
・
整
理
す
る
こ
と
で
、地

方
創
生
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

●
研
究
対
象
の
設
定

　本
来
、地
方
部
に
と
っ
て
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

は
、農
業
や
製
造
業
と
並
び
、地
域
外
か
ら
の
収

入
を
得
ら
れ
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、地
域
活

性
化
へ
の
貢
献
が
高
い
産
業
で
あ
る
。し
か
し
、

現
状
に
お
い
て
既
存
の
観
光
産
業
は
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
、日
本
人
双
方
の
観
光
客
数（
宿
泊
・
日

帰
り
）、消
費
単
価
は
2
0
1
5
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
前
の
2
0
2
0
年
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、特
に
地
方
部
に
お
い
て
は
安
売
り
競

争
・
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、賃
金
水
準
も
低

く（
観
光
産
業
は「
最
賃
産
業（
賃
金
が
、最
低
賃

金
に
張
り
付
き
や
す
い
産
業
）」と
の
指
摘
も
あ

る
）、地
域
内
か
ら
の
仕
入
れ
よ
り
も
域
外
か
ら

の
低
価
格
な
原
材
料
を
仕
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

等
、地
域
に
十
分
な
利
益
を
残
し
、地
域
の
雇
用

維
持
・
創
出
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　そ
こ
で
、本
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、地
方

部
・
地
域
の
既
存
観
光
事
業
の
延
長
で
は
な
く
、

地
域
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、特
に
地
域
内
の
原
材
料
の
活

用
や
雇
用（
地
域
住
民
、あ
る
い
は
域
外
か
ら
の

移
住
を
伴
う
雇
用
）を
重
視
し
た
取
組
を
進
め

る
事
業
者
や
地
域
を
対
象
と
し
、さ
ら
に
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
は
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、自
治

体
、日
本
版
D
M
O
や
観
光
協
会
と
の
連
携
、地

域
の
複
数
の
事
業
者
の
連
携
な
ど
、地
域
連
携

に
よ
る
取
組
事
例
を
抽
出
す
る
。

　ま
た
、今
日
で
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、千

葉
県
香
取
市
の
株
式
会
社
ザ
フ
ァ
ー
ム
の
事
例

で
は
、地
域
の
質
の
高
い
農
業
・
農
産
品
を
、農

業
体
験
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ

ン
、通
信
販
売
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、複
合
的

に
提
供
す
る
農
園
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
展
開
し
、

顧
客
を
つ
か
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
事
例
を
踏

ま
え
、事
業
分
野
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
せ
ず
、

地
方
部
に
お
い
て
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
む
事

業
者
そ
の
も
の
に
広
く
目
を
向
け
る
。

1
．観
光
に
よ
る

地
域
経
済
活
性
化
へ
の

期
待
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

2
．地
方
部
に
お
け
る

地
域
活
性
化
の

仕
組
み
と
課
題

3
．研
究
の
方
向
性

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

1

地
方
部
に
お
け
る

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化への
取
組

観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推
進
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
野
文
彦

5

●
既
往
政
策
事
例
の
整
理
と
探
索

　地
方
部
に
お
け
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、雇

用
の
創
出
は
、観
光
政
策
に
限
ら
ず
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
多
く
の
政
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。

　観
光
庁
に
お
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
・
観
光
地

域
づ
く
り
政
策
と
し
て
地
域
活
性
化
を
実
現
す

る
地
域
体
制
・
組
織
へ
の
支
援
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。D
M
O
の
中
に
は
、事
業
創
出
・
運

営
を
目
的
と
し
た
も
の
、あ
る
い
は
D
M
O
と

は
別
途
に
事
業
会
社
を
設
立
・
運
営
す
る
地
域

も
あ
る
。（
こ
う
し
た
事
業
会
社
は
D
M
C
と
も

呼
ば
れ
る
が
、海
外
で
は
D
M
C
は
M
I
C
E

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
団
体
や
ク
ル
ー
ズ
な
ど

に
お
け
る
現
地
の
各
種
手
配
を
担
う
事
業
会
社

を
指
す
。日
本
で
は
D
M
O
に
対
し
て
、民
間

で
、事
業
を
担
う
事
業
者
を
D
M
C
と
す
る
傾

向
に
あ
る
）。

　当
財
団
で
は
こ
う
し
た
D
M
O
の
事
例
を
も

と
に「
観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
4

月
）株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦
」と
い
う

形
で
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
が
、現

在
の
D
M
O
あ
る
い
は
D
M
O
と
連
携
す
る
事

業
会
社
を
よ
り
幅
広
く
調
査
す
る
。

　さ
ら
に
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
地
方
部

の
事
業
者
・
事
業
創
出
に
関
す
る
支
援
事
業
は
、

経
済
産
業
省
、中
小
企
業
庁
、総
務
省
、農
林
水

産
省
等
に
よ
っ
て
取
組
ま
れ
、事
例
集
等
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
政
策
・
事
例
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、地
方
部
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
政
策

の
も
と
、ど
の
よ
う
な
組
織
・
人
材
が
、ど
の
よ

う
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
の
か
を
把

握
す
る
。

●
今
後
の
事
例
調
査

　本
調
査
の
対
象
は
、地
方
部
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
と
し
て
は
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、さ

ら
に
地
域
活
性
化
、雇
用
の
創
出
と
い
う
社
会

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
つ
つ
自
立
的
な
事
業

性
を
維
持
す
る
と
い
う
難
し
い
条
件
を
前
提
と

し
て
有
し
て
い
る
。そ
う
し
た
条
件
下
に
お
い

て
、実
際
に
ど
の
よ
う
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

組
ま
れ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を

現
地
調
査
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
、今
後

の
研
究
の
主
眼
で
あ
る
。

　特
に
、人
件
費
や
地
域
内
仕
入
れ
と
し
て
地

域
に
利
益
を
残
す
仕
組
み
や
そ
う
し
た
困
難
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
自
立
的
に
継
続
す
る
手
法

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、こ
う

し
た
観
光
産
業
の
成
果
は
、中
長
期
的
に
見
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、創
業
期
・
成
長
期
・

停
滞
期
・
再
回
復
期
な
ど
事
業
が
軌
道
に
の
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
取
組
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
各
地
で
こ
う
し

た
組
織
が
成
立
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
事

例
、知
見
を
整
理
・
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　本
研
究
で
は
既
に
、何
名
か
の「
地
方
部
で
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、地
域
の
活
性
化
、雇

用
を
生
み
出
す
」こ
と
に
挑
戦
す
る
方
々
に
お

会
い
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。こ
う

し
た
方
々
の
背
景
は
、U
タ
ー
ン
、I
タ
ー
ン
の

方
も
い
れ
ば
、観
光
業
の
2
代
目
、3
代
目
や
農

林
漁
業
、伝
統
産
業
、商
工
業
を
ベ
ー
ス
に
持
つ

方
等
、様
々
で
あ
る
。し
か
し
、一
様
に「
こ
の
地

域
に
は
他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。可

能
性
が
あ
る
。」と
考
え
、「
人
が
訪
れ
る
、お
金

を
払
う
価
値（
サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
得
る
」こ
と

を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、自
身
の

新
し
い
事
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
全
体
の
活
性

化
を
視
野
に
自
身
の
事
業
や
展
望
を
力
強
く
語

る
。　こ

れ
ら
の
取
組
の
多
く
は
、事
業
開
始
時
点

か
ら
数
年
を
経
た
段
階
で
あ
り
、現
時
点
で
成

功
・
不
成
功
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま

た
、そ
れ
ら
の
取
組
か
ら
ど
の
地
域
に
も
あ
て

は
ま
る
一
般
論
を
導
き
出
せ
る
か
も
不
透
明
で

あ
る
し
、そ
れ
は
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　し
か
し
、こ
う
し
た
困
難
な
取
組
に
挑
戦
す

る
具
体
例
に
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、日
本
の
地
方
部
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
ビ

ジ
ネ
ス
、観
光
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
地
方
部
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地域経済に
貢献する
観光ビジネス

利用者数単価設定地域に残る
利益率

観光による
経済効果

観光地域づくり（自治体、DMO）

観光サービス （事業者）

地域の魅力、独自性 観光客

域内
調達率

1人あたり
消費単価旅行者数

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❺

〜
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
の
可
能
性
を
実
証
的
に
捉
え
る
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事
例
紹
介

　本
研
究
は
、人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
地
方

部
に
お
い
て
、観
光
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス（
収
益
事

業
）を
創
出
・
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
経
済
が
活
性
化
し
、雇
用
が
生
ま
れ
、

移
住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
を
生
み
出
す
可
能

性
に
つ
い
て
、ま
た
そ
の
手
法
に
つ
い
て
、事
例

研
究
を
ベ
ー
ス
に
取
組
む
も
の
で
あ
る
。

　2
0
0
3
年
の
小
泉
首
相（
当
時
）の
観
光
立

国
宣
言
、2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
施
行
、2
0
0
8
年
の
観
光
庁
創
設
以
降
、観

光
は
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
幅
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。特
に
、2
0
0
7
年
の
観

光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
は
、観
光
に
期

待
さ
れ
る
効
果
の
一
つ
と
し
て「
地
域
経
済
の

活
性
化
、雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済
の

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄
与
す

る
」こ
と
が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。さ
ら

に
、2
0
1
4
年
9
月
の
第
二
次
安
倍
改
造
内

閣
に
お
け
る「
地
方
創
生
」政
策
の
中
で
も
、基

本
目
標
の
一
つ「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
並

び
観
光
が
地
域
の
主
要
産
業
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、地
方
部
の
状
況
は
2
0
2
0
年
1

月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
っ
て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
2
0
2
0
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
2
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
2
0
改
訂
版
）に
お
い
て
も
、「（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
）地
域
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、産
業
の
基
盤
が
脅
か
さ

れ
る
と
と
も
に
、企
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
・
縮
小
等
に
よ
り
地
域
内
外
の
人
の
交
流
機

会
が
減
少
し
、交
流
人
口
も
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。地
方
公
共
団
体
や
企
業
等
が
地
方
創

生
に
向
け
る
余
力
が
乏
し
く
な
り
、地
域
に
お

い
て
地
方
創
生
の
取
組
を
十
分
実
施
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
」な
ど
、厳
し
い
状
況
を
指

摘
し
て
い
る
。

●
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

（
地
域
経
済
循
環
）の
仕
組
み

　地
域
の
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
旅
行
者
数
×
1
人
あ
た
り
の
消
費
単

価
×
域
内
調
達
率
」の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。こ

れ
を
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
に
置
き
換
え
る

と
、「
域
内
居
住
者
の
人
件
費
や
域
内
で
の
原
材有田町のセレクトショップbowl（観光文化244号から）

ガーデンショップ「大雪森のガーデン」（観光文化244号から）

佐原の町並み（観光文化248号から）

ONOMICHI U2（観光文化244号から）

波佐見町「西の原」（観光文化244号から）

NIPPONIA小菅 源流の村 （観光文化248号から）

表 1 地域活性化に関する事例集等

料
の
仕
入
れ
と
い
っ
た
地
域
に
残
る
利
益（
お

金
）と
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
次
な
る
事
業
拡
張
・
展
開

を
想
定
し
た
一
定
の
利
益（
経
常
利
益
）を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
に
適
し
た
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
を
設
定
し
、そ
う
し
た
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
一
定
数
の
利
用
者
を
確
保
す
る
」と

い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、地
域
の
自
然
・
景
観
や
歴
史
・
文
化
、

特
産
品
や
食
の
魅
力
、温
泉
な
ど
の
魅
力
を
観

光
を
通
し
て
価
値
あ
る
体
験
と
し
て
昇
華
し
、

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
、あ
る
い
は
惹
き
つ
け

続
け
る
強
い
魅
力
、他
地
域
と
差
別
化
で
き
る

独
自
性
の
強
い
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

●
地
域
を
稼
が
せ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕

組
み　現

在
の
観
光
地
域
づ
く
り
政
策
の
柱
で
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
日
本
版
D
M
O
法
人
）

は
、「
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
地
域
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令

塔
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が「
地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
」仕
組
み
と
は
、地
域
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、そ
れ

ら
を
基
に
し
た
地
域
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
や
資
源

の
磨
き
上
げ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
役
割

と
な
る
。地
域
で「
稼
ぐ
」観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
す
主
体
は
、あ
く
ま
で
個
々
の
民
間
事
業

者
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、観
光
地

域
づ
く
り
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

●
地
方
部
の
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の

課
題
と
可
能
性

　地
方
部
に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

比
べ
て
容
易
で
は
な
い
。通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
加
え
、地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
社
会

的
目
的
を
有
す
る
が
故
に
、高
い
付
加
価
値（
顧

客
か
ら
み
れ
ば
一
定
以
上
の
料
金
）を
設
定
し

つ
つ
も
、顧
客
を
確
保
し
、選
ば
れ
続
け
る（
高

い
満
足
を
提
供
す
る
）こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま

た
、自
ら
の
事
業
と
と
も
に
、地
域
の
魅
力
や
独

自
性
の
源
泉
と
な
る
地
域
の
歴
史
文
化
、自
然

や
既
存
の
農
林
漁
業
、商
工
業
等
と
の
連
携
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　加
え
て
、地
方
部
な
ら
で
は
の
課
題
も
あ
る
。

人
口
の
減
少
を
背
景
に
、産
業
を
生
み
出
し
、担

う
人
材
の
不
足
、少
な
い
周
辺
人
口
や
都
市
部

か
ら
の
距
離
と
い
っ
た
弱
い
市
場
性
、減
衰
す

る
地
域
経
済
・
財
務
基
盤
な
ど
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
る
人
や
資
金
の
不
足
は
負
の
循
環
と
な

っ
て
い
る
。

　し
か
し
、マ
イ
ナ
ス
面
を
乗
り
越
え
、地
方
部

に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
に
取
組
む
事
業
者
が
現
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
組
は
、個
別
民
間
事
業
者
が
取

組
む
場
合
も
あ
れ
ば
、自
治
体
、観
光
協
会
、

D
M
O
、商
工
会
、農
協
や
農
業
法
人
、漁
協
、製

造
業
、伝
統
産
業
と
い
っ
た
様
々
な
組
織
が
連

携
し
た
取
組
も
あ
る
。地
方
部
の
新
規
雇
用
、移

住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
に
は
ま

だ
時
間
の
か
か
る
取
組
も
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、現
在
地
方
部
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、地

域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、そ
の
過
程
や
そ
れ

を
担
う
、あ
る
い
は
支
え
る
人
材
・
組
織
、現
在

の
効
果
や
展
望
を
収
集
・
整
理
す
る
こ
と
で
、地

方
創
生
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

●
研
究
対
象
の
設
定

　本
来
、地
方
部
に
と
っ
て
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

は
、農
業
や
製
造
業
と
並
び
、地
域
外
か
ら
の
収

入
を
得
ら
れ
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、地
域
活

性
化
へ
の
貢
献
が
高
い
産
業
で
あ
る
。し
か
し
、

現
状
に
お
い
て
既
存
の
観
光
産
業
は
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
、日
本
人
双
方
の
観
光
客
数（
宿
泊
・
日

帰
り
）、消
費
単
価
は
2
0
1
5
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
前
の
2
0
2
0
年
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、特
に
地
方
部
に
お
い
て
は
安
売
り
競

争
・
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、賃
金
水
準
も
低

く（
観
光
産
業
は「
最
賃
産
業（
賃
金
が
、最
低
賃

金
に
張
り
付
き
や
す
い
産
業
）」と
の
指
摘
も
あ

る
）、地
域
内
か
ら
の
仕
入
れ
よ
り
も
域
外
か
ら

の
低
価
格
な
原
材
料
を
仕
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

等
、地
域
に
十
分
な
利
益
を
残
し
、地
域
の
雇
用

維
持
・
創
出
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　そ
こ
で
、本
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、地
方

部
・
地
域
の
既
存
観
光
事
業
の
延
長
で
は
な
く
、

地
域
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、特
に
地
域
内
の
原
材
料
の
活

用
や
雇
用（
地
域
住
民
、あ
る
い
は
域
外
か
ら
の

移
住
を
伴
う
雇
用
）を
重
視
し
た
取
組
を
進
め

る
事
業
者
や
地
域
を
対
象
と
し
、さ
ら
に
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
は
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、自
治

体
、日
本
版
D
M
O
や
観
光
協
会
と
の
連
携
、地

域
の
複
数
の
事
業
者
の
連
携
な
ど
、地
域
連
携

に
よ
る
取
組
事
例
を
抽
出
す
る
。

　ま
た
、今
日
で
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、千

葉
県
香
取
市
の
株
式
会
社
ザ
フ
ァ
ー
ム
の
事
例

で
は
、地
域
の
質
の
高
い
農
業
・
農
産
品
を
、農

業
体
験
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ

ン
、通
信
販
売
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、複
合
的

に
提
供
す
る
農
園
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
展
開
し
、

顧
客
を
つ
か
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
事
例
を
踏

ま
え
、事
業
分
野
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
せ
ず
、

地
方
部
に
お
い
て
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
む
事

業
者
そ
の
も
の
に
広
く
目
を
向
け
る
。

　
本
研
究
の一
環
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
観
光
産
業
の
状
況
、ま
た

自
治
体
や
観
光
協
会
を
含
め
た
地
域

と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。そ
の
中
で
も
、栃
木
県
那
須
塩

原
市
で
は
、自
治
体
、観
光
協
会
、民

間
事
業
者
が
連
携
し
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
組
み
、さ
ら
に
将
来

ビ
ジ
ョ
ン「
那
須
塩
原
市
観
光
モ
デ

ル
」を
策
定
す
る
な
ど
、ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

そ
う
し
た
那
須
塩
原
市
の
取
組
に
つ

い
て
、当
財
団
が
主
催
す
る「
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
2
0
2
１
年
10
月

29
日
）で
那
須
塩
原
市
観
光
局
長 

西

須
紀
昭
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　那
須
塩
原
市
は
、東
京
か
ら
新
幹

線
で
最
短
75
分
、高
速
道
路
で
2
時

間
ほ
ど
で
来
ら
れ
ま
す
。全
国
的
に

も
有
名
な
那
須
地
域
の
中
で
、4
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
日
本
一
大
き
な
複

合
扇
状
地
・
那
須
野
が
原
の
中
北
部

と
日
光
国
立
公
園
の
一
部
、那
須
高

原
と
日
光
連
山
の
間
の
関
東
北
部
山

地
に
あ
り
、自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。

非
常
に
活
発
な
火
山
活
動
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
風
景
の
那
須

と
日
光
の
間
に
、塩
原
温
泉
と
板
室

温
泉
が
あ
り
ま
す
。

　那
須
塩
原
市
の
観
光
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

っ
て
、多
大
な
影
響
を
受
け
、入
込
み

数
、宿
泊
者
数
と
も
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

　那
須
塩
原
市
で
は
、市
長
の
先
駆

的
、先
導
的
判
断
の
下
、コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。特
に

観
光
に
つ
い
て
は
、持
続
可
能
な
那
須

塩
原
市
観
光
モ
デ
ル
を
構
築
し
、住

民
、観
光
客
、事
業
者
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
に
責
任
を
持
ち
、意
識
を
高
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

抗
し
て
い
く
た
め
、「
信
頼
」、「
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」、「
責
任
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、展
開
し
て
い
ま
す
。

　1
点
目
の「
信
頼
」は
、安
心
・
安
全

で
す
。特
に
全
国
の
中
で
も
先
駆
的
、

先
導
的
に
取
組
を
進
め
て
き
ま
し

た
。ま
ず
、観
光
事
業
な
ど
、感
染
症

対
策
に
取
り
組
む
事
業
所
の
認
証
制

度
を
創
設
し
、共
助
モ
デ
ル
と
し
て

各
事
業
所
が
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年

9
月
頃
か
ら
宿
泊
事
業
所
の
従
業
員

の
皆
さ
ま
が
廉
価
で
、P
C
R
検
査

を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。そ
れ
と
並
行
し
て
、風
評
被

害
、特
に
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
は

絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

昨
年
の
10
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
人
権
の
擁
護
に

関
す
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。直

近
で
は
、9
月
、10
月
に
観
光
事
業
者

の
職
域
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、市
民
の
皆
様
に
対
し
て
も
、観
光

地
で
あ
る
こ
と
の
不
安
を
払
拭
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、市
民
向
け

の
廉
価
の
P
C
R
検
査
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
安
心
・
安
全
な
観
光
地

づ
く
り
の
も
と
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
、

県
民
割
の
先
駆
け
と
な
る
市
民
向
け

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
は
地
元

再
発
見
、マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、こ
の
地
域
な
ら
安
心
で
あ
る
と
と

も
に
、地
域
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
、

皆
さ
ま
が
ま
だ
知
ら
な
い
楽
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
標
榜

し
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、板
室

温
泉
で
は
、体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

商
品
、半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

ま
し
た
。

　自
然
体
験
型
の
旅
行
商
品
は
、ま

だ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
期
に
あ
り
ま
し

た
が
、事
業
所
の
皆
さ
ま
が
展
開
を

進
め
る
た
め
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
な
れ
ま

し
た
。

　2
点
目
の「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」は
、こ
の

間
、国
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
、観
光

客
の
癒
や
し
を
考
え
た
取
組
と
し
て

O
N
S
E
N
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　3
点
目
の「
責
任
」は
、非
常
に
重

要
で
す
。従
業
員
の
P
C
R
検
査
を

進
め
る
こ
と
に
対
し
、お
客
さ
ま
に

も
責
任
を
負
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、入

湯
税
を
1
0
0
円
程
度
、暫
定
的
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
は
9
月
を

も
っ
て
い
っ
た
ん
廃
止
し
ま
し
た
が
、

今
後
、恒
久
的
に
観
光
地
を
良
く
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
法
定
外
目
的

税
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

こ
れ
か
ら
の
長
い
将
来
に
向
け
て
、本

年
の
3
月
に「
那
須
塩
原
市
観
光
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

最
も
大
き
な
方
向
感
と
し
て
、私
は
、

世
界
の
E
S
G
共
感
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

着
目
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
の
は
、E
のE

n
viron

-
m

ent

、S

のS
ocial

を
共
感
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
地
域
側
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
進

め
て
い
く
か
で
す
。

　世
界
の
共
感
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、こ
の

二
つ
に
対
し
て
、感
応
性
が
非
常
に
高

い
は
ず
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
、ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
せ
ん

が
、必
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
の
共

感
が
日
本
人
に
も
広
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。そ
の
中
で
、E
の
脱
炭
素
・
ク
リ

ー
ン
に
関
し
て
は
、那
須
塩
原
市
は
、

観
光
庁
の
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。つ
い
最
近
で
は
、日

光
国
立
公
園
の
那
須
塩
原
と
し
て
、環

境
省
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に
も
登

録
さ
れ
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
世
界
の
持
続

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
の
対
応
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
観
光
モ
デ
ル（
那
須
塩
原
市
）

●社会的課題を解決するビジネス
として、また、地域における安定的か
つ継続的な雇用創出の受け皿とし
て期待が高まる「ソーシャルビジネ
ス」を全国から先進的事例を公募。
●「町おこし・村おこし、少子高齢
化、環境、貧困問題といった社会的
課題をビジネスとして事業性を確
保しながら自ら解決しようとする活
動」を「ソーシャルビジネス」と定義。

●地域活性化に先行的に取り組
み、成果をあげている事例を日本全
国・世界から収集、調査を行いとりま
とめ（地域産業の活性化、生活サー
ビスや地域コミュニティーの維持）。

●地域の課題と小規模事業者の存
在感について確認した上で、地域の
生活や雇用を支える小規模事業者
の取組について分析。
●従業員の数が20人以下（商業又
はサービス業は5人以下）の事業者
を対象とする。

●創意工夫をもって過疎地域の活
性化に取り組み、優れた成果を上
げ、過疎対策の先進的・モデル的事
例を表彰するもの。

●地方都市における「稼げるまちづ
くり」の有望事例を「地域のチャレ
ンジ100」 として取りまとめ、全国
への展開を図る。「稼げるまちづく
りを支援する包括的政策パッケー
ジ2017～地域の「稼ぐ力」や「地域
価値」の向上に向けて～」を策定・
地域の取組を支援。

経済産業省
「ソーシャルビジネス
55選」（2009年）

中小企業庁
「地域活性化100」
（2015年）

中小企業庁
「地域で価値を
生み出す
小規模事業者」 

（2020年版
小規模企業白書）

総務省
「過疎地域自立
活性化優良事例」

（2019）

内閣府
「稼げるまちづくり
取組事例集

「地域のチャレンジ
100」」（2017）

11事例
（55事例）

21事例
（100事例）

7事例
（40事例）

3事例
（9事例）

32事例
（100事例）

可
能
な
観
光
地「
T
O
P
1
0
0
選
」

に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取

組
が
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、脱
炭

素
・
ク
リ
ー
ン
の
取
組
は
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
す
。

　

E
n
viron

m
en

t

に
関
し
て
は
、行

政
や
大
き
な
企
業
、資
本
力
な
ど
の

力
が
必
要
で
す
。公
共
交
通
の
実
証

実
験
、ビ
ニ
ー
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用
削
減
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
に
つ
い
て
は
、ま
だ
期
待
段
階

で
す
が
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ズ
と
し
て
温
泉
排
熱
、小
水
力
な
ど

が
あ
り
ま
す
。那
須
塩
原
市
は
、生
乳

生
産
本
州
一
の
酪
農
地
域
で
す
。お

隣
、大
田
原
市
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

と
し
て
牛
の
ゲ
ッ
プ
か
ら
出
る
メ
タ

ン
、一
酸
化
二
窒
素
削
減
の
取
組
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
牧
場
も
あ
り

ま
す
。そ
れ
ら
の
取
組
を
展
開
し
、も

っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

S
o
cial

系
に
関
し
て
は
、地
域
の

魅
力
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
か
、お
客
さ
ま
や
旅
人

た
ち
が
地
域
の
細
か
い
魅
力
を
見
い

だ
そ
う
と
し
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、特
に
自
然
と
人
が
重

要
で
す
。自
然
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト

を
お
金
で
表
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が

増
え
る
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。自

然
に
対
し
て
お
金
を
払
い
、自
然
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
た
ち
、楽
し
み

な
が
ら
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
た
ち
を

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、日
本
も
世
界
標
準
に
な

っ
て
い
く
に
違
い
な
い
中
で
、地
域
の

中
で
、日
本
の
自
然
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
直
し
て
い
く
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
が
地

方
に
行
っ
た
と
き
に
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
足
り
な
い
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
近
年
、日
本
で

は
、近
所
の
居
酒
屋
さ
え
消
え
て
し

ま
っ
た
地
域
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　今
、疲
弊
し
て
い
る
温
泉
街
に
は
、

猥
雑
で
繁
華
な
に
ぎ
わ
い
の
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
に
ま
で
戻
れ
る

か
は
別
に
し
て
、温

泉
街
の
居
酒
屋
等

が
2
軒
、3
軒
と
再

生
を
さ
れ
る
と
、そ

の
場
所
が
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
た

ち
に
と
っ
て
、楽
し

い
居
酒
屋
の
街
に

な
り
ま
す
。
温
泉

娘
：
塩
原
八
弥
の

下
、温
泉
街
を
ほ
ろ

酔
い
、そ
ぞ
ろ
歩
く

「
八
弥
夜
バ
ル 

し
お

ば
ら
」の
取
組
な

ど
、地
域
の
方
々
と

旅
人
た
ち（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
方
々
も
）

の
集
う
力
で
、に
ぎ

わ
い
楽
し
い
温
泉

街
を
取
り
戻
し
て

い
く
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　き
ら
り
と
ひ
か
る
地
域
の
魅
力

は
、ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

観
光
は
、も
っ
と
基
本
的
な
価
値
観

レ
ベ
ル
で
の
人
間
の
あ
り
よ
う
に
非

常
に
近
い
も
の
で
す
。観
光
と
い
う
単

語
の
意
味
は
、国
の
光
で
す
。地
域
の

人
た
ち
が
光
っ
て
、幸
せ
で
あ
り
、自

然
が
豊
か
で
、潤
い
に
満
ち
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
見
せ
て
、旅
人
に
お
裾
分

け
を
し
て
あ
げ
る
よ
う
な
方
向
に
も

っ
と
向
か
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

（
一
般
社
団
法
人
那
須
塩
原
市
観
光
局

局
長

　西
須

　紀
昭
）

●
既
往
政
策
事
例
の
整
理
と
探
索

　地
方
部
に
お
け
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、雇

用
の
創
出
は
、観
光
政
策
に
限
ら
ず
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
多
く
の
政
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。

　観
光
庁
に
お
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
・
観
光
地

域
づ
く
り
政
策
と
し
て
地
域
活
性
化
を
実
現
す

る
地
域
体
制
・
組
織
へ
の
支
援
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。D
M
O
の
中
に
は
、事
業
創
出
・
運

営
を
目
的
と
し
た
も
の
、あ
る
い
は
D
M
O
と

は
別
途
に
事
業
会
社
を
設
立
・
運
営
す
る
地
域

も
あ
る
。（
こ
う
し
た
事
業
会
社
は
D
M
C
と
も

呼
ば
れ
る
が
、海
外
で
は
D
M
C
は
M
I
C
E

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
団
体
や
ク
ル
ー
ズ
な
ど

に
お
け
る
現
地
の
各
種
手
配
を
担
う
事
業
会
社

を
指
す
。日
本
で
は
D
M
O
に
対
し
て
、民
間

で
、事
業
を
担
う
事
業
者
を
D
M
C
と
す
る
傾

向
に
あ
る
）。

　当
財
団
で
は
こ
う
し
た
D
M
O
の
事
例
を
も

と
に「
観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
4

月
）株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦
」と
い
う

形
で
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
が
、現

在
の
D
M
O
あ
る
い
は
D
M
O
と
連
携
す
る
事

業
会
社
を
よ
り
幅
広
く
調
査
す
る
。

　さ
ら
に
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
地
方
部

の
事
業
者
・
事
業
創
出
に
関
す
る
支
援
事
業
は
、

経
済
産
業
省
、中
小
企
業
庁
、総
務
省
、農
林
水

産
省
等
に
よ
っ
て
取
組
ま
れ
、事
例
集
等
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
政
策
・
事
例
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、地
方
部
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
政
策

の
も
と
、ど
の
よ
う
な
組
織
・
人
材
が
、ど
の
よ

う
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
の
か
を
把

握
す
る
。

●
今
後
の
事
例
調
査

　本
調
査
の
対
象
は
、地
方
部
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
と
し
て
は
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、さ

ら
に
地
域
活
性
化
、雇
用
の
創
出
と
い
う
社
会

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
つ
つ
自
立
的
な
事
業

性
を
維
持
す
る
と
い
う
難
し
い
条
件
を
前
提
と

し
て
有
し
て
い
る
。そ
う
し
た
条
件
下
に
お
い

て
、実
際
に
ど
の
よ
う
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

組
ま
れ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を

現
地
調
査
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
、今
後

の
研
究
の
主
眼
で
あ
る
。

　特
に
、人
件
費
や
地
域
内
仕
入
れ
と
し
て
地

域
に
利
益
を
残
す
仕
組
み
や
そ
う
し
た
困
難
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
自
立
的
に
継
続
す
る
手
法

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、こ
う

し
た
観
光
産
業
の
成
果
は
、中
長
期
的
に
見
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、創
業
期
・
成
長
期
・

停
滞
期
・
再
回
復
期
な
ど
事
業
が
軌
道
に
の
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
取
組
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
各
地
で
こ
う
し

た
組
織
が
成
立
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
事

例
、知
見
を
整
理
・
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　本
研
究
で
は
既
に
、何
名
か
の「
地
方
部
で
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、地
域
の
活
性
化
、雇

用
を
生
み
出
す
」こ
と
に
挑
戦
す
る
方
々
に
お

会
い
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。こ
う

し
た
方
々
の
背
景
は
、U
タ
ー
ン
、I
タ
ー
ン
の

方
も
い
れ
ば
、観
光
業
の
2
代
目
、3
代
目
や
農

林
漁
業
、伝
統
産
業
、商
工
業
を
ベ
ー
ス
に
持
つ

方
等
、様
々
で
あ
る
。し
か
し
、一
様
に「
こ
の
地

域
に
は
他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。可

能
性
が
あ
る
。」と
考
え
、「
人
が
訪
れ
る
、お
金

を
払
う
価
値（
サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
得
る
」こ
と

を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、自
身
の

新
し
い
事
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
全
体
の
活
性

化
を
視
野
に
自
身
の
事
業
や
展
望
を
力
強
く
語

る
。　こ

れ
ら
の
取
組
の
多
く
は
、事
業
開
始
時
点

か
ら
数
年
を
経
た
段
階
で
あ
り
、現
時
点
で
成

功
・
不
成
功
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま

た
、そ
れ
ら
の
取
組
か
ら
ど
の
地
域
に
も
あ
て

は
ま
る
一
般
論
を
導
き
出
せ
る
か
も
不
透
明
で

あ
る
し
、そ
れ
は
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　し
か
し
、こ
う
し
た
困
難
な
取
組
に
挑
戦
す

る
具
体
例
に
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、日
本
の
地
方
部
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
ビ

ジ
ネ
ス
、観
光
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
地
方
部
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❺

●日本版DMO法人として登録、ある
いは候補登録されたDMOの中か
ら、株式会社等として収益事業に取
組むDMOを抽出。

観光庁資料を
基にJTBF作成

「株式会社DMOの
概要」（2020年）
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事
例
紹
介

　本
研
究
は
、人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
地
方

部
に
お
い
て
、観
光
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス（
収
益
事

業
）を
創
出
・
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
経
済
が
活
性
化
し
、雇
用
が
生
ま
れ
、

移
住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
を
生
み
出
す
可
能

性
に
つ
い
て
、ま
た
そ
の
手
法
に
つ
い
て
、事
例

研
究
を
ベ
ー
ス
に
取
組
む
も
の
で
あ
る
。

　2
0
0
3
年
の
小
泉
首
相（
当
時
）の
観
光
立

国
宣
言
、2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
施
行
、2
0
0
8
年
の
観
光
庁
創
設
以
降
、観

光
は
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
幅
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。特
に
、2
0
0
7
年
の
観

光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
は
、観
光
に
期

待
さ
れ
る
効
果
の
一
つ
と
し
て「
地
域
経
済
の

活
性
化
、雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済
の

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄
与
す

る
」こ
と
が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。さ
ら

に
、2
0
1
4
年
9
月
の
第
二
次
安
倍
改
造
内

閣
に
お
け
る「
地
方
創
生
」政
策
の
中
で
も
、基

本
目
標
の
一
つ「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
並

び
観
光
が
地
域
の
主
要
産
業
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、地
方
部
の
状
況
は
2
0
2
0
年
1

月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
っ
て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
2
0
2
0
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
2
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
2
0
改
訂
版
）に
お
い
て
も
、「（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
）地
域
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、産
業
の
基
盤
が
脅
か
さ

れ
る
と
と
も
に
、企
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
・
縮
小
等
に
よ
り
地
域
内
外
の
人
の
交
流
機

会
が
減
少
し
、交
流
人
口
も
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。地
方
公
共
団
体
や
企
業
等
が
地
方
創

生
に
向
け
る
余
力
が
乏
し
く
な
り
、地
域
に
お

い
て
地
方
創
生
の
取
組
を
十
分
実
施
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
」な
ど
、厳
し
い
状
況
を
指

摘
し
て
い
る
。

●
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

（
地
域
経
済
循
環
）の
仕
組
み

　地
域
の
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
旅
行
者
数
×
1
人
あ
た
り
の
消
費
単

価
×
域
内
調
達
率
」の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。こ

れ
を
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
に
置
き
換
え
る

と
、「
域
内
居
住
者
の
人
件
費
や
域
内
で
の
原
材有田町のセレクトショップbowl（観光文化244号から）

ガーデンショップ「大雪森のガーデン」（観光文化244号から）

佐原の町並み（観光文化248号から）

ONOMICHI U2（観光文化244号から）

波佐見町「西の原」（観光文化244号から）

NIPPONIA小菅 源流の村 （観光文化248号から）

表 1 地域活性化に関する事例集等

料
の
仕
入
れ
と
い
っ
た
地
域
に
残
る
利
益（
お

金
）と
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
次
な
る
事
業
拡
張
・
展
開

を
想
定
し
た
一
定
の
利
益（
経
常
利
益
）を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
に
適
し
た
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
を
設
定
し
、そ
う
し
た
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
一
定
数
の
利
用
者
を
確
保
す
る
」と

い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、地
域
の
自
然
・
景
観
や
歴
史
・
文
化
、

特
産
品
や
食
の
魅
力
、温
泉
な
ど
の
魅
力
を
観

光
を
通
し
て
価
値
あ
る
体
験
と
し
て
昇
華
し
、

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
、あ
る
い
は
惹
き
つ
け

続
け
る
強
い
魅
力
、他
地
域
と
差
別
化
で
き
る

独
自
性
の
強
い
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

●
地
域
を
稼
が
せ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕

組
み　現

在
の
観
光
地
域
づ
く
り
政
策
の
柱
で
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
日
本
版
D
M
O
法
人
）

は
、「
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
地
域
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令

塔
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が「
地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
」仕
組
み
と
は
、地
域
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、そ
れ

ら
を
基
に
し
た
地
域
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
や
資
源

の
磨
き
上
げ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
役
割

と
な
る
。地
域
で「
稼
ぐ
」観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
す
主
体
は
、あ
く
ま
で
個
々
の
民
間
事
業

者
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、観
光
地

域
づ
く
り
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

●
地
方
部
の
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の

課
題
と
可
能
性

　地
方
部
に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

比
べ
て
容
易
で
は
な
い
。通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
加
え
、地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
社
会

的
目
的
を
有
す
る
が
故
に
、高
い
付
加
価
値（
顧

客
か
ら
み
れ
ば
一
定
以
上
の
料
金
）を
設
定
し

つ
つ
も
、顧
客
を
確
保
し
、選
ば
れ
続
け
る（
高

い
満
足
を
提
供
す
る
）こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま

た
、自
ら
の
事
業
と
と
も
に
、地
域
の
魅
力
や
独

自
性
の
源
泉
と
な
る
地
域
の
歴
史
文
化
、自
然

や
既
存
の
農
林
漁
業
、商
工
業
等
と
の
連
携
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　加
え
て
、地
方
部
な
ら
で
は
の
課
題
も
あ
る
。

人
口
の
減
少
を
背
景
に
、産
業
を
生
み
出
し
、担

う
人
材
の
不
足
、少
な
い
周
辺
人
口
や
都
市
部

か
ら
の
距
離
と
い
っ
た
弱
い
市
場
性
、減
衰
す

る
地
域
経
済
・
財
務
基
盤
な
ど
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
る
人
や
資
金
の
不
足
は
負
の
循
環
と
な

っ
て
い
る
。

　し
か
し
、マ
イ
ナ
ス
面
を
乗
り
越
え
、地
方
部

に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
に
取
組
む
事
業
者
が
現
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
組
は
、個
別
民
間
事
業
者
が
取

組
む
場
合
も
あ
れ
ば
、自
治
体
、観
光
協
会
、

D
M
O
、商
工
会
、農
協
や
農
業
法
人
、漁
協
、製

造
業
、伝
統
産
業
と
い
っ
た
様
々
な
組
織
が
連

携
し
た
取
組
も
あ
る
。地
方
部
の
新
規
雇
用
、移

住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
に
は
ま

だ
時
間
の
か
か
る
取
組
も
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、現
在
地
方
部
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、地

域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、そ
の
過
程
や
そ
れ

を
担
う
、あ
る
い
は
支
え
る
人
材
・
組
織
、現
在

の
効
果
や
展
望
を
収
集
・
整
理
す
る
こ
と
で
、地

方
創
生
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

●
研
究
対
象
の
設
定

　本
来
、地
方
部
に
と
っ
て
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

は
、農
業
や
製
造
業
と
並
び
、地
域
外
か
ら
の
収

入
を
得
ら
れ
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、地
域
活

性
化
へ
の
貢
献
が
高
い
産
業
で
あ
る
。し
か
し
、

現
状
に
お
い
て
既
存
の
観
光
産
業
は
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
、日
本
人
双
方
の
観
光
客
数（
宿
泊
・
日

帰
り
）、消
費
単
価
は
2
0
1
5
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
前
の
2
0
2
0
年
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、特
に
地
方
部
に
お
い
て
は
安
売
り
競

争
・
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、賃
金
水
準
も
低

く（
観
光
産
業
は「
最
賃
産
業（
賃
金
が
、最
低
賃

金
に
張
り
付
き
や
す
い
産
業
）」と
の
指
摘
も
あ

る
）、地
域
内
か
ら
の
仕
入
れ
よ
り
も
域
外
か
ら

の
低
価
格
な
原
材
料
を
仕
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

等
、地
域
に
十
分
な
利
益
を
残
し
、地
域
の
雇
用

維
持
・
創
出
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　そ
こ
で
、本
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、地
方

部
・
地
域
の
既
存
観
光
事
業
の
延
長
で
は
な
く
、

地
域
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、特
に
地
域
内
の
原
材
料
の
活

用
や
雇
用（
地
域
住
民
、あ
る
い
は
域
外
か
ら
の

移
住
を
伴
う
雇
用
）を
重
視
し
た
取
組
を
進
め

る
事
業
者
や
地
域
を
対
象
と
し
、さ
ら
に
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
は
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、自
治

体
、日
本
版
D
M
O
や
観
光
協
会
と
の
連
携
、地

域
の
複
数
の
事
業
者
の
連
携
な
ど
、地
域
連
携

に
よ
る
取
組
事
例
を
抽
出
す
る
。

　ま
た
、今
日
で
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、千

葉
県
香
取
市
の
株
式
会
社
ザ
フ
ァ
ー
ム
の
事
例

で
は
、地
域
の
質
の
高
い
農
業
・
農
産
品
を
、農

業
体
験
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ

ン
、通
信
販
売
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、複
合
的

に
提
供
す
る
農
園
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
展
開
し
、

顧
客
を
つ
か
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
事
例
を
踏

ま
え
、事
業
分
野
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
せ
ず
、

地
方
部
に
お
い
て
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
む
事

業
者
そ
の
も
の
に
広
く
目
を
向
け
る
。

　
本
研
究
の一
環
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
観
光
産
業
の
状
況
、ま
た

自
治
体
や
観
光
協
会
を
含
め
た
地
域

と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。そ
の
中
で
も
、栃
木
県
那
須
塩

原
市
で
は
、自
治
体
、観
光
協
会
、民

間
事
業
者
が
連
携
し
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
組
み
、さ
ら
に
将
来

ビ
ジ
ョ
ン「
那
須
塩
原
市
観
光
モ
デ

ル
」を
策
定
す
る
な
ど
、ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

そ
う
し
た
那
須
塩
原
市
の
取
組
に
つ

い
て
、当
財
団
が
主
催
す
る「
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
2
0
2
１
年
10
月

29
日
）で
那
須
塩
原
市
観
光
局
長 

西

須
紀
昭
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　那
須
塩
原
市
は
、東
京
か
ら
新
幹

線
で
最
短
75
分
、高
速
道
路
で
2
時

間
ほ
ど
で
来
ら
れ
ま
す
。全
国
的
に

も
有
名
な
那
須
地
域
の
中
で
、4
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
日
本
一
大
き
な
複

合
扇
状
地
・
那
須
野
が
原
の
中
北
部

と
日
光
国
立
公
園
の
一
部
、那
須
高

原
と
日
光
連
山
の
間
の
関
東
北
部
山

地
に
あ
り
、自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。

非
常
に
活
発
な
火
山
活
動
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
風
景
の
那
須

と
日
光
の
間
に
、塩
原
温
泉
と
板
室

温
泉
が
あ
り
ま
す
。

　那
須
塩
原
市
の
観
光
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

っ
て
、多
大
な
影
響
を
受
け
、入
込
み

数
、宿
泊
者
数
と
も
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

　那
須
塩
原
市
で
は
、市
長
の
先
駆

的
、先
導
的
判
断
の
下
、コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。特
に

観
光
に
つ
い
て
は
、持
続
可
能
な
那
須

塩
原
市
観
光
モ
デ
ル
を
構
築
し
、住

民
、観
光
客
、事
業
者
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
に
責
任
を
持
ち
、意
識
を
高
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

抗
し
て
い
く
た
め
、「
信
頼
」、「
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」、「
責
任
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、展
開
し
て
い
ま
す
。

　1
点
目
の「
信
頼
」は
、安
心
・
安
全

で
す
。特
に
全
国
の
中
で
も
先
駆
的
、

先
導
的
に
取
組
を
進
め
て
き
ま
し

た
。ま
ず
、観
光
事
業
な
ど
、感
染
症

対
策
に
取
り
組
む
事
業
所
の
認
証
制

度
を
創
設
し
、共
助
モ
デ
ル
と
し
て

各
事
業
所
が
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年

9
月
頃
か
ら
宿
泊
事
業
所
の
従
業
員

の
皆
さ
ま
が
廉
価
で
、P
C
R
検
査

を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。そ
れ
と
並
行
し
て
、風
評
被

害
、特
に
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
は

絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

昨
年
の
10
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
人
権
の
擁
護
に

関
す
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。直

近
で
は
、9
月
、10
月
に
観
光
事
業
者

の
職
域
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、市
民
の
皆
様
に
対
し
て
も
、観
光

地
で
あ
る
こ
と
の
不
安
を
払
拭
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、市
民
向
け

の
廉
価
の
P
C
R
検
査
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
安
心
・
安
全
な
観
光
地

づ
く
り
の
も
と
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
、

県
民
割
の
先
駆
け
と
な
る
市
民
向
け

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
は
地
元

再
発
見
、マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、こ
の
地
域
な
ら
安
心
で
あ
る
と
と

も
に
、地
域
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
、

皆
さ
ま
が
ま
だ
知
ら
な
い
楽
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
標
榜

し
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、板
室

温
泉
で
は
、体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

商
品
、半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

ま
し
た
。

　自
然
体
験
型
の
旅
行
商
品
は
、ま

だ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
期
に
あ
り
ま
し

た
が
、事
業
所
の
皆
さ
ま
が
展
開
を

進
め
る
た
め
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
な
れ
ま

し
た
。

　2
点
目
の「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」は
、こ
の

間
、国
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
、観
光

客
の
癒
や
し
を
考
え
た
取
組
と
し
て

O
N
S
E
N
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　3
点
目
の「
責
任
」は
、非
常
に
重

要
で
す
。従
業
員
の
P
C
R
検
査
を

進
め
る
こ
と
に
対
し
、お
客
さ
ま
に

も
責
任
を
負
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、入

湯
税
を
1
0
0
円
程
度
、暫
定
的
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
は
9
月
を

も
っ
て
い
っ
た
ん
廃
止
し
ま
し
た
が
、

今
後
、恒
久
的
に
観
光
地
を
良
く
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
法
定
外
目
的

税
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

こ
れ
か
ら
の
長
い
将
来
に
向
け
て
、本

年
の
3
月
に「
那
須
塩
原
市
観
光
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

最
も
大
き
な
方
向
感
と
し
て
、私
は
、

世
界
の
E
S
G
共
感
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

着
目
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
の
は
、E
のE

n
viron

-
m

ent

、S

のS
ocial

を
共
感
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
地
域
側
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
進

め
て
い
く
か
で
す
。

　世
界
の
共
感
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、こ
の

二
つ
に
対
し
て
、感
応
性
が
非
常
に
高

い
は
ず
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
、ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
せ
ん

が
、必
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
の
共

感
が
日
本
人
に
も
広
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。そ
の
中
で
、E
の
脱
炭
素
・
ク
リ

ー
ン
に
関
し
て
は
、那
須
塩
原
市
は
、

観
光
庁
の
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。つ
い
最
近
で
は
、日

光
国
立
公
園
の
那
須
塩
原
と
し
て
、環

境
省
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に
も
登

録
さ
れ
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
世
界
の
持
続

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
の
対
応
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
観
光
モ
デ
ル（
那
須
塩
原
市
）

●社会的課題を解決するビジネス
として、また、地域における安定的か
つ継続的な雇用創出の受け皿とし
て期待が高まる「ソーシャルビジネ
ス」を全国から先進的事例を公募。
●「町おこし・村おこし、少子高齢
化、環境、貧困問題といった社会的
課題をビジネスとして事業性を確
保しながら自ら解決しようとする活
動」を「ソーシャルビジネス」と定義。

●地域活性化に先行的に取り組
み、成果をあげている事例を日本全
国・世界から収集、調査を行いとりま
とめ（地域産業の活性化、生活サー
ビスや地域コミュニティーの維持）。

●地域の課題と小規模事業者の存
在感について確認した上で、地域の
生活や雇用を支える小規模事業者
の取組について分析。
●従業員の数が20人以下（商業又
はサービス業は5人以下）の事業者
を対象とする。

●創意工夫をもって過疎地域の活
性化に取り組み、優れた成果を上
げ、過疎対策の先進的・モデル的事
例を表彰するもの。

●地方都市における「稼げるまちづ
くり」の有望事例を「地域のチャレ
ンジ100」 として取りまとめ、全国
への展開を図る。「稼げるまちづく
りを支援する包括的政策パッケー
ジ2017～地域の「稼ぐ力」や「地域
価値」の向上に向けて～」を策定・
地域の取組を支援。

経済産業省
「ソーシャルビジネス
55選」（2009年）

中小企業庁
「地域活性化100」
（2015年）

中小企業庁
「地域で価値を
生み出す
小規模事業者」 

（2020年版
小規模企業白書）

総務省
「過疎地域自立
活性化優良事例」

（2019）

内閣府
「稼げるまちづくり
取組事例集

「地域のチャレンジ
100」」（2017）

11事例
（55事例）

21事例
（100事例）

7事例
（40事例）

3事例
（9事例）

32事例
（100事例）

可
能
な
観
光
地「
T
O
P
1
0
0
選
」

に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取

組
が
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、脱
炭

素
・
ク
リ
ー
ン
の
取
組
は
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
す
。

　

E
n
viron

m
en

t

に
関
し
て
は
、行

政
や
大
き
な
企
業
、資
本
力
な
ど
の

力
が
必
要
で
す
。公
共
交
通
の
実
証

実
験
、ビ
ニ
ー
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用
削
減
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
に
つ
い
て
は
、ま
だ
期
待
段
階

で
す
が
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ズ
と
し
て
温
泉
排
熱
、小
水
力
な
ど

が
あ
り
ま
す
。那
須
塩
原
市
は
、生
乳

生
産
本
州
一
の
酪
農
地
域
で
す
。お

隣
、大
田
原
市
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

と
し
て
牛
の
ゲ
ッ
プ
か
ら
出
る
メ
タ

ン
、一
酸
化
二
窒
素
削
減
の
取
組
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
牧
場
も
あ
り

ま
す
。そ
れ
ら
の
取
組
を
展
開
し
、も

っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

S
o
cial

系
に
関
し
て
は
、地
域
の

魅
力
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
か
、お
客
さ
ま
や
旅
人

た
ち
が
地
域
の
細
か
い
魅
力
を
見
い

だ
そ
う
と
し
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、特
に
自
然
と
人
が
重

要
で
す
。自
然
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト

を
お
金
で
表
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が

増
え
る
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。自

然
に
対
し
て
お
金
を
払
い
、自
然
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
た
ち
、楽
し
み

な
が
ら
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
た
ち
を

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、日
本
も
世
界
標
準
に
な

っ
て
い
く
に
違
い
な
い
中
で
、地
域
の

中
で
、日
本
の
自
然
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
直
し
て
い
く
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
が
地

方
に
行
っ
た
と
き
に
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
足
り
な
い
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
近
年
、日
本
で

は
、近
所
の
居
酒
屋
さ
え
消
え
て
し

ま
っ
た
地
域
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　今
、疲
弊
し
て
い
る
温
泉
街
に
は
、

猥
雑
で
繁
華
な
に
ぎ
わ
い
の
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
に
ま
で
戻
れ
る

か
は
別
に
し
て
、温

泉
街
の
居
酒
屋
等

が
2
軒
、3
軒
と
再

生
を
さ
れ
る
と
、そ

の
場
所
が
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
た

ち
に
と
っ
て
、楽
し

い
居
酒
屋
の
街
に

な
り
ま
す
。
温
泉

娘
：
塩
原
八
弥
の

下
、温
泉
街
を
ほ
ろ

酔
い
、そ
ぞ
ろ
歩
く

「
八
弥
夜
バ
ル 

し
お

ば
ら
」の
取
組
な

ど
、地
域
の
方
々
と

旅
人
た
ち（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
方
々
も
）

の
集
う
力
で
、に
ぎ

わ
い
楽
し
い
温
泉

街
を
取
り
戻
し
て

い
く
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　き
ら
り
と
ひ
か
る
地
域
の
魅
力

は
、ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

観
光
は
、も
っ
と
基
本
的
な
価
値
観

レ
ベ
ル
で
の
人
間
の
あ
り
よ
う
に
非

常
に
近
い
も
の
で
す
。観
光
と
い
う
単

語
の
意
味
は
、国
の
光
で
す
。地
域
の

人
た
ち
が
光
っ
て
、幸
せ
で
あ
り
、自

然
が
豊
か
で
、潤
い
に
満
ち
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
見
せ
て
、旅
人
に
お
裾
分

け
を
し
て
あ
げ
る
よ
う
な
方
向
に
も

っ
と
向
か
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

（
一
般
社
団
法
人
那
須
塩
原
市
観
光
局

局
長

　西
須

　紀
昭
）

●
既
往
政
策
事
例
の
整
理
と
探
索

　地
方
部
に
お
け
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、雇

用
の
創
出
は
、観
光
政
策
に
限
ら
ず
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
多
く
の
政
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。

　観
光
庁
に
お
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
・
観
光
地

域
づ
く
り
政
策
と
し
て
地
域
活
性
化
を
実
現
す

る
地
域
体
制
・
組
織
へ
の
支
援
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。D
M
O
の
中
に
は
、事
業
創
出
・
運

営
を
目
的
と
し
た
も
の
、あ
る
い
は
D
M
O
と

は
別
途
に
事
業
会
社
を
設
立
・
運
営
す
る
地
域

も
あ
る
。（
こ
う
し
た
事
業
会
社
は
D
M
C
と
も

呼
ば
れ
る
が
、海
外
で
は
D
M
C
は
M
I
C
E

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
団
体
や
ク
ル
ー
ズ
な
ど

に
お
け
る
現
地
の
各
種
手
配
を
担
う
事
業
会
社

を
指
す
。日
本
で
は
D
M
O
に
対
し
て
、民
間

で
、事
業
を
担
う
事
業
者
を
D
M
C
と
す
る
傾

向
に
あ
る
）。

　当
財
団
で
は
こ
う
し
た
D
M
O
の
事
例
を
も

と
に「
観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
4

月
）株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦
」と
い
う

形
で
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
が
、現

在
の
D
M
O
あ
る
い
は
D
M
O
と
連
携
す
る
事

業
会
社
を
よ
り
幅
広
く
調
査
す
る
。

　さ
ら
に
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
地
方
部

の
事
業
者
・
事
業
創
出
に
関
す
る
支
援
事
業
は
、

経
済
産
業
省
、中
小
企
業
庁
、総
務
省
、農
林
水

産
省
等
に
よ
っ
て
取
組
ま
れ
、事
例
集
等
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
政
策
・
事
例
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、地
方
部
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
政
策

の
も
と
、ど
の
よ
う
な
組
織
・
人
材
が
、ど
の
よ

う
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
の
か
を
把

握
す
る
。

●
今
後
の
事
例
調
査

　本
調
査
の
対
象
は
、地
方
部
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
と
し
て
は
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、さ

ら
に
地
域
活
性
化
、雇
用
の
創
出
と
い
う
社
会

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
つ
つ
自
立
的
な
事
業

性
を
維
持
す
る
と
い
う
難
し
い
条
件
を
前
提
と

し
て
有
し
て
い
る
。そ
う
し
た
条
件
下
に
お
い

て
、実
際
に
ど
の
よ
う
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

組
ま
れ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を

現
地
調
査
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
、今
後

の
研
究
の
主
眼
で
あ
る
。

　特
に
、人
件
費
や
地
域
内
仕
入
れ
と
し
て
地

域
に
利
益
を
残
す
仕
組
み
や
そ
う
し
た
困
難
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
自
立
的
に
継
続
す
る
手
法

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、こ
う

し
た
観
光
産
業
の
成
果
は
、中
長
期
的
に
見
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、創
業
期
・
成
長
期
・

停
滞
期
・
再
回
復
期
な
ど
事
業
が
軌
道
に
の
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
取
組
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
各
地
で
こ
う
し

た
組
織
が
成
立
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
事

例
、知
見
を
整
理
・
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　本
研
究
で
は
既
に
、何
名
か
の「
地
方
部
で
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、地
域
の
活
性
化
、雇

用
を
生
み
出
す
」こ
と
に
挑
戦
す
る
方
々
に
お

会
い
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。こ
う

し
た
方
々
の
背
景
は
、U
タ
ー
ン
、I
タ
ー
ン
の

方
も
い
れ
ば
、観
光
業
の
2
代
目
、3
代
目
や
農

林
漁
業
、伝
統
産
業
、商
工
業
を
ベ
ー
ス
に
持
つ

方
等
、様
々
で
あ
る
。し
か
し
、一
様
に「
こ
の
地

域
に
は
他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。可

能
性
が
あ
る
。」と
考
え
、「
人
が
訪
れ
る
、お
金

を
払
う
価
値（
サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
得
る
」こ
と

を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、自
身
の

新
し
い
事
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
全
体
の
活
性

化
を
視
野
に
自
身
の
事
業
や
展
望
を
力
強
く
語

る
。　こ

れ
ら
の
取
組
の
多
く
は
、事
業
開
始
時
点

か
ら
数
年
を
経
た
段
階
で
あ
り
、現
時
点
で
成

功
・
不
成
功
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま

た
、そ
れ
ら
の
取
組
か
ら
ど
の
地
域
に
も
あ
て

は
ま
る
一
般
論
を
導
き
出
せ
る
か
も
不
透
明
で

あ
る
し
、そ
れ
は
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　し
か
し
、こ
う
し
た
困
難
な
取
組
に
挑
戦
す

る
具
体
例
に
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、日
本
の
地
方
部
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
ビ

ジ
ネ
ス
、観
光
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
地
方
部
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❺

●日本版DMO法人として登録、ある
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　本
研
究
は
、人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
地
方

部
に
お
い
て
、観
光
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス（
収
益
事

業
）を
創
出
・
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、地
域
経
済
が
活
性
化
し
、雇
用
が
生
ま
れ
、

移
住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
を
生
み
出
す
可
能

性
に
つ
い
て
、ま
た
そ
の
手
法
に
つ
い
て
、事
例

研
究
を
ベ
ー
ス
に
取
組
む
も
の
で
あ
る
。

　2
0
0
3
年
の
小
泉
首
相（
当
時
）の
観
光
立

国
宣
言
、2
0
0
7
年
の
観
光
立
国
推
進
基
本

法
施
行
、2
0
0
8
年
の
観
光
庁
創
設
以
降
、観

光
は
地
域
振
興
の
手
段
と
し
て
幅
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。特
に
、2
0
0
7
年
の
観

光
立
国
推
進
基
本
法
に
お
い
て
は
、観
光
に
期

待
さ
れ
る
効
果
の
一
つ
と
し
て「
地
域
経
済
の

活
性
化
、雇
用
の
機
会
の
増
大
等
国
民
経
済
の

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
り
そ
の
発
展
に
寄
与
す

る
」こ
と
が
明
確
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。さ
ら

に
、2
0
1
4
年
9
月
の
第
二
次
安
倍
改
造
内

閣
に
お
け
る「
地
方
創
生
」政
策
の
中
で
も
、基

本
目
標
の
一
つ「
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」に
お
い
て
、農
林
水
産
業
に
並

び
観
光
が
地
域
の
主
要
産
業
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　し
か
し
、地
方
部
の
状
況
は
2
0
2
0
年
1

月
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
っ
て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受

け
て
2
0
2
0
年
12
月
に
改
訂
さ
れ
た
第
2
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
2
0
改
訂
版
）に
お
い
て
も
、「（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
）地
域
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
、産
業
の
基
盤
が
脅
か
さ

れ
る
と
と
も
に
、企
業
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
・
縮
小
等
に
よ
り
地
域
内
外
の
人
の
交
流
機

会
が
減
少
し
、交
流
人
口
も
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
。地
方
公
共
団
体
や
企
業
等
が
地
方
創

生
に
向
け
る
余
力
が
乏
し
く
な
り
、地
域
に
お

い
て
地
方
創
生
の
取
組
を
十
分
実
施
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
て
い
る
」な
ど
、厳
し
い
状
況
を
指

摘
し
て
い
る
。

●
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

（
地
域
経
済
循
環
）の
仕
組
み

　地
域
の
観
光
に
よ
る
経
済
効
果
を
高
め
る
た

め
に
は
、「
旅
行
者
数
×
1
人
あ
た
り
の
消
費
単

価
×
域
内
調
達
率
」の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。こ

れ
を
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
に
置
き
換
え
る

と
、「
域
内
居
住
者
の
人
件
費
や
域
内
で
の
原
材

料
の
仕
入
れ
と
い
っ
た
地
域
に
残
る
利
益（
お

金
）と
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
次
な
る
事
業
拡
張
・
展
開

を
想
定
し
た
一
定
の
利
益（
経
常
利
益
）を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、そ
れ
に
適
し
た
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
を
設
定
し
、そ
う
し
た
観
光

サ
ー
ビ
ス
の
一
定
数
の
利
用
者
を
確
保
す
る
」と

い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、地
域
の
自
然
・
景
観
や
歴
史
・
文
化
、

特
産
品
や
食
の
魅
力
、温
泉
な
ど
の
魅
力
を
観

光
を
通
し
て
価
値
あ
る
体
験
と
し
て
昇
華
し
、

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
、あ
る
い
は
惹
き
つ
け

続
け
る
強
い
魅
力
、他
地
域
と
差
別
化
で
き
る

独
自
性
の
強
い
魅
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

●
地
域
を
稼
が
せ
る
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕

組
み　現

在
の
観
光
地
域
づ
く
り
政
策
の
柱
で
あ
る

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
日
本
版
D
M
O
法
人
）

は
、「
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に

地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
地
域
経
営

の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
司
令

塔
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が「
地
域
の「
稼
ぐ

力
」を
引
き
出
す
」仕
組
み
と
は
、地
域
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、そ
れ

ら
を
基
に
し
た
地
域
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
や
資
源

の
磨
き
上
げ
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
の
役
割

と
な
る
。地
域
で「
稼
ぐ
」観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
す
主
体
は
、あ
く
ま
で
個
々
の
民
間
事
業

者
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、観
光
地

域
づ
く
り
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
が
一
体
的

に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る
。

●
地
方
部
の
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
の

課
題
と
可
能
性

　地
方
部
に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観

光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
に

比
べ
て
容
易
で
は
な
い
。通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
加
え
、地
域
経
済
活
性
化
と
い
う
社
会

的
目
的
を
有
す
る
が
故
に
、高
い
付
加
価
値（
顧

客
か
ら
み
れ
ば
一
定
以
上
の
料
金
）を
設
定
し

つ
つ
も
、顧
客
を
確
保
し
、選
ば
れ
続
け
る（
高

い
満
足
を
提
供
す
る
）こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。ま

た
、自
ら
の
事
業
と
と
も
に
、地
域
の
魅
力
や
独

自
性
の
源
泉
と
な
る
地
域
の
歴
史
文
化
、自
然

や
既
存
の
農
林
漁
業
、商
工
業
等
と
の
連
携
や

観
光
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

　加
え
て
、地
方
部
な
ら
で
は
の
課
題
も
あ
る
。

人
口
の
減
少
を
背
景
に
、産
業
を
生
み
出
し
、担

う
人
材
の
不
足
、少
な
い
周
辺
人
口
や
都
市
部

か
ら
の
距
離
と
い
っ
た
弱
い
市
場
性
、減
衰
す

る
地
域
経
済
・
財
務
基
盤
な
ど
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
る
人
や
資
金
の
不
足
は
負
の
循
環
と
な

っ
て
い
る
。

　し
か
し
、マ
イ
ナ
ス
面
を
乗
り
越
え
、地
方
部

に
お
い
て
地
域
経
済
効
果
の
高
い
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
に
取
組
む
事
業
者
が
現
れ
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。

　こ
う
し
た
取
組
は
、個
別
民
間
事
業
者
が
取

組
む
場
合
も
あ
れ
ば
、自
治
体
、観
光
協
会
、

D
M
O
、商
工
会
、農
協
や
農
業
法
人
、漁
協
、製

造
業
、伝
統
産
業
と
い
っ
た
様
々
な
組
織
が
連

携
し
た
取
組
も
あ
る
。地
方
部
の
新
規
雇
用
、移

住
・
定
住
と
い
っ
た
効
果
が
生
ま
れ
る
に
は
ま

だ
時
間
の
か
か
る
取
組
も
多
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、現
在
地
方
部
で
取
組
ま
れ
て
い
る
、地

域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
の
取
組
事
例
に
つ
い
て
、そ
の
過
程
や
そ
れ

を
担
う
、あ
る
い
は
支
え
る
人
材
・
組
織
、現
在

の
効
果
や
展
望
を
収
集
・
整
理
す
る
こ
と
で
、地

方
創
生
、地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

●
研
究
対
象
の
設
定

　本
来
、地
方
部
に
と
っ
て
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

は
、農
業
や
製
造
業
と
並
び
、地
域
外
か
ら
の
収

入
を
得
ら
れ
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
、地
域
活

性
化
へ
の
貢
献
が
高
い
産
業
で
あ
る
。し
か
し
、

現
状
に
お
い
て
既
存
の
観
光
産
業
は
、イ
ン
バ

ウ
ン
ド
、日
本
人
双
方
の
観
光
客
数（
宿
泊
・
日

帰
り
）、消
費
単
価
は
2
0
1
5
年
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
前
の
2
0
2
0
年
ま
で
拡
大
傾
向
に
あ
っ
た

も
の
の
、特
に
地
方
部
に
お
い
て
は
安
売
り
競

争
・
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、賃
金
水
準
も
低

く（
観
光
産
業
は「
最
賃
産
業（
賃
金
が
、最
低
賃

金
に
張
り
付
き
や
す
い
産
業
）」と
の
指
摘
も
あ

る
）、地
域
内
か
ら
の
仕
入
れ
よ
り
も
域
外
か
ら

の
低
価
格
な
原
材
料
を
仕
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

等
、地
域
に
十
分
な
利
益
を
残
し
、地
域
の
雇
用

維
持
・
創
出
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　そ
こ
で
、本
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、地
方

部
・
地
域
の
既
存
観
光
事
業
の
延
長
で
は
な
く
、

地
域
に
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
の

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、特
に
地
域
内
の
原
材
料
の
活

用
や
雇
用（
地
域
住
民
、あ
る
い
は
域
外
か
ら
の

移
住
を
伴
う
雇
用
）を
重
視
し
た
取
組
を
進
め

る
事
業
者
や
地
域
を
対
象
と
し
、さ
ら
に
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
は
観
光
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、自
治

体
、日
本
版
D
M
O
や
観
光
協
会
と
の
連
携
、地

域
の
複
数
の
事
業
者
の
連
携
な
ど
、地
域
連
携

に
よ
る
取
組
事
例
を
抽
出
す
る
。

　ま
た
、今
日
で
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
複
合
的
に
な
っ
て
い
る
。例
え
ば
、千

葉
県
香
取
市
の
株
式
会
社
ザ
フ
ァ
ー
ム
の
事
例

で
は
、地
域
の
質
の
高
い
農
業
・
農
産
品
を
、農

業
体
験
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
、カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ

ン
、通
信
販
売
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、複
合
的

に
提
供
す
る
農
園
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
展
開
し
、

顧
客
を
つ
か
ん
で
い
る
。こ
う
し
た
事
例
を
踏

ま
え
、事
業
分
野
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
せ
ず
、

地
方
部
に
お
い
て
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
組
む
事

業
者
そ
の
も
の
に
広
く
目
を
向
け
る
。

　
本
研
究
の一
環
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
観
光
産
業
の
状
況
、ま
た

自
治
体
や
観
光
協
会
を
含
め
た
地
域

と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。そ
の
中
で
も
、栃
木
県
那
須
塩

原
市
で
は
、自
治
体
、観
光
協
会
、民

間
事
業
者
が
連
携
し
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
組
み
、さ
ら
に
将
来

ビ
ジ
ョ
ン「
那
須
塩
原
市
観
光
モ
デ

ル
」を
策
定
す
る
な
ど
、ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

そ
う
し
た
那
須
塩
原
市
の
取
組
に
つ

い
て
、当
財
団
が
主
催
す
る「
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
2
0
2
１
年
10
月

29
日
）で
那
須
塩
原
市
観
光
局
長 

西

須
紀
昭
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　那
須
塩
原
市
は
、東
京
か
ら
新
幹

線
で
最
短
75
分
、高
速
道
路
で
2
時

間
ほ
ど
で
来
ら
れ
ま
す
。全
国
的
に

も
有
名
な
那
須
地
域
の
中
で
、4
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
日
本
一
大
き
な
複

合
扇
状
地
・
那
須
野
が
原
の
中
北
部

と
日
光
国
立
公
園
の
一
部
、那
須
高

原
と
日
光
連
山
の
間
の
関
東
北
部
山

地
に
あ
り
、自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。

非
常
に
活
発
な
火
山
活
動
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
風
景
の
那
須

と
日
光
の
間
に
、塩
原
温
泉
と
板
室

温
泉
が
あ
り
ま
す
。

　那
須
塩
原
市
の
観
光
に
お
い
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

っ
て
、多
大
な
影
響
を
受
け
、入
込
み

数
、宿
泊
者
数
と
も
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

　那
須
塩
原
市
で
は
、市
長
の
先
駆

的
、先
導
的
判
断
の
下
、コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
切
っ
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。特
に

観
光
に
つ
い
て
は
、持
続
可
能
な
那
須

塩
原
市
観
光
モ
デ
ル
を
構
築
し
、住

民
、観
光
客
、事
業
者
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
に
責
任
を
持
ち
、意
識
を
高
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

抗
し
て
い
く
た
め
、「
信
頼
」、「
ウ
ェ
ル

ネ
ス
」、「
責
任
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、展
開
し
て
い
ま
す
。

　1
点
目
の「
信
頼
」は
、安
心
・
安
全

で
す
。特
に
全
国
の
中
で
も
先
駆
的
、

先
導
的
に
取
組
を
進
め
て
き
ま
し

た
。ま
ず
、観
光
事
業
な
ど
、感
染
症

対
策
に
取
り
組
む
事
業
所
の
認
証
制

度
を
創
設
し
、共
助
モ
デ
ル
と
し
て

各
事
業
所
が
感
染
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、昨
年

9
月
頃
か
ら
宿
泊
事
業
所
の
従
業
員

の
皆
さ
ま
が
廉
価
で
、P
C
R
検
査

を
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。そ
れ
と
並
行
し
て
、風
評
被

害
、特
に
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
は

絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
、

昨
年
の
10
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
る
人
権
の
擁
護
に

関
す
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。直

近
で
は
、9
月
、10
月
に
観
光
事
業
者

の
職
域
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、市
民
の
皆
様
に
対
し
て
も
、観
光

地
で
あ
る
こ
と
の
不
安
を
払
拭
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、市
民
向
け

の
廉
価
の
P
C
R
検
査
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
安
心
・
安
全
な
観
光
地

づ
く
り
の
も
と
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル
、

県
民
割
の
先
駆
け
と
な
る
市
民
向
け

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
宿
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
は
地
元

再
発
見
、マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
掲

げ
、こ
の
地
域
な
ら
安
心
で
あ
る
と
と

も
に
、地
域
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
、

皆
さ
ま
が
ま
だ
知
ら
な
い
楽
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
標
榜

し
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、板
室

温
泉
で
は
、体
験
型
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

商
品
、半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

ま
し
た
。

　自
然
体
験
型
の
旅
行
商
品
は
、ま

だ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
期
に
あ
り
ま
し

た
が
、事
業
所
の
皆
さ
ま
が
展
開
を

進
め
る
た
め
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
な
れ
ま

し
た
。

　2
点
目
の「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」は
、こ
の

間
、国
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
、観
光

客
の
癒
や
し
を
考
え
た
取
組
と
し
て

O
N
S
E
N
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　3
点
目
の「
責
任
」は
、非
常
に
重

要
で
す
。従
業
員
の
P
C
R
検
査
を

進
め
る
こ
と
に
対
し
、お
客
さ
ま
に

も
責
任
を
負
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、入

湯
税
を
1
0
0
円
程
度
、暫
定
的
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。こ
れ
は
9
月
を

も
っ
て
い
っ
た
ん
廃
止
し
ま
し
た
が
、

今
後
、恒
久
的
に
観
光
地
を
良
く
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
法
定
外
目
的

税
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
始
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

こ
れ
か
ら
の
長
い
将
来
に
向
け
て
、本

年
の
3
月
に「
那
須
塩
原
市
観
光
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

最
も
大
き
な
方
向
感
と
し
て
、私
は
、

世
界
の
E
S
G
共
感
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

着
目
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
の
は
、E
のE

n
viron

-
m

ent

、S

のS
ocial

を
共
感
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
中
で
、ど
の
よ
う
に
地
域
側
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
進

め
て
い
く
か
で
す
。

　世
界
の
共
感
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、こ
の

二
つ
に
対
し
て
、感
応
性
が
非
常
に
高

い
は
ず
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
、ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
せ
ん

が
、必
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
の
共

感
が
日
本
人
に
も
広
げ
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。そ
の
中
で
、E
の
脱
炭
素
・
ク
リ

ー
ン
に
関
し
て
は
、那
須
塩
原
市
は
、

観
光
庁
の
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。つ
い
最
近
で
は
、日

光
国
立
公
園
の
那
須
塩
原
と
し
て
、環

境
省
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に
も
登

録
さ
れ
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
に
よ
る
世
界
の
持
続

可
能
な
観
光
地「
T
O
P
1
0
0
選
」

に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
取

組
が
評
価
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、脱
炭

素
・
ク
リ
ー
ン
の
取
組
は
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
す
。

　

E
n
viron

m
en

t

に
関
し
て
は
、行

政
や
大
き
な
企
業
、資
本
力
な
ど
の

力
が
必
要
で
す
。公
共
交
通
の
実
証

実
験
、ビ
ニ
ー
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用
削
減
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
開
発
に
つ
い
て
は
、ま
だ
期
待
段
階

で
す
が
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ズ
と
し
て
温
泉
排
熱
、小
水
力
な
ど

が
あ
り
ま
す
。那
須
塩
原
市
は
、生
乳

生
産
本
州
一
の
酪
農
地
域
で
す
。お

隣
、大
田
原
市
に
は
温
室
効
果
ガ
ス

と
し
て
牛
の
ゲ
ッ
プ
か
ら
出
る
メ
タ

ン
、一
酸
化
二
窒
素
削
減
の
取
組
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
牧
場
も
あ
り

ま
す
。そ
れ
ら
の
取
組
を
展
開
し
、も

っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

S
o
cial

系
に
関
し
て
は
、地
域
の

魅
力
が
ど
ん
ど
ん
細
か
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
か
、お
客
さ
ま
や
旅
人

た
ち
が
地
域
の
細
か
い
魅
力
を
見
い

だ
そ
う
と
し
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
、特
に
自
然
と
人
が
重

要
で
す
。自
然
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト

を
お
金
で
表
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が

増
え
る
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。自

然
に
対
し
て
お
金
を
払
い
、自
然
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
た
ち
、楽
し
み

な
が
ら
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
人
た
ち
を

増
や
す
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら
の
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、日
本
も
世
界
標
準
に
な

っ
て
い
く
に
違
い
な
い
中
で
、地
域
の

中
で
、日
本
の
自
然
を
リ
ス
ペ
ク
ト

し
直
し
て
い
く
仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
が
地

方
に
行
っ
た
と
き
に
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
足
り
な
い
と
よ
く
い

わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
近
年
、日
本
で

は
、近
所
の
居
酒
屋
さ
え
消
え
て
し

ま
っ
た
地
域
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　今
、疲
弊
し
て
い
る
温
泉
街
に
は
、

猥
雑
で
繁
華
な
に
ぎ
わ
い
の
時
代
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
に
ま
で
戻
れ
る

か
は
別
に
し
て
、温

泉
街
の
居
酒
屋
等

が
2
軒
、3
軒
と
再

生
を
さ
れ
る
と
、そ

の
場
所
が
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
た

ち
に
と
っ
て
、楽
し

い
居
酒
屋
の
街
に

な
り
ま
す
。
温
泉

娘
：
塩
原
八
弥
の

下
、温
泉
街
を
ほ
ろ

酔
い
、そ
ぞ
ろ
歩
く

「
八
弥
夜
バ
ル 

し
お

ば
ら
」の
取
組
な

ど
、地
域
の
方
々
と

旅
人
た
ち（
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
方
々
も
）

の
集
う
力
で
、に
ぎ

わ
い
楽
し
い
温
泉

街
を
取
り
戻
し
て

い
く
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。

　き
ら
り
と
ひ
か
る
地
域
の
魅
力

は
、ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

観
光
は
、も
っ
と
基
本
的
な
価
値
観

レ
ベ
ル
で
の
人
間
の
あ
り
よ
う
に
非

常
に
近
い
も
の
で
す
。観
光
と
い
う
単

語
の
意
味
は
、国
の
光
で
す
。地
域
の

人
た
ち
が
光
っ
て
、幸
せ
で
あ
り
、自

然
が
豊
か
で
、潤
い
に
満
ち
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
見
せ
て
、旅
人
に
お
裾
分

け
を
し
て
あ
げ
る
よ
う
な
方
向
に
も

っ
と
向
か
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

（
一
般
社
団
法
人
那
須
塩
原
市
観
光
局

局
長

　西
須

　紀
昭
）

●
既
往
政
策
事
例
の
整
理
と
探
索

　地
方
部
に
お
け
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、雇

用
の
創
出
は
、観
光
政
策
に
限
ら
ず
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
多
く
の
政
策
が
実
施

さ
れ
て
き
た
。

　観
光
庁
に
お
い
て
は
、ま
ち
づ
く
り
・
観
光
地

域
づ
く
り
政
策
と
し
て
地
域
活
性
化
を
実
現
す

る
地
域
体
制
・
組
織
へ
の
支
援
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。D
M
O
の
中
に
は
、事
業
創
出
・
運

営
を
目
的
と
し
た
も
の
、あ
る
い
は
D
M
O
と

は
別
途
に
事
業
会
社
を
設
立
・
運
営
す
る
地
域

も
あ
る
。（
こ
う
し
た
事
業
会
社
は
D
M
C
と
も

呼
ば
れ
る
が
、海
外
で
は
D
M
C
は
M
I
C
E

を
は
じ
め
と
し
た
大
型
団
体
や
ク
ル
ー
ズ
な
ど

に
お
け
る
現
地
の
各
種
手
配
を
担
う
事
業
会
社

を
指
す
。日
本
で
は
D
M
O
に
対
し
て
、民
間

で
、事
業
を
担
う
事
業
者
を
D
M
C
と
す
る
傾

向
に
あ
る
）。

　当
財
団
で
は
こ
う
し
た
D
M
O
の
事
例
を
も

と
に「
観
光
文
化
2
4
4
号（
2
0
2
0
年
4

月
）株
式
会
社
型
D
M
O
と
い
う
挑
戦
」と
い
う

形
で
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
い
る
が
、現

在
の
D
M
O
あ
る
い
は
D
M
O
と
連
携
す
る
事

業
会
社
を
よ
り
幅
広
く
調
査
す
る
。

　さ
ら
に
、地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
地
方
部

の
事
業
者
・
事
業
創
出
に
関
す
る
支
援
事
業
は
、

経
済
産
業
省
、中
小
企
業
庁
、総
務
省
、農
林
水

産
省
等
に
よ
っ
て
取
組
ま
れ
、事
例
集
等
と
し

て
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
政
策
・
事
例
を
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、地
方
部
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
な
政
策

の
も
と
、ど
の
よ
う
な
組
織
・
人
材
が
、ど
の
よ

う
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
の
か
を
把

握
す
る
。

●
今
後
の
事
例
調
査

　本
調
査
の
対
象
は
、地
方
部
と
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
と
し
て
は
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、さ

ら
に
地
域
活
性
化
、雇
用
の
創
出
と
い
う
社
会

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
つ
つ
自
立
的
な
事
業

性
を
維
持
す
る
と
い
う
難
し
い
条
件
を
前
提
と

し
て
有
し
て
い
る
。そ
う
し
た
条
件
下
に
お
い

て
、実
際
に
ど
の
よ
う
に
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

組
ま
れ
て
お
り
、ど
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を

現
地
調
査
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
、今
後

の
研
究
の
主
眼
で
あ
る
。

　特
に
、人
件
費
や
地
域
内
仕
入
れ
と
し
て
地

域
に
利
益
を
残
す
仕
組
み
や
そ
う
し
た
困
難
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
自
立
的
に
継
続
す
る
手
法

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、こ
う

し
た
観
光
産
業
の
成
果
は
、中
長
期
的
に
見
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、創
業
期
・
成
長
期
・

停
滞
期
・
再
回
復
期
な
ど
事
業
が
軌
道
に
の
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
取
組
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、今
後
各
地
で
こ
う
し

た
組
織
が
成
立
す
る
た
め
の
参
考
と
な
る
事

例
、知
見
を
整
理
・
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　本
研
究
で
は
既
に
、何
名
か
の「
地
方
部
で
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
し
、地
域
の
活
性
化
、雇

用
を
生
み
出
す
」こ
と
に
挑
戦
す
る
方
々
に
お

会
い
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
い
る
。こ
う

し
た
方
々
の
背
景
は
、U
タ
ー
ン
、I
タ
ー
ン
の

方
も
い
れ
ば
、観
光
業
の
2
代
目
、3
代
目
や
農

林
漁
業
、伝
統
産
業
、商
工
業
を
ベ
ー
ス
に
持
つ

方
等
、様
々
で
あ
る
。し
か
し
、一
様
に「
こ
の
地

域
に
は
他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。可

能
性
が
あ
る
。」と
考
え
、「
人
が
訪
れ
る
、お
金

を
払
う
価
値（
サ
ー
ビ
ス
）に
な
り
得
る
」こ
と

を
実
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
、自
身
の

新
し
い
事
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
全
体
の
活
性

化
を
視
野
に
自
身
の
事
業
や
展
望
を
力
強
く
語

る
。　こ

れ
ら
の
取
組
の
多
く
は
、事
業
開
始
時
点

か
ら
数
年
を
経
た
段
階
で
あ
り
、現
時
点
で
成

功
・
不
成
功
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。ま

た
、そ
れ
ら
の
取
組
か
ら
ど
の
地
域
に
も
あ
て

は
ま
る
一
般
論
を
導
き
出
せ
る
か
も
不
透
明
で

あ
る
し
、そ
れ
は
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　し
か
し
、こ
う
し
た
困
難
な
取
組
に
挑
戦
す

る
具
体
例
に
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、日
本
の
地
方
部
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
ビ

ジ
ネ
ス
、観
光
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
こ
と
の

で
き
る
地
方
部
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究……❺

4
．お
わ
り
に

「持続可能な那須塩原市観光モデル」のポイント
コロナ前⇒需要側の視点が主軸
コロナ禍⇒「住民の安心・安全」と「観光の持続性」が重要な視点
⇒①観光客 ②（観光）事業者③地域住民　の合意形成のもとに
進んでいくもの
観光客は大事な「お客様」であるが、観光客
の意識や行動にも一定の責任を持っていた
だくことで観光の「品質」を底上げし、那須
地域の観光ブランドイメージを向上させる
ことが重要

「信頼」「ウェルネス」「責任」の3つのキーワ
ードを掲げる

1. 信頼（安心・安全）
観光客と地域住民の安心・安全の
ための感染対策「見える化」の推進

2. ウェルネス（心と身体のケア）
観光客の心と身体を癒し、豊かに
する「ウェルネスツーリズム」の推進

3. 責任
観光客にも一定の責任を持って
いただく「責任ある観光」（レスポ
ンシブルツーリズム）の推進

３者の
合意形成

観光客

事業者 地域住民

32



員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
、異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
役
割
を
果
た
す
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
大
別
し
て
い
る
。こ
れ

を
八
巻
ら
※
3 

は
模
式
的
に
図
1
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。

道
に
面
し
た
海
沿
い
の
都
市
で
あ
る
。臼
杵
市
、

佐
伯
市
と
境
を
接
し
、東
西
に
28
㎞
、南
北
に
12

㎞
、総
面
積
は
79
・
48
㎢
で
あ
る
。豊
後
水
道
に
面

し
た
津
久
見
湾
を
囲
う
よ
う
に
長
目
半
島
・
四

浦
半
島
の
リ
ア
ス
海
岸
が
伸
び（
馬
蹄
型
）、鎮
南

山
、姫
岳
、碁
盤
ケ
岳
、彦
岳
と
い
っ
た
6
0
0
〜

●
大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
同
市
で
は
、昭
和
26
年
に「
つ
く
み
港
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」の
初
開
催
後
、昭
和
39
年
に

「
津
久
見
扇
子
踊
り
大
会
」が
初
開
催
さ
れ
、昭

和
46
年
に「
津
久
見
市
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」が
開

催
さ
れ
た
。昭
和
62
年
に「
津
久
見
市
民
球
場
」

が
開
場
し
、韓
国
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
本

拠
地
と
し
て
い
た
。平
成
17
年
に
人
気
施
設「
つ

く
み
ん
公
園
」が
開
園
、平
成
20
年
に
津
久
見
港

埋
立
地
一
帯
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
認
定
さ

れ
た
。平
成
21
年
に
津
久
見
市
観
光
協
会
が
市

役
所
内
か
ら
駅
前
に
移
転
独
立
し
た
。

　
同
市
に
お
い
て「
観
光
元
年
」と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、屋
外
型
体
験
施
設「
う
み
た
ま
体
験

パ
ー
ク『
つ
く
み
イ
ル
カ
島
』」が
開
業
し
た
平

成
23
年
で
あ
る
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、現
在
の

当
市
も
主
力
と
な
っ
て
い
る
観
光
商
品「
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ（
平
成
24
年
〜
）」、「
豊
後

水
道
河
津
桜
ま
つ
り（
平
成
25
年
〜
）」「
津
久
見

ひ
ゅ
う
が
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
成
25
年
〜
）」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。平
成
29
年
3
月
に
は「
観

光
を
通
じ
た
地
方
創
生
」を
目
指
し
て「
津
久
見

市
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、同
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
う
ち
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」を
調
査

対
象
と
す
る
。本
事
業
は
、同
市
に
お
い
て
、約

10
年
前
後
に
渡
っ
て
継
続
開
催
さ
れ
て
い
る
。

津
久
見
市
観
光
協
会
を
中
心
に
、市
、商
工
会
議

所
、漁
師
、漁
協
、卸
、飲
食
店
が
連
携
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、企
画
に
関
係
し
た
主
体

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、筆
者
が
本
事

業
に
企
画
主
催
者
側
と
し
て
関
与
し
、現
場
の

実
情
や
関
係
者
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
把
握
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、本
事
業
は
、同
市
の
代
名
詞
的
事
業
と

し
て
認
知
度
も
評
価
も
高
い
が
、漁
業
資
源
の

減
少
や
漁
師
の
後
継
者
問
題
等
と
関
連
し
て
岐

路
に
あ
り
、新
た
な
企
画
や
合
意
形
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、研
究
サ
イ
ド
か
ら
そ

の
一
助
と
な
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

を
把
握
す
る
た
め
、下
記
の
よ
う
な
方
法
で
調

査
を
行
う
。

　
2
0
1
1
年
度
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。「
モ
イ
カ
」は
、標
準

和
名
ア
オ
リ
イ
カ
の
地
方
名
で
あ
り
、同
市
の

特
産
と
な
っ
て
い
る
高
級
海
産
品
で
あ
る
。

津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
は
、漁
業
者（
バ
ッ
タ

リ
漁
協
議
会
）と
、漁
協（
大
分
県
漁
協
津
久
見

支
店
）、卸（
地
元
事
業
者
）、飲
食
店（
津
久
見
市

観
光
協
会
会
員
）、事
務
局（
津
久
見
市
観
光
協

会
）を
中
心
に
、市
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
連

携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
内
約
10
店
舗
の
飲
食
店
で
モ
イ
カ
料
理
を

提
供
す
る
も
の
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式（
飲

食
店
＋
つ
く
み
イ
ル
カ
島
ま
た
は
市
内
菓
子
店

の
ス
タ
ン
プ
の
合
計
2
個
で
、お
食
事
券
や
モ

イ
カ
一
夜
干
し
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
可

能
）の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。津
久
見
市
観

光
協
会
が
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
集
客
す
る
。市
内
商

工
関
係
者
に
強
い
人
脈
が
あ
る
津
久
見
商
工
会

議
所
が
市
内
企
業
に
周
知
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
の
出
張
者
な
ど
の
利
用
も
多
い
。

　
開
催
期
間
中
、大
分
県
漁
協
津
久
見
支
店
が
、

バ
ッ
タ
リ
漁
協
議
会
に
加
盟
す
る
漁
業
者
か
ら
、

事
前
に
取
り
決
め
た
金
額（
期
間
中
は
固
定
）で
モ

イ
カ
を
買
い
取
り
、陸
上
水
槽
で
畜
養
し
て
お
き
、

店
か
ら
注
文
が
入
り
次
第
、活
締
め
に
し
て
出
荷

　
昨
今
、温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
誘
客
力

の
強
い
観
光
資
源
を
持
ち
、観
光
産
業
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」と
呼

ば
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
、観
光
は
、地
域

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
手
段
の
１
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、各
地
の
総
合
計
画
や
観
光
計
画
等
を

紐
解
く
と
、地
域
経
済
の
発
展
や
、産
業
の
誘

致
、雇
用
の
維
持
・
確
保
、移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、空
き
家
・
遊
休
地
の
活

用
、地
域
交
通
の
維
持
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、郷
土
文
化
の
保
全
・
継
承
、健
康
の
維

持
、高
齢
者
の
活
躍
、障
が
い
者
の
活
躍
、自
然

環
境
と
の
共
生
な
ど
、様
々
な
政
策
が
観
光
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、2
0
1
8
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
ま
で
の
約
3
年
間
、大
分
県
津
久
見
市
の

観
光
協
会
及
び
市
商
工
観
光
部
門
に
駐
在
し
、

観
光
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
機
会
を
得
た
。同

市
は
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」で
は
な
く
、（
前
述

の
よ
う
な
）様
々
な
政
策
と
観
光
を
紐
づ
け
て

取
り
組
む
地
域
の
1
つ
で
あ
る
。人
口
わ
ず
か

1
・
8
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
同
市
は
、「
オ
ー

ル
津
久
見
」を
合
言
葉
に
観
光
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
、こ
の「
オ
ー
ル
津
久

見
」に
実
際
に
交
ざ
り
関
わ
る
中
で
、活
動
の
多

く
が
、リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
の「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

体
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
職
場
・
部
署
の
同
僚
や
関
係
先
と
い
っ
た
、業

務
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

学
生
時
代
の
仲
間
や
先
輩
・
後
輩
関
係
、地
区
活

動
の
関
係（
消
防
団
な
ど
）、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
野
球
、剣
道
等
）の
関
係（
指
導
者
、保
護
者
な

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

6

1
．は
じ
め
に

2
．研
究
方
法

す
る
。飲
食
店
は
、新
鮮
な
モ
イ
カ
を
料
金
を
明

示
し
て
提
供
す
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
で
提
供
し

て
い
る
地
域
は
稀
有
で
あ
り
、「
漁
師
×
漁
協
×
料

理
人
の
三
位
一
体
」が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
合
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。市
場
評
価
は
高
く
、平
均
客

単
価
や
１
日
あ
た
り
の
売
上
は
毎
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
度
も
上
昇
し
た
。

（
1
）依
拠
す
る
概
念

ど
）、親
戚
・
血
縁
関
係
と
い
っ
た
、業
務
外
で
の

活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」が
、分
野
・
官
民
・
地
域
を
超
え
て
連
携
す

る
困
難
な
業
務
を
遂
行
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
約
3
年
間
の
経
験
を
思
い
返
せ
ば
、優
秀
と

思
え
る
人
ほ
ど
、退
勤
後
や
休
日
も
、家
庭
・
地

区
・
学
校
な
ど
の
活
動
で
多
忙
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
が
、む
し
ろ
、そ
こ
で
築
か
れ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、困
難
な
業
務
を
遂
行
す

る
鍵
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、ケ
ー
ス（
事
例
）と
し

て
大
分
県
津
久
見
市
を
単
独
で
取
り
上
げ
、同

市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
研
究
で
は
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
注
目
す
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、森

岡
ら
※
1 

に
よ
る
と
、「
集
団
過
程
を
規
定
す
る

集
団
の
目
標
達
成
お
よ
び
集
団
を
維
持
す
る
た

め
の
機
能
の
実
現
を
図
る
べ
く
、集
団
の
成
員

に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の

諸
機
能
を
先
導
的
に
遂
行
す
る
過
程
」と
定
義

さ
れ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ

い
て
、パ
ッ
ト
ナ
ム
※
2 

は「
個
人
間
の
つ
な
が

り
、す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、お
よ
び

そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
」

と
述
べ
て
い
る
。パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
成

〜
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
背
景
に
あ
る

社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
読
み
解
く

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

地
域
課
題
解
決
手
段
と
し
て
の

観
光
政
策
に
関
す
る
研
究

観
光
地
域
研
究
部 

ま
ち
づ
く
り
室
長
／
主
任
研
究
員 

吉
谷
地 

裕

7
0
0
ｍ
の
山
地
が
三
方
か
ら
馬
蹄
型
に
囲
ん

で
い
る
。有
人
の
島
嶼
に
は
、保
戸
島
、地
無
垢
島

の
2
島
が
あ
る
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、戦
国
時
代
に
は
大
友
氏

の
支
配
下
に
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
大
友
家
21
代
義
鎮（
宗
麟
）は
、晩
年

に
津
久
見
赤
河
内
に
居
を
移
し
、1
5
8
7
年

に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、北
半

分
が
臼
杵
藩
、南
半
分
が
佐
伯
藩
と
市
域
が
分

断
さ
れ
て
い
た
。江
戸
時
代
以
降
、ミ
カ
ン
栽
培

や
石
灰
づ
く
り
が
進
展
し
、大
正
5
年
の
日
豊

本
線
臼
杵
・
佐
伯
間
開
通
を
契
機
に
、ミ
カ
ン
の

栽
培
面
積
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
セ

メ
ン
ト
工
業
が
発
達
し
た
。ま
た
、保
戸
島
の
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
業
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
南

洋
へ
進
出
し
た
。こ
う
し
た
鉱
工
業
や
農
業
・
水

産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、現
在
の
津
久
見
市
の

産
業
の
礎
を
築
い
た
。現
在
も
、日
本
最
大
級
の

石
灰
石
鉱
山
と
、石
灰
石
・
セ
メ
ン
ト
産
業
の
集

積
が
見
ら
れ
る
。

　
同
市
の
人
口
は
、昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
現
在
は

1
7
9
6
9
人
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、こ
れ
ら
の
概
念

に
基
づ
い
て
、大
分
県
津
久
見

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
大
分
県
津
久
見
市
の
概
要

　
大
分
県
津
久
見
市
は
、大
分

県
南
東
部
に
位
置
し
、豊
後
水

 

　
本
調
査
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る
と
、2
0
1
1
年
度

に
同
市
が
誘
致
・
開
業
し
た
屋
外
型
水
族
館「
う

み
た
ま
体
験
パ
ー
ク
・
つ
く
み
イ
ル
カ
島
」の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
、多
く
の
関
係
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
1
年
は
、新
た
な
観
光
施
設
を
目
当

て
に
、市
街
地
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
観
光
客
が
来

訪
し
た
が
、飲
食
店
等
が
多
く
立
地
す
る
市
中

心
部
を
素
通
り
し
、市
内
で
の
観
光
消
費
が
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、屋
外
型
水
族
館
で
あ
る
つ
く
み
イ
ル
カ
島
の

冬
期
入
場
者
数
の
底
上
げ
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、2
0
0
8
年
度
に
、広
域
圏
事
業「
ぶ

ん
ご
丼
街
道
」を
通
じ
て
開
発
し
た「
津
久
見
ひ

ゅ
う
が
丼
」が
話
題
と
な
り
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露

出
が
増
加
す
る
な
ど
、市
内
飲
食
関
係
者
の
食

観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。ま
た
、漁
業
者
も
、観
光
に
よ
る
収
入

拡
大
機
会
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
旗
振
り
役
と
な
っ
た
津
久
見
市
観
光
協
会

は
、2
0
0
9
年
に
津
久
見
市
役
所
内
か
ら
駅

前
に
移
転
独
立
し
、観
光
の
取
組
強
化
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。こ
う

し
た
中
で
、農
林
水
産
部
門
経
験
が
あ
る
職
員

を
中
心
に
、市
内
で
の
安
定
供
給
が
課
題
視
さ

れ
て
い
た
モ
イ
カ
が
注
目
さ
れ
、観
光
協
会
が

主
導
し
て
、漁
師
、漁
協
、飲
食
店
な
ど
と
の
調

整
が
図
ら
れ
た
。

　
本
事
業
を
取
り
巻
く
組
織
同
士
の
関
係
は
図

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、現
在

ま
で
に
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
背

景
と
概
要
、組
織
の
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。今

後
、こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、関
係
主
体
へ
の
個

別
の
調
査
を
行
い
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。ま
た
、い
く
つ

か
の
事
例
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、更
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
研
究
の
発
展
と
し
て
、地
域
社
会

（
地
縁
）が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
与
え
る

影
響
や
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
に
よ
る
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
環
境
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、津
久
見
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」で
は
な
い
地
域
が
、観
光
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
進
め
る
に
際
し
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
よ
し
や
ち
・
ゆ
た
か
）

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❻
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員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
、異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
役
割
を
果
た
す
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
大
別
し
て
い
る
。こ
れ

を
八
巻
ら
※
3 
は
模
式
的
に
図
1
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。

道
に
面
し
た
海
沿
い
の
都
市
で
あ
る
。臼
杵
市
、

佐
伯
市
と
境
を
接
し
、東
西
に
28
㎞
、南
北
に
12

㎞
、総
面
積
は
79
・
48
㎢
で
あ
る
。豊
後
水
道
に
面

し
た
津
久
見
湾
を
囲
う
よ
う
に
長
目
半
島
・
四

浦
半
島
の
リ
ア
ス
海
岸
が
伸
び（
馬
蹄
型
）、鎮
南

山
、姫
岳
、碁
盤
ケ
岳
、彦
岳
と
い
っ
た
6
0
0
〜

図 1 人的ネットワークの模式的表現

表 1 調査方法

写真1）津久見市の地形（馬蹄型）

写真7）うみたま体験パーク「つくみイルカ島」
（写真出典：津久見市観光協会）

写真9）豊後水道河津桜まつり
（写真出典：津久見市観光協会）

写真8）津久見扇子踊り大会
（写真出典：津久見市観光協会）

写真6）つくみ港まつり納涼花火大会
（写真出典：津久見市観光協会）

写真3）津久見港と工場、鉱山 写真2）大友宗麟公終焉の地（大友宗麟公墓）

写真5）津久見湾とミカン
（写真出典：津久見市観光協会）

写真4）保戸島

●
大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
同
市
で
は
、昭
和
26
年
に「
つ
く
み
港
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」の
初
開
催
後
、昭
和
39
年
に

「
津
久
見
扇
子
踊
り
大
会
」が
初
開
催
さ
れ
、昭

和
46
年
に「
津
久
見
市
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」が
開

催
さ
れ
た
。昭
和
62
年
に「
津
久
見
市
民
球
場
」

が
開
場
し
、韓
国
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
本

拠
地
と
し
て
い
た
。平
成
17
年
に
人
気
施
設「
つ

く
み
ん
公
園
」が
開
園
、平
成
20
年
に
津
久
見
港

埋
立
地
一
帯
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
認
定
さ

れ
た
。平
成
21
年
に
津
久
見
市
観
光
協
会
が
市

役
所
内
か
ら
駅
前
に
移
転
独
立
し
た
。

　
同
市
に
お
い
て「
観
光
元
年
」と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、屋
外
型
体
験
施
設「
う
み
た
ま
体
験

パ
ー
ク『
つ
く
み
イ
ル
カ
島
』」が
開
業
し
た
平

成
23
年
で
あ
る
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、現
在
の

当
市
も
主
力
と
な
っ
て
い
る
観
光
商
品「
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ（
平
成
24
年
〜
）」、「
豊
後

水
道
河
津
桜
ま
つ
り（
平
成
25
年
〜
）」「
津
久
見

ひ
ゅ
う
が
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
成
25
年
〜
）」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。平
成
29
年
3
月
に
は「
観

光
を
通
じ
た
地
方
創
生
」を
目
指
し
て「
津
久
見

市
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、同
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
う
ち
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」を
調
査

対
象
と
す
る
。本
事
業
は
、同
市
に
お
い
て
、約

10
年
前
後
に
渡
っ
て
継
続
開
催
さ
れ
て
い
る
。

津
久
見
市
観
光
協
会
を
中
心
に
、市
、商
工
会
議

所
、漁
師
、漁
協
、卸
、飲
食
店
が
連
携
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、企
画
に
関
係
し
た
主
体

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、筆
者
が
本
事

業
に
企
画
主
催
者
側
と
し
て
関
与
し
、現
場
の

実
情
や
関
係
者
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
把
握
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、本
事
業
は
、同
市
の
代
名
詞
的
事
業
と

し
て
認
知
度
も
評
価
も
高
い
が
、漁
業
資
源
の

減
少
や
漁
師
の
後
継
者
問
題
等
と
関
連
し
て
岐

路
に
あ
り
、新
た
な
企
画
や
合
意
形
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、研
究
サ
イ
ド
か
ら
そ

の
一
助
と
な
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

を
把
握
す
る
た
め
、下
記
の
よ
う
な
方
法
で
調

査
を
行
う
。

　
2
0
1
1
年
度
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。「
モ
イ
カ
」は
、標
準

和
名
ア
オ
リ
イ
カ
の
地
方
名
で
あ
り
、同
市
の

特
産
と
な
っ
て
い
る
高
級
海
産
品
で
あ
る
。

津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
は
、漁
業
者（
バ
ッ
タ

リ
漁
協
議
会
）と
、漁
協（
大
分
県
漁
協
津
久
見

支
店
）、卸（
地
元
事
業
者
）、飲
食
店（
津
久
見
市

観
光
協
会
会
員
）、事
務
局（
津
久
見
市
観
光
協

会
）を
中
心
に
、市
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
連

携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
内
約
10
店
舗
の
飲
食
店
で
モ
イ
カ
料
理
を

提
供
す
る
も
の
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式（
飲

食
店
＋
つ
く
み
イ
ル
カ
島
ま
た
は
市
内
菓
子
店

の
ス
タ
ン
プ
の
合
計
2
個
で
、お
食
事
券
や
モ

イ
カ
一
夜
干
し
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
可

能
）の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。津
久
見
市
観

光
協
会
が
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
集
客
す
る
。市
内
商

工
関
係
者
に
強
い
人
脈
が
あ
る
津
久
見
商
工
会

議
所
が
市
内
企
業
に
周
知
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
の
出
張
者
な
ど
の
利
用
も
多
い
。

　
開
催
期
間
中
、大
分
県
漁
協
津
久
見
支
店
が
、

バ
ッ
タ
リ
漁
協
議
会
に
加
盟
す
る
漁
業
者
か
ら
、

事
前
に
取
り
決
め
た
金
額（
期
間
中
は
固
定
）で
モ

イ
カ
を
買
い
取
り
、陸
上
水
槽
で
畜
養
し
て
お
き
、

店
か
ら
注
文
が
入
り
次
第
、活
締
め
に
し
て
出
荷

　
昨
今
、温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
誘
客
力

の
強
い
観
光
資
源
を
持
ち
、観
光
産
業
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」と
呼

ば
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
、観
光
は
、地
域

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
手
段
の
１
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、各
地
の
総
合
計
画
や
観
光
計
画
等
を

紐
解
く
と
、地
域
経
済
の
発
展
や
、産
業
の
誘

致
、雇
用
の
維
持
・
確
保
、移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、空
き
家
・
遊
休
地
の
活

用
、地
域
交
通
の
維
持
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、郷
土
文
化
の
保
全
・
継
承
、健
康
の
維

持
、高
齢
者
の
活
躍
、障
が
い
者
の
活
躍
、自
然

環
境
と
の
共
生
な
ど
、様
々
な
政
策
が
観
光
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、2
0
1
8
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
ま
で
の
約
3
年
間
、大
分
県
津
久
見
市
の

観
光
協
会
及
び
市
商
工
観
光
部
門
に
駐
在
し
、

観
光
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
機
会
を
得
た
。同

市
は
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」で
は
な
く
、（
前
述

の
よ
う
な
）様
々
な
政
策
と
観
光
を
紐
づ
け
て

取
り
組
む
地
域
の
1
つ
で
あ
る
。人
口
わ
ず
か

1
・
8
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
同
市
は
、「
オ
ー

ル
津
久
見
」を
合
言
葉
に
観
光
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
、こ
の「
オ
ー
ル
津
久

見
」に
実
際
に
交
ざ
り
関
わ
る
中
で
、活
動
の
多

く
が
、リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
の「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

体
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
職
場
・
部
署
の
同
僚
や
関
係
先
と
い
っ
た
、業

務
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

学
生
時
代
の
仲
間
や
先
輩
・
後
輩
関
係
、地
区
活

動
の
関
係（
消
防
団
な
ど
）、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
野
球
、剣
道
等
）の
関
係（
指
導
者
、保
護
者
な

す
る
。飲
食
店
は
、新
鮮
な
モ
イ
カ
を
料
金
を
明

示
し
て
提
供
す
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
で
提
供
し

て
い
る
地
域
は
稀
有
で
あ
り
、「
漁
師
×
漁
協
×
料

理
人
の
三
位
一
体
」が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
合
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。市
場
評
価
は
高
く
、平
均
客

単
価
や
１
日
あ
た
り
の
売
上
は
毎
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
度
も
上
昇
し
た
。

（
2
）対

象
地
域
の
概
要
と

観
光
ま
ち
づ
く
り
の

変
遷

（
3
）調
査
の
対
象
・
方
法

ど
）、親
戚
・
血
縁
関
係
と
い
っ
た
、業
務
外
で
の

活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」が
、分
野
・
官
民
・
地
域
を
超
え
て
連
携
す

る
困
難
な
業
務
を
遂
行
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
約
3
年
間
の
経
験
を
思
い
返
せ
ば
、優
秀
と

思
え
る
人
ほ
ど
、退
勤
後
や
休
日
も
、家
庭
・
地

区
・
学
校
な
ど
の
活
動
で
多
忙
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
が
、む
し
ろ
、そ
こ
で
築
か
れ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、困
難
な
業
務
を
遂
行
す

る
鍵
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、ケ
ー
ス（
事
例
）と
し

て
大
分
県
津
久
見
市
を
単
独
で
取
り
上
げ
、同

市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
研
究
で
は
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
注
目
す
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、森

岡
ら
※
1 

に
よ
る
と
、「
集
団
過
程
を
規
定
す
る

集
団
の
目
標
達
成
お
よ
び
集
団
を
維
持
す
る
た

め
の
機
能
の
実
現
を
図
る
べ
く
、集
団
の
成
員

に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の

諸
機
能
を
先
導
的
に
遂
行
す
る
過
程
」と
定
義

さ
れ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ

い
て
、パ
ッ
ト
ナ
ム
※
2 

は「
個
人
間
の
つ
な
が

り
、す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、お
よ
び

そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
」

と
述
べ
て
い
る
。パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
成

7
0
0
ｍ
の
山
地
が
三
方
か
ら
馬
蹄
型
に
囲
ん

で
い
る
。有
人
の
島
嶼
に
は
、保
戸
島
、地
無
垢
島

の
2
島
が
あ
る
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、戦
国
時
代
に
は
大
友
氏

の
支
配
下
に
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
大
友
家
21
代
義
鎮（
宗
麟
）は
、晩
年

に
津
久
見
赤
河
内
に
居
を
移
し
、1
5
8
7
年

に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、北
半

分
が
臼
杵
藩
、南
半
分
が
佐
伯
藩
と
市
域
が
分

断
さ
れ
て
い
た
。江
戸
時
代
以
降
、ミ
カ
ン
栽
培

や
石
灰
づ
く
り
が
進
展
し
、大
正
5
年
の
日
豊

本
線
臼
杵
・
佐
伯
間
開
通
を
契
機
に
、ミ
カ
ン
の

❶対象とする活動に対して十
分な情報を有し、独立して個
別のメンバーの関係について
把握している「情報提供者」の
協力を得ながら、対象者の「一
次リスト」を作成する（スノー
ボールサンプリング）
❷アンケート一次調査の実施
と一次リストの拡充
社会ネットワークを把握する
ための下記のような設問を用
意（一次リストの拡充も想
定）：活動の主要メンバーとの
関係、日常的な付き合い、地
域での活動、生活に関する意
識、地域・コミュニティに対す
る意識、個人属性など
❸アンケート二次調査の実施
一次リストで保管されたメン
バーに対する調査（内容は一
次調査と同じ）
ネットワーク図の描画、各種
指標の算出（次数中心性（中
心性の程度）、媒介中心性（仲
立ちの程度）、クリーク（まとま
りの程度によるグループ）な
ど）、各指標の高低で分類し、
日常的な付き合い、地域での
活動、生活に関する意識、
地域・コミュニティに対する意
識、個人属性等に差が生じる
かを検証する。

栽
培
面
積
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
セ

メ
ン
ト
工
業
が
発
達
し
た
。ま
た
、保
戸
島
の
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
業
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
南

洋
へ
進
出
し
た
。こ
う
し
た
鉱
工
業
や
農
業
・
水

産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、現
在
の
津
久
見
市
の

産
業
の
礎
を
築
い
た
。現
在
も
、日
本
最
大
級
の

石
灰
石
鉱
山
と
、石
灰
石
・
セ
メ
ン
ト
産
業
の
集

積
が
見
ら
れ
る
。

　
同
市
の
人
口
は
、昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
現
在
は

1
7
9
6
9
人
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、こ
れ
ら
の
概
念

に
基
づ
い
て
、大
分
県
津
久
見

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
大
分
県
津
久
見
市
の
概
要

　
大
分
県
津
久
見
市
は
、大
分

県
南
東
部
に
位
置
し
、豊
後
水

※
4 

※
5 

調
査
対
象

調
査
方
法

分
析
方
法

大分県津久見市における
キャンペーン
「津久見
モイカフェスタ」

 

　
本
調
査
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る
と
、2
0
1
1
年
度

に
同
市
が
誘
致
・
開
業
し
た
屋
外
型
水
族
館「
う

み
た
ま
体
験
パ
ー
ク
・
つ
く
み
イ
ル
カ
島
」の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
、多
く
の
関
係
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
1
年
は
、新
た
な
観
光
施
設
を
目
当

て
に
、市
街
地
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
観
光
客
が
来

訪
し
た
が
、飲
食
店
等
が
多
く
立
地
す
る
市
中

心
部
を
素
通
り
し
、市
内
で
の
観
光
消
費
が
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、屋
外
型
水
族
館
で
あ
る
つ
く
み
イ
ル
カ
島
の

冬
期
入
場
者
数
の
底
上
げ
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、2
0
0
8
年
度
に
、広
域
圏
事
業「
ぶ

ん
ご
丼
街
道
」を
通
じ
て
開
発
し
た「
津
久
見
ひ

ゅ
う
が
丼
」が
話
題
と
な
り
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露

出
が
増
加
す
る
な
ど
、市
内
飲
食
関
係
者
の
食

観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。ま
た
、漁
業
者
も
、観
光
に
よ
る
収
入

拡
大
機
会
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
旗
振
り
役
と
な
っ
た
津
久
見
市
観
光
協
会

は
、2
0
0
9
年
に
津
久
見
市
役
所
内
か
ら
駅

前
に
移
転
独
立
し
、観
光
の
取
組
強
化
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。こ
う

し
た
中
で
、農
林
水
産
部
門
経
験
が
あ
る
職
員

を
中
心
に
、市
内
で
の
安
定
供
給
が
課
題
視
さ

れ
て
い
た
モ
イ
カ
が
注
目
さ
れ
、観
光
協
会
が

主
導
し
て
、漁
師
、漁
協
、飲
食
店
な
ど
と
の
調

整
が
図
ら
れ
た
。

　
本
事
業
を
取
り
巻
く
組
織
同
士
の
関
係
は
図

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、現
在

ま
で
に
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
背

景
と
概
要
、組
織
の
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。今

後
、こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、関
係
主
体
へ
の
個

別
の
調
査
を
行
い
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。ま
た
、い
く
つ

か
の
事
例
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、更
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
研
究
の
発
展
と
し
て
、地
域
社
会

（
地
縁
）が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
与
え
る

影
響
や
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
に
よ
る
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
環
境
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、津
久
見
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」で
は
な
い
地
域
が
、観
光
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
進
め
る
に
際
し
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
よ
し
や
ち
・
ゆ
た
か
）

リーダー
シップ 結束型

SC

橋渡し型
SC

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❻
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員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
、異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
役
割
を
果
た
す
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
大
別
し
て
い
る
。こ
れ

を
八
巻
ら
※
3 

は
模
式
的
に
図
1
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。

道
に
面
し
た
海
沿
い
の
都
市
で
あ
る
。臼
杵
市
、

佐
伯
市
と
境
を
接
し
、東
西
に
28
㎞
、南
北
に
12

㎞
、総
面
積
は
79
・
48
㎢
で
あ
る
。豊
後
水
道
に
面

し
た
津
久
見
湾
を
囲
う
よ
う
に
長
目
半
島
・
四

浦
半
島
の
リ
ア
ス
海
岸
が
伸
び（
馬
蹄
型
）、鎮
南

山
、姫
岳
、碁
盤
ケ
岳
、彦
岳
と
い
っ
た
6
0
0
〜

図 1 人的ネットワークの模式的表現

表 1 調査方法

写真1）津久見市の地形（馬蹄型）

写真7）うみたま体験パーク「つくみイルカ島」
（写真出典：津久見市観光協会）

写真9）豊後水道河津桜まつり
（写真出典：津久見市観光協会）

写真8）津久見扇子踊り大会
（写真出典：津久見市観光協会）

写真6）つくみ港まつり納涼花火大会
（写真出典：津久見市観光協会）

写真3）津久見港と工場、鉱山 写真2）大友宗麟公終焉の地（大友宗麟公墓）

写真5）津久見湾とミカン
（写真出典：津久見市観光協会）

写真4）保戸島

●
大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
同
市
で
は
、昭
和
26
年
に「
つ
く
み
港
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」の
初
開
催
後
、昭
和
39
年
に

「
津
久
見
扇
子
踊
り
大
会
」が
初
開
催
さ
れ
、昭

和
46
年
に「
津
久
見
市
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」が
開

催
さ
れ
た
。昭
和
62
年
に「
津
久
見
市
民
球
場
」

が
開
場
し
、韓
国
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
本

拠
地
と
し
て
い
た
。平
成
17
年
に
人
気
施
設「
つ

く
み
ん
公
園
」が
開
園
、平
成
20
年
に
津
久
見
港

埋
立
地
一
帯
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
認
定
さ

れ
た
。平
成
21
年
に
津
久
見
市
観
光
協
会
が
市

役
所
内
か
ら
駅
前
に
移
転
独
立
し
た
。

　
同
市
に
お
い
て「
観
光
元
年
」と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、屋
外
型
体
験
施
設「
う
み
た
ま
体
験

パ
ー
ク『
つ
く
み
イ
ル
カ
島
』」が
開
業
し
た
平

成
23
年
で
あ
る
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、現
在
の

当
市
も
主
力
と
な
っ
て
い
る
観
光
商
品「
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ（
平
成
24
年
〜
）」、「
豊
後

水
道
河
津
桜
ま
つ
り（
平
成
25
年
〜
）」「
津
久
見

ひ
ゅ
う
が
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
成
25
年
〜
）」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。平
成
29
年
3
月
に
は「
観

光
を
通
じ
た
地
方
創
生
」を
目
指
し
て「
津
久
見

市
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、同
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
う
ち
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」を
調
査

対
象
と
す
る
。本
事
業
は
、同
市
に
お
い
て
、約

10
年
前
後
に
渡
っ
て
継
続
開
催
さ
れ
て
い
る
。

津
久
見
市
観
光
協
会
を
中
心
に
、市
、商
工
会
議

所
、漁
師
、漁
協
、卸
、飲
食
店
が
連
携
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、企
画
に
関
係
し
た
主
体

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、筆
者
が
本
事

業
に
企
画
主
催
者
側
と
し
て
関
与
し
、現
場
の

実
情
や
関
係
者
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
把
握
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、本
事
業
は
、同
市
の
代
名
詞
的
事
業
と

し
て
認
知
度
も
評
価
も
高
い
が
、漁
業
資
源
の

減
少
や
漁
師
の
後
継
者
問
題
等
と
関
連
し
て
岐

路
に
あ
り
、新
た
な
企
画
や
合
意
形
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、研
究
サ
イ
ド
か
ら
そ

の
一
助
と
な
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

を
把
握
す
る
た
め
、下
記
の
よ
う
な
方
法
で
調

査
を
行
う
。

　
2
0
1
1
年
度
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。「
モ
イ
カ
」は
、標
準

和
名
ア
オ
リ
イ
カ
の
地
方
名
で
あ
り
、同
市
の

特
産
と
な
っ
て
い
る
高
級
海
産
品
で
あ
る
。

津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
は
、漁
業
者（
バ
ッ
タ

リ
漁
協
議
会
）と
、漁
協（
大
分
県
漁
協
津
久
見

支
店
）、卸（
地
元
事
業
者
）、飲
食
店（
津
久
見
市

観
光
協
会
会
員
）、事
務
局（
津
久
見
市
観
光
協

会
）を
中
心
に
、市
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
連

携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
内
約
10
店
舗
の
飲
食
店
で
モ
イ
カ
料
理
を

提
供
す
る
も
の
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式（
飲

食
店
＋
つ
く
み
イ
ル
カ
島
ま
た
は
市
内
菓
子
店

の
ス
タ
ン
プ
の
合
計
2
個
で
、お
食
事
券
や
モ

イ
カ
一
夜
干
し
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
可

能
）の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。津
久
見
市
観

光
協
会
が
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
集
客
す
る
。市
内
商

工
関
係
者
に
強
い
人
脈
が
あ
る
津
久
見
商
工
会

議
所
が
市
内
企
業
に
周
知
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
の
出
張
者
な
ど
の
利
用
も
多
い
。

　
開
催
期
間
中
、大
分
県
漁
協
津
久
見
支
店
が
、

バ
ッ
タ
リ
漁
協
議
会
に
加
盟
す
る
漁
業
者
か
ら
、

事
前
に
取
り
決
め
た
金
額（
期
間
中
は
固
定
）で
モ

イ
カ
を
買
い
取
り
、陸
上
水
槽
で
畜
養
し
て
お
き
、

店
か
ら
注
文
が
入
り
次
第
、活
締
め
に
し
て
出
荷

　
昨
今
、温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
誘
客
力

の
強
い
観
光
資
源
を
持
ち
、観
光
産
業
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」と
呼

ば
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
、観
光
は
、地
域

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
手
段
の
１
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、各
地
の
総
合
計
画
や
観
光
計
画
等
を

紐
解
く
と
、地
域
経
済
の
発
展
や
、産
業
の
誘

致
、雇
用
の
維
持
・
確
保
、移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、空
き
家
・
遊
休
地
の
活

用
、地
域
交
通
の
維
持
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、郷
土
文
化
の
保
全
・
継
承
、健
康
の
維

持
、高
齢
者
の
活
躍
、障
が
い
者
の
活
躍
、自
然

環
境
と
の
共
生
な
ど
、様
々
な
政
策
が
観
光
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、2
0
1
8
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
ま
で
の
約
3
年
間
、大
分
県
津
久
見
市
の

観
光
協
会
及
び
市
商
工
観
光
部
門
に
駐
在
し
、

観
光
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
機
会
を
得
た
。同

市
は
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」で
は
な
く
、（
前
述

の
よ
う
な
）様
々
な
政
策
と
観
光
を
紐
づ
け
て

取
り
組
む
地
域
の
1
つ
で
あ
る
。人
口
わ
ず
か

1
・
8
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
同
市
は
、「
オ
ー

ル
津
久
見
」を
合
言
葉
に
観
光
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
、こ
の「
オ
ー
ル
津
久

見
」に
実
際
に
交
ざ
り
関
わ
る
中
で
、活
動
の
多

く
が
、リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
の「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

体
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
職
場
・
部
署
の
同
僚
や
関
係
先
と
い
っ
た
、業

務
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

学
生
時
代
の
仲
間
や
先
輩
・
後
輩
関
係
、地
区
活

動
の
関
係（
消
防
団
な
ど
）、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
野
球
、剣
道
等
）の
関
係（
指
導
者
、保
護
者
な

す
る
。飲
食
店
は
、新
鮮
な
モ
イ
カ
を
料
金
を
明

示
し
て
提
供
す
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
で
提
供
し

て
い
る
地
域
は
稀
有
で
あ
り
、「
漁
師
×
漁
協
×
料

理
人
の
三
位
一
体
」が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
合
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。市
場
評
価
は
高
く
、平
均
客

単
価
や
１
日
あ
た
り
の
売
上
は
毎
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
度
も
上
昇
し
た
。

（
2
）対

象
地
域
の
概
要
と

観
光
ま
ち
づ
く
り
の

変
遷

（
3
）調
査
の
対
象
・
方
法

ど
）、親
戚
・
血
縁
関
係
と
い
っ
た
、業
務
外
で
の

活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」が
、分
野
・
官
民
・
地
域
を
超
え
て
連
携
す

る
困
難
な
業
務
を
遂
行
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
約
3
年
間
の
経
験
を
思
い
返
せ
ば
、優
秀
と

思
え
る
人
ほ
ど
、退
勤
後
や
休
日
も
、家
庭
・
地

区
・
学
校
な
ど
の
活
動
で
多
忙
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
が
、む
し
ろ
、そ
こ
で
築
か
れ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、困
難
な
業
務
を
遂
行
す

る
鍵
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、ケ
ー
ス（
事
例
）と
し

て
大
分
県
津
久
見
市
を
単
独
で
取
り
上
げ
、同

市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
研
究
で
は
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
注
目
す
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、森

岡
ら
※
1 

に
よ
る
と
、「
集
団
過
程
を
規
定
す
る

集
団
の
目
標
達
成
お
よ
び
集
団
を
維
持
す
る
た

め
の
機
能
の
実
現
を
図
る
べ
く
、集
団
の
成
員

に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の

諸
機
能
を
先
導
的
に
遂
行
す
る
過
程
」と
定
義

さ
れ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ

い
て
、パ
ッ
ト
ナ
ム
※
2 

は「
個
人
間
の
つ
な
が

り
、す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、お
よ
び

そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
」

と
述
べ
て
い
る
。パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
成

7
0
0
ｍ
の
山
地
が
三
方
か
ら
馬
蹄
型
に
囲
ん

で
い
る
。有
人
の
島
嶼
に
は
、保
戸
島
、地
無
垢
島

の
2
島
が
あ
る
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、戦
国
時
代
に
は
大
友
氏

の
支
配
下
に
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
大
友
家
21
代
義
鎮（
宗
麟
）は
、晩
年

に
津
久
見
赤
河
内
に
居
を
移
し
、1
5
8
7
年

に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、北
半

分
が
臼
杵
藩
、南
半
分
が
佐
伯
藩
と
市
域
が
分

断
さ
れ
て
い
た
。江
戸
時
代
以
降
、ミ
カ
ン
栽
培

や
石
灰
づ
く
り
が
進
展
し
、大
正
5
年
の
日
豊

本
線
臼
杵
・
佐
伯
間
開
通
を
契
機
に
、ミ
カ
ン
の

❶対象とする活動に対して十
分な情報を有し、独立して個
別のメンバーの関係について
把握している「情報提供者」の
協力を得ながら、対象者の「一
次リスト」を作成する（スノー
ボールサンプリング）
❷アンケート一次調査の実施
と一次リストの拡充
社会ネットワークを把握する
ための下記のような設問を用
意（一次リストの拡充も想
定）：活動の主要メンバーとの
関係、日常的な付き合い、地
域での活動、生活に関する意
識、地域・コミュニティに対す
る意識、個人属性など
❸アンケート二次調査の実施
一次リストで保管されたメン
バーに対する調査（内容は一
次調査と同じ）
ネットワーク図の描画、各種
指標の算出（次数中心性（中
心性の程度）、媒介中心性（仲
立ちの程度）、クリーク（まとま
りの程度によるグループ）な
ど）、各指標の高低で分類し、
日常的な付き合い、地域での
活動、生活に関する意識、
地域・コミュニティに対する意
識、個人属性等に差が生じる
かを検証する。

栽
培
面
積
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
セ

メ
ン
ト
工
業
が
発
達
し
た
。ま
た
、保
戸
島
の
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
業
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
南

洋
へ
進
出
し
た
。こ
う
し
た
鉱
工
業
や
農
業
・
水

産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、現
在
の
津
久
見
市
の

産
業
の
礎
を
築
い
た
。現
在
も
、日
本
最
大
級
の

石
灰
石
鉱
山
と
、石
灰
石
・
セ
メ
ン
ト
産
業
の
集

積
が
見
ら
れ
る
。

　
同
市
の
人
口
は
、昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
現
在
は

1
7
9
6
9
人
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、こ
れ
ら
の
概
念

に
基
づ
い
て
、大
分
県
津
久
見

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
大
分
県
津
久
見
市
の
概
要

　
大
分
県
津
久
見
市
は
、大
分

県
南
東
部
に
位
置
し
、豊
後
水

※
4 

※
5 

調
査
対
象

調
査
方
法

分
析
方
法

大分県津久見市における
キャンペーン
「津久見
モイカフェスタ」

 

　
本
調
査
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る
と
、2
0
1
1
年
度

に
同
市
が
誘
致
・
開
業
し
た
屋
外
型
水
族
館「
う

み
た
ま
体
験
パ
ー
ク
・
つ
く
み
イ
ル
カ
島
」の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
、多
く
の
関
係
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
1
年
は
、新
た
な
観
光
施
設
を
目
当

て
に
、市
街
地
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
観
光
客
が
来

訪
し
た
が
、飲
食
店
等
が
多
く
立
地
す
る
市
中

心
部
を
素
通
り
し
、市
内
で
の
観
光
消
費
が
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、屋
外
型
水
族
館
で
あ
る
つ
く
み
イ
ル
カ
島
の

冬
期
入
場
者
数
の
底
上
げ
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、2
0
0
8
年
度
に
、広
域
圏
事
業「
ぶ

ん
ご
丼
街
道
」を
通
じ
て
開
発
し
た「
津
久
見
ひ

ゅ
う
が
丼
」が
話
題
と
な
り
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露

出
が
増
加
す
る
な
ど
、市
内
飲
食
関
係
者
の
食

観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。ま
た
、漁
業
者
も
、観
光
に
よ
る
収
入

拡
大
機
会
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
旗
振
り
役
と
な
っ
た
津
久
見
市
観
光
協
会

は
、2
0
0
9
年
に
津
久
見
市
役
所
内
か
ら
駅

前
に
移
転
独
立
し
、観
光
の
取
組
強
化
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。こ
う

し
た
中
で
、農
林
水
産
部
門
経
験
が
あ
る
職
員

を
中
心
に
、市
内
で
の
安
定
供
給
が
課
題
視
さ

れ
て
い
た
モ
イ
カ
が
注
目
さ
れ
、観
光
協
会
が

主
導
し
て
、漁
師
、漁
協
、飲
食
店
な
ど
と
の
調

整
が
図
ら
れ
た
。

　
本
事
業
を
取
り
巻
く
組
織
同
士
の
関
係
は
図

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、現
在

ま
で
に
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
背

景
と
概
要
、組
織
の
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。今

後
、こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、関
係
主
体
へ
の
個

別
の
調
査
を
行
い
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。ま
た
、い
く
つ

か
の
事
例
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、更
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
研
究
の
発
展
と
し
て
、地
域
社
会

（
地
縁
）が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
与
え
る

影
響
や
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
に
よ
る
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
環
境
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、津
久
見
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」で
は
な
い
地
域
が
、観
光
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
進
め
る
に
際
し
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
よ
し
や
ち
・
ゆ
た
か
）

リーダー
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員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
、異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
役
割
を
果
た
す
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
大
別
し
て
い
る
。こ
れ

を
八
巻
ら
※
3 

は
模
式
的
に
図
1
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。

道
に
面
し
た
海
沿
い
の
都
市
で
あ
る
。臼
杵
市
、

佐
伯
市
と
境
を
接
し
、東
西
に
28
㎞
、南
北
に
12

㎞
、総
面
積
は
79
・
48
㎢
で
あ
る
。豊
後
水
道
に
面

し
た
津
久
見
湾
を
囲
う
よ
う
に
長
目
半
島
・
四

浦
半
島
の
リ
ア
ス
海
岸
が
伸
び（
馬
蹄
型
）、鎮
南

山
、姫
岳
、碁
盤
ケ
岳
、彦
岳
と
い
っ
た
6
0
0
〜

図 2 津久見モイカフェスタの平均単価と一日当たり売上（円）／資料：津久見市観光協会

写真10）津久見モイカフェスタの
ポスター（2018年版）

写真11）津久見湾で
漁獲されたモイカ

写真12）代表的な津久見
モイカフェスタのメニュー

●
大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
同
市
で
は
、昭
和
26
年
に「
つ
く
み
港
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」の
初
開
催
後
、昭
和
39
年
に

「
津
久
見
扇
子
踊
り
大
会
」が
初
開
催
さ
れ
、昭

和
46
年
に「
津
久
見
市
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」が
開

催
さ
れ
た
。昭
和
62
年
に「
津
久
見
市
民
球
場
」

が
開
場
し
、韓
国
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
本

拠
地
と
し
て
い
た
。平
成
17
年
に
人
気
施
設「
つ

く
み
ん
公
園
」が
開
園
、平
成
20
年
に
津
久
見
港

埋
立
地
一
帯
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
認
定
さ

れ
た
。平
成
21
年
に
津
久
見
市
観
光
協
会
が
市

役
所
内
か
ら
駅
前
に
移
転
独
立
し
た
。

　
同
市
に
お
い
て「
観
光
元
年
」と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、屋
外
型
体
験
施
設「
う
み
た
ま
体
験

パ
ー
ク『
つ
く
み
イ
ル
カ
島
』」が
開
業
し
た
平

成
23
年
で
あ
る
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、現
在
の

当
市
も
主
力
と
な
っ
て
い
る
観
光
商
品「
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ（
平
成
24
年
〜
）」、「
豊
後

水
道
河
津
桜
ま
つ
り（
平
成
25
年
〜
）」「
津
久
見

ひ
ゅ
う
が
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
成
25
年
〜
）」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。平
成
29
年
3
月
に
は「
観

光
を
通
じ
た
地
方
創
生
」を
目
指
し
て「
津
久
見

市
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、同
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
う
ち
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」を
調
査

対
象
と
す
る
。本
事
業
は
、同
市
に
お
い
て
、約

10
年
前
後
に
渡
っ
て
継
続
開
催
さ
れ
て
い
る
。

津
久
見
市
観
光
協
会
を
中
心
に
、市
、商
工
会
議

所
、漁
師
、漁
協
、卸
、飲
食
店
が
連
携
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、企
画
に
関
係
し
た
主
体

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、筆
者
が
本
事

業
に
企
画
主
催
者
側
と
し
て
関
与
し
、現
場
の

実
情
や
関
係
者
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
把
握
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、本
事
業
は
、同
市
の
代
名
詞
的
事
業
と

し
て
認
知
度
も
評
価
も
高
い
が
、漁
業
資
源
の

減
少
や
漁
師
の
後
継
者
問
題
等
と
関
連
し
て
岐

路
に
あ
り
、新
た
な
企
画
や
合
意
形
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、研
究
サ
イ
ド
か
ら
そ

の
一
助
と
な
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

を
把
握
す
る
た
め
、下
記
の
よ
う
な
方
法
で
調

査
を
行
う
。

　
2
0
1
1
年
度
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。「
モ
イ
カ
」は
、標
準

和
名
ア
オ
リ
イ
カ
の
地
方
名
で
あ
り
、同
市
の

特
産
と
な
っ
て
い
る
高
級
海
産
品
で
あ
る
。

津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
は
、漁
業
者（
バ
ッ
タ

リ
漁
協
議
会
）と
、漁
協（
大
分
県
漁
協
津
久
見

支
店
）、卸（
地
元
事
業
者
）、飲
食
店（
津
久
見
市

観
光
協
会
会
員
）、事
務
局（
津
久
見
市
観
光
協

会
）を
中
心
に
、市
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
連

携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
内
約
10
店
舗
の
飲
食
店
で
モ
イ
カ
料
理
を

提
供
す
る
も
の
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式（
飲

食
店
＋
つ
く
み
イ
ル
カ
島
ま
た
は
市
内
菓
子
店

の
ス
タ
ン
プ
の
合
計
2
個
で
、お
食
事
券
や
モ

イ
カ
一
夜
干
し
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
可

能
）の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。津
久
見
市
観

光
協
会
が
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
集
客
す
る
。市
内
商

工
関
係
者
に
強
い
人
脈
が
あ
る
津
久
見
商
工
会

議
所
が
市
内
企
業
に
周
知
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
の
出
張
者
な
ど
の
利
用
も
多
い
。

　
開
催
期
間
中
、大
分
県
漁
協
津
久
見
支
店
が
、

バ
ッ
タ
リ
漁
協
議
会
に
加
盟
す
る
漁
業
者
か
ら
、

事
前
に
取
り
決
め
た
金
額（
期
間
中
は
固
定
）で
モ

イ
カ
を
買
い
取
り
、陸
上
水
槽
で
畜
養
し
て
お
き
、

店
か
ら
注
文
が
入
り
次
第
、活
締
め
に
し
て
出
荷

　
昨
今
、温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
誘
客
力

の
強
い
観
光
資
源
を
持
ち
、観
光
産
業
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」と
呼

ば
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
、観
光
は
、地
域

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
手
段
の
１
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、各
地
の
総
合
計
画
や
観
光
計
画
等
を

紐
解
く
と
、地
域
経
済
の
発
展
や
、産
業
の
誘

致
、雇
用
の
維
持
・
確
保
、移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、空
き
家
・
遊
休
地
の
活

用
、地
域
交
通
の
維
持
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、郷
土
文
化
の
保
全
・
継
承
、健
康
の
維

持
、高
齢
者
の
活
躍
、障
が
い
者
の
活
躍
、自
然

環
境
と
の
共
生
な
ど
、様
々
な
政
策
が
観
光
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、2
0
1
8
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
ま
で
の
約
3
年
間
、大
分
県
津
久
見
市
の

観
光
協
会
及
び
市
商
工
観
光
部
門
に
駐
在
し
、

観
光
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
機
会
を
得
た
。同

市
は
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」で
は
な
く
、（
前
述

の
よ
う
な
）様
々
な
政
策
と
観
光
を
紐
づ
け
て

取
り
組
む
地
域
の
1
つ
で
あ
る
。人
口
わ
ず
か

1
・
8
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
同
市
は
、「
オ
ー

ル
津
久
見
」を
合
言
葉
に
観
光
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
、こ
の「
オ
ー
ル
津
久

見
」に
実
際
に
交
ざ
り
関
わ
る
中
で
、活
動
の
多

く
が
、リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
の「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

体
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
職
場
・
部
署
の
同
僚
や
関
係
先
と
い
っ
た
、業

務
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

学
生
時
代
の
仲
間
や
先
輩
・
後
輩
関
係
、地
区
活

動
の
関
係（
消
防
団
な
ど
）、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
野
球
、剣
道
等
）の
関
係（
指
導
者
、保
護
者
な

3
．調
査
対
象
事
業

〜
津
久
見
モ
イ
カ

フ
ェ
ス
タ

す
る
。飲
食
店
は
、新
鮮
な
モ
イ
カ
を
料
金
を
明

示
し
て
提
供
す
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
で
提
供
し

て
い
る
地
域
は
稀
有
で
あ
り
、「
漁
師
×
漁
協
×
料

理
人
の
三
位
一
体
」が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
合
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。市
場
評
価
は
高
く
、平
均
客

単
価
や
１
日
あ
た
り
の
売
上
は
毎
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
度
も
上
昇
し
た
。

（
1
）津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の

概
要
と
特
徴

（
2
）本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

企
画
背
景

ど
）、親
戚
・
血
縁
関
係
と
い
っ
た
、業
務
外
で
の

活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」が
、分
野
・
官
民
・
地
域
を
超
え
て
連
携
す

る
困
難
な
業
務
を
遂
行
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
約
3
年
間
の
経
験
を
思
い
返
せ
ば
、優
秀
と

思
え
る
人
ほ
ど
、退
勤
後
や
休
日
も
、家
庭
・
地

区
・
学
校
な
ど
の
活
動
で
多
忙
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
が
、む
し
ろ
、そ
こ
で
築
か
れ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、困
難
な
業
務
を
遂
行
す

る
鍵
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、ケ
ー
ス（
事
例
）と
し

て
大
分
県
津
久
見
市
を
単
独
で
取
り
上
げ
、同

市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
研
究
で
は
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
注
目
す
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、森

岡
ら
※
1 

に
よ
る
と
、「
集
団
過
程
を
規
定
す
る

集
団
の
目
標
達
成
お
よ
び
集
団
を
維
持
す
る
た

め
の
機
能
の
実
現
を
図
る
べ
く
、集
団
の
成
員

に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の

諸
機
能
を
先
導
的
に
遂
行
す
る
過
程
」と
定
義

さ
れ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ

い
て
、パ
ッ
ト
ナ
ム
※
2 

は「
個
人
間
の
つ
な
が

り
、す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、お
よ
び

そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
」

と
述
べ
て
い
る
。パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
成

7
0
0
ｍ
の
山
地
が
三
方
か
ら
馬
蹄
型
に
囲
ん

で
い
る
。有
人
の
島
嶼
に
は
、保
戸
島
、地
無
垢
島

の
2
島
が
あ
る
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、戦
国
時
代
に
は
大
友
氏

の
支
配
下
に
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
大
友
家
21
代
義
鎮（
宗
麟
）は
、晩
年

に
津
久
見
赤
河
内
に
居
を
移
し
、1
5
8
7
年

に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、北
半

分
が
臼
杵
藩
、南
半
分
が
佐
伯
藩
と
市
域
が
分

断
さ
れ
て
い
た
。江
戸
時
代
以
降
、ミ
カ
ン
栽
培

や
石
灰
づ
く
り
が
進
展
し
、大
正
5
年
の
日
豊

本
線
臼
杵
・
佐
伯
間
開
通
を
契
機
に
、ミ
カ
ン
の

出典）津久見市観光協会調べ

栽
培
面
積
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
セ

メ
ン
ト
工
業
が
発
達
し
た
。ま
た
、保
戸
島
の
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
業
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
南

洋
へ
進
出
し
た
。こ
う
し
た
鉱
工
業
や
農
業
・
水

産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、現
在
の
津
久
見
市
の

産
業
の
礎
を
築
い
た
。現
在
も
、日
本
最
大
級
の

石
灰
石
鉱
山
と
、石
灰
石
・
セ
メ
ン
ト
産
業
の
集

積
が
見
ら
れ
る
。

　
同
市
の
人
口
は
、昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
現
在
は

1
7
9
6
9
人
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、こ
れ
ら
の
概
念

に
基
づ
い
て
、大
分
県
津
久
見

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
大
分
県
津
久
見
市
の
概
要

　
大
分
県
津
久
見
市
は
、大
分

県
南
東
部
に
位
置
し
、豊
後
水

図 3
津久見
モイカフェスタを
とりまく
組織同士の関係

１日当たり売上（円/日）
平均単価（円/人）

（人）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年
00

主催

プロモーション

協力
依頼

観光協会への
包括的な
補助金

キャンペーン参加
ルールへの誓約
参加料

キャンペーン参加
ルールへの誓約

参加料

協力依頼

協力依頼

協力依頼
価格調整会議

協力依頼

モイカ
定額買取

モイカ
定額買取

モイカ
定額買取

モイカ
定額販売

モイカ
定額販売

モイカ
定額販売

協力依頼
キャンペーン参加
ルールへの制約
参加料

協力依頼協力依頼

経営支援

経営支援

集客強化を
要望

観光
協会

お客様

菓子
工業
組合

イルカ島

飲食店
組合

漁協

卸

市内
企業

商工
会議所

津久見市

漁師

大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
の
概
要

　私
は
、大
分
県
津
久
見
市
観
光
協

会
の
事
務
局
長
の
紺
田
と
申
し
ま

す
。大
分
県
津
久
見
市
は
県
南
部
に

位
置
し
、リ
ア
ス
海
岸
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。福
岡
か
ら
車
で
約
3
時
間
、

大
分
市
内
か
ら
車
で
1
時
間
弱
の
場

所
に
あ
り
ま
す
。当
市
は
日
本
一
の

石
灰
石
産
出
量
を
誇
る
鉱
山
を
有
し

て
お
り
、市
民
の
7
割
ほ
ど
が
石
灰
・

セ
メ
ン
ト
産
業
に
携
わ
る
な
ど
、重

要
な
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
、リ
ア
ス
海

岸
の
四
浦
半
島
沿
い
に
咲
く
5
千
本

以
上
の
河
津
桜
や
、市
が
誘
致
し
た

屋
外
型
体
験
施
設「
つ
く
み
イ
ル
カ

島
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　当
市
で
は
、豊
後
水
道
の
恵
み
を

活
か
し
食
観
光
に
長
年
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。近
年
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
3
つ
。1
つ
目
は「
マ
グ
ロ
」で
、独

特
の
景
観
で
知
ら
れ
る
保
戸
島
が
、

日
本
一
の
マ
グ
ロ
遠
洋
漁
業
基
地
と

し
て
栄
え
た
歴
史
を
活
か
し
て
、市

内
で
様
々
な
マ
グ
ロ
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。中
で
も「
津
久
見
ひ
ゅ
う

が
丼
」は
、九
州
地
域
で
広
く
知
ら
れ

る
名
物
に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。2

つ
目
は「
モ
イ
カ（
ア
オ
リ
イ
カ
）」

で
、湾
内
で
モ
イ
カ
が
多
く
取
れ
る

こ
と
か
ら
、漁
師
・
漁
協
・
飲
食
店
が

連
携
し
、市
内
で
料
理
を
提
供
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
津
久
見
モ
イ
カ
フ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
の
体
制
が
で
き
た
こ
と
で
、会

員
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

や
支
援
情
報
や
、会
員
と
の
や
り
取

り
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、会
員
に
提

供
す
る
情
報
の
即
時
性
が
向
上
し
、

き
め
細
か
い
や
り
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら

か
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
員
数
も
増
加
し
ま
し
た
。当
協

会
の
業
務
効
率
が
大
幅
に
向
上
し
た

こ
と
も
重
要
な
成
果
で
す
。

●
当
協
会
の
立
ち
位
置
の
明
確
化

　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
で
、市

行
政
と
協
働
し
て
対
策
の
検
討
を
し

た
り
、具
体
的
な
施
策
の
内
容
を
調

整
・
相
談
す
る
機
会
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。当
協
会
は
、市
の
補
助
金

を
主
た
る
財
源
と
す
る「
補
助
金
団

体
」で
す
が
、積
極
的
な
立
ち
位
置
へ

と
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。ま
た
、県
観
光
行
政（
中
部
振
興

局
ほ
か
）や
県
観
光
協
会（
ツ
ー
リ
ズ

ム
お
お
い
た
）、広
域
圏（
日
豊
海
岸

ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
協
議
会

ほ
か
）と
の
事
業
で
も
、具
体
的
な
事

業
の
窓
口
と
な
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。　業

務
量
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と

は
課
題
で
す
が
、当
協
会
職
員
の
意

識
も
変
わ
り
、ま
た
当
協
会
に
関
係

す
る
周
辺
の
評
価
も
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が「
存
在
感
が
増
し
た
」と
感
じ
て

い
ま
す
。実
際
、当
協
会
に
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
方
が
着
実
に
増

え
て
い
ま
す
。

ま
と
め
に
代
え
て

　津
久
見
市
は
、春
、夏
の
高
校
野
球

を
制
覇
し
た
高
校
を
擁
す
る「
野
球

の
町
」で
す
。私
は
、野
球
を
ず
っ
と
し

て
き
ま
し
た
が
、今
後
、当
協
会
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
、ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ

タ
ー
で
は
な
く
、2
番
バ
ッ
タ
ー
の

よ
う
に
、送
り
バ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

決
め
る
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。ホ
ー
ム
ラ
ン
は
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
打
っ
て
も
ら
い
、我
々
は
バ

ン
ト
で
着
実
に
塁
を
進
め
ま
す
。

　私
た
ち
は
、組
織
も
小
さ
く
体
力

も
な
い
チ
ー
ム
で
す
が
、地
域
の
皆

様
と
協
働
し
、地
域
の「
地
力
」向
上

に
向
け
て
、奮
闘
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
津
久
見
市
観
光
協
会
事
務
局
長 

紺

田
猛
）

津
久
見
市
の
事
例
か
ら

　津
久
見
市
の
事
例
は
、小
さ
な
地

域
が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
観

光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
一
例
と

し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　津
久
見
市
観
光
協
会
は
、新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、小
さ
く
脆
弱
な

体
制
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
意
思
決

定
や
実
行
の
速
度
を
速
め
、補
助
金

団
体
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
取
り
市

行
政
と
協
働
し
て
政
策
企
画
に
関
わ

り
、事
業
者
等
と
の
日
ご
ろ
の
信
頼

関
係
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、新
型

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

緊
急
時
に
、小
さ

な
観
光
協
会
が
地

域
の
中
で
の
存
在

感
を
高
め
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、観
光

協
会
の
今
後
の
あ

り
方
を
試
行
錯
誤

す
る
う
え
で
、大

い
に
可
能
性
を
感

じ
ま
す
。

（
吉
谷
地 

裕
）

ェ
ス
タ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。3
つ

目
は「
ミ
カ
ン
」で
、日
本
最
古
の
柑
橘

木
で
国
指
定
天
然
記
念
物「
尾
崎
子
ミ

カ
ン
先
祖
木
」を
擁
し
、甘
夏
、青
江
早

生
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
活

か
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
資
源
を
活
か
し
た
観
光

地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

の
が
当
組
織（
津
久
見
市
観
光
協
会 

図
1
）で
、市
観
光
戦
略
で
は「
津
久
見

版
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
核
」と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、小
さ
な
組
織
の
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
日
々
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
組

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
懸
念
が
広
が
っ
た
2
0
2
0
年
2

月
は
、ち
ょ
う
ど「
豊
後
水
道
河
津
桜

ま
つ
り
」の
開
催
中
で
あ
り
、飲
食
店

を
は
じ
め
関
係
者
は
敏
感
に
影
響
を

感
じ
て
お
り
、早
期
に
危
機
感
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、2
月
末
か
ら

行
政
や
事
業
者
、ま
ち
づ
く
り
団
体
と

議
論
、協
働
を
重
ね
て
、機
を
見
な
が

ら
様
々
な
取
組
を
展
開
し
ま
し
た（
表

１
）。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　中
で
も
、特
に
力
を
入
れ
た
の
が
飲

食
店
や
地
元
企
業
と
協
働
し
て
取
り

組
ん
だ
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン「T
O

 G
O

 O
K

! O
IT

A
 

つ
く

み
！
」で
す
。

当
市
の
観
光
経
済
の
な
か
で
、飲
食

店
に
お
け
る
消
費
は
特
に
重
要（
※

消
費
額
が
比
較
的
大
き
く
、地
元
調

達
率
も
大
き
い
）と
考
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、食
観
光
は
当
市
へ
の
最

も
重
要
な
来
訪
目
的
の
１
つ
で
す
。

そ
こ
で
飲
食
店
組
合
や
行
政
、地
元

事
業
者
、ま
ち
づ
く
り
団
体
等
と
連

携
し
、積
極
的
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　振
り
返
れ
ば
、日
ご
ろ
の
信
頼
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
が
、参
加
飲
食
店
が
多
数

集
ま
り
、地
元
大
手
企
業
等
か
ら
弁

当
受
注
や
、容
器
、消
毒
液
、お
花
の

提
供
な
ど
、多
く
の
賛
同
・
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
ち
づ
く
り
団
体

がY
o
u
T
u
b
e

で
配
信
も
行
い
ま
し

た
。日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連
携
し
て
弁

当
の
配
送
を
行
い
、高
齢
者
や
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
な
ど
か
ら
助
か
っ
た

と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　結
果
的
に
、開
始
1
月
を
待
た
ず
に

食
数
1
万
食
を
突
破
し
ま
し
た
。多
く

は
市
民
の
利
用
で
す
が
、飲
食
店
の
存

在
周
知
に
つ
な
が
り
、隣
接
市
の
他
、

ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の
利
用
な
ど
に
も

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。現
在
も
本
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
今
後
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

●
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
か
ら

「
弁
当
」販
売
へ

　観
光
協
会
で
は
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
実
施
し
て
い
る
飲
食
店
を
中
心

に
、弁
当
や
総
菜
商
品
の
開
発
・
販
売

の
支
援
を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。保

健
所
の
指
導
の
下
で
食
品
表
示
に
つ

い
て
の
研
修
を
開
催
し
、食
品
表
示

シ
ー
ル
の
有
償
作
成
、共
同
販
売
な

ど
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　当
市
で
は
、数
年
後
に
市
中
心
部

に「
街
な
か
観
光
拠
点（
道
の
駅
の
よ

う
な
施
設
）」を
整
備
す
る
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、弁
当
や
総
菜
な
ど
を
出

品
で
き
る
地
元
事
業
者
は
極
め
て
限

ら
れ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ

て
、事
業
者
が
手
ご
た
え
を
感
じ
始

め
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
の
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

●
会
員
と
の
連
絡
手
段
の

デ
ジ
タ
ル
化

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、会
員
と
の
情
報

共
有
や
、商
材
づ
く
り
の
た
め
の
情

報
入
手
は
大
変
困
難
で
し
た
。そ
こ

で
、比
較
的
市
内
で
普
及
し
て
い
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
）で
会
員
と
や
り

取
り
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
な
け
れ
ば
、導

入
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
か

『
コ
ロ
ナ
禍
を
身
近
な
フ
ァ
ン
づ
く
り
で
乗
り
越
え
る 

大
分
県
津
久
見
市
で
の
取
組
』

 

　
本
調
査
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る
と
、2
0
1
1
年
度

に
同
市
が
誘
致
・
開
業
し
た
屋
外
型
水
族
館「
う

み
た
ま
体
験
パ
ー
ク
・
つ
く
み
イ
ル
カ
島
」の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
、多
く
の
関
係
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
1
年
は
、新
た
な
観
光
施
設
を
目
当

て
に
、市
街
地
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
観
光
客
が
来

訪
し
た
が
、飲
食
店
等
が
多
く
立
地
す
る
市
中

心
部
を
素
通
り
し
、市
内
で
の
観
光
消
費
が
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、屋
外
型
水
族
館
で
あ
る
つ
く
み
イ
ル
カ
島
の

冬
期
入
場
者
数
の
底
上
げ
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、2
0
0
8
年
度
に
、広
域
圏
事
業「
ぶ

ん
ご
丼
街
道
」を
通
じ
て
開
発
し
た「
津
久
見
ひ

ゅ
う
が
丼
」が
話
題
と
な
り
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露

出
が
増
加
す
る
な
ど
、市
内
飲
食
関
係
者
の
食

観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。ま
た
、漁
業
者
も
、観
光
に
よ
る
収
入

拡
大
機
会
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
旗
振
り
役
と
な
っ
た
津
久
見
市
観
光
協
会

は
、2
0
0
9
年
に
津
久
見
市
役
所
内
か
ら
駅

前
に
移
転
独
立
し
、観
光
の
取
組
強
化
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。こ
う

し
た
中
で
、農
林
水
産
部
門
経
験
が
あ
る
職
員

を
中
心
に
、市
内
で
の
安
定
供
給
が
課
題
視
さ

れ
て
い
た
モ
イ
カ
が
注
目
さ
れ
、観
光
協
会
が

主
導
し
て
、漁
師
、漁
協
、飲
食
店
な
ど
と
の
調

整
が
図
ら
れ
た
。

　
本
事
業
を
取
り
巻
く
組
織
同
士
の
関
係
は
図

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、現
在

ま
で
に
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
背

景
と
概
要
、組
織
の
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。今

後
、こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、関
係
主
体
へ
の
個

別
の
調
査
を
行
い
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。ま
た
、い
く
つ

か
の
事
例
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、更
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
研
究
の
発
展
と
し
て
、地
域
社
会

（
地
縁
）が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
与
え
る

影
響
や
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
に
よ
る
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
環
境
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、津
久
見
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」で
は
な
い
地
域
が
、観
光
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
進
め
る
に
際
し
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
よ
し
や
ち
・
ゆ
た
か
）

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❻
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員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
、異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
役
割
を
果
た
す
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
大
別
し
て
い
る
。こ
れ

を
八
巻
ら
※
3 

は
模
式
的
に
図
1
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。

道
に
面
し
た
海
沿
い
の
都
市
で
あ
る
。臼
杵
市
、

佐
伯
市
と
境
を
接
し
、東
西
に
28
㎞
、南
北
に
12

㎞
、総
面
積
は
79
・
48
㎢
で
あ
る
。豊
後
水
道
に
面

し
た
津
久
見
湾
を
囲
う
よ
う
に
長
目
半
島
・
四

浦
半
島
の
リ
ア
ス
海
岸
が
伸
び（
馬
蹄
型
）、鎮
南

山
、姫
岳
、碁
盤
ケ
岳
、彦
岳
と
い
っ
た
6
0
0
〜

図 2 津久見モイカフェスタの平均単価と一日当たり売上（円）／資料：津久見市観光協会

写真10）津久見モイカフェスタの
ポスター（2018年版）

写真11）津久見湾で
漁獲されたモイカ

写真12）代表的な津久見
モイカフェスタのメニュー

●
大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
同
市
で
は
、昭
和
26
年
に「
つ
く
み
港
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」の
初
開
催
後
、昭
和
39
年
に

「
津
久
見
扇
子
踊
り
大
会
」が
初
開
催
さ
れ
、昭

和
46
年
に「
津
久
見
市
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」が
開

催
さ
れ
た
。昭
和
62
年
に「
津
久
見
市
民
球
場
」

が
開
場
し
、韓
国
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
本

拠
地
と
し
て
い
た
。平
成
17
年
に
人
気
施
設「
つ

く
み
ん
公
園
」が
開
園
、平
成
20
年
に
津
久
見
港

埋
立
地
一
帯
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
認
定
さ

れ
た
。平
成
21
年
に
津
久
見
市
観
光
協
会
が
市

役
所
内
か
ら
駅
前
に
移
転
独
立
し
た
。

　
同
市
に
お
い
て「
観
光
元
年
」と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、屋
外
型
体
験
施
設「
う
み
た
ま
体
験

パ
ー
ク『
つ
く
み
イ
ル
カ
島
』」が
開
業
し
た
平

成
23
年
で
あ
る
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、現
在
の

当
市
も
主
力
と
な
っ
て
い
る
観
光
商
品「
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ（
平
成
24
年
〜
）」、「
豊
後

水
道
河
津
桜
ま
つ
り（
平
成
25
年
〜
）」「
津
久
見

ひ
ゅ
う
が
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
成
25
年
〜
）」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。平
成
29
年
3
月
に
は「
観

光
を
通
じ
た
地
方
創
生
」を
目
指
し
て「
津
久
見

市
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、同
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
う
ち
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」を
調
査

対
象
と
す
る
。本
事
業
は
、同
市
に
お
い
て
、約

10
年
前
後
に
渡
っ
て
継
続
開
催
さ
れ
て
い
る
。

津
久
見
市
観
光
協
会
を
中
心
に
、市
、商
工
会
議

所
、漁
師
、漁
協
、卸
、飲
食
店
が
連
携
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、企
画
に
関
係
し
た
主
体

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、筆
者
が
本
事

業
に
企
画
主
催
者
側
と
し
て
関
与
し
、現
場
の

実
情
や
関
係
者
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
把
握
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、本
事
業
は
、同
市
の
代
名
詞
的
事
業
と

し
て
認
知
度
も
評
価
も
高
い
が
、漁
業
資
源
の

減
少
や
漁
師
の
後
継
者
問
題
等
と
関
連
し
て
岐

路
に
あ
り
、新
た
な
企
画
や
合
意
形
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、研
究
サ
イ
ド
か
ら
そ

の
一
助
と
な
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

を
把
握
す
る
た
め
、下
記
の
よ
う
な
方
法
で
調

査
を
行
う
。

　
2
0
1
1
年
度
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。「
モ
イ
カ
」は
、標
準

和
名
ア
オ
リ
イ
カ
の
地
方
名
で
あ
り
、同
市
の

特
産
と
な
っ
て
い
る
高
級
海
産
品
で
あ
る
。

津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
は
、漁
業
者（
バ
ッ
タ

リ
漁
協
議
会
）と
、漁
協（
大
分
県
漁
協
津
久
見

支
店
）、卸（
地
元
事
業
者
）、飲
食
店（
津
久
見
市

観
光
協
会
会
員
）、事
務
局（
津
久
見
市
観
光
協

会
）を
中
心
に
、市
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
連

携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
内
約
10
店
舗
の
飲
食
店
で
モ
イ
カ
料
理
を

提
供
す
る
も
の
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式（
飲

食
店
＋
つ
く
み
イ
ル
カ
島
ま
た
は
市
内
菓
子
店

の
ス
タ
ン
プ
の
合
計
2
個
で
、お
食
事
券
や
モ

イ
カ
一
夜
干
し
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
可

能
）の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。津
久
見
市
観

光
協
会
が
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
集
客
す
る
。市
内
商

工
関
係
者
に
強
い
人
脈
が
あ
る
津
久
見
商
工
会

議
所
が
市
内
企
業
に
周
知
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
の
出
張
者
な
ど
の
利
用
も
多
い
。

　
開
催
期
間
中
、大
分
県
漁
協
津
久
見
支
店
が
、

バ
ッ
タ
リ
漁
協
議
会
に
加
盟
す
る
漁
業
者
か
ら
、

事
前
に
取
り
決
め
た
金
額（
期
間
中
は
固
定
）で
モ

イ
カ
を
買
い
取
り
、陸
上
水
槽
で
畜
養
し
て
お
き
、

店
か
ら
注
文
が
入
り
次
第
、活
締
め
に
し
て
出
荷

　
昨
今
、温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
誘
客
力

の
強
い
観
光
資
源
を
持
ち
、観
光
産
業
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」と
呼

ば
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
、観
光
は
、地
域

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
手
段
の
１
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、各
地
の
総
合
計
画
や
観
光
計
画
等
を

紐
解
く
と
、地
域
経
済
の
発
展
や
、産
業
の
誘

致
、雇
用
の
維
持
・
確
保
、移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、空
き
家
・
遊
休
地
の
活

用
、地
域
交
通
の
維
持
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、郷
土
文
化
の
保
全
・
継
承
、健
康
の
維

持
、高
齢
者
の
活
躍
、障
が
い
者
の
活
躍
、自
然

環
境
と
の
共
生
な
ど
、様
々
な
政
策
が
観
光
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、2
0
1
8
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
ま
で
の
約
3
年
間
、大
分
県
津
久
見
市
の

観
光
協
会
及
び
市
商
工
観
光
部
門
に
駐
在
し
、

観
光
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
機
会
を
得
た
。同

市
は
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」で
は
な
く
、（
前
述

の
よ
う
な
）様
々
な
政
策
と
観
光
を
紐
づ
け
て

取
り
組
む
地
域
の
1
つ
で
あ
る
。人
口
わ
ず
か

1
・
8
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
同
市
は
、「
オ
ー

ル
津
久
見
」を
合
言
葉
に
観
光
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
、こ
の「
オ
ー
ル
津
久

見
」に
実
際
に
交
ざ
り
関
わ
る
中
で
、活
動
の
多

く
が
、リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
の「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

体
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
職
場
・
部
署
の
同
僚
や
関
係
先
と
い
っ
た
、業

務
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

学
生
時
代
の
仲
間
や
先
輩
・
後
輩
関
係
、地
区
活

動
の
関
係（
消
防
団
な
ど
）、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
野
球
、剣
道
等
）の
関
係（
指
導
者
、保
護
者
な

3
．調
査
対
象
事
業

〜
津
久
見
モ
イ
カ

フ
ェ
ス
タ

す
る
。飲
食
店
は
、新
鮮
な
モ
イ
カ
を
料
金
を
明

示
し
て
提
供
す
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
で
提
供
し

て
い
る
地
域
は
稀
有
で
あ
り
、「
漁
師
×
漁
協
×
料

理
人
の
三
位
一
体
」が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
合
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。市
場
評
価
は
高
く
、平
均
客

単
価
や
１
日
あ
た
り
の
売
上
は
毎
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
度
も
上
昇
し
た
。

（
1
）津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の

概
要
と
特
徴

（
2
）本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

企
画
背
景

ど
）、親
戚
・
血
縁
関
係
と
い
っ
た
、業
務
外
で
の

活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」が
、分
野
・
官
民
・
地
域
を
超
え
て
連
携
す

る
困
難
な
業
務
を
遂
行
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
約
3
年
間
の
経
験
を
思
い
返
せ
ば
、優
秀
と

思
え
る
人
ほ
ど
、退
勤
後
や
休
日
も
、家
庭
・
地

区
・
学
校
な
ど
の
活
動
で
多
忙
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
が
、む
し
ろ
、そ
こ
で
築
か
れ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、困
難
な
業
務
を
遂
行
す

る
鍵
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、ケ
ー
ス（
事
例
）と
し

て
大
分
県
津
久
見
市
を
単
独
で
取
り
上
げ
、同

市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
研
究
で
は
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
注
目
す
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、森

岡
ら
※
1 

に
よ
る
と
、「
集
団
過
程
を
規
定
す
る

集
団
の
目
標
達
成
お
よ
び
集
団
を
維
持
す
る
た

め
の
機
能
の
実
現
を
図
る
べ
く
、集
団
の
成
員

に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の

諸
機
能
を
先
導
的
に
遂
行
す
る
過
程
」と
定
義

さ
れ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ

い
て
、パ
ッ
ト
ナ
ム
※
2 

は「
個
人
間
の
つ
な
が

り
、す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、お
よ
び

そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
」

と
述
べ
て
い
る
。パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
成

7
0
0
ｍ
の
山
地
が
三
方
か
ら
馬
蹄
型
に
囲
ん

で
い
る
。有
人
の
島
嶼
に
は
、保
戸
島
、地
無
垢
島

の
2
島
が
あ
る
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、戦
国
時
代
に
は
大
友
氏

の
支
配
下
に
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
大
友
家
21
代
義
鎮（
宗
麟
）は
、晩
年

に
津
久
見
赤
河
内
に
居
を
移
し
、1
5
8
7
年

に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、北
半

分
が
臼
杵
藩
、南
半
分
が
佐
伯
藩
と
市
域
が
分

断
さ
れ
て
い
た
。江
戸
時
代
以
降
、ミ
カ
ン
栽
培

や
石
灰
づ
く
り
が
進
展
し
、大
正
5
年
の
日
豊

本
線
臼
杵
・
佐
伯
間
開
通
を
契
機
に
、ミ
カ
ン
の

出典）津久見市観光協会調べ

栽
培
面
積
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
セ

メ
ン
ト
工
業
が
発
達
し
た
。ま
た
、保
戸
島
の
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
業
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
南

洋
へ
進
出
し
た
。こ
う
し
た
鉱
工
業
や
農
業
・
水

産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、現
在
の
津
久
見
市
の

産
業
の
礎
を
築
い
た
。現
在
も
、日
本
最
大
級
の

石
灰
石
鉱
山
と
、石
灰
石
・
セ
メ
ン
ト
産
業
の
集

積
が
見
ら
れ
る
。

　
同
市
の
人
口
は
、昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
現
在
は

1
7
9
6
9
人
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、こ
れ
ら
の
概
念

に
基
づ
い
て
、大
分
県
津
久
見

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
大
分
県
津
久
見
市
の
概
要

　
大
分
県
津
久
見
市
は
、大
分

県
南
東
部
に
位
置
し
、豊
後
水

図 3
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津久見市

漁師

大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
の
概
要

　私
は
、大
分
県
津
久
見
市
観
光
協

会
の
事
務
局
長
の
紺
田
と
申
し
ま

す
。大
分
県
津
久
見
市
は
県
南
部
に

位
置
し
、リ
ア
ス
海
岸
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。福
岡
か
ら
車
で
約
3
時
間
、

大
分
市
内
か
ら
車
で
1
時
間
弱
の
場

所
に
あ
り
ま
す
。当
市
は
日
本
一
の

石
灰
石
産
出
量
を
誇
る
鉱
山
を
有
し

て
お
り
、市
民
の
7
割
ほ
ど
が
石
灰
・

セ
メ
ン
ト
産
業
に
携
わ
る
な
ど
、重

要
な
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
、リ
ア
ス
海

岸
の
四
浦
半
島
沿
い
に
咲
く
5
千
本

以
上
の
河
津
桜
や
、市
が
誘
致
し
た

屋
外
型
体
験
施
設「
つ
く
み
イ
ル
カ

島
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　当
市
で
は
、豊
後
水
道
の
恵
み
を

活
か
し
食
観
光
に
長
年
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。近
年
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
3
つ
。1
つ
目
は「
マ
グ
ロ
」で
、独

特
の
景
観
で
知
ら
れ
る
保
戸
島
が
、

日
本
一
の
マ
グ
ロ
遠
洋
漁
業
基
地
と

し
て
栄
え
た
歴
史
を
活
か
し
て
、市

内
で
様
々
な
マ
グ
ロ
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。中
で
も「
津
久
見
ひ
ゅ
う

が
丼
」は
、九
州
地
域
で
広
く
知
ら
れ

る
名
物
に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。2

つ
目
は「
モ
イ
カ（
ア
オ
リ
イ
カ
）」

で
、湾
内
で
モ
イ
カ
が
多
く
取
れ
る

こ
と
か
ら
、漁
師
・
漁
協
・
飲
食
店
が

連
携
し
、市
内
で
料
理
を
提
供
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
津
久
見
モ
イ
カ
フ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
の
体
制
が
で
き
た
こ
と
で
、会

員
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

や
支
援
情
報
や
、会
員
と
の
や
り
取

り
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、会
員
に
提

供
す
る
情
報
の
即
時
性
が
向
上
し
、

き
め
細
か
い
や
り
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら

か
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
員
数
も
増
加
し
ま
し
た
。当
協

会
の
業
務
効
率
が
大
幅
に
向
上
し
た

こ
と
も
重
要
な
成
果
で
す
。

●
当
協
会
の
立
ち
位
置
の
明
確
化

　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
で
、市

行
政
と
協
働
し
て
対
策
の
検
討
を
し

た
り
、具
体
的
な
施
策
の
内
容
を
調

整
・
相
談
す
る
機
会
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。当
協
会
は
、市
の
補
助
金

を
主
た
る
財
源
と
す
る「
補
助
金
団

体
」で
す
が
、積
極
的
な
立
ち
位
置
へ

と
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。ま
た
、県
観
光
行
政（
中
部
振
興

局
ほ
か
）や
県
観
光
協
会（
ツ
ー
リ
ズ

ム
お
お
い
た
）、広
域
圏（
日
豊
海
岸

ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
協
議
会

ほ
か
）と
の
事
業
で
も
、具
体
的
な
事

業
の
窓
口
と
な
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。　業

務
量
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と

は
課
題
で
す
が
、当
協
会
職
員
の
意

識
も
変
わ
り
、ま
た
当
協
会
に
関
係

す
る
周
辺
の
評
価
も
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が「
存
在
感
が
増
し
た
」と
感
じ
て

い
ま
す
。実
際
、当
協
会
に
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
方
が
着
実
に
増

え
て
い
ま
す
。

ま
と
め
に
代
え
て

　津
久
見
市
は
、春
、夏
の
高
校
野
球

を
制
覇
し
た
高
校
を
擁
す
る「
野
球

の
町
」で
す
。私
は
、野
球
を
ず
っ
と
し

て
き
ま
し
た
が
、今
後
、当
協
会
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
、ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ

タ
ー
で
は
な
く
、2
番
バ
ッ
タ
ー
の

よ
う
に
、送
り
バ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

決
め
る
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。ホ
ー
ム
ラ
ン
は
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
打
っ
て
も
ら
い
、我
々
は
バ

ン
ト
で
着
実
に
塁
を
進
め
ま
す
。

　私
た
ち
は
、組
織
も
小
さ
く
体
力

も
な
い
チ
ー
ム
で
す
が
、地
域
の
皆

様
と
協
働
し
、地
域
の「
地
力
」向
上

に
向
け
て
、奮
闘
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
津
久
見
市
観
光
協
会
事
務
局
長 

紺

田
猛
）

津
久
見
市
の
事
例
か
ら

　津
久
見
市
の
事
例
は
、小
さ
な
地

域
が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
観

光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
一
例
と

し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　津
久
見
市
観
光
協
会
は
、新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、小
さ
く
脆
弱
な

体
制
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
意
思
決

定
や
実
行
の
速
度
を
速
め
、補
助
金

団
体
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
取
り
市

行
政
と
協
働
し
て
政
策
企
画
に
関
わ

り
、事
業
者
等
と
の
日
ご
ろ
の
信
頼

関
係
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、新
型

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

緊
急
時
に
、小
さ

な
観
光
協
会
が
地

域
の
中
で
の
存
在

感
を
高
め
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、観
光

協
会
の
今
後
の
あ

り
方
を
試
行
錯
誤

す
る
う
え
で
、大

い
に
可
能
性
を
感

じ
ま
す
。

（
吉
谷
地 

裕
）

ェ
ス
タ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。3
つ

目
は「
ミ
カ
ン
」で
、日
本
最
古
の
柑
橘

木
で
国
指
定
天
然
記
念
物「
尾
崎
子
ミ

カ
ン
先
祖
木
」を
擁
し
、甘
夏
、青
江
早

生
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
活

か
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
資
源
を
活
か
し
た
観
光

地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

の
が
当
組
織（
津
久
見
市
観
光
協
会 

図
1
）で
、市
観
光
戦
略
で
は「
津
久
見

版
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
核
」と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、小
さ
な
組
織
の
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
日
々
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
組

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
懸
念
が
広
が
っ
た
2
0
2
0
年
2

月
は
、ち
ょ
う
ど「
豊
後
水
道
河
津
桜

ま
つ
り
」の
開
催
中
で
あ
り
、飲
食
店

を
は
じ
め
関
係
者
は
敏
感
に
影
響
を

感
じ
て
お
り
、早
期
に
危
機
感
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、2
月
末
か
ら

行
政
や
事
業
者
、ま
ち
づ
く
り
団
体
と

議
論
、協
働
を
重
ね
て
、機
を
見
な
が

ら
様
々
な
取
組
を
展
開
し
ま
し
た（
表

１
）。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　中
で
も
、特
に
力
を
入
れ
た
の
が
飲

食
店
や
地
元
企
業
と
協
働
し
て
取
り

組
ん
だ
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン「T
O

 G
O

 O
K

! O
IT

A
 

つ
く

み
！
」で
す
。

当
市
の
観
光
経
済
の
な
か
で
、飲
食

店
に
お
け
る
消
費
は
特
に
重
要（
※

消
費
額
が
比
較
的
大
き
く
、地
元
調

達
率
も
大
き
い
）と
考
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、食
観
光
は
当
市
へ
の
最

も
重
要
な
来
訪
目
的
の
１
つ
で
す
。

そ
こ
で
飲
食
店
組
合
や
行
政
、地
元

事
業
者
、ま
ち
づ
く
り
団
体
等
と
連

携
し
、積
極
的
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　振
り
返
れ
ば
、日
ご
ろ
の
信
頼
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
が
、参
加
飲
食
店
が
多
数

集
ま
り
、地
元
大
手
企
業
等
か
ら
弁

当
受
注
や
、容
器
、消
毒
液
、お
花
の

提
供
な
ど
、多
く
の
賛
同
・
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
ち
づ
く
り
団
体

がY
o
u
T
u
b
e

で
配
信
も
行
い
ま
し

た
。日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連
携
し
て
弁

当
の
配
送
を
行
い
、高
齢
者
や
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
な
ど
か
ら
助
か
っ
た

と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　結
果
的
に
、開
始
1
月
を
待
た
ず
に

食
数
1
万
食
を
突
破
し
ま
し
た
。多
く

は
市
民
の
利
用
で
す
が
、飲
食
店
の
存

在
周
知
に
つ
な
が
り
、隣
接
市
の
他
、

ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の
利
用
な
ど
に
も

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。現
在
も
本
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
今
後
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

●
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
か
ら

「
弁
当
」販
売
へ

　観
光
協
会
で
は
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
実
施
し
て
い
る
飲
食
店
を
中
心

に
、弁
当
や
総
菜
商
品
の
開
発
・
販
売

の
支
援
を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。保

健
所
の
指
導
の
下
で
食
品
表
示
に
つ

い
て
の
研
修
を
開
催
し
、食
品
表
示

シ
ー
ル
の
有
償
作
成
、共
同
販
売
な

ど
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　当
市
で
は
、数
年
後
に
市
中
心
部

に「
街
な
か
観
光
拠
点（
道
の
駅
の
よ

う
な
施
設
）」を
整
備
す
る
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、弁
当
や
総
菜
な
ど
を
出

品
で
き
る
地
元
事
業
者
は
極
め
て
限

ら
れ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ

て
、事
業
者
が
手
ご
た
え
を
感
じ
始

め
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
の
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

●
会
員
と
の
連
絡
手
段
の

デ
ジ
タ
ル
化

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、会
員
と
の
情
報

共
有
や
、商
材
づ
く
り
の
た
め
の
情

報
入
手
は
大
変
困
難
で
し
た
。そ
こ

で
、比
較
的
市
内
で
普
及
し
て
い
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
）で
会
員
と
や
り

取
り
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
な
け
れ
ば
、導

入
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
か

『
コ
ロ
ナ
禍
を
身
近
な
フ
ァ
ン
づ
く
り
で
乗
り
越
え
る 

大
分
県
津
久
見
市
で
の
取
組
』

 
　
本
調
査
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る
と
、2
0
1
1
年
度

に
同
市
が
誘
致
・
開
業
し
た
屋
外
型
水
族
館「
う

み
た
ま
体
験
パ
ー
ク
・
つ
く
み
イ
ル
カ
島
」の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
、多
く
の
関
係
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
1
年
は
、新
た
な
観
光
施
設
を
目
当

て
に
、市
街
地
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
観
光
客
が
来

訪
し
た
が
、飲
食
店
等
が
多
く
立
地
す
る
市
中

心
部
を
素
通
り
し
、市
内
で
の
観
光
消
費
が
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、屋
外
型
水
族
館
で
あ
る
つ
く
み
イ
ル
カ
島
の

冬
期
入
場
者
数
の
底
上
げ
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、2
0
0
8
年
度
に
、広
域
圏
事
業「
ぶ

ん
ご
丼
街
道
」を
通
じ
て
開
発
し
た「
津
久
見
ひ

ゅ
う
が
丼
」が
話
題
と
な
り
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露

出
が
増
加
す
る
な
ど
、市
内
飲
食
関
係
者
の
食

観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。ま
た
、漁
業
者
も
、観
光
に
よ
る
収
入

拡
大
機
会
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
旗
振
り
役
と
な
っ
た
津
久
見
市
観
光
協
会

は
、2
0
0
9
年
に
津
久
見
市
役
所
内
か
ら
駅

前
に
移
転
独
立
し
、観
光
の
取
組
強
化
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。こ
う

し
た
中
で
、農
林
水
産
部
門
経
験
が
あ
る
職
員

を
中
心
に
、市
内
で
の
安
定
供
給
が
課
題
視
さ

れ
て
い
た
モ
イ
カ
が
注
目
さ
れ
、観
光
協
会
が

主
導
し
て
、漁
師
、漁
協
、飲
食
店
な
ど
と
の
調

整
が
図
ら
れ
た
。

　
本
事
業
を
取
り
巻
く
組
織
同
士
の
関
係
は
図

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、現
在

ま
で
に
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
背

景
と
概
要
、組
織
の
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。今

後
、こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、関
係
主
体
へ
の
個

別
の
調
査
を
行
い
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。ま
た
、い
く
つ

か
の
事
例
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、更
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
研
究
の
発
展
と
し
て
、地
域
社
会

（
地
縁
）が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
与
え
る

影
響
や
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
に
よ
る
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
環
境
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、津
久
見
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」で
は
な
い
地
域
が
、観
光
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
進
め
る
に
際
し
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
よ
し
や
ち
・
ゆ
た
か
）

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❻
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員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
、異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
る
役
割
を
果
た
す
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
大
別
し
て
い
る
。こ
れ

を
八
巻
ら
※
3 

は
模
式
的
に
図
1
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。

道
に
面
し
た
海
沿
い
の
都
市
で
あ
る
。臼
杵
市
、

佐
伯
市
と
境
を
接
し
、東
西
に
28
㎞
、南
北
に
12

㎞
、総
面
積
は
79
・
48
㎢
で
あ
る
。豊
後
水
道
に
面

し
た
津
久
見
湾
を
囲
う
よ
う
に
長
目
半
島
・
四

浦
半
島
の
リ
ア
ス
海
岸
が
伸
び（
馬
蹄
型
）、鎮
南

山
、姫
岳
、碁
盤
ケ
岳
、彦
岳
と
い
っ
た
6
0
0
〜

表 2 新型コロナ禍において
津久見市観光協会が実施した
主な取組

図 4 津久見市観光協会の組織

●
大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

　
同
市
で
は
、昭
和
26
年
に「
つ
く
み
港
ま
つ
り

納
涼
花
火
大
会
」の
初
開
催
後
、昭
和
39
年
に

「
津
久
見
扇
子
踊
り
大
会
」が
初
開
催
さ
れ
、昭

和
46
年
に「
津
久
見
市
ふ
る
さ
と
振
興
祭
」が
開

催
さ
れ
た
。昭
和
62
年
に「
津
久
見
市
民
球
場
」

が
開
場
し
、韓
国
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
合
宿
本

拠
地
と
し
て
い
た
。平
成
17
年
に
人
気
施
設「
つ

く
み
ん
公
園
」が
開
園
、平
成
20
年
に
津
久
見
港

埋
立
地
一
帯
が「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」に
認
定
さ

れ
た
。平
成
21
年
に
津
久
見
市
観
光
協
会
が
市

役
所
内
か
ら
駅
前
に
移
転
独
立
し
た
。

　
同
市
に
お
い
て「
観
光
元
年
」と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、屋
外
型
体
験
施
設「
う
み
た
ま
体
験

パ
ー
ク『
つ
く
み
イ
ル
カ
島
』」が
開
業
し
た
平

成
23
年
で
あ
る
。こ
れ
を
契
機
と
し
て
、現
在
の

当
市
も
主
力
と
な
っ
て
い
る
観
光
商
品「
津
久

見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ（
平
成
24
年
〜
）」、「
豊
後

水
道
河
津
桜
ま
つ
り（
平
成
25
年
〜
）」「
津
久
見

ひ
ゅ
う
が
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
平
成
25
年
〜
）」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。平
成
29
年
3
月
に
は「
観

光
を
通
じ
た
地
方
創
生
」を
目
指
し
て「
津
久
見

市
観
光
戦
略
」が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、同
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
う
ち
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」を
調
査

対
象
と
す
る
。本
事
業
は
、同
市
に
お
い
て
、約

10
年
前
後
に
渡
っ
て
継
続
開
催
さ
れ
て
い
る
。

津
久
見
市
観
光
協
会
を
中
心
に
、市
、商
工
会
議

所
、漁
師
、漁
協
、卸
、飲
食
店
が
連
携
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、企
画
に
関
係
し
た
主
体

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、筆
者
が
本
事

業
に
企
画
主
催
者
側
と
し
て
関
与
し
、現
場
の

実
情
や
関
係
者
へ
の
理
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
把
握
し
や
す
い
と

考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、本
事
業
は
、同
市
の
代
名
詞
的
事
業
と

し
て
認
知
度
も
評
価
も
高
い
が
、漁
業
資
源
の

減
少
や
漁
師
の
後
継
者
問
題
等
と
関
連
し
て
岐

路
に
あ
り
、新
た
な
企
画
や
合
意
形
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、研
究
サ
イ
ド
か
ら
そ

の
一
助
と
な
る
こ
と
も
意
図
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、「
津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
」

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

を
把
握
す
る
た
め
、下
記
の
よ
う
な
方
法
で
調

査
を
行
う
。

　
2
0
1
1
年
度
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

食
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
。「
モ
イ
カ
」は
、標
準

和
名
ア
オ
リ
イ
カ
の
地
方
名
で
あ
り
、同
市
の

特
産
と
な
っ
て
い
る
高
級
海
産
品
で
あ
る
。

津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
は
、漁
業
者（
バ
ッ
タ

リ
漁
協
議
会
）と
、漁
協（
大
分
県
漁
協
津
久
見

支
店
）、卸（
地
元
事
業
者
）、飲
食
店（
津
久
見
市

観
光
協
会
会
員
）、事
務
局（
津
久
見
市
観
光
協

会
）を
中
心
に
、市
内
の
各
団
体
・
事
業
者
が
連

携
・
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
内
約
10
店
舗
の
飲
食
店
で
モ
イ
カ
料
理
を

提
供
す
る
も
の
で
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式（
飲

食
店
＋
つ
く
み
イ
ル
カ
島
ま
た
は
市
内
菓
子
店

の
ス
タ
ン
プ
の
合
計
2
個
で
、お
食
事
券
や
モ

イ
カ
一
夜
干
し
な
ど
が
当
た
る
抽
選
に
応
募
可

能
）の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。津
久
見
市
観

光
協
会
が
ポ
ス
タ
ー
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、マ
ス
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
集
客
す
る
。市
内
商

工
関
係
者
に
強
い
人
脈
が
あ
る
津
久
見
商
工
会

議
所
が
市
内
企
業
に
周
知
・
宣
伝
す
る
こ
と
で
、

市
外
か
ら
の
出
張
者
な
ど
の
利
用
も
多
い
。

　
開
催
期
間
中
、大
分
県
漁
協
津
久
見
支
店
が
、

バ
ッ
タ
リ
漁
協
議
会
に
加
盟
す
る
漁
業
者
か
ら
、

事
前
に
取
り
決
め
た
金
額（
期
間
中
は
固
定
）で
モ

イ
カ
を
買
い
取
り
、陸
上
水
槽
で
畜
養
し
て
お
き
、

店
か
ら
注
文
が
入
り
次
第
、活
締
め
に
し
て
出
荷

　
昨
今
、温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
誘
客
力

の
強
い
観
光
資
源
を
持
ち
、観
光
産
業
と
と
も

に
発
展
し
て
き
た
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」と
呼

ば
れ
る
地
域
以
外
に
お
い
て
も
、観
光
は
、地
域

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
手
段
の
１
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
、大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
、各
地
の
総
合
計
画
や
観
光
計
画
等
を

紐
解
く
と
、地
域
経
済
の
発
展
や
、産
業
の
誘

致
、雇
用
の
維
持
・
確
保
、移
住
・
定
住
の
促
進
、

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、空
き
家
・
遊
休
地
の
活

用
、地
域
交
通
の
維
持
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
、郷
土
文
化
の
保
全
・
継
承
、健
康
の
維

持
、高
齢
者
の
活
躍
、障
が
い
者
の
活
躍
、自
然

環
境
と
の
共
生
な
ど
、様
々
な
政
策
が
観
光
と

紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、2
0
1
8
年
4
月
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
ま
で
の
約
3
年
間
、大
分
県
津
久
見
市
の

観
光
協
会
及
び
市
商
工
観
光
部
門
に
駐
在
し
、

観
光
政
策
や
事
業
に
関
わ
る
機
会
を
得
た
。同

市
は
、い
わ
ゆ
る「
観
光
地
」で
は
な
く
、（
前
述

の
よ
う
な
）様
々
な
政
策
と
観
光
を
紐
づ
け
て

取
り
組
む
地
域
の
1
つ
で
あ
る
。人
口
わ
ず
か

1
・
8
万
人
の
小
都
市
で
あ
る
同
市
は
、「
オ
ー

ル
津
久
見
」を
合
言
葉
に
観
光
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
本
研
究
の
き
っ
か
け
は
、こ
の「
オ
ー
ル
津
久

見
」に
実
際
に
交
ざ
り
関
わ
る
中
で
、活
動
の
多

く
が
、リ
ー
ダ
ー
や
そ
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
の「
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を

体
感
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
職
場
・
部
署
の
同
僚
や
関
係
先
と
い
っ
た
、業

務
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

学
生
時
代
の
仲
間
や
先
輩
・
後
輩
関
係
、地
区
活

動
の
関
係（
消
防
団
な
ど
）、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
野
球
、剣
道
等
）の
関
係（
指
導
者
、保
護
者
な

す
る
。飲
食
店
は
、新
鮮
な
モ
イ
カ
を
料
金
を
明

示
し
て
提
供
す
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
で
提
供
し

て
い
る
地
域
は
稀
有
で
あ
り
、「
漁
師
×
漁
協
×
料

理
人
の
三
位
一
体
」が
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
合
言

葉
と
な
っ
て
い
る
。市
場
評
価
は
高
く
、平
均
客

単
価
や
１
日
あ
た
り
の
売
上
は
毎
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
。新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
下
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
度
も
上
昇
し
た
。

（
3
）今
後
の
展
開

ど
）、親
戚
・
血
縁
関
係
と
い
っ
た
、業
務
外
で
の

活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る「
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」が
、分
野
・
官
民
・
地
域
を
超
え
て
連
携
す

る
困
難
な
業
務
を
遂
行
す
る
鍵
と
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
約
3
年
間
の
経
験
を
思
い
返
せ
ば
、優
秀
と

思
え
る
人
ほ
ど
、退
勤
後
や
休
日
も
、家
庭
・
地

区
・
学
校
な
ど
の
活
動
で
多
忙
で
あ
る
よ
う
に

見
え
た
が
、む
し
ろ
、そ
こ
で
築
か
れ
た
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、困
難
な
業
務
を
遂
行
す

る
鍵
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、ケ
ー
ス（
事
例
）と
し

て
大
分
県
津
久
見
市
を
単
独
で
取
り
上
げ
、同

市
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　
本
研
究
で
は
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点

か
ら
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
に
注
目
す
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、森

岡
ら
※
1 

に
よ
る
と
、「
集
団
過
程
を
規
定
す
る

集
団
の
目
標
達
成
お
よ
び
集
団
を
維
持
す
る
た

め
の
機
能
の
実
現
を
図
る
べ
く
、集
団
の
成
員

に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ら
の

諸
機
能
を
先
導
的
に
遂
行
す
る
過
程
」と
定
義

さ
れ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ

い
て
、パ
ッ
ト
ナ
ム
※
2 

は「
個
人
間
の
つ
な
が

り
、す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、お
よ
び

そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
」

と
述
べ
て
い
る
。パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
成

7
0
0
ｍ
の
山
地
が
三
方
か
ら
馬
蹄
型
に
囲
ん

で
い
る
。有
人
の
島
嶼
に
は
、保
戸
島
、地
無
垢
島

の
2
島
が
あ
る
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、戦
国
時
代
に
は
大
友
氏

の
支
配
下
に
あ
り
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て

知
ら
れ
る
大
友
家
21
代
義
鎮（
宗
麟
）は
、晩
年

に
津
久
見
赤
河
内
に
居
を
移
し
、1
5
8
7
年

に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
、北
半

分
が
臼
杵
藩
、南
半
分
が
佐
伯
藩
と
市
域
が
分

断
さ
れ
て
い
た
。江
戸
時
代
以
降
、ミ
カ
ン
栽
培

や
石
灰
づ
く
り
が
進
展
し
、大
正
5
年
の
日
豊

本
線
臼
杵
・
佐
伯
間
開
通
を
契
機
に
、ミ
カ
ン
の

栽
培
面
積
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
近
代
的
な
セ

メ
ン
ト
工
業
が
発
達
し
た
。ま
た
、保
戸
島
の
ま

ぐ
ろ
延
縄
漁
業
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
南

洋
へ
進
出
し
た
。こ
う
し
た
鉱
工
業
や
農
業
・
水

産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、現
在
の
津
久
見
市
の

産
業
の
礎
を
築
い
た
。現
在
も
、日
本
最
大
級
の

石
灰
石
鉱
山
と
、石
灰
石
・
セ
メ
ン
ト
産
業
の
集

積
が
見
ら
れ
る
。

　
同
市
の
人
口
は
、昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
お
り
、平
成
27（
2
0
1
5
）年
現
在
は

1
7
9
6
9
人
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、こ
れ
ら
の
概
念

に
基
づ
い
て
、大
分
県
津
久
見

市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

支
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
大
分
県
津
久
見
市
の
概
要

　
大
分
県
津
久
見
市
は
、大
分

県
南
東
部
に
位
置
し
、豊
後
水

大
分
県
津
久
見
市
の
観
光
の
概
要

　私
は
、大
分
県
津
久
見
市
観
光
協

会
の
事
務
局
長
の
紺
田
と
申
し
ま

す
。大
分
県
津
久
見
市
は
県
南
部
に

位
置
し
、リ
ア
ス
海
岸
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。福
岡
か
ら
車
で
約
3
時
間
、

大
分
市
内
か
ら
車
で
1
時
間
弱
の
場

所
に
あ
り
ま
す
。当
市
は
日
本
一
の

石
灰
石
産
出
量
を
誇
る
鉱
山
を
有
し

て
お
り
、市
民
の
7
割
ほ
ど
が
石
灰
・

セ
メ
ン
ト
産
業
に
携
わ
る
な
ど
、重

要
な
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
観
光
資
源
と
し
て
、リ
ア
ス
海

岸
の
四
浦
半
島
沿
い
に
咲
く
5
千
本

以
上
の
河
津
桜
や
、市
が
誘
致
し
た

屋
外
型
体
験
施
設「
つ
く
み
イ
ル
カ

島
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　当
市
で
は
、豊
後
水
道
の
恵
み
を

活
か
し
食
観
光
に
長
年
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。近
年
力
を
入
れ
て
き
た
の

は
3
つ
。1
つ
目
は「
マ
グ
ロ
」で
、独

特
の
景
観
で
知
ら
れ
る
保
戸
島
が
、

日
本
一
の
マ
グ
ロ
遠
洋
漁
業
基
地
と

し
て
栄
え
た
歴
史
を
活
か
し
て
、市

内
で
様
々
な
マ
グ
ロ
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。中
で
も「
津
久
見
ひ
ゅ
う

が
丼
」は
、九
州
地
域
で
広
く
知
ら
れ

る
名
物
に
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。2

つ
目
は「
モ
イ
カ（
ア
オ
リ
イ
カ
）」

で
、湾
内
で
モ
イ
カ
が
多
く
取
れ
る

こ
と
か
ら
、漁
師
・
漁
協
・
飲
食
店
が

連
携
し
、市
内
で
料
理
を
提
供
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
津
久
見
モ
イ
カ
フ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
の
体
制
が
で
き
た
こ
と
で
、会

員
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

や
支
援
情
報
や
、会
員
と
の
や
り
取

り
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、会
員
に
提

供
す
る
情
報
の
即
時
性
が
向
上
し
、

き
め
細
か
い
や
り
取
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら

か
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら

ず
会
員
数
も
増
加
し
ま
し
た
。当
協

会
の
業
務
効
率
が
大
幅
に
向
上
し
た

こ
と
も
重
要
な
成
果
で
す
。

●
当
協
会
の
立
ち
位
置
の
明
確
化

　コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
で
、市

行
政
と
協
働
し
て
対
策
の
検
討
を
し

た
り
、具
体
的
な
施
策
の
内
容
を
調

整
・
相
談
す
る
機
会
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。当
協
会
は
、市
の
補
助
金

を
主
た
る
財
源
と
す
る「
補
助
金
団

体
」で
す
が
、積
極
的
な
立
ち
位
置
へ

と
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。ま
た
、県
観
光
行
政（
中
部
振
興

局
ほ
か
）や
県
観
光
協
会（
ツ
ー
リ
ズ

ム
お
お
い
た
）、広
域
圏（
日
豊
海
岸

ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
協
議
会

ほ
か
）と
の
事
業
で
も
、具
体
的
な
事

業
の
窓
口
と
な
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。　業

務
量
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と

は
課
題
で
す
が
、当
協
会
職
員
の
意

識
も
変
わ
り
、ま
た
当
協
会
に
関
係

す
る
周
辺
の
評
価
も
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が「
存
在
感
が
増
し
た
」と
感
じ
て

い
ま
す
。実
際
、当
協
会
に
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
方
が
着
実
に
増

え
て
い
ま
す
。

ま
と
め
に
代
え
て

　津
久
見
市
は
、春
、夏
の
高
校
野
球

を
制
覇
し
た
高
校
を
擁
す
る「
野
球

の
町
」で
す
。私
は
、野
球
を
ず
っ
と
し

て
き
ま
し
た
が
、今
後
、当
協
会
に
求

め
ら
れ
る
役
割
は
、ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ

タ
ー
で
は
な
く
、2
番
バ
ッ
タ
ー
の

よ
う
に
、送
り
バ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

決
め
る
役
割
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。ホ
ー
ム
ラ
ン
は
事
業
者
の

皆
さ
ま
に
打
っ
て
も
ら
い
、我
々
は
バ

ン
ト
で
着
実
に
塁
を
進
め
ま
す
。

　私
た
ち
は
、組
織
も
小
さ
く
体
力

も
な
い
チ
ー
ム
で
す
が
、地
域
の
皆

様
と
協
働
し
、地
域
の「
地
力
」向
上

に
向
け
て
、奮
闘
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
津
久
見
市
観
光
協
会
事
務
局
長 

紺

田
猛
）

津
久
見
市
の
事
例
か
ら

　津
久
見
市
の
事
例
は
、小
さ
な
地

域
が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
観

光
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
一
例
と

し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　津
久
見
市
観
光
協
会
は
、新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、小
さ
く
脆
弱
な

体
制
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
意
思
決

定
や
実
行
の
速
度
を
速
め
、補
助
金

団
体
で
あ
る
こ
と
を
逆
手
に
取
り
市

行
政
と
協
働
し
て
政
策
企
画
に
関
わ

り
、事
業
者
等
と
の
日
ご
ろ
の
信
頼

関
係
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
、新
型

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

緊
急
時
に
、小
さ

な
観
光
協
会
が
地

域
の
中
で
の
存
在

感
を
高
め
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、観
光

協
会
の
今
後
の
あ

り
方
を
試
行
錯
誤

す
る
う
え
で
、大

い
に
可
能
性
を
感

じ
ま
す
。

（
吉
谷
地 

裕
）

ェ
ス
タ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。3
つ

目
は「
ミ
カ
ン
」で
、日
本
最
古
の
柑
橘

木
で
国
指
定
天
然
記
念
物「
尾
崎
子
ミ

カ
ン
先
祖
木
」を
擁
し
、甘
夏
、青
江
早

生
の
発
祥
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
活

か
し
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
資
源
を
活
か
し
た
観
光

地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

の
が
当
組
織（
津
久
見
市
観
光
協
会 

図
1
）で
、市
観
光
戦
略
で
は「
津
久
見

版
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
核
」と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、小
さ
な
組
織
の
フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
日
々
奮
闘

し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
組

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
懸
念
が
広
が
っ
た
2
0
2
0
年
2

月
は
、ち
ょ
う
ど「
豊
後
水
道
河
津
桜

ま
つ
り
」の
開
催
中
で
あ
り
、飲
食
店

を
は
じ
め
関
係
者
は
敏
感
に
影
響
を

感
じ
て
お
り
、早
期
に
危
機
感
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、2
月
末
か
ら

行
政
や
事
業
者
、ま
ち
づ
く
り
団
体
と

議
論
、協
働
を
重
ね
て
、機
を
見
な
が

ら
様
々
な
取
組
を
展
開
し
ま
し
た（
表

１
）。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　中
で
も
、特
に
力
を
入
れ
た
の
が
飲

食
店
や
地
元
企
業
と
協
働
し
て
取
り

組
ん
だ
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン「T
O

 G
O

 O
K

! O
IT

A
 

つ
く

み
！
」で
す
。

当
市
の
観
光
経
済
の
な
か
で
、飲
食

店
に
お
け
る
消
費
は
特
に
重
要（
※

消
費
額
が
比
較
的
大
き
く
、地
元
調

達
率
も
大
き
い
）と
考
え
て
い
ま
す

が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、食
観
光
は
当
市
へ
の
最

も
重
要
な
来
訪
目
的
の
１
つ
で
す
。

そ
こ
で
飲
食
店
組
合
や
行
政
、地
元

事
業
者
、ま
ち
づ
く
り
団
体
等
と
連

携
し
、積
極
的
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　振
り
返
れ
ば
、日
ご
ろ
の
信
頼
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
が
、参
加
飲
食
店
が
多
数

集
ま
り
、地
元
大
手
企
業
等
か
ら
弁

当
受
注
や
、容
器
、消
毒
液
、お
花
の

提
供
な
ど
、多
く
の
賛
同
・
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
ち
づ
く
り
団
体

がY
o
u
T
u
b
e

で
配
信
も
行
い
ま
し

た
。日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

地
元
タ
ク
シ
ー
会
社
と
連
携
し
て
弁

当
の
配
送
を
行
い
、高
齢
者
や
乳
幼

児
の
い
る
家
庭
な
ど
か
ら
助
か
っ
た

と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　結
果
的
に
、開
始
1
月
を
待
た
ず
に

食
数
1
万
食
を
突
破
し
ま
し
た
。多
く

は
市
民
の
利
用
で
す
が
、飲
食
店
の
存

在
周
知
に
つ
な
が
り
、隣
接
市
の
他
、

ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の
利
用
な
ど
に
も

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。現
在
も
本
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
今
後
の

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

●
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
か
ら

「
弁
当
」販
売
へ

　観
光
協
会
で
は
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
実
施
し
て
い
る
飲
食
店
を
中
心

に
、弁
当
や
総
菜
商
品
の
開
発
・
販
売

の
支
援
を
新
た
に
始
め
ま
し
た
。保

健
所
の
指
導
の
下
で
食
品
表
示
に
つ

い
て
の
研
修
を
開
催
し
、食
品
表
示

シ
ー
ル
の
有
償
作
成
、共
同
販
売
な

ど
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　当
市
で
は
、数
年
後
に
市
中
心
部

に「
街
な
か
観
光
拠
点（
道
の
駅
の
よ

う
な
施
設
）」を
整
備
す
る
計
画
が
あ

り
ま
す
が
、弁
当
や
総
菜
な
ど
を
出

品
で
き
る
地
元
事
業
者
は
極
め
て
限

ら
れ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ

て
、事
業
者
が
手
ご
た
え
を
感
じ
始

め
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
の
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

●
会
員
と
の
連
絡
手
段
の

デ
ジ
タ
ル
化

　新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、会
員
と
の
情
報

共
有
や
、商
材
づ
く
り
の
た
め
の
情

報
入
手
は
大
変
困
難
で
し
た
。そ
こ

で
、比
較
的
市
内
で
普
及
し
て
い
る
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
）で
会
員
と
や
り

取
り
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
な
け
れ
ば
、導

入
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
か

 

　
本
調
査
に
先
立
っ
て
実
施
し
た
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
に
よ
る
と
、2
0
1
1
年
度

に
同
市
が
誘
致
・
開
業
し
た
屋
外
型
水
族
館「
う

み
た
ま
体
験
パ
ー
ク
・
つ
く
み
イ
ル
カ
島
」の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
、多
く
の
関
係
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
1
年
は
、新
た
な
観
光
施
設
を
目
当

て
に
、市
街
地
が
渋
滞
す
る
ほ
ど
の
観
光
客
が
来

訪
し
た
が
、飲
食
店
等
が
多
く
立
地
す
る
市
中

心
部
を
素
通
り
し
、市
内
で
の
観
光
消
費
が
極

め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、屋
外
型
水
族
館
で
あ
る
つ
く
み
イ
ル
カ
島
の

冬
期
入
場
者
数
の
底
上
げ
も
課
題
で
あ
っ
た
。

　
更
に
、2
0
0
8
年
度
に
、広
域
圏
事
業「
ぶ

ん
ご
丼
街
道
」を
通
じ
て
開
発
し
た「
津
久
見
ひ

ゅ
う
が
丼
」が
話
題
と
な
り
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露

出
が
増
加
す
る
な
ど
、市
内
飲
食
関
係
者
の
食

観
光
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。ま
た
、漁
業
者
も
、観
光
に
よ
る
収
入

拡
大
機
会
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
旗
振
り
役
と
な
っ
た
津
久
見
市
観
光
協
会

は
、2
0
0
9
年
に
津
久
見
市
役
所
内
か
ら
駅

前
に
移
転
独
立
し
、観
光
の
取
組
強
化
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。こ
う

し
た
中
で
、農
林
水
産
部
門
経
験
が
あ
る
職
員

を
中
心
に
、市
内
で
の
安
定
供
給
が
課
題
視
さ

れ
て
い
た
モ
イ
カ
が
注
目
さ
れ
、観
光
協
会
が

主
導
し
て
、漁
師
、漁
協
、飲
食
店
な
ど
と
の
調

整
が
図
ら
れ
た
。

　
本
事
業
を
取
り
巻
く
組
織
同
士
の
関
係
は
図

3
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、現
在

ま
で
に
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ
の
企
画
背

景
と
概
要
、組
織
の
関
係
を
整
理
し
て
き
た
。今

後
、こ
れ
ら
を
基
礎
と
し
て
、関
係
主
体
へ
の
個

別
の
調
査
を
行
い
、津
久
見
モ
イ
カ
フ
ェ
ス
タ

の
企
画
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。ま
た
、い
く
つ

か
の
事
例
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、更
に
分
析
を
深
め
る
こ
と
も
想
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、本
研
究
の
発
展
と
し
て
、地
域
社
会

（
地
縁
）が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
与
え
る

影
響
や
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
に
よ
る
支
援

や
人
材
育
成
な
ど
が
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
環
境
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、津
久
見
市
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」で
は
な
い
地
域
が
、観
光
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
進
め
る
に
際
し
、人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
、研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

（
よ
し
や
ち
・
ゆ
た
か
）

2020年4月…

5月…
6月…

7月…

9月…

11月…

2021年6月…

飲食店テイクアウトキャンペーンを
スタート（以降、継続的に開催中）
LINEオフィシャルアカウントを活用した
連絡体制を構築
企業団体からの寄付（寄付金、容器、消毒液、花）受付
テイクアウトタクシー＆市のタクシー助成開始
飲食店のための新型コロナ対策セミナー開催

（主催：津久見市、企画・実施協力：観光協会）
つくみイルカ島に混雑状況確認用の
ライブカメラ設置

「津久見ひゅうが丼キャンペーン」を
開催（各店の理解を得て短縮開催、
大分県「安心はおいしい」
プロジェクトと連携）
※平均単価・満足度が過去最高を記録
公式通販サイト「つくみトドケル」
リリース、目玉商品として

「おうちでひゅうが丼セット」を発売
「津久見モイカフェスタ」を開催
（各店の理解を得て短縮開催、大分県
「安心はおいしい」プロジェクトと連携）
※平均単価・満足度が過去最高を記録

「食品表示ラベル」研修開催
観光協会が食品表示ラベルの
有償作成を開始
弁当合同販売を開催

※
1 

森
岡
清
美
、塩
原
勉
、本
間
康
平
、1
9
9
3
、新
社

会
学
辞
典
、有
斐
閣

※
2 P

u
tn

am
, R

o
b
ert D

., Y
asu

fu
m

i. S
h
ib

an
ai, 

a
n
d
 

柴
内
康
文
、 

2
0
0
6
、孤
独
な
ボ
ウ
リ
ン
グ
―
米

国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
再
生

※
3 

八
巻
一
成 et al

. 

2
0
1
4
。〝
過
疎
地
域
の
地
域

づ
く
り
を
支
え
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
岩
手
県
葛
巻
町

の
事
例
―
〞日
本
森
林
学
会
誌
9
6（
4
） 

2
2
1
‒2
8

※
4 

津
久
見
市
、1
9
8
5
、津
久
見
市
誌
、津
久
見
市
誌

編
さ
ん
室 

※
5 

津
久
見
市
、第
5
次
津
久
見
市
総
合
計
画（
2
0
2
1

年
改
訂
版
）

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❻

津久見市観光協会の組織
・ 任意団体「津久見市観光協会」

・ DMO登録はしていない、法人格なし
・ 市補助金＋指定管理料＋直営店売上

・ 役員
・ 会長（市長）
・ 副会長（商工会議所副会頭、飲食店組合長）
・ 監事（市役所、商業協同組合理事長）
・ 理事20名程度（市内企業関係者等）

・ 事務局（7名体制）
・ 事務局長1名

・ １～３年スパンで異動する出向者（※市からの業務支援）
・ パートタイム職員6名（次長含む）

・ うち10年選手が2名≒プロパー
・ 店舗専従スタッフ1名

・ パートスタッフ数名

・ 事務所
・ 津久見駅前観光案内所（約40㎡）
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　今
年
8
月
、I
P
C
C（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）は
、産
業
革
命
前
と
比
べ
た
世

界
の
気
温
上
昇
が
こ
れ
ま
で
よ
り
10
年
早
く
、

2
0
2
1
〜
2
0
4
0
年
に
1
・
5
度
以
上
に

達
す
る
と
の
新
た
な
予
測
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
内
外
で
は
豪
雨
や
干
ば
つ
、熱
波
の
増

加
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、気
候
変
動
へ
の
対
応
は
未
だ
か
つ
て
な
い

ほ
ど
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。　脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
今
、観
光
地
が
果
た
す
べ
き

役
割
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。当
財
団
で
は
今
年
度
、2
0
5
0
年
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
す
る
視

点
で
の
観
光
地
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
目
標

に
、環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向

を
把
握
し
、社
会
に
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る

た
め
の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　C
O
P
は
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
と
し

て
、1
9
9
2
年
に
採
択
さ
れ
た「
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
」に
基
づ
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
年
次
会
議
で
、今
回
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の

開
催
が
第
26
回
目
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、グ
ラ

ス
ゴ
ー
開
催
は
本
来
、2
0
2
0
年
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、C
O
V
I
D
‐
19
の
世
界
的

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
延
期
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。ち
な
み

に
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
あ
る
今
回
の
開
催
地
・
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、観
光
局（V

isitS
co

tla
n
d

）

が
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
行
っ
た
、世
界
で
最

初
の
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　C
O
P
26
は
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
よ
る
各

国
首
脳
へ
の「
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、行
動
を
」

と
の
呼
び
か
け
か
ら
開
幕
し
、計
1
9
7
カ
国

の
参
加
に
よ
る
2
週
間
に
わ
た
る
議
論
の
末
、

最
終
的
に
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意

（G
lasgo

w
 C

lim
ate P

act

）」を
採
択
し
て

閉
幕
し
ま
し
た
。今
回
の
C
O
P
26
に
お
い
て

は
、2
0
1
5
年
採
択
の
パ
リ
協
定
で「
気
温
上

昇
幅
に
つ
い
て
1
・
5
度
に
抑
え
る
べ
き
」と
し

て
い
た
努
力
目
標
が
、公
式
文
書
に
お
け
る
正

式
な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
点
が
大
き

な
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、石

炭
使
用
の
削
減
や
化
石
燃
料
へ
の
非
効
率
な
補

助
金
の
削
減
、2
0
3
0
年
に
お
け
る
排
出
削

減
目
標
の
再
検
討
・
強
化
に
つ
い
て
合
意
を
得

る
な
ど
、多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し

一
方
で
、先
進
国
と
途
上
国
・
新
興
国
と
の
対
立

が
目
立
ち
、途
上
国
・
新
興
国
側
の
強
い
反
対
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
合
意
に
お
い
て
内
容
の
後

退
・
妥
協
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　こ
の
C
O
P
26
の
中
で
、観
光
分
野
に
お
け

る
気
候
変
動
対
策
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
グ

ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
で
す
。同
宣
言
で
は
、観
光
産
業

に
お
け
るC

O
2

排
出
量
を
2
0
3
0
年
ま
で
に

半
減
、2
0
5
0
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、観
光
分
野

に
お
い
て
、幅
広
い
関
係
者
が
協
働
し
て
取
り

組
む
べ
き
行
動
と
し
て
、「
測
定（M

easure

）」

「
脱
炭
素
化（D

e
c
a
r
b

o
n

iz
e

）」「
再
生

（R
egen

era
te

）」「
協
働（C

o
lla

b
o
ra

te

）」

「
資
金（F

in
an

ce

）」の
5
つ
の
観
点
か
ら
取
組

事
項
を
整
理
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、発
表
に
合

わ
せ
て
、観
光
に
携
わ
る
民
間
企
業
や
組
織
、政

府
な
ど
約
3
0
0
の
関
係
団
体
が
宣
言
へ
の
参

加
署
名
を
行
っ
て
お
り
、日
本
か
ら
は
北
海
道

ニ
セ
コ
町
、一
般
社
団
法
人
J
A
R
T
A
、春
陽

荘
の
3
団
体
が
参
加
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
団
体
・
組
織
等
は
、取
組
事
項
に
記
載

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
ル
ー
ル
」の
各
側
面
か
ら

脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、2
0
2
5
年
の
中
間

地
点
ま
で
を「
5
年
間
の
集
中
期
間
」と
位
置
づ

け
、少
な
く
と
も
1
0
0
カ
所
の「
先
行
地
域
」

の
創
出
と
、8
つ
の
項
目
か
ら
な
る「
重
点
対

策
」の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
身
を
見

て
み
る
と
、発
電
や
住
宅
・
建
築
物
関
係
の
再

生
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
取
組
、資
源
循
環
に

係
る
取
組
等
が
目
立
ち
、「
観
光
」に
直
接
言
及

し
た
取
組
と
し
て
は
、国
立
公
園
に
お
け
る「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、国
立
公
園
等
の
一
部
の
地
域

で
独
自
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、

多
く
の
観
光
地
で
は
当
面
は
、観
光
に
拠
ら
な

い
一
般
地
域
の
一
つ
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
関
係
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す（
図
1
・
2
参
照
）。

　C
O
P
26
、そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経

て
、我
が
国
の
観
光
地
で
も
、脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。た
だ
一
方
で
、C
O
P

26
の
枠
組
み
自
体
は
政
府
が
前
面
に
立
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
、ま
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
に
つ
い

て
は
今
後
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
時
点
で

の
参
加
は
3
組
織
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、地
域
主
体
の
全
体
的
な
動
き
と
な
る
に
は

ま
だ
時
間
を
要
し
そ
う
で
す
。

　た
だ
し
、国
際
的
な
枠
組
み
や
政
府
の
取
組

と
並
行
し
て
、先
行
・
自
発
的
に
積
極
的
な
対
応

を
見
せ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
北
海
道

ニ
セ
コ
町
で
は
、2
0
2
0
年
7
月
に「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
宣
言
」を
行
い
、脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。気
候
変
動

の
問
題
は
ニ
セ
コ
町
が
単
体
で
取
り
組
ん
で
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、取
組

の
根
底
に
は
、気
候
変
動
が
こ
の
ま
ま
進
み
、地

球
が
温
暖
化
す
れ
ば
、世
界
の
観
光
客
を
惹
き

つ
け
て
い
る
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
も
失

わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
危
機

ラ
な
ど
、自
然
を
基
盤
と
し
て
社
会
の
諸
課
題

を
解
決
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
含
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
を
指
し
、国
内
で
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
は
よ
り
イ
ン
フ
ラ（
従
来
の
ハ
ー
ド
社
会

基
盤
）の
整
備
面
・
取
組
面
に
着
目
し
、N
b
S

は
よ
り
包
括
的
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、Eco

-D
R

R

は

こ
れ
ら
の
概
念
、取
組
の
中
で
、防
災
・
減
災
に

関
連
付
け
て
使
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、遊
水

地
に
よ
る
増
水
時
の
保
水
機
能
の
発
揮
な
ど
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

従
来
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
代
替
し
つ
つ
、生
態

系
お
よ
び
景
観
等
の
自
然
環
境
を
中
長
期
的
に

回
復
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、生
活
環
境
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
が
従
来
の
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
に
よ
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　加

え
て
、こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
際
の
視

点
と
し
て
、連
携
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要

性
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。従
来
型
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
心
の
イ
ン
フ
ラ
整
備（
い
わ
ゆ
る

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
）と
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

間
に
は
ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

短
期
的
・
中
期
的
・
長
期
的
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
、コ
ス
ト
や
整
備
の
効
果
、リ
ス
ク
等
の
面
に

お
い
て
複
合
的
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、整
備
方
針
の
決
定
は
、ひ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
地
域
を
作
る
の
か
、そ
の
地
域
で
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
か
、と
い
っ
た
根
源
的
な
問
題

と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ら
に
丁
寧
な
合
意
形
成
と
意
思
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。最
後
に
、そ
う
し
た
新
た
な
社
会
構
築
に
お

け
る
官
民
連
携
と
市
民
参
加
の
ユ
ニ
ー
ク
で
軽

や
か
な
枠
組
み
と
し
て「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　ミ

ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、か
つ
て

行
政
に
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
河
川
敷
な
ど
の
水

辺
空
間
の
あ
り
か
た
を
自
分
事
に
す
る
人
々
を

応
援
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
、全
国
の
水
辺
活

用
先
進
事
例
の
紹
介
、ご
当
地
会
議
の
推
奨
、全

国
大
会
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
お
り
、

2
0
1
8
年
度
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
は「
水
辺
＋

R
I
N
G（
輪
）」、「
水
辺
＋
R（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）＋
I
N
G（
進
行
形
）」の
造
語
で
、水
辺
に

興
味
を
持
つ
市
民
や
企
業
、そ
し
て
行
政
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
、水
辺
と
ま
ち
が
一
体
と
な

っ
た
美
し
い
景
観
と
、新
し
い
賑
わ
い
を
生
み

出
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
、次
々
と
起
こ
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、毎
年
川
の
日
で
あ
る
7
月
7
日

に
は「
水
辺
で
乾
杯
」と
い
っ
た
全
国
同
時
多
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。参
加
の
ル
ー

ル
は
シ
ン
プ
ル
で
、各
地
で
自
由
に
水
辺
に
集

ま
っ
て
乾
杯
す
る
だ
け
で
、「
水
辺
で
乾
杯
」の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
こ
こ
で
乾
杯
し
ま
す
！
」と

い
う
事
前
の「
乾
杯
宣
言
」と
、当
日
実
際
に
乾

杯
し
た
後
の「
実
施
写
真
」を
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。2
0
1
5
年
か
ら
始
ま
り
、徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
、
2
0
1
9
年
に
は
全
国

2
4
2
カ
所
、1
万
人
以
上
が
参
加
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た（
2
0
2
0
年
、

2
0
2
1
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
拡
大
の
た
め
、規
模
・
内
容
を
縮
小
し
て

実
施
）。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、市
民
、企
業
、行

さ
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
計
画
を
策
定
し
、今
後

よ
り
具
体
的
な
気
候
変
動
に
対
す
る
対
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、我
が
国
の
政
府
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、日
本
政
府
は
、2
0
5
0
年
のC

O
2

排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
長
期
目
標
に
、2
0
3
0
年
度

に
お
け
る
排
出
量
の
46
％
削
減（
2
0
1
3
年

度
比
）を
中
期
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
目

標
は
、従
来
の
目
標
を
前
倒
し
で
実
現
す
る
も

の
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
取
組
を
今
後
10
年
以

内
で
次
々
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
、か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
る
た
め
、政
府
で
は「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」の
中
で
、2
0
3
0
年
ま
で
を「
基
盤

的
施
策
の
実
施
期
間
」と
位
置
づ
け
、「
地
域
」

1
．観
光
分
野
に
お
け
る

脱
炭
素
の
決
意
表
明

グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
取
り
組
む
、先
行
的
研
究

2
0
5
0
年

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

観
光
地
の
あ
り
方
研
究

〜
環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向
、コ
ロ
ナ
下
で
見
つ
け
た
2
0
3
0
年
の
芽

観
光
地
域
研
究
部

　環
境
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員 

中
島 

泰
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感
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、ま
ず
率
先

し
て
脱
炭
素
に
取
り
組
み
、賛
同
す
る
地
域
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
構
図
は
、海
岸
線
の
上
昇
に
悩
む
島
し

ょ
国
の
状
況
に
も
似
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
国
・
地
域
は
、単
体
で
は
確

か
に
小
さ
く
、取
組
の
効
果
も
小
さ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、気
候
変
動
に
係
る
会
議
の
場

で
は
、フ
ィ
ジ
ー
や
ツ
バ
ル
な
ど
を
始
め
と
し

て
大
き
な
発
信
力
と
説
得
力
を
持
っ
て
き
た
の

も
事
実
で
す
。

　脱
炭
素
は
、環
境
問
題
に
対
す
る
対
応
の
視

点
と
し
て
現
時
点
に
お
い
て
最
重
要
の
課
題
で

あ
る
一
方
で
、概
念
や
対
象
が
大
き
す
ぎ
る
た

め
、何
か
ら
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
良
い
か

が
分
か
り
づ
ら
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し

た
中
、脱
炭
素
と
も
密
接
に
関
連
し
つ
つ
、地
域

の
自
然
環
境
の
保
全
を
行
っ
て
い
く
中
で
観
光

地
の
中
長
期
的
な
質
的
向
上
に
も
寄
与
す
る
可

能
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て「
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
」「
N
b
S
」「E

co
-D

R
R

」な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、社
会
資
本
整
備
や

土
地
利
用
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い

て
、自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用

し
、持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
国
土
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、例
え
ば
、従
来
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
よ
る
河
川
整
備
か
ら
多

自
然
型
の
川
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

河
川
内
の
土
砂
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
生
態
系
シ
ス

テ
ム
、河
川
景
観
等
を
中
長
期
的
に
回
復
さ
せ

る
取
組
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。N
b
S
は
、グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
近
い
概
念
で
す
が
、自
然
を

基
盤
と
す
る
解
決
策（N

b
S

：N
atu

re-b
ased

 

S
o
lu

tio
n
s

）の
略
で
、生
態
系
を
活
用
し
た
防

災
・
減
災（E

co
-D

R
R

）や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

政
が
フ
ラ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
よ
っ
て
、水

辺
と
い
っ
た
公
共
空
間
に
お
い
て「
つ
く
る
人
」

と「
使
う
人
」に
分
か
れ
て
い
た
人
た
ち
が
、領

域
を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。行
政
だ
け
で
公
共
空
間
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
と
、ど
う
し
て
も「
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
」が

薄
く
な
り
が
ち
で
す
が
、ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、官
民
が
連
携
し
つ
つ
、主
役
の
市

民
が「
使
う
ひ
と
」と
し
て
デ
ザ
イ
ン
段
階
か
ら

参
画
し
、作
り
上
げ
た
空
間
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
そ
れ
は
公
共
空
間
の
整
備

に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
点
で
参
考
に
な
る
取

組
で
す
。

　今
回
進
め
て
い
く
研
究
で
は
、こ
の
よ
う
に

取
組
の
視
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
・
プ
ロ
セ

ス
に
も
着
目
し
な
が
ら
、全
国
の
リ
ア
ル
な
取

組
の
現
場
を
、観
光
×
環
境
の
側
面
で
な
る
べ

く
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。現
時
点
で
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
対
象

範
囲
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
あ
り
方
・
可
能
性

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
温
泉
熱
の
活
用
／

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
）

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
物
質
循
環
の
あ
り
方
・

可
能
性

（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
／
地
域
循
環
共

生
圏
／
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
脱
炭
素
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
の

支
援
ス
キ
ー
ム

（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
T
N
F
D
）／
エ
シ
カ
ル
起
業
家
の
支
援
な

ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
取
組
・
ス
テ
イ
タ
ス
の
見

え
る
化

（
カ
ー
ボ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
観
光
に
お

け
る
管
理
有
効
性
評
価（
M
E
E
）な
ど
）

│
観
光
客
に
求
め
ら
れ
る
対
応

（
観
光
地
誓
約（P

led
ge

）／
自
主
ル
ー
ル
／
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
）

　C
O
P
26
の
開
幕
時
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、

「
行
動
に
よ
る
恩
恵
は
、い
ま
を
生
き
る
世
代
全

員
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、自
分

た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
、さ
ら
に

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
の

だ
」と
も
述
べ
て
い
ま
す
。C
O
P
26
、そ
し
て

グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経
て
、次
世
代
の
た
め
に
、

そ
し
て
世
界
中
の
美
し
い
観
光
地
を
残
す
た
め

に
も
、観
光
地
独
自
の
取
組
が
よ
り
多
面
的
に

拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
な
が
ら
、当
財

団
と
し
て
も
本
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❼

第252号 February 202239



0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

　今
年
8
月
、I
P
C
C（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）は
、産
業
革
命
前
と
比
べ
た
世

界
の
気
温
上
昇
が
こ
れ
ま
で
よ
り
10
年
早
く
、

2
0
2
1
〜
2
0
4
0
年
に
1
・
5
度
以
上
に

達
す
る
と
の
新
た
な
予
測
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
内
外
で
は
豪
雨
や
干
ば
つ
、熱
波
の
増

加
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、気
候
変
動
へ
の
対
応
は
未
だ
か
つ
て
な
い

ほ
ど
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。　脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
今
、観
光
地
が
果
た
す
べ
き

役
割
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。当
財
団
で
は
今
年
度
、2
0
5
0
年
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
す
る
視

点
で
の
観
光
地
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
目
標

に
、環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向

を
把
握
し
、社
会
に
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る

た
め
の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　C
O
P
は
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
と
し

て
、1
9
9
2
年
に
採
択
さ
れ
た「
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
」に
基
づ
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
年
次
会
議
で
、今
回
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の

開
催
が
第
26
回
目
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、グ
ラ

ス
ゴ
ー
開
催
は
本
来
、2
0
2
0
年
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、C
O
V
I
D
‐
19
の
世
界
的

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
延
期
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。ち
な
み

に
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
あ
る
今
回
の
開
催
地
・
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、観
光
局（V

isitS
co

tla
n
d

）

が
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
行
っ
た
、世
界
で
最

初
の
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　C
O
P
26
は
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
よ
る
各

国
首
脳
へ
の「
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、行
動
を
」

と
の
呼
び
か
け
か
ら
開
幕
し
、計
1
9
7
カ
国

の
参
加
に
よ
る
2
週
間
に
わ
た
る
議
論
の
末
、

最
終
的
に
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意

（G
lasgo

w
 C

lim
ate P

act

）」を
採
択
し
て

閉
幕
し
ま
し
た
。今
回
の
C
O
P
26
に
お
い
て

は
、2
0
1
5
年
採
択
の
パ
リ
協
定
で「
気
温
上

昇
幅
に
つ
い
て
1
・
5
度
に
抑
え
る
べ
き
」と
し

て
い
た
努
力
目
標
が
、公
式
文
書
に
お
け
る
正

式
な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
点
が
大
き

な
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、石

炭
使
用
の
削
減
や
化
石
燃
料
へ
の
非
効
率
な
補

助
金
の
削
減
、2
0
3
0
年
に
お
け
る
排
出
削

減
目
標
の
再
検
討
・
強
化
に
つ
い
て
合
意
を
得

る
な
ど
、多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し

一
方
で
、先
進
国
と
途
上
国
・
新
興
国
と
の
対
立

が
目
立
ち
、途
上
国
・
新
興
国
側
の
強
い
反
対
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
合
意
に
お
い
て
内
容
の
後

退
・
妥
協
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　こ
の
C
O
P
26
の
中
で
、観
光
分
野
に
お
け

る
気
候
変
動
対
策
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
グ

ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
で
す
。同
宣
言
で
は
、観
光
産
業

に
お
け
るC

O
2

排
出
量
を
2
0
3
0
年
ま
で
に

半
減
、2
0
5
0
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、観
光
分
野

に
お
い
て
、幅
広
い
関
係
者
が
協
働
し
て
取
り

組
む
べ
き
行
動
と
し
て
、「
測
定（M

easure

）」

「
脱
炭
素
化（D

e
c
a
r
b

o
n

iz
e

）」「
再
生

（R
egen

era
te

）」「
協
働（C

o
lla

b
o
ra

te

）」

「
資
金（F

in
an

ce

）」の
5
つ
の
観
点
か
ら
取
組

事
項
を
整
理
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、発
表
に
合

わ
せ
て
、観
光
に
携
わ
る
民
間
企
業
や
組
織
、政

府
な
ど
約
3
0
0
の
関
係
団
体
が
宣
言
へ
の
参

加
署
名
を
行
っ
て
お
り
、日
本
か
ら
は
北
海
道

ニ
セ
コ
町
、一
般
社
団
法
人
J
A
R
T
A
、春
陽

荘
の
3
団
体
が
参
加
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
団
体
・
組
織
等
は
、取
組
事
項
に
記
載

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
ル
ー
ル
」の
各
側
面
か
ら

脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、2
0
2
5
年
の
中
間

地
点
ま
で
を「
5
年
間
の
集
中
期
間
」と
位
置
づ

け
、少
な
く
と
も
1
0
0
カ
所
の「
先
行
地
域
」

の
創
出
と
、8
つ
の
項
目
か
ら
な
る「
重
点
対

策
」の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
身
を
見

て
み
る
と
、発
電
や
住
宅
・
建
築
物
関
係
の
再

生
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
取
組
、資
源
循
環
に

係
る
取
組
等
が
目
立
ち
、「
観
光
」に
直
接
言
及

し
た
取
組
と
し
て
は
、国
立
公
園
に
お
け
る「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、国
立
公
園
等
の
一
部
の
地
域

で
独
自
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、

多
く
の
観
光
地
で
は
当
面
は
、観
光
に
拠
ら
な

い
一
般
地
域
の
一
つ
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
関
係
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す（
図
1
・
2
参
照
）。

　C
O
P
26
、そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経

て
、我
が
国
の
観
光
地
で
も
、脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。た
だ
一
方
で
、C
O
P

26
の
枠
組
み
自
体
は
政
府
が
前
面
に
立
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
、ま
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
に
つ
い

て
は
今
後
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
時
点
で

の
参
加
は
3
組
織
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、地
域
主
体
の
全
体
的
な
動
き
と
な
る
に
は

ま
だ
時
間
を
要
し
そ
う
で
す
。

　た
だ
し
、国
際
的
な
枠
組
み
や
政
府
の
取
組

と
並
行
し
て
、先
行
・
自
発
的
に
積
極
的
な
対
応

を
見
せ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
北
海
道

ニ
セ
コ
町
で
は
、2
0
2
0
年
7
月
に「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
宣
言
」を
行
い
、脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。気
候
変
動

の
問
題
は
ニ
セ
コ
町
が
単
体
で
取
り
組
ん
で
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、取
組

の
根
底
に
は
、気
候
変
動
が
こ
の
ま
ま
進
み
、地

球
が
温
暖
化
す
れ
ば
、世
界
の
観
光
客
を
惹
き

つ
け
て
い
る
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
も
失

わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
危
機

ラ
な
ど
、自
然
を
基
盤
と
し
て
社
会
の
諸
課
題

を
解
決
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
含
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
を
指
し
、国
内
で
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
は
よ
り
イ
ン
フ
ラ（
従
来
の
ハ
ー
ド
社
会

基
盤
）の
整
備
面
・
取
組
面
に
着
目
し
、N
b
S

は
よ
り
包
括
的
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、Eco

-D
R

R

は

こ
れ
ら
の
概
念
、取
組
の
中
で
、防
災
・
減
災
に

関
連
付
け
て
使
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、遊
水

地
に
よ
る
増
水
時
の
保
水
機
能
の
発
揮
な
ど
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

従
来
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
代
替
し
つ
つ
、生
態

系
お
よ
び
景
観
等
の
自
然
環
境
を
中
長
期
的
に

回
復
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、生
活
環
境
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
が
従
来
の
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
に
よ
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　加

え
て
、こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
際
の
視

点
と
し
て
、連
携
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要

性
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。従
来
型
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
心
の
イ
ン
フ
ラ
整
備（
い
わ
ゆ
る

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
）と
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

間
に
は
ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

短
期
的
・
中
期
的
・
長
期
的
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
、コ
ス
ト
や
整
備
の
効
果
、リ
ス
ク
等
の
面
に

お
い
て
複
合
的
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、整
備
方
針
の
決
定
は
、ひ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
地
域
を
作
る
の
か
、そ
の
地
域
で
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
か
、と
い
っ
た
根
源
的
な
問
題

と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ら
に
丁
寧
な
合
意
形
成
と
意
思
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。最
後
に
、そ
う
し
た
新
た
な
社
会
構
築
に
お

表 1 日本政府が掲げるCO2の削減目標

け
る
官
民
連
携
と
市
民
参
加
の
ユ
ニ
ー
ク
で
軽

や
か
な
枠
組
み
と
し
て「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　ミ

ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、か
つ
て

行
政
に
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
河
川
敷
な
ど
の
水

辺
空
間
の
あ
り
か
た
を
自
分
事
に
す
る
人
々
を

応
援
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
、全
国
の
水
辺
活

用
先
進
事
例
の
紹
介
、ご
当
地
会
議
の
推
奨
、全

国
大
会
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
お
り
、

2
0
1
8
年
度
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
は「
水
辺
＋

R
I
N
G（
輪
）」、「
水
辺
＋
R（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）＋
I
N
G（
進
行
形
）」の
造
語
で
、水
辺
に

興
味
を
持
つ
市
民
や
企
業
、そ
し
て
行
政
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
、水
辺
と
ま
ち
が
一
体
と
な

っ
た
美
し
い
景
観
と
、新
し
い
賑
わ
い
を
生
み

出
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
、次
々
と
起
こ
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、毎
年
川
の
日
で
あ
る
7
月
7
日

に
は「
水
辺
で
乾
杯
」と
い
っ
た
全
国
同
時
多
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。参
加
の
ル
ー

ル
は
シ
ン
プ
ル
で
、各
地
で
自
由
に
水
辺
に
集

ま
っ
て
乾
杯
す
る
だ
け
で
、「
水
辺
で
乾
杯
」の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
こ
こ
で
乾
杯
し
ま
す
！
」と

い
う
事
前
の「
乾
杯
宣
言
」と
、当
日
実
際
に
乾

杯
し
た
後
の「
実
施
写
真
」を
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。2
0
1
5
年
か
ら
始
ま
り
、徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
、
2
0
1
9
年
に
は
全
国

2
4
2
カ
所
、1
万
人
以
上
が
参
加
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た（
2
0
2
0
年
、

2
0
2
1
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
拡
大
の
た
め
、規
模
・
内
容
を
縮
小
し
て

実
施
）。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、市
民
、企
業
、行

さ
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
計
画
を
策
定
し
、今
後

よ
り
具
体
的
な
気
候
変
動
に
対
す
る
対
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、我
が
国
の
政
府
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、日
本
政
府
は
、2
0
5
0
年
のC

O
2

排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
長
期
目
標
に
、2
0
3
0
年
度

に
お
け
る
排
出
量
の
46
％
削
減（
2
0
1
3
年

度
比
）を
中
期
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
目

標
は
、従
来
の
目
標
を
前
倒
し
で
実
現
す
る
も

の
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
取
組
を
今
後
10
年
以

内
で
次
々
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
、か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
る
た
め
、政
府
で
は「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」の
中
で
、2
0
3
0
年
ま
で
を「
基
盤

的
施
策
の
実
施
期
間
」と
位
置
づ
け
、「
地
域
」

2
．日
本
政
府
の
取
組
と

観
光
地
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

3
．未
来
志
向
で

社
会
に
変
化
を

感
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、ま
ず
率
先

し
て
脱
炭
素
に
取
り
組
み
、賛
同
す
る
地
域
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
構
図
は
、海
岸
線
の
上
昇
に
悩
む
島
し

ょ
国
の
状
況
に
も
似
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
国
・
地
域
は
、単
体
で
は
確

か
に
小
さ
く
、取
組
の
効
果
も
小
さ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、気
候
変
動
に
係
る
会
議
の
場

で
は
、フ
ィ
ジ
ー
や
ツ
バ
ル
な
ど
を
始
め
と
し

て
大
き
な
発
信
力
と
説
得
力
を
持
っ
て
き
た
の

も
事
実
で
す
。

　脱
炭
素
は
、環
境
問
題
に
対
す
る
対
応
の
視

点
と
し
て
現
時
点
に
お
い
て
最
重
要
の
課
題
で

あ
る
一
方
で
、概
念
や
対
象
が
大
き
す
ぎ
る
た

め
、何
か
ら
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
良
い
か

が
分
か
り
づ
ら
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し

た
中
、脱
炭
素
と
も
密
接
に
関
連
し
つ
つ
、地
域

の
自
然
環
境
の
保
全
を
行
っ
て
い
く
中
で
観
光

地
の
中
長
期
的
な
質
的
向
上
に
も
寄
与
す
る
可

能
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て「
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
」「
N
b
S
」「E

co
-D

R
R

」な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、社
会
資
本
整
備
や

土
地
利
用
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い

て
、自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用

し
、持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
国
土
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、例
え
ば
、従
来
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
よ
る
河
川
整
備
か
ら
多

自
然
型
の
川
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

河
川
内
の
土
砂
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
生
態
系
シ
ス

テ
ム
、河
川
景
観
等
を
中
長
期
的
に
回
復
さ
せ

る
取
組
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。N
b
S
は
、グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
近
い
概
念
で
す
が
、自
然
を

基
盤
と
す
る
解
決
策（N

b
S

：N
atu

re-b
ased

 

S
o
lu

tio
n
s

）の
略
で
、生
態
系
を
活
用
し
た
防

災
・
減
災（E

co
-D

R
R

）や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

政
が
フ
ラ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
よ
っ
て
、水

辺
と
い
っ
た
公
共
空
間
に
お
い
て「
つ
く
る
人
」

と「
使
う
人
」に
分
か
れ
て
い
た
人
た
ち
が
、領

域
を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。行
政
だ
け
で
公
共
空
間
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
と
、ど
う
し
て
も「
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
」が

薄
く
な
り
が
ち
で
す
が
、ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、官
民
が
連
携
し
つ
つ
、主
役
の
市

民
が「
使
う
ひ
と
」と
し
て
デ
ザ
イ
ン
段
階
か
ら

参
画
し
、作
り
上
げ
た
空
間
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
そ
れ
は
公
共
空
間
の
整
備

に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
点
で
参
考
に
な
る
取

組
で
す
。

　今
回
進
め
て
い
く
研
究
で
は
、こ
の
よ
う
に

取
組
の
視
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
・
プ
ロ
セ

ス
に
も
着
目
し
な
が
ら
、全
国
の
リ
ア
ル
な
取

組
の
現
場
を
、観
光
×
環
境
の
側
面
で
な
る
べ

く
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。現
時
点
で
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
対
象

範
囲
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
あ
り
方
・
可
能
性

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
温
泉
熱
の
活
用
／

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
）

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
物
質
循
環
の
あ
り
方
・

可
能
性

（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
／
地
域
循
環
共

生
圏
／
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
脱
炭
素
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
の

支
援
ス
キ
ー
ム

（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
T
N
F
D
）／
エ
シ
カ
ル
起
業
家
の
支
援
な

ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
取
組
・
ス
テ
イ
タ
ス
の
見

え
る
化

（
カ
ー
ボ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
観
光
に
お

け
る
管
理
有
効
性
評
価（
M
E
E
）な
ど
）

│
観
光
客
に
求
め
ら
れ
る
対
応

（
観
光
地
誓
約（P

led
ge

）／
自
主
ル
ー
ル
／
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
）

　C
O
P
26
の
開
幕
時
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、

「
行
動
に
よ
る
恩
恵
は
、い
ま
を
生
き
る
世
代
全

員
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、自
分

た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
、さ
ら
に

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
の

だ
」と
も
述
べ
て
い
ま
す
。C
O
P
26
、そ
し
て

グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経
て
、次
世
代
の
た
め
に
、

そ
し
て
世
界
中
の
美
し
い
観
光
地
を
残
す
た
め

に
も
、観
光
地
独
自
の
取
組
が
よ
り
多
面
的
に

拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
な
が
ら
、当
財

団
と
し
て
も
本
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上

出典）資源エネルギー庁「第6次エネルギー基本計画（素案）」より
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2013 2014 2015 2016 2017 2018

10.29

2019

9.27

H27
策定時

約6.8

2030年

（億トン）

転換
運輸
家庭
業務
産業

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❼

2013
2020 2025 2050

基盤的施策の実施期間

5年間の集中期間

5年間の集中期間

5年間の集中期間

Baseline 2030

排出46％↓ 全体としてゼロ

2050年より前に
脱炭素で強靭な活力ある
地域社会を全国で実現

ビヨンド・ゼロを可能とする
革新的技術の確立

地域と国が一体で取り組む地域
の脱炭素イノベーション

グリーン×デジタルで
ライフスタイルイノベーション

社会を脱炭素に変えるルールの
イノベーション

1. 2. 3.

エネルギー・金融等の知見経験を持
つ人材派遣の強化
REPOS、EADAS、地域経済循環分析
ツールなど、デジタル技術も活用した
情報基盤・知見を充実
資金支援の仕組みを抜本的に見直し、
複数年度にわたり継続的かつ包括
的に支援するスキームを構築

改正温対法に基づく促進区域内の再
エネ事業促進
風力発電の特性に合った環境アセスメ
ントの最適化
地熱発電の地域共生による開発加速化
住宅の省エネ基準義務付けなど対策
強化に関するロードマップ策定

屋根置きなど自家消費型の太
陽光発電

地域共生・地域裨益型
再エネの立地

公共施設や業務ビル等におけ
る徹底した省エネと再エネ電
気 調 達と更 新 や 改 修 時 の
ZEB化誘導

住宅・建築物の省エネ性能等
の向上

ゼロカーボン・ドライブ
（再エネ×EV/PHEV/FCV）

資源循環の高度化を通じた循
環経済への移行

コンパクト・プラス・ネットワーク
等による脱炭素型まちづくり

食料・農林水産業の生産力向
上と持続性の両立

カロリー表示のように製品・サービス
のCO2排出量の見える化
脱炭素行動への企業や地域のポイ
ント等のインセンティブ付与
ふるさと納税の返礼品としての地域
再エネの活用

①

②

③

①

②

③

①

②

③
④

基盤的施策の実施期間

脱炭素先行地域の創出（少なくとも100か所） 重点対策の実施（8施策）

重点対策の実施脱炭素先行地域の創出

×

×

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

再エネポテンシャルの最大活用による追加導入
住宅・建築物の省エネ導入及び蓄電池等として活用可能なEV/PHEV/FCV活用
再生可能エネルギー熱や未利用熱、カーボンニュートラル燃料の利用
地域特性に応じたデジタル技術も活用した脱炭素化の取組
資源循環の高度化（循環経済への移行）
CO2排出実質ゼロの電気・熱・燃料の融通
地域の自然資源等を生かした吸収源対策等

住生活エリア（住宅屋根・駐車場の太陽光、ＺＥＨ化、断熱性の向上）
A） 住宅街・団地（戸建て中心）
B） 住宅街・団地（集合住宅中心）

ビジネス・商業エリア（敷地内の太陽光発電、再エネ熱利用）
C） 地方の小規模市町村等の中心市街地 （町村役場・商店街等）
D） 大都市の中心部の市街地 （商店街・商業施設、オフィス街・業務ビル）
E） 大学キャンパスなどの特定サイト

自然エリア（営農型太陽光発電、洋上風力、地熱発電、農作業の効率化、森林整備）
F） 農山村 （農地・森林を含む農林業が営まれるエリア）
G） 漁村 （漁業操業区域や漁港を含む漁業が営まれるエリア）
H） 離島
I） 観光エリア・国立公園 （ゼロカーボンパーク）

施設群
J） 公的施設等のエネルギー管理を一元化することが合理的な施設群

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

脱炭素
ドミノ

脱炭素
社会

図 1 脱炭素を取り巻く社会環境／政府の取組

ゼロカーボンパークとは：

国立公園における電気自動車等の活用、国立公園に立地する利用施設における再生可能エネルギーの活用、地産地消等の
取組を進めることで、国立公園の脱炭素化を目指すとともに、脱プラスチックも含めてサステナブルな観光地づくりを実現し
ていくエリア

ゼロカーボンシティの支援に活用できるエネルギー対策特別会計予算
及び自然公園等整備費等の既存予算をパッケージとしつつ、登録後は
地方環境事務所が地域の脱炭素化の取組に対して伴走支援

出典：内閣官房HP 地域脱炭素ロードマップ（概要）より

登録条件：

該当自治体がゼロカーボンシティ表明を行って
いる又はその予定であること。

適切な森林管理や自然環境の保全による吸収
量の確保を図るとともに、自然環境の保全に配
慮した形で、需要側のカーボンニュートラルに向
けた具体の取組を行う予定があること。

国立公園内のみならず、周辺の観光エリアやア
クセスを含め、エリア全体の脱炭素化を進める
ものであること。

脱炭素以外にもプラスチックゴミの削減など、サ
ステナブルな観光地作りに資する取組があるこ
と。

脱炭素・脱プラスチックの取組を国立公園利用
者に対して普及啓発するものであること。

上記事項等を進めていくことについて、具体の
目標又は計画・ビジョン等（可能な範囲で2050
年までの年限）があること。

①

②

③

④

⑤

⑥

図 2 脱炭素を取り巻く社会環境／政府の取組

登録地域

塩原温泉・板室温泉地区志摩市松本市・乗鞍高原

40
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　今
年
8
月
、I
P
C
C（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）は
、産
業
革
命
前
と
比
べ
た
世

界
の
気
温
上
昇
が
こ
れ
ま
で
よ
り
10
年
早
く
、

2
0
2
1
〜
2
0
4
0
年
に
1
・
5
度
以
上
に

達
す
る
と
の
新
た
な
予
測
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
内
外
で
は
豪
雨
や
干
ば
つ
、熱
波
の
増

加
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、気
候
変
動
へ
の
対
応
は
未
だ
か
つ
て
な
い

ほ
ど
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。　脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
今
、観
光
地
が
果
た
す
べ
き

役
割
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。当
財
団
で
は
今
年
度
、2
0
5
0
年
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
す
る
視

点
で
の
観
光
地
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
目
標

に
、環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向

を
把
握
し
、社
会
に
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る

た
め
の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　C
O
P
は
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
と
し

て
、1
9
9
2
年
に
採
択
さ
れ
た「
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
」に
基
づ
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
年
次
会
議
で
、今
回
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の

開
催
が
第
26
回
目
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、グ
ラ

ス
ゴ
ー
開
催
は
本
来
、2
0
2
0
年
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、C
O
V
I
D
‐
19
の
世
界
的

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
延
期
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。ち
な
み

に
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
あ
る
今
回
の
開
催
地
・
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、観
光
局（V

isitS
co

tla
n
d

）

が
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
行
っ
た
、世
界
で
最

初
の
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　C
O
P
26
は
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
よ
る
各

国
首
脳
へ
の「
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、行
動
を
」

と
の
呼
び
か
け
か
ら
開
幕
し
、計
1
9
7
カ
国

の
参
加
に
よ
る
2
週
間
に
わ
た
る
議
論
の
末
、

最
終
的
に
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意

（G
lasgo

w
 C

lim
ate P

act

）」を
採
択
し
て

閉
幕
し
ま
し
た
。今
回
の
C
O
P
26
に
お
い
て

は
、2
0
1
5
年
採
択
の
パ
リ
協
定
で「
気
温
上

昇
幅
に
つ
い
て
1
・
5
度
に
抑
え
る
べ
き
」と
し

て
い
た
努
力
目
標
が
、公
式
文
書
に
お
け
る
正

式
な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
点
が
大
き

な
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、石

炭
使
用
の
削
減
や
化
石
燃
料
へ
の
非
効
率
な
補

助
金
の
削
減
、2
0
3
0
年
に
お
け
る
排
出
削

減
目
標
の
再
検
討
・
強
化
に
つ
い
て
合
意
を
得

る
な
ど
、多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し

一
方
で
、先
進
国
と
途
上
国
・
新
興
国
と
の
対
立

が
目
立
ち
、途
上
国
・
新
興
国
側
の
強
い
反
対
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
合
意
に
お
い
て
内
容
の
後

退
・
妥
協
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　こ
の
C
O
P
26
の
中
で
、観
光
分
野
に
お
け

る
気
候
変
動
対
策
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
グ

ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
で
す
。同
宣
言
で
は
、観
光
産
業

に
お
け
るC

O
2

排
出
量
を
2
0
3
0
年
ま
で
に

半
減
、2
0
5
0
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、観
光
分
野

に
お
い
て
、幅
広
い
関
係
者
が
協
働
し
て
取
り

組
む
べ
き
行
動
と
し
て
、「
測
定（M

easure

）」

「
脱
炭
素
化（D

e
c
a
r
b

o
n

iz
e

）」「
再
生

（R
egen

era
te

）」「
協
働（C

o
lla

b
o
ra

te

）」

「
資
金（F

in
an

ce

）」の
5
つ
の
観
点
か
ら
取
組

事
項
を
整
理
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、発
表
に
合

わ
せ
て
、観
光
に
携
わ
る
民
間
企
業
や
組
織
、政

府
な
ど
約
3
0
0
の
関
係
団
体
が
宣
言
へ
の
参

加
署
名
を
行
っ
て
お
り
、日
本
か
ら
は
北
海
道

ニ
セ
コ
町
、一
般
社
団
法
人
J
A
R
T
A
、春
陽

荘
の
3
団
体
が
参
加
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
団
体
・
組
織
等
は
、取
組
事
項
に
記
載

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
ル
ー
ル
」の
各
側
面
か
ら

脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、2
0
2
5
年
の
中
間

地
点
ま
で
を「
5
年
間
の
集
中
期
間
」と
位
置
づ

け
、少
な
く
と
も
1
0
0
カ
所
の「
先
行
地
域
」

の
創
出
と
、8
つ
の
項
目
か
ら
な
る「
重
点
対

策
」の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
身
を
見

て
み
る
と
、発
電
や
住
宅
・
建
築
物
関
係
の
再

生
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
取
組
、資
源
循
環
に

係
る
取
組
等
が
目
立
ち
、「
観
光
」に
直
接
言
及

し
た
取
組
と
し
て
は
、国
立
公
園
に
お
け
る「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、国
立
公
園
等
の
一
部
の
地
域

で
独
自
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、

多
く
の
観
光
地
で
は
当
面
は
、観
光
に
拠
ら
な

い
一
般
地
域
の
一
つ
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
関
係
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す（
図
1
・
2
参
照
）。

　C
O
P
26
、そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経

て
、我
が
国
の
観
光
地
で
も
、脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。た
だ
一
方
で
、C
O
P

26
の
枠
組
み
自
体
は
政
府
が
前
面
に
立
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
、ま
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
に
つ
い

て
は
今
後
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
時
点
で

の
参
加
は
3
組
織
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、地
域
主
体
の
全
体
的
な
動
き
と
な
る
に
は

ま
だ
時
間
を
要
し
そ
う
で
す
。

　た
だ
し
、国
際
的
な
枠
組
み
や
政
府
の
取
組

と
並
行
し
て
、先
行
・
自
発
的
に
積
極
的
な
対
応

を
見
せ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
北
海
道

ニ
セ
コ
町
で
は
、2
0
2
0
年
7
月
に「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
宣
言
」を
行
い
、脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。気
候
変
動

の
問
題
は
ニ
セ
コ
町
が
単
体
で
取
り
組
ん
で
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、取
組

の
根
底
に
は
、気
候
変
動
が
こ
の
ま
ま
進
み
、地

球
が
温
暖
化
す
れ
ば
、世
界
の
観
光
客
を
惹
き

つ
け
て
い
る
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
も
失

わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
危
機

ラ
な
ど
、自
然
を
基
盤
と
し
て
社
会
の
諸
課
題

を
解
決
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
含
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
を
指
し
、国
内
で
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
は
よ
り
イ
ン
フ
ラ（
従
来
の
ハ
ー
ド
社
会

基
盤
）の
整
備
面
・
取
組
面
に
着
目
し
、N
b
S

は
よ
り
包
括
的
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、Eco

-D
R

R

は

こ
れ
ら
の
概
念
、取
組
の
中
で
、防
災
・
減
災
に

関
連
付
け
て
使
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、遊
水

地
に
よ
る
増
水
時
の
保
水
機
能
の
発
揮
な
ど
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

従
来
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
代
替
し
つ
つ
、生
態

系
お
よ
び
景
観
等
の
自
然
環
境
を
中
長
期
的
に

回
復
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、生
活
環
境
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
が
従
来
の
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
に
よ
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　加

え
て
、こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
際
の
視

点
と
し
て
、連
携
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要

性
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。従
来
型
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
心
の
イ
ン
フ
ラ
整
備（
い
わ
ゆ
る

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
）と
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

間
に
は
ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

短
期
的
・
中
期
的
・
長
期
的
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
、コ
ス
ト
や
整
備
の
効
果
、リ
ス
ク
等
の
面
に

お
い
て
複
合
的
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、整
備
方
針
の
決
定
は
、ひ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
地
域
を
作
る
の
か
、そ
の
地
域
で
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
か
、と
い
っ
た
根
源
的
な
問
題

と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ら
に
丁
寧
な
合
意
形
成
と
意
思
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。最
後
に
、そ
う
し
た
新
た
な
社
会
構
築
に
お

表 1 日本政府が掲げるCO2の削減目標

け
る
官
民
連
携
と
市
民
参
加
の
ユ
ニ
ー
ク
で
軽

や
か
な
枠
組
み
と
し
て「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　ミ

ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、か
つ
て

行
政
に
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
河
川
敷
な
ど
の
水

辺
空
間
の
あ
り
か
た
を
自
分
事
に
す
る
人
々
を

応
援
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
、全
国
の
水
辺
活

用
先
進
事
例
の
紹
介
、ご
当
地
会
議
の
推
奨
、全

国
大
会
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
お
り
、

2
0
1
8
年
度
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
は「
水
辺
＋

R
I
N
G（
輪
）」、「
水
辺
＋
R（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）＋
I
N
G（
進
行
形
）」の
造
語
で
、水
辺
に

興
味
を
持
つ
市
民
や
企
業
、そ
し
て
行
政
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
、水
辺
と
ま
ち
が
一
体
と
な

っ
た
美
し
い
景
観
と
、新
し
い
賑
わ
い
を
生
み

出
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
、次
々
と
起
こ
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、毎
年
川
の
日
で
あ
る
7
月
7
日

に
は「
水
辺
で
乾
杯
」と
い
っ
た
全
国
同
時
多
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。参
加
の
ル
ー

ル
は
シ
ン
プ
ル
で
、各
地
で
自
由
に
水
辺
に
集

ま
っ
て
乾
杯
す
る
だ
け
で
、「
水
辺
で
乾
杯
」の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
こ
こ
で
乾
杯
し
ま
す
！
」と

い
う
事
前
の「
乾
杯
宣
言
」と
、当
日
実
際
に
乾

杯
し
た
後
の「
実
施
写
真
」を
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。2
0
1
5
年
か
ら
始
ま
り
、徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
、
2
0
1
9
年
に
は
全
国

2
4
2
カ
所
、1
万
人
以
上
が
参
加
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た（
2
0
2
0
年
、

2
0
2
1
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
拡
大
の
た
め
、規
模
・
内
容
を
縮
小
し
て

実
施
）。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、市
民
、企
業
、行

さ
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
計
画
を
策
定
し
、今
後

よ
り
具
体
的
な
気
候
変
動
に
対
す
る
対
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、我
が
国
の
政
府
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、日
本
政
府
は
、2
0
5
0
年
のC

O
2

排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
長
期
目
標
に
、2
0
3
0
年
度

に
お
け
る
排
出
量
の
46
％
削
減（
2
0
1
3
年

度
比
）を
中
期
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
目

標
は
、従
来
の
目
標
を
前
倒
し
で
実
現
す
る
も

の
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
取
組
を
今
後
10
年
以

内
で
次
々
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
、か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
る
た
め
、政
府
で
は「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」の
中
で
、2
0
3
0
年
ま
で
を「
基
盤

的
施
策
の
実
施
期
間
」と
位
置
づ
け
、「
地
域
」

2
．日
本
政
府
の
取
組
と

観
光
地
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

3
．未
来
志
向
で

社
会
に
変
化
を

感
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、ま
ず
率
先

し
て
脱
炭
素
に
取
り
組
み
、賛
同
す
る
地
域
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
構
図
は
、海
岸
線
の
上
昇
に
悩
む
島
し

ょ
国
の
状
況
に
も
似
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
国
・
地
域
は
、単
体
で
は
確

か
に
小
さ
く
、取
組
の
効
果
も
小
さ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、気
候
変
動
に
係
る
会
議
の
場

で
は
、フ
ィ
ジ
ー
や
ツ
バ
ル
な
ど
を
始
め
と
し

て
大
き
な
発
信
力
と
説
得
力
を
持
っ
て
き
た
の

も
事
実
で
す
。

　脱
炭
素
は
、環
境
問
題
に
対
す
る
対
応
の
視

点
と
し
て
現
時
点
に
お
い
て
最
重
要
の
課
題
で

あ
る
一
方
で
、概
念
や
対
象
が
大
き
す
ぎ
る
た

め
、何
か
ら
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
良
い
か

が
分
か
り
づ
ら
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し

た
中
、脱
炭
素
と
も
密
接
に
関
連
し
つ
つ
、地
域

の
自
然
環
境
の
保
全
を
行
っ
て
い
く
中
で
観
光

地
の
中
長
期
的
な
質
的
向
上
に
も
寄
与
す
る
可

能
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て「
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
」「
N
b
S
」「E

co
-D

R
R

」な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、社
会
資
本
整
備
や

土
地
利
用
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い

て
、自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用

し
、持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
国
土
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、例
え
ば
、従
来
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
よ
る
河
川
整
備
か
ら
多

自
然
型
の
川
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

河
川
内
の
土
砂
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
生
態
系
シ
ス

テ
ム
、河
川
景
観
等
を
中
長
期
的
に
回
復
さ
せ

る
取
組
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。N
b
S
は
、グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
近
い
概
念
で
す
が
、自
然
を

基
盤
と
す
る
解
決
策（N

b
S

：N
atu

re-b
ased

 

S
o
lu

tio
n
s

）の
略
で
、生
態
系
を
活
用
し
た
防

災
・
減
災（E

co
-D

R
R

）や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

政
が
フ
ラ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
よ
っ
て
、水

辺
と
い
っ
た
公
共
空
間
に
お
い
て「
つ
く
る
人
」

と「
使
う
人
」に
分
か
れ
て
い
た
人
た
ち
が
、領

域
を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。行
政
だ
け
で
公
共
空
間
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
と
、ど
う
し
て
も「
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
」が

薄
く
な
り
が
ち
で
す
が
、ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、官
民
が
連
携
し
つ
つ
、主
役
の
市

民
が「
使
う
ひ
と
」と
し
て
デ
ザ
イ
ン
段
階
か
ら

参
画
し
、作
り
上
げ
た
空
間
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
そ
れ
は
公
共
空
間
の
整
備

に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
点
で
参
考
に
な
る
取

組
で
す
。

　今
回
進
め
て
い
く
研
究
で
は
、こ
の
よ
う
に

取
組
の
視
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
・
プ
ロ
セ

ス
に
も
着
目
し
な
が
ら
、全
国
の
リ
ア
ル
な
取

組
の
現
場
を
、観
光
×
環
境
の
側
面
で
な
る
べ

く
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。現
時
点
で
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
対
象

範
囲
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
あ
り
方
・
可
能
性

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
温
泉
熱
の
活
用
／

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
）

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
物
質
循
環
の
あ
り
方
・

可
能
性

（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
／
地
域
循
環
共

生
圏
／
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
脱
炭
素
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
の

支
援
ス
キ
ー
ム

（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
T
N
F
D
）／
エ
シ
カ
ル
起
業
家
の
支
援
な

ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
取
組
・
ス
テ
イ
タ
ス
の
見

え
る
化

（
カ
ー
ボ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
観
光
に
お

け
る
管
理
有
効
性
評
価（
M
E
E
）な
ど
）

│
観
光
客
に
求
め
ら
れ
る
対
応

（
観
光
地
誓
約（P

led
ge

）／
自
主
ル
ー
ル
／
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
）

　C
O
P
26
の
開
幕
時
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、

「
行
動
に
よ
る
恩
恵
は
、い
ま
を
生
き
る
世
代
全

員
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、自
分

た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
、さ
ら
に

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
の

だ
」と
も
述
べ
て
い
ま
す
。C
O
P
26
、そ
し
て

グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経
て
、次
世
代
の
た
め
に
、

そ
し
て
世
界
中
の
美
し
い
観
光
地
を
残
す
た
め

に
も
、観
光
地
独
自
の
取
組
が
よ
り
多
面
的
に

拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
な
が
ら
、当
財

団
と
し
て
も
本
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上

出典）資源エネルギー庁「第6次エネルギー基本計画（素案）」より

12.35

2013 2014 2015 2016 2017 2018

10.29

2019

9.27

H27
策定時

約6.8

2030年

（億トン）

転換
運輸
家庭
業務
産業

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❼

2013
2020 2025 2050

基盤的施策の実施期間

5年間の集中期間

5年間の集中期間

5年間の集中期間

Baseline 2030

排出46％↓ 全体としてゼロ

2050年より前に
脱炭素で強靭な活力ある
地域社会を全国で実現

ビヨンド・ゼロを可能とする
革新的技術の確立

地域と国が一体で取り組む地域
の脱炭素イノベーション

グリーン×デジタルで
ライフスタイルイノベーション

社会を脱炭素に変えるルールの
イノベーション

1. 2. 3.

エネルギー・金融等の知見経験を持
つ人材派遣の強化
REPOS、EADAS、地域経済循環分析
ツールなど、デジタル技術も活用した
情報基盤・知見を充実
資金支援の仕組みを抜本的に見直し、
複数年度にわたり継続的かつ包括
的に支援するスキームを構築

改正温対法に基づく促進区域内の再
エネ事業促進
風力発電の特性に合った環境アセスメ
ントの最適化
地熱発電の地域共生による開発加速化
住宅の省エネ基準義務付けなど対策
強化に関するロードマップ策定

屋根置きなど自家消費型の太
陽光発電

地域共生・地域裨益型
再エネの立地

公共施設や業務ビル等におけ
る徹底した省エネと再エネ電
気 調 達と更 新 や 改 修 時 の
ZEB化誘導

住宅・建築物の省エネ性能等
の向上

ゼロカーボン・ドライブ
（再エネ×EV/PHEV/FCV）

資源循環の高度化を通じた循
環経済への移行

コンパクト・プラス・ネットワーク
等による脱炭素型まちづくり

食料・農林水産業の生産力向
上と持続性の両立

カロリー表示のように製品・サービス
のCO2排出量の見える化
脱炭素行動への企業や地域のポイ
ント等のインセンティブ付与
ふるさと納税の返礼品としての地域
再エネの活用

①

②

③

①

②

③

①

②

③
④

基盤的施策の実施期間

脱炭素先行地域の創出（少なくとも100か所） 重点対策の実施（8施策）

重点対策の実施脱炭素先行地域の創出

×

×

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

再エネポテンシャルの最大活用による追加導入
住宅・建築物の省エネ導入及び蓄電池等として活用可能なEV/PHEV/FCV活用
再生可能エネルギー熱や未利用熱、カーボンニュートラル燃料の利用
地域特性に応じたデジタル技術も活用した脱炭素化の取組
資源循環の高度化（循環経済への移行）
CO2排出実質ゼロの電気・熱・燃料の融通
地域の自然資源等を生かした吸収源対策等

住生活エリア（住宅屋根・駐車場の太陽光、ＺＥＨ化、断熱性の向上）
A） 住宅街・団地（戸建て中心）
B） 住宅街・団地（集合住宅中心）

ビジネス・商業エリア（敷地内の太陽光発電、再エネ熱利用）
C） 地方の小規模市町村等の中心市街地 （町村役場・商店街等）
D） 大都市の中心部の市街地 （商店街・商業施設、オフィス街・業務ビル）
E） 大学キャンパスなどの特定サイト

自然エリア（営農型太陽光発電、洋上風力、地熱発電、農作業の効率化、森林整備）
F） 農山村 （農地・森林を含む農林業が営まれるエリア）
G） 漁村 （漁業操業区域や漁港を含む漁業が営まれるエリア）
H） 離島
I） 観光エリア・国立公園 （ゼロカーボンパーク）

施設群
J） 公的施設等のエネルギー管理を一元化することが合理的な施設群

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

脱炭素
ドミノ

脱炭素
社会

図 1 脱炭素を取り巻く社会環境／政府の取組

ゼロカーボンパークとは：

国立公園における電気自動車等の活用、国立公園に立地する利用施設における再生可能エネルギーの活用、地産地消等の
取組を進めることで、国立公園の脱炭素化を目指すとともに、脱プラスチックも含めてサステナブルな観光地づくりを実現し
ていくエリア

ゼロカーボンシティの支援に活用できるエネルギー対策特別会計予算
及び自然公園等整備費等の既存予算をパッケージとしつつ、登録後は
地方環境事務所が地域の脱炭素化の取組に対して伴走支援

出典：内閣官房HP 地域脱炭素ロードマップ（概要）より

登録条件：

該当自治体がゼロカーボンシティ表明を行って
いる又はその予定であること。

適切な森林管理や自然環境の保全による吸収
量の確保を図るとともに、自然環境の保全に配
慮した形で、需要側のカーボンニュートラルに向
けた具体の取組を行う予定があること。

国立公園内のみならず、周辺の観光エリアやア
クセスを含め、エリア全体の脱炭素化を進める
ものであること。

脱炭素以外にもプラスチックゴミの削減など、サ
ステナブルな観光地作りに資する取組があるこ
と。

脱炭素・脱プラスチックの取組を国立公園利用
者に対して普及啓発するものであること。

上記事項等を進めていくことについて、具体の
目標又は計画・ビジョン等（可能な範囲で2050
年までの年限）があること。

①

②

③

④

⑤

⑥

図 2 脱炭素を取り巻く社会環境／政府の取組

登録地域

塩原温泉・板室温泉地区志摩市松本市・乗鞍高原
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　今
年
8
月
、I
P
C
C（
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
）は
、産
業
革
命
前
と
比
べ
た
世

界
の
気
温
上
昇
が
こ
れ
ま
で
よ
り
10
年
早
く
、

2
0
2
1
〜
2
0
4
0
年
に
1
・
5
度
以
上
に

達
す
る
と
の
新
た
な
予
測
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、国
内
外
で
は
豪
雨
や
干
ば
つ
、熱
波
の
増

加
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、気
候
変
動
へ
の
対
応
は
未
だ
か
つ
て
な
い

ほ
ど
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。　脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、待
っ
た
な

し
の
状
況
で
あ
る
今
、観
光
地
が
果
た
す
べ
き

役
割
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。当
財
団
で
は
今
年
度
、2
0
5
0
年
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
す
る
視

点
で
の
観
光
地
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
を
目
標

に
、環
境
対
応
に
係
る
国
内
外
の
最
新
の
動
向

を
把
握
し
、社
会
に
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る

た
め
の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　C
O
P
は
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
を
究
極
の
目
標
と
し

て
、1
9
9
2
年
に
採
択
さ
れ
た「
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
」に
基
づ
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
年
次
会
議
で
、今
回
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
の

開
催
が
第
26
回
目
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、グ
ラ

ス
ゴ
ー
開
催
は
本
来
、2
0
2
0
年
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、C
O
V
I
D
‐
19
の
世
界
的

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
延
期
と
な
り
、

2
0
2
1
年
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。ち
な
み

に
、グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
あ
る
今
回
の
開
催
地
・
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、観
光
局（V

isitS
co

tla
n
d

）

が
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
行
っ
た
、世
界
で
最

初
の
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　C
O
P
26
は
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
よ
る
各

国
首
脳
へ
の「
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、行
動
を
」

と
の
呼
び
か
け
か
ら
開
幕
し
、計
1
9
7
カ
国

の
参
加
に
よ
る
2
週
間
に
わ
た
る
議
論
の
末
、

最
終
的
に
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合
意

（G
lasgo

w
 C

lim
ate P

act

）」を
採
択
し
て

閉
幕
し
ま
し
た
。今
回
の
C
O
P
26
に
お
い
て

は
、2
0
1
5
年
採
択
の
パ
リ
協
定
で「
気
温
上

昇
幅
に
つ
い
て
1
・
5
度
に
抑
え
る
べ
き
」と
し

て
い
た
努
力
目
標
が
、公
式
文
書
に
お
け
る
正

式
な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
点
が
大
き

な
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、石

炭
使
用
の
削
減
や
化
石
燃
料
へ
の
非
効
率
な
補

助
金
の
削
減
、2
0
3
0
年
に
お
け
る
排
出
削

減
目
標
の
再
検
討
・
強
化
に
つ
い
て
合
意
を
得

る
な
ど
、多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し

一
方
で
、先
進
国
と
途
上
国
・
新
興
国
と
の
対
立

が
目
立
ち
、途
上
国
・
新
興
国
側
の
強
い
反
対
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
合
意
に
お
い
て
内
容
の
後

退
・
妥
協
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　こ
の
C
O
P
26
の
中
で
、観
光
分
野
に
お
け

る
気
候
変
動
対
策
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
グ

ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
で
す
。同
宣
言
で
は
、観
光
産
業

に
お
け
るC

O
2

排
出
量
を
2
0
3
0
年
ま
で
に

半
減
、2
0
5
0
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、観
光
分
野

に
お
い
て
、幅
広
い
関
係
者
が
協
働
し
て
取
り

組
む
べ
き
行
動
と
し
て
、「
測
定（M

easure

）」

「
脱
炭
素
化（D

e
c
a
r
b

o
n

iz
e

）」「
再
生

（R
egen

era
te

）」「
協
働（C

o
lla

b
o
ra

te

）」

「
資
金（F

in
an

ce

）」の
5
つ
の
観
点
か
ら
取
組

事
項
を
整
理
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、発
表
に
合

わ
せ
て
、観
光
に
携
わ
る
民
間
企
業
や
組
織
、政

府
な
ど
約
3
0
0
の
関
係
団
体
が
宣
言
へ
の
参

加
署
名
を
行
っ
て
お
り
、日
本
か
ら
は
北
海
道

ニ
セ
コ
町
、一
般
社
団
法
人
J
A
R
T
A
、春
陽

荘
の
3
団
体
が
参
加
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
団
体
・
組
織
等
は
、取
組
事
項
に
記
載

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
ル
ー
ル
」の
各
側
面
か
ら

脱
炭
素
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、2
0
2
5
年
の
中
間

地
点
ま
で
を「
5
年
間
の
集
中
期
間
」と
位
置
づ

け
、少
な
く
と
も
1
0
0
カ
所
の「
先
行
地
域
」

の
創
出
と
、8
つ
の
項
目
か
ら
な
る「
重
点
対

策
」の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
身
を
見

て
み
る
と
、発
電
や
住
宅
・
建
築
物
関
係
の
再

生
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
取
組
、資
源
循
環
に

係
る
取
組
等
が
目
立
ち
、「
観
光
」に
直
接
言
及

し
た
取
組
と
し
て
は
、国
立
公
園
に
お
け
る「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
」の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、国
立
公
園
等
の
一
部
の
地
域

で
独
自
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、

多
く
の
観
光
地
で
は
当
面
は
、観
光
に
拠
ら
な

い
一
般
地
域
の
一
つ
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
関
係
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
で
す（
図
1
・
2
参
照
）。

　C
O
P
26
、そ
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経

て
、我
が
国
の
観
光
地
で
も
、脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。た
だ
一
方
で
、C
O
P

26
の
枠
組
み
自
体
は
政
府
が
前
面
に
立
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
、ま
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
に
つ
い

て
は
今
後
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、現
時
点
で

の
参
加
は
3
組
織
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、地
域
主
体
の
全
体
的
な
動
き
と
な
る
に
は

ま
だ
時
間
を
要
し
そ
う
で
す
。

　た
だ
し
、国
際
的
な
枠
組
み
や
政
府
の
取
組

と
並
行
し
て
、先
行
・
自
発
的
に
積
極
的
な
対
応

を
見
せ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
北
海
道

ニ
セ
コ
町
で
は
、2
0
2
0
年
7
月
に「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
宣
言
」を
行
い
、脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。気
候
変
動

の
問
題
は
ニ
セ
コ
町
が
単
体
で
取
り
組
ん
で
も

解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、取
組

の
根
底
に
は
、気
候
変
動
が
こ
の
ま
ま
進
み
、地

球
が
温
暖
化
す
れ
ば
、世
界
の
観
光
客
を
惹
き

つ
け
て
い
る
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
も
失

わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
危
機

ラ
な
ど
、自
然
を
基
盤
と
し
て
社
会
の
諸
課
題

を
解
決
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
含
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
を
指
し
、国
内
で
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
は
よ
り
イ
ン
フ
ラ（
従
来
の
ハ
ー
ド
社
会

基
盤
）の
整
備
面
・
取
組
面
に
着
目
し
、N
b
S

は
よ
り
包
括
的
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、Eco

-D
R

R

は

こ
れ
ら
の
概
念
、取
組
の
中
で
、防
災
・
減
災
に

関
連
付
け
て
使
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、遊
水

地
に
よ
る
増
水
時
の
保
水
機
能
の
発
揮
な
ど
が

当
て
は
ま
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

従
来
の
イ
ン
フ
ラ
機
能
を
代
替
し
つ
つ
、生
態

系
お
よ
び
景
観
等
の
自
然
環
境
を
中
長
期
的
に

回
復
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、生
活
環
境
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
が
従
来
の
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
に
よ
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　加

え
て
、こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
際
の
視

点
と
し
て
、連
携
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要

性
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。従
来
型
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
心
の
イ
ン
フ
ラ
整
備（
い
わ
ゆ
る

グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
）と
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

間
に
は
ど
ち
ら
が
正
解
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

短
期
的
・
中
期
的
・
長
期
的
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
、コ
ス
ト
や
整
備
の
効
果
、リ
ス
ク
等
の
面
に

お
い
て
複
合
的
に
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、整
備
方
針
の
決
定
は
、ひ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
地
域
を
作
る
の
か
、そ
の
地
域
で
ど
の
よ

う
に
生
き
る
の
か
、と
い
っ
た
根
源
的
な
問
題

と
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま

で
よ
り
さ
ら
に
丁
寧
な
合
意
形
成
と
意
思
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。最
後
に
、そ
う
し
た
新
た
な
社
会
構
築
に
お

け
る
官
民
連
携
と
市
民
参
加
の
ユ
ニ
ー
ク
で
軽

や
か
な
枠
組
み
と
し
て「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　ミ

ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、か
つ
て

行
政
に
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
河
川
敷
な
ど
の
水

辺
空
間
の
あ
り
か
た
を
自
分
事
に
す
る
人
々
を

応
援
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、ウ
ェ
ブ
で
の
情
報
発
信
、全
国
の
水
辺
活

用
先
進
事
例
の
紹
介
、ご
当
地
会
議
の
推
奨
、全

国
大
会
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
お
り
、

2
0
1
8
年
度
に
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
は「
水
辺
＋

R
I
N
G（
輪
）」、「
水
辺
＋
R（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）＋
I
N
G（
進
行
形
）」の
造
語
で
、水
辺
に

興
味
を
持
つ
市
民
や
企
業
、そ
し
て
行
政
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
、水
辺
と
ま
ち
が
一
体
と
な

っ
た
美
し
い
景
観
と
、新
し
い
賑
わ
い
を
生
み

出
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
、次
々
と
起
こ
し
て
い

ま
す
。例
え
ば
、毎
年
川
の
日
で
あ
る
7
月
7
日

に
は「
水
辺
で
乾
杯
」と
い
っ
た
全
国
同
時
多
発

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。参
加
の
ル
ー

ル
は
シ
ン
プ
ル
で
、各
地
で
自
由
に
水
辺
に
集

ま
っ
て
乾
杯
す
る
だ
け
で
、「
水
辺
で
乾
杯
」の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に「
こ
こ
で
乾
杯
し
ま
す
！
」と

い
う
事
前
の「
乾
杯
宣
言
」と
、当
日
実
際
に
乾

杯
し
た
後
の「
実
施
写
真
」を
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。2
0
1
5
年
か
ら
始
ま
り
、徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
、
2
0
1
9
年
に
は
全
国

2
4
2
カ
所
、1
万
人
以
上
が
参
加
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た（
2
0
2
0
年
、

2
0
2
1
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
拡
大
の
た
め
、規
模
・
内
容
を
縮
小
し
て

実
施
）。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、市
民
、企
業
、行

さ
れ
た
内
容
に
沿
っ
て
計
画
を
策
定
し
、今
後

よ
り
具
体
的
な
気
候
変
動
に
対
す
る
対
策
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、我
が
国
の
政
府
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、日
本
政
府
は
、2
0
5
0
年
のC

O
2

排
出

量
実
質
ゼ
ロ
を
長
期
目
標
に
、2
0
3
0
年
度

に
お
け
る
排
出
量
の
46
％
削
減（
2
0
1
3
年

度
比
）を
中
期
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
目

標
は
、従
来
の
目
標
を
前
倒
し
で
実
現
す
る
も

の
で
、こ
れ
ま
で
に
な
い
取
組
を
今
後
10
年
以

内
で
次
々
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
、か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
る
た
め
、政
府
で
は「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」の
中
で
、2
0
3
0
年
ま
で
を「
基
盤

的
施
策
の
実
施
期
間
」と
位
置
づ
け
、「
地
域
」

感
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、ま
ず
率
先

し
て
脱
炭
素
に
取
り
組
み
、賛
同
す
る
地
域
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
構
図
は
、海
岸
線
の
上
昇
に
悩
む
島
し

ょ
国
の
状
況
に
も
似
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
国
・
地
域
は
、単
体
で
は
確

か
に
小
さ
く
、取
組
の
効
果
も
小
さ
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、気
候
変
動
に
係
る
会
議
の
場

で
は
、フ
ィ
ジ
ー
や
ツ
バ
ル
な
ど
を
始
め
と
し

て
大
き
な
発
信
力
と
説
得
力
を
持
っ
て
き
た
の

も
事
実
で
す
。

　脱
炭
素
は
、環
境
問
題
に
対
す
る
対
応
の
視

点
と
し
て
現
時
点
に
お
い
て
最
重
要
の
課
題
で

あ
る
一
方
で
、概
念
や
対
象
が
大
き
す
ぎ
る
た

め
、何
か
ら
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
良
い
か

が
分
か
り
づ
ら
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。そ
う
し

た
中
、脱
炭
素
と
も
密
接
に
関
連
し
つ
つ
、地
域

の
自
然
環
境
の
保
全
を
行
っ
て
い
く
中
で
観
光

地
の
中
長
期
的
な
質
的
向
上
に
も
寄
与
す
る
可

能
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て「
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
」「
N
b
S
」「E

co
-D

R
R

」な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
は
、社
会
資
本
整
備
や

土
地
利
用
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い

て
、自
然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用

し
、持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
国
土
づ
く
り
や
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、例
え
ば
、従
来
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
よ
る
河
川
整
備
か
ら
多

自
然
型
の
川
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

河
川
内
の
土
砂
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
生
態
系
シ
ス

テ
ム
、河
川
景
観
等
を
中
長
期
的
に
回
復
さ
せ

る
取
組
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。N
b
S
は
、グ
リ

ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
近
い
概
念
で
す
が
、自
然
を

基
盤
と
す
る
解
決
策（N

b
S

：N
atu

re-b
ased

 

S
o
lu

tio
n
s

）の
略
で
、生
態
系
を
活
用
し
た
防

災
・
減
災（E

co
-D

R
R

）や
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

政
が
フ
ラ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
よ
っ
て
、水

辺
と
い
っ
た
公
共
空
間
に
お
い
て「
つ
く
る
人
」

と「
使
う
人
」に
分
か
れ
て
い
た
人
た
ち
が
、領

域
を
越
え
て
連
携
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。行
政
だ
け
で
公
共
空
間
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
と
、ど
う
し
て
も「
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
」が

薄
く
な
り
が
ち
で
す
が
、ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、官
民
が
連
携
し
つ
つ
、主
役
の
市

民
が「
使
う
ひ
と
」と
し
て
デ
ザ
イ
ン
段
階
か
ら

参
画
し
、作
り
上
げ
た
空
間
を
そ
の
ま
ま
使
っ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
そ
れ
は
公
共
空
間
の
整
備

に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
点
で
参
考
に
な
る
取

組
で
す
。

　今
回
進
め
て
い
く
研
究
で
は
、こ
の
よ
う
に

取
組
の
視
点
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
・
プ
ロ
セ

ス
に
も
着
目
し
な
が
ら
、全
国
の
リ
ア
ル
な
取

組
の
現
場
を
、観
光
×
環
境
の
側
面
で
な
る
べ

く
幅
広
く
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。現
時
点
で
具
体
的
に
想
定
し
て
い
る
対
象

範
囲
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

の
あ
り
方
・
可
能
性

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
温
泉
熱
の
活
用
／

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
）

│
観
光
地
タ
イ
プ
別
の
物
質
循
環
の
あ
り
方
・

可
能
性

（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
／
地
域
循
環
共

生
圏
／
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
脱
炭
素
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
の

支
援
ス
キ
ー
ム

（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（
T
N
F
D
）／
エ
シ
カ
ル
起
業
家
の
支
援
な

ど
）

│
観
光
地
に
お
け
る
取
組
・
ス
テ
イ
タ
ス
の
見

え
る
化

（
カ
ー
ボ
ン
・
カ
リ
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
観
光
に
お

け
る
管
理
有
効
性
評
価（
M
E
E
）な
ど
）

│
観
光
客
に
求
め
ら
れ
る
対
応

（
観
光
地
誓
約（P

led
ge

）／
自
主
ル
ー
ル
／
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
）

　C
O
P
26
の
開
幕
時
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
、

「
行
動
に
よ
る
恩
恵
は
、い
ま
を
生
き
る
世
代
全

員
が
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、自
分

た
ち
の
た
め
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
、さ
ら
に

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す
の

だ
」と
も
述
べ
て
い
ま
す
。C
O
P
26
、そ
し
て

グ
ラ
ス
ゴ
ー
宣
言
を
経
て
、次
世
代
の
た
め
に
、

そ
し
て
世
界
中
の
美
し
い
観
光
地
を
残
す
た
め

に
も
、観
光
地
独
自
の
取
組
が
よ
り
多
面
的
に

拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
な
が
ら
、当
財

団
と
し
て
も
本
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上

コロナ禍を経て取り組む、先行的研究…… ❼

4
．今
後
の
研
究
の
方
向
性
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観
光
の
、

少
し
先
の
未
来
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
の
か
。

観
光
政
策
と
観
光
研
究
は
、

ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
く
べ
き
か
。

そ
の
中
期
的
展
望
を
見
据
え
る
。

環
境
省
自
然
環
境
局
国
立
公
園
課
国
立
公
園
保

護
利
用
推
進
室
長
。1
9
9
7
年
に
環
境
庁（
現

環
境
省
）入
庁
。主
に
国
立
公
園
、世
界
自
然
遺
産

の
保
全
管
理
を
担
当
。国
立
公
園
の
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
、西
表
国
立
公

園
で
現
地
勤
務
を
経
験
。2
0
1
0
年
10
月
か
ら
2
0
1
4
年
3
月
ま
で

鹿
児
島
大
学
特
任
准
教
授
と
し
て
、「
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
に
よ
る
地

域
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
調
査・研
究
。2
0
2
1
年
7
月
よ
り
現
職
。国
立

公
園
の
保
護
と
利
用
の
好
循
環
に
よ
り
、優
れ
た
自
然
を
守
り
地
域
活
性

化
を
図
る「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
担
当
。著
書
に『
国
立
公
園

と
風
景
の
政
治
学：近
現
代
日
本
の
自
然
風
景
の
権
威
付
け
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
』（
共
著
、京
都
大
学
出
版
会
、2
0
2
1
年
）、『
自

然
保
護
と
利
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査：公
園
管
理・野
生
動
物・観
光
の
た

め
の
社
会
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
分
担
執
筆
、筑
摩
書
館
、2
0
1
6
年
）。

博
士（
環
境
学
）。

岡
野
隆
宏
（
お
か
の
・
た
か
ひ
ろ
）

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
観
光
資
源
課
地
域
資

源
活
用
推
進
室
長
。東
京
大
学
大
学
院
法
学
政

治
学
研
究
科
修
了
。2
0
0
2
年
文
部
科
学
省

入
省
。幼
児
期
の
教
育
か
ら
初
等
中
等
教
育
、高

等
教
育
段
階
ま
で
幅
広
に
教
育
行
政
等
に
携
わ

る
。高
等
教
育
局
私
学
部
参
事
官
私
学
経
営
支
援
企
画
室
長
を
経
て

2
0
2
0
年
か
ら
現
職
。デ
ジ
タ
ル
技
術
を
複
合
的
に
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
空
間
上
で
の
観
光
地
の
情
報
収
集
や
消
費
機
会
の
提
供（
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
）を
は
じ
め
と
し
た
観
光
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、文
化
観
光
の
推
進
、

地
域
の
文
化
資
源
の
磨
き
上
げ
や
多
言
語
解
説
文
の
作
成
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
受
入
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
は
、持
続
可
能
な
観

光
の
推
進
に
よ
る
地
域
社
会・経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

横
田 

愛
（
よ
こ
た
・
あ
い
）

菅
野
正
洋（
か
ん
の
・
ま
さ
ひ
ろ
）

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　観
光
政
策
研
究
部

社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子（
ご
き
た
・
れ
い
こ
）

同  

観
光
文
化
振
興
部
　企
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

中
島 

泰（
な
か
じ
ま
・
ゆ
た
か
）

同
　観
光
地
域
研
究
部
　環
境
計
画
室
長
／
上
席
主
任
研
究
員

構
成
・
文
○
井
上
理
江

カ
メ
ラ
○
村
岡
栄
治

観
光
の

あ
り
方

2
0
3
0
年
の

〜
観
光
研
究
へ
の
期
待

出席者

座
談
会
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横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2030年の観光のあり方座談会

五木田（JTBF）



横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2030年の観光のあり方座談会

五木田（JTBF）



横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2030年の観光のあり方座談会

菅野（JTBF）



横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2030年の観光のあり方座談会
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横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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横
田

　皆
さ
ん
の
方
で
は
、調
査
し
た
成
果
を

多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
は

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

五
木
田

　我
々
が
受
託
し
た
調
査
報
告
書
で
、

委
託
元
か
ら
公
開
に
承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
は

当
財
団
が
運
営
す
る「
旅
の
図
書
館
」で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。蔵
書
は「
旅
の
図
書

館
」サ
イ
ト
で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　自
主
事
業
で
の
調
査
研
究
成
果
は
、機
関
誌

「
観
光
文
化
」や
当
財
団
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
な
ど
を
通

じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　委
託
さ
れ
る
調
査
研
究
の
ほ
か
に
、省
庁
に

は
競
争
的
資
金
に
よ
る
研
究
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、そ
う
い
っ
た
資
金
を
使
っ
て
行
う
研

究
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。委
託
調
査
事
業
と
の
位
置
付
け
の
違
い

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　我
々
が
委
託
に
出
す
調
査
は
、基
本
的

に
は
予
算
要
求
の
段
階
か
ら「
こ
う
い
う
成
果

を
出
し
た
い
」と
い
う
の
を
提
起
し
、そ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　一
方
、競
争
的
資
金
を
使
っ
た
研
究
は
、ど
う

い
う
政
策
を
打
つ
か
考
え
る
た
め
の
デ
ー
タ
が

欲
し
い
な
ど
、割
と
漠
然
と
し
た
テ
ー
マ
を
投

げ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。な
か
な
か
成
果
は
出
に

く
い
け
ど
調
べ
て
お
き
た
い
と
か
、仮
説
を
作
る

の
に
政
策
準
備
の
段
階
で
使
っ
た
り
し
ま
す
。

競
争
的
資
金
の
研
究
は「
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
形
で
、研
究
者
の

裁
量
に
か
な
り
委
ね
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

五
木
田

　ネ
ッ
ト
検
索
以
外
で
の
情
報
収
集
と

し
て
は
、ど
ん
な
方
法
を
取
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

横
田

　す
ご
く
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
す
が
、研

究
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
率
直
に
ご

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、あ
る
一

人
の
先
生
に
お
聞
き
し
て「
こ
う
い
う
専
門
分

野
だ
っ
た
ら
、あ
の
先
生
が
い
る
」な
ど
、人
づ

て
に
必
要
な
情
報
や
人
を
辿
る
こ
と
は
結
構
あ

り
ま
す
。

五
木
田

　観
光
分
野
で
役
立
つ
情
報
は
、ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

岡
野

　観
光
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
は
、こ
れ

ま
で
の
変
化
を
知
る
と
い
う
意
味
で
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。ま
た
、観
光
分
野
で
は
、各
地
域
で

「
こ
ん
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
」と
い
う
事

例
調
査
が
多
い
気
が
し
ま
す
が
、そ
う
し
た
事

例
調
査
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
が
多
く
、そ
れ

を
他
の
地
域
に
ど
う
生
か
せ
る
の
か
と
よ
く
悩

み
ま
す
。地
域
の
資
源
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
し
、旅
行
に
関
す
る
変
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
の

で
、そ
の
事
例
が
他
の
地
域
に
う
ま
く
当
て
は

ま
る
と
い
う
の
は
、本
当
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。　例

え
ば
統
計
デ
ー
タ
を
も
と
に「
こ
う
い
う

取
り
組
み
を
す
る
と
、こ
れ
か
ら
観
光
客
も
地

域
の
裨
益
も
増
え
る
の
で
は
」と
い
っ
た
仮
説

や
予
測
を
行
い
、例
え
ば
5
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
て
、そ
の
結
果
と
し
て
当
初
の
予

測
通
り
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
が
ち

ゃ
ん
と
さ
れ
て
い
る
研
究
は
あ
ん
ま
り
見
た
こ

と
が
な
い
な
、と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
で
す
。

　そ
う
い
っ
た
形
の
研
究
は
既
に
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。も
し
、そ
う
い
っ
た
研
究
事
例

が
あ
れ
ば
、活
用
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
東
北
の
被
災
地
で
環
境
省
が
実
施
し

た
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
に

は
、お
そ
ら
く
そ
う
い
う
思
想
が
あ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。被
災
3
県
の
6
市
町
に
お
い
て
、

東
北
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
を
活
用
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い

う
共
通
し
た
目
的
が
あ
り
、各
地
域
で
並
行
し

て
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
含
め
て
延
べ
4
年
間
か

け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　定
量
的
な
評
価
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、当
初
の
目
的
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
モ
デ
ル
と
な
っ

た
各
地
域
が
一
緒
に
進
ん
で
い
き
、壮
大
な
実

証
実
験
み
た
い
な
形
で
、そ
う
い
う
意
味
で
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
形
に
近
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。最
終
的
に
そ
の
6
市
町
で
得
ら
れ
た

知
見
を
抽
出
し
て
、事
例
集
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
り
、環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、地
元
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

岡
野

　そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、東
北
以
外
の

他
の
地
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま

す
か
。

菅
野

　そ
こ
は
、ち
ょ
っ
と
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。

岡
野

　我
々
の
ス
タ
ン
ス
の
問
題
で
も
あ
る
ん

で
す
が
、い
つ
も
そ
の
辺
で
悩
む
ん
で
す
よ
ね
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
も
、使
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
の
か
な
と
。地
域
ご
と
に
ケ
ー
ス
が

違
う
の
で
、結
局
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、で
も
そ

れ
だ
っ
た
ら
政
策
に
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、そ
こ
を
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

単
年
度
主
義
の
限
界
、

事
例
研
究
か
ら
の
展
開

横
田

　役
所
の
場
合
、予
算
が
単
年
度
主
義
で

す
が
、観
光
振
興
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
数

カ
年
か
け
て
P
D
C
A
を
回
し
て
い
か
な
い

と
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
れ
な
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
文
化
庁
は
日
本

遺
産
は
6
カ
年
、文
化
観
光
は
5
カ
年
計
画
で

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、K
P
I
も
設
定
し
て
目
標

達
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
禍
で
当
初
設
定
し
た

観
光
研
究
の
活
用
、

情
報
収
集
の
方
法

五
木
田

　本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た
ち
研
究
機

関
は
普
段
、政
策
を
立
案
・
実
行
す
る
中
央
省
庁

や
地
方
公
共
団
体
と
委
託
・
受
託
と
い
う
形
で

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　本
日
は
、政
策
に
関
わ
る
お
二
人
と
今
後
10

年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い
て
展
望
す
る
と
と

も
に
、我
々
の
よ
う
な
観
光
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
研
究
機
関
に
期
待
す
る
こ
と
や
、研
究

と
政
策
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、簡
単
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
野

　私
は
環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
こ

れ
ま
で
阿
蘇
や
石
垣
島
な
ど
の
国
立
公
園
に
赴

任
し
て
お
り
、国
立
公
園
の

保
護
と
利
用
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。こ
う
し
た
現
場

の
経
験
を
通
じ
て
、地
域
の

自
然
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　阿
蘇
に
い
た
時
に
は
観
光

地
が
疲
弊
し
き
っ
た
状
況
も

目
に
し
て
お
り
、観
光
の
あ

り
方
に
は
す
ご
く
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。ど
う
い
う
形

が
い
い
の
か
、今
も
摸
索
中

で
す
の
で
、今
日
は
い
ろ
い

ろ
と
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

横
田

　私
は
平
成
14

（
2
0
0
2
）年
に
文
部
科
学

省
に
入
省
し
、
令
和
2

（
2
0
2
0
）年
7
月
よ
り
現

職
に
着
任
し
ま
し
た
。着
任

後
は
文
化
庁
と
の
連
携
に
よ

る
文
化
観
光
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
D
X
推
進（
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ア
ー
や
e
コ
マ
ー
ス

の
推
進
）、観
光
地
の
多
言
語
解
説
文
の
整
備
推

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
の
補
正
予
算
成
立

を
受
け
、持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

五
木
田

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
れ

で
は
最
初
に
、観
光
に
関
す
る
政
策
と
研
究
の

連
携
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。お
二
人
は
日
々
の
業
務
や
政
策
立
案
の
際
、

研
究
的
な
知
見
や
要
素
を
ど
う
い
っ
た
形
で
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　観
光
の
政
策
は
国
土
交
通
省
の
他
部
局

の
政
策
と
も
密
接
不
可
分
の
要
素
が
多
い
の

で
、近
年
出
て
い
る
調
査
報
告
書
な
ど
は
可
能

な
限
り
、読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。既
に
行
な

わ
れ
て
い
る
政
策
か
ど
う
か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク

も
含
め
て
、関
連
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
他
省
庁

の
報
告
書
も
含
め
て
、幅
広
く
情
報
収
集
し
て

い
ま
す
。

　ま
ず
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
に
よ
り
現
状
を

把
握
し
、政
策
を
実
際
に
企
画
立
案
す
る
段
階

で
は
、有
識
者
会
議
等
で
議
論
を
行
っ
て
い
た

だ
く
過
程
で
、知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。会

議
等
を
設
置
す
る
前
に
は
皆
さ
ん
の
よ
う
な
研

究
機
関
の
研
究
報
告
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、大
学
関
係
者
や
民
間
研
究
機
関
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
、観
光
協
会
や
D
M
O
な
ど
関

係
団
体
、地
場
産
業
の
皆
さ
ん
な
ど
現
地
で
観

光
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

構
成
さ
れ
た
委
員
会
を
設
置
し
、議
論
い
た
だ

く
中
で
政
策
を
練
り
上
げ
て
い
く
形
で
す
。

中
島

　各
省
庁
の
報
告
書
は
、ど
う
い
っ
た
形

で
探
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

横
田

　意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、グ
ー
グ
ル
や

ヤ
フ
ー
な
ど
で
の

一
般
的
な
検
索
で

す
。

岡
野

　自
分
も
や
は
り
グ
ー
グ
ル
検
索
し
て
い

ま
す
ね
。

中
島

　各
省
庁
連
携
の
共
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
み

た
い
な
も
の
、あ
る
い
は
省
庁
ご
と
に
報
告
書

専
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
入
っ
て
い
る
報
告
書
ぐ
ら
い

は
検
索
で
き
ま
す
け
ど
、中
身
ま
で
は
多
分
見

ら
れ
な
い
の
で
、や
っ
ぱ
り
グ
ー
グ
ル
で
検
索

し
た
方
が
他
の
省
庁
の
報
告
書
は
見
つ
か
り
ま

す
ね
。

中
島

　そ
れ
は
、各
省
庁
で
検
索
に
引
っ
か
か

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
か
ね
。

岡
野

　い
や
、し
て
な
い
で
す（
笑
）。で
す
か

ら
、埋
も
れ
て
い
る
報
告
書
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
す
ご
く
大
事
な
課
題
と

い
う
気
が
し
ま
す
。「
こ
れ
は
、既
に
ど
こ
か
で

調
べ
て
い
る
の
で
は
」と
思
う
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
す
が
、な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

五
木
田

　我
々
が
調
査
事
業
な
ど
を
省
庁
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
受
託
し
た
場
合
、デ
ー

タ
で
納
品
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ら
が
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
場
所
は
省
庁
の
中
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

岡
野

　図
書
館
に
出
す
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま

す
。私
が
石
垣
島
の
サ
ン
ゴ
礁
保
全
に
関
わ
っ

て
い
た
時
は
報
告
書
を
全
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、全
部
そ

う
な
っ
て
い
る
と
い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
ね
。

菅
野

　よ
く
言
わ
れ
る
の
は
規
制
緩
和
み
た
い

な
話
で
、最
近
で
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
こ
と
で
観
光
地

で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、既
存
の

法
制
度
の
中
で
は
免
許
が
必
要
で
ナ
ン
バ
ー
を

取
ら
な
い
と
い
け
な
い
、方
向
指
示
器
も
つ
け

な
き
ゃ
い
け
な
い
、基
本
的
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
要
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
規
制
が
あ
り
ま
す
。既

存
の
枠
に
は
め
る
と
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
ん

で
す
が
、機
動
的
に
動
け
る
良
さ
を
生
か
し
て
、

観
光
地
な
ど
で
は
も
う
少
し
気
軽
に
乗
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
、業
界
の
動

き
が
あ
り
ま
す
。

　色
々
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
さ
れ
て
い
る
中

で
、よ
う
や
く
規
制
緩
和
が
進
ん
で
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
方
向
に
向

か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
業
界
側
か
ら
サ

ー
ビ
ス
を
利
便
性
高
く
、普
及
さ
せ
る
た
め
に

働
き
か
け
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
形
で
の
政
策
の
介
入
も
、方
法
と
し
て
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
島

　交
通
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
、

都
市
計
画
の
分
野
で
の
政
策
研
究
で
は
、「
こ
う

い
う
制
度
を
入
れ
る
と
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る

の
か
」と
い
っ
た
研
究
が
、世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、観
光
地
で
と
い
う
話
に
な
る
と
、そ

こ
が
ま
さ
に
観
光
研
究
が
弱
い
と
言
わ
れ
る
所

以
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、難
し
い
で
す

ね
。

菅
野

　観
光
の
場
合
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
中

か
ら
解
を
見
つ
け
て
提
示
す
る
研
究
方
法
が
比

較
的
多
い
の
が
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。集
合
知
と
い
う
か
、普
遍
的
な
法
則
を
導
き

出
す
こ
と
は
、行

わ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
な
い
で
す

が
、あ
ま
り
見
な

い
気
が
し
ま
す
。特
に
日
本
で
は
個
別
の
事
例

研
究
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
な
も
の
が
散
見
さ

れ
る
傾
向
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
野

　「観
光
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
」と
い
う
、そ
の「
う
ま
く
い
く
」と
い
う
こ
と

に
も
、い
ろ
ん
な
要
素
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。入
込

人
数
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、来
た
人
に
お
金
を

使
っ
て
も
ら
う
、宿
泊
を
延
ば
す
、あ
る
い
は
一

次
産
業
を
通
じ
て
地
域
に
裨
益
し
て
い
る
か
と

か
、い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　そ
う
い
っ
た
要
素
が
ト
ー
タ
ル
で
良
く
な

り
、そ
れ
が
し
か
も
持
続
可
能
で
あ
る
み
た
い

な
、い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
観
光
に
は
あ

っ
て
、そ
こ
で
解
を
出
す
の
は
な
か
な
か
難
し

い
か
な
と
、今
話
を
し
て
い
て
思
い
ま
し
た
。そ

う
い
う
の
を
測
る
指
標
っ
て
、や
は
り
個
別
に

分
か
れ
ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
。ト
ー
タ
ル
な

指
標
み
た
い
な
の
が
な
い
の
か
な
と
。

中
島

　ま
さ
に
そ
こ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
き
て
い
て
、こ
れ
ま
で
は
経
済
面
に
注
目
し

て
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、こ
こ
5
年
の
間
で
、急
速
に
持
続
可

能
性
が
着
目
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で
、も
ち
ろ
ん
地
域
に
お
け
る

経
済
は
重
要
で
す
が
、そ
れ
は
一
側
面
で
あ
っ

て
、そ
れ
以
外
の
地
域
の
福
祉
や
、住
民
の
暮
ら

し
な
ど
が
同
列
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
が
近
年
だ
と
思
い
ま
す
。で
は
、そ
う
い
う

複
合
的
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
だ
例
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、こ
れ
ま
で
は
そ
う
い
う
指
標
軸
で
語
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、世
界
の
中
で
も
そ
ん
な

に
多
く
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
10
年
の
観
光
に

必
要
な
視
点

〜「
観
光
×
地
域
の

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」

五
木
田

　今
日
、お
聞
き
し
た
い
ト
ピ
ッ
ク
の

も
う
一
つ
が
、少
し
先
の
未
来
で
あ
る
2
0
3
0

年
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、

中
期
的
に
考
え
た
と
き
に
ど
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。研

究
に
お
い
て
も
政
策
に
お
い
て
も
、求
め
ら
れ

る
も
の
が
今
後
10
年
で
ど
う
変
化
す
る
の
か
、

政
策
側
と
研
究
側
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と
い
っ
た
議

論
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　議
論
の
材
料
と
し
て
、今
後
10
年
で
想
定
さ

れ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、我
々
の
方

で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
6
つ
の
軸
で
整
理
し
ま
し
た

（
下
図「
今
後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」

を
参
照
）。こ
ち
ら
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、関

心
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
、今
後
の
政
策
と
関
連

が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、付
加
価
値
を
生
み
出
す
観
光
と
は
何

か
を
考
え
た
と
き
、観
光
と
何
が
結
び
つ
く
べ

き
な
の
か
。「
観
光
×
○
○
」と
い
う
形
で
、○
○

に
は
ど
ん
な
言
葉
が
当
て
は
ま
る
の
か
、お
考

え
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　事
前
に
こ
の
資
料
を
い
た
だ
い
て
絞
ろ

う
と
考
え
た
の
で
す
が
、ど
れ
か
一
つ
を
選
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う

と
観
光
は
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
関
連
産

業
が
多
く
、地
方
創
生
の
柱
と
し
て
考
え
、戦
略

的
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
す
べ
て
の
こ
と
に
留
意
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。　こ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、観
光
庁
内

で
は
担
当
課
は
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
る
も
の
の
、

意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。観
光
に

携
わ
る
者
と
し
て
は
、こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

社
会
環
境
の
変
化
は
意
識
し
な
が
ら
、中
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　そ

う
い
う
中
で「
観
光
×
○
○
」で
何
を
お
伝

え
し
よ
う
か
と
考
え
、私
は
今
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
」と
い
う
結
び
つ
き
を
一
つ
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　先
ほ
ど
岡
野
さ
ん
が「
観
光
の
成
功
に
は
い

ろ
ん
な
要
素
が
あ
る
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
る
と
か
、マ
ク
ロ
的
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
消
費
額
が
上
が
る
と

か
、観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
っ
た
と
か
、成
功

の
指
標
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、私

は
や
は
り
地
域
に
着
目
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
を
見

据
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
地
域
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
か
、地
域
に
き
ち
ん
と
収
益
が
還
元
さ
れ
て

い
る
か
、都
市
部
の
大
手
観
光
事
業
者
だ
け
が

目
標
ど
う
り
の
成
果
が
出
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
が
、岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

国
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ

う
な
も
の
を
示
す
場
合
は
、個
別
の
優
良
事
例

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、単
年
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
終
わ
ら
せ
ず
、数
カ
年
か
け
て
し
っ
か
り

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。特
に
今
、持
続
可
能
な
観
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
て
そ
う
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　観
光
で
難
し
い
の
は
、実
際
の
地
域
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
民
間
事
業
者
で
、自
分
で
投
資

し
て
リ
ス
ク
を
自
分
が
負
っ
て
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
で
す
。そ
こ
で
政
策
と
し
て
、何
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
と
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

横
田

　私
も
観
光
庁
に
出
向
し
た
最
初
の
頃

に
、そ
う
思
い
ま
し
た
。観
光
っ
て
一
般
の
人
か

ら
す
る
と
楽
し
い
こ
と
で
、レ
ジ
ャ
ー
産
業
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、「
旅
行
事
業
者
の
経
験
も
無

い
自
分
、そ
し
て
国
と
し
て
は
何
が
で
き
る
ん

だ
ろ
う
」と
自
問
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。　た

だ
実
際
に
携
わ
っ
て
み
る
と
、観
光
は
楽

し
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、宿
泊
業
か
ら

旅
行
業
、飲
食
店
業
、交
通
業
な
ど
多
く
の
関
連

事
業
を
抱
え
、経
済
的
な
効
果
と
雇
用
を
創
出

す
る
日
本
の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
い
う
重
要
な
側
面
を

有
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　と
り
わ
け
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
で
は
、や
は
り
国
内
外
か
ら
の
交
流
人

口
と
関
係
人
口
の
拡
大
、旅
行
消
費
に
よ
っ
て

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て
、社
会
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。確
か
に
民
間
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
中
心
に
な
る
と
い
う
の
は
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、日
本
の
国
力
を
維
持
し
て
、地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、地
域
に
あ
る
環
境

や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い
う
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
見
て
、国
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
べ
き
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
、認
識
し
な
が

ら
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

岡
野

　観
光
が
、特
に
地
方
部
の
大
き
な
支
え

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。た
だ
、行
き
た
い
人
が
行
き
た
い
と
こ
ろ

に
行
き
、し
た
い
体
験
を
す
る
と
い
う
個
人
の

発
意
や
思
い
で
動
い
て
い
る
市
場
で
も
あ
る
の

で
、そ
こ
に
対
し
て
政
策
と
し
て
何
か
を
行
う

と
い
う
の
は
、あ
る
意
味
そ
う
い
う
発
意
や
思

い
を「
曲
げ
る
」部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
的
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　観
光
に
行
き
や
す
く
す
る
と
い
う
意
味
で
、

例
え
ば「
連
休
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」と
か
、ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
で

「
働
き
方
を
変
え
ま
し
ょ
う
、企
業
の
み
な
さ
ん

も
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」み
た
い
な
こ
と
は
、政

策
と
し
て
あ
り
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、あ
る
地
域
に
対
し
て「
こ
う
い
う
観
光
を
し

ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
の
は
、政
策
な
の
か
な
と

思
っ
た
り
。ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　逆
に
私
か
ら
皆
さ
ん
に
質
問
な
ん
で
す
が
、

地
域
の
観
光
を
活
性
化
し
よ
う
、元
気
に
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
、政
策
に
本
来
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
た
研
究
っ
て
あ

る
ん
で
し
ょ
う
か
。

菅
野

　観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
行
う
と
き

に
、政
策
と
し
て
効
果
が
あ
る
介
入
の
仕
方
み

た
い
な
こ
と
で
す
か
。

儲
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。ち
ゃ
ん
と
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る

か
。そ
し
て
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
。地
域
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
の
満
足

度
だ
っ
た
り
、幸
福
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
。そ
し
て
、地
域
の
文
化
や
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

　様
々
な
政
策
が
あ
り
ま
す
が
、観
光
庁
事
業

は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
提
案
型
で
、国
は
後
押
し

す
る
立
場
で
進
め
て
き
て
い
ま
す
。実
際
、地
域

に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
効
果
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
出
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
、地
方
創
生
と
し
て
大
事
な
観

光
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

中
島

　「観
光
×
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」の
ア

ウ
ト
カ
ム
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
単
位
は
、

観
光
地
や
地
域
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　周
遊
エ
リ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

の
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、必
ず
し
も

行
政
区
域
の
範
囲
に
は
限
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
な
が
ら
地
域
の

暮
ら
し
や
資
源
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
市
区
町

村
単
位
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　観
光
は
日
本
経
済
の
原
動
力
だ
と
思
い
ま
す

が
、多
く
の
人
々
が
来
訪
す
る
地
域
の
方
々
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、そ
も

そ
も
文
化
観
光
と
か
、自
然
の
保
全
保
護
と
活

用
の
好
循
環
と
い
う
の
は
成
功
し
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。地
域
に
着
目
し
た
経
済
社
会
、環

境
・
文
化
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
の
を
持
つ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
島

　私
も
こ
の
10
年
弱
、持
続
可
能
性
に
関

す
る
指
標
を
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
追
っ

て
き
て
お
り
、状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
単
位

だ
っ
た
り
、国
単
位
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、一
般
論
と
し
て
は
地
域
単
位
、国
際
的
に
も

市
町
村
レ
ベ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
指
標
が
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。市
町
村
の
指
標

の
積
み
上
げ
と
し
て
出
て
く
る
国
と
し
て
の
指

標
は
、設
定
が
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
こ
も
何
か
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

横
田

　予
算
事
業
の
話
に
な
り
ま
す
が
、私
た

ち
は
地
域
で
計
画
を
作
っ
て
い
た
だ
く
時
に
各

地
域
の
K
P
I
の
設
定
を
お
願
い
し
、地
域
で

測
定
し
て
国
に
報
告
し
て
も
ら
う
ス
キ
ー
ム
に

よ
っ
て
現
状
把
握
し
て
い
ま
す
。P
D
C
A
の

C
の
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
す

よ
う
に
組
み
込
む
と
か
、ア
ウ
ト
カ
ム
を
し
っ

か
り
設
定
す
る
こ
と
で
、そ
れ
を
意
識
し
な
が

ら
事
業
の
企
画
立
案
や
推
進
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
は
と
思
い
ま
す
。国
と
し
て
は
、

K
P
I
の
設
定
に
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を
組

み
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
と
思
い
ま
す
。

中
島

　持
続
可
能
な
発
展
に
は
、大
き
く
分
け

て
社
会
、環
境
、経
済
と
い
う
3
つ
の
軸
が
あ
り

ま
す
が
、観
光
地
向
け
に
考
え
る
と
、社
会
と
い

う
定
義
が
広
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す

ね
。観
光
に
関
わ
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
は
観

光
客
も
い
れ
ば
、地
元
に
住
む
住
民
も
い
る
の

で
す
が
、社
会
と
い
う
軸
に
そ
れ
ら
が
す
べ
て

括
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、持
続
可
能

な
観
光
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は「
観
光
客
、地

元
住
民
、環
境
、経
済
と
い
う
4
つ
の
軸
を
し
っ

か
り
考
え
ま
し
ょ
う
」と
、地
域
に
よ
く
話
を
し

て
い
ま
す
。

　観
光
庁
で
は
持
続
可
能
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
し
て
、

2
0
2
0
年
に「
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
J
S
T
S
|
D
）」を
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、京
都
市
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
設

定
し
て
い
た
り
、我
々
が
受
託
事
業
を
し
て
い

る
沖
縄
県
で
も
、そ
う
し
た
視
点
を
取
り
入
れ

た
10
年
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　た
だ
、こ
う
し
た
指
標
を
設
定
す
れ
ば
地
域

の
持
続
可
能
性
が
本
当
に
担
保
さ
れ
る
の
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
の
か
と
い
う
の
は
非
常

に
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。1
、2
個
そ
う

い
う
指
標
を
設
定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
や
れ

ば
、住
民
が
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
て
い
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、ち
ゃ
ん
と
意
識
す
る
た

め
に
表
だ
っ
て
現
れ
て
く
る
指
標
を
ち
ゃ
ん
と

入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、そ
れ
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ゃ
ん
と
詳
し
く
深
掘

り
し
て
調
査
を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
を
、我

々
と
し
て
は
今
進
め
て
い
ま
す
。

横
田

　個
人
の
実
感
と
し
て
は
、地
域
ご
と
に

目
標
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
が
肝
に
な
っ
て
い

て
、真
の
意
味
の
地
方
創
生
、地
域
で
持
続
可
能

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
人
た

ち
が
一
つ
の
共
通
目
標
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ

が
ま
ず
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の

は
、ち
ゃ
ん
と
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
美

談
だ
け
で
は
済
ま
な
い
面
が
あ
り
、様
々
な

人
々
・
団
体
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や
利
害
関

係
の
調
整
な
ど
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　地
域
の
人
が
ま
ず
納
得
し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、「
こ
こ
ま
で
を
成
果
と
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
」と
い
っ
た
目
標
を
共
有
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
、そ
し
て
観
光
庁
で
は
足
り
な

い
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
派
遣

し
助
言
し
て
支
え
、初
期
投
資
と
し
て
調
査
費

や
補
助
金
に
よ
り
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、例
え
ば
世
界
遺
産
が
あ
る
な
ど
の
主

要
な
観
光
地
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
環
境
整
備

を
し
て
い
っ
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
す
が
、持
続
可
能
性
や
地
方
創
生
と

し
て
の
観
光
の
側
面
を
考
え
る
と
、地
域
が
主

役
に
な
る
政
策
で
な
い
と
い
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

も
な
ら
な
い
で
す
し
、持
続
可
能
性
も
も
た
ら

さ
れ
な
い
、経
済
効
果
や
雇
用
創
出
に
も
繋
が

ら
な
い
と
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　地
域
主
役
で
考
え
て
い
く
か
ら
こ
そ
、提
案

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。一
方
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

言
わ
れ
る
方
が
い
な
い
と
、な
か
な
か
ま
と
ま

ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
も
地
域
に
よ
っ
て

は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

岡
野

　エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
地
域
の
中
で
の

宝
探
し
、ま
ず
地
域
に
何
が
あ
る
の
か
を
確
認

す
る
作
業
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
す
が
、そ
の

作
業
を
十
分
に
や
っ
た
上
で
、関
係
者
の
共
通

ビ
ジ
ョ
ン
や
目
標
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　地
域
に
入
っ
て
聞
き
書
き
な
ど
を
し
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、地
域
に
入
っ
て
い
っ
て
、た
だ

「
観
光
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」と
か
け

声
を
か
け
る
の
と
、地
域
の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
自
然
と
ど
う
付
き
合

い
、楽
し
ん
で
き
た
か
を
知
っ
た
上
で
議
論
す

る
の
と
で
は
、地
域
で
の
受
け
と
め
方
が
全
然

違
い
ま
す
。キ
ー
マ
ン
は
地
域
に
は
必
ず
い
る

は
ず
で
、地
域
で
の
議
論
の
中
か
ら
そ
の
人
を

見
つ
け
出
す
作
業
を
行
う
こ
と
が
、最
初
の
段

階
と
し
て
重
要
で
は
と
思
い
ま
す
。

改
め
て

旅
の
本
質
に
立
ち
返
る

岡
野

　2
0
3
0
年
の
観
光
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。観
光
と
い
う
の
は
文
化
的
な
行

為
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
文
化
的
な
意
味

合
い
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
社
会
が
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
変
わ
っ
て
い
く
面
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
社
会
を
変
え
て
い
る
の
は
一
人
一
人
の

個
人
だ
っ
た
り
、経
済
的
な
動
き
で
あ
り
、そ
こ

を
変
え
ら
れ
る
力
が
観
光
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、我
々
は
何
で
観
光
を
す
る
の
か
、観

光
と
い
う
営
み
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
の
問
い
直
し
と
い
う
の
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
我
々

は
政
策
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、地
域
お
こ
し

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、一
人
一
人
が
旅
す

る
こ
と
に
よ
る
感
動
だ
と
か
意
識
の
変
化
が
社

会
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
っ
て
あ
る
は
ず
で
、

昔
は
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
異
国
を
見
て
、そ
の

体
験
や
知
識
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
て
き
て
、国

を
変
え
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
う
い
っ

た
個
人
の
行
動
と
か
社
会
の
変
容
に
及
ぼ
す
旅

本
来
の
役
割
と
か
意
味
合
い
み
た
い
な
も
の

も
、こ
の
機
会
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
は
ま
っ
た
く
個
人
的
意
見
な
ん
で
す

が
、そ
う
い
っ
た
中
で
今
の
旅
は
、あ
る
意
味
便

利
す
ぎ
る「
サ
ー
ビ
ス
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

て
、そ
こ
に
何
か
面
白
く
な
さ
、つ
ま
ら
な
さ
っ

て
い
う
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
当
に
不

便
で
あ
っ
て
も
歩
い
て
い
く
と
か
、い
ろ
ん
な

人
に
道
を
聞
い
て
い
く
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
感
じ
ま
す
。

　今
の
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
中
で
は
、み
ん
な

が
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
旅

を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
そ
れ
っ
て
旅
な
の

か
？
」と
い
う
、旅
の
本
質
の
問
い
直
し
は

2
0
3
0
年
に
向
け
て
、あ
っ
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　経
済
社
会
の
あ
り
方
が
本
当
に
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
の
か
を
、今
S
D
G
s
が
問
う
て
い
る

わ
け
で
す
よ
ね
。社
会
を
変
え
よ
う
と
言
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
。普
段
の
暮
ら
し
で
は
見
過

ご
し
て
し
ま
う
も
の
を
、視
点
を
変
え
、異
文
化

に
触
れ
、自
然
の
中
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、心

が
動
く
、心
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、社
会
を
変
え
る
1
人
1
人
に
な

っ
て
い
く
、そ
ん
な
き
っ
か
け
を
旅
は
与
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
い
っ
た
発
信
っ

て
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
木
田

　最
近
私
が
読
ん
だ
記
事
で
、複
数
名

に
ま
ち
歩
き
を
し
て
も
ら
っ
た
時
に
、1
人
に

は
地
図
を
持
た
せ
、1
人
に
は
ス
マ
ホ
を
持
た

せ
、1
人
に
は
何
も
持
た
せ
ず
、幸
福
度
を
調
査

し
た
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。結
果
は
、何

も
持
た
な
か
っ
た
人
は
達
成
感
は
大
き
い
け
れ

ど
不
安
も
大
き
く
、ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
た
人

は
幸
福
度
は
少
な
い
け
れ
ど
不
安
な
く
ま
ち
歩

き
が
で
き
て
、地
図
を
持
っ
て
い
た
人
は
不
安

が
小
さ
く
幸
福
度
が
高
く
て
い
い
バ
ラ
ン
ス

だ
っ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　岡
野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、旅
を

す
る
過
程
が
便
利
す
ぎ
る
こ
と
で
、旅
の
本
質

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
と
自
分
も
最
近
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
野

　今
、旅
は
ど
う
し
て
も「
便
利
に
便
利

に
」「
安
く
安
く
」と
な
っ
て
い
て
、本
来
の
旅
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
楽
し
み
方
と
い
う
の
は
失
わ

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、一
つ
の
消
費
行
動

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。も
っ
と
旅
に
、文
化
的
な
意

味
合
い
と
い
う
の
を
持
た
せ
る
っ
て
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
と
。

　そ
し
て「
観
光
が
文
化
で
あ
る
」と
い
う
テ
ー

マ
の
中
で
、も
っ
と
観
光
っ
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、も
っ
と
真
っ
当

に
議
論
さ
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

菅
野

　人
は
な
ぜ
旅
す
る
か
、何
を
求
め
る
か

と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
も
長
年
の
テ
ー

マ
で
、今
ま
で
も
結
構
議
論
は
し
て
い
る
の
で

す
が
、そ
こ
に
明
確
な
答
え
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
ん
で
す
ね
。今
の
時
代
に
、こ
の
テ
ー
マ
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
と
い
う
の
は
非
常
に
意

義
あ
る
こ
と
で
、す
ご
く
示
唆
を
い
た
だ
い
た

な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

横
田

　そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
観
光
は
い

ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
か
、き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

岡
野
さ
ん
は
き
っ
と
、す
ご
く
い
ろ
ん
な
旅
行

体
験
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　言
わ
れ
て
み
れ
ば
確
か
に「
観
光
っ
て
こ
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
ん
だ
よ
、さ
あ
み
ん
な
旅
に

出
よ
う
」と
い
っ
た
根
本
的
で
わ
か
り
や
す
い

発
信
と
い
う
の
は
、今
ま
で
あ
ま
り
行
な
っ
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
野

　ど
う
し
て
も「
○
○
に
行
こ
う
」と
い
う

形
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、単
な
る
商

品
、消
費
財
と
し
て
の
旅
で
は
な
く
、文
化
的
な

部
分
を
も
っ
と
研
究
面
で
も
掘
り
下
げ
て
も
ら

え
る
と
す
ご
く
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

横
田

　観
光
で
は
人
と
の
出
会
い
と
い
う
の
が

大
事
で
、そ
の
人
に
ま
た
会
い
に
行
き
た
い
、地

域
の
人
と
交
流
す
る
た
め
に
戻
っ
て
き
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
地
域
の

方
々
と
交
流
の
接
点
を
持
ち
、そ
こ
か
ら
少
し

ず
つ
関
係
を
築
い
て
い
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な

り
、将
来
的
に
は
緩
や
か
な
リ
ピ
ー
タ
ー
か
ら

関
係
人
口
へ
と
い
う
こ
と
で
、観
光
庁
で
は
、地

域
の
人
と
そ
う
い
っ
た
接
点
を
持
て
る
仕
掛
け

を
作
る「
第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」と
い
う
取
り
組
み
も
今
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

中
島

　「第
2
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
は
、特
に
ど
の
層
に
着
目
し
て
い
る
と

い
っ
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

横
田

　タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
ど
こ
に
絞
る
か
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
人
々
が
生
活
の
中
で
田
舎
へ
の
憧
れ
や
自

然
体
験
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、そ
う

し
た
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
捉
え
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

　伝
統
工
芸
や
お
祭
り
な
ど
、日
ご
ろ
自
分
の

生
活
の
中
で
は
経
験
で
き
な
い
、地
域
が
培
っ

て
き
た
文
化
や
芸
能
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る

の
は
観
光
な
ら
で
は
と
思
い
ま
す
し
、そ
こ
で

初
め
て
見
て
知
っ
て
体
験
し
て
、日
本
に
こ
う

い
う
素
晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ん
だ
と
興
味
を

持
ち
、そ
れ
ら
を
購
入
す
る
こ
と
で
地
場
産
業

を
応
援
し
た
り
、ひ
い
て
は
後
継
者
を
目
指
す

と
い
う
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。人
生
を

変
え
る
機
会
や
体
験
を
提
供
で
き
る
と
い
う
の

は
観
光
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　普
段
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
も
の
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、そ
れ
は
ど
こ
で
作
ら

れ
て
い
る
と
か
、「
実
は
日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
民
芸
が
あ
る
の
か
」な
ど
、行
っ
て
み
て

気
づ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。そ

こ
に
、僕
ら
が
今
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
持
続

可
能
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
は
ず
だ
と
思
い

ま
す
。

　そ
う
し
た
気
づ
き
に
は
、か
つ
て
あ
っ
た
も

の
を
振
り
返
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
、化
石
燃

料
が
入
っ
て
く
る
前
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
社
会
で
は
、地
域
で
消
費
さ
れ
る
も
の
を

地
域
で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
、そ
れ
が
伝
統
工

芸
品
や
お
祭
り
と

な
り
、人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
わ

け
で
す
。

　そ
こ
に
化
石
燃
料
が
入
っ
て
き
て
、グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
な
り
、全
て
が
平
準
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
の
ヒ
ン
ト
が
地
方
に
あ
る

は
ず
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
個
人

の
生
き
方
が
変
わ
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の
見

方
が
変
わ
っ
た
り
、社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

意
味
も
旅
に
は
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
意
味
で
は
、最
初
に
示
さ
れ
た「
今

後
想
定
さ
れ
る
社
会
環
境
の
変
化
」の
表
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
変
化
を
た
だ
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、変
化
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
力
も

旅
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。

次
世
代
が
求
め
る

観
光
の
リ
ア
ル

中
島

　今
お
っ
し
ゃ
っ
た
、社
会
の
見
方
を
変

え
た
り
変
革
す
る
と
い
っ
た
意
味
で
は
、ミ
レ

ニ
ア
ル
世
代
に
代
表
さ
れ
る
若
い
人
た
ち
の
意

識
が
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、旅
行
も
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

達
に
改
め
て
、今
お
話
に
出
た
よ
う
な
旅
の
あ

り
方
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
と
、そ
の

後
の
社
会
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
の
で
は
と
非
常

に
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

五
木
田

　我
々
は
委
託
調
査
以
外
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
主
研
究
も
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中

の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、今
話
題
に
上
が
っ
た
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
対
応
す
る
観
光
及

び
観
光
地
の
研
究
で
す
。こ
こ
で
少
し
、ど
ん
な

自
主
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
Z
世
代
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
は
私
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

が
、こ
の
世
代
の
一
番
の
特
徴
は
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
と
い
う
こ
と
で
、生
ま
れ
た
時
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
が
あ
る
こ
と
で

す
。　消

費
や
体
験
行
動
と
し
て
は
、ど
ち
ら
の
世

代
も
モ
ノ
よ
り
コ
ト
、体
験
を
重
視
す
る
傾
向

が
強
く
、自
分
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
、自
分
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
も
の
に
お
金
を
投
じ
た

い
、旅
行
に
つ
い
て
も
自
分
の
中
で
意
味
を
も

っ
て
旅
を
し
た
い
と
い
う
意
識

が
強
い
で
す
。ま
た
こ
れ
ら
の

世
代
は「
運
転
し
な
い
世
代
」と

言
わ
れ
て
い
て
、年
代
が
下
が

る
と
免
許
取
得
率
も
下
が
り
、

車
も
持
た
ず
運
転
も
し
な
い
の

で
、旅
行
に
は
基
本
的
に
は
公

共
交
通
を
使
い
た
い
と
い
う
志

向
が
強
い
で
す
。

　こ
う
い
う
人
た
ち
に
対
応
し

得
る
観
光
地
は
ど
う
い
う
形
が

あ
る
の
か
、こ
の
世
代
の
旅
行

に
対
す
る
価
値
観
と
し
て
地
域

貢
献
、環
境
保
全
な
ど
の
社
会

意
識
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

お
り
、観
光
や
観
光
産
業
が
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

中
島

　先
ほ
ど
、横
田
さ
ん
か

ら「
観
光
地
域
づ
く
り
で
は
地

域
が
主
役
」と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
地
域

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

と
、い
わ
ゆ
る
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
や
そ
の
周
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
、行
政
や
民
間

事
業
者
を
指
し
ま
し
た
が
、私
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
範
囲
を
も
っ
と
広
げ
て
考
え
、今
ま

で
観
光
や
地
域
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

市
民
も
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
研
究
を
し
て
い
ま

す
。　観

光
客
が
旅
先
で
学
び
、意
識
を
変
え
て
帰

っ
て
も
ら
う
の
も
旅
の
効
用
で
す
が
、今
の
若

者
は
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、同
じ
価
値
観
を

持
っ
た
地
域
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
人

た
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。市

民
も
観
光
客
も
観
光
地
側
も
、イ
ン
フ
ラ
を
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
う
い
う
目
標
を
掲
げ
て
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
脱
炭
素
に
つ
い
て
は
こ
の
5
年
が
勝
負

ど
こ
ろ
な
の
で
、そ
こ
で
観
光
地
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。取
り
組
み
や
ス
テ
ー
タ
ス
の
見

え
る
化
、利
用
者
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。

菅
野

　も
う
一
つ
、私
が
行
な
っ
て
い
る
の
が

多
様
性
の
研
究
で
、特
に
L
G
B
T
Q
と
呼
ば

れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
、慢
性
疾
患
な
ど

で
健
康
不
安
を
抱
え
る
層
に
注
目
し
て
い
ま

す
。L
G
B
T
Q
は
社
会
の
約
10
%
程
度
と
い

う
こ
と
で
、市
場
と
い
う
言
い
方
が
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
で
す
が
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

り
、慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
数
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
何
か
し
ら
、内
面
的
に
見

え
に
く
い
と
こ
ろ
に
属
性
が
あ
り
、旅
行
し
に

く
い
要
因
が
あ
る
な
ら
、で
き
る
だ
け
そ
れ
を

な
く
し
て
旅
行
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
を

問
題
意
識
の
出
発
点
に
し
て
い
ま
す
。

横
田

　教
育
現
場
で
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、観
光
の
現
場
で
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
層
や
慢
性
疾
患
に
着
目
し
た

研
究
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、対
応
や
配
慮
を
行
な
っ
て
い
る
観
光
地
や

事
業
者
に
は
ど
ん
な
事
例
が
あ
る
の
か
、興
味

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

菅
野

　い
く
つ
か
事
業
者
や
観
光
地
単
位
で
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す

が
、事
例
と
し
て
は
ま
だ
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。一
番
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
の

は
沖
縄
県
で
、県
と
し
て
多
様
性
を
認
め
る
と

い
う
宣
言
を
出
し
て
お
り
、も
と
も
と
多
様
性

を
内
包
し
て
い
る
地
域
性
が
あ
る
と
も
言
え
ま

す
。そ
う
い
っ
た
方
々
が
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
る
ホ
テ
ル
な
ど
の
事
業
者
も

複
数
あ
り
ま
す
。

岡
野

　デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
言
わ
れ
る
世

代
が
体
験
を
求
め
る
と
い
う
お
話
で
す
が
、そ

の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
、こ
れ
は
僕
の
願

望
も
含
め
た
仮
説
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
に
初
め

て
触
っ
た
人
は
デ
ジ
タ
ル
が
目
的
化
す
る
け
れ

ど
、最
初
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
人
は
手
段
に

な
る
の
で
、デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
い
か
に
リ
ア

ル
な
体
験
を
求
め
る
か
と
い
う
よ
う
な
方
向
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　最
初
、バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
と
言
わ
れ

た
と
き
も
、「
都
市
に
い
て
自
然
を
体
験
し
た

い
」「
観
光
地
に
行
か
な
く
て
も
観
光
で
き
ま
す

よ
」み
た
い
な
方
向
に
デ
ジ
タ
ル
が
発
展
し
た

け
れ
ど
、今
は「
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
観
光
地
で

仕
事
し
ま
し
ょ
う
」と
い
う
方
向
に
な
っ
て
い

ま
す
よ
ね
。ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
か
。

　仮
想
体
験
で
は
な
く
、リ
ア
ル
な
体
験
を
す

る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
を
使
う
。デ
ジ
タ
ル
の
先

に
あ
る
リ
ア
ル
、み
た
い
な
。そ
う
い
っ
た
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
ま
た
、旅
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

菅
野

　私
も
最
新
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
、旅
の
目
的
に
な
る
の
か
な
と
思
っ
た

り
も
し
た
の
で
す
が
、そ
う
い
う
感
じ
で
も
な

い
で
す
ね
。ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世
代
に
と

っ
て
は
、技
術
と
い
う
の
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

当
た
り
前
に
あ
る
も
の
で
、使
い
慣
れ
て
い
る

世
代
な
の
で
。

岡
野

　だ
か
ら
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
が
な
い
と
こ
ろ

に
行
く
、そ
う
い
う
と
き
に
、国
立
公
園
が
目
的

地
に
な
る
の
で
は
と（
笑
）。本
当
に
デ
ジ
タ
ル

が
な
い
世
界
、デ
ジ
タ
ル
で
は
体
験
で
き
な
い

本
当
の
感
動
、自
然
の
中
の
体
験
を
求
め
る
の

で
は
な
い
か
と
。本
物
の
空
間
に
身
を
お
く
こ

と
で
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
体
験
が
提
供
で
き

る
よ
う
な
利
用
を
、国
立
公
園
と
し
て
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

　デ
ジ
タ
ル
を
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な

し
、便
利
に
効
率
よ
く
行
く
た
め
な
ど
、体
験
を

よ
り
よ
く
す
る
手
段
と
し
て
は
使
う
け
れ
ど

も
、最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
実
体
験
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
野

　そ
う
で
す
。旅
っ
て
実
体
験
す
る
た
め

に
行
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。も
ち
ろ
ん
、手
段
と

し
て
交
通
機
関
でM

aaS

な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
力

は
借
り
ま
す
け
ど
。

菅
野

　重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る

フ
ラ
ン
ク
な
意
見
交
換
の
場

五
木
田

　そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。再
び
最
初
の
ト
ピ
ッ
ク
に
戻
る

よ
う
で
す
が
、改
め
て
研
究
側
と
政
策
側
の
関

係
に
つ
い
て
、今
後
一
緒
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
ど
ん
な
形
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

岡
野

　貴
財
団
が
事
務
局
を
務
め
ら
れ
て
い
る

自
然
公
園
研
究
会
の
よ
う
に
、い
ろ
ん
な
研
究

者
と
行
政
側
が
フ
ラ
ッ
ト
に
、そ
の
時
々
の
テ

ー
マ
で
議
論
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況
と
か
悩
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
し
て
、議
論
す
る
の
は
す
ご
く
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
会
み
た
い
な
も
の
も

そ
う
で
す
が
、オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
じ
ゃ
な
い
場
で

話
し
合
え
る
と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

横
田

　本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、公
式
な

場
だ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
皆
さ
ん
と
私
た

ち
が
本
音
で
語
り
合
い
、意
見
交
換
で
き
る
場

と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
ま
で
は
公
式
な
場
の
後
に
行
わ
れ
る
懇
親
会

な
ど
で
信
頼
関
係
を
作
っ
た
り
、重
要
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
会
う
こ
と
す
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

は
、な
お
さ
ら
意
識
的
に
非
公
式
な
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
す
る
場

が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　通
常
業
務
に
お
い
て
は
幅
広
な
情
報
収
集
に

陥
り
が
ち
な
の
で
、一
つ
の
テ
ー
マ
に
時
間
を

か
け
て
深
く
研
究
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
提
案
は
、皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上

に
貴
重
で
す
。

　観
光
庁
も
S
N
S
で
の
発
信
を
始
め
た
り
し

て
い
ま
す
が
、や
は
り
、国
が
発
信
す
る
チ
ャ
ネ

ル
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
て
ま
だ
十
分
で
は
な

い
部
分
が
あ
り
、観
光
と
い
う
重
要
な
政
策
を

発
信
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、住
民
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
様
々
な
方
が
地
域
の
た
め
に
参
加
で

き
る
身
近
な
機
会
と
し
て
、皆
さ
ん
の
よ
う
な

機
関
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
が
で
き
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

菅
野

　我
々
も
い
く
つ
か
研
究
会
の
事
務
局
を

務
め
て
お
り
、関
係
す
る
観
光
産
業
の
方
や
研

究
者
な
ど
で
意
見
交
換
し
て
進
め
る
と
い
う
形

を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
も
ご
参
画
い
た
だ
け
れ
ば
と
。ア

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
勉
強
会
な
ど
で
も
、意
見

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横
田

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
本
日
い
た
だ
き
、

観
光
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
様
々
な
研
究
が
行

わ
れ
て
い
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、勉
強

に
な
り
ま
し
た
。研
究
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
と

積
極
的
に
、建
設
的
な
意
見
交
換
を
さ
ら
に
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

岡
野

　研
究
と
政
策
は
近
い
よ
う
で
、う
ま
く

絡
め
て
な
い
部
分
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま

し
た
し
、こ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
今

後
も
続
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。僕

は
ひ
ね
く
れ
も
の
な
の
で
、も
っ
と
不
便
な
観

光
に
つ
い
て
考
え
た
い
な
と
か
、苦
労
し
た
方

が
成
長
す
る
の
で
は
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。　「便

利
で
安
く
」と
い
う
だ
け
で
は
な
い
ベ
ク

ト
ル
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
、多
様
な
観

光
の
あ
り
方
に
繋
が
る
し
、文
化
と
し
て
の
観

光
に
も
繋
が
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

五
木
田

　引
き
続
き
、中
長
期
的
な
観
光
の
あ

り
方
や
そ
の
な
か
で
の
研
究
の
役
割
に
つ
い
て

真
摯
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
に
あ
た
り
、今
後
も
様
々
な
形
で
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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情
報
革
命
が
生
み
出
し
、

コロナ
禍
が
加
速
さ
せ
る

社
会
の
変
化

観
光
政
策
研
究
部
長
／
主
席
研
究
員 

山
田
雄
一

視座

課
題
は
、そ
れ
ぞ
れ
各
個
に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、源
流
を
共
有
す
る
大
き
な
流
れ
の

中
で
生
じ
て
い
る
互
い
に
相
関
し
た
問
題
で
あ

る
。　そ

し
て
、そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、情

報
革
命
の
進
展
の
中
で
の
我
々
自
身
の
意
識
、

価
値
観
の
変
化
で
あ
る
。

の
世
界
を
研
究
す
る
も
の
と
な
る
。農
業
社
会

と
製
造
業
社
会
で
、社
会
の
様
相
が
大
き
く
変

わ
っ
た
よ
う
に
、情
報
革
命
後
の
世
界
は
従
前

と
は
異
な
る
社
会
と
な
る
だ
ろ
う
。短
期
的
に

見
て
も
、こ
れ
ま
で
国
内
市
場
は
、高
度
成
長
期

以
降
、団
塊
の
世
代
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
き
た
が
、今
後
は
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

が
市
場
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。短
期
的
に
も
、

中
長
期
的
に
も
、大
き
な
時
代
の
潮
流
を
理
解

し
、対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。世
代
研
究
は
、ふ
わ
っ
と
し
た
概
念
論
に

な
り
や
す
い
が
、観
光
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
も
通
じ
る
知
見
の
導
出
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
4
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
多
様
性
」は
、人

権
意
識
の
高
ま
り
が
引
き
起
こ
し
て
い
く
変
化

で
あ
る
。ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
、情
報

の
地
域
的
、社
会
的
な
壁
は
下
が
り
、誰
も
が
情

報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ

に
よ
り
、少
数
者（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）の
意
見
、考

え
も
社
会
に
広
が
り
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き

て
い
る
。ま
た
、従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
主
体

と
し
た
情
報
流
通
に
対
し
、ネ
ッ
ト
社
会
は
、そ

の
構
造
が
基
本
的
に
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、第
3

者
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
や
検
閲
が
か
か
り
に
く

い
。こ
の
自
由
さ
に
は
功
罪
が
あ
る
が
、功
の
一

つ
は
、社
会
的
弱
者
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る「
人

権
」の
意
味
や
価
値
を
再
認
識
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。近
年
、世
界
で
起
き
た「
民

主
化
」の
動
き
や
、人
種
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
に
対

す
る
非
難
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
あ
っ
て
の
も

の
だ
か
ら
だ
。特
に
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
に
と
っ
て
、世
界
は
繋
が
り
、人
々
は
フ
ラ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
、空
気
が
そ
こ
に
あ
る
と

い
う
く
ら
い「
当
然
」の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
分
野
に
お
い
て
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応
は
必
ず
し
も
拡
が
っ
て
き
て
は
い
な
か
っ

た
。が
、今
後
は
、多
様
性
を
当
然
の
も
の
と
し

て
、全
体
を
受
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、必

須
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、差
別
や
偏
見
と
い
っ
た
意
識
は
、自

然
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、少
数
の

市
場
へ
の
対
応
は
事
業
的
な
難
易
度
も
高
め
る

こ
と
に
な
る
。研
究
を
通
じ
て
、こ
の
現
実
的
な

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
提
示
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　こ
う
し
た
需
要
側
の
変
化
に
、我
が
国
の
地

域
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
有
効

な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
の
が

特
集
5
で
あ
る
。今
日
の
環
境
に
お
い
て
、効
果

的
に
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、地

域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担

う
組
織
、D
M
O
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、世

界
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。し
か

し
な
が
ら
、我
が
国
の
多
く
の
地
域
は
、そ
も
そ

も
生
産
性
の
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
集
積

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、観
光
客
の
来
訪
が
、地
域

経
済
の
成
長
に
繋
が
り
に
く
い
構
造
に
あ
る
。

そ
こ
で
、地
域
独
自
の
観
光
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
造
し
、産
業
集
積
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意
識
が

そ
こ
に
あ
る
。少
子
高
齢
化
、人
口
縮
小
が
進
む

我
が
国
の
地
域
に
お
い
て
、新
し
い
産
業
を
創

造
し
て
い
く
こ
と
の
難
易
度
は
高
い
が
、欧
州

で
は
、集
落
を
挙
げ
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

を
形
成
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、研
究
の
推
移

を
見
守
り
た
い
。

　特
集
6
は
、特
集
5
と
は
、ま
た
異
な
る
形
で

新
し
い
時
代
で
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
体
制
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。情

報
革
命
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化

は
、当
然
な
が
ら
、地
域
内
で
の
各
主
体
の
繋
が

り
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
。市
民
参
加
で
地

域
振
興
に
取
り
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
に
は
現
出
し
て
き
て
い
た

が
、そ
の
流
れ
は
完
全
に
確
定
し
、地
域
振
興
は

多
様
な
主
体
、個
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形

成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、日
本
の

地
方
部
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、人
口
減

少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
し
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。他
方
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
る
か
ら
こ
そ
、観
光
に
対
す
る
期

待
も
高
ま
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、ど
う
い
っ

た
対
応
策
が
検
討
で
き
る
の
か
に
挑
む
研
究
と

な
る
。

　最
後
の
特
集
7
、脱
炭
素
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

は
、我
々
の
意
識
、価
値
観
の
変
化
が
生
み
出
し

た
人
類
社
会
全
体
の「
新
し
い
ル
ー
ル
」と
言
え

る
。地
球
温
暖
化
と
二
酸
化
炭
素（
カ
ー
ボ
ン
）

に
つ
い
て
は
、未
だ
、懐
疑
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取

る
人
々
も
少
な
く
な
い
が
、ネ
ッ
ト
社
会
の
進

展
に
よ
っ
て
、普
遍
的
価
値
で
あ
る
人
権
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
る
の
と
同
様
に
、地
球
環
境

と
い
う
巨
大
過
ぎ
る
概
念
に
つ
い
て
も
理
屈
で

は
な
い
共
感
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
は
、

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、自
身
が
認
知
で
き
る
範
囲

が
無
限
大
に
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
、環
境
と
の

関
係
に
つ
い
て
も「
自
分
事（
じ
ぶ
ん
ご
と
）」と

し
て
感
じ
る
人
々
が
増
え
て
き
た
た
め
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。現
時
点
に
お
い
て
、観
光
に

お
い
て
環
境
は
一
つ
の
変
数
に
過
ぎ
な
い
が
、

数
の
人
々
に
情
報
を
配
信
す
る
と
い
う
構
造
が

基
本
で
あ
っ
た
。端
的
に
言
え
ば
、情
報
を
発
信

で
き
る
の
は
、ご
く
一
部
の
個
人
、組
織
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、必
然
的
に
、情
報
の
多
様
性
は
乏

し
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、20
世
紀
の
最
終
盤
に
普
及

し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、そ
の
後
、急
速

に
成
長
し
2
0
0
0
年
代
に
は
ブ
ロ
グ
・
サ
ー

ビ
ス
、2
0
1
0
年
代
に
は
S
N
S
が
整
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
る（
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
の
産
業

化
）。こ
れ
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
が
、自
身
の

考
え
、興
味
、関
心
事
項
を
容
易
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、発
信
さ

れ
た
情
報
は
、基
本
的
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ

る
た
め
、検
索
、複
製
、加
工
が
容
易
で
あ
り
、情

報
の
二
次
利
用
、三
次
利
用
が
連
鎖
的
に
広
が

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
は
、人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。そ
れ

ま
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
専
有
さ
れ
、か
つ
、

一
方
通
行
で
あ
っ
た
情
報
流
通
が
、全
人
類
に

開
放
さ
れ
、か
つ
、双
方
向
性
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
だ
。い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
表
現
す
れ

ば
、世
界
中
の
ど
ん
な
に
マ
イ
ナ
ー
な
情
報
に

も
、我
々
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。つ

ま
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
深
化
は
、ネ
ッ
ト
上
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、リ
ア
ル
の
認
知
拡
大
、よ
り
具
体
的
に

多
様
な
現
実
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ

と
に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
の
核
と
な
る
変

化
で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、情
報
発
信
の
訓
練
を
受
け

て
い
な
い
一
般
人
が
発
信
す
る
情
報
の
一
つ
一

つ
の
質
は
高
い
も
の
で
は
無
く
、ネ
ッ
ト
情
報

は
ト
イ
レ
の
落
書
、居
酒
屋
談
義
と
も
揶
揄
さ

れ
る
。こ
れ
を
転
換
し
て
い
っ
た
の
が
、検
索
エ

ン
ジ
ン
、専
用
サ
ー
ビ
ス（
例
：
食
べ
ロ
グ
や
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
評
価
・
レ
イ
テ
ィ

ン
グ
サ
イ
ト
や
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
タ
グ

機
能
）の
進
化
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、ネ
ッ

ト
上
の
雑
多
な
情
報
は
ベ
ク
ト
ル
が
作
ら
れ
、

集
合
知
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（
デ
ー
タ
管
理
技
術
の
高
度
化
）。

　さ
ら
に
、収
集
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ー
タ
が
、人
々
の
思
考
や
行
動
の
断
片
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
も
生
ま
れ
て
く
る（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

知
財
化
）。こ
の
背
景
に
は
、そ
れ
ま
で
分
散
し

て
い
た
各
種
の
デ
ー
タ
が
、デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
、そ
し
て
、統
計
解
析
機
能

の
向
上
に
よ
っ
て
、従
来
で
は
実
現
不
可
能

だ
っ
た
水
準
で
、物
事
を
把
握
し
た
り
、新
し
い

関
係
性
を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、グ
ー
グ
ル
の
検

索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、世
界
中
の
人
々

が
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
が

解
る
し
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
画
像
、場

所
、タ
グ
付
け
を
解
析
し
て
い
け
ば
、ど
こ
の
ど

の
よ
う
な
コ
ト
が
、ど
の
よ
う
に
関
心
を
集
め

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
解
析
で
き
る
よ
う

に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
る

産
業
面
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　こ
う
や
っ
て
創
造
さ
れ
て
い
く
新
し
い
知
見

は
、新
し
い
経
済
価
値
、経
済
活
動
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
り
、そ
の
動
き
が
、情
報
の
さ
ら
な
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
に
、我
々
が
直
面
し
て
い
る
変
化
、

　私
事
で
あ
る
が
、2
0
2
1
年
10
月
、私
の
父

が
他
界
し
た
。父
は
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

数
年
上
で
あ
り
、工
学
系
の
大
学
を
出
た
後
、某

メ
ー
カ
ー
に
技
術
職
と
し
て
就
職
。そ
の
後
、管

理
側
と
な
り
国
内
工
場
の
管
理
を
行
っ
て
い
た

が
、バ
ブ
ル
期
に
会
社
の
事
業
拡
張
に
よ
っ
て
、

東
南
ア
ジ
ア
某
国
に
新
工
場
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
、そ
の
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。7
年
ほ
ど
同
業
務
に
対
応
し
た

後
、帰
国
。そ
の
後
、海
外
赴
任
前
に
担
当
し
て

い
た
国
内
工
場
を
経
て
、再
び
、前
回
赴
任
地
と

は
異
な
る
海
外
工
場
の
管
理
を
行
っ
た
後
、子

会
社
の
役
員
と
し
て
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を

終
え
て
い
る
。あ
る
意
味
、高
度
成
長
期
以
降
の

日
本
経
済
の
象
徴
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　日
本
が
、高
度
成
長
を
、な
ぜ
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
、様
々
な
指
摘

が
あ
る
が
、極
め
て
単
純
に
言
え
ば
、世
界
中
に

良
質
な
工
業
製
品
を
欲
す
る
需
要
が
あ
り
、そ

れ
に
応
え
ら
れ
た
の
が
日
本
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ

型
で
製
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
美
徳
と

す
る
日
本
人
の
気
質
が
、高
度
成
長
の
エ
ン
ジ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、広
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。良
い
も
の
を
、真
面
目
に
作
る
こ
と

で
評
価
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
た
。

　今
で
も
、製
造
業
は
、日
本
経
済
を
支
え
る
柱

の
一
つ
で
あ
る
が
、か
つ
て
の
よ
う
な
強
さ
、輝

き
は
薄
れ
、失
わ
れ
た
10
年
、20
年
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。こ
れ
に
つ
い
て
も
、

様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、端
的
に

言
え
ば
、世
界
的
な
社
会
経
済
の
変
化
に
、日
本

が
追
随
し
て
い
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。世
界

経
済
は
、モ
ノ
を
中
心
と
し
た
製
造
業
社
会
か

ら
、サ
ー
ビ
ス（
コ
ト
）を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
へ
転
換
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

早
晩
、適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ

る
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。当
た
り
前
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
に
、多
く
の
人
々
が
、日
常
生

活
に
お
い
て
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
無
意
識
に
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
ら
だ
。現
時
点
に
お
い
て
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

社
会
に
お
け
る
観
光
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か
見
え
て
い
な
い
が
、社
会
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
変
更
と
な
る
と
考
え
、そ
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
る

変
化

　こ
の
よ
う
に
、我
々
は
、大
き
な
社
会
経
済
環

境
の
変
化
の
中
に
い
る
が
、さ
ら
に
注
意
が
必

要
な
の
は
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
、も
と
も
と
の

社
会
変
化
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
、ラ

ガ
ー
ド
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

理
論
」が
提
唱
す
る
よ
う
に
、通
常
、変
化
と
い

う
の
は
変
化
を
先
取
り
す
る
A
群
が
、変
化
に

消
極
的
な
B
群
を
徐
々
に
塗
り
替
え
て
い
く
こ

と
で
生
じ
て
い
く
。そ
の
た
め
、変
化
そ
の
も
の

は
既
定
路
線
で
あ
っ
て
も
、変
化
が
実
際
に
生

じ
、違
う
社
会
を
形
成
す
る
に
は
、年
単
位
の
時

間
が
必
要
と
な
る
。例
え
ば
、観
光
分
野
で
は
、

2
0
0
0
年
代
初
め
に
は
、団
体
旅
行
か
ら
個

人
旅
行
へ
の
変
化
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
が
各

所
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
か
ら
20
年
が

経
っ
て
も
、一
部
の
地
域
、業
界
に
お
い
て
団
体

旅
行
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

　本
号
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
・
Z

世
代
へ
の
シ
フ
ト
も
、通
常
で
あ
れ
ば
、10
年
、

20
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
が
、2
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、こ
の
世

代
交
代
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。な
ぜ
な

ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、観
光
活
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
た
こ
と
で
B
群
に
相
当
す
る
団
塊
世

代
の
市
場
か
ら
退
出
が
早
ま
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
へ
の

意
識
の
高
ま
り
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
加
速
さ
せ
る
。

結
果
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、我
々
は
、タ

イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
か
の
よ
う
な
変
化
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
認
識
に
基
づ
け
ば
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
初
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。確
実
に
変
化
し
た
環
境

に
、い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、陣
地
を
築

い
て
い
け
る
か
ど
う
か
が
、そ
の
後
の
展
開
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
、耐
え
る
だ
け
で

な
く
、そ
の
先
を
展
望
し
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

郷
愁
か
ら
挑
戦
へ

　特
集
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、ま
た
、座
談

会
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、実
際
の
と

こ
ろ「
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
の
か
」と
い

う
こ
と
は
、概
ね
見
え
て
い
る
。が
、見
え
て
は

い
て
も
、必
ず
し
も
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。　こ

れ
は
、現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
と
も
言
わ
れ

る
が
、我
々
が「
古
き
良
き
時
代
」に
想
い
を
馳

せ
や
す
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　我
々
は
、思
考
す
る
際
に
、ど
う
し
て
も
自
分

自
身
の
経
験
を
参
考
と
し
が
ち
で
あ
る
。も
ち

ろ
ん
、自
身
の
経
験
は
、意
思
決
定
に
お
い
て
重

要
な
知
見
で
は
あ
る
が
、そ
れ
は
与
件
と
な
る

社
会
環
境
が
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、情
報
革
命
に
よ
っ

て
、大
き
く
社
会
経
済
の
様
相
は
変
わ
っ
て
お

り
、過
去
へ
の
郷
愁
だ
け
で
は
、時
代
へ
の
対
応

力
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　到
来
す
る
新
し
い
時
代
、環
境
に
対
応
し
地

域
や
事
業
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、状
況
は
変
化
し
て
い
く
と
い
う
認
識
を
持

ち
、場
合
に
よ
っ
て
は
自
身
が
持
っ
て
い
る
常

識
を
捨
て
て
で
も
、将
来
を
展
望
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、過
去
の
将
来
予
測
は
、「
当
た
る
も

八
卦
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
」を
地
で
行
く
、か
な
り

精
度
の
低
い
、い
い
加
減
な
領
域
で
あ
っ
た
こ

と
も
、ま
た
、事
実
で
あ
る
。90
年
代
に
散
々
行

わ
れ
た「
21
世
紀
の
展
望
」の
多
く
が
、明
後
日

の
方
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、そ
の
好
例
だ

ろ
う
。タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
の
よ
う
に
、未
来
に
至
る
ル
ー
ト
は
一
つ
で

は
な
く
、様
々
な
要
素
で
い
く
つ
も
分
岐
し
て

い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　た
だ
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、変
化
を
座
し
て
待

っ
て
い
て
は
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
対
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　将
来
予
測
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、そ
れ
で
も
、各
種
の
変
化

か
ら
将
来
像
と
有
効
な
対
応
策
の
導
出
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。今
回
の

「
観
光
文
化
」で
取
り
上
げ
た
各
種
の
研
究
は
、

そ
う
し
た
、将
来
に
向
け
た
我
々
の
挑
戦
、チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
る
。現
時
点
で
は「
萌
芽
研
究
」の

域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
の
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

                                                                                                                                                                    

供
給
者
主
体
か
ら

需
要
者
主
体
へ

　20
世
紀
の
最
終
盤
、我
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
う
全
世
界
を
覆
う
通
信
環
境
を
手
に
入

れ
た
。そ
の
後
、数
年
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
速
度（
容
量
）は
指
数
的
に
増
大
し
、大
量
の

情
報
を
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、我
々
の
生
活
、社
会
経
済
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。

　そ
の
一
つ
が
、商
品
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
規

定
す
る
の
が
供
給
者（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）の
思
い

か
ら
、需
要
者（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）の
経
験
に

移
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に

よ
っ
て
、我
々
は
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
選

好
を
供
給
者
か
ら
の
情
報
で
は
な
く
、そ
れ
を

実
際
に
利
用
し
た
人
々
か
ら
の
情
報（
レ
ビ
ュ

ー
）を
基
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。商
品
サ

ー
ビ
ス
の
選
好
に
お
け
る
主
導
権
が
、利
用
経

験
者
の
評
価
に
移
っ
て
い
く
こ
と
で
、供
給
者

と
な
る
事
業
者
は
、一
方
的
に
商
品
サ
ー
ビ
ス

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、消
費
者（
購
入

者
）と
共
同
し
て
価
値
創
造
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
を「
価
値
共
創
」と
呼
ぶ
が
、価
値
共
創

は
、観
光
領
域
に
お
い
て
も
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。

　か
つ
て
観
光
は
、そ
こ
に
、ど
う
い
っ
た
温
泉

が
あ
る
の
か
、寺
社
仏
閣
、自
然
景
観
が
あ
る
の

か
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
、来
訪
者

が
、そ
こ
で
ど
う
い
っ
た
経
験
を
行
い
、何
を
感

じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　実
際
、地
域
を
訪
れ
た
人
々
の
紹
介
意
向（
友

人
や
知
人
に
、来
訪
を
推
奨
す
る
意
欲
）の
高
低

が
、観
光
客
数
を
左
右
し
て
い
く
こ
と
は
、学
術

的
に
も
、経
験
的
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　も
と
も
と
、サ
ー
ビ
ス
は
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
創

出
の
た
め
に
投
入
し
た
原
価
や
仕
様
で
は
な

く
、利
用
し
た
顧
客
の
主
観
的
な
感
想
が
品
質

を
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。現
在
で
は
、モ
ノ

（
製
品
）に
つ
い
て
も
、そ
う
し
た
傾
向
が
強
ま

っ
て
お
り
、対
象
物
に
関
わ
ら
ず
需
要
者（
消
費

者
、顧
客
）が
経
験
を
通
じ
て
下
す
評
価
が
価
値

を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
サ

ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

現
在
社
会
の
基
本
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

情
報
革
命
が
引
き
起
こ
す

ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
社
会
変
化

　サ
ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
が
基
本

構
造
と
な
っ
た
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
、も
う

少
し
、整
理
し
て
お
こ
う
。

　我
々
は
現
在
、農
業
革
命
、産
業
革
命
に
続

く
、第
3
の
波「
情
報
革
命
」の
渦
中
に
あ
る
。情

報
革
命
の
発
端
は
、情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
る
。

　人
類
は
、産
業
革
命
に
よ
っ
て
紙
の
大
量
生

産
、カ
ラ
ー
印
刷
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
技
術
を
獲

得
し
、印
刷
物
に
よ
っ
て
大
量
の
人
々
に
情
報

を
伝
え
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。ま

た
、電
信
技
術
の
発
達
は
ラ
ジ
オ
を
生
み
出
し
、

20
世
紀
半
ば
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
普
及
さ
せ

て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
情
報
発
信

に
か
か
る
コ
ス
ト
は
高
く
、少
数
の
人
々
が
多

人
々
の
意
識
の
変
化
が

観
光
を
変
え
て
い
く

　本
誌
の
各
特
集
で
示
し
た
事
項
も
、情
報
革

命
に
よ
る
社
会
変
化
が
生
み
出
し
た
研
究
課
題

で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
1
は
、
我
々
が
直
面
し
た

C
O

V
ID

|
19
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、人
々
の

観
光
に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

　

C
O

V
ID

|
19
は
、間
違
い
な
く
、人
類
が
遭

遇
し
た
最
大
級
の
疾
病
で
あ
る
が
、国
際
化
と

情
報
化
が
進
ん
だ
現
在
で
無
け
れ
ば
、こ
こ
ま

で
事
態
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。例
え
ば
、1
9
9
0
年
代
で
あ
れ
ば
、人
の

移
動
は
限
定
的
で
あ
っ
た
し
、い
わ
ゆ
る「
観
光

地
」も
限
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、情

報
革
命
に
よ
っ
て
多
様
な
価
値
観
が
広
ま
っ
た

こ
と
で
、様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、国

を
超
え
て
人
々
は
多
様
な
地
域
に
自
由
に
訪

れ
、地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、人
と
人
の
接

触
が
感
染
を
拡
大
さ
せ
るC

O
V
ID

|
19
と
の

相
性
が
す
こ
ぶ
る
悪
い
。

　さ
ら
に
、CO

V
ID

|
19
に
関
す
る
情
報
が
、真

偽
に
関
係
な
く
多
量
に
発
信
さ
れ
、社
会
は
混
乱

し
観
光
に
対
す
る
意
識
も
様
々
に
変
化
し
た
。

　い
ず
れ
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
が
、国
際
的
な
疾
病
の
蔓
延

が
再
来
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。本
研

究
は
、情
報
社
会
に
お
け
る
観
光
と
疾
病
と
の

関
係
、社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
得
る
も
の
と
な

ろ
う
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」が
呼
び
込
ん
だ
観
光
の
一
形
態
で
あ

る
。一
部
の
業
種
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、情
報
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
、就
労
場
所
や
時
間
に
対

す
る
制
限
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

注
目
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
持
つ
が
、そ
れ
を

支
え
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、今
後
、就
労
形
態
の
一

つ
と
し
て
確
立
さ
れ
、拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
に
伴
い
、旅
行
需
要
は
、従

来
の
オ
ン（
M
I
C
E
系
）と
オ
フ（
狭
義
の
観

光
）の
間
に
、両
者
が
混
ざ
り
あ
っ
た
セ
グ
メ
ン

ト
が
登
場
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。こ
の
第
3

の
需
要
に
つ
い
て
、適
切
に
把
握
し
、そ
の
対
応

策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
資
す
る

研
究
成
果
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
3
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
は
、次
代
を
担
う
人
（々
世
代
）の
意
識
、

価
値
観
を
把
握
す
る
こ
と
で「
次
代
」の
様
相
を

推
測
し
て
行
こ
う
と
い
う
研
究
で
あ
る
。ま
さ

し
く「
変
化
」を
正
面
か
ら
捉
え
た
研
究
で
あ
る

が
、こ
れ
が
従
来
の
世
代
論
と
異
な
る
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
の
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
が
、物
心
つ
い
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
て
い
た「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ

ブ
」世
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。か
つ
て
、産

業
革
命
が
人
類
社
会
を
農
業
社
会
か
ら
製
造
業

社
会
へ
と
転
換
さ
せ
た
よ
う
に
、現
在
進
行
中

の
情
報
革
命
は
、製
造
業
社
会
か
ら
サ
ー
ビ
ス

経
済
社
会
へ
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、彼
ら
を
対
象
と
し
た
世
代
研
究
は
、

単
な
る「
若
者
研
究
」で
は
な
く
、情
報
革
命
後

情報革命が生み出し、コロナ禍が加速させる社会の変化視座
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課
題
は
、そ
れ
ぞ
れ
各
個
に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、源
流
を
共
有
す
る
大
き
な
流
れ
の

中
で
生
じ
て
い
る
互
い
に
相
関
し
た
問
題
で
あ

る
。　そ

し
て
、そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、情

報
革
命
の
進
展
の
中
で
の
我
々
自
身
の
意
識
、

価
値
観
の
変
化
で
あ
る
。

の
世
界
を
研
究
す
る
も
の
と
な
る
。農
業
社
会

と
製
造
業
社
会
で
、社
会
の
様
相
が
大
き
く
変

わ
っ
た
よ
う
に
、情
報
革
命
後
の
世
界
は
従
前

と
は
異
な
る
社
会
と
な
る
だ
ろ
う
。短
期
的
に

見
て
も
、こ
れ
ま
で
国
内
市
場
は
、高
度
成
長
期

以
降
、団
塊
の
世
代
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
き
た
が
、今
後
は
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

が
市
場
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。短
期
的
に
も
、

中
長
期
的
に
も
、大
き
な
時
代
の
潮
流
を
理
解

し
、対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。世
代
研
究
は
、ふ
わ
っ
と
し
た
概
念
論
に

な
り
や
す
い
が
、観
光
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
も
通
じ
る
知
見
の
導
出
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
4
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
多
様
性
」は
、人

権
意
識
の
高
ま
り
が
引
き
起
こ
し
て
い
く
変
化

で
あ
る
。ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
、情
報

の
地
域
的
、社
会
的
な
壁
は
下
が
り
、誰
も
が
情

報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ

に
よ
り
、少
数
者（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）の
意
見
、考

え
も
社
会
に
広
が
り
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き

て
い
る
。ま
た
、従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
主
体

と
し
た
情
報
流
通
に
対
し
、ネ
ッ
ト
社
会
は
、そ

の
構
造
が
基
本
的
に
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、第
3

者
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
や
検
閲
が
か
か
り
に
く

い
。こ
の
自
由
さ
に
は
功
罪
が
あ
る
が
、功
の
一

つ
は
、社
会
的
弱
者
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る「
人

権
」の
意
味
や
価
値
を
再
認
識
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。近
年
、世
界
で
起
き
た「
民

主
化
」の
動
き
や
、人
種
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
に
対

す
る
非
難
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
あ
っ
て
の
も

の
だ
か
ら
だ
。特
に
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
に
と
っ
て
、世
界
は
繋
が
り
、人
々
は
フ
ラ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
、空
気
が
そ
こ
に
あ
る
と

い
う
く
ら
い「
当
然
」の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
分
野
に
お
い
て
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応
は
必
ず
し
も
拡
が
っ
て
き
て
は
い
な
か
っ

た
。が
、今
後
は
、多
様
性
を
当
然
の
も
の
と
し

て
、全
体
を
受
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、必

須
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、差
別
や
偏
見
と
い
っ
た
意
識
は
、自

然
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、少
数
の

市
場
へ
の
対
応
は
事
業
的
な
難
易
度
も
高
め
る

こ
と
に
な
る
。研
究
を
通
じ
て
、こ
の
現
実
的
な

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
提
示
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　こ
う
し
た
需
要
側
の
変
化
に
、我
が
国
の
地

域
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
有
効

な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
の
が

特
集
5
で
あ
る
。今
日
の
環
境
に
お
い
て
、効
果

的
に
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、地

域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担

う
組
織
、D
M
O
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、世

界
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。し
か

し
な
が
ら
、我
が
国
の
多
く
の
地
域
は
、そ
も
そ

も
生
産
性
の
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
集
積

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、観
光
客
の
来
訪
が
、地
域

経
済
の
成
長
に
繋
が
り
に
く
い
構
造
に
あ
る
。

そ
こ
で
、地
域
独
自
の
観
光
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
造
し
、産
業
集
積
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意
識
が

そ
こ
に
あ
る
。少
子
高
齢
化
、人
口
縮
小
が
進
む

我
が
国
の
地
域
に
お
い
て
、新
し
い
産
業
を
創

造
し
て
い
く
こ
と
の
難
易
度
は
高
い
が
、欧
州

で
は
、集
落
を
挙
げ
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

を
形
成
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、研
究
の
推
移

を
見
守
り
た
い
。

　特
集
6
は
、特
集
5
と
は
、ま
た
異
な
る
形
で

新
し
い
時
代
で
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
体
制
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。情

報
革
命
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化

は
、当
然
な
が
ら
、地
域
内
で
の
各
主
体
の
繋
が

り
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
。市
民
参
加
で
地

域
振
興
に
取
り
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
に
は
現
出
し
て
き
て
い
た

が
、そ
の
流
れ
は
完
全
に
確
定
し
、地
域
振
興
は

多
様
な
主
体
、個
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形

成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、日
本
の

地
方
部
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、人
口
減

少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
し
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。他
方
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
る
か
ら
こ
そ
、観
光
に
対
す
る
期

待
も
高
ま
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、ど
う
い
っ

た
対
応
策
が
検
討
で
き
る
の
か
に
挑
む
研
究
と

な
る
。

　最
後
の
特
集
7
、脱
炭
素
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

は
、我
々
の
意
識
、価
値
観
の
変
化
が
生
み
出
し

た
人
類
社
会
全
体
の「
新
し
い
ル
ー
ル
」と
言
え

る
。地
球
温
暖
化
と
二
酸
化
炭
素（
カ
ー
ボ
ン
）

に
つ
い
て
は
、未
だ
、懐
疑
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取

る
人
々
も
少
な
く
な
い
が
、ネ
ッ
ト
社
会
の
進

展
に
よ
っ
て
、普
遍
的
価
値
で
あ
る
人
権
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
る
の
と
同
様
に
、地
球
環
境

と
い
う
巨
大
過
ぎ
る
概
念
に
つ
い
て
も
理
屈
で

は
な
い
共
感
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
は
、

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、自
身
が
認
知
で
き
る
範
囲

が
無
限
大
に
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
、環
境
と
の

関
係
に
つ
い
て
も「
自
分
事（
じ
ぶ
ん
ご
と
）」と

し
て
感
じ
る
人
々
が
増
え
て
き
た
た
め
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。現
時
点
に
お
い
て
、観
光
に

お
い
て
環
境
は
一
つ
の
変
数
に
過
ぎ
な
い
が
、

数
の
人
々
に
情
報
を
配
信
す
る
と
い
う
構
造
が

基
本
で
あ
っ
た
。端
的
に
言
え
ば
、情
報
を
発
信

で
き
る
の
は
、ご
く
一
部
の
個
人
、組
織
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、必
然
的
に
、情
報
の
多
様
性
は
乏

し
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、20
世
紀
の
最
終
盤
に
普
及

し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、そ
の
後
、急
速

に
成
長
し
2
0
0
0
年
代
に
は
ブ
ロ
グ
・
サ
ー

ビ
ス
、2
0
1
0
年
代
に
は
S
N
S
が
整
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
る（
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
の
産
業

化
）。こ
れ
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
が
、自
身
の

考
え
、興
味
、関
心
事
項
を
容
易
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、発
信
さ

れ
た
情
報
は
、基
本
的
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ

る
た
め
、検
索
、複
製
、加
工
が
容
易
で
あ
り
、情

報
の
二
次
利
用
、三
次
利
用
が
連
鎖
的
に
広
が

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
は
、人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。そ
れ

ま
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
専
有
さ
れ
、か
つ
、

一
方
通
行
で
あ
っ
た
情
報
流
通
が
、全
人
類
に

開
放
さ
れ
、か
つ
、双
方
向
性
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
だ
。い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
表
現
す
れ

ば
、世
界
中
の
ど
ん
な
に
マ
イ
ナ
ー
な
情
報
に

も
、我
々
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。つ

ま
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
深
化
は
、ネ
ッ
ト
上
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、リ
ア
ル
の
認
知
拡
大
、よ
り
具
体
的
に

多
様
な
現
実
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ

と
に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
の
核
と
な
る
変

化
で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、情
報
発
信
の
訓
練
を
受
け

て
い
な
い
一
般
人
が
発
信
す
る
情
報
の
一
つ
一

つ
の
質
は
高
い
も
の
で
は
無
く
、ネ
ッ
ト
情
報

は
ト
イ
レ
の
落
書
、居
酒
屋
談
義
と
も
揶
揄
さ

れ
る
。こ
れ
を
転
換
し
て
い
っ
た
の
が
、検
索
エ

ン
ジ
ン
、専
用
サ
ー
ビ
ス（
例
：
食
べ
ロ
グ
や
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
評
価
・
レ
イ
テ
ィ

ン
グ
サ
イ
ト
や
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
タ
グ

機
能
）の
進
化
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、ネ
ッ

ト
上
の
雑
多
な
情
報
は
ベ
ク
ト
ル
が
作
ら
れ
、

集
合
知
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（
デ
ー
タ
管
理
技
術
の
高
度
化
）。

　さ
ら
に
、収
集
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ー
タ
が
、人
々
の
思
考
や
行
動
の
断
片
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
も
生
ま
れ
て
く
る（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

知
財
化
）。こ
の
背
景
に
は
、そ
れ
ま
で
分
散
し

て
い
た
各
種
の
デ
ー
タ
が
、デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
、そ
し
て
、統
計
解
析
機
能

の
向
上
に
よ
っ
て
、従
来
で
は
実
現
不
可
能

だ
っ
た
水
準
で
、物
事
を
把
握
し
た
り
、新
し
い

関
係
性
を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、グ
ー
グ
ル
の
検

索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、世
界
中
の
人
々

が
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
が

解
る
し
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
画
像
、場

所
、タ
グ
付
け
を
解
析
し
て
い
け
ば
、ど
こ
の
ど

の
よ
う
な
コ
ト
が
、ど
の
よ
う
に
関
心
を
集
め

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
解
析
で
き
る
よ
う

に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
る

産
業
面
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　こ
う
や
っ
て
創
造
さ
れ
て
い
く
新
し
い
知
見

は
、新
し
い
経
済
価
値
、経
済
活
動
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
り
、そ
の
動
き
が
、情
報
の
さ
ら
な
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
に
、我
々
が
直
面
し
て
い
る
変
化
、

　私
事
で
あ
る
が
、2
0
2
1
年
10
月
、私
の
父

が
他
界
し
た
。父
は
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

数
年
上
で
あ
り
、工
学
系
の
大
学
を
出
た
後
、某

メ
ー
カ
ー
に
技
術
職
と
し
て
就
職
。そ
の
後
、管

理
側
と
な
り
国
内
工
場
の
管
理
を
行
っ
て
い
た

が
、バ
ブ
ル
期
に
会
社
の
事
業
拡
張
に
よ
っ
て
、

東
南
ア
ジ
ア
某
国
に
新
工
場
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
、そ
の
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。7
年
ほ
ど
同
業
務
に
対
応
し
た

後
、帰
国
。そ
の
後
、海
外
赴
任
前
に
担
当
し
て

い
た
国
内
工
場
を
経
て
、再
び
、前
回
赴
任
地
と

は
異
な
る
海
外
工
場
の
管
理
を
行
っ
た
後
、子

会
社
の
役
員
と
し
て
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を

終
え
て
い
る
。あ
る
意
味
、高
度
成
長
期
以
降
の

日
本
経
済
の
象
徴
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　日
本
が
、高
度
成
長
を
、な
ぜ
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
、様
々
な
指
摘

が
あ
る
が
、極
め
て
単
純
に
言
え
ば
、世
界
中
に

良
質
な
工
業
製
品
を
欲
す
る
需
要
が
あ
り
、そ

れ
に
応
え
ら
れ
た
の
が
日
本
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ

型
で
製
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
美
徳
と

す
る
日
本
人
の
気
質
が
、高
度
成
長
の
エ
ン
ジ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、広
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。良
い
も
の
を
、真
面
目
に
作
る
こ
と

で
評
価
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
た
。

　今
で
も
、製
造
業
は
、日
本
経
済
を
支
え
る
柱

の
一
つ
で
あ
る
が
、か
つ
て
の
よ
う
な
強
さ
、輝

き
は
薄
れ
、失
わ
れ
た
10
年
、20
年
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。こ
れ
に
つ
い
て
も
、

様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、端
的
に

言
え
ば
、世
界
的
な
社
会
経
済
の
変
化
に
、日
本

が
追
随
し
て
い
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。世
界

経
済
は
、モ
ノ
を
中
心
と
し
た
製
造
業
社
会
か

ら
、サ
ー
ビ
ス（
コ
ト
）を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
へ
転
換
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

早
晩
、適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ

る
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。当
た
り
前
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
に
、多
く
の
人
々
が
、日
常
生

活
に
お
い
て
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
無
意
識
に
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
ら
だ
。現
時
点
に
お
い
て
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

社
会
に
お
け
る
観
光
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か
見
え
て
い
な
い
が
、社
会
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
変
更
と
な
る
と
考
え
、そ
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
る

変
化

　こ
の
よ
う
に
、我
々
は
、大
き
な
社
会
経
済
環

境
の
変
化
の
中
に
い
る
が
、さ
ら
に
注
意
が
必

要
な
の
は
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
、も
と
も
と
の

社
会
変
化
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
、ラ

ガ
ー
ド
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

理
論
」が
提
唱
す
る
よ
う
に
、通
常
、変
化
と
い

う
の
は
変
化
を
先
取
り
す
る
A
群
が
、変
化
に

消
極
的
な
B
群
を
徐
々
に
塗
り
替
え
て
い
く
こ

と
で
生
じ
て
い
く
。そ
の
た
め
、変
化
そ
の
も
の

は
既
定
路
線
で
あ
っ
て
も
、変
化
が
実
際
に
生

じ
、違
う
社
会
を
形
成
す
る
に
は
、年
単
位
の
時

間
が
必
要
と
な
る
。例
え
ば
、観
光
分
野
で
は
、

2
0
0
0
年
代
初
め
に
は
、団
体
旅
行
か
ら
個

人
旅
行
へ
の
変
化
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
が
各

所
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
か
ら
20
年
が

経
っ
て
も
、一
部
の
地
域
、業
界
に
お
い
て
団
体

旅
行
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

　本
号
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
・
Z

世
代
へ
の
シ
フ
ト
も
、通
常
で
あ
れ
ば
、10
年
、

20
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
が
、2
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、こ
の
世

代
交
代
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。な
ぜ
な

ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、観
光
活
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
た
こ
と
で
B
群
に
相
当
す
る
団
塊
世

代
の
市
場
か
ら
退
出
が
早
ま
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
へ
の

意
識
の
高
ま
り
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
加
速
さ
せ
る
。

結
果
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、我
々
は
、タ

イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
か
の
よ
う
な
変
化
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
認
識
に
基
づ
け
ば
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
初
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。確
実
に
変
化
し
た
環
境

に
、い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、陣
地
を
築

い
て
い
け
る
か
ど
う
か
が
、そ
の
後
の
展
開
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
、耐
え
る
だ
け
で

な
く
、そ
の
先
を
展
望
し
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

郷
愁
か
ら
挑
戦
へ

　特
集
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、ま
た
、座
談

会
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、実
際
の
と

こ
ろ「
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
の
か
」と
い

う
こ
と
は
、概
ね
見
え
て
い
る
。が
、見
え
て
は

い
て
も
、必
ず
し
も
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。　こ

れ
は
、現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
と
も
言
わ
れ

る
が
、我
々
が「
古
き
良
き
時
代
」に
想
い
を
馳

せ
や
す
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　我
々
は
、思
考
す
る
際
に
、ど
う
し
て
も
自
分

自
身
の
経
験
を
参
考
と
し
が
ち
で
あ
る
。も
ち

ろ
ん
、自
身
の
経
験
は
、意
思
決
定
に
お
い
て
重

要
な
知
見
で
は
あ
る
が
、そ
れ
は
与
件
と
な
る

社
会
環
境
が
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、情
報
革
命
に
よ
っ

て
、大
き
く
社
会
経
済
の
様
相
は
変
わ
っ
て
お

り
、過
去
へ
の
郷
愁
だ
け
で
は
、時
代
へ
の
対
応

力
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　到
来
す
る
新
し
い
時
代
、環
境
に
対
応
し
地

域
や
事
業
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、状
況
は
変
化
し
て
い
く
と
い
う
認
識
を
持

ち
、場
合
に
よ
っ
て
は
自
身
が
持
っ
て
い
る
常

識
を
捨
て
て
で
も
、将
来
を
展
望
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、過
去
の
将
来
予
測
は
、「
当
た
る
も

八
卦
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
」を
地
で
行
く
、か
な
り

精
度
の
低
い
、い
い
加
減
な
領
域
で
あ
っ
た
こ

と
も
、ま
た
、事
実
で
あ
る
。90
年
代
に
散
々
行

わ
れ
た「
21
世
紀
の
展
望
」の
多
く
が
、明
後
日

の
方
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、そ
の
好
例
だ

ろ
う
。タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
の
よ
う
に
、未
来
に
至
る
ル
ー
ト
は
一
つ
で

は
な
く
、様
々
な
要
素
で
い
く
つ
も
分
岐
し
て

い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　た
だ
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、変
化
を
座
し
て
待

っ
て
い
て
は
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
対
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　将
来
予
測
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、そ
れ
で
も
、各
種
の
変
化

か
ら
将
来
像
と
有
効
な
対
応
策
の
導
出
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。今
回
の

「
観
光
文
化
」で
取
り
上
げ
た
各
種
の
研
究
は
、

そ
う
し
た
、将
来
に
向
け
た
我
々
の
挑
戦
、チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
る
。現
時
点
で
は「
萌
芽
研
究
」の

域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
の
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

                                                                                                                                                                    

供
給
者
主
体
か
ら

需
要
者
主
体
へ

　20
世
紀
の
最
終
盤
、我
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
う
全
世
界
を
覆
う
通
信
環
境
を
手
に
入

れ
た
。そ
の
後
、数
年
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
速
度（
容
量
）は
指
数
的
に
増
大
し
、大
量
の

情
報
を
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、我
々
の
生
活
、社
会
経
済
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。

　そ
の
一
つ
が
、商
品
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
規

定
す
る
の
が
供
給
者（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）の
思
い

か
ら
、需
要
者（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）の
経
験
に

移
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に

よ
っ
て
、我
々
は
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
選

好
を
供
給
者
か
ら
の
情
報
で
は
な
く
、そ
れ
を

実
際
に
利
用
し
た
人
々
か
ら
の
情
報（
レ
ビ
ュ

ー
）を
基
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。商
品
サ

ー
ビ
ス
の
選
好
に
お
け
る
主
導
権
が
、利
用
経

験
者
の
評
価
に
移
っ
て
い
く
こ
と
で
、供
給
者

と
な
る
事
業
者
は
、一
方
的
に
商
品
サ
ー
ビ
ス

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、消
費
者（
購
入

者
）と
共
同
し
て
価
値
創
造
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
を「
価
値
共
創
」と
呼
ぶ
が
、価
値
共
創

は
、観
光
領
域
に
お
い
て
も
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。

　か
つ
て
観
光
は
、そ
こ
に
、ど
う
い
っ
た
温
泉

が
あ
る
の
か
、寺
社
仏
閣
、自
然
景
観
が
あ
る
の

か
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
、来
訪
者

が
、そ
こ
で
ど
う
い
っ
た
経
験
を
行
い
、何
を
感

じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　実
際
、地
域
を
訪
れ
た
人
々
の
紹
介
意
向（
友

人
や
知
人
に
、来
訪
を
推
奨
す
る
意
欲
）の
高
低

が
、観
光
客
数
を
左
右
し
て
い
く
こ
と
は
、学
術

的
に
も
、経
験
的
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　も
と
も
と
、サ
ー
ビ
ス
は
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
創

出
の
た
め
に
投
入
し
た
原
価
や
仕
様
で
は
な

く
、利
用
し
た
顧
客
の
主
観
的
な
感
想
が
品
質

を
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。現
在
で
は
、モ
ノ

（
製
品
）に
つ
い
て
も
、そ
う
し
た
傾
向
が
強
ま

っ
て
お
り
、対
象
物
に
関
わ
ら
ず
需
要
者（
消
費

者
、顧
客
）が
経
験
を
通
じ
て
下
す
評
価
が
価
値

を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
サ

ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

現
在
社
会
の
基
本
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

情
報
革
命
が
引
き
起
こ
す

ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
社
会
変
化

　サ
ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
が
基
本

構
造
と
な
っ
た
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
、も
う

少
し
、整
理
し
て
お
こ
う
。

　我
々
は
現
在
、農
業
革
命
、産
業
革
命
に
続

く
、第
3
の
波「
情
報
革
命
」の
渦
中
に
あ
る
。情

報
革
命
の
発
端
は
、情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
る
。

　人
類
は
、産
業
革
命
に
よ
っ
て
紙
の
大
量
生

産
、カ
ラ
ー
印
刷
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
技
術
を
獲

得
し
、印
刷
物
に
よ
っ
て
大
量
の
人
々
に
情
報

を
伝
え
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。ま

た
、電
信
技
術
の
発
達
は
ラ
ジ
オ
を
生
み
出
し
、

20
世
紀
半
ば
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
普
及
さ
せ

て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
情
報
発
信

に
か
か
る
コ
ス
ト
は
高
く
、少
数
の
人
々
が
多

人
々
の
意
識
の
変
化
が

観
光
を
変
え
て
い
く

　本
誌
の
各
特
集
で
示
し
た
事
項
も
、情
報
革

命
に
よ
る
社
会
変
化
が
生
み
出
し
た
研
究
課
題

で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
1
は
、
我
々
が
直
面
し
た

C
O

V
ID

|
19
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、人
々
の

観
光
に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

　

C
O

V
ID

|
19
は
、間
違
い
な
く
、人
類
が
遭

遇
し
た
最
大
級
の
疾
病
で
あ
る
が
、国
際
化
と

情
報
化
が
進
ん
だ
現
在
で
無
け
れ
ば
、こ
こ
ま

で
事
態
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。例
え
ば
、1
9
9
0
年
代
で
あ
れ
ば
、人
の

移
動
は
限
定
的
で
あ
っ
た
し
、い
わ
ゆ
る「
観
光

地
」も
限
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、情

報
革
命
に
よ
っ
て
多
様
な
価
値
観
が
広
ま
っ
た

こ
と
で
、様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、国

を
超
え
て
人
々
は
多
様
な
地
域
に
自
由
に
訪

れ
、地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、人
と
人
の
接

触
が
感
染
を
拡
大
さ
せ
るC

O
V
ID

|
19
と
の

相
性
が
す
こ
ぶ
る
悪
い
。

　さ
ら
に
、CO

V
ID

|
19
に
関
す
る
情
報
が
、真

偽
に
関
係
な
く
多
量
に
発
信
さ
れ
、社
会
は
混
乱

し
観
光
に
対
す
る
意
識
も
様
々
に
変
化
し
た
。

　い
ず
れ
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
が
、国
際
的
な
疾
病
の
蔓
延

が
再
来
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。本
研

究
は
、情
報
社
会
に
お
け
る
観
光
と
疾
病
と
の

関
係
、社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
得
る
も
の
と
な

ろ
う
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」が
呼
び
込
ん
だ
観
光
の
一
形
態
で
あ

る
。一
部
の
業
種
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、情
報
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
、就
労
場
所
や
時
間
に
対

す
る
制
限
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

注
目
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
持
つ
が
、そ
れ
を

支
え
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、今
後
、就
労
形
態
の
一

つ
と
し
て
確
立
さ
れ
、拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
に
伴
い
、旅
行
需
要
は
、従

来
の
オ
ン（
M
I
C
E
系
）と
オ
フ（
狭
義
の
観

光
）の
間
に
、両
者
が
混
ざ
り
あ
っ
た
セ
グ
メ
ン

ト
が
登
場
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。こ
の
第
3

の
需
要
に
つ
い
て
、適
切
に
把
握
し
、そ
の
対
応

策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
資
す
る

研
究
成
果
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
3
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
は
、次
代
を
担
う
人
（々
世
代
）の
意
識
、

価
値
観
を
把
握
す
る
こ
と
で「
次
代
」の
様
相
を

推
測
し
て
行
こ
う
と
い
う
研
究
で
あ
る
。ま
さ

し
く「
変
化
」を
正
面
か
ら
捉
え
た
研
究
で
あ
る

が
、こ
れ
が
従
来
の
世
代
論
と
異
な
る
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
の
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
が
、物
心
つ
い
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
て
い
た「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ

ブ
」世
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。か
つ
て
、産

業
革
命
が
人
類
社
会
を
農
業
社
会
か
ら
製
造
業

社
会
へ
と
転
換
さ
せ
た
よ
う
に
、現
在
進
行
中

の
情
報
革
命
は
、製
造
業
社
会
か
ら
サ
ー
ビ
ス

経
済
社
会
へ
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、彼
ら
を
対
象
と
し
た
世
代
研
究
は
、

単
な
る「
若
者
研
究
」で
は
な
く
、情
報
革
命
後

情報革命が生み出し、コロナ禍が加速させる社会の変化視座

デジタル・ツールの
産業化

データ管理技術の高度化

コミュニティの
オンライン化

ビジネスモデルの
知財化

情報の
集中化

情報の
ビッグ・
データ化

情報の
オンライン化

情報の
付加価値化

情報の
デジタル化
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課
題
は
、そ
れ
ぞ
れ
各
個
に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、源
流
を
共
有
す
る
大
き
な
流
れ
の

中
で
生
じ
て
い
る
互
い
に
相
関
し
た
問
題
で
あ

る
。　そ

し
て
、そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、情

報
革
命
の
進
展
の
中
で
の
我
々
自
身
の
意
識
、

価
値
観
の
変
化
で
あ
る
。

の
世
界
を
研
究
す
る
も
の
と
な
る
。農
業
社
会

と
製
造
業
社
会
で
、社
会
の
様
相
が
大
き
く
変

わ
っ
た
よ
う
に
、情
報
革
命
後
の
世
界
は
従
前

と
は
異
な
る
社
会
と
な
る
だ
ろ
う
。短
期
的
に

見
て
も
、こ
れ
ま
で
国
内
市
場
は
、高
度
成
長
期

以
降
、団
塊
の
世
代
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
き
た
が
、今
後
は
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

が
市
場
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。短
期
的
に
も
、

中
長
期
的
に
も
、大
き
な
時
代
の
潮
流
を
理
解

し
、対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。世
代
研
究
は
、ふ
わ
っ
と
し
た
概
念
論
に

な
り
や
す
い
が
、観
光
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
も
通
じ
る
知
見
の
導
出
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
4
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
多
様
性
」は
、人

権
意
識
の
高
ま
り
が
引
き
起
こ
し
て
い
く
変
化

で
あ
る
。ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
、情
報

の
地
域
的
、社
会
的
な
壁
は
下
が
り
、誰
も
が
情

報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ

に
よ
り
、少
数
者（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）の
意
見
、考

え
も
社
会
に
広
が
り
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き

て
い
る
。ま
た
、従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
主
体

と
し
た
情
報
流
通
に
対
し
、ネ
ッ
ト
社
会
は
、そ

の
構
造
が
基
本
的
に
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、第
3

者
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
や
検
閲
が
か
か
り
に
く

い
。こ
の
自
由
さ
に
は
功
罪
が
あ
る
が
、功
の
一

つ
は
、社
会
的
弱
者
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る「
人

権
」の
意
味
や
価
値
を
再
認
識
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。近
年
、世
界
で
起
き
た「
民

主
化
」の
動
き
や
、人
種
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
に
対

す
る
非
難
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
あ
っ
て
の
も

の
だ
か
ら
だ
。特
に
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
に
と
っ
て
、世
界
は
繋
が
り
、人
々
は
フ
ラ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
、空
気
が
そ
こ
に
あ
る
と

い
う
く
ら
い「
当
然
」の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
分
野
に
お
い
て
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応
は
必
ず
し
も
拡
が
っ
て
き
て
は
い
な
か
っ

た
。が
、今
後
は
、多
様
性
を
当
然
の
も
の
と
し

て
、全
体
を
受
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、必

須
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、差
別
や
偏
見
と
い
っ
た
意
識
は
、自

然
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、少
数
の

市
場
へ
の
対
応
は
事
業
的
な
難
易
度
も
高
め
る

こ
と
に
な
る
。研
究
を
通
じ
て
、こ
の
現
実
的
な

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
提
示
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　こ
う
し
た
需
要
側
の
変
化
に
、我
が
国
の
地

域
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
有
効

な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
の
が

特
集
5
で
あ
る
。今
日
の
環
境
に
お
い
て
、効
果

的
に
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、地

域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担

う
組
織
、D
M
O
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、世

界
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。し
か

し
な
が
ら
、我
が
国
の
多
く
の
地
域
は
、そ
も
そ

も
生
産
性
の
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
集
積

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、観
光
客
の
来
訪
が
、地
域

経
済
の
成
長
に
繋
が
り
に
く
い
構
造
に
あ
る
。

そ
こ
で
、地
域
独
自
の
観
光
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
造
し
、産
業
集
積
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意
識
が

そ
こ
に
あ
る
。少
子
高
齢
化
、人
口
縮
小
が
進
む

我
が
国
の
地
域
に
お
い
て
、新
し
い
産
業
を
創

造
し
て
い
く
こ
と
の
難
易
度
は
高
い
が
、欧
州

で
は
、集
落
を
挙
げ
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

を
形
成
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、研
究
の
推
移

を
見
守
り
た
い
。

　特
集
6
は
、特
集
5
と
は
、ま
た
異
な
る
形
で

新
し
い
時
代
で
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
体
制
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。情

報
革
命
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化

は
、当
然
な
が
ら
、地
域
内
で
の
各
主
体
の
繋
が

り
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
。市
民
参
加
で
地

域
振
興
に
取
り
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
に
は
現
出
し
て
き
て
い
た

が
、そ
の
流
れ
は
完
全
に
確
定
し
、地
域
振
興
は

多
様
な
主
体
、個
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形

成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、日
本
の

地
方
部
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、人
口
減

少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
し
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。他
方
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
る
か
ら
こ
そ
、観
光
に
対
す
る
期

待
も
高
ま
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、ど
う
い
っ

た
対
応
策
が
検
討
で
き
る
の
か
に
挑
む
研
究
と

な
る
。

　最
後
の
特
集
7
、脱
炭
素
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

は
、我
々
の
意
識
、価
値
観
の
変
化
が
生
み
出
し

た
人
類
社
会
全
体
の「
新
し
い
ル
ー
ル
」と
言
え

る
。地
球
温
暖
化
と
二
酸
化
炭
素（
カ
ー
ボ
ン
）

に
つ
い
て
は
、未
だ
、懐
疑
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取

る
人
々
も
少
な
く
な
い
が
、ネ
ッ
ト
社
会
の
進

展
に
よ
っ
て
、普
遍
的
価
値
で
あ
る
人
権
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
る
の
と
同
様
に
、地
球
環
境

と
い
う
巨
大
過
ぎ
る
概
念
に
つ
い
て
も
理
屈
で

は
な
い
共
感
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
は
、

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、自
身
が
認
知
で
き
る
範
囲

が
無
限
大
に
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
、環
境
と
の

関
係
に
つ
い
て
も「
自
分
事（
じ
ぶ
ん
ご
と
）」と

し
て
感
じ
る
人
々
が
増
え
て
き
た
た
め
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。現
時
点
に
お
い
て
、観
光
に

お
い
て
環
境
は
一
つ
の
変
数
に
過
ぎ
な
い
が
、

数
の
人
々
に
情
報
を
配
信
す
る
と
い
う
構
造
が

基
本
で
あ
っ
た
。端
的
に
言
え
ば
、情
報
を
発
信

で
き
る
の
は
、ご
く
一
部
の
個
人
、組
織
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、必
然
的
に
、情
報
の
多
様
性
は
乏

し
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、20
世
紀
の
最
終
盤
に
普
及

し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、そ
の
後
、急
速

に
成
長
し
2
0
0
0
年
代
に
は
ブ
ロ
グ
・
サ
ー

ビ
ス
、2
0
1
0
年
代
に
は
S
N
S
が
整
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
る（
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
の
産
業

化
）。こ
れ
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
が
、自
身
の

考
え
、興
味
、関
心
事
項
を
容
易
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、発
信
さ

れ
た
情
報
は
、基
本
的
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ

る
た
め
、検
索
、複
製
、加
工
が
容
易
で
あ
り
、情

報
の
二
次
利
用
、三
次
利
用
が
連
鎖
的
に
広
が

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
は
、人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。そ
れ

ま
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
専
有
さ
れ
、か
つ
、

一
方
通
行
で
あ
っ
た
情
報
流
通
が
、全
人
類
に

開
放
さ
れ
、か
つ
、双
方
向
性
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
だ
。い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
表
現
す
れ

ば
、世
界
中
の
ど
ん
な
に
マ
イ
ナ
ー
な
情
報
に

も
、我
々
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。つ

ま
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
深
化
は
、ネ
ッ
ト
上
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、リ
ア
ル
の
認
知
拡
大
、よ
り
具
体
的
に

多
様
な
現
実
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ

と
に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
の
核
と
な
る
変

化
で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、情
報
発
信
の
訓
練
を
受
け

て
い
な
い
一
般
人
が
発
信
す
る
情
報
の
一
つ
一

つ
の
質
は
高
い
も
の
で
は
無
く
、ネ
ッ
ト
情
報

は
ト
イ
レ
の
落
書
、居
酒
屋
談
義
と
も
揶
揄
さ

れ
る
。こ
れ
を
転
換
し
て
い
っ
た
の
が
、検
索
エ

ン
ジ
ン
、専
用
サ
ー
ビ
ス（
例
：
食
べ
ロ
グ
や
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
評
価
・
レ
イ
テ
ィ

ン
グ
サ
イ
ト
や
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
タ
グ

機
能
）の
進
化
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、ネ
ッ

ト
上
の
雑
多
な
情
報
は
ベ
ク
ト
ル
が
作
ら
れ
、

集
合
知
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（
デ
ー
タ
管
理
技
術
の
高
度
化
）。

　さ
ら
に
、収
集
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ー
タ
が
、人
々
の
思
考
や
行
動
の
断
片
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
も
生
ま
れ
て
く
る（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

知
財
化
）。こ
の
背
景
に
は
、そ
れ
ま
で
分
散
し

て
い
た
各
種
の
デ
ー
タ
が
、デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
、そ
し
て
、統
計
解
析
機
能

の
向
上
に
よ
っ
て
、従
来
で
は
実
現
不
可
能

だ
っ
た
水
準
で
、物
事
を
把
握
し
た
り
、新
し
い

関
係
性
を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、グ
ー
グ
ル
の
検

索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、世
界
中
の
人
々

が
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
が

解
る
し
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
画
像
、場

所
、タ
グ
付
け
を
解
析
し
て
い
け
ば
、ど
こ
の
ど

の
よ
う
な
コ
ト
が
、ど
の
よ
う
に
関
心
を
集
め

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
解
析
で
き
る
よ
う

に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
る

産
業
面
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　こ
う
や
っ
て
創
造
さ
れ
て
い
く
新
し
い
知
見

は
、新
し
い
経
済
価
値
、経
済
活
動
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
り
、そ
の
動
き
が
、情
報
の
さ
ら
な
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
に
、我
々
が
直
面
し
て
い
る
変
化
、

　私
事
で
あ
る
が
、2
0
2
1
年
10
月
、私
の
父

が
他
界
し
た
。父
は
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

数
年
上
で
あ
り
、工
学
系
の
大
学
を
出
た
後
、某

メ
ー
カ
ー
に
技
術
職
と
し
て
就
職
。そ
の
後
、管

理
側
と
な
り
国
内
工
場
の
管
理
を
行
っ
て
い
た

が
、バ
ブ
ル
期
に
会
社
の
事
業
拡
張
に
よ
っ
て
、

東
南
ア
ジ
ア
某
国
に
新
工
場
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
、そ
の
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。7
年
ほ
ど
同
業
務
に
対
応
し
た

後
、帰
国
。そ
の
後
、海
外
赴
任
前
に
担
当
し
て

い
た
国
内
工
場
を
経
て
、再
び
、前
回
赴
任
地
と

は
異
な
る
海
外
工
場
の
管
理
を
行
っ
た
後
、子

会
社
の
役
員
と
し
て
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を

終
え
て
い
る
。あ
る
意
味
、高
度
成
長
期
以
降
の

日
本
経
済
の
象
徴
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　日
本
が
、高
度
成
長
を
、な
ぜ
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
、様
々
な
指
摘

が
あ
る
が
、極
め
て
単
純
に
言
え
ば
、世
界
中
に

良
質
な
工
業
製
品
を
欲
す
る
需
要
が
あ
り
、そ

れ
に
応
え
ら
れ
た
の
が
日
本
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ

型
で
製
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
美
徳
と

す
る
日
本
人
の
気
質
が
、高
度
成
長
の
エ
ン
ジ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、広
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。良
い
も
の
を
、真
面
目
に
作
る
こ
と

で
評
価
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
た
。

　今
で
も
、製
造
業
は
、日
本
経
済
を
支
え
る
柱

の
一
つ
で
あ
る
が
、か
つ
て
の
よ
う
な
強
さ
、輝

き
は
薄
れ
、失
わ
れ
た
10
年
、20
年
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。こ
れ
に
つ
い
て
も
、

様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、端
的
に

言
え
ば
、世
界
的
な
社
会
経
済
の
変
化
に
、日
本

が
追
随
し
て
い
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。世
界

経
済
は
、モ
ノ
を
中
心
と
し
た
製
造
業
社
会
か

ら
、サ
ー
ビ
ス（
コ
ト
）を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
へ
転
換
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

早
晩
、適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ

る
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。当
た
り
前
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
に
、多
く
の
人
々
が
、日
常
生

活
に
お
い
て
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
無
意
識
に
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
ら
だ
。現
時
点
に
お
い
て
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

社
会
に
お
け
る
観
光
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か
見
え
て
い
な
い
が
、社
会
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
変
更
と
な
る
と
考
え
、そ
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
る

変
化

　こ
の
よ
う
に
、我
々
は
、大
き
な
社
会
経
済
環

境
の
変
化
の
中
に
い
る
が
、さ
ら
に
注
意
が
必

要
な
の
は
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
、も
と
も
と
の

社
会
変
化
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
、ラ

ガ
ー
ド
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

理
論
」が
提
唱
す
る
よ
う
に
、通
常
、変
化
と
い

う
の
は
変
化
を
先
取
り
す
る
A
群
が
、変
化
に

消
極
的
な
B
群
を
徐
々
に
塗
り
替
え
て
い
く
こ

と
で
生
じ
て
い
く
。そ
の
た
め
、変
化
そ
の
も
の

は
既
定
路
線
で
あ
っ
て
も
、変
化
が
実
際
に
生

じ
、違
う
社
会
を
形
成
す
る
に
は
、年
単
位
の
時

間
が
必
要
と
な
る
。例
え
ば
、観
光
分
野
で
は
、

2
0
0
0
年
代
初
め
に
は
、団
体
旅
行
か
ら
個

人
旅
行
へ
の
変
化
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
が
各

所
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
か
ら
20
年
が

経
っ
て
も
、一
部
の
地
域
、業
界
に
お
い
て
団
体

旅
行
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

　本
号
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
・
Z

世
代
へ
の
シ
フ
ト
も
、通
常
で
あ
れ
ば
、10
年
、

20
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
が
、2
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、こ
の
世

代
交
代
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。な
ぜ
な

ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、観
光
活
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
た
こ
と
で
B
群
に
相
当
す
る
団
塊
世

代
の
市
場
か
ら
退
出
が
早
ま
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
へ
の

意
識
の
高
ま
り
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
加
速
さ
せ
る
。

結
果
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、我
々
は
、タ

イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
か
の
よ
う
な
変
化
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
認
識
に
基
づ
け
ば
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
初
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。確
実
に
変
化
し
た
環
境

に
、い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、陣
地
を
築

い
て
い
け
る
か
ど
う
か
が
、そ
の
後
の
展
開
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
、耐
え
る
だ
け
で

な
く
、そ
の
先
を
展
望
し
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

郷
愁
か
ら
挑
戦
へ

　特
集
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、ま
た
、座
談

会
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、実
際
の
と

こ
ろ「
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
の
か
」と
い

う
こ
と
は
、概
ね
見
え
て
い
る
。が
、見
え
て
は

い
て
も
、必
ず
し
も
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。　こ

れ
は
、現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
と
も
言
わ
れ

る
が
、我
々
が「
古
き
良
き
時
代
」に
想
い
を
馳

せ
や
す
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　我
々
は
、思
考
す
る
際
に
、ど
う
し
て
も
自
分

自
身
の
経
験
を
参
考
と
し
が
ち
で
あ
る
。も
ち

ろ
ん
、自
身
の
経
験
は
、意
思
決
定
に
お
い
て
重

要
な
知
見
で
は
あ
る
が
、そ
れ
は
与
件
と
な
る

社
会
環
境
が
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、情
報
革
命
に
よ
っ

て
、大
き
く
社
会
経
済
の
様
相
は
変
わ
っ
て
お

り
、過
去
へ
の
郷
愁
だ
け
で
は
、時
代
へ
の
対
応

力
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　到
来
す
る
新
し
い
時
代
、環
境
に
対
応
し
地

域
や
事
業
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、状
況
は
変
化
し
て
い
く
と
い
う
認
識
を
持

ち
、場
合
に
よ
っ
て
は
自
身
が
持
っ
て
い
る
常

識
を
捨
て
て
で
も
、将
来
を
展
望
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、過
去
の
将
来
予
測
は
、「
当
た
る
も

八
卦
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
」を
地
で
行
く
、か
な
り

精
度
の
低
い
、い
い
加
減
な
領
域
で
あ
っ
た
こ

と
も
、ま
た
、事
実
で
あ
る
。90
年
代
に
散
々
行

わ
れ
た「
21
世
紀
の
展
望
」の
多
く
が
、明
後
日

の
方
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、そ
の
好
例
だ

ろ
う
。タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
の
よ
う
に
、未
来
に
至
る
ル
ー
ト
は
一
つ
で

は
な
く
、様
々
な
要
素
で
い
く
つ
も
分
岐
し
て

い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　た
だ
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、変
化
を
座
し
て
待

っ
て
い
て
は
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
対
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　将
来
予
測
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、そ
れ
で
も
、各
種
の
変
化

か
ら
将
来
像
と
有
効
な
対
応
策
の
導
出
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。今
回
の

「
観
光
文
化
」で
取
り
上
げ
た
各
種
の
研
究
は
、

そ
う
し
た
、将
来
に
向
け
た
我
々
の
挑
戦
、チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
る
。現
時
点
で
は「
萌
芽
研
究
」の

域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
の
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

                                                                                                                                                                    

供
給
者
主
体
か
ら

需
要
者
主
体
へ

　20
世
紀
の
最
終
盤
、我
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
う
全
世
界
を
覆
う
通
信
環
境
を
手
に
入

れ
た
。そ
の
後
、数
年
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
速
度（
容
量
）は
指
数
的
に
増
大
し
、大
量
の

情
報
を
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、我
々
の
生
活
、社
会
経
済
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。

　そ
の
一
つ
が
、商
品
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
規

定
す
る
の
が
供
給
者（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）の
思
い

か
ら
、需
要
者（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）の
経
験
に

移
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に

よ
っ
て
、我
々
は
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
選

好
を
供
給
者
か
ら
の
情
報
で
は
な
く
、そ
れ
を

実
際
に
利
用
し
た
人
々
か
ら
の
情
報（
レ
ビ
ュ

ー
）を
基
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。商
品
サ

ー
ビ
ス
の
選
好
に
お
け
る
主
導
権
が
、利
用
経

験
者
の
評
価
に
移
っ
て
い
く
こ
と
で
、供
給
者

と
な
る
事
業
者
は
、一
方
的
に
商
品
サ
ー
ビ
ス

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、消
費
者（
購
入

者
）と
共
同
し
て
価
値
創
造
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
を「
価
値
共
創
」と
呼
ぶ
が
、価
値
共
創

は
、観
光
領
域
に
お
い
て
も
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。

　か
つ
て
観
光
は
、そ
こ
に
、ど
う
い
っ
た
温
泉

が
あ
る
の
か
、寺
社
仏
閣
、自
然
景
観
が
あ
る
の

か
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
、来
訪
者

が
、そ
こ
で
ど
う
い
っ
た
経
験
を
行
い
、何
を
感

じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　実
際
、地
域
を
訪
れ
た
人
々
の
紹
介
意
向（
友

人
や
知
人
に
、来
訪
を
推
奨
す
る
意
欲
）の
高
低

が
、観
光
客
数
を
左
右
し
て
い
く
こ
と
は
、学
術

的
に
も
、経
験
的
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　も
と
も
と
、サ
ー
ビ
ス
は
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
創

出
の
た
め
に
投
入
し
た
原
価
や
仕
様
で
は
な

く
、利
用
し
た
顧
客
の
主
観
的
な
感
想
が
品
質

を
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。現
在
で
は
、モ
ノ

（
製
品
）に
つ
い
て
も
、そ
う
し
た
傾
向
が
強
ま

っ
て
お
り
、対
象
物
に
関
わ
ら
ず
需
要
者（
消
費

者
、顧
客
）が
経
験
を
通
じ
て
下
す
評
価
が
価
値

を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
サ

ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

現
在
社
会
の
基
本
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

情
報
革
命
が
引
き
起
こ
す

ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
社
会
変
化

　サ
ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
が
基
本

構
造
と
な
っ
た
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
、も
う

少
し
、整
理
し
て
お
こ
う
。

　我
々
は
現
在
、農
業
革
命
、産
業
革
命
に
続

く
、第
3
の
波「
情
報
革
命
」の
渦
中
に
あ
る
。情

報
革
命
の
発
端
は
、情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
る
。

　人
類
は
、産
業
革
命
に
よ
っ
て
紙
の
大
量
生

産
、カ
ラ
ー
印
刷
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
技
術
を
獲

得
し
、印
刷
物
に
よ
っ
て
大
量
の
人
々
に
情
報

を
伝
え
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。ま

た
、電
信
技
術
の
発
達
は
ラ
ジ
オ
を
生
み
出
し
、

20
世
紀
半
ば
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
普
及
さ
せ

て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
情
報
発
信

に
か
か
る
コ
ス
ト
は
高
く
、少
数
の
人
々
が
多

人
々
の
意
識
の
変
化
が

観
光
を
変
え
て
い
く

　本
誌
の
各
特
集
で
示
し
た
事
項
も
、情
報
革

命
に
よ
る
社
会
変
化
が
生
み
出
し
た
研
究
課
題

で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
1
は
、
我
々
が
直
面
し
た

C
O

V
ID

|
19
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、人
々
の

観
光
に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

　

C
O

V
ID

|
19
は
、間
違
い
な
く
、人
類
が
遭

遇
し
た
最
大
級
の
疾
病
で
あ
る
が
、国
際
化
と

情
報
化
が
進
ん
だ
現
在
で
無
け
れ
ば
、こ
こ
ま

で
事
態
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。例
え
ば
、1
9
9
0
年
代
で
あ
れ
ば
、人
の

移
動
は
限
定
的
で
あ
っ
た
し
、い
わ
ゆ
る「
観
光

地
」も
限
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、情

報
革
命
に
よ
っ
て
多
様
な
価
値
観
が
広
ま
っ
た

こ
と
で
、様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、国

を
超
え
て
人
々
は
多
様
な
地
域
に
自
由
に
訪

れ
、地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、人
と
人
の
接

触
が
感
染
を
拡
大
さ
せ
るC

O
V
ID

|
19
と
の

相
性
が
す
こ
ぶ
る
悪
い
。

　さ
ら
に
、CO

V
ID

|
19
に
関
す
る
情
報
が
、真

偽
に
関
係
な
く
多
量
に
発
信
さ
れ
、社
会
は
混
乱

し
観
光
に
対
す
る
意
識
も
様
々
に
変
化
し
た
。

　い
ず
れ
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
が
、国
際
的
な
疾
病
の
蔓
延

が
再
来
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。本
研

究
は
、情
報
社
会
に
お
け
る
観
光
と
疾
病
と
の

関
係
、社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
得
る
も
の
と
な

ろ
う
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」が
呼
び
込
ん
だ
観
光
の
一
形
態
で
あ

る
。一
部
の
業
種
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、情
報
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
、就
労
場
所
や
時
間
に
対

す
る
制
限
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

注
目
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
持
つ
が
、そ
れ
を

支
え
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、今
後
、就
労
形
態
の
一

つ
と
し
て
確
立
さ
れ
、拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
に
伴
い
、旅
行
需
要
は
、従

来
の
オ
ン（
M
I
C
E
系
）と
オ
フ（
狭
義
の
観

光
）の
間
に
、両
者
が
混
ざ
り
あ
っ
た
セ
グ
メ
ン

ト
が
登
場
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。こ
の
第
3

の
需
要
に
つ
い
て
、適
切
に
把
握
し
、そ
の
対
応

策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
資
す
る

研
究
成
果
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
3
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
は
、次
代
を
担
う
人
（々
世
代
）の
意
識
、

価
値
観
を
把
握
す
る
こ
と
で「
次
代
」の
様
相
を

推
測
し
て
行
こ
う
と
い
う
研
究
で
あ
る
。ま
さ

し
く「
変
化
」を
正
面
か
ら
捉
え
た
研
究
で
あ
る

が
、こ
れ
が
従
来
の
世
代
論
と
異
な
る
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
の
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
が
、物
心
つ
い
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
て
い
た「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ

ブ
」世
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。か
つ
て
、産

業
革
命
が
人
類
社
会
を
農
業
社
会
か
ら
製
造
業

社
会
へ
と
転
換
さ
せ
た
よ
う
に
、現
在
進
行
中

の
情
報
革
命
は
、製
造
業
社
会
か
ら
サ
ー
ビ
ス

経
済
社
会
へ
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、彼
ら
を
対
象
と
し
た
世
代
研
究
は
、

単
な
る「
若
者
研
究
」で
は
な
く
、情
報
革
命
後

情報革命が生み出し、コロナ禍が加速させる社会の変化視座

デジタル・ツールの
産業化

データ管理技術の高度化

コミュニティの
オンライン化

ビジネスモデルの
知財化

情報の
集中化

情報の
ビッグ・
データ化

情報の
オンライン化

情報の
付加価値化

情報の
デジタル化
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課
題
は
、そ
れ
ぞ
れ
各
個
に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、源
流
を
共
有
す
る
大
き
な
流
れ
の

中
で
生
じ
て
い
る
互
い
に
相
関
し
た
問
題
で
あ

る
。　そ

し
て
、そ
れ
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、情

報
革
命
の
進
展
の
中
で
の
我
々
自
身
の
意
識
、

価
値
観
の
変
化
で
あ
る
。

の
世
界
を
研
究
す
る
も
の
と
な
る
。農
業
社
会

と
製
造
業
社
会
で
、社
会
の
様
相
が
大
き
く
変

わ
っ
た
よ
う
に
、情
報
革
命
後
の
世
界
は
従
前

と
は
異
な
る
社
会
と
な
る
だ
ろ
う
。短
期
的
に

見
て
も
、こ
れ
ま
で
国
内
市
場
は
、高
度
成
長
期

以
降
、団
塊
の
世
代
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
き
た
が
、今
後
は
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

が
市
場
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。短
期
的
に
も
、

中
長
期
的
に
も
、大
き
な
時
代
の
潮
流
を
理
解

し
、対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。世
代
研
究
は
、ふ
わ
っ
と
し
た
概
念
論
に

な
り
や
す
い
が
、観
光
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
も
通
じ
る
知
見
の
導
出
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
4
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
多
様
性
」は
、人

権
意
識
の
高
ま
り
が
引
き
起
こ
し
て
い
く
変
化

で
あ
る
。ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ
っ
て
、情
報

の
地
域
的
、社
会
的
な
壁
は
下
が
り
、誰
も
が
情

報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ

に
よ
り
、少
数
者（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）の
意
見
、考

え
も
社
会
に
広
が
り
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
き

て
い
る
。ま
た
、従
来
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
主
体

と
し
た
情
報
流
通
に
対
し
、ネ
ッ
ト
社
会
は
、そ

の
構
造
が
基
本
的
に
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、第
3

者
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
や
検
閲
が
か
か
り
に
く

い
。こ
の
自
由
さ
に
は
功
罪
が
あ
る
が
、功
の
一

つ
は
、社
会
的
弱
者
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る「
人

権
」の
意
味
や
価
値
を
再
認
識
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。近
年
、世
界
で
起
き
た「
民

主
化
」の
動
き
や
、人
種
差
別
や
セ
ク
ハ
ラ
に
対

す
る
非
難
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
あ
っ
て
の
も

の
だ
か
ら
だ
。特
に
、デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ

世
代
に
と
っ
て
、世
界
は
繋
が
り
、人
々
は
フ
ラ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
は
、空
気
が
そ
こ
に
あ
る
と

い
う
く
ら
い「
当
然
」の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
分
野
に
お
い
て
も
、マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

対
応
は
必
ず
し
も
拡
が
っ
て
き
て
は
い
な
か
っ

た
。が
、今
後
は
、多
様
性
を
当
然
の
も
の
と
し

て
、全
体
を
受
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、必

須
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、差
別
や
偏
見
と
い
っ
た
意
識
は
、自

然
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、少
数
の

市
場
へ
の
対
応
は
事
業
的
な
難
易
度
も
高
め
る

こ
と
に
な
る
。研
究
を
通
じ
て
、こ
の
現
実
的
な

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
提
示
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　こ
う
し
た
需
要
側
の
変
化
に
、我
が
国
の
地

域
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
有
効

な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
の
が

特
集
5
で
あ
る
。今
日
の
環
境
に
お
い
て
、効
果

的
に
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、地

域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担

う
組
織
、D
M
O
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、世

界
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ
る
。し
か

し
な
が
ら
、我
が
国
の
多
く
の
地
域
は
、そ
も
そ

も
生
産
性
の
高
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
集
積

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、観
光
客
の
来
訪
が
、地
域

経
済
の
成
長
に
繋
が
り
に
く
い
構
造
に
あ
る
。

そ
こ
で
、地
域
独
自
の
観
光
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
造
し
、産
業
集
積
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意
識
が

そ
こ
に
あ
る
。少
子
高
齢
化
、人
口
縮
小
が
進
む

我
が
国
の
地
域
に
お
い
て
、新
し
い
産
業
を
創

造
し
て
い
く
こ
と
の
難
易
度
は
高
い
が
、欧
州

で
は
、集
落
を
挙
げ
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

を
形
成
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、研
究
の
推
移

を
見
守
り
た
い
。

　特
集
6
は
、特
集
5
と
は
、ま
た
異
な
る
形
で

新
し
い
時
代
で
の
観
光
地
域
づ
く
り
の
体
制
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。情

報
革
命
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化

は
、当
然
な
が
ら
、地
域
内
で
の
各
主
体
の
繋
が

り
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
。市
民
参
加
で
地

域
振
興
に
取
り
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

2
0
0
0
年
代
初
頭
に
は
現
出
し
て
き
て
い
た

が
、そ
の
流
れ
は
完
全
に
確
定
し
、地
域
振
興
は

多
様
な
主
体
、個
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
形

成
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、日
本
の

地
方
部
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、人
口
減

少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
し
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。他
方
、人
的
リ
ソ
ー
ス

が
乏
し
く
な
る
か
ら
こ
そ
、観
光
に
対
す
る
期

待
も
高
ま
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、ど
う
い
っ

た
対
応
策
が
検
討
で
き
る
の
か
に
挑
む
研
究
と

な
る
。

　最
後
の
特
集
7
、脱
炭
素
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

は
、我
々
の
意
識
、価
値
観
の
変
化
が
生
み
出
し

た
人
類
社
会
全
体
の「
新
し
い
ル
ー
ル
」と
言
え

る
。地
球
温
暖
化
と
二
酸
化
炭
素（
カ
ー
ボ
ン
）

に
つ
い
て
は
、未
だ
、懐
疑
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取

る
人
々
も
少
な
く
な
い
が
、ネ
ッ
ト
社
会
の
進

展
に
よ
っ
て
、普
遍
的
価
値
で
あ
る
人
権
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
る
の
と
同
様
に
、地
球
環
境

と
い
う
巨
大
過
ぎ
る
概
念
に
つ
い
て
も
理
屈
で

は
な
い
共
感
が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
。こ
れ
は
、

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、自
身
が
認
知
で
き
る
範
囲

が
無
限
大
に
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
、環
境
と
の

関
係
に
つ
い
て
も「
自
分
事（
じ
ぶ
ん
ご
と
）」と

し
て
感
じ
る
人
々
が
増
え
て
き
た
た
め
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。現
時
点
に
お
い
て
、観
光
に

お
い
て
環
境
は
一
つ
の
変
数
に
過
ぎ
な
い
が
、

数
の
人
々
に
情
報
を
配
信
す
る
と
い
う
構
造
が

基
本
で
あ
っ
た
。端
的
に
言
え
ば
、情
報
を
発
信

で
き
る
の
は
、ご
く
一
部
の
個
人
、組
織
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、必
然
的
に
、情
報
の
多
様
性
は
乏

し
か
っ
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、20
世
紀
の
最
終
盤
に
普
及

し
始
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、そ
の
後
、急
速

に
成
長
し
2
0
0
0
年
代
に
は
ブ
ロ
グ
・
サ
ー

ビ
ス
、2
0
1
0
年
代
に
は
S
N
S
が
整
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
る（
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
の
産
業

化
）。こ
れ
に
よ
っ
て
、多
く
の
人
々
が
、自
身
の

考
え
、興
味
、関
心
事
項
を
容
易
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、発
信
さ

れ
た
情
報
は
、基
本
的
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ

る
た
め
、検
索
、複
製
、加
工
が
容
易
で
あ
り
、情

報
の
二
次
利
用
、三
次
利
用
が
連
鎖
的
に
広
が

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
は
、人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
拡
張
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。そ
れ

ま
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
専
有
さ
れ
、か
つ
、

一
方
通
行
で
あ
っ
た
情
報
流
通
が
、全
人
類
に

開
放
さ
れ
、か
つ
、双
方
向
性
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
わ
け
だ
。い
さ
さ
か
大
げ
さ
に
表
現
す
れ

ば
、世
界
中
の
ど
ん
な
に
マ
イ
ナ
ー
な
情
報
に

も
、我
々
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。つ

ま
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
深
化
は
、ネ
ッ
ト
上
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、リ
ア
ル
の
認
知
拡
大
、よ
り
具
体
的
に

多
様
な
現
実
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
こ

と
に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
の
核
と
な
る
変

化
で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、情
報
発
信
の
訓
練
を
受
け

て
い
な
い
一
般
人
が
発
信
す
る
情
報
の
一
つ
一

つ
の
質
は
高
い
も
の
で
は
無
く
、ネ
ッ
ト
情
報

は
ト
イ
レ
の
落
書
、居
酒
屋
談
義
と
も
揶
揄
さ

れ
る
。こ
れ
を
転
換
し
て
い
っ
た
の
が
、検
索
エ

ン
ジ
ン
、専
用
サ
ー
ビ
ス（
例
：
食
べ
ロ
グ
や
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
評
価
・
レ
イ
テ
ィ

ン
グ
サ
イ
ト
や
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
タ
グ

機
能
）の
進
化
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、ネ
ッ

ト
上
の
雑
多
な
情
報
は
ベ
ク
ト
ル
が
作
ら
れ
、

集
合
知
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（
デ
ー
タ
管
理
技
術
の
高
度
化
）。

　さ
ら
に
、収
集
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ー
タ
が
、人
々
の
思
考
や
行
動
の
断
片
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
も
生
ま
れ
て
く
る（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

知
財
化
）。こ
の
背
景
に
は
、そ
れ
ま
で
分
散
し

て
い
た
各
種
の
デ
ー
タ
が
、デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
、そ
し
て
、統
計
解
析
機
能

の
向
上
に
よ
っ
て
、従
来
で
は
実
現
不
可
能

だ
っ
た
水
準
で
、物
事
を
把
握
し
た
り
、新
し
い

関
係
性
を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、グ
ー
グ
ル
の
検

索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、世
界
中
の
人
々

が
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
が

解
る
し
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
画
像
、場

所
、タ
グ
付
け
を
解
析
し
て
い
け
ば
、ど
こ
の
ど

の
よ
う
な
コ
ト
が
、ど
の
よ
う
に
関
心
を
集
め

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
解
析
で
き
る
よ
う

に
な
る
。こ
れ
が
、情
報
革
命
に
よ
っ
て
生
じ
る

産
業
面
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　こ
う
や
っ
て
創
造
さ
れ
て
い
く
新
し
い
知
見

は
、新
し
い
経
済
価
値
、経
済
活
動
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
り
、そ
の
動
き
が
、情
報
の
さ
ら
な
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
に
、我
々
が
直
面
し
て
い
る
変
化
、

　私
事
で
あ
る
が
、2
0
2
1
年
10
月
、私
の
父

が
他
界
し
た
。父
は
、い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

数
年
上
で
あ
り
、工
学
系
の
大
学
を
出
た
後
、某

メ
ー
カ
ー
に
技
術
職
と
し
て
就
職
。そ
の
後
、管

理
側
と
な
り
国
内
工
場
の
管
理
を
行
っ
て
い
た

が
、バ
ブ
ル
期
に
会
社
の
事
業
拡
張
に
よ
っ
て
、

東
南
ア
ジ
ア
某
国
に
新
工
場
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
り
、そ
の
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。7
年
ほ
ど
同
業
務
に
対
応
し
た

後
、帰
国
。そ
の
後
、海
外
赴
任
前
に
担
当
し
て

い
た
国
内
工
場
を
経
て
、再
び
、前
回
赴
任
地
と

は
異
な
る
海
外
工
場
の
管
理
を
行
っ
た
後
、子

会
社
の
役
員
と
し
て
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を

終
え
て
い
る
。あ
る
意
味
、高
度
成
長
期
以
降
の

日
本
経
済
の
象
徴
の
よ
う
な
人
生
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　日
本
が
、高
度
成
長
を
、な
ぜ
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
、様
々
な
指
摘

が
あ
る
が
、極
め
て
単
純
に
言
え
ば
、世
界
中
に

良
質
な
工
業
製
品
を
欲
す
る
需
要
が
あ
り
、そ

れ
に
応
え
ら
れ
た
の
が
日
本
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ

型
で
製
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
美
徳
と

す
る
日
本
人
の
気
質
が
、高
度
成
長
の
エ
ン
ジ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、広
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。良
い
も
の
を
、真
面
目
に
作
る
こ
と

で
評
価
さ
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
た
。

　今
で
も
、製
造
業
は
、日
本
経
済
を
支
え
る
柱

の
一
つ
で
あ
る
が
、か
つ
て
の
よ
う
な
強
さ
、輝

き
は
薄
れ
、失
わ
れ
た
10
年
、20
年
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。こ
れ
に
つ
い
て
も
、

様
々
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、端
的
に

言
え
ば
、世
界
的
な
社
会
経
済
の
変
化
に
、日
本

が
追
随
し
て
い
け
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。世
界

経
済
は
、モ
ノ
を
中
心
と
し
た
製
造
業
社
会
か

ら
、サ
ー
ビ
ス（
コ
ト
）を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
経
済
社
会
へ
転
換
し
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

早
晩
、適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ

る
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。当
た
り
前
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
に
、多
く
の
人
々
が
、日
常
生

活
に
お
い
て
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
無
意
識
に
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
か
ら
だ
。現
時
点
に
お
い
て
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン

社
会
に
お
け
る
観
光
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
か
見
え
て
い
な
い
が
、社
会
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
変
更
と
な
る
と
考
え
、そ
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
加
速
さ
せ
る

変
化

　こ
の
よ
う
に
、我
々
は
、大
き
な
社
会
経
済
環

境
の
変
化
の
中
に
い
る
が
、さ
ら
に
注
意
が
必

要
な
の
は
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
、も
と
も
と
の

社
会
変
化
を
加
速
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
、ラ

ガ
ー
ド
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

理
論
」が
提
唱
す
る
よ
う
に
、通
常
、変
化
と
い

う
の
は
変
化
を
先
取
り
す
る
A
群
が
、変
化
に

消
極
的
な
B
群
を
徐
々
に
塗
り
替
え
て
い
く
こ

と
で
生
じ
て
い
く
。そ
の
た
め
、変
化
そ
の
も
の

は
既
定
路
線
で
あ
っ
て
も
、変
化
が
実
際
に
生

じ
、違
う
社
会
を
形
成
す
る
に
は
、年
単
位
の
時

間
が
必
要
と
な
る
。例
え
ば
、観
光
分
野
で
は
、

2
0
0
0
年
代
初
め
に
は
、団
体
旅
行
か
ら
個

人
旅
行
へ
の
変
化
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
が
各

所
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、そ
れ
か
ら
20
年
が

経
っ
て
も
、一
部
の
地
域
、業
界
に
お
い
て
団
体

旅
行
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
。

　本
号
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
・
Z

世
代
へ
の
シ
フ
ト
も
、通
常
で
あ
れ
ば
、10
年
、

20
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
が
、2
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、こ
の
世

代
交
代
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。な
ぜ
な

ら
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、観
光
活
動
が
大
き
く

制
限
さ
れ
た
こ
と
で
B
群
に
相
当
す
る
団
塊
世

代
の
市
場
か
ら
退
出
が
早
ま
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
へ
の

意
識
の
高
ま
り
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
加
速
さ
せ
る
。

結
果
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、我
々
は
、タ

イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
か
の
よ
う
な
変
化
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
状
況
認
識
に
基
づ
け
ば
、ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
初
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。確
実
に
変
化
し
た
環
境

に
、い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、陣
地
を
築

い
て
い
け
る
か
ど
う
か
が
、そ
の
後
の
展
開
に

大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
、耐
え
る
だ
け
で

な
く
、そ
の
先
を
展
望
し
た
取
り
組
み
を
始
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

郷
愁
か
ら
挑
戦
へ

　特
集
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、ま
た
、座
談

会
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、実
際
の
と

こ
ろ「
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
る
の
か
」と
い

う
こ
と
は
、概
ね
見
え
て
い
る
。が
、見
え
て
は

い
て
も
、必
ず
し
も
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。　こ

れ
は
、現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
と
も
言
わ
れ

る
が
、我
々
が「
古
き
良
き
時
代
」に
想
い
を
馳

せ
や
す
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　我
々
は
、思
考
す
る
際
に
、ど
う
し
て
も
自
分

自
身
の
経
験
を
参
考
と
し
が
ち
で
あ
る
。も
ち

ろ
ん
、自
身
の
経
験
は
、意
思
決
定
に
お
い
て
重

要
な
知
見
で
は
あ
る
が
、そ
れ
は
与
件
と
な
る

社
会
環
境
が
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

と
な
る
。し
か
し
な
が
ら
、情
報
革
命
に
よ
っ

て
、大
き
く
社
会
経
済
の
様
相
は
変
わ
っ
て
お

り
、過
去
へ
の
郷
愁
だ
け
で
は
、時
代
へ
の
対
応

力
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

　到
来
す
る
新
し
い
時
代
、環
境
に
対
応
し
地

域
や
事
業
の
持
続
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、状
況
は
変
化
し
て
い
く
と
い
う
認
識
を
持

ち
、場
合
に
よ
っ
て
は
自
身
が
持
っ
て
い
る
常

識
を
捨
て
て
で
も
、将
来
を
展
望
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　一
方
で
、過
去
の
将
来
予
測
は
、「
当
た
る
も

八
卦
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
」を
地
で
行
く
、か
な
り

精
度
の
低
い
、い
い
加
減
な
領
域
で
あ
っ
た
こ

と
も
、ま
た
、事
実
で
あ
る
。90
年
代
に
散
々
行

わ
れ
た「
21
世
紀
の
展
望
」の
多
く
が
、明
後
日

の
方
向
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、そ
の
好
例
だ

ろ
う
。タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
映

画
の
よ
う
に
、未
来
に
至
る
ル
ー
ト
は
一
つ
で

は
な
く
、様
々
な
要
素
で
い
く
つ
も
分
岐
し
て

い
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　た
だ
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、変
化
を
座
し
て
待

っ
て
い
て
は
、ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
社
会
に
対
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　将
来
予
測
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、そ
れ
で
も
、各
種
の
変
化

か
ら
将
来
像
と
有
効
な
対
応
策
の
導
出
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。今
回
の

「
観
光
文
化
」で
取
り
上
げ
た
各
種
の
研
究
は
、

そ
う
し
た
、将
来
に
向
け
た
我
々
の
挑
戦
、チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
る
。現
時
点
で
は「
萌
芽
研
究
」の

域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
の
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

                                                                                                                                                                    

供
給
者
主
体
か
ら

需
要
者
主
体
へ

　20
世
紀
の
最
終
盤
、我
々
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
う
全
世
界
を
覆
う
通
信
環
境
を
手
に
入

れ
た
。そ
の
後
、数
年
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通

信
速
度（
容
量
）は
指
数
的
に
増
大
し
、大
量
の

情
報
を
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、我
々
の
生
活
、社
会
経
済
は
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
る
。

　そ
の
一
つ
が
、商
品
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
規

定
す
る
の
が
供
給
者（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）の
思
い

か
ら
、需
要
者（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）の
経
験
に

移
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に

よ
っ
て
、我
々
は
新
し
い
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
選

好
を
供
給
者
か
ら
の
情
報
で
は
な
く
、そ
れ
を

実
際
に
利
用
し
た
人
々
か
ら
の
情
報（
レ
ビ
ュ

ー
）を
基
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。商
品
サ

ー
ビ
ス
の
選
好
に
お
け
る
主
導
権
が
、利
用
経

験
者
の
評
価
に
移
っ
て
い
く
こ
と
で
、供
給
者

と
な
る
事
業
者
は
、一
方
的
に
商
品
サ
ー
ビ
ス

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、消
費
者（
購
入

者
）と
共
同
し
て
価
値
創
造
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　こ
れ
を「
価
値
共
創
」と
呼
ぶ
が
、価
値
共
創

は
、観
光
領
域
に
お
い
て
も
重
要
性
を
増
し
て

い
る
。

　か
つ
て
観
光
は
、そ
こ
に
、ど
う
い
っ
た
温
泉

が
あ
る
の
か
、寺
社
仏
閣
、自
然
景
観
が
あ
る
の

か
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
、来
訪
者

が
、そ
こ
で
ど
う
い
っ
た
経
験
を
行
い
、何
を
感

じ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　実
際
、地
域
を
訪
れ
た
人
々
の
紹
介
意
向（
友

人
や
知
人
に
、来
訪
を
推
奨
す
る
意
欲
）の
高
低

が
、観
光
客
数
を
左
右
し
て
い
く
こ
と
は
、学
術

的
に
も
、経
験
的
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　も
と
も
と
、サ
ー
ビ
ス
は
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
創

出
の
た
め
に
投
入
し
た
原
価
や
仕
様
で
は
な

く
、利
用
し
た
顧
客
の
主
観
的
な
感
想
が
品
質

を
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。現
在
で
は
、モ
ノ

（
製
品
）に
つ
い
て
も
、そ
う
し
た
傾
向
が
強
ま

っ
て
お
り
、対
象
物
に
関
わ
ら
ず
需
要
者（
消
費

者
、顧
客
）が
経
験
を
通
じ
て
下
す
評
価
が
価
値

を
規
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
サ

ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

現
在
社
会
の
基
本
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

情
報
革
命
が
引
き
起
こ
す

ス
パ
イ
ラ
ル
的
な
社
会
変
化

　サ
ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
が
基
本

構
造
と
な
っ
た
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
、も
う

少
し
、整
理
し
て
お
こ
う
。

　我
々
は
現
在
、農
業
革
命
、産
業
革
命
に
続

く
、第
3
の
波「
情
報
革
命
」の
渦
中
に
あ
る
。情

報
革
命
の
発
端
は
、情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
る
。

　人
類
は
、産
業
革
命
に
よ
っ
て
紙
の
大
量
生

産
、カ
ラ
ー
印
刷
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
技
術
を
獲

得
し
、印
刷
物
に
よ
っ
て
大
量
の
人
々
に
情
報

を
伝
え
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。ま

た
、電
信
技
術
の
発
達
は
ラ
ジ
オ
を
生
み
出
し
、

20
世
紀
半
ば
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
普
及
さ
せ

て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
の
情
報
発
信

に
か
か
る
コ
ス
ト
は
高
く
、少
数
の
人
々
が
多

人
々
の
意
識
の
変
化
が

観
光
を
変
え
て
い
く

　本
誌
の
各
特
集
で
示
し
た
事
項
も
、情
報
革

命
に
よ
る
社
会
変
化
が
生
み
出
し
た
研
究
課
題

で
あ
る
。

　ま
ず
、
特
集
1
は
、
我
々
が
直
面
し
た

C
O

V
ID

|
19
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、人
々
の

観
光
に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　

　

C
O

V
ID

|
19
は
、間
違
い
な
く
、人
類
が
遭

遇
し
た
最
大
級
の
疾
病
で
あ
る
が
、国
際
化
と

情
報
化
が
進
ん
だ
現
在
で
無
け
れ
ば
、こ
こ
ま

で
事
態
が
大
き
く
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。例
え
ば
、1
9
9
0
年
代
で
あ
れ
ば
、人
の

移
動
は
限
定
的
で
あ
っ
た
し
、い
わ
ゆ
る「
観
光

地
」も
限
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、情

報
革
命
に
よ
っ
て
多
様
な
価
値
観
が
広
ま
っ
た

こ
と
で
、様
々
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
唱
さ
れ
、国

を
超
え
て
人
々
は
多
様
な
地
域
に
自
由
に
訪

れ
、地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。こ
う
し
た
行
動
様
式
は
、人
と
人
の
接

触
が
感
染
を
拡
大
さ
せ
るC

O
V
ID

|
19
と
の

相
性
が
す
こ
ぶ
る
悪
い
。

　さ
ら
に
、CO

V
ID

|
19
に
関
す
る
情
報
が
、真

偽
に
関
係
な
く
多
量
に
発
信
さ
れ
、社
会
は
混
乱

し
観
光
に
対
す
る
意
識
も
様
々
に
変
化
し
た
。

　い
ず
れ
、今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
て
い

く
こ
と
に
な
ろ
う
が
、国
際
的
な
疾
病
の
蔓
延

が
再
来
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。本
研

究
は
、情
報
社
会
に
お
け
る
観
光
と
疾
病
と
の

関
係
、社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ

り
方
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆
を
得
る
も
の
と
な

ろ
う
。

　特
集
2
で
取
り
上
げ
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
」が
呼
び
込
ん
だ
観
光
の
一
形
態
で
あ

る
。一
部
の
業
種
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、情
報
社

会
の
進
展
に
よ
っ
て
、就
労
場
所
や
時
間
に
対

す
る
制
限
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

注
目
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
持
つ
が
、そ
れ
を

支
え
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、今
後
、就
労
形
態
の
一

つ
と
し
て
確
立
さ
れ
、拡
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。こ
れ
に
伴
い
、旅
行
需
要
は
、従

来
の
オ
ン（
M
I
C
E
系
）と
オ
フ（
狭
義
の
観

光
）の
間
に
、両
者
が
混
ざ
り
あ
っ
た
セ
グ
メ
ン

ト
が
登
場
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。こ
の
第
3

の
需
要
に
つ
い
て
、適
切
に
把
握
し
、そ
の
対
応

策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
資
す
る

研
究
成
果
を
期
待
し
た
い
。

　特
集
3
で
取
り
上
げ
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
は
、次
代
を
担
う
人
（々
世
代
）の
意
識
、

価
値
観
を
把
握
す
る
こ
と
で「
次
代
」の
様
相
を

推
測
し
て
行
こ
う
と
い
う
研
究
で
あ
る
。ま
さ

し
く「
変
化
」を
正
面
か
ら
捉
え
た
研
究
で
あ
る

が
、こ
れ
が
従
来
の
世
代
論
と
異
な
る
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
の
は
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、

Z
世
代
が
、物
心
つ
い
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
し
て
い
た「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
イ
テ
ィ

ブ
」世
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。か
つ
て
、産

業
革
命
が
人
類
社
会
を
農
業
社
会
か
ら
製
造
業

社
会
へ
と
転
換
さ
せ
た
よ
う
に
、現
在
進
行
中

の
情
報
革
命
は
、製
造
業
社
会
か
ら
サ
ー
ビ
ス

経
済
社
会
へ
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、彼
ら
を
対
象
と
し
た
世
代
研
究
は
、

単
な
る「
若
者
研
究
」で
は
な
く
、情
報
革
命
後
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そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  

今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

1
9
3
4
年（
昭
和
9
年
）、湯
布
院
町
生
ま
れ
。1
9
5
7
年
明
治
大
学
卒
業
後
、東
宝
撮
影
所
に
入
社
。1
9
6
2
年
、父
の
他
界
を

機
に
帰
郷
し
旅
館
亀
の
井
別
荘
を
継
ぐ
。1
9
8
0
年
、㈱
亀
の
井
別
荘
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、湯
布
院
町
商
工
会
長
や
由
布
院

温
泉
観
光
協
会
会
長
を
歴
任
。ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
に
対
す
る「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」の
結
成
や
、大
分
中
部
地
震
に
よ
る
観
光

客
低
迷
に
対
す
る
、ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
、湯
布
院
映
画
祭
、牛
喰
い
絶
叫
大
会
等
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
、由
布
院
の
文
化
と
自
然

資
源
を
育
て
る
ま
ち
お
こ
し・ま
ち
づ
く
り
を
溝
口
氏・志
手
氏
と
と
も
に
展
開
。2
0
0
9
年
、第
1
回
観
光
庁
長
官
表
彰
。

中
谷
健
太
郎
氏

　（株
）亀
の
井
別
荘
相
談
役

1
9
5
8
年
愛
知
県
で
生
ま
れ
、大
阪
、静
岡
の
富
士
山
の
ふ
も
と
で
育
つ
。東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、運
輸
省
入
省
。九
州
運
輸
局
企

画
部
長
在
勤
中
に
由
布
院
の
皆
様
に
出
会
い
地
域
に
め
ざ
め
る
。日
本
政
府
観
光
局
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
観
光
宣
伝
事
務
所
長
、山
形
県
副

知
事
、国
土
交
通
政
策
研
究
所
所
長
、九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
常
務
取
締
役
、取
締
役
監
査
等
委
員
な
ど
を
経
て
現
職
。

後
藤
靖
子
氏

　（株
）デ
ン
ソ
ー
社
外
監
査
役
、（
株
）資
生
堂
社
外
監
査
役

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

1
9
3
3
年（
昭
和
8
年
）生
ま
れ
。日
田
市
立
博
物
館
勤
務
を
経
て
、1
9
6
0
年
代
よ
り
由
布
院
の
自
然
保
護
や
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
り
、1
9
6
3
年
か
ら
玉
の
湯
旅
館
の
経
営
に
参
加
、1
9
8
2
年
㈱
玉
の
湯
の
代
表
取
締
役
に
就
任
、2
0
0
3
年
に
は
代
表
取
締

役
会
長
と
な
る
。湯
布
院
町
商
工
会
長
や
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
会
長
、公
益
財
団
法
人
人
材
育
成
ゆ
ふ
い
ん
財
団
理
事
長
等
を
歴
任
。

中
谷
氏・志
手
康
二
氏
と
と
も
に
由
布
院
の
ま
ち
お
こ
し・ま
ち
づ
く
り
を
展
開
。2
0
0
2
年
第
1
回
観
光
カ
リ
ス
マ
に
選
ば
れ
、

2
0
0
5
年
に
は
春
の
叙
勲
に
て
旭
日
小
綬
章
を
受
章
。

溝
口
薫
平
氏

　（株
）玉
の
湯
代
表
取
締
役
会
長

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

コ
ロ
ナ
禍
で

改
め
て
考
え
る

「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、

暮
ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜

観
光

研
究

2
0
2
1
年
度

第
2
回
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

座
談
会

最
前
線

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に

出
席
者

桑
野
和
泉
（（
一
社
）由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
代
表
理
事
）
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そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  
今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
の
様
子（
溝
口
氏
所
蔵
）

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に
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そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  

今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
の
様
子（
溝
口
氏
所
蔵
）

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に
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そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  

今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に

み
ず
わ
け
と
う
げ
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そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  

今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に

み
ず
わ
け
と
う
げ
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そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  

今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に



そ
れ
だ
け
っ
て
い
う
の
は
…
？
、
何

か
始
め
ん
と
…
。

　何
か
ら
始
め
る
か
？
こ
う
い
う
と

こ
ろ
で
喋
る
と
き
に
、
ど
ん
な
言
葉

で
喋
れ
ば
い
い
か
迷
う
ん
で
す
よ
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ
ば
話
が

通
じ
る
か
？

　こ
の
頃
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き

た
の
は
、「
観
光
」
ち
ゅ
う
の
は
、

人
を
お
迎
え
す
る
側
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
て
、
出
か
け
て
い
く
テ
ー
マ
は

二
の
次
で
い
い
…
。
お
迎
え
す
る
時

の
テ
ー
マ
は
正
し
い
か
、
ま
ち
ご
う

て
お
る
か
、
じ
ゃ
な
い
。
こ
っ
ち
が

正
し
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
感
動
す

る
か
っ
て
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
と
…
。
み
ん
な
「
こ
っ
ち
が
正

し
い
」
と
言
う
て
、
戦
争
す
る
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

　ワ
シ
た
ち
が
「
こ
れ
」
と
言
っ
て

も
、
お
客
様
側
か
ら
し
た
ら
「
あ
れ
」

で
あ
っ
て
、「
あ
れ
」
と
「
こ
れ
」
が

合
わ
ん
と
お
客
さ
ん
は
嬉
し
く
な

い
。そ
う
か
と
言
う
て
嘘
を
言
う
て
、

お
客
様
を
喜
ば
せ
る
時
代
が
あ
り
ま

し
た
よ
。
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
偽
物

の
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
、「
こ
の

町
は
こ
れ
だ
、
あ
ん
た
た
ち
と
は
意

見
が
合
わ
ん
」
と
言
い
募
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
観
光
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　宿
屋
は
何
す
る
か
？
気
持
ち
の
い

い
人
間
関
係
を
創
る
ん
で
す
よ
。
良

い
想
い
出
を
創
る
と
い
う
か
な
？
そ

れ
は
「
言
葉
」
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。

明
治
か
ら
後
の
標
準
語
は
ほ
と
ん
ど

長
州
の
言
葉
を
参
考
に
し
て
作
っ
た

そ
う
で
す
ね
。
観
光
は
仲
間
以
外
の

人
。
仲
間
同
士
で
い
る
の
が
気
持
ち

が
い
い
の
は
当
た
り
前
で
、
酒
飲
ん

で
歌
っ
た
ら
O
K
で
す
。
で
は
よ
そ

の
人
と
「
仲
の
い
い
出
会
い
」
を
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
？

　ま
ず
言
葉

ね
。
自
分
が
ホ
ッ
と
す
る
「
懐
か
し

い
な
あ
」っ
ち
思
え
る「
懐
し
語
」ち
ゅ

う
か
な
あ
。
文
部
科
学
省
が
認
め
て

る
「
正
し
い
語
」で
し
ょ
う
。
そ
し
て

外
国
語
が
、「
珍
し
語
」
か
な
あ
。「
珍

し
語
」
も
一
つ
ぐ
ら
い
は
覚
え
ん
と
、

今
は
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
翻
訳
で
き
ま

す
か
ら
、
あ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
ち
ゅ
う
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
あ

れ
は
嬉
し
く
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
嬉
し
い
出
会
い
の
た
め
の
「
珍
し

語
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
要
る
。

　つ
ま
り
、「
懐
か
し
語
」
と
「
正
し

い
語
」
と
、
そ
れ
か
ら
「
珍
し
語
」

の
三
つ
の
言
葉
は
覚
え
た
い
。
そ
れ

で
と
り
あ
え
ず
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
」
が
で
き
る
ん
や
な
い
か
な
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
健
太
郎
さ
ん
が
言
わ
れ
た
、

海
外
に
旅
に
行
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
、
そ
れ
を
由
布
院
の
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
と
い
う
の

は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り
の
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
情
け
な
か
っ
た
と
仰
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
新
し
い
色
々
な

こ
と
を
考
え
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

と
い
う
中
谷
さ
ん
の
お
話
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
薫
平
さ
ん

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　私
は
ね
、
健
太
郎
さ
ん
の
こ

う
い
う
理
屈
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
理

論
的
な
部
分
を
絶
え
ず
聞
か
さ
れ
て

る
（
笑
）。
だ
け
ど
ね
、
こ
れ
を
ね
、

聞
く
耳
を
持
っ
て
る
人
と
い
な
い
人

が
い
る
ん
で
す
よ
。
特
に
行
政
に

と
っ
て
は
、
健
太
郎
さ
ん
が
何
か
喋

る
と
、
何
か
こ
と
が
起
こ
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
ら
。「
ま
あ

ま
あ
、
そ
う
言
わ
ず
に
、
健
太
郎
さ

ん
の
言
っ
て
お
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
私
は
解
説
を

し
て
き
お
っ
た
（
笑
）。

　し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
元
を
捉

え
て
発
信
す
る
人
が
い
な
い
と
…
。

な
か
な
か
い
な
い
で
す
よ
ね
。
し
か

し
こ
れ
は
ね
、
後
先
を
考
え
た
ら
発

言
で
き
な
く
な
る
ん
で
す
よ
。
健
太

郎
さ
ん
は
後
先
を
考
え
ん
で
、
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る

わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
ね
、
際
立
つ
。

そ
れ
が
、
由
布
院
を
際
立
た
せ
た
一

つ
の
要
因
で
は
な
い
か
な
。

　そ
う
い
う
面
で
は
ね
、
偉
大
な
人

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
絶
え
ず
言
う
ん

で
す
、
も
う
ち
ょ
っ
と
健
太
郎
さ
ん

を
大
事
に
せ
ん
と
（
笑
）。
あ
の
人

を
長
生
き
さ
せ
ん
と
、
由
布
院
は
暗

く
な
る
よ
と
。
由
布
院
の
中
で
の
太

陽
は
健
太
郎
さ
ん
な
ん
で
す
（
笑
）。

　今
は
亡
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も

志
手
康
二
さ
ん
と
い
う
夢
想
園
の
社

長
を
含
め
た
3
人
の
弥
次
喜
多
道
中

み
た
い
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
は
、
い

ろ
ん
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
健
太
郎
さ
ん
が
編
集
長
に
な
っ
て

記
録
誌
に
き
ち
っ
と
ま
と
め
た
。『
花

水
樹
』（
注
3
）
と
い
う
冊
子
も
そ
う

で
す
け
ど
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ

う
に
記
憶
を
記
録
す
る
人
も
い
な
い

と
い
け
な
い
。

　私
は
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が

あ
る
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

た
と
き
に
、
向
こ
う
で
問
わ
れ
た
の

は
、「
君
た
ち
3
人
は
ど
う
い
う
役

割
を
す
る
の
か
」
と
。
健
太
郎
さ
ん

は
今
の
お
話
の
よ
う
に
、
企
画
力
に

優
れ
た
人
。
そ
れ
か
ら
志
手
康
二
さ

ん
っ
て
い
う
の
は
人
気
者
っ
て
い
う

か
、
人
柄
が
い
い
と
い
う
か
。
遊
び

人
と
い
っ
て
は
奥
さ
ん
に
悪
い
ん
で

す
け
ど
、
大
衆
性
を
持
っ
た
人
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
仲
間
が
す
ご

く
多
か
っ
た
し
、
私
と
健
太
郎
さ
ん

が
走
っ
て
る
と
き
に
、
そ
れ
を
若
い

人
た
ち
に
解
説
し
て
く
れ
た
。「
遊

び
人
」
が
街
の
中
に
い
る
か
ど
う

か
っ
て
い
う
の
は
、
大
変
貴
重
な
ん

で
す
。
遊
び
人
っ
て
い
っ
て
も
本
当

に
い
い
遊
び
な
ん
で
す
よ
（
笑
）。

　健
太
郎
さ
ん
が
走
り
、
志
手
康
二

さ
ん
が
丸
め
て
く
れ
、
私
が
調
整
す

る
。
健
太
郎
さ
ん
は
、
行
政
に
好
か

ん
こ
と
ば
っ
か
り
言
う
か
ら
ね

　10
年
、
20
年
と
絶
え
ず
地
域
を
見

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
後
藤
さ
ん
が
聞

き
手
に
な
っ
て
3
人
で
語
っ
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
が
今
日
の
座
談
会
で

す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
あ
り
、

私
達
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
3
人
の
お
話
を
、
次
の

ス
テ
ー
ジ
の
た
め
に
聞
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

後
藤

　今
日
は
本
当
に
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
人
生

で
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
九
州
運
輸
局

に
い
た
頃
、
当
時
は
ま
だ
観
光
行
政

に
地
域
の
概
念
が
な
い
時
代
に
由
布

院
の
皆
様
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
地
域
に
目
覚
め
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　当
時
、
中
谷
さ
ん
も
溝
口
さ
ん
も

地
域
づ
く
り
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
色
々
な
地
域
が

そ
の
こ
と
に
志
を
感
じ
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
、
悩
ん
で
き
た
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　私
自
身
も
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

が
自
分
の
仕
事
上
で
も
、
生
き
て
い

く
上
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　地
域
に
目
覚
め
た
と
い
う
意
味
は

い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
学
ん
だ

こ
と
の
一
つ
目
は
、
観
光
・
交
流
は
、

地
域
の
多
様
な
産
業
を
活
性
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
様
々

な
産
業
を
繋
げ
る
力
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　二
つ
目
は
、
色
々
な
人
が
入
り
混

じ
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
、

枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
繋
が
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
事

で
す
し
、
私
自
身
も
そ
れ
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　そ
し
て
三
つ
目
は
、
誰
で
も
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
仕
事
を
し
て
い
る

と
、
自
分
の
仕
事
の
枠
の
中
に
こ

も
っ
て
し
ま
っ
て
、
観
光
な
ら
観
光
、

農
業
な
ら
農
業
、
行
政
な
ら
行
政
の

範
囲
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。「
そ

れ
は
私
の
仕
事
で
は
な
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
の
を
考
え

て
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
そ

し
て
、
一
緒
に
で
き
る
人
を
探
し
て

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
、
自
分
も

心
が
け
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
色
々
な
地
域
が
や
っ
て
き
た

こ
と
で
、
こ
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
も
そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
や
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
、
観
光
業
界
を
揺
る
が
す
大
変

な
出
来
事
で
、
今
も
そ
の
中
に
あ
る

わ
け
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
2
人

の
話
を
聞
け
る
と
い
う
の
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今

日
は
、
亀
の
井
別
荘
や
玉
の
湯
の
談

話
室
で
お
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
改
め
て
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
旅
や
地
域
を
お
2
人
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
中
で
、
由

布
院
で
ず
っ
と
取
り
組
ま
れ
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
は
意
味
が
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
こ
の
状
況
の

中
で
新
し
く
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
中
谷
さ
ん
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

中
谷  

今
の
由
布
院
駅
の
駅
舎
が
で

き
た
30
年
く
ら
い
前
、
僕
ら
は
旅
し

て
た
ん
で
す
よ
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

イ
タ
リ
ア
を
回
っ
た
り
…
。
そ
の
こ

と
を
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
の
助

け
を
い
た
だ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

（
注
1
）
が
好
評
で
す
。
他
に
も
薫

平
さ
ん
と
私
と
、
誰
や
彼
や
の
漫
談

を
1
冊
に
ま
と
め
た
の
が
あ
る
ん
で

す
が（
注
2
）、そ
れ
を
見
て
て
今
ね
、

ち
ょ
っ
と
情
け
な
い
な
あ
と
思
っ
て

ま
す
。
あ
れ
は
一
介
の
旅
人
で
し
か

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
旅
人
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

道
路
を
思
い
き
り
広
く
と
っ
て
お
け

ば
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
で
き
て
、

立
派
な
商
店
街
が
で
き
る
。
店
は
個

人
の
も
の
だ
け
ど
、
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
は
公
共
の
空
間
じ
ゃ
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
夜
の
散
歩
道
が
で
き
る
。

そ
の
昼
間
の
照
り
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
木
を
植
え
る
。

　「木
植
え
ろ
、
木
植
え
ろ
」
っ
た
っ

て
、
木
を
植
え
る
と
葉
が
散
る
、
葉

が
散
っ
た
ら
ゴ
ミ
に
な
る
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
ら
誰
が
掃
除
す
る
の
、
あ
ん

た
来
て
く
れ
る
の
、
み
た
い
な
議
論

を
由
布
院
は
30
年
も
や
っ
て
き
た
。

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
自
分
た
ち
の
手
に
負
え
ん
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
線
で

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
通
り
を
造
っ
て

も
ら
う
。

　そ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
そ
ん
な
こ
と
は
見
り
ゃ
わ
か
る

こ
と
で
、
僕
ら
は
大
分
の
果
て
の
由

布
院
か
ら
、
銀
行
さ
ん
に
無
理
言
っ

て
お
金
借
り
て
、
忙
し
い
家
を
ほ
っ

と
い
て
、
仕
事
は
み
ん
な
家
族
や
ス

タ
ッ
フ
に
や
ら
し
と
い
て
観
て
歩
い

た
の
に
、
報
告
書
を
作
っ
た
と
こ
ろ

で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
実
に

浅
は
か
だ
っ
た
と
思
う
。

　ハ
ン
ガ
リ
ー
・
イ
タ
リ
ア
研
修
か

ら
帰
っ
て
す
ぐ
の
頃
に
ベ
ル
リ
ン
の

　皆
さ
ん
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
皆
様
、

昨
日
か
ら
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
て
皆
さ
ん
を
お
迎

え
で
き
る
こ
と
を
、
由
布
院
の
メ
ン

バ
ー
も
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
。
Z
o
o
m
で
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
皆
様
に
も
こ
の
気
持
ち
や
空

気
感
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
温
泉
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
私
か

ら
は
、
な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
お
3
方
が

並
ん
で
い
る
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
考
え
る「
旅
」と「
地
域
」

〜
地
域
が
あ
る
か
ら
宿
が
あ
る
、
暮

ら
し
が
あ
る
か
ら
旅
が
あ
る
〜
〉
と

い
う
の
は
、
や
は
り
中
谷
健
太
郎
さ

ん
な
く
し
て
始
ま
ら
な
い
テ
ー
マ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
う

ち
の
父
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
由
布
院
に
戻
っ

て
き
て
60
年
に
も
な
る
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

そ
の
60
年
の
時
間
軸
で
お
話
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
が
、
私
達
に
と
っ
て

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　同
時
に
、
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
で
は
未
来
の
こ
と
も
話
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
も
お
2
人

が
い
て
、
そ
こ
に
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
意
味
が
私
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　後
藤
さ
ん
は
1
9
9
7
年
に
九
州

運
輸
局
の
企
画
部
長
と
し
て
初
め
て

由
布
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
24
年
で
す
。そ
の
間
、

私
ど
も
由
布
院
だ
け
で
は
な
く
、
山

形
県
、
新
潟
県
な
ど
色
々
な
地
域
と

長
く
お
付
き
合
い
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　実
は
、
由
布
院
は
バ
ブ
ル
が
終

ま
ず
「
言
葉
」
が
大
事
で
す
な
ぁ
。

初
め
て
逢
う
人
に
も
、「
懐
か
し
い

な
ぁ
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
言
葉
を

使
い
た
い
。

　僕
ら
が
帰
っ
て
き
た
頃
に
村
を

守
っ
て
お
っ
た
男
衆
は
み
ん
な
軍
隊

帰
り
で
し
た
。
軍
隊
帰
り
は
あ
の
頃
、

失
望
し
ち
ょ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
の

頃
の
小
説
と
か
映
画
を
見
る
と
、
男

が
み
ん
な
情
け
な
い
ん
で
す
。
女
の

人
は
な
か
な
か
立
派
な
ん
で
す
よ
。

「
子
供
達
も
夫
も
皆
戦
争
に
出
し
た

の
に
、
あ
ん
た
た
ち
は
負
け
て
帰
っ

て
き
た
ん
か
い
」
っ
て
い
う
中
で
、

男
ど
も
は
ひ
し
ゃ
げ
て
、
戦
後
を
迎

え
て
る
ん
や
。『
町
誌
湯
布
院
』（
注

5
）
と
い
う
こ
ん
な
分
厚
い
本
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
あ
ん
ま
り
そ
う
い
う

こ
と
は
出
と
ら
ん
。
そ
の
頃
「
興
郷

会
」
と
い
う
「
故
郷
を
興
そ
う
」
と

い
う
会
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
中
核
に

な
っ
て
青
年
団
や
消
防
団
が
動
き
出

し
た
。そ
れ
が
戦
後
に
芽
吹
い
た「
湯

布
院
町
の
町
づ
く
り
運
動
」
の
「
新

芽
」
で
す
。
や
が
て
朝
鮮
戦
争
が
始

ま
り
、
自
衛
隊
が
補
強
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
大
阪
万
博
等
が
脚

光
を
浴
び
て
、「
地
方
の
時
代
」
が

や
っ
て
く
る
。
湯
布
院
の
「
町
づ
く

り
運
動
」
が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
の

は
そ
の
頃
か
ら
で
、
ま
あ
時
代
の
流

れ
に
乗
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う

な
も
の
で
す
。「
一
村
一
品
」
と
か

ね
…
。
じ
ゃ
か
ら
底
が
浅
い
。
そ
こ

認
め
合
い
尊
敬
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た
と
い
う
人
間
関
係
は
奇
跡
的
な
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
考
え
て
み
れ

ば
日
本
の
地
方
の
ど
こ
に
で
も
そ
う

い
う
人
は
い
そ
う
な
気
も
す
る
ん
で

す
よ
ね
。

　隣
に
大
き
な
別
府
と
い
う
観
光
地

が
あ
っ
て
、
当
時
は
小
さ
な
農
山
村

だ
っ
た
由
布
院
だ
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
何
が
あ
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

溝
口

　私
は
、
貧
し
か
っ
た
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
、
豊
か
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
豊
か
さ
と
い
う
の
は
、
物

質
的
に
豊
か
で
は
な
か
っ
た
ね
。
そ

し
て
近
く
に
別
府
と
い
う
大
き
な
観

光
地
が
あ
っ
て
く
れ
た
。
で
も
別
府

と
同
じ
よ
う
に
、
パ
イ
を
大
き
く
す

る
方
針
を
と
ら
な
か
っ
た
。「
弱
い

人
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
ど
う

す
る
か
」
と
言
っ
た
と
き
に
、
や
っ

ぱ
り
力
の
な
い
も
の
は
お
互
い
に
協

力
す
る
以
外
な
い
で
す
よ
。

　だ
か
ら
、
ま
ち
の
中
で
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
由
布
院
と
い
う
も
の
を

何
と
か
知
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い

か
と
。そ
の
時
に
観
光
地
化
せ
ず
に
、

「
保
養
地
」
と
い
う
の
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

来
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
を
目
指
し

ま
し
た
。

　そ
れ
と
、
別
府
が
男
性
社
会
で
し

た
か
ら
、
由
布
院
は
女
性
を
中
心
と

し
た
温
泉
地
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
女
性
を
中
心
に
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
安
心
安
全
」

も
そ
う
で
す
け
ど
も
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
一
番
明
快
に
伝
わ
る
の
は
、

や
っ
ぱ
り
女
性
の
口
コ
ミ
だ
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
で
女
性
を
大
事
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
た
ち
が

口
コ
ミ
で
「
由
布
院
は
安
心
で
良
い

と
こ
ろ
だ
よ
」
と
い
う
と
響
き
が
良

い
。
そ
の
こ
と
が
由
布
院
を
「
安
心

な
観
光
地
」
に
し
て
く
れ
た
。
口
コ

ミ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
っ
て
い

う
の
は
、
確
か
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。

後
藤

　貧
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
の

は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
お
隣
の
成
功
事
例
を
そ
の
ま
ま
真

似
し
な
か
っ
た
。
皆
さ
ん
す
ご
く
考

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。　観

光
業
界
は
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

経
営
も
大
変
で
す
し
、
や
っ
ぱ
り
う

ま
く
い
っ
て
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

そ
こ
を
見
習
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
多
く
の
地
域
や
経
営
者

は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
そ

れ
を
な
さ
ら
ず
に
違
う
道
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
分
か

れ
道
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
観
光
は
ま
さ
し
く
人

と
人
が
繋
が
っ
て
交
流
す
る
こ
と
で

す
け
れ
ど
も
、コ
ロ
ナ
は
こ
の
交
流
、

そ
し
て
物
理
的
に
人
が
来
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
来

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　観
光
に
携
わ
る
人
や
地
域
、
私
達

は
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
て
考
え
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　え
ー
っ
と
ね
、
や
っ
ぱ
り
歳

で
す
か
ら
ね
。
ク
ン
ペ
イ
さ
ん
は
88

歳
、
ワ
シ
は
87
歳
（
笑
）、
そ
れ
に

コ
ロ
ナ
で
し
ょ
う
。
以
前
み
た
い
に

ワ
ー
ワ
ー
飲
ん
だ
り
歌
う
た
り
で
き

ま
せ
ん
わ
（
笑
）。
今
ま
で
は
な
ん

と
か
や
っ
て
き
て
た
ん
で
す
よ
、
村

の
親
分
衆
は
お
る
し
、
軍
隊
か
ら

帰
っ
て
き
た
「
世
話
人
」
は
お
る
し

ね
。都
会
か
ら
入
っ
て
き
て
、チ
ャ
ッ

テ
、
チ
ャ
ッ
テ
と
東
京
弁
で
喋
る
人

た
ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
（
笑
）、
混

乱
状
態
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
な
ん
と

か
な
っ
た
の
は
言
葉
を
「
正
し
く
」

使
う
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
、
例

え
ば
ね
え
。
今
俺
、「
ね
え
」
ち
ゅ

う
て
し
も
う
た
け
ど
、い
つ
も
は「
な

あ
」
ち
ゅ
う
ん
で
す
。

後
藤

　ど
う
ぞ
、
い
つ
も
の
通
り
。

中
谷

　ワ
シ
は
「
そ
や
け
ん
な
あ
」

と
言
い
お
る
と
、
薫
平
さ
ん
は
「
そ

や
か
ら
ね
え
」と
言
う
ん
で
す（
笑
）。

文
化
の
高
い
日
田
出
身
の
人
な
ん

じ
ゃ
。
日
田
っ
て
い
う
の
は
天
領

や
っ
た
か
ら
、堂
々
た
る
と
こ
ろ
で
、

「
そ
や
か
ら
ね
え
」
ち
ゅ
う
（
笑
）。

　ワ
シ
は
隠
れ
切
支
丹
の
由
布
院
村

の
片
隅
で
、
宿
屋
を
し
お
っ
た
か
ら
、

仲
間
に
入
れ
て
欲
し
く
て「
な
あ
」

ち
ゅ
う
ん
で
す
よ
。「
せ
や
か
ら
な
あ
」

「
ほ
し
て
な
あ
、
お
い
さ
ん
」と（
笑
）。

薫
平
さ
ん
は
文
化
の
日
田
藩
の
出

じ
ゃ
か
ら「
ほ
し
て
ね
え
」と
…（
笑
）。

　そ
こ
に
水
分
峠
ち
ゅ
う
峠
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
水
分
峠
を
越
え
る
と

途
端
に「
ね
え
」に
な
る
。
そ
こ
は
複

数
の
藩
が
あ
っ
た
立
派
な
村
で
、
こ

ち
ら
側
は
そ
ん
な
も
ん
は
な
い
か

ら
、「
そ
れ
で
な
あ
」と
。
中
で
一
番

偉
い
溝
口
家
と
か
、
岩
男
家
と
か
の

庄
屋
さ
ん
は
、「
そ
う
じ
ゃ
か
ら
の
う
」

ち
ゅ
う
ん
で
す（
笑
）。「
ね
え
」と「
な

あ
」と「
の
う
」が
カ
ラ
オ
ケ
屋
で
、

歌
う
た
り
、
文
句
言
う
た
り
…
。
褒

め
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
、
他
所
の

人
が
お
る
と
き
は
…（
笑
）。

　ち
ょ
っ
と
話
が
違
う
け
ど
、
5
年

前
に
熊
本
地
震
が
来
て
家
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
時
に
、
こ
れ
は
も
う
あ
か

ん
わ
と
思
っ
て
、
物
置
に
置
い
て

あ
っ
た
そ
れ
ま
で
の
50
年
分
ぐ
ら
い

の
資
料
を
並
べ
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
傷

ん
で
き
て
、
見
え
ん
ご
と
な
る
ん
で

す
よ
ね
。（
公
財
）
日
本
交
通
公
社

か
ら
も
応
援
い
た
だ
い
て
整
理
を
し

ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
大
学
か
文
化

的
事
業
団
か
な
ん
か
が
入
ら
な
い
と

手
に
負
え
ん
（
注
4
）。
50
年
ち
ゅ

う
け
ど
ね
、
由
布
院
に
客
人
が
来
始

め
て
か
ら
90
年
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
90
年
分
ぐ
ら
い
の
人

の
場
合
は
ね
、
仲
間
が
い
た
ん
で
す

ね
。同
調
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
主
張
し

な
が
ら
、
う
ま
く
こ
う
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
。

　で
ね
、
私
色
々
考
え
る
ん
で
す
け

ど
、や
っ
ぱ
り
景
観
っ
て
い
う
か
ね
、

風
土
と
景
観
、
そ
う
い
う
面
で
由
布

院
と
い
う
風
土
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
じ
わ
り
じ
わ
り
と
ね
、
育
て
て
く

だ
さ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う

し
ま
す
と
、
そ
の
風
景
を
も
う
一
度

私
達
は
今
か
ら
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ

な
ら
ん
と
。
あ
ま
り
に
も
そ
う
い
う

風
土
な
り
景
観
を
壊
し
て
き
た
ん
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
含

め
て
で
す
ね
。
私
は
、
少
し
ず
つ
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
中

に
木
を
植
え
て
い
こ
う
と
。

　1
0
0
年
前
、
本
多
静
六
さ
ん
が

由
布
院
に
来
て
、『
由
布
院
温
泉
発

展
策
』（
注
6
）
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
基
本
と
い
う
の
は
、
や
は
り
そ

う
い
う
風
土
で
あ
り
、
温
泉
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
木
を
植
え
て
い
く

こ
と
で
す
。
植
え
た
木
が
1
0
0
年

た
っ
た
明
治
神
宮
は
あ
れ
だ
け
素
晴

ら
し
い
も
の
に
な
っ
た
け
ど
、
由
布

院
の
中
で
見
て
み
る
と
、
意
外
に
鎮

守
の
森
が
な
く
な
っ
て
る
ん
で
す
。

今
か
ら
の
私
の
運
動
と
し
て
は
、
そ

う
い
う
木
を
育
て
て
、
そ
し
て

1
0
0
年
後
の
子
供
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
環
境
で
育
っ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

す
。　健

太
郎
さ
ん
の
、
過
激
さ
っ
て
い

う
の
は
も
う
本
当
に
す
ご
い
で
す
け

ど
ね
、
壊
す
ん
で
す
よ
、
色
々
な
こ

と
を
（
笑
）。
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま

た
次
の
発
展
の
芽
を
育
て
る
と
い
う

こ
と
で
、
だ
か
ら
私
は
健
太
郎
さ
ん

と
長
い
付
き
合
い
で
す
け
ど
、
い
い

コ
ン
ビ
が
組
め
た
な
あ
と
い
う
よ
う

に
思
っ
て
る
。
も
う
本
当
に
健
太
郎

さ
ん
な
く
し
て
由
布
院
は
で
き
な

か
っ
た
。

　こ
の
人
は
自
作
自
演
で
ね
、
喋
る

と
書
い
て
残
し
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
由
布
院
が

こ
れ
だ
け
名
を
成
し
た
と
い
う
の

は
、
由
布
院
の
記
録
を
き
ち
ん
と
ま

と
め
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
い
。
そ
の
書
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
も
大
事
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
も

最
初
に
由
布
院
に
お
邪
魔
し
た
時

に
、
健
太
郎
さ
ん
や
薫
平
さ
ん
が
取

り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
議
論
さ
れ
た
記
録
が

『
花
水
樹
』
に
全
部
残
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
だ
い
ぶ
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。記
録
を
残
す
と
い
う
の
は
、

す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
な
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

ず
っ
と
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
中
の
地
域
が
や
り

た
い
け
れ
ど
も
で
き
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　未
来
は
苦
し
紛
れ
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
過
去
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

も
伝
え
て
い
く
と
い
う
。
か
つ
自
分

た
ち
の
仲
間
内
だ
け
で
は
な
く
て
、

色
々
な
人
を
巻
き
込
む
た
め
に
伝
え

て
い
く
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

も
お
考
え
に
な
り
な
が
ら
さ
れ
て
い

た
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
お
話
を
聞

い
て
お
り
ま
し
た
。

　健
太
郎
さ
ん
も
壊
し
な
が
ら
、
薫

平
さ
ん
も
木
を
植
え
て
と
い
う
よ
う

に
、
ど
ん
ど
ん
次
の
こ
と
を
お
考
え

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
私
た
ち
は
こ
の
2
人
を
先
生

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
し
、
由
布

院
の
皆
さ
ん
も
師
匠
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　お
2
人
か
ら
見
て
で
す
ね
、
も
っ

と
若
い
の
は
俺
た
ち
を
乗
り
越
え
ろ

よ
み
た
い
な
、
い
つ
ま
で
も
先
生
と

生
徒
じ
ゃ
な
く
て
い
い
か
ら
、
も
っ

と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
っ
て
み
ろ
み
た

い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
谷

　旅
館
組
合
長
に
い
よ
と
み
、

観
光
協
会
長
に
草
庵
秋
桜
が
な
っ
て

く
れ
て
、
や
っ
と
若
い
人
「
由
布
院

人
」
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
。

「
秋
桜
」
っ
ち
ゅ
う
の
は
、
元
は
医

者
じ
ゃ
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
人

た
ち
、
つ
ま
り
根
か
ら
土
に
生
え

ち
ょ
る
人
た
ち
が
、
観
光
協
会
や
旅

館
組
合
の
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
そ

れ
を
大
昔
か
ら
の
溝
口
家
と
い
う
、

庄
屋
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
薫
平
さ

ん
や
、
寺
の
血
を
引
い
た
和
泉
ち
ゃ

ん
が
由
布
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
局
の

代
表
に
出
て
き
た
ち
ゅ
う
ん
で
、

や
っ
と
根
が
生
え
た
な
あ
と
い
う
気

が
す
る
な
あ
。

　で
、
ワ
シ
ら
は
、
外
国
語
や
外
国

の
人
と
、
ど
う
付
き
合
う
か
と
い
う

こ
と
を
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、

関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
も
安
心

し
た
も
の
に
す
る
。
価
値
観
も
言
葉

も
違
う
人
た
ち
と
ハ
ー
ト
を
ど
う
交

も
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
か
、
中
国
に
つ

く
か
み
た
い
な
こ
と
で
意
気
ん
で
い

な
い
で
、
く
る
っ
と
地
面
を
潜
っ
て

い
っ
て
、
地
面
同
士
で
仲
良
く
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。

後
藤

　な
る
ほ
ど
。
薫
平
さ
ん
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

溝
口

　健
太
郎
さ
ん
の
説
を
、
絶
え

ず
辻
説
法
み
た
い
に
若
い
人
た
ち
を

鼓
舞
し
て
も
ら
い
た
い
。
若
い
人
た

ち
は
自
分
の
意
見
を
言
わ
な
く
な
っ

た
。お
と
な
し
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
。

や
は
り
な
ん
と
か
せ
に
ゃ
い
か
ん
っ

て
い
う
人
た
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
っ

ち
ゅ
う
風
土
を
由
布
院
の
中
で
育
て

る
。「
あ
あ
、由
布
院
っ
て
い
う
の
は
、

何
か
変
わ
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

な
」
と
。
そ
れ
と
外
の
人
た
ち
を
ど

れ
だ
け
受
け
入
れ
る
か
っ
て
い
う
こ

と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。

　そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
が
ら
、
昔

の
よ
う
な
日
常
を
急
激
に
大
き
く
望

む
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
一
歩

一
歩
、
そ
う
い
う
こ
と
を
固
め
て
い

け
る
よ
う
な
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し

い
。

そ
れ
か
ら
、
意
見
が
行
政
に
届
く
こ

と
が
大
事
で
す
が
、
行
政
の
庁
舎
が

市
町
村
合
併
で
遠
く
な
っ
た
ん
で
す

よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

な
が
ら
い
か
に
皆
さ
ん
と
の
間
を
つ

な
い
で
い
け
る
か
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
あ
あ
、
由
布
院
は
い
い
と
こ
ろ

だ
な
」
と
い
う
よ
う
な
安
心
感
が
生

ま
れ
て
、今
回
の
コ
ロ
ナ
で
も
、や
っ

ぱ
り
安
心
・
安
全
な
と
こ
ろ
に
行
こ

う
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
が
由
布

院
に
来
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
や
は

り
観
光
っ
て
い
う
の
は
安
全
・
安
心

な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
原
点
を
私
達
は

大
事
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

中
谷

　「ゆ
ふ
い
ん
親
類
ク
ラ
ブ
」

（
注
8
）な
。
あ
れ
が
受
け
た
わ
な
。

私
は
由
布
院
に
お
り
ゃ
せ
ん
で
、
も

う
博
多
や
ら
大
分
や
ら
に
行
っ
て
、

昼
間
は
ち
ょ
っ
と
県
庁
と
か
マ
ス
コ

ミ
と
か
に
行
く
ん
で
す
。
で
、「
夕
方

待
っ
ち
ょ
る
け
ん
な
」、
そ
の
一
言
が

勝
負
や
ね（
笑
）。
昼
間
の
挨
拶
は
普

通
の
こ
と
し
か
言
わ
ん
か
ら
。

　そ
れ
か
ら
、「
牛
喰
い
絶
叫
大
会
」

（
注
9
）
も
N
H
K
に
ず
う
っ
と
放

送
し
て
も
ら
う
ん
や
け
ど
、
原
っ
ぱ

で
牛
を
喰
う
て
、
絶
叫
す
る
の
で
応

援
に
来
て
お
く
れ
、
と
い
う
わ
け
で

す
。
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
（
笑
）。

　音
楽
祭
で
も
、
小
林
道
夫
先
生
み

た
い
な
、
世
界
に
冠
た
る
人
の
家
に

泊
め
て
貰
う
て
飯
食
わ
し
て
も
ろ

て
、
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
お
る

内
に
、
先
生
が
由
布
院
に
引
っ
越
し

て
お
い
で
た
。

　じ
ゃ
か
ら
、
皆
さ
ん
の
仕
事
っ

ち
ゃ
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。

じ
い
っ
と
待
っ
ち
ょ
る
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
い
。
遊
び
に
行
く

ち
ゅ
う
よ
り
も
呼
び
に
行
く
ん
じ
ゃ

な
。「
呼
び
使
い
」
じ
ゃ
な
。
鬱
々

と
し
て
た
人
が
よ
う
な
る
。
鬱
々
と

せ
ん
人
同
士
が
集
ま
り
た
い
か
ら
、

ま
た
来
る
。
盛
り
上
が
る
。
い
ら
ん

こ
と
言
わ
ん
で
、
こ
こ
ら
で
や
め
と

き
ま
す
（
笑
）。

後
藤

　お
話
を
聞
い
て
改
め
て
思
う

の
は
、
由
布
院
は
人
が
好
き
な
ん
だ

な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
だ
か
ら

仲
間
内
も
そ
う
だ
し
、
他
の
地
域
の

人
も
色
々
な
産
業
の
人
も
東
京
の
人

も
、
地
域
の
人
と
旅
人
と
の
間
に
境

界
線
が
な
く
っ
て
、
み
ん
な
一
緒
み

た
い
な
。「
呼
び
使
い
」
っ
て
い
う

の
は
初
め
て
お
う
か
が
い
し
ま
し
た

け
ど
も
、
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し

た
。　多

分
、
好
き
に
な
っ
て
く
る
と

こ
っ
ち
も
好
き
に
な
る
し
、
や
っ
ぱ

り
由
布
院
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

る
っ
て
い
う
の
も
、
そ
の
人
の
人
生

に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
楽
し
く
て
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
、

多
く
の
人
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
あ
っ

ち
こ
っ
ち
行
っ
て
、「
呼
び
使
い
」

し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
心
か

ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　そ
ろ
そ
ろ
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
色
々
と

聞
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
し
、
ま

た
こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ

け
る
と
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
最
後
に
地
域
に
対
す
る
期
待

と
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
一
言
ず
つ
お

話
し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
谷

　も
う
言
い
た
い
放
題
言
い
ま

し
た
の
で
、
真
面
目
な
人
に
締
め
て

も
ら
っ
て
。

溝
口

　い
や
い
や
、
過
激
な
人
が
い

て
ね
、
ま
ち
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
外
の
人
が
来
て
く

だ
さ
る
。
今
日
み
た
い
に
全
国
か
ら

で
す
ね
、
温
泉
地
に
ず
っ
と
携
わ
っ

た
方
た
ち
が
一
堂
に
会
し
て
、
色
々

な
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
と
め

て
冊
子
に
し
て
残
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

諸
々
の
人
が
来
て
、
由
布
院
に
行
っ

て
き
た
と
言
っ
て
、
由
布
院
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
私

達
地
元
と
し
て
は
応
え
て
い
く
だ
け

の
お
も
て
な
し
と
い
う
か
、
懇
ろ
に

お
客
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
心
を

で
す
ね
、
一
層
、
住
民
一
人
一
人
が

持
っ
て
い
く
と
。
や
っ
ぱ
り
民
度
が

高
ま
ら
な
い
と
、
観
光
っ
て
い
う
の

は
上
が
っ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
。

後
藤

　本
当
に
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
2
人
の
話

を
ま
と
め
る
と
い
う
愚
か
な
こ
と
を

私
は
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

わ
っ
た
2
0
0
0
年
頃
に
開
発
の
波

が
あ
り
、
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

と
い
っ
た
時
に
、
当
時
、
由
布
院
観

光
総
合
事
務
所
の
事
務
局
長
で
、
現

在
は
國
學
院
大
学
教
授
の
米
田
先
生

や
、「
ゆ
ふ
い
ん
料
理
研
究
会
」
の

代
表
を
さ
れ
て
い
た
新
江
憲
一
さ
ん

な
ど
の
若
手
で
「
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
後
藤
さ
ん

は
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

壁
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
僕
ら

が
憧
れ
て
観
た
映
画
「
第
三
の
男
」

の
よ
う
な
、
あ
あ
い
う
大
変
な
状
況

が
、
今
日
ま
で
戦
争
を
引
っ
張
っ
て

い
る
。

　あ
れ
か
ら
、
僕
ら
が
見
て
歩
い
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
が
、
ど
れ
だ

け
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
り
、
逆

に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た
か
。
そ

し
て
そ
の
後
も
世
界
中
で
報
復
す
る

流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
観
光
ど
こ
ろ

で
す
か
？
俺
た
ち
観
光
業
者
は
あ
ん

な
所
に
行
っ
て
「
素
晴
ら
し
い
、
木

植
え
て
る
」「
素
晴
ら
し
い
建
物
が

あ
る
」「
メ
シ
が
旨
い
」
つ
っ
て
帰
っ

て
き
て
、そ
れ
を
報
告
書
に
書
い
て
、

（
笑
）。
行
政
と
も
う
ま
く
い
か
な

き
ゃ
な
ら
な
い
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
え
て
調
整
し
な
が

ら
、「
ま
あ
ま
あ
、
な
ん
と
か
」
っ

て
言
っ
て
、
話
を
ま
と
め
な
が
ら
前

に
進
む
と
い
う
ね
。
だ
か
ら
、
三
人

三
様
が
そ
の
時
代
に
い
た
っ
て
い
う

こ
と
が
確
か
に
あ
り
が
た
い
。

　由
布
院
は
決
し
て
今
の
よ
う
に
全

国
区
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
な

か
っ
た
で
す
よ
。
今
日
は
先
進
地
の

各
温
泉
地
の
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
回
っ

て
、
教
え
を
乞
う
た
も
の
で
す
。
み

ん
な
、
由
布
院
の
先
生
方
だ
っ
た
ん

で
す
。

　今
日
の
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
場
を
持
っ
て

く
だ
さ
ら
な
い
と
広
が
ら
な
い
で
す

ね
。
観
光
特
急
の
ゆ
ふ
い
ん
の
森
号

が
通
っ
た
時
に
、
後
藤
靖
子
さ
ん
が

い
ら
し
て
、
研
究
会
の
司
会
ま
で

や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
後
藤
靖
子
さ

ん
は
観
光
業
で
は
草
分
け
と
い
う

か
、
ず
ー
っ
と
中
心
を
歩
か
れ
た
方

で
す
。
尊
敬
す
る
方
を
お
迎
え
し
て

こ
の
会
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
す

ご
く
素
晴
ら
し
い
歴
史
で
す
。

後
藤

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、薫
平
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た
、

三
人
三
様
で
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
違
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
の
役
割

分
担
が
あ
っ
て
、
お
互
い
の
能
力
を

様
と
の
往
来
の
資
料
が
役
場
に
も
あ

る
だ
ろ
う
け
ど
、
う
ち
や
ら
、
村
・

町
の
家
の
物
置
に
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
れ
を
何
と
か
し
と
か
ん
と
…
、
そ

れ
を
や
り
抜
く
の
に
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
か
。

　で
、
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
、
集
ま
っ

て
、
盛
り
上
が
っ
て
、
話
を
ま
と
め

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
手
法
は
無
理

だ
ろ
う
と
思
う
ね
え
。
中
村
桂
子
さ

ん
と
言
う
面
白
い
生
物
学
の
博
士
が

い
ま
す
が
、
地
球
上
に
生
命
が
生
ま

れ
て
43
億
年
と
か
書
い
て
ま
す
ね
。

短
い
論
文
で
も
30
何
億
年
、
そ
ん
く

ら
い
前
か
ら
命
が
一
緒
に
な
っ
て
地

球
の
上
で
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、

コ
ロ
ナ
が
3
年
前
か
ら
来
た
ぞ
と
言

う
け
ど
、
40
億
年
前
か
ら
一
緒
に
生

き
と
っ
た
わ
け
。

　そ
れ
を
ね
、
大
砲
を
持
っ
て
撃
ち

殺
す
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
で
や
り
過
ご

せ
、
殺
せ
っ
て
言
う
て
も
、
向
こ
う

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
わ
な
。
変
わ
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
さ
ら
に
新
し
い
ク

ス
リ
で
逃
げ
る
っ
て
い
う
、
変
わ
る

た
び
に
あ
の
手
で
こ
の
手
で
凹
ま
せ

て
お
っ
た
ら
、
わ
し
達
が
も
た
ん
わ

ね
。　妙

な
や
つ
が
来
た
ら
、
一
緒
に
何

と
か
や
り
過
ご
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？
出
会

う
て
踊
っ
た
り
歌
う
た
り
、
焼
酎
飲

ん
で
カ
ラ
オ
ケ
し
た
り
は
ダ
メ
だ
。

だ
け
ど
3
人
で
も
5
人
で
も
出
合
う

は
戦
後
の
「
興
郷
会
」
で
、
そ
の
前

の
「
北
由
布
村
」「
南
由
布
村
」
の
時

代
…
そ
し
て
「
隠
れ
切
支
丹
村
」
の

歴
史
に
ま
で
遡
ら
ん
と
、
町
づ
く
り

の
地
殻
は
見
え
て
こ
ん
で
す
よ
。

じ
ゃ
か
ら
「
市
町
村
合
併
」
に
対
抗

で
き
ん
か
っ
た
。
敗
れ
ま
し
た
。

　さ
て
観
光
じ
ゃ
け
ど
、「
異
人
・

客
人
」
と
交
わ
っ
て
新
し
い
文
化
と

経
済
を
産
み
出
す
の
が
観
光
で
す
。

　ア
フ
ガ
ン
の
人
も
イ
ス
ラ
ム
の
人

も
中
米
の
人
も
、
中
国
の
人
も
、
み

ん
な
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
歌
を
、
こ

れ
か
ら
歌
う
て
い
く
の
が
、
観
光
の

仕
事
か
な
と
。

後
藤

　お
伺
い
し
て
い
る
と
、
今
は

目
の
前
の
こ
と
で
本
当
に
い
っ
ぱ
い

い
っ
ぱ
い
な
気
も
す
る
ん
で
す
け

ど
、
由
布
院
自
体
で
見
て
も
何
十
年

と
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
。
コ
ロ
ナ
も
大
変
で
す
け
ど
、
そ

れ
以
外
で
も
健
太
郎
さ
ん
も
薫
平
さ

ん
も
地
域
の
人
も
み
ん
な
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
て
、
地
球
全
体
か
ら
見

れ
ば
43
億
年
の
中
に
も
っ
と
色
々
な

こ
と
が
あ
っ
て
、「
そ
ん
な
に
人
間
、

ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
観
光
で
で

き
る
こ
と
が
あ
る
」
っ
て
い
う
、
そ

ん
な
気
に
今
な
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、薫
平
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

溝
口

　色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て
こ

れ
た
、
そ
し
て
し
た
た
か
に
、
し
な

や
か
に
生
き
延
び
た
か
な
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
由
布
院

わ
ら
せ
る
か
？
戦
争
す
る
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
良
か
っ
た
な
っ
て
い
う
形
に

や
っ
て
い
く
道
を
、
こ
れ
か
ら
4
、

5
0
0
0
年
く
ら
い
は
続
け
て
い
か

ん
と
、
ま
っ
た
り
し
た
良
い
関
係
は

生
ま
れ
ま
せ
ん
よ
。
県
外
の
文
化
や

技
術
を
呼
び
込
ん
だ
の
は
、
政
治
か

も
し
れ
ん
け
ど
、
迎
え
て
育
て
た
の

は
観
光
で
す
。
雅
楽
と
か
も
元
は
あ

の
辺
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
「
巨
蛇

退
治
」
と
い
う
由
布
院
神
楽
が
あ
る

け
ど
、
須
佐
之
男
に
斬
ら
れ
た
大
蛇

の
腹
か
ら
出
て
き
た
天
叢
雲
の
剣
は

鉄
製
の
剣
で
、
や
っ
て
来
た
の
は

ヒ
ッ
タ
イ
ト
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で

が
、
こ
の
1
年
半
ぐ
ら
い
の
間
に
す

ご
く
思
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
人
に

旅
は
必
要
だ
と
。
人
と
繋
が
っ
た
り

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
と

い
う
の
は
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る

し
、
生
き
る
希
望
も
出
て
き
ま
す
。

今
ま
で
放
っ
て
お
い
て
も
ど
ん
ど
ん

旅
行
し
て
い
た
時
代
に
は
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
を
色
々
気
付
い
た
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
心
配
だ
と
思
い

ま
す
が
、「
旅
行
し
ろ
」
っ
て
声
高

に
言
わ
な
く
て
も
、
み
ん
な
そ
れ
を

求
め
て
旅
す
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
日
本
に
気
づ
い
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
し
、
海
外
の
人

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
う
し
、
言
葉
が

通
じ
な
い
人
と
も
も
っ
と
も
っ
と
お

話
し
し
た
い
と
健
太
郎
さ
ん
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
こ
と

は
必
ず
通
じ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

そ
う
い
う
多
く
の
人
の
気
持
ち
に
応

え
ら
れ
る
価
値
を
伝
え
ら
れ
る
地
域

を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
作
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
本
稿
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
伝
え

る
た
め
に
、
話
し
言
葉
を
で
き
る
だ

け
そ
の
ま
ま
起
こ
し
て
い
ま
す
。

て
、
し
ゃ
べ
っ
て
…
。
あ
る
い
は
発

信
し
た
り
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
た
り
。

ハ
ガ
キ
は
63
円
で
全
国
に
運
ん
で
く

れ
る
懐
か
し
い
飛
脚
便
で
す
。以
前
、

小
泉
元
首
相
は
「
郵
便
局
を
民
営
化

す
る
ぞ
」と
言
っ
た
け
ど
ワ
シ
は「
郵

便
局
を
守
り
た
い
」。
そ
の
代
わ
り
、

63
円
ハ
ガ
キ
を
50
円
に
し
て
貰
う

（
笑
）。

　さ
て
、
そ
こ
で
何
を
発
信
す
る

か
っ
ち
ゅ
う
と
、「
過
去
」
で
す
よ
。

「
未
来
」
は
怪
し
い
。
未
来
は
、
半

分
ぐ
ら
い
は
嘘
っ
ち
ゅ
う
か
、
苦
し

紛
れ
っ
ち
ゅ
う
か
（
笑
）。
確
か
な

も
の
は
、
過
去
で
す
。
過
去
は
納
得

が
で
き
る
。
43
億
年
で
す
か
ら
。
ア

ニ
ミ
ズ
ム
や
、
曼
荼
羅
と
か
、
神
様

や
仏
様
の
世
界
で
す
。
何
十
億
年
前

か
ら
、
み
ん
な
一
緒

と
い
う
こ
と
で
や
っ

て
き
た
。
そ
の
し
き

た
り
を
、
地
球
の
上

で
人
間
が
は
び
こ
り

出
し
て
か
ら
壊
し
て

し
も
う
て
、
人
間
が

一
番
、
仲
間
以
外
は

み
ん
な
邪
魔
じ
ゃ

ち
ゅ
う
て
…
。
観
光

も
相
当
、
凝
り
固

ま
っ
ち
お
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
。
キ
リ

ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム

教
が
同
じ
町
に
住
ん

で
、
仏
様
と
神
様
が
、

一
軒
の
家
の
中
に
祀

ら
れ
て
…
。
生
き
方

を
探
し
て
き
た
。
戦

争
の
時
代
は
皆
苦
し

か
っ
た
。
観
光
は
違

う
人
た
ち
と
ど
う

や
っ
て
、
仲
よ
く
と

は
言
わ
ん
け
ど
、
ま

あ
「
な
ん
と
か
連
れ

合
う
て
い
く
」
っ
て

い
う
「
方
法
論
」
で

し
ょ
。
そ
の
た
め
に
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【
注
】

（
注
1
）『
ゆ
ふ
い
ん
大
航
海
時
代
の
幕

開
け
―
旅
を
し
た
仲
間
た
ち
』
由
布
院
の

百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
編
、
日
本
旅
館
協

会
由
布
院
連
絡
会
、
2
0
2
1
年
6
月

（
注
2
）『
た
す
き
が
け
の
湯
布
院
』
中
谷
健

太
郎
、
ふ
き
の
と
う
書
房
、
2
0
0
6
年

（
注
3
）「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」
が

1
9
7
0
年
に
創
刊
し
た
ま
ち
づ
く
り
雑

誌
。
同
会
は
、
1
9
7
0
年
に
猪
の
瀬
戸

で
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
際
、
湿
原
植
物
の
宝
庫
で
も
あ
る
こ
の

場
所
を
守
る
た
め
に
観
光
事
業
者
や
観
光

協
会
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
由

布
院
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
や
議
論
の

様
子
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
注
4
）
由
布
院
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
中
谷
氏
が
記
録
し
、
保
管
し
て
き
た
資

料
は
、「
由
布
院
の
百
年
・
編
集
サ
ロ
ン
」

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
同
サ
ロ
ン
で
は
寄

付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
元
、
資
料

の
整
理
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

溝
口
氏
が
所
有
す
る
資
料
や
写
真
に
つ
い

て
は
玉
の
湯
の
社
内
で
保
管
さ
れ
て
い

る
。
当
財
団
は
2
0
1
9
年
度
に
由
布
市

ま
ち
づ
く
り
観
光
局
よ
り
「
由
布
市
観
光

ア
ー
カ
イ
ブ
支
援
業
務
」
を
受
託
。
観
光

や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
資
料
の
目
録
作

成
や
一
部
整
理
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
お
こ

な
っ
た
ほ
か
、
今
後
の
ア
ー
カ
イ
ブ
方
針

に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
。
ま
た
、
資
料

を
用
い
て
両
氏
の
対
談
を
2
回
に
渡
っ
て

開
催
。
そ
の
内
容
を
編
集
し
て
冊
子
化
さ

れ
た
の
が
『
ゆ
ふ
い
ん
大
航
海
時
代
の
幕

開
け
―
旅
を
し
た
仲
間
た
ち
』。

（
注
5
）『
町
誌
湯
布
院
』
湯
布
院
町
誌
編
集

委
員
会
編
、
湯
布
院
町
、
1
9
8
9
年

（
注
6
）
1
9
2
4
年
に
林
学
博
士
の
本
多

静
六
氏
が
由
布
院
に
来
訪
し
、
由
布
院
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
講
演

を
お
こ
な
っ
た
。
本
書
は
そ
の
内
容
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
由
布
院
で
は
こ
の

内
容
を
現
代
語
訳
し
「
ゆ
ふ
い
ん
観
光
新

聞
別
冊
」（
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
、

2
0
0
4
年
）
と
し
て
広
く
配
布
し
た
他
、

子
供
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
ま
と
め
、

『
本
多
静
六
博
士
の「
由
布
院
温
泉
発
展
策
」

〜
心
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
知
恵
〜
』

（
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
、
2
0
0
6
年
）

と
し
て
発
行
し
て
い
る
。

（
注
7
）「
由
布
院
の
自
然
を
守
る
会
」
が
発

足
し
た
翌
年
の
1
9
7
1
年
に
同
会
が「
明

日
の
由
布
院
を
考
え
る
会
」
へ
と
発
展
移

行
。

（
注
8
）
1
9
9
6
年
頃
に
由
布
院
な
ら
で

は
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
あ
り
方
を

模
索
す
る
中
で
、
湯
布
院
町
民
と
外
部
の

由
布
院
フ
ァ
ン
が
親
類
と
付
き
合
う
よ
う

に
交
流
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
注
9
）
牧
草
地
で
豊
後
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
食
べ
た
後
に
、
参
加
者
が
大
声
で
思

い
の
丈
を
叫
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
、
1
9
7
5

年
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
元
は
「
牛

一
頭
牧
場
主
運
動
」
の
農
家
と
子
牛
の
オ

ー
ナ
ー
と
の
交
流
会
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
っ
た
。「
牛
一
頭
牧
場
主
運
動
」
は
牛
を

成
長
さ
せ
る
ま
で
の
間
、
現
金
収
入
が
得

ら
れ
な
い
農
家
の
支
援
と
美
し
い
草
原
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
、
都
会
に
住
む
人
に

子
牛
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
取
り

組
み
で
あ
る
。

【
参
考
】

『
由
布
院
モ
デ
ル

　地
域
特
性
を
活
か
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
観
光
戦
略
』

大
澤 

健
、
米
田
誠
司
、
学
芸
出
版
社
、

2
0
1
9
年

　温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
、
温

泉
地
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
に
つ
い

て
解
決
の
方
向
性
を
探
り
、
各
地
の

温
泉
地
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
2
0
0
8
年
4
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
北
海
道
阿
寒

湖
温
泉
、
群
馬
県
草
津
温
泉
、
三
重

県
鳥
羽
温
泉
郷
、兵
庫
県
有
馬
温
泉
、

愛
媛
県
道
後
温
泉
、
大
分
県
由
布
院

温
泉
、
熊
本
県
黒
川
温
泉
の
7
つ
の

温
泉
地
を
会
員
と
し
、
当
財
団
の
自

主
研
究
（
公
益
事
業
）
の
一
環
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　会
員
温
泉
地
の
観
光
事
業
者
を
は

じ
め
、
行
政
・
D
M
O
・
旅
館
組
合

等
の
担
当
者
、
大
学
の
研
究
者
や
専

門
家
な
ど
が
集
ま
り
、
定
例
研
究
会

等
で
自
由
闊
達
に
議
論
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
調
査
や
視
察
、
実
践
的
な

取
り
組
み
等
も
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
究
会
で
得
ら
れ
た
情

報
や
知
見
は
、「
提
言
」
や
「
総
括
レ

ポ
ー
ト
」
等
に
ま
と
め
広
く
発
信
し

て
い
ま
す
。

　本
稿
に
掲
載
し
た
座
談
会
が
開
催

さ
れ
た
2
0
2
1
年
度
第
2
回
温
泉

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
改
め
て
認
識
し
た
「
温
泉
地
と

し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
」

を
確
認
・
共
有
す
る
も
の
と
し
て「
温

泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会 

由
布
院
宣

言
2
0
2
1
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

（
本
宣
言
を
採
択
し
た
地
域
（
由
布

院
温
泉
）
の
名
前
を
と
っ
て
由
布
院

宣
言
2
0
2
1
と
し
て
い
ま
す
。）

（
文
：
観
光
政
策
研
究
部 

活
性
化
推

進
室

　主
任
研
究
員

　福
永
香
織
）

〈
温
泉
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
に
つ
い
て
〉

人生に「旅」と「観光」は必要なものです。
その認識のもと、我々は誇りをもって
お客様をお迎えします。

─コロナ禍で制限されることの多かった旅行ですが、旅行
の根幹である「人と会う、５感で感じる」ということは、心
と身体の健康、そして（子供の）成長に必要なものです。
温泉地として、古来からの温泉の役割である「癒し」と「保
養」が提供できているかを常に意識しつつ、地域ならでは
の経験価値を提供していきます。
─コロナ禍では、「本当に行っても大丈夫ですか」と事前に
確認してくださる来訪者の方が多くいらっしゃいました。例
えば、温泉地の安全・安心は、受け入れ側の努力だけで実
現できるものではなく、来訪者の理解と協力があって実現
できるものです。温泉地として大切にしたい理念や姿勢を
示し、来訪者の皆様にもご理解いただきながら温泉まちづ
くりを進めます。

住民が愛着と誇りを持てる
温泉まちづくりを目指します。

─住民の暮らしやライフスタイルは温泉地の魅力の重要な
要素の一つです。事業者のみならず、住民が温泉地に愛着
と誇りを持っているからこそ温泉地の景観や雰囲気が保た
れます。地元や住民に愛され、信頼される温泉まちづくり
を進めていきます。

観光産業が持つ影響力を認識し、
持続可能な温泉まちづくりを進めます。

─観光産業は様々な産業に多大な波及効果を及ぼしていま
す。観光産業が健全でいることが多くの方の雇用や生活、そ
して地域の経済を守ることにつながります。改めて一次産業
や二次産業との連携を大切にして温泉まちづくりを進めます。
─自然の恵みである温泉資源を我々は享受して生活していま
す。温泉地として後世に引き継げるよう、自然環境や温泉
文化の保全に努めます。

　改めて各主体との連携による「温泉まちづくり」を進
め、より強固な信頼関係を築くことで温泉地としての
存在意義を高めていきます。

温泉まちづくり研究会 由布院宣言2021
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□
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
外
国
人
の
受
入
も
行
っ
て
い
る
。対
日
理
解

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、親
日
派
を
発
掘
し

て
日
本
の
外
交
姿
勢
や
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、対
外
発
信
を
強
化
し
、日
本
の
外
交

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
外
務
省

事
業
で
実
施
し
た
も
の
。震
災
直
後
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、被
災
地
に
外
国
人
に
来
て
も
ら
い
、

日
本
の
復
興
の
様
子
を
自
国
に
向
け
て
発
信
し

て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

●
外
国
人
に
日
本
や
久
慈
を
知
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、外
国
の
文
化
を
久
慈
市
民
が
知
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

活
動
成
果（
住
民
へ
の
影
響
）

●
交
流
事
業
の
取
組
は
住
民
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

□
地
域
の
魅
力
再
発
見

●
星
空
の
美
し
さ
な
ど
、市
民
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
に
普
通
で
感
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。し

か
し
、外
の
人
が
感
動
す
る
姿
を
見
て
、市
民
が

久
慈
市
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ
く
機
会
に
な
っ

て
い
る
。

□
地
域
住
民
の
意
識
変
化
・
意
欲
高
揚

●
1
回
目
の
受
入
よ
り
も
2
回
目
、3
回
目
と
、

も
っ
と
良
い
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
い
う
意

欲
が
出
て
く
る
。う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
改
善
や

工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

□
外
貨
獲
得
、地
域
経
済
の
活
性
化

●
民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
、協
会
に
支
払
わ
れ
た

旅
行
代
金
か
ら
、民
泊
体
験
料
や
体
験
指
導
料

を
支
払
っ
て
い
る
。受
入
人
数
が
多
い
ほ
ど
収

入
も
増
え
る
の
で
、大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。

　□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

●
受
入
に
あ
た
っ
て
は
本
番
前
の
打
合
せ
や
終

了
後
の
反
省
会
が
必
要
に
な
り
、自
然
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
機
会
が

増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

□
生
き
が
い 

●
年
を
取
っ
て
仕
事
も
退
職
し
て
し
ま
う
と
、普

段
は
何
も
な
い
生
活
が
続
い
て
い
る
。そ
こ
へ
年

齢
の
離
れ
た
児
童
や
生
徒
が
や
っ
て
来
て
色
々

な
話
を
す
る
う
ち
に
、ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

行
政
と
の
連
携

●
市
か
ら
協
会
に
対
し
て
年
間
9
5
0
万
円
の

運
営
費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、市
の
観
光

交
流
課
職
員
と
協
会
事
務
局
員
は
同
じ
部
屋
で

同
じ
仕
事
を
し
て
お
り
、速
や
か
な
情
報
共
有

と
意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
市
予
算
の
他
に
も
、様
々
な
国
や
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
き

た
。そ
の
ひ
と
つ
、環
境
省
に
よ
る
復
興
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
で
は
、一
般
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
に
取
り
組
ん
だ
。

良
か
っ
た
点
、苦
労
し
た
点

□
良
か
っ
た
点

●
山
、川
、里
、海
、洞
窟
、白
樺
と
い
っ
た
地
域

資
源
が
豊
富
で
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。

●
旧
山
形
村
は
知
名
度
の
な
い
村
で
あ
っ
た

が
、当
時
の
村
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、自
ら
仙
台
や
東
京
に
出
向
い
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。小
さ
い
村
だ
か
ら
こ

そ
、機
動
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
。

●
市
村
合
併
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
の
山
に
加
え

て
、里
と
海
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
で
は
、山
、里
、海
で
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
人
材
も
豊
富
だ
っ

た
。

□
苦
労
し
た
点

●
一
方
で
、リ
ー
ダ
ー
以
外
に
も
多
く
の
人
が

必
要
に
な
る
が
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民
泊

家
庭
の
確
保
に
は
苦
労
し
た
。

●
受
入
頻
度
や
人
数
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
民
泊
家
庭
が
受
け
取
る
収
入
の
額
に
直
結
す

る
た
め
、偏
り
な
く
公
平
に
な
る
よ
う
に
か
な

り
気
を
使
っ
て
い
る
。小
さ
い
市
だ
か
ら
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
性
は
濃
く
、誰
が
ど
こ

に
何
人
泊
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
す
ぐ
に
広

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、よ
り
一
層
気
を
使
う
必

要
が
あ
る
。

●
市
か
ら
の
年
間
9
5
0
万
円
の
補
助
が
あ
っ

て
も
大
き
な
利
益
を
出
す
ほ
ど
で
は
な
く
、運

営
財
源
の
確
保
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、様
々
な

国
や
県
の
補
助
を
活
用
し
て
い
る
。

事
前
質
問
に
対
す
る
回
答

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、地
元

住
民
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
部
分
を
的
確
に
教

え
て
く
れ
る
外
部
の
意
見
は
非
常
に
重
要
。

●
地
域
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、地
域
に
必
ず

入
っ
て
、地
域
の
人
と
話
し
、信
用
や
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
一
番
の
近
道
に
な
る
。生
活
文

化
と
い
う〝
普
段
の
暮
ら
し
〞を
観
光
に
活
か
す

際
に
も
、地
域
の
人
と
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い
。

●
漁
業
者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、漁
業
体
験

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

が
進
ん
だ
。

●
自
然
と
親
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、親
子

教
室
や
公
民
館
事
業
で
実
施
す
る
他
、帰
省
客

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
店

に
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
も
ら
う
な
ど
も
し
て
い
る
。

●
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
地
域
特
性
を
活
か
す

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
、可
能
性

は
無
限
大
だ
と
思
う
。地
域
が
持
つ
資
源
を
活

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
後
も
全

国
各
地
で
展
開
で
き
て
い
く
と
思
う
が
、全
国

と
の
競
争
の
中
で
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
唯

一
無
二
の
も
の
が
必
要
に
な
る
。

●
震
災
記
憶
と
の
向
き
合
い
方
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
が
、久
慈
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
人
的

被
害
が
4
名
と
少
な
く
、久
慈
市
の
復
興
は
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
た
め
、あ
ま
り
ナ
ー
バ
ス
に

な
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

●
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
に
神
奈
川
県
の
高
校
生
3
5
2

心
と
し
た
周
辺
地
域
、団
体
又
は
個
人
と
の
交

流
、連
携
を
深
め
て
観
光
及
び
体
験
学
習
旅
行

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、交
流
人
口

の
増
大
に
よ
る
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
」。

●
協
会
事
務
局
員
4
名
と
市
観
光
交
流
課
職
員

3
名
の
計
7
名
が
総
括
事
務
局
を
務
め
、そ
の

下
は
大
き
く
宿
泊
部
門
と
体
験
活
動
部
門
に
分

か
れ
て
い
る
。宿
泊
部
門
に
は
民
泊
体
験
も
含

ま
れ
て
お
り
、現
在
山
側
の
農
家
で
70
件
、海
側

の
漁
家
で
20
件
、計
90
件
の
登
録
が
あ
る
。体
験

活
動
部
門
に
は
、1
0
6
名
の
体
験
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

□
自
然
体
験

●
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
、洞
窟
探
検
、ス
タ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、大
自
然
の
中
で
行
う
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

●
一
番
人
気
は
自
然
の
沢
を
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
て
楽
し
む
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
写
真
１
）。チ
ー
ム
同
士
で
協
力
し
て
上
流
を

目
指
す
も
の
で
、連
帯
感
の
醸
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
内
間
木
洞
探
検
は
、観
光
化
さ
れ
て
い
な
い

自
然
の
洞
窟
を
探
検
す
る
も
の
。通
常
、一
般
公

開
は
年
2
回
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、教

育
旅
行
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
か
ら
許
可
を
得

て
入
洞
が
可
能
。

　

□
生
活
文
化
体
験

●
郷
土
料
理
づ
く
り
、豆
腐
づ
く
り
、魚
さ
ば

き
、塩
づ
く
り
体
験
な
ど
、伝
統
的
な
農
山
漁
村

の
暮
ら
し
、文
化
を
活
用
し
た
体
験
。

●
郷
土
料
理
づ
く
り
体
験
は
、各
地
区
に
あ
る

地
元
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
、各
地
区
の
公
民
館
等
を
会
場

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

□
農
林
漁
業
体
験

●
久
慈
市
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
、林
業
、漁
業

と
い
っ
た
第
1
次
産
業
を
活
用
し
た
体
験
。農

業
体
験
、森
づ
く
り
体
験
、炭
焼
き
体
験
、畜
産

体
験
、漁
業
体
験
な
ど
。

●
漁
業
体
験
は
、サ
ッ
パ
船
と
呼
ば
れ
る
小
型

漁
船
に
乗
り
込
み
、刺
し
網
漁
を
体
験
す
る
も

の（
写
真
2
）。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
元
の

漁
師
グ
ル
ー
プ
。

□
農
林
漁
家
民
泊
体
験

●
1
軒
当
た
り
4
〜
6
人
が
民
家
に
泊
ま
り
、

田
舎
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
体
験
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
交
流
を
深
め
る
。1
泊
、2
泊
の
短

い
時
間
で
も
、別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
生

徒
も
い
る
。受
入
経
験
を
重
ね
る
中
で
各
家
庭

で
は
独
自
に
工
夫
し
て
お
も
て
な
し
を
行
っ
て

い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、琥
珀
採
掘
体
験
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、方
言
講
座
な
ど
の
体
験
も
あ
る
。

受
入
人
数
の
推
移

●
平
成
17（
2
0
0
5
）年
度
か
ら
正
式
に
受
入

を
開
始
、東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

（
2
0
1
1
）年
度
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
受

入
人
数
は
激
減
、そ
の
後
、様
々
な
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
に
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。そ
の
後
は
減
少
〜
横
ば
い
と
な

り
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

様
々
な
事
業
の
導
入

●
取
り
組
み
の
拡
大
の
た
め
、こ
れ
ま
で
に

様
々
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
久
慈
市
は
、青
森
県
、岩
手
県
、宮
城
県
の
沿

岸
16
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
加
入
し
て
い
る
。市
内
に
6
か
所
あ
る
ジ
オ

サ
イ
ト
の
来
訪
者
に
対
し
て
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
行

う
ほ
か
、ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
向
上
や
ガ
イ
ド
間

の
交
流
を
図
る
た
め
の
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施
、

小
中
学
校
で
の
出
前
事
業
、様
々
な
組
織
と
の

連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、平

成
27（
2
0
1
5
）年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
旅
行
受
入
は
児
童
、生
徒
が
中
心
だ
が
、一

般
の
お
客
様
も
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
狙
い
で

始
め
た
も
の
。市
民
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、市
民
の
健
康
増
進
、医
療
費
の

削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
。

●
教
育
旅
行
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、子

ど
も
で
は
な
く
大
人
が
体
験
す
る
と
い
う
視
点

で
再
度
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
磨
き
上
げ
を
行
っ
た
。先
進
地
視
察
の
実
施

や
、医
科
学
的
根
拠
の
確
認
の
た
め
、モ
ニ
タ
ー

を
募
っ
て
健
康
効
果
の
検
証
も
行
っ
た
。

●
健
康
増
進
の
た
め
に
は
運
動
だ
け
で
な
く
食

事
も
重
要
な
た
め
、市
内
の
飲
食
店
も
巻
き
込

ん
で
健
康
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
行
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
3
月
26
日（
金
）、「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
交
流
・
観
光
〜
久
慈
市
の〝
ふ
る
さ
と

体
験
〞〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
23
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
北
東
部
に
位
置
す
る
久
慈
市
は
、東

側
は
三
陸
海
岸
に
面
し
、西
側
に
は
白
樺
林
の

平
庭
高
原
を
は
じ
め
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
0
6
年
に
海
側
の
久
慈
市
と
山
側
の

山
形
村
が
合
併
し
、新
・
久
慈
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
慈
市
で
は
、旧
山
形
村
時
代
か
ら
、豊
か
な

自
然
や
山
村
の
生
業
・
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
体
験
型
教
育
旅
行
の
受
入
を
進
め
て
き
ま

し
た
。合
併
後
は
、海
の
資
源
も
活
用
す
る
ほ

か
、ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
新
た
な
切
り
口
に

取
り
組
み
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
を
対
象

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、長
年
に
わ
た
り
体
験
型
教
育
旅
行

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
久
慈
市
の
二
ツ
神
一
洋

氏
を
お
招
き
し
、中
山
間
地
域
で
の
交
流
・
観
光

事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
と
行
政
と
の
関
係
性
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の

磨
き
上
げ
の
方
法
、事
業
始
動
期
の
村
の
状
況
、

外
国
人
対
応
の
あ
り
方
、教
育
旅
行
参
加
者
の

そ
の
後
の
久
慈
市
と
の
関
わ
り
な
ど
、熱
心
な

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
市
の
概
要

●
久
慈
市
は
、平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
山
側

の
旧
山
形
村
と
海
側
の
旧
久
慈
市
と
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。人
口
約
3
万
4
0
0
0
人
、少
子

高
齢
化
が
非
常
に
早
く
進
ん
で
い
る
。市
域
の

65
％
は
山
林
。

●『
白
樺
ゆ
れ
る 

琥
珀
の
大
地 

海
女
の
国
』が

久
慈
市
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。平
庭
高

原
の
白
樺
林
、天
然
の
琥
珀
、北
限
の
海
女
が
代

表
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
自
身
は
、平
成
22（
2
0
1
0
）年
に
観
光
交

流
課
に
配
属
さ
れ
6
年
間
交
流
事
業
を
担
当
し

た
。同
時
に
、体
験
の
受
入
専
門
組
織
で
あ
る

「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」の
事
務
局

業
務
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

久
慈
市
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
協
会
の
概
要

●
平
成
12（
2
0
0
0
）年
、旧
山
形
村
時
代
に
、

第
一
次
産
業
衰
退
や
過
疎
化
対
策
と
し
て
、地

元
と
首
都
圏
の
小
中
学
生
を
対
象
に
交
流
を
目

的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
開
始
。そ
の
後
、体

験
型
教
育
旅
行
に
本
格
的
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
任
意
団
体
と
し

て「
山
形
村
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」を
設

立
、合
併
を
機
に「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

協
会（
以
下
、協
会
）」と
な
っ
た
。令
和
元
年
に

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
。

●
協
会
の
目
的
は
、「
久
慈
地
域
と
都
市
圏
を
中

ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

司
会
…
民
泊
受
入
を
始
め
た
理
由
は
何
か
。

二
ツ
神
氏
…
久
慈
市
で
民
泊
を
行
っ
て
い
る
学

校
の
多
く
は
仙
台
市
内
の
中
学
2
年
生
。仙
台

市
の
教
育
委
員
会
で
は
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
目
的
と
し
て
、民
泊

を
し
な
が
ら
の
野
外
体
験
活
動
を
中
学
2
年
生

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。こ

う
し
た
大
都
市
仙
台
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
め
る

よ
う
、久
慈
市
で
も
民
泊
家
庭
を
増
や
し
て
き

た
。

司
会
…
民
泊
家
庭
は
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
き

た
か
。

二
ツ
神
氏
…
民
泊
受
入
を
打
診
し
て
も
、抵
抗

を
感
じ
る
人
は
多
い
。児
童
や
生
徒
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、お
母
さ
ん
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
。大
き
な
家
で
部
屋
数
も
十
分
あ
る
民

泊
受
入
に
適
し
た
家
庭
に
は
、何
度
も
通
っ
て
、

お
父
さ
ん
で
は
な
く
お
母
さ
ん
方
を
説
得
し

た
。既
に
民
泊
受
入
を
し
て
い
る
近
所
の
方
か

ら
説
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
だ
っ
た
。

参
加
者
…
外
国
人
受
入
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
を

知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
普
段
の
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
翻

訳
し
、手
帳
に
ま
と
め
て
各
民
泊
家
庭
に
配
布

し
た
。各
民
泊
家
庭
に
は
外
国
語
を
十
分
に
話

せ
る
人
は
お
ら
ず
当
初
は
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
手
帳
の
活
用
や
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
を
使
う
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
絵
を
描
く
、身
振
り
手
振
り
を
使
う

な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

る
。言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
こ
そ
、お
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、日
本
人
と
は
違
う
交
流
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　
宗
教
上
の
理
由
な
ど
で
食
事
に
制
限
が
あ
る

人
の
受
入
に
際
し
て
は
、肉
を
使
わ
な
い
料
理

を
依
頼
す
る
な
ど
、民
泊
家
庭
に
特
別
の
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
教
育
旅
行
終
了
後
、参
加
者
と
住
民

の
交
流
が
続
い
た
事
例
は
あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
全
て
を
把
握
で
き
て
は
い
な
い

が
、年
賀
状
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
た
り
、

時
々
電
話
で
連
絡
し
て
い
た
り
、と
い
う
話
を

聞
く
。学
校
卒
業
後
に
両
親
を
連
れ
て
久
慈
を

観
光
で
訪
れ
、民
泊
家
庭
に
再
び
泊
ま
っ
た
生

徒
も
い
た
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
て
き
て
、や
り
取

り
が
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。一
度
限
り

で
は
な
く
、交
流
が
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、こ
う
し
た
つ
な
が
り

が
続
い
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

J
T
B
F
菅
野
…
元
々
旧
山
形
村
で
始
ま
っ
た

事
業
を
、市
村
合
併
を
経
て
市
全
体
に
広
げ
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、工
夫
や
苦
労
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
平
成
18（
2
0
0
6
）年
の
市
村
合

併
を
契
機
に
海
側
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
漁
家
民
泊

の
開
発
に
着
手
し
た
が
、自
身
は
山
側
の
出
身

で
あ
り
、海
側
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
。そ
こ

で
、旅
行
会
社
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員
と
、

海
側
の
旧
久
慈
市
出
身
で
地
元
事
情
に
詳
し
い

職
員
の
2
名
を
採
用
し
、海
側
で
把
握
し
て
い

る
様
々
な
人
脈
を
使
っ
て
、集
中
的
に
海
側
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。物
事
を
う
ま
く

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
見
極
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

司
会
…
体
験
型
交
流
事
業
を
担
当
す
る
な
か

で
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
型
交
流
は
、民
泊
家
庭
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
地
元
の
人
た

ち
が
主
役
で
、彼
ら
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。そ
の
た
め
に
は
地
元
の
人
た
ち
と
い
い
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。彼
ら
と
の
信
用
や
信

頼
を
築
く
た
め
に
、と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
だ
。単
に
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、茶
飲
み
話
を
し
な
が
ら
対
面

で
話
す
こ
と
が
関
係
構
築
の
た
め
に
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
普
段
の
関
係

性
が
あ
っ
て
こ
そ
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要

な
生
徒
の
受
入
な
ど
、少
し
困
難
な
案
件
で
も

快
く
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
担
当
か
ら
は
外
れ
た
が
、今
で
も
農
家
や
漁

師
の
家
に
足
を
運
び
、お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。交
流
事
業
を
き
っ
か

け
に
築
い
た
関
係
を
、こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
で
リ
ア
ル

な
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」、「
民
泊
受
入
先

開
拓
の
取
組
が
、今
後
自
分
の
地
域
で
展
開
す

る
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」、「
行
政
と

協
会
事
務
局
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
従
事

さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
が
参
考
に
な
っ
た
」と

い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
久
慈
市
は
、私
が
J
T
B
F
に
入
社
し
て
初
め

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
で
す
。行
政
の

方
は
ど
う
し
て
も
数
年
で
異
動
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、地
元
の
方
と
目
線
を
合
わ
せ
て
真
摯
に
話

を
聞
き
、「
信
用
」「
信
頼
」「
調
整
力
」を
も
っ
て
強

い
関
係
性
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
、取
組
が
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

名
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。久
慈
市
単
独

で
は
不
可
能
で
あ
り
、隣
の
洋
野
町
と
連
携
し

て
民
泊
と
体
験
受
入
を
実
施
し
た
。

●
久
慈
市
が
他
の
地
域
に
負
け
な
い
た
め
の
工

夫
と
い
う
こ
と
で
は
、き
め
細
か
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。旅
行
者
の

目
的
は
多
種
多
様
で
あ
り
、そ
れ
に
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
受
入
側
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

●
大
人
向
け
商
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
質
向
上
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
る
か
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
が
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
結
果
の
確
認
を
す
る
程
度
で
、そ
れ
以
上
の

詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、旅
行
者
側
が
す

べ
き
こ
と
、受
入
側
が
す
べ
き
こ
と
、緊
急
時
の

対
応
や
方
針
な
ど
、2
0
2
0
年
8
月
に
方
針

を
定
め
、現
在
も
実
施
し
て
い
る
。交
流
事
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
限
界
が
あ
り
、現
地
で
体
験

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め（
伝
え
た
い
こ
と
）

●
久
慈
市
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
規
模
感
の
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。久
慈
市
は

そ
も
そ
も
交
通
不
便
な
場
所
に
あ
り
、ど
ん
な
に

営
業
を
か
け
て
も
数
字
は
な
か
な
か
伸
び
な
い
。

人
口
は
今
後
も
減
少
し
高
齢
化
も
進
む
中
、移

住
や
定
住
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
す
ぐ

に
は
難
し
い
。受
入
人
数
1
万
人
と
い
う
目
標
は

達
成
し
て
い
な
い
が
、あ
ま
り
多
く
な
り
す
ぎ
る

と
受
入
側
は
疲
弊
し
て
し
ま
う
。5
0
0
0
〜

8
0
0
0
人
と
い
う
人
数
は
、獲
得
で
き
る
外
貨

の
量
と
、受
入
対
応
に
要
す
る
時
間
、時
期
、回
数

な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

●
交
流
事
業
に
お
け
る
主
役
は
地
域
の
人
た

ち
。協
会
や
観
光
交
流
課
の
役
割
は
、地
域
の
人

た
ち
が
主
役
に
な
れ
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
。必
要
な
も
の
は
、「
信
用
」「
信
頼
」

「
調
整
力
」だ
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、住
民

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、学
校
や
旅
行
会
社
と

関
わ
る
と
き
に
も
必
要
な
力
。

●
非
日
常
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
旅
行
者
は
感

動
す
る
。田
舎
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、都
会
に
と
っ
て
は
珍
し
く
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
な
感
動
を
生
ん
で
い
る
。

●
い
か
に
多
く
の
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
か
も

重
要
。地
域
住
民
だ
け
で
は
気
づ
け
な
い
の
で
、

外
部
の
方
の
目
線
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
。ま
た
、琥
珀
採
掘
体
験
と
郷
土
料
理
の
ま
め

ぶ
作
り
体
験
は
久
慈
市
で
し
か
体
験
で
き
な
い

も
の
。こ
う
し
た
唯
一
の
も
の
を
探
す
必
要
が

あ
る
。

●
数
値
目
標
は
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
。1
万

人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
き
た
が
、自
分
の
在

任
期
間
中
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
目
標

達
成
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、部
署
が
変

わ
っ
た
現
在
も
個
人
的
に
手
伝
っ
て
い
る
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

参
加
者
…
参
加
者
の
満
足
度
は
ど
う
か
。

二
ツ
神
氏
…
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
マ
イ
ナ
ス

の
意
見
は
な
い
。自
然
の
川
に
入
る
こ
と
自
体

初
め
て
の
方
が
多
い
の
で
、川
の
冷
た
さ
を
感

じ
る
だ
け
で
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
。

　
教
育
旅
行
で
は
、民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
へ
の
生
徒
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
に
、「
貴

重
な
交
流
を
し
た
」「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
体
験
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、満
足
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

参
加
者
…
一
般
客
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き

上
げ
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
き
、実
際

に
久
慈
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、様
々
な
具
体
的
な
指
導
を
受
け
た
。

司
会
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造

成
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
基
本
。教
育
旅
行
で
元
々
実
施
し
て
い

た
平
庭
高
原
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、ま
ち
な
か

の
小
さ
な
神
社
を
巡
る
コ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
。

　
医
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
に
あ
た
っ
て

は
、モ
ニ
タ
ー
に
、3
か
月
間
、週
3
日
、1
時
間

の
運
動
を
し
て
も
ら
い
、体
調
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
を
検
証
し
た
。

参
加
者
…
市
の
観
光
交
流
課
と
久
慈
市
ふ
る
さ

と
体
験
学
習
協
会
と
で
は
ど
の
よ
う
に
役
割
分

担
し
て
い
た
か
。

二
ツ
神
氏
…
当
時
観
光
交
流
課
に
は
、主
に
一
般

的
な
観
光
を
担
当
す
る
係
と
、主
に
教
育
旅
行
や

体
験
型
観
光
を
担
当
す
る
交
流
推
進
係
と
の
二
つ

が
あ
り
、自
身
は
交
流
推
進
係
に
所
属
し
て
い
た
。

　
交
流
人
口
増
加
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
、

積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、任
意
団
体
で
あ

る
協
会
よ
り
市
と
し
て
対
応
し
た
ほ
う
が
効
果

的
だ
っ
た
。一
方
、市
と
し
て
は
公
平
性
に
か
な

り
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
が
、協
会
の
場
合
は
よ

り
柔
軟
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、旅
行
会
社
か
ら
の
支
払
い
の
や
り
取

り
は
全
て
協
会
が
行
っ
て
お
り
、市
の
予
算
は

関
わ
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
旧
山
形
村
時
代
、体
験
型
交
流
に
取

り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
旧
山
形
村
は
小
さ
い
村
で
人
口
も

少
な
く
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
。

若
者
の
仕
事
が
村
内
に
な
い
た
め
都
会
へ
の
人

口
流
出
も
進
み
、財
政
基
盤
も
危
う
く
、こ
の
ま

ま
で
は
村
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
強
い

危
機
感
を
当
時
の
村
長
は
感
じ
て
い
た
。こ
う

し
た
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、

キ
ャ
ン
プ
事
業
を
皮
切
り
と
す
る
教
育
旅
行
や

体
験
型
交
流
の
事
業
。強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、村
長
自
ら
が
精
力
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

参
加
者
…
自
身
は
南
房
総
の
旅
館
に
勤
め
て
い

る
。首
都
圏
か
ら
近
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か

す
た
め
に
、〝
交
流
人
口
〞と
い
う
概
念
が
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
料
に
加
え
て
宿
泊
料
が
地
域

に
落
ち
る
た
め
、日
帰
り
客
よ
り
も
宿
泊
客
を

増
や
し
た
い
。朝
の
3
時
や
4
時
に
始
ま
る
漁

業
体
験
等
、夜
中
、早
朝
と
い
っ
た
時
間
帯
に
活

動
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
れ
ば
、必

然
的
に
久
慈
市
内
に
宿
泊
す
る
。

　
宿
泊
日
数
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、一
日
で
は

足
り
な
い
く
ら
い
の
見
ど
こ
ろ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、新
た
な
プ

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

23 回第

「
中
山
間
地
域
に
お
け
る

交
流・
観
光
〜
久
慈
市〝
ふ
る
さ
と
体
験
〞〜
」

を
開
催

二
ツ
神
一
洋
（
ふ
た
つ
が
み
・
か
ず
ひ
ろ
）
氏

1
9
7
2
年
生
ま
れ
。旧
山
形
村
出
身
。

現
在
の
役
職
は
久
慈
市
産
業
経
済
部
林
業
水
産
課 

課
長
。

2
0
0
0
年
に
旧
山
形
村
役
場
に
入
庁
。

合
併
後
、久
慈
市
全
域
で
の
体
験
型
教
育
旅
行
受
入
拡
大
に
向
け
て
、

漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、漁
家
民
泊
受
入
、

大
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
等
に
奔
走
。

交
流・観
光
事
業
の
直
接
の
担
当
を
離
れ
た
現
在
も
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
参
加
者
と
触
れ
合
う
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
名
は「
和
尚
さ
ん
」。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

話
題
提
供
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□
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
外
国
人
の
受
入
も
行
っ
て
い
る
。対
日
理
解

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、親
日
派
を
発
掘
し

て
日
本
の
外
交
姿
勢
や
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、対
外
発
信
を
強
化
し
、日
本
の
外
交

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
外
務
省

事
業
で
実
施
し
た
も
の
。震
災
直
後
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、被
災
地
に
外
国
人
に
来
て
も
ら
い
、

日
本
の
復
興
の
様
子
を
自
国
に
向
け
て
発
信
し

て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

●
外
国
人
に
日
本
や
久
慈
を
知
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、外
国
の
文
化
を
久
慈
市
民
が
知
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

活
動
成
果（
住
民
へ
の
影
響
）

●
交
流
事
業
の
取
組
は
住
民
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

□
地
域
の
魅
力
再
発
見

●
星
空
の
美
し
さ
な
ど
、市
民
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
に
普
通
で
感
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。し

か
し
、外
の
人
が
感
動
す
る
姿
を
見
て
、市
民
が

久
慈
市
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ
く
機
会
に
な
っ

て
い
る
。

□
地
域
住
民
の
意
識
変
化
・
意
欲
高
揚

●
1
回
目
の
受
入
よ
り
も
2
回
目
、3
回
目
と
、

も
っ
と
良
い
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
い
う
意

欲
が
出
て
く
る
。う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
改
善
や

工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

□
外
貨
獲
得
、地
域
経
済
の
活
性
化

●
民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
、協
会
に
支
払
わ
れ
た

旅
行
代
金
か
ら
、民
泊
体
験
料
や
体
験
指
導
料

を
支
払
っ
て
い
る
。受
入
人
数
が
多
い
ほ
ど
収

入
も
増
え
る
の
で
、大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。

　□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

●
受
入
に
あ
た
っ
て
は
本
番
前
の
打
合
せ
や
終

了
後
の
反
省
会
が
必
要
に
な
り
、自
然
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
機
会
が

増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

□
生
き
が
い 

●
年
を
取
っ
て
仕
事
も
退
職
し
て
し
ま
う
と
、普

段
は
何
も
な
い
生
活
が
続
い
て
い
る
。そ
こ
へ
年

齢
の
離
れ
た
児
童
や
生
徒
が
や
っ
て
来
て
色
々

な
話
を
す
る
う
ち
に
、ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

行
政
と
の
連
携

●
市
か
ら
協
会
に
対
し
て
年
間
9
5
0
万
円
の

運
営
費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、市
の
観
光

交
流
課
職
員
と
協
会
事
務
局
員
は
同
じ
部
屋
で

同
じ
仕
事
を
し
て
お
り
、速
や
か
な
情
報
共
有

と
意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
市
予
算
の
他
に
も
、様
々
な
国
や
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
き

た
。そ
の
ひ
と
つ
、環
境
省
に
よ
る
復
興
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
で
は
、一
般
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
に
取
り
組
ん
だ
。

良
か
っ
た
点
、苦
労
し
た
点

□
良
か
っ
た
点

●
山
、川
、里
、海
、洞
窟
、白
樺
と
い
っ
た
地
域

資
源
が
豊
富
で
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。

●
旧
山
形
村
は
知
名
度
の
な
い
村
で
あ
っ
た

が
、当
時
の
村
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、自
ら
仙
台
や
東
京
に
出
向
い
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。小
さ
い
村
だ
か
ら
こ

そ
、機
動
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
。

●
市
村
合
併
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
の
山
に
加
え

て
、里
と
海
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
で
は
、山
、里
、海
で
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
人
材
も
豊
富
だ
っ

た
。

□
苦
労
し
た
点

●
一
方
で
、リ
ー
ダ
ー
以
外
に
も
多
く
の
人
が

必
要
に
な
る
が
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民
泊

家
庭
の
確
保
に
は
苦
労
し
た
。

●
受
入
頻
度
や
人
数
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
民
泊
家
庭
が
受
け
取
る
収
入
の
額
に
直
結
す

る
た
め
、偏
り
な
く
公
平
に
な
る
よ
う
に
か
な

り
気
を
使
っ
て
い
る
。小
さ
い
市
だ
か
ら
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
性
は
濃
く
、誰
が
ど
こ

に
何
人
泊
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
す
ぐ
に
広

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、よ
り
一
層
気
を
使
う
必

要
が
あ
る
。

●
市
か
ら
の
年
間
9
5
0
万
円
の
補
助
が
あ
っ

て
も
大
き
な
利
益
を
出
す
ほ
ど
で
は
な
く
、運

営
財
源
の
確
保
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、様
々
な

国
や
県
の
補
助
を
活
用
し
て
い
る
。

事
前
質
問
に
対
す
る
回
答

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、地
元

住
民
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
部
分
を
的
確
に
教

え
て
く
れ
る
外
部
の
意
見
は
非
常
に
重
要
。

●
地
域
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、地
域
に
必
ず

入
っ
て
、地
域
の
人
と
話
し
、信
用
や
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
一
番
の
近
道
に
な
る
。生
活
文

化
と
い
う〝
普
段
の
暮
ら
し
〞を
観
光
に
活
か
す

際
に
も
、地
域
の
人
と
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い
。

●
漁
業
者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、漁
業
体
験

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

が
進
ん
だ
。

●
自
然
と
親
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、親
子

教
室
や
公
民
館
事
業
で
実
施
す
る
他
、帰
省
客

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
店

に
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
も
ら
う
な
ど
も
し
て
い
る
。

●
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
地
域
特
性
を
活
か
す

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
、可
能
性

は
無
限
大
だ
と
思
う
。地
域
が
持
つ
資
源
を
活

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
後
も
全

国
各
地
で
展
開
で
き
て
い
く
と
思
う
が
、全
国

と
の
競
争
の
中
で
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
唯

一
無
二
の
も
の
が
必
要
に
な
る
。

●
震
災
記
憶
と
の
向
き
合
い
方
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
が
、久
慈
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
人
的

被
害
が
4
名
と
少
な
く
、久
慈
市
の
復
興
は
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
た
め
、あ
ま
り
ナ
ー
バ
ス
に

な
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

●
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
に
神
奈
川
県
の
高
校
生
3
5
2

心
と
し
た
周
辺
地
域
、団
体
又
は
個
人
と
の
交

流
、連
携
を
深
め
て
観
光
及
び
体
験
学
習
旅
行

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、交
流
人
口

の
増
大
に
よ
る
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
」。

●
協
会
事
務
局
員
4
名
と
市
観
光
交
流
課
職
員

3
名
の
計
7
名
が
総
括
事
務
局
を
務
め
、そ
の

下
は
大
き
く
宿
泊
部
門
と
体
験
活
動
部
門
に
分

か
れ
て
い
る
。宿
泊
部
門
に
は
民
泊
体
験
も
含

ま
れ
て
お
り
、現
在
山
側
の
農
家
で
70
件
、海
側

の
漁
家
で
20
件
、計
90
件
の
登
録
が
あ
る
。体
験

活
動
部
門
に
は
、1
0
6
名
の
体
験
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

□
自
然
体
験

●
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
、洞
窟
探
検
、ス
タ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、大
自
然
の
中
で
行
う
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

●
一
番
人
気
は
自
然
の
沢
を
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
て
楽
し
む
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
写
真
１
）。チ
ー
ム
同
士
で
協
力
し
て
上
流
を

目
指
す
も
の
で
、連
帯
感
の
醸
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
内
間
木
洞
探
検
は
、観
光
化
さ
れ
て
い
な
い

自
然
の
洞
窟
を
探
検
す
る
も
の
。通
常
、一
般
公

開
は
年
2
回
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、教

育
旅
行
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
か
ら
許
可
を
得

て
入
洞
が
可
能
。

　

□
生
活
文
化
体
験

●
郷
土
料
理
づ
く
り
、豆
腐
づ
く
り
、魚
さ
ば

き
、塩
づ
く
り
体
験
な
ど
、伝
統
的
な
農
山
漁
村

の
暮
ら
し
、文
化
を
活
用
し
た
体
験
。

●
郷
土
料
理
づ
く
り
体
験
は
、各
地
区
に
あ
る

地
元
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
、各
地
区
の
公
民
館
等
を
会
場

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

□
農
林
漁
業
体
験

●
久
慈
市
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
、林
業
、漁
業

と
い
っ
た
第
1
次
産
業
を
活
用
し
た
体
験
。農

業
体
験
、森
づ
く
り
体
験
、炭
焼
き
体
験
、畜
産

体
験
、漁
業
体
験
な
ど
。

●
漁
業
体
験
は
、サ
ッ
パ
船
と
呼
ば
れ
る
小
型

漁
船
に
乗
り
込
み
、刺
し
網
漁
を
体
験
す
る
も

の（
写
真
2
）。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
元
の

漁
師
グ
ル
ー
プ
。

□
農
林
漁
家
民
泊
体
験

●
1
軒
当
た
り
4
〜
6
人
が
民
家
に
泊
ま
り
、

田
舎
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
体
験
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
交
流
を
深
め
る
。1
泊
、2
泊
の
短

い
時
間
で
も
、別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
生

徒
も
い
る
。受
入
経
験
を
重
ね
る
中
で
各
家
庭

で
は
独
自
に
工
夫
し
て
お
も
て
な
し
を
行
っ
て

い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、琥
珀
採
掘
体
験
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、方
言
講
座
な
ど
の
体
験
も
あ
る
。

受
入
人
数
の
推
移

●
平
成
17（
2
0
0
5
）年
度
か
ら
正
式
に
受
入

を
開
始
、東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

（
2
0
1
1
）年
度
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
受

入
人
数
は
激
減
、そ
の
後
、様
々
な
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
に
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。そ
の
後
は
減
少
〜
横
ば
い
と
な

り
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

様
々
な
事
業
の
導
入

●
取
り
組
み
の
拡
大
の
た
め
、こ
れ
ま
で
に

様
々
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
久
慈
市
は
、青
森
県
、岩
手
県
、宮
城
県
の
沿

岸
16
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
加
入
し
て
い
る
。市
内
に
6
か
所
あ
る
ジ
オ

サ
イ
ト
の
来
訪
者
に
対
し
て
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
行

う
ほ
か
、ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
向
上
や
ガ
イ
ド
間

の
交
流
を
図
る
た
め
の
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施
、

小
中
学
校
で
の
出
前
事
業
、様
々
な
組
織
と
の

連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、平

成
27（
2
0
1
5
）年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
旅
行
受
入
は
児
童
、生
徒
が
中
心
だ
が
、一

般
の
お
客
様
も
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
狙
い
で

始
め
た
も
の
。市
民
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、市
民
の
健
康
増
進
、医
療
費
の

削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
。

●
教
育
旅
行
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、子

ど
も
で
は
な
く
大
人
が
体
験
す
る
と
い
う
視
点

で
再
度
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
磨
き
上
げ
を
行
っ
た
。先
進
地
視
察
の
実
施

や
、医
科
学
的
根
拠
の
確
認
の
た
め
、モ
ニ
タ
ー

を
募
っ
て
健
康
効
果
の
検
証
も
行
っ
た
。

●
健
康
増
進
の
た
め
に
は
運
動
だ
け
で
な
く
食

事
も
重
要
な
た
め
、市
内
の
飲
食
店
も
巻
き
込

ん
で
健
康
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
行
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
3
月
26
日（
金
）、「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
交
流
・
観
光
〜
久
慈
市
の〝
ふ
る
さ
と

体
験
〞〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
23
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
北
東
部
に
位
置
す
る
久
慈
市
は
、東

側
は
三
陸
海
岸
に
面
し
、西
側
に
は
白
樺
林
の

平
庭
高
原
を
は
じ
め
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
0
6
年
に
海
側
の
久
慈
市
と
山
側
の

山
形
村
が
合
併
し
、新
・
久
慈
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
慈
市
で
は
、旧
山
形
村
時
代
か
ら
、豊
か
な

自
然
や
山
村
の
生
業
・
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
体
験
型
教
育
旅
行
の
受
入
を
進
め
て
き
ま

し
た
。合
併
後
は
、海
の
資
源
も
活
用
す
る
ほ

か
、ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
新
た
な
切
り
口
に

取
り
組
み
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
を
対
象

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、長
年
に
わ
た
り
体
験
型
教
育
旅
行

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
久
慈
市
の
二
ツ
神
一
洋

氏
を
お
招
き
し
、中
山
間
地
域
で
の
交
流
・
観
光

事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
と
行
政
と
の
関
係
性
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の

磨
き
上
げ
の
方
法
、事
業
始
動
期
の
村
の
状
況
、

外
国
人
対
応
の
あ
り
方
、教
育
旅
行
参
加
者
の

そ
の
後
の
久
慈
市
と
の
関
わ
り
な
ど
、熱
心
な

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
市
の
概
要

●
久
慈
市
は
、平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
山
側

の
旧
山
形
村
と
海
側
の
旧
久
慈
市
と
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。人
口
約
3
万
4
0
0
0
人
、少
子

高
齢
化
が
非
常
に
早
く
進
ん
で
い
る
。市
域
の

65
％
は
山
林
。

●『
白
樺
ゆ
れ
る 

琥
珀
の
大
地 

海
女
の
国
』が

久
慈
市
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。平
庭
高

原
の
白
樺
林
、天
然
の
琥
珀
、北
限
の
海
女
が
代

表
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
自
身
は
、平
成
22（
2
0
1
0
）年
に
観
光
交

流
課
に
配
属
さ
れ
6
年
間
交
流
事
業
を
担
当
し

た
。同
時
に
、体
験
の
受
入
専
門
組
織
で
あ
る

「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」の
事
務
局

業
務
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

久
慈
市
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
協
会
の
概
要

●
平
成
12（
2
0
0
0
）年
、旧
山
形
村
時
代
に
、

第
一
次
産
業
衰
退
や
過
疎
化
対
策
と
し
て
、地

元
と
首
都
圏
の
小
中
学
生
を
対
象
に
交
流
を
目

的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
開
始
。そ
の
後
、体

験
型
教
育
旅
行
に
本
格
的
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
任
意
団
体
と
し

て「
山
形
村
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」を
設

立
、合
併
を
機
に「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

協
会（
以
下
、協
会
）」と
な
っ
た
。令
和
元
年
に

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
。

●
協
会
の
目
的
は
、「
久
慈
地
域
と
都
市
圏
を
中

ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

司
会
…
民
泊
受
入
を
始
め
た
理
由
は
何
か
。

二
ツ
神
氏
…
久
慈
市
で
民
泊
を
行
っ
て
い
る
学

校
の
多
く
は
仙
台
市
内
の
中
学
2
年
生
。仙
台

市
の
教
育
委
員
会
で
は
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
目
的
と
し
て
、民
泊

を
し
な
が
ら
の
野
外
体
験
活
動
を
中
学
2
年
生

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。こ

う
し
た
大
都
市
仙
台
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
め
る

よ
う
、久
慈
市
で
も
民
泊
家
庭
を
増
や
し
て
き

た
。

司
会
…
民
泊
家
庭
は
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
き

た
か
。

二
ツ
神
氏
…
民
泊
受
入
を
打
診
し
て
も
、抵
抗

を
感
じ
る
人
は
多
い
。児
童
や
生
徒
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、お
母
さ
ん
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
。大
き
な
家
で
部
屋
数
も
十
分
あ
る
民

泊
受
入
に
適
し
た
家
庭
に
は
、何
度
も
通
っ
て
、

お
父
さ
ん
で
は
な
く
お
母
さ
ん
方
を
説
得
し

た
。既
に
民
泊
受
入
を
し
て
い
る
近
所
の
方
か

ら
説
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
だ
っ
た
。

参
加
者
…
外
国
人
受
入
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
を

知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
普
段
の
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
翻

訳
し
、手
帳
に
ま
と
め
て
各
民
泊
家
庭
に
配
布

し
た
。各
民
泊
家
庭
に
は
外
国
語
を
十
分
に
話

せ
る
人
は
お
ら
ず
当
初
は
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
手
帳
の
活
用
や
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
を
使
う
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
絵
を
描
く
、身
振
り
手
振
り
を
使
う

な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

る
。言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
こ
そ
、お
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、日
本
人
と
は
違
う
交
流
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　
宗
教
上
の
理
由
な
ど
で
食
事
に
制
限
が
あ
る

人
の
受
入
に
際
し
て
は
、肉
を
使
わ
な
い
料
理

を
依
頼
す
る
な
ど
、民
泊
家
庭
に
特
別
の
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
教
育
旅
行
終
了
後
、参
加
者
と
住
民

の
交
流
が
続
い
た
事
例
は
あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
全
て
を
把
握
で
き
て
は
い
な
い

が
、年
賀
状
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
た
り
、

時
々
電
話
で
連
絡
し
て
い
た
り
、と
い
う
話
を

聞
く
。学
校
卒
業
後
に
両
親
を
連
れ
て
久
慈
を

観
光
で
訪
れ
、民
泊
家
庭
に
再
び
泊
ま
っ
た
生

徒
も
い
た
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
て
き
て
、や
り
取

り
が
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。一
度
限
り

で
は
な
く
、交
流
が
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、こ
う
し
た
つ
な
が
り

が
続
い
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

J
T
B
F
菅
野
…
元
々
旧
山
形
村
で
始
ま
っ
た

事
業
を
、市
村
合
併
を
経
て
市
全
体
に
広
げ
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、工
夫
や
苦
労
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
平
成
18（
2
0
0
6
）年
の
市
村
合

併
を
契
機
に
海
側
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
漁
家
民
泊

の
開
発
に
着
手
し
た
が
、自
身
は
山
側
の
出
身

で
あ
り
、海
側
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
。そ
こ

で
、旅
行
会
社
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員
と
、

海
側
の
旧
久
慈
市
出
身
で
地
元
事
情
に
詳
し
い

職
員
の
2
名
を
採
用
し
、海
側
で
把
握
し
て
い

る
様
々
な
人
脈
を
使
っ
て
、集
中
的
に
海
側
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。物
事
を
う
ま
く

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
見
極
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

司
会
…
体
験
型
交
流
事
業
を
担
当
す
る
な
か

で
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
型
交
流
は
、民
泊
家
庭
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
地
元
の
人
た

ち
が
主
役
で
、彼
ら
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。そ
の
た
め
に
は
地
元
の
人
た
ち
と
い
い
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。彼
ら
と
の
信
用
や
信

頼
を
築
く
た
め
に
、と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
だ
。単
に
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、茶
飲
み
話
を
し
な
が
ら
対
面

で
話
す
こ
と
が
関
係
構
築
の
た
め
に
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
普
段
の
関
係

性
が
あ
っ
て
こ
そ
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要

な
生
徒
の
受
入
な
ど
、少
し
困
難
な
案
件
で
も

快
く
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
担
当
か
ら
は
外
れ
た
が
、今
で
も
農
家
や
漁

師
の
家
に
足
を
運
び
、お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。交
流
事
業
を
き
っ
か

け
に
築
い
た
関
係
を
、こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
で
リ
ア
ル

な
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」、「
民
泊
受
入
先

開
拓
の
取
組
が
、今
後
自
分
の
地
域
で
展
開
す

る
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」、「
行
政
と

協
会
事
務
局
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
従
事

さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
が
参
考
に
な
っ
た
」と

い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
久
慈
市
は
、私
が
J
T
B
F
に
入
社
し
て
初
め

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
で
す
。行
政
の

方
は
ど
う
し
て
も
数
年
で
異
動
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、地
元
の
方
と
目
線
を
合
わ
せ
て
真
摯
に
話

を
聞
き
、「
信
用
」「
信
頼
」「
調
整
力
」を
も
っ
て
強

い
関
係
性
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
、取
組
が
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

名
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。久
慈
市
単
独

で
は
不
可
能
で
あ
り
、隣
の
洋
野
町
と
連
携
し

て
民
泊
と
体
験
受
入
を
実
施
し
た
。

●
久
慈
市
が
他
の
地
域
に
負
け
な
い
た
め
の
工

夫
と
い
う
こ
と
で
は
、き
め
細
か
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。旅
行
者
の

目
的
は
多
種
多
様
で
あ
り
、そ
れ
に
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
受
入
側
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

●
大
人
向
け
商
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
質
向
上
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
る
か
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
が
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
結
果
の
確
認
を
す
る
程
度
で
、そ
れ
以
上
の

詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、旅
行
者
側
が
す

べ
き
こ
と
、受
入
側
が
す
べ
き
こ
と
、緊
急
時
の

対
応
や
方
針
な
ど
、2
0
2
0
年
8
月
に
方
針

を
定
め
、現
在
も
実
施
し
て
い
る
。交
流
事
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
限
界
が
あ
り
、現
地
で
体
験

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め（
伝
え
た
い
こ
と
）

●
久
慈
市
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
規
模
感
の
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。久
慈
市
は

そ
も
そ
も
交
通
不
便
な
場
所
に
あ
り
、ど
ん
な
に

営
業
を
か
け
て
も
数
字
は
な
か
な
か
伸
び
な
い
。

人
口
は
今
後
も
減
少
し
高
齢
化
も
進
む
中
、移

住
や
定
住
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
す
ぐ

に
は
難
し
い
。受
入
人
数
1
万
人
と
い
う
目
標
は

達
成
し
て
い
な
い
が
、あ
ま
り
多
く
な
り
す
ぎ
る

と
受
入
側
は
疲
弊
し
て
し
ま
う
。5
0
0
0
〜

8
0
0
0
人
と
い
う
人
数
は
、獲
得
で
き
る
外
貨

の
量
と
、受
入
対
応
に
要
す
る
時
間
、時
期
、回
数

な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

●
交
流
事
業
に
お
け
る
主
役
は
地
域
の
人
た

ち
。協
会
や
観
光
交
流
課
の
役
割
は
、地
域
の
人

た
ち
が
主
役
に
な
れ
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
。必
要
な
も
の
は
、「
信
用
」「
信
頼
」

「
調
整
力
」だ
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、住
民

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、学
校
や
旅
行
会
社
と

関
わ
る
と
き
に
も
必
要
な
力
。

●
非
日
常
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
旅
行
者
は
感

動
す
る
。田
舎
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、都
会
に
と
っ
て
は
珍
し
く
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
な
感
動
を
生
ん
で
い
る
。

●
い
か
に
多
く
の
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
か
も

重
要
。地
域
住
民
だ
け
で
は
気
づ
け
な
い
の
で
、

外
部
の
方
の
目
線
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
。ま
た
、琥
珀
採
掘
体
験
と
郷
土
料
理
の
ま
め

ぶ
作
り
体
験
は
久
慈
市
で
し
か
体
験
で
き
な
い

も
の
。こ
う
し
た
唯
一
の
も
の
を
探
す
必
要
が

あ
る
。

●
数
値
目
標
は
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
。1
万

人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
き
た
が
、自
分
の
在

任
期
間
中
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
目
標

達
成
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、部
署
が
変

わ
っ
た
現
在
も
個
人
的
に
手
伝
っ
て
い
る
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

参
加
者
…
参
加
者
の
満
足
度
は
ど
う
か
。

二
ツ
神
氏
…
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
マ
イ
ナ
ス

の
意
見
は
な
い
。自
然
の
川
に
入
る
こ
と
自
体

初
め
て
の
方
が
多
い
の
で
、川
の
冷
た
さ
を
感

じ
る
だ
け
で
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
。

　
教
育
旅
行
で
は
、民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
へ
の
生
徒
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
に
、「
貴

重
な
交
流
を
し
た
」「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
体
験
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、満
足
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

参
加
者
…
一
般
客
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き

上
げ
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
き
、実
際

に
久
慈
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、様
々
な
具
体
的
な
指
導
を
受
け
た
。

司
会
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造

成
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
基
本
。教
育
旅
行
で
元
々
実
施
し
て
い

た
平
庭
高
原
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、ま
ち
な
か

の
小
さ
な
神
社
を
巡
る
コ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
。

　
医
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
に
あ
た
っ
て

は
、モ
ニ
タ
ー
に
、3
か
月
間
、週
3
日
、1
時
間

の
運
動
を
し
て
も
ら
い
、体
調
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
を
検
証
し
た
。

参
加
者
…
市
の
観
光
交
流
課
と
久
慈
市
ふ
る
さ

と
体
験
学
習
協
会
と
で
は
ど
の
よ
う
に
役
割
分

担
し
て
い
た
か
。

二
ツ
神
氏
…
当
時
観
光
交
流
課
に
は
、主
に
一
般

的
な
観
光
を
担
当
す
る
係
と
、主
に
教
育
旅
行
や

体
験
型
観
光
を
担
当
す
る
交
流
推
進
係
と
の
二
つ

が
あ
り
、自
身
は
交
流
推
進
係
に
所
属
し
て
い
た
。

　
交
流
人
口
増
加
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
、

積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、任
意
団
体
で
あ

る
協
会
よ
り
市
と
し
て
対
応
し
た
ほ
う
が
効
果

的
だ
っ
た
。一
方
、市
と
し
て
は
公
平
性
に
か
な

り
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
が
、協
会
の
場
合
は
よ

り
柔
軟
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、旅
行
会
社
か
ら
の
支
払
い
の
や
り
取

り
は
全
て
協
会
が
行
っ
て
お
り
、市
の
予
算
は

関
わ
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
旧
山
形
村
時
代
、体
験
型
交
流
に
取

り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
旧
山
形
村
は
小
さ
い
村
で
人
口
も

少
な
く
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
。

若
者
の
仕
事
が
村
内
に
な
い
た
め
都
会
へ
の
人

口
流
出
も
進
み
、財
政
基
盤
も
危
う
く
、こ
の
ま

ま
で
は
村
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
強
い

危
機
感
を
当
時
の
村
長
は
感
じ
て
い
た
。こ
う

し
た
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、

キ
ャ
ン
プ
事
業
を
皮
切
り
と
す
る
教
育
旅
行
や

体
験
型
交
流
の
事
業
。強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、村
長
自
ら
が
精
力
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

参
加
者
…
自
身
は
南
房
総
の
旅
館
に
勤
め
て
い

る
。首
都
圏
か
ら
近
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か

す
た
め
に
、〝
交
流
人
口
〞と
い
う
概
念
が
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
料
に
加
え
て
宿
泊
料
が
地
域

に
落
ち
る
た
め
、日
帰
り
客
よ
り
も
宿
泊
客
を

増
や
し
た
い
。朝
の
3
時
や
4
時
に
始
ま
る
漁

業
体
験
等
、夜
中
、早
朝
と
い
っ
た
時
間
帯
に
活

動
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
れ
ば
、必

然
的
に
久
慈
市
内
に
宿
泊
す
る
。

　
宿
泊
日
数
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、一
日
で
は

足
り
な
い
く
ら
い
の
見
ど
こ
ろ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、新
た
な
プ

写真2：サッパ船での漁業体験

写真1：内間木渓谷でのシャワークライミング
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□
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
外
国
人
の
受
入
も
行
っ
て
い
る
。対
日
理
解

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、親
日
派
を
発
掘
し

て
日
本
の
外
交
姿
勢
や
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、対
外
発
信
を
強
化
し
、日
本
の
外
交

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
外
務
省

事
業
で
実
施
し
た
も
の
。震
災
直
後
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、被
災
地
に
外
国
人
に
来
て
も
ら
い
、

日
本
の
復
興
の
様
子
を
自
国
に
向
け
て
発
信
し

て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

●
外
国
人
に
日
本
や
久
慈
を
知
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、外
国
の
文
化
を
久
慈
市
民
が
知
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

活
動
成
果（
住
民
へ
の
影
響
）

●
交
流
事
業
の
取
組
は
住
民
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

□
地
域
の
魅
力
再
発
見

●
星
空
の
美
し
さ
な
ど
、市
民
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
に
普
通
で
感
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。し

か
し
、外
の
人
が
感
動
す
る
姿
を
見
て
、市
民
が

久
慈
市
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ
く
機
会
に
な
っ

て
い
る
。

□
地
域
住
民
の
意
識
変
化
・
意
欲
高
揚

●
1
回
目
の
受
入
よ
り
も
2
回
目
、3
回
目
と
、

も
っ
と
良
い
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
い
う
意

欲
が
出
て
く
る
。う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
改
善
や

工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

□
外
貨
獲
得
、地
域
経
済
の
活
性
化

●
民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
、協
会
に
支
払
わ
れ
た

旅
行
代
金
か
ら
、民
泊
体
験
料
や
体
験
指
導
料

を
支
払
っ
て
い
る
。受
入
人
数
が
多
い
ほ
ど
収

入
も
増
え
る
の
で
、大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。

　□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

●
受
入
に
あ
た
っ
て
は
本
番
前
の
打
合
せ
や
終

了
後
の
反
省
会
が
必
要
に
な
り
、自
然
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
機
会
が

増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

□
生
き
が
い 

●
年
を
取
っ
て
仕
事
も
退
職
し
て
し
ま
う
と
、普

段
は
何
も
な
い
生
活
が
続
い
て
い
る
。そ
こ
へ
年

齢
の
離
れ
た
児
童
や
生
徒
が
や
っ
て
来
て
色
々

な
話
を
す
る
う
ち
に
、ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

行
政
と
の
連
携

●
市
か
ら
協
会
に
対
し
て
年
間
9
5
0
万
円
の

運
営
費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、市
の
観
光

交
流
課
職
員
と
協
会
事
務
局
員
は
同
じ
部
屋
で

同
じ
仕
事
を
し
て
お
り
、速
や
か
な
情
報
共
有

と
意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
市
予
算
の
他
に
も
、様
々
な
国
や
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
き

た
。そ
の
ひ
と
つ
、環
境
省
に
よ
る
復
興
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
で
は
、一
般
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
に
取
り
組
ん
だ
。

良
か
っ
た
点
、苦
労
し
た
点

□
良
か
っ
た
点

●
山
、川
、里
、海
、洞
窟
、白
樺
と
い
っ
た
地
域

資
源
が
豊
富
で
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。

●
旧
山
形
村
は
知
名
度
の
な
い
村
で
あ
っ
た

が
、当
時
の
村
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、自
ら
仙
台
や
東
京
に
出
向
い
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。小
さ
い
村
だ
か
ら
こ

そ
、機
動
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
。

●
市
村
合
併
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
の
山
に
加
え

て
、里
と
海
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
で
は
、山
、里
、海
で
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
人
材
も
豊
富
だ
っ

た
。

□
苦
労
し
た
点

●
一
方
で
、リ
ー
ダ
ー
以
外
に
も
多
く
の
人
が

必
要
に
な
る
が
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民
泊

家
庭
の
確
保
に
は
苦
労
し
た
。

●
受
入
頻
度
や
人
数
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
民
泊
家
庭
が
受
け
取
る
収
入
の
額
に
直
結
す

る
た
め
、偏
り
な
く
公
平
に
な
る
よ
う
に
か
な

り
気
を
使
っ
て
い
る
。小
さ
い
市
だ
か
ら
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
性
は
濃
く
、誰
が
ど
こ

に
何
人
泊
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
す
ぐ
に
広

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、よ
り
一
層
気
を
使
う
必

要
が
あ
る
。

●
市
か
ら
の
年
間
9
5
0
万
円
の
補
助
が
あ
っ

て
も
大
き
な
利
益
を
出
す
ほ
ど
で
は
な
く
、運

営
財
源
の
確
保
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、様
々
な

国
や
県
の
補
助
を
活
用
し
て
い
る
。

事
前
質
問
に
対
す
る
回
答

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、地
元

住
民
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
部
分
を
的
確
に
教

え
て
く
れ
る
外
部
の
意
見
は
非
常
に
重
要
。

●
地
域
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、地
域
に
必
ず

入
っ
て
、地
域
の
人
と
話
し
、信
用
や
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
一
番
の
近
道
に
な
る
。生
活
文

化
と
い
う〝
普
段
の
暮
ら
し
〞を
観
光
に
活
か
す

際
に
も
、地
域
の
人
と
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い
。

●
漁
業
者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、漁
業
体
験

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

が
進
ん
だ
。

●
自
然
と
親
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、親
子

教
室
や
公
民
館
事
業
で
実
施
す
る
他
、帰
省
客

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
店

に
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
も
ら
う
な
ど
も
し
て
い
る
。

●
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
地
域
特
性
を
活
か
す

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
、可
能
性

は
無
限
大
だ
と
思
う
。地
域
が
持
つ
資
源
を
活

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
後
も
全

国
各
地
で
展
開
で
き
て
い
く
と
思
う
が
、全
国

と
の
競
争
の
中
で
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
唯

一
無
二
の
も
の
が
必
要
に
な
る
。

●
震
災
記
憶
と
の
向
き
合
い
方
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
が
、久
慈
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
人
的

被
害
が
4
名
と
少
な
く
、久
慈
市
の
復
興
は
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
た
め
、あ
ま
り
ナ
ー
バ
ス
に

な
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

●
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
に
神
奈
川
県
の
高
校
生
3
5
2

心
と
し
た
周
辺
地
域
、団
体
又
は
個
人
と
の
交

流
、連
携
を
深
め
て
観
光
及
び
体
験
学
習
旅
行

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、交
流
人
口

の
増
大
に
よ
る
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
」。

●
協
会
事
務
局
員
4
名
と
市
観
光
交
流
課
職
員

3
名
の
計
7
名
が
総
括
事
務
局
を
務
め
、そ
の

下
は
大
き
く
宿
泊
部
門
と
体
験
活
動
部
門
に
分

か
れ
て
い
る
。宿
泊
部
門
に
は
民
泊
体
験
も
含

ま
れ
て
お
り
、現
在
山
側
の
農
家
で
70
件
、海
側

の
漁
家
で
20
件
、計
90
件
の
登
録
が
あ
る
。体
験

活
動
部
門
に
は
、1
0
6
名
の
体
験
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

□
自
然
体
験

●
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
、洞
窟
探
検
、ス
タ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、大
自
然
の
中
で
行
う
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

●
一
番
人
気
は
自
然
の
沢
を
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
て
楽
し
む
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
写
真
１
）。チ
ー
ム
同
士
で
協
力
し
て
上
流
を

目
指
す
も
の
で
、連
帯
感
の
醸
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
内
間
木
洞
探
検
は
、観
光
化
さ
れ
て
い
な
い

自
然
の
洞
窟
を
探
検
す
る
も
の
。通
常
、一
般
公

開
は
年
2
回
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、教

育
旅
行
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
か
ら
許
可
を
得

て
入
洞
が
可
能
。

　

□
生
活
文
化
体
験

●
郷
土
料
理
づ
く
り
、豆
腐
づ
く
り
、魚
さ
ば

き
、塩
づ
く
り
体
験
な
ど
、伝
統
的
な
農
山
漁
村

の
暮
ら
し
、文
化
を
活
用
し
た
体
験
。

●
郷
土
料
理
づ
く
り
体
験
は
、各
地
区
に
あ
る

地
元
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
、各
地
区
の
公
民
館
等
を
会
場

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

□
農
林
漁
業
体
験

●
久
慈
市
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
、林
業
、漁
業

と
い
っ
た
第
1
次
産
業
を
活
用
し
た
体
験
。農

業
体
験
、森
づ
く
り
体
験
、炭
焼
き
体
験
、畜
産

体
験
、漁
業
体
験
な
ど
。

●
漁
業
体
験
は
、サ
ッ
パ
船
と
呼
ば
れ
る
小
型

漁
船
に
乗
り
込
み
、刺
し
網
漁
を
体
験
す
る
も

の（
写
真
2
）。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
元
の

漁
師
グ
ル
ー
プ
。

□
農
林
漁
家
民
泊
体
験

●
1
軒
当
た
り
4
〜
6
人
が
民
家
に
泊
ま
り
、

田
舎
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
体
験
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
交
流
を
深
め
る
。1
泊
、2
泊
の
短

い
時
間
で
も
、別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
生

徒
も
い
る
。受
入
経
験
を
重
ね
る
中
で
各
家
庭

で
は
独
自
に
工
夫
し
て
お
も
て
な
し
を
行
っ
て

い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、琥
珀
採
掘
体
験
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、方
言
講
座
な
ど
の
体
験
も
あ
る
。

受
入
人
数
の
推
移

●
平
成
17（
2
0
0
5
）年
度
か
ら
正
式
に
受
入

を
開
始
、東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

（
2
0
1
1
）年
度
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
受

入
人
数
は
激
減
、そ
の
後
、様
々
な
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
に
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。そ
の
後
は
減
少
〜
横
ば
い
と
な

り
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

様
々
な
事
業
の
導
入

●
取
り
組
み
の
拡
大
の
た
め
、こ
れ
ま
で
に

様
々
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
久
慈
市
は
、青
森
県
、岩
手
県
、宮
城
県
の
沿

岸
16
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
加
入
し
て
い
る
。市
内
に
6
か
所
あ
る
ジ
オ

サ
イ
ト
の
来
訪
者
に
対
し
て
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
行

う
ほ
か
、ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
向
上
や
ガ
イ
ド
間

の
交
流
を
図
る
た
め
の
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施
、

小
中
学
校
で
の
出
前
事
業
、様
々
な
組
織
と
の

連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、平

成
27（
2
0
1
5
）年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
旅
行
受
入
は
児
童
、生
徒
が
中
心
だ
が
、一

般
の
お
客
様
も
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
狙
い
で

始
め
た
も
の
。市
民
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、市
民
の
健
康
増
進
、医
療
費
の

削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
。

●
教
育
旅
行
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、子

ど
も
で
は
な
く
大
人
が
体
験
す
る
と
い
う
視
点

で
再
度
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
磨
き
上
げ
を
行
っ
た
。先
進
地
視
察
の
実
施

や
、医
科
学
的
根
拠
の
確
認
の
た
め
、モ
ニ
タ
ー

を
募
っ
て
健
康
効
果
の
検
証
も
行
っ
た
。

●
健
康
増
進
の
た
め
に
は
運
動
だ
け
で
な
く
食

事
も
重
要
な
た
め
、市
内
の
飲
食
店
も
巻
き
込

ん
で
健
康
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
行
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
3
月
26
日（
金
）、「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
交
流
・
観
光
〜
久
慈
市
の〝
ふ
る
さ
と

体
験
〞〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
23
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
北
東
部
に
位
置
す
る
久
慈
市
は
、東

側
は
三
陸
海
岸
に
面
し
、西
側
に
は
白
樺
林
の

平
庭
高
原
を
は
じ
め
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
0
6
年
に
海
側
の
久
慈
市
と
山
側
の

山
形
村
が
合
併
し
、新
・
久
慈
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
慈
市
で
は
、旧
山
形
村
時
代
か
ら
、豊
か
な

自
然
や
山
村
の
生
業
・
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
体
験
型
教
育
旅
行
の
受
入
を
進
め
て
き
ま

し
た
。合
併
後
は
、海
の
資
源
も
活
用
す
る
ほ

か
、ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
新
た
な
切
り
口
に

取
り
組
み
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
を
対
象

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、長
年
に
わ
た
り
体
験
型
教
育
旅
行

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
久
慈
市
の
二
ツ
神
一
洋

氏
を
お
招
き
し
、中
山
間
地
域
で
の
交
流
・
観
光

事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
と
行
政
と
の
関
係
性
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の

磨
き
上
げ
の
方
法
、事
業
始
動
期
の
村
の
状
況
、

外
国
人
対
応
の
あ
り
方
、教
育
旅
行
参
加
者
の

そ
の
後
の
久
慈
市
と
の
関
わ
り
な
ど
、熱
心
な

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
市
の
概
要

●
久
慈
市
は
、平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
山
側

の
旧
山
形
村
と
海
側
の
旧
久
慈
市
と
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。人
口
約
3
万
4
0
0
0
人
、少
子

高
齢
化
が
非
常
に
早
く
進
ん
で
い
る
。市
域
の

65
％
は
山
林
。

●『
白
樺
ゆ
れ
る 

琥
珀
の
大
地 

海
女
の
国
』が

久
慈
市
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。平
庭
高

原
の
白
樺
林
、天
然
の
琥
珀
、北
限
の
海
女
が
代

表
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
自
身
は
、平
成
22（
2
0
1
0
）年
に
観
光
交

流
課
に
配
属
さ
れ
6
年
間
交
流
事
業
を
担
当
し

た
。同
時
に
、体
験
の
受
入
専
門
組
織
で
あ
る

「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」の
事
務
局

業
務
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

久
慈
市
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
協
会
の
概
要

●
平
成
12（
2
0
0
0
）年
、旧
山
形
村
時
代
に
、

第
一
次
産
業
衰
退
や
過
疎
化
対
策
と
し
て
、地

元
と
首
都
圏
の
小
中
学
生
を
対
象
に
交
流
を
目

的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
開
始
。そ
の
後
、体

験
型
教
育
旅
行
に
本
格
的
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
任
意
団
体
と
し

て「
山
形
村
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」を
設

立
、合
併
を
機
に「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

協
会（
以
下
、協
会
）」と
な
っ
た
。令
和
元
年
に

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
。

●
協
会
の
目
的
は
、「
久
慈
地
域
と
都
市
圏
を
中

ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

司
会
…
民
泊
受
入
を
始
め
た
理
由
は
何
か
。

二
ツ
神
氏
…
久
慈
市
で
民
泊
を
行
っ
て
い
る
学

校
の
多
く
は
仙
台
市
内
の
中
学
2
年
生
。仙
台

市
の
教
育
委
員
会
で
は
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
目
的
と
し
て
、民
泊

を
し
な
が
ら
の
野
外
体
験
活
動
を
中
学
2
年
生

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。こ

う
し
た
大
都
市
仙
台
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
め
る

よ
う
、久
慈
市
で
も
民
泊
家
庭
を
増
や
し
て
き

た
。

司
会
…
民
泊
家
庭
は
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
き

た
か
。

二
ツ
神
氏
…
民
泊
受
入
を
打
診
し
て
も
、抵
抗

を
感
じ
る
人
は
多
い
。児
童
や
生
徒
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、お
母
さ
ん
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
。大
き
な
家
で
部
屋
数
も
十
分
あ
る
民

泊
受
入
に
適
し
た
家
庭
に
は
、何
度
も
通
っ
て
、

お
父
さ
ん
で
は
な
く
お
母
さ
ん
方
を
説
得
し

た
。既
に
民
泊
受
入
を
し
て
い
る
近
所
の
方
か

ら
説
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
だ
っ
た
。

参
加
者
…
外
国
人
受
入
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
を

知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
普
段
の
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
翻

訳
し
、手
帳
に
ま
と
め
て
各
民
泊
家
庭
に
配
布

し
た
。各
民
泊
家
庭
に
は
外
国
語
を
十
分
に
話

せ
る
人
は
お
ら
ず
当
初
は
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
手
帳
の
活
用
や
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
を
使
う
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
絵
を
描
く
、身
振
り
手
振
り
を
使
う

な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

る
。言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
こ
そ
、お
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、日
本
人
と
は
違
う
交
流
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　
宗
教
上
の
理
由
な
ど
で
食
事
に
制
限
が
あ
る

人
の
受
入
に
際
し
て
は
、肉
を
使
わ
な
い
料
理

を
依
頼
す
る
な
ど
、民
泊
家
庭
に
特
別
の
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
教
育
旅
行
終
了
後
、参
加
者
と
住
民

の
交
流
が
続
い
た
事
例
は
あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
全
て
を
把
握
で
き
て
は
い
な
い

が
、年
賀
状
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
た
り
、

時
々
電
話
で
連
絡
し
て
い
た
り
、と
い
う
話
を

聞
く
。学
校
卒
業
後
に
両
親
を
連
れ
て
久
慈
を

観
光
で
訪
れ
、民
泊
家
庭
に
再
び
泊
ま
っ
た
生

徒
も
い
た
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
て
き
て
、や
り
取

り
が
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。一
度
限
り

で
は
な
く
、交
流
が
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、こ
う
し
た
つ
な
が
り

が
続
い
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

J
T
B
F
菅
野
…
元
々
旧
山
形
村
で
始
ま
っ
た

事
業
を
、市
村
合
併
を
経
て
市
全
体
に
広
げ
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、工
夫
や
苦
労
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
平
成
18（
2
0
0
6
）年
の
市
村
合

併
を
契
機
に
海
側
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
漁
家
民
泊

の
開
発
に
着
手
し
た
が
、自
身
は
山
側
の
出
身

で
あ
り
、海
側
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
。そ
こ

で
、旅
行
会
社
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員
と
、

海
側
の
旧
久
慈
市
出
身
で
地
元
事
情
に
詳
し
い

職
員
の
2
名
を
採
用
し
、海
側
で
把
握
し
て
い

る
様
々
な
人
脈
を
使
っ
て
、集
中
的
に
海
側
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。物
事
を
う
ま
く

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
見
極
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

司
会
…
体
験
型
交
流
事
業
を
担
当
す
る
な
か

で
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
型
交
流
は
、民
泊
家
庭
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
地
元
の
人
た

ち
が
主
役
で
、彼
ら
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。そ
の
た
め
に
は
地
元
の
人
た
ち
と
い
い
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。彼
ら
と
の
信
用
や
信

頼
を
築
く
た
め
に
、と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
だ
。単
に
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、茶
飲
み
話
を
し
な
が
ら
対
面

で
話
す
こ
と
が
関
係
構
築
の
た
め
に
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
普
段
の
関
係

性
が
あ
っ
て
こ
そ
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要

な
生
徒
の
受
入
な
ど
、少
し
困
難
な
案
件
で
も

快
く
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
担
当
か
ら
は
外
れ
た
が
、今
で
も
農
家
や
漁

師
の
家
に
足
を
運
び
、お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。交
流
事
業
を
き
っ
か

け
に
築
い
た
関
係
を
、こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
で
リ
ア
ル

な
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」、「
民
泊
受
入
先

開
拓
の
取
組
が
、今
後
自
分
の
地
域
で
展
開
す

る
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」、「
行
政
と

協
会
事
務
局
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
従
事

さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
が
参
考
に
な
っ
た
」と

い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
久
慈
市
は
、私
が
J
T
B
F
に
入
社
し
て
初
め

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
で
す
。行
政
の

方
は
ど
う
し
て
も
数
年
で
異
動
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、地
元
の
方
と
目
線
を
合
わ
せ
て
真
摯
に
話

を
聞
き
、「
信
用
」「
信
頼
」「
調
整
力
」を
も
っ
て
強

い
関
係
性
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
、取
組
が
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

名
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。久
慈
市
単
独

で
は
不
可
能
で
あ
り
、隣
の
洋
野
町
と
連
携
し

て
民
泊
と
体
験
受
入
を
実
施
し
た
。

●
久
慈
市
が
他
の
地
域
に
負
け
な
い
た
め
の
工

夫
と
い
う
こ
と
で
は
、き
め
細
か
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。旅
行
者
の

目
的
は
多
種
多
様
で
あ
り
、そ
れ
に
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
受
入
側
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

●
大
人
向
け
商
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
質
向
上
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
る
か
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
が
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
結
果
の
確
認
を
す
る
程
度
で
、そ
れ
以
上
の

詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、旅
行
者
側
が
す

べ
き
こ
と
、受
入
側
が
す
べ
き
こ
と
、緊
急
時
の

対
応
や
方
針
な
ど
、2
0
2
0
年
8
月
に
方
針

を
定
め
、現
在
も
実
施
し
て
い
る
。交
流
事
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
限
界
が
あ
り
、現
地
で
体
験

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め（
伝
え
た
い
こ
と
）

●
久
慈
市
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
規
模
感
の
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。久
慈
市
は

そ
も
そ
も
交
通
不
便
な
場
所
に
あ
り
、ど
ん
な
に

営
業
を
か
け
て
も
数
字
は
な
か
な
か
伸
び
な
い
。

人
口
は
今
後
も
減
少
し
高
齢
化
も
進
む
中
、移

住
や
定
住
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
す
ぐ

に
は
難
し
い
。受
入
人
数
1
万
人
と
い
う
目
標
は

達
成
し
て
い
な
い
が
、あ
ま
り
多
く
な
り
す
ぎ
る

と
受
入
側
は
疲
弊
し
て
し
ま
う
。5
0
0
0
〜

8
0
0
0
人
と
い
う
人
数
は
、獲
得
で
き
る
外
貨

の
量
と
、受
入
対
応
に
要
す
る
時
間
、時
期
、回
数

な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

●
交
流
事
業
に
お
け
る
主
役
は
地
域
の
人
た

ち
。協
会
や
観
光
交
流
課
の
役
割
は
、地
域
の
人

た
ち
が
主
役
に
な
れ
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
。必
要
な
も
の
は
、「
信
用
」「
信
頼
」

「
調
整
力
」だ
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、住
民

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、学
校
や
旅
行
会
社
と

関
わ
る
と
き
に
も
必
要
な
力
。

●
非
日
常
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
旅
行
者
は
感

動
す
る
。田
舎
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、都
会
に
と
っ
て
は
珍
し
く
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
な
感
動
を
生
ん
で
い
る
。

●
い
か
に
多
く
の
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
か
も

重
要
。地
域
住
民
だ
け
で
は
気
づ
け
な
い
の
で
、

外
部
の
方
の
目
線
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
。ま
た
、琥
珀
採
掘
体
験
と
郷
土
料
理
の
ま
め

ぶ
作
り
体
験
は
久
慈
市
で
し
か
体
験
で
き
な
い

も
の
。こ
う
し
た
唯
一
の
も
の
を
探
す
必
要
が

あ
る
。

●
数
値
目
標
は
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
。1
万

人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
き
た
が
、自
分
の
在

任
期
間
中
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
目
標

達
成
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、部
署
が
変

わ
っ
た
現
在
も
個
人
的
に
手
伝
っ
て
い
る
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

参
加
者
…
参
加
者
の
満
足
度
は
ど
う
か
。

二
ツ
神
氏
…
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
マ
イ
ナ
ス

の
意
見
は
な
い
。自
然
の
川
に
入
る
こ
と
自
体

初
め
て
の
方
が
多
い
の
で
、川
の
冷
た
さ
を
感

じ
る
だ
け
で
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
。

　
教
育
旅
行
で
は
、民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
へ
の
生
徒
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
に
、「
貴

重
な
交
流
を
し
た
」「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
体
験
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、満
足
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

参
加
者
…
一
般
客
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き

上
げ
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
き
、実
際

に
久
慈
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、様
々
な
具
体
的
な
指
導
を
受
け
た
。

司
会
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造

成
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
基
本
。教
育
旅
行
で
元
々
実
施
し
て
い

た
平
庭
高
原
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、ま
ち
な
か

の
小
さ
な
神
社
を
巡
る
コ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
。

　
医
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
に
あ
た
っ
て

は
、モ
ニ
タ
ー
に
、3
か
月
間
、週
3
日
、1
時
間

の
運
動
を
し
て
も
ら
い
、体
調
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
を
検
証
し
た
。

参
加
者
…
市
の
観
光
交
流
課
と
久
慈
市
ふ
る
さ

と
体
験
学
習
協
会
と
で
は
ど
の
よ
う
に
役
割
分

担
し
て
い
た
か
。

二
ツ
神
氏
…
当
時
観
光
交
流
課
に
は
、主
に
一
般

的
な
観
光
を
担
当
す
る
係
と
、主
に
教
育
旅
行
や

体
験
型
観
光
を
担
当
す
る
交
流
推
進
係
と
の
二
つ

が
あ
り
、自
身
は
交
流
推
進
係
に
所
属
し
て
い
た
。

　
交
流
人
口
増
加
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
、

積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、任
意
団
体
で
あ

る
協
会
よ
り
市
と
し
て
対
応
し
た
ほ
う
が
効
果

的
だ
っ
た
。一
方
、市
と
し
て
は
公
平
性
に
か
な

り
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
が
、協
会
の
場
合
は
よ

り
柔
軟
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、旅
行
会
社
か
ら
の
支
払
い
の
や
り
取

り
は
全
て
協
会
が
行
っ
て
お
り
、市
の
予
算
は

関
わ
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
旧
山
形
村
時
代
、体
験
型
交
流
に
取

り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
旧
山
形
村
は
小
さ
い
村
で
人
口
も

少
な
く
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
。

若
者
の
仕
事
が
村
内
に
な
い
た
め
都
会
へ
の
人

口
流
出
も
進
み
、財
政
基
盤
も
危
う
く
、こ
の
ま

ま
で
は
村
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
強
い

危
機
感
を
当
時
の
村
長
は
感
じ
て
い
た
。こ
う

し
た
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、

キ
ャ
ン
プ
事
業
を
皮
切
り
と
す
る
教
育
旅
行
や

体
験
型
交
流
の
事
業
。強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、村
長
自
ら
が
精
力
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

参
加
者
…
自
身
は
南
房
総
の
旅
館
に
勤
め
て
い

る
。首
都
圏
か
ら
近
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か

す
た
め
に
、〝
交
流
人
口
〞と
い
う
概
念
が
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
料
に
加
え
て
宿
泊
料
が
地
域

に
落
ち
る
た
め
、日
帰
り
客
よ
り
も
宿
泊
客
を

増
や
し
た
い
。朝
の
3
時
や
4
時
に
始
ま
る
漁

業
体
験
等
、夜
中
、早
朝
と
い
っ
た
時
間
帯
に
活

動
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
れ
ば
、必

然
的
に
久
慈
市
内
に
宿
泊
す
る
。

　
宿
泊
日
数
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、一
日
で
は

足
り
な
い
く
ら
い
の
見
ど
こ
ろ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、新
た
な
プ

写真2：サッパ船での漁業体験

写真1：内間木渓谷でのシャワークライミング
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□
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
外
国
人
の
受
入
も
行
っ
て
い
る
。対
日
理
解

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、親
日
派
を
発
掘
し

て
日
本
の
外
交
姿
勢
や
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、対
外
発
信
を
強
化
し
、日
本
の
外
交

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
外
務
省

事
業
で
実
施
し
た
も
の
。震
災
直
後
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、被
災
地
に
外
国
人
に
来
て
も
ら
い
、

日
本
の
復
興
の
様
子
を
自
国
に
向
け
て
発
信
し

て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

●
外
国
人
に
日
本
や
久
慈
を
知
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、外
国
の
文
化
を
久
慈
市
民
が
知
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

活
動
成
果（
住
民
へ
の
影
響
）

●
交
流
事
業
の
取
組
は
住
民
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

□
地
域
の
魅
力
再
発
見

●
星
空
の
美
し
さ
な
ど
、市
民
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
に
普
通
で
感
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。し

か
し
、外
の
人
が
感
動
す
る
姿
を
見
て
、市
民
が

久
慈
市
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ
く
機
会
に
な
っ

て
い
る
。

□
地
域
住
民
の
意
識
変
化
・
意
欲
高
揚

●
1
回
目
の
受
入
よ
り
も
2
回
目
、3
回
目
と
、

も
っ
と
良
い
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
い
う
意

欲
が
出
て
く
る
。う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
改
善
や

工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

□
外
貨
獲
得
、地
域
経
済
の
活
性
化

●
民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
、協
会
に
支
払
わ
れ
た

旅
行
代
金
か
ら
、民
泊
体
験
料
や
体
験
指
導
料

を
支
払
っ
て
い
る
。受
入
人
数
が
多
い
ほ
ど
収

入
も
増
え
る
の
で
、大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。

　□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

●
受
入
に
あ
た
っ
て
は
本
番
前
の
打
合
せ
や
終

了
後
の
反
省
会
が
必
要
に
な
り
、自
然
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
機
会
が

増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

□
生
き
が
い 

●
年
を
取
っ
て
仕
事
も
退
職
し
て
し
ま
う
と
、普

段
は
何
も
な
い
生
活
が
続
い
て
い
る
。そ
こ
へ
年

齢
の
離
れ
た
児
童
や
生
徒
が
や
っ
て
来
て
色
々

な
話
を
す
る
う
ち
に
、ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

行
政
と
の
連
携

●
市
か
ら
協
会
に
対
し
て
年
間
9
5
0
万
円
の

運
営
費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、市
の
観
光

交
流
課
職
員
と
協
会
事
務
局
員
は
同
じ
部
屋
で

同
じ
仕
事
を
し
て
お
り
、速
や
か
な
情
報
共
有

と
意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
市
予
算
の
他
に
も
、様
々
な
国
や
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
き

た
。そ
の
ひ
と
つ
、環
境
省
に
よ
る
復
興
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
で
は
、一
般
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
に
取
り
組
ん
だ
。

良
か
っ
た
点
、苦
労
し
た
点

□
良
か
っ
た
点

●
山
、川
、里
、海
、洞
窟
、白
樺
と
い
っ
た
地
域

資
源
が
豊
富
で
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。

●
旧
山
形
村
は
知
名
度
の
な
い
村
で
あ
っ
た

が
、当
時
の
村
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、自
ら
仙
台
や
東
京
に
出
向
い
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。小
さ
い
村
だ
か
ら
こ

そ
、機
動
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
。

●
市
村
合
併
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
の
山
に
加
え

て
、里
と
海
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
で
は
、山
、里
、海
で
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
人
材
も
豊
富
だ
っ

た
。

□
苦
労
し
た
点

●
一
方
で
、リ
ー
ダ
ー
以
外
に
も
多
く
の
人
が

必
要
に
な
る
が
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民
泊

家
庭
の
確
保
に
は
苦
労
し
た
。

●
受
入
頻
度
や
人
数
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
民
泊
家
庭
が
受
け
取
る
収
入
の
額
に
直
結
す

る
た
め
、偏
り
な
く
公
平
に
な
る
よ
う
に
か
な

り
気
を
使
っ
て
い
る
。小
さ
い
市
だ
か
ら
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
性
は
濃
く
、誰
が
ど
こ

に
何
人
泊
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
す
ぐ
に
広

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、よ
り
一
層
気
を
使
う
必

要
が
あ
る
。

●
市
か
ら
の
年
間
9
5
0
万
円
の
補
助
が
あ
っ

て
も
大
き
な
利
益
を
出
す
ほ
ど
で
は
な
く
、運

営
財
源
の
確
保
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、様
々
な

国
や
県
の
補
助
を
活
用
し
て
い
る
。

事
前
質
問
に
対
す
る
回
答

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、地
元

住
民
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
部
分
を
的
確
に
教

え
て
く
れ
る
外
部
の
意
見
は
非
常
に
重
要
。

●
地
域
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、地
域
に
必
ず

入
っ
て
、地
域
の
人
と
話
し
、信
用
や
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
一
番
の
近
道
に
な
る
。生
活
文

化
と
い
う〝
普
段
の
暮
ら
し
〞を
観
光
に
活
か
す

際
に
も
、地
域
の
人
と
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い
。

●
漁
業
者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、漁
業
体
験

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

が
進
ん
だ
。

●
自
然
と
親
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、親
子

教
室
や
公
民
館
事
業
で
実
施
す
る
他
、帰
省
客

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
店

に
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
も
ら
う
な
ど
も
し
て
い
る
。

●
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
地
域
特
性
を
活
か
す

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
、可
能
性

は
無
限
大
だ
と
思
う
。地
域
が
持
つ
資
源
を
活

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
後
も
全

国
各
地
で
展
開
で
き
て
い
く
と
思
う
が
、全
国

と
の
競
争
の
中
で
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
唯

一
無
二
の
も
の
が
必
要
に
な
る
。

●
震
災
記
憶
と
の
向
き
合
い
方
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
が
、久
慈
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
人
的

被
害
が
4
名
と
少
な
く
、久
慈
市
の
復
興
は
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
た
め
、あ
ま
り
ナ
ー
バ
ス
に

な
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

●
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
に
神
奈
川
県
の
高
校
生
3
5
2

心
と
し
た
周
辺
地
域
、団
体
又
は
個
人
と
の
交

流
、連
携
を
深
め
て
観
光
及
び
体
験
学
習
旅
行

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、交
流
人
口

の
増
大
に
よ
る
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
」。

●
協
会
事
務
局
員
4
名
と
市
観
光
交
流
課
職
員

3
名
の
計
7
名
が
総
括
事
務
局
を
務
め
、そ
の

下
は
大
き
く
宿
泊
部
門
と
体
験
活
動
部
門
に
分

か
れ
て
い
る
。宿
泊
部
門
に
は
民
泊
体
験
も
含

ま
れ
て
お
り
、現
在
山
側
の
農
家
で
70
件
、海
側

の
漁
家
で
20
件
、計
90
件
の
登
録
が
あ
る
。体
験

活
動
部
門
に
は
、1
0
6
名
の
体
験
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

□
自
然
体
験

●
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
、洞
窟
探
検
、ス
タ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、大
自
然
の
中
で
行
う
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

●
一
番
人
気
は
自
然
の
沢
を
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
て
楽
し
む
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
写
真
１
）。チ
ー
ム
同
士
で
協
力
し
て
上
流
を

目
指
す
も
の
で
、連
帯
感
の
醸
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
内
間
木
洞
探
検
は
、観
光
化
さ
れ
て
い
な
い

自
然
の
洞
窟
を
探
検
す
る
も
の
。通
常
、一
般
公

開
は
年
2
回
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、教

育
旅
行
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
か
ら
許
可
を
得

て
入
洞
が
可
能
。

　

□
生
活
文
化
体
験

●
郷
土
料
理
づ
く
り
、豆
腐
づ
く
り
、魚
さ
ば

き
、塩
づ
く
り
体
験
な
ど
、伝
統
的
な
農
山
漁
村

の
暮
ら
し
、文
化
を
活
用
し
た
体
験
。

●
郷
土
料
理
づ
く
り
体
験
は
、各
地
区
に
あ
る

地
元
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
、各
地
区
の
公
民
館
等
を
会
場

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

□
農
林
漁
業
体
験

●
久
慈
市
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
、林
業
、漁
業

と
い
っ
た
第
1
次
産
業
を
活
用
し
た
体
験
。農

業
体
験
、森
づ
く
り
体
験
、炭
焼
き
体
験
、畜
産

体
験
、漁
業
体
験
な
ど
。

●
漁
業
体
験
は
、サ
ッ
パ
船
と
呼
ば
れ
る
小
型

漁
船
に
乗
り
込
み
、刺
し
網
漁
を
体
験
す
る
も

の（
写
真
2
）。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
元
の

漁
師
グ
ル
ー
プ
。

□
農
林
漁
家
民
泊
体
験

●
1
軒
当
た
り
4
〜
6
人
が
民
家
に
泊
ま
り
、

田
舎
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
体
験
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
交
流
を
深
め
る
。1
泊
、2
泊
の
短

い
時
間
で
も
、別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
生

徒
も
い
る
。受
入
経
験
を
重
ね
る
中
で
各
家
庭

で
は
独
自
に
工
夫
し
て
お
も
て
な
し
を
行
っ
て

い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、琥
珀
採
掘
体
験
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、方
言
講
座
な
ど
の
体
験
も
あ
る
。

受
入
人
数
の
推
移

●
平
成
17（
2
0
0
5
）年
度
か
ら
正
式
に
受
入

を
開
始
、東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

（
2
0
1
1
）年
度
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
受

入
人
数
は
激
減
、そ
の
後
、様
々
な
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
に
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。そ
の
後
は
減
少
〜
横
ば
い
と
な

り
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

様
々
な
事
業
の
導
入

●
取
り
組
み
の
拡
大
の
た
め
、こ
れ
ま
で
に

様
々
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
久
慈
市
は
、青
森
県
、岩
手
県
、宮
城
県
の
沿

岸
16
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
加
入
し
て
い
る
。市
内
に
6
か
所
あ
る
ジ
オ

サ
イ
ト
の
来
訪
者
に
対
し
て
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
行

う
ほ
か
、ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
向
上
や
ガ
イ
ド
間

の
交
流
を
図
る
た
め
の
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施
、

小
中
学
校
で
の
出
前
事
業
、様
々
な
組
織
と
の

連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、平

成
27（
2
0
1
5
）年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
旅
行
受
入
は
児
童
、生
徒
が
中
心
だ
が
、一

般
の
お
客
様
も
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
狙
い
で

始
め
た
も
の
。市
民
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、市
民
の
健
康
増
進
、医
療
費
の

削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
。

●
教
育
旅
行
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、子

ど
も
で
は
な
く
大
人
が
体
験
す
る
と
い
う
視
点

で
再
度
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
磨
き
上
げ
を
行
っ
た
。先
進
地
視
察
の
実
施

や
、医
科
学
的
根
拠
の
確
認
の
た
め
、モ
ニ
タ
ー

を
募
っ
て
健
康
効
果
の
検
証
も
行
っ
た
。

●
健
康
増
進
の
た
め
に
は
運
動
だ
け
で
な
く
食

事
も
重
要
な
た
め
、市
内
の
飲
食
店
も
巻
き
込

ん
で
健
康
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
行
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
3
月
26
日（
金
）、「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
交
流
・
観
光
〜
久
慈
市
の〝
ふ
る
さ
と

体
験
〞〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
23
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
北
東
部
に
位
置
す
る
久
慈
市
は
、東

側
は
三
陸
海
岸
に
面
し
、西
側
に
は
白
樺
林
の

平
庭
高
原
を
は
じ
め
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
0
6
年
に
海
側
の
久
慈
市
と
山
側
の

山
形
村
が
合
併
し
、新
・
久
慈
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
慈
市
で
は
、旧
山
形
村
時
代
か
ら
、豊
か
な

自
然
や
山
村
の
生
業
・
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
体
験
型
教
育
旅
行
の
受
入
を
進
め
て
き
ま

し
た
。合
併
後
は
、海
の
資
源
も
活
用
す
る
ほ

か
、ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
新
た
な
切
り
口
に

取
り
組
み
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
を
対
象

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、長
年
に
わ
た
り
体
験
型
教
育
旅
行

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
久
慈
市
の
二
ツ
神
一
洋

氏
を
お
招
き
し
、中
山
間
地
域
で
の
交
流
・
観
光

事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
と
行
政
と
の
関
係
性
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の

磨
き
上
げ
の
方
法
、事
業
始
動
期
の
村
の
状
況
、

外
国
人
対
応
の
あ
り
方
、教
育
旅
行
参
加
者
の

そ
の
後
の
久
慈
市
と
の
関
わ
り
な
ど
、熱
心
な

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
市
の
概
要

●
久
慈
市
は
、平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
山
側

の
旧
山
形
村
と
海
側
の
旧
久
慈
市
と
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。人
口
約
3
万
4
0
0
0
人
、少
子

高
齢
化
が
非
常
に
早
く
進
ん
で
い
る
。市
域
の

65
％
は
山
林
。

●『
白
樺
ゆ
れ
る 

琥
珀
の
大
地 

海
女
の
国
』が

久
慈
市
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。平
庭
高

原
の
白
樺
林
、天
然
の
琥
珀
、北
限
の
海
女
が
代

表
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
自
身
は
、平
成
22（
2
0
1
0
）年
に
観
光
交

流
課
に
配
属
さ
れ
6
年
間
交
流
事
業
を
担
当
し

た
。同
時
に
、体
験
の
受
入
専
門
組
織
で
あ
る

「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」の
事
務
局

業
務
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

久
慈
市
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
協
会
の
概
要

●
平
成
12（
2
0
0
0
）年
、旧
山
形
村
時
代
に
、

第
一
次
産
業
衰
退
や
過
疎
化
対
策
と
し
て
、地

元
と
首
都
圏
の
小
中
学
生
を
対
象
に
交
流
を
目

的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
開
始
。そ
の
後
、体

験
型
教
育
旅
行
に
本
格
的
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
任
意
団
体
と
し

て「
山
形
村
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」を
設

立
、合
併
を
機
に「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

協
会（
以
下
、協
会
）」と
な
っ
た
。令
和
元
年
に

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
。

●
協
会
の
目
的
は
、「
久
慈
地
域
と
都
市
圏
を
中

ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

司
会
…
民
泊
受
入
を
始
め
た
理
由
は
何
か
。

二
ツ
神
氏
…
久
慈
市
で
民
泊
を
行
っ
て
い
る
学

校
の
多
く
は
仙
台
市
内
の
中
学
2
年
生
。仙
台

市
の
教
育
委
員
会
で
は
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
目
的
と
し
て
、民
泊

を
し
な
が
ら
の
野
外
体
験
活
動
を
中
学
2
年
生

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。こ

う
し
た
大
都
市
仙
台
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
め
る

よ
う
、久
慈
市
で
も
民
泊
家
庭
を
増
や
し
て
き

た
。

司
会
…
民
泊
家
庭
は
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
き

た
か
。

二
ツ
神
氏
…
民
泊
受
入
を
打
診
し
て
も
、抵
抗

を
感
じ
る
人
は
多
い
。児
童
や
生
徒
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、お
母
さ
ん
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
。大
き
な
家
で
部
屋
数
も
十
分
あ
る
民

泊
受
入
に
適
し
た
家
庭
に
は
、何
度
も
通
っ
て
、

お
父
さ
ん
で
は
な
く
お
母
さ
ん
方
を
説
得
し

た
。既
に
民
泊
受
入
を
し
て
い
る
近
所
の
方
か

ら
説
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
だ
っ
た
。

参
加
者
…
外
国
人
受
入
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
を

知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
普
段
の
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
翻

訳
し
、手
帳
に
ま
と
め
て
各
民
泊
家
庭
に
配
布

し
た
。各
民
泊
家
庭
に
は
外
国
語
を
十
分
に
話

せ
る
人
は
お
ら
ず
当
初
は
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
手
帳
の
活
用
や
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
を
使
う
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
絵
を
描
く
、身
振
り
手
振
り
を
使
う

な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

る
。言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
こ
そ
、お
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、日
本
人
と
は
違
う
交
流
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　
宗
教
上
の
理
由
な
ど
で
食
事
に
制
限
が
あ
る

人
の
受
入
に
際
し
て
は
、肉
を
使
わ
な
い
料
理

を
依
頼
す
る
な
ど
、民
泊
家
庭
に
特
別
の
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
教
育
旅
行
終
了
後
、参
加
者
と
住
民

の
交
流
が
続
い
た
事
例
は
あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
全
て
を
把
握
で
き
て
は
い
な
い

が
、年
賀
状
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
た
り
、

時
々
電
話
で
連
絡
し
て
い
た
り
、と
い
う
話
を

聞
く
。学
校
卒
業
後
に
両
親
を
連
れ
て
久
慈
を

観
光
で
訪
れ
、民
泊
家
庭
に
再
び
泊
ま
っ
た
生

徒
も
い
た
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
て
き
て
、や
り
取

り
が
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。一
度
限
り

で
は
な
く
、交
流
が
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、こ
う
し
た
つ
な
が
り

が
続
い
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

J
T
B
F
菅
野
…
元
々
旧
山
形
村
で
始
ま
っ
た

事
業
を
、市
村
合
併
を
経
て
市
全
体
に
広
げ
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、工
夫
や
苦
労
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
平
成
18（
2
0
0
6
）年
の
市
村
合

併
を
契
機
に
海
側
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
漁
家
民
泊

の
開
発
に
着
手
し
た
が
、自
身
は
山
側
の
出
身

で
あ
り
、海
側
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
。そ
こ

で
、旅
行
会
社
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員
と
、

海
側
の
旧
久
慈
市
出
身
で
地
元
事
情
に
詳
し
い

職
員
の
2
名
を
採
用
し
、海
側
で
把
握
し
て
い

る
様
々
な
人
脈
を
使
っ
て
、集
中
的
に
海
側
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。物
事
を
う
ま
く

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
見
極
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

司
会
…
体
験
型
交
流
事
業
を
担
当
す
る
な
か

で
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
型
交
流
は
、民
泊
家
庭
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
地
元
の
人
た

ち
が
主
役
で
、彼
ら
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。そ
の
た
め
に
は
地
元
の
人
た
ち
と
い
い
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。彼
ら
と
の
信
用
や
信

頼
を
築
く
た
め
に
、と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
だ
。単
に
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、茶
飲
み
話
を
し
な
が
ら
対
面

で
話
す
こ
と
が
関
係
構
築
の
た
め
に
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
普
段
の
関
係

性
が
あ
っ
て
こ
そ
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要

な
生
徒
の
受
入
な
ど
、少
し
困
難
な
案
件
で
も

快
く
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
担
当
か
ら
は
外
れ
た
が
、今
で
も
農
家
や
漁

師
の
家
に
足
を
運
び
、お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。交
流
事
業
を
き
っ
か

け
に
築
い
た
関
係
を
、こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
で
リ
ア
ル

な
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」、「
民
泊
受
入
先

開
拓
の
取
組
が
、今
後
自
分
の
地
域
で
展
開
す

る
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」、「
行
政
と

協
会
事
務
局
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
従
事

さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
が
参
考
に
な
っ
た
」と

い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
久
慈
市
は
、私
が
J
T
B
F
に
入
社
し
て
初
め

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
で
す
。行
政
の

方
は
ど
う
し
て
も
数
年
で
異
動
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、地
元
の
方
と
目
線
を
合
わ
せ
て
真
摯
に
話

を
聞
き
、「
信
用
」「
信
頼
」「
調
整
力
」を
も
っ
て
強

い
関
係
性
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
、取
組
が
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

名
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。久
慈
市
単
独

で
は
不
可
能
で
あ
り
、隣
の
洋
野
町
と
連
携
し

て
民
泊
と
体
験
受
入
を
実
施
し
た
。

●
久
慈
市
が
他
の
地
域
に
負
け
な
い
た
め
の
工

夫
と
い
う
こ
と
で
は
、き
め
細
か
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。旅
行
者
の

目
的
は
多
種
多
様
で
あ
り
、そ
れ
に
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
受
入
側
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

●
大
人
向
け
商
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
質
向
上
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
る
か
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
が
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
結
果
の
確
認
を
す
る
程
度
で
、そ
れ
以
上
の

詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、旅
行
者
側
が
す

べ
き
こ
と
、受
入
側
が
す
べ
き
こ
と
、緊
急
時
の

対
応
や
方
針
な
ど
、2
0
2
0
年
8
月
に
方
針

を
定
め
、現
在
も
実
施
し
て
い
る
。交
流
事
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
限
界
が
あ
り
、現
地
で
体
験

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め（
伝
え
た
い
こ
と
）

●
久
慈
市
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
規
模
感
の
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。久
慈
市
は

そ
も
そ
も
交
通
不
便
な
場
所
に
あ
り
、ど
ん
な
に

営
業
を
か
け
て
も
数
字
は
な
か
な
か
伸
び
な
い
。

人
口
は
今
後
も
減
少
し
高
齢
化
も
進
む
中
、移

住
や
定
住
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
す
ぐ

に
は
難
し
い
。受
入
人
数
1
万
人
と
い
う
目
標
は

達
成
し
て
い
な
い
が
、あ
ま
り
多
く
な
り
す
ぎ
る

と
受
入
側
は
疲
弊
し
て
し
ま
う
。5
0
0
0
〜

8
0
0
0
人
と
い
う
人
数
は
、獲
得
で
き
る
外
貨

の
量
と
、受
入
対
応
に
要
す
る
時
間
、時
期
、回
数

な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

●
交
流
事
業
に
お
け
る
主
役
は
地
域
の
人
た

ち
。協
会
や
観
光
交
流
課
の
役
割
は
、地
域
の
人

た
ち
が
主
役
に
な
れ
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
。必
要
な
も
の
は
、「
信
用
」「
信
頼
」

「
調
整
力
」だ
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、住
民

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、学
校
や
旅
行
会
社
と

関
わ
る
と
き
に
も
必
要
な
力
。

●
非
日
常
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
旅
行
者
は
感

動
す
る
。田
舎
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、都
会
に
と
っ
て
は
珍
し
く
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
な
感
動
を
生
ん
で
い
る
。

●
い
か
に
多
く
の
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
か
も

重
要
。地
域
住
民
だ
け
で
は
気
づ
け
な
い
の
で
、

外
部
の
方
の
目
線
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
。ま
た
、琥
珀
採
掘
体
験
と
郷
土
料
理
の
ま
め

ぶ
作
り
体
験
は
久
慈
市
で
し
か
体
験
で
き
な
い

も
の
。こ
う
し
た
唯
一
の
も
の
を
探
す
必
要
が

あ
る
。

●
数
値
目
標
は
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
。1
万

人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
き
た
が
、自
分
の
在

任
期
間
中
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
目
標

達
成
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、部
署
が
変

わ
っ
た
現
在
も
個
人
的
に
手
伝
っ
て
い
る
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

参
加
者
…
参
加
者
の
満
足
度
は
ど
う
か
。

二
ツ
神
氏
…
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
マ
イ
ナ
ス

の
意
見
は
な
い
。自
然
の
川
に
入
る
こ
と
自
体

初
め
て
の
方
が
多
い
の
で
、川
の
冷
た
さ
を
感

じ
る
だ
け
で
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
。

　
教
育
旅
行
で
は
、民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
へ
の
生
徒
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
に
、「
貴

重
な
交
流
を
し
た
」「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
体
験
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、満
足
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

参
加
者
…
一
般
客
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き

上
げ
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
き
、実
際

に
久
慈
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、様
々
な
具
体
的
な
指
導
を
受
け
た
。

司
会
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造

成
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
基
本
。教
育
旅
行
で
元
々
実
施
し
て
い

た
平
庭
高
原
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、ま
ち
な
か

の
小
さ
な
神
社
を
巡
る
コ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
。

　
医
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
に
あ
た
っ
て

は
、モ
ニ
タ
ー
に
、3
か
月
間
、週
3
日
、1
時
間

の
運
動
を
し
て
も
ら
い
、体
調
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
を
検
証
し
た
。

参
加
者
…
市
の
観
光
交
流
課
と
久
慈
市
ふ
る
さ

と
体
験
学
習
協
会
と
で
は
ど
の
よ
う
に
役
割
分

担
し
て
い
た
か
。

二
ツ
神
氏
…
当
時
観
光
交
流
課
に
は
、主
に
一
般

的
な
観
光
を
担
当
す
る
係
と
、主
に
教
育
旅
行
や

体
験
型
観
光
を
担
当
す
る
交
流
推
進
係
と
の
二
つ

が
あ
り
、自
身
は
交
流
推
進
係
に
所
属
し
て
い
た
。

　
交
流
人
口
増
加
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
、

積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、任
意
団
体
で
あ

る
協
会
よ
り
市
と
し
て
対
応
し
た
ほ
う
が
効
果

的
だ
っ
た
。一
方
、市
と
し
て
は
公
平
性
に
か
な

り
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
が
、協
会
の
場
合
は
よ

り
柔
軟
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、旅
行
会
社
か
ら
の
支
払
い
の
や
り
取

り
は
全
て
協
会
が
行
っ
て
お
り
、市
の
予
算
は

関
わ
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
旧
山
形
村
時
代
、体
験
型
交
流
に
取

り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
旧
山
形
村
は
小
さ
い
村
で
人
口
も

少
な
く
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
。

若
者
の
仕
事
が
村
内
に
な
い
た
め
都
会
へ
の
人

口
流
出
も
進
み
、財
政
基
盤
も
危
う
く
、こ
の
ま

ま
で
は
村
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
強
い

危
機
感
を
当
時
の
村
長
は
感
じ
て
い
た
。こ
う

し
た
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、

キ
ャ
ン
プ
事
業
を
皮
切
り
と
す
る
教
育
旅
行
や

体
験
型
交
流
の
事
業
。強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、村
長
自
ら
が
精
力
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

参
加
者
…
自
身
は
南
房
総
の
旅
館
に
勤
め
て
い

る
。首
都
圏
か
ら
近
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か

す
た
め
に
、〝
交
流
人
口
〞と
い
う
概
念
が
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
料
に
加
え
て
宿
泊
料
が
地
域

に
落
ち
る
た
め
、日
帰
り
客
よ
り
も
宿
泊
客
を

増
や
し
た
い
。朝
の
3
時
や
4
時
に
始
ま
る
漁

業
体
験
等
、夜
中
、早
朝
と
い
っ
た
時
間
帯
に
活

動
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
れ
ば
、必

然
的
に
久
慈
市
内
に
宿
泊
す
る
。

　
宿
泊
日
数
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、一
日
で
は

足
り
な
い
く
ら
い
の
見
ど
こ
ろ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、新
た
な
プ
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□
カ
ケ
ハ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
外
国
人
の
受
入
も
行
っ
て
い
る
。対
日
理
解

の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、親
日
派
を
発
掘
し

て
日
本
の
外
交
姿
勢
や
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、対
外
発
信
を
強
化
し
、日
本
の
外
交

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
外
務
省

事
業
で
実
施
し
た
も
の
。震
災
直
後
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、被
災
地
に
外
国
人
に
来
て
も
ら
い
、

日
本
の
復
興
の
様
子
を
自
国
に
向
け
て
発
信
し

て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

●
外
国
人
に
日
本
や
久
慈
を
知
っ
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、外
国
の
文
化
を
久
慈
市
民
が
知
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

活
動
成
果（
住
民
へ
の
影
響
）

●
交
流
事
業
の
取
組
は
住
民
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

□
地
域
の
魅
力
再
発
見

●
星
空
の
美
し
さ
な
ど
、市
民
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
に
普
通
で
感
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。し

か
し
、外
の
人
が
感
動
す
る
姿
を
見
て
、市
民
が

久
慈
市
の
良
さ
に
改
め
て
気
づ
く
機
会
に
な
っ

て
い
る
。

□
地
域
住
民
の
意
識
変
化
・
意
欲
高
揚

●
1
回
目
の
受
入
よ
り
も
2
回
目
、3
回
目
と
、

も
っ
と
良
い
お
も
て
な
し
を
し
よ
う
と
い
う
意

欲
が
出
て
く
る
。う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
点
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
改
善
や

工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

□
外
貨
獲
得
、地
域
経
済
の
活
性
化

●
民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
、協
会
に
支
払
わ
れ
た

旅
行
代
金
か
ら
、民
泊
体
験
料
や
体
験
指
導
料

を
支
払
っ
て
い
る
。受
入
人
数
が
多
い
ほ
ど
収

入
も
増
え
る
の
で
、大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
る
。

　□
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

●
受
入
に
あ
た
っ
て
は
本
番
前
の
打
合
せ
や
終

了
後
の
反
省
会
が
必
要
に
な
り
、自
然
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
機
会
が

増
え
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

□
生
き
が
い 

●
年
を
取
っ
て
仕
事
も
退
職
し
て
し
ま
う
と
、普

段
は
何
も
な
い
生
活
が
続
い
て
い
る
。そ
こ
へ
年

齢
の
離
れ
た
児
童
や
生
徒
が
や
っ
て
来
て
色
々

な
話
を
す
る
う
ち
に
、ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

行
政
と
の
連
携

●
市
か
ら
協
会
に
対
し
て
年
間
9
5
0
万
円
の

運
営
費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、市
の
観
光

交
流
課
職
員
と
協
会
事
務
局
員
は
同
じ
部
屋
で

同
じ
仕
事
を
し
て
お
り
、速
や
か
な
情
報
共
有

と
意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
市
予
算
の
他
に
も
、様
々
な
国
や
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
き

た
。そ
の
ひ
と
つ
、環
境
省
に
よ
る
復
興
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
で
は
、一
般
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造
成
に
取
り
組
ん
だ
。

良
か
っ
た
点
、苦
労
し
た
点

□
良
か
っ
た
点

●
山
、川
、里
、海
、洞
窟
、白
樺
と
い
っ
た
地
域

資
源
が
豊
富
で
、様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。

●
旧
山
形
村
は
知
名
度
の
な
い
村
で
あ
っ
た

が
、当
時
の
村
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、自
ら
仙
台
や
東
京
に
出
向
い
て
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。小
さ
い
村
だ
か
ら
こ

そ
、機
動
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
。

●
市
村
合
併
に
よ
り
、そ
れ
ま
で
の
山
に
加
え

て
、里
と
海
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
で
は
、山
、里
、海
で
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
完
成
し
て
い
る
。

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
人
材
も
豊
富
だ
っ

た
。

□
苦
労
し
た
点

●
一
方
で
、リ
ー
ダ
ー
以
外
に
も
多
く
の
人
が

必
要
に
な
る
が
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
民
泊

家
庭
の
確
保
に
は
苦
労
し
た
。

●
受
入
頻
度
や
人
数
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
民
泊
家
庭
が
受
け
取
る
収
入
の
額
に
直
結
す

る
た
め
、偏
り
な
く
公
平
に
な
る
よ
う
に
か
な

り
気
を
使
っ
て
い
る
。小
さ
い
市
だ
か
ら
こ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
性
は
濃
く
、誰
が
ど
こ

に
何
人
泊
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
す
ぐ
に
広

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、よ
り
一
層
気
を
使
う
必

要
が
あ
る
。

●
市
か
ら
の
年
間
9
5
0
万
円
の
補
助
が
あ
っ

て
も
大
き
な
利
益
を
出
す
ほ
ど
で
は
な
く
、運

営
財
源
の
確
保
は
難
し
い
。そ
の
た
め
、様
々
な

国
や
県
の
補
助
を
活
用
し
て
い
る
。

事
前
質
問
に
対
す
る
回
答

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、地
元

住
民
だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
部
分
を
的
確
に
教

え
て
く
れ
る
外
部
の
意
見
は
非
常
に
重
要
。

●
地
域
と
の
連
携
に
お
い
て
は
、地
域
に
必
ず

入
っ
て
、地
域
の
人
と
話
し
、信
用
や
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
が
一
番
の
近
道
に
な
る
。生
活
文

化
と
い
う〝
普
段
の
暮
ら
し
〞を
観
光
に
活
か
す

際
に
も
、地
域
の
人
と
の
対
話
は
欠
か
せ
な
い
。

●
漁
業
者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、漁
業
体
験

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
調
整

が
進
ん
だ
。

●
自
然
と
親
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、親
子

教
室
や
公
民
館
事
業
で
実
施
す
る
他
、帰
省
客

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ
店

に
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
チ
ラ
シ
を
置
か

せ
て
も
ら
う
な
ど
も
し
て
い
る
。

●
中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
地
域
特
性
を
活
か
す

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
点
で
は
、可
能
性

は
無
限
大
だ
と
思
う
。地
域
が
持
つ
資
源
を
活

用
し
、さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
今
後
も
全

国
各
地
で
展
開
で
き
て
い
く
と
思
う
が
、全
国

と
の
競
争
の
中
で
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
唯

一
無
二
の
も
の
が
必
要
に
な
る
。

●
震
災
記
憶
と
の
向
き
合
い
方
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
が
、久
慈
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
人
的

被
害
が
4
名
と
少
な
く
、久
慈
市
の
復
興
は
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
た
め
、あ
ま
り
ナ
ー
バ
ス
に

な
る
雰
囲
気
で
は
な
い
。

●
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

（
2
0
1
5
）年
に
神
奈
川
県
の
高
校
生
3
5
2

心
と
し
た
周
辺
地
域
、団
体
又
は
個
人
と
の
交

流
、連
携
を
深
め
て
観
光
及
び
体
験
学
習
旅
行

の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、交
流
人
口

の
増
大
に
よ
る
地
域
の
観
光
振
興
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
」。

●
協
会
事
務
局
員
4
名
と
市
観
光
交
流
課
職
員

3
名
の
計
7
名
が
総
括
事
務
局
を
務
め
、そ
の

下
は
大
き
く
宿
泊
部
門
と
体
験
活
動
部
門
に
分

か
れ
て
い
る
。宿
泊
部
門
に
は
民
泊
体
験
も
含

ま
れ
て
お
り
、現
在
山
側
の
農
家
で
70
件
、海
側

の
漁
家
で
20
件
、計
90
件
の
登
録
が
あ
る
。体
験

活
動
部
門
に
は
、1
0
6
名
の
体
験
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

主
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

□
自
然
体
験

●
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
、洞
窟
探
検
、ス
タ
ー
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、大
自
然
の
中
で
行
う
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
。

●
一
番
人
気
は
自
然
の
沢
を
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ー

ル
ド
に
し
て
楽
し
む
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

（
写
真
１
）。チ
ー
ム
同
士
で
協
力
し
て
上
流
を

目
指
す
も
の
で
、連
帯
感
の
醸
成
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
内
間
木
洞
探
検
は
、観
光
化
さ
れ
て
い
な
い

自
然
の
洞
窟
を
探
検
す
る
も
の
。通
常
、一
般
公

開
は
年
2
回
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、教

育
旅
行
で
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
か
ら
許
可
を
得

て
入
洞
が
可
能
。

　

□
生
活
文
化
体
験

●
郷
土
料
理
づ
く
り
、豆
腐
づ
く
り
、魚
さ
ば

き
、塩
づ
く
り
体
験
な
ど
、伝
統
的
な
農
山
漁
村

の
暮
ら
し
、文
化
を
活
用
し
た
体
験
。

●
郷
土
料
理
づ
く
り
体
験
は
、各
地
区
に
あ
る

地
元
の
お
母
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
、各
地
区
の
公
民
館
等
を
会
場

と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

□
農
林
漁
業
体
験

●
久
慈
市
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
、林
業
、漁
業

と
い
っ
た
第
1
次
産
業
を
活
用
し
た
体
験
。農

業
体
験
、森
づ
く
り
体
験
、炭
焼
き
体
験
、畜
産

体
験
、漁
業
体
験
な
ど
。

●
漁
業
体
験
は
、サ
ッ
パ
船
と
呼
ば
れ
る
小
型

漁
船
に
乗
り
込
み
、刺
し
網
漁
を
体
験
す
る
も

の（
写
真
2
）。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
地
元
の

漁
師
グ
ル
ー
プ
。

□
農
林
漁
家
民
泊
体
験

●
1
軒
当
た
り
4
〜
6
人
が
民
家
に
泊
ま
り
、

田
舎
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
体
験
し
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
交
流
を
深
め
る
。1
泊
、2
泊
の
短

い
時
間
で
も
、別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
を
流
す
生

徒
も
い
る
。受
入
経
験
を
重
ね
る
中
で
各
家
庭

で
は
独
自
に
工
夫
し
て
お
も
て
な
し
を
行
っ
て

い
る
。

●
こ
の
ほ
か
、琥
珀
採
掘
体
験
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、方
言
講
座
な
ど
の
体
験
も
あ
る
。

受
入
人
数
の
推
移

●
平
成
17（
2
0
0
5
）年
度
か
ら
正
式
に
受
入

を
開
始
、東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
平
成
23

（
2
0
1
1
）年
度
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
受

入
人
数
は
激
減
、そ
の
後
、様
々
な
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、平
成
26（
2
0
1
4
）年
度
に
ピ
ー

ク
と
な
っ
た
。そ
の
後
は
減
少
〜
横
ば
い
と
な

り
、現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

様
々
な
事
業
の
導
入

●
取
り
組
み
の
拡
大
の
た
め
、こ
れ
ま
で
に

様
々
な
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
久
慈
市
は
、青
森
県
、岩
手
県
、宮
城
県
の
沿

岸
16
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

に
加
入
し
て
い
る
。市
内
に
6
か
所
あ
る
ジ
オ

サ
イ
ト
の
来
訪
者
に
対
し
て
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
行

う
ほ
か
、ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
向
上
や
ガ
イ
ド
間

の
交
流
を
図
る
た
め
の
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施
、

小
中
学
校
で
の
出
前
事
業
、様
々
な
組
織
と
の

連
携
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

□
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

●
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、平

成
27（
2
0
1
5
）年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
旅
行
受
入
は
児
童
、生
徒
が
中
心
だ
が
、一

般
の
お
客
様
も
呼
び
込
み
た
い
と
い
う
狙
い
で

始
め
た
も
の
。市
民
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、市
民
の
健
康
増
進
、医
療
費
の

削
減
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
。

●
教
育
旅
行
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
、子

ど
も
で
は
な
く
大
人
が
体
験
す
る
と
い
う
視
点

で
再
度
地
域
資
源
を
洗
い
出
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
磨
き
上
げ
を
行
っ
た
。先
進
地
視
察
の
実
施

や
、医
科
学
的
根
拠
の
確
認
の
た
め
、モ
ニ
タ
ー

を
募
っ
て
健
康
効
果
の
検
証
も
行
っ
た
。

●
健
康
増
進
の
た
め
に
は
運
動
だ
け
で
な
く
食

事
も
重
要
な
た
め
、市
内
の
飲
食
店
も
巻
き
込

ん
で
健
康
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も
行
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
3
月
26
日（
金
）、「
中
山
間
地
域

に
お
け
る
交
流
・
観
光
〜
久
慈
市
の〝
ふ
る
さ
と

体
験
〞〜
」を
テ
ー
マ
に
、第
23
回
た
び
と
し
ょ

C
a
f
e
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
北
東
部
に
位
置
す
る
久
慈
市
は
、東

側
は
三
陸
海
岸
に
面
し
、西
側
に
は
白
樺
林
の

平
庭
高
原
を
は
じ
め
森
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。2
0
0
6
年
に
海
側
の
久
慈
市
と
山
側
の

山
形
村
が
合
併
し
、新
・
久
慈
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
慈
市
で
は
、旧
山
形
村
時
代
か
ら
、豊
か
な

自
然
や
山
村
の
生
業
・
生
活
文
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
体
験
型
教
育
旅
行
の
受
入
を
進
め
て
き
ま

し
た
。合
併
後
は
、海
の
資
源
も
活
用
す
る
ほ

か
、ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
新
た
な
切
り
口
に

取
り
組
み
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
を
対
象

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、長
年
に
わ
た
り
体
験
型
教
育
旅
行

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
久
慈
市
の
二
ツ
神
一
洋

氏
を
お
招
き
し
、中
山
間
地
域
で
の
交
流
・
観
光

事
業
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
と
行
政
と
の
関
係
性
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の

磨
き
上
げ
の
方
法
、事
業
始
動
期
の
村
の
状
況
、

外
国
人
対
応
の
あ
り
方
、教
育
旅
行
参
加
者
の

そ
の
後
の
久
慈
市
と
の
関
わ
り
な
ど
、熱
心
な

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

久
慈
市
の
概
要

●
久
慈
市
は
、平
成
18（
2
0
0
6
）年
に
山
側

の
旧
山
形
村
と
海
側
の
旧
久
慈
市
と
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。人
口
約
3
万
4
0
0
0
人
、少
子

高
齢
化
が
非
常
に
早
く
進
ん
で
い
る
。市
域
の

65
％
は
山
林
。

●『
白
樺
ゆ
れ
る 

琥
珀
の
大
地 

海
女
の
国
』が

久
慈
市
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。平
庭
高

原
の
白
樺
林
、天
然
の
琥
珀
、北
限
の
海
女
が
代

表
的
な
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
自
身
は
、平
成
22（
2
0
1
0
）年
に
観
光
交

流
課
に
配
属
さ
れ
6
年
間
交
流
事
業
を
担
当
し

た
。同
時
に
、体
験
の
受
入
専
門
組
織
で
あ
る

「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」の
事
務
局

業
務
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

久
慈
市
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
協
会
の
概
要

●
平
成
12（
2
0
0
0
）年
、旧
山
形
村
時
代
に
、

第
一
次
産
業
衰
退
や
過
疎
化
対
策
と
し
て
、地

元
と
首
都
圏
の
小
中
学
生
を
対
象
に
交
流
を
目

的
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
事
業
を
開
始
。そ
の
後
、体

験
型
教
育
旅
行
に
本
格
的
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
、平
成
16（
2
0
0
4
）年
に
任
意
団
体
と
し

て「
山
形
村
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会
」を
設

立
、合
併
を
機
に「
久
慈
市
ふ
る
さ
と
体
験
学
習

協
会（
以
下
、協
会
）」と
な
っ
た
。令
和
元
年
に

一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
。

●
協
会
の
目
的
は
、「
久
慈
地
域
と
都
市
圏
を
中

ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

司
会
…
民
泊
受
入
を
始
め
た
理
由
は
何
か
。

二
ツ
神
氏
…
久
慈
市
で
民
泊
を
行
っ
て
い
る
学

校
の
多
く
は
仙
台
市
内
の
中
学
2
年
生
。仙
台

市
の
教
育
委
員
会
で
は
、生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
を
目
的
と
し
て
、民
泊

を
し
な
が
ら
の
野
外
体
験
活
動
を
中
学
2
年
生

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。こ

う
し
た
大
都
市
仙
台
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
め
る

よ
う
、久
慈
市
で
も
民
泊
家
庭
を
増
や
し
て
き

た
。

司
会
…
民
泊
家
庭
は
ど
の
よ
う
に
増
や
し
て
き

た
か
。

二
ツ
神
氏
…
民
泊
受
入
を
打
診
し
て
も
、抵
抗

を
感
じ
る
人
は
多
い
。児
童
や
生
徒
へ
の
対
応

は
ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
が
中
心
に
な
る
こ
と

が
多
い
た
め
、お
母
さ
ん
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
重
要
。大
き
な
家
で
部
屋
数
も
十
分
あ
る
民

泊
受
入
に
適
し
た
家
庭
に
は
、何
度
も
通
っ
て
、

お
父
さ
ん
で
は
な
く
お
母
さ
ん
方
を
説
得
し

た
。既
に
民
泊
受
入
を
し
て
い
る
近
所
の
方
か

ら
説
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
だ
っ
た
。

参
加
者
…
外
国
人
受
入
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
を

知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
普
段
の
生
活
に
必
要
な
言
葉
を
翻

訳
し
、手
帳
に
ま
と
め
て
各
民
泊
家
庭
に
配
布

し
た
。各
民
泊
家
庭
に
は
外
国
語
を
十
分
に
話

せ
る
人
は
お
ら
ず
当
初
は
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、

こ
う
し
た
手
帳
の
活
用
や
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ア
プ
リ
を
使
う
、ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
に
絵
を
描
く
、身
振
り
手
振
り
を
使
う

な
ど
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

る
。言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
こ
そ
、お
互
い
を
理

解
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、日
本
人
と
は
違
う
交
流
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

　
宗
教
上
の
理
由
な
ど
で
食
事
に
制
限
が
あ
る

人
の
受
入
に
際
し
て
は
、肉
を
使
わ
な
い
料
理

を
依
頼
す
る
な
ど
、民
泊
家
庭
に
特
別
の
対
応

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

参
加
者
…
教
育
旅
行
終
了
後
、参
加
者
と
住
民

の
交
流
が
続
い
た
事
例
は
あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
全
て
を
把
握
で
き
て
は
い
な
い

が
、年
賀
状
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い
た
り
、

時
々
電
話
で
連
絡
し
て
い
た
り
、と
い
う
話
を

聞
く
。学
校
卒
業
後
に
両
親
を
連
れ
て
久
慈
を

観
光
で
訪
れ
、民
泊
家
庭
に
再
び
泊
ま
っ
た
生

徒
も
い
た
。フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
か
ら
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
送
ら
れ
て
き
て
、や
り
取

り
が
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。一
度
限
り

で
は
な
く
、交
流
が
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、こ
う
し
た
つ
な
が
り

が
続
い
て
い
る
の
は
嬉
し
い
。

J
T
B
F
菅
野
…
元
々
旧
山
形
村
で
始
ま
っ
た

事
業
を
、市
村
合
併
を
経
て
市
全
体
に
広
げ
て

い
く
に
あ
た
っ
て
、工
夫
や
苦
労
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

二
ツ
神
氏
…
平
成
18（
2
0
0
6
）年
の
市
村
合

併
を
契
機
に
海
側
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
漁
家
民
泊

の
開
発
に
着
手
し
た
が
、自
身
は
山
側
の
出
身

で
あ
り
、海
側
に
は
詳
し
く
な
か
っ
た
。そ
こ

で
、旅
行
会
社
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
職
員
と
、

海
側
の
旧
久
慈
市
出
身
で
地
元
事
情
に
詳
し
い

職
員
の
2
名
を
採
用
し
、海
側
で
把
握
し
て
い

る
様
々
な
人
脈
を
使
っ
て
、集
中
的
に
海
側
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。物
事
を
う
ま
く

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
い
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
見
極
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

司
会
…
体
験
型
交
流
事
業
を
担
当
す
る
な
か

で
、最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
型
交
流
は
、民
泊
家
庭
や
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
地
元
の
人
た

ち
が
主
役
で
、彼
ら
が
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
も

の
。そ
の
た
め
に
は
地
元
の
人
た
ち
と
い
い
関

係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。彼
ら
と
の
信
用
や
信

頼
を
築
く
た
め
に
、と
に
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
だ
。単
に
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
て
も
、茶
飲
み
話
を
し
な
が
ら
対
面

で
話
す
こ
と
が
関
係
構
築
の
た
め
に
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。こ
う
し
た
普
段
の
関
係

性
が
あ
っ
て
こ
そ
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
必
要

な
生
徒
の
受
入
な
ど
、少
し
困
難
な
案
件
で
も

快
く
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
担
当
か
ら
は
外
れ
た
が
、今
で
も
農
家
や
漁

師
の
家
に
足
を
運
び
、お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。交
流
事
業
を
き
っ
か

け
に
築
い
た
関
係
を
、こ
れ
か
ら
も
繋
い
で
い

き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
具
体
的
で
リ
ア
ル

な
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」、「
民
泊
受
入
先

開
拓
の
取
組
が
、今
後
自
分
の
地
域
で
展
開
す

る
に
向
け
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」、「
行
政
と

協
会
事
務
局
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
従
事

さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
が
参
考
に
な
っ
た
」と

い
っ
た
ご
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
久
慈
市
は
、私
が
J
T
B
F
に
入
社
し
て
初
め

て
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
地
域
で
す
。行
政
の

方
は
ど
う
し
て
も
数
年
で
異
動
し
て
し
ま
い
ま

す
が
、地
元
の
方
と
目
線
を
合
わ
せ
て
真
摯
に
話

を
聞
き
、「
信
用
」「
信
頼
」「
調
整
力
」を
も
っ
て
強

い
関
係
性
を
作
っ
た
か
ら
こ
そ
、取
組
が
引
き
継

が
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
文
：
観
光
文
化
振
興
部 

企
画
室

副
主
任
研
究
員 

門
脇
茉
海
）

名
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
あ
る
。久
慈
市
単
独

で
は
不
可
能
で
あ
り
、隣
の
洋
野
町
と
連
携
し

て
民
泊
と
体
験
受
入
を
実
施
し
た
。

●
久
慈
市
が
他
の
地
域
に
負
け
な
い
た
め
の
工

夫
と
い
う
こ
と
で
は
、き
め
細
か
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
挙
げ
ら
れ
る
。旅
行
者
の

目
的
は
多
種
多
様
で
あ
り
、そ
れ
に
臨
機
応
変

に
対
応
で
き
る
受
入
側
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
。

●
大
人
向
け
商
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、プ
ロ
グ
ラ
ム

の
質
向
上
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
る
か
と
い
う
質

問
が
あ
っ
た
が
、参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
結
果
の
確
認
を
す
る
程
度
で
、そ
れ
以
上
の

詳
細
な
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、旅
行
者
側
が
す

べ
き
こ
と
、受
入
側
が
す
べ
き
こ
と
、緊
急
時
の

対
応
や
方
針
な
ど
、2
0
2
0
年
8
月
に
方
針

を
定
め
、現
在
も
実
施
し
て
い
る
。交
流
事
業
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
限
界
が
あ
り
、現
地
で
体
験

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

ま
と
め（
伝
え
た
い
こ
と
）

●
久
慈
市
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
規
模
感
の
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。久
慈
市
は

そ
も
そ
も
交
通
不
便
な
場
所
に
あ
り
、ど
ん
な
に

営
業
を
か
け
て
も
数
字
は
な
か
な
か
伸
び
な
い
。

人
口
は
今
後
も
減
少
し
高
齢
化
も
進
む
中
、移

住
や
定
住
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
す
ぐ

に
は
難
し
い
。受
入
人
数
1
万
人
と
い
う
目
標
は

達
成
し
て
い
な
い
が
、あ
ま
り
多
く
な
り
す
ぎ
る

と
受
入
側
は
疲
弊
し
て
し
ま
う
。5
0
0
0
〜

8
0
0
0
人
と
い
う
人
数
は
、獲
得
で
き
る
外
貨

の
量
と
、受
入
対
応
に
要
す
る
時
間
、時
期
、回
数

な
ど
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

●
交
流
事
業
に
お
け
る
主
役
は
地
域
の
人
た

ち
。協
会
や
観
光
交
流
課
の
役
割
は
、地
域
の
人

た
ち
が
主
役
に
な
れ
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
。必
要
な
も
の
は
、「
信
用
」「
信
頼
」

「
調
整
力
」だ
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
は
、住
民

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、学
校
や
旅
行
会
社
と

関
わ
る
と
き
に
も
必
要
な
力
。

●
非
日
常
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
旅
行
者
は
感

動
す
る
。田
舎
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、都
会
に
と
っ
て
は
珍
し
く
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
な
感
動
を
生
ん
で
い
る
。

●
い
か
に
多
く
の
地
域
資
源
を
発
掘
す
る
か
も

重
要
。地
域
住
民
だ
け
で
は
気
づ
け
な
い
の
で
、

外
部
の
方
の
目
線
で
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
。ま
た
、琥
珀
採
掘
体
験
と
郷
土
料
理
の
ま
め

ぶ
作
り
体
験
は
久
慈
市
で
し
か
体
験
で
き
な
い

も
の
。こ
う
し
た
唯
一
の
も
の
を
探
す
必
要
が

あ
る
。

●
数
値
目
標
は
仕
事
を
す
る
上
で
必
要
。1
万

人
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
き
た
が
、自
分
の
在

任
期
間
中
に
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。こ
の
目
標

達
成
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、部
署
が
変

わ
っ
た
現
在
も
個
人
的
に
手
伝
っ
て
い
る
。

【
第
2
部
】

意
見
交
換

参
加
者
…
参
加
者
の
満
足
度
は
ど
う
か
。

二
ツ
神
氏
…
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
る
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
へ
の
マ
イ
ナ
ス

の
意
見
は
な
い
。自
然
の
川
に
入
る
こ
と
自
体

初
め
て
の
方
が
多
い
の
で
、川
の
冷
た
さ
を
感

じ
る
だ
け
で
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
。

　
教
育
旅
行
で
は
、民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
へ
の
生
徒
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
に
、「
貴

重
な
交
流
を
し
た
」「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
体
験
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、満
足
度
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

参
加
者
…
一
般
客
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き

上
げ
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
先
進
地
か
ら
講
師
を
招
き
、実
際

に
久
慈
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
、様
々
な
具
体
的
な
指
導
を
受
け
た
。

司
会
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
造

成
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

二
ツ
神
氏
…
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
基
本
。教
育
旅
行
で
元
々
実
施
し
て
い

た
平
庭
高
原
や
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、ま
ち
な
か

の
小
さ
な
神
社
を
巡
る
コ
ー
ス
を
ベ
ー
ス
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
。

　
医
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
に
あ
た
っ
て

は
、モ
ニ
タ
ー
に
、3
か
月
間
、週
3
日
、1
時
間

の
運
動
を
し
て
も
ら
い
、体
調
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
を
検
証
し
た
。

参
加
者
…
市
の
観
光
交
流
課
と
久
慈
市
ふ
る
さ

と
体
験
学
習
協
会
と
で
は
ど
の
よ
う
に
役
割
分

担
し
て
い
た
か
。

二
ツ
神
氏
…
当
時
観
光
交
流
課
に
は
、主
に
一
般

的
な
観
光
を
担
当
す
る
係
と
、主
に
教
育
旅
行
や

体
験
型
観
光
を
担
当
す
る
交
流
推
進
係
と
の
二
つ

が
あ
り
、自
身
は
交
流
推
進
係
に
所
属
し
て
い
た
。

　
交
流
人
口
増
加
と
い
う
目
標
達
成
に
向
け
て
、

積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、ま
だ
ま

だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
も
あ
り
、任
意
団
体
で
あ

る
協
会
よ
り
市
と
し
て
対
応
し
た
ほ
う
が
効
果

的
だ
っ
た
。一
方
、市
と
し
て
は
公
平
性
に
か
な

り
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
が
、協
会
の
場
合
は
よ

り
柔
軟
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、旅
行
会
社
か
ら
の
支
払
い
の
や
り
取

り
は
全
て
協
会
が
行
っ
て
お
り
、市
の
予
算
は

関
わ
っ
て
い
な
い
。

参
加
者
…
旧
山
形
村
時
代
、体
験
型
交
流
に
取

り
組
み
始
め
た
き
っ
か
け
は
な
に
か
。

二
ツ
神
氏
…
旧
山
形
村
は
小
さ
い
村
で
人
口
も

少
な
く
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
。

若
者
の
仕
事
が
村
内
に
な
い
た
め
都
会
へ
の
人

口
流
出
も
進
み
、財
政
基
盤
も
危
う
く
、こ
の
ま

ま
で
は
村
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
強
い

危
機
感
を
当
時
の
村
長
は
感
じ
て
い
た
。こ
う

し
た
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
始
め
た
の
が
、

キ
ャ
ン
プ
事
業
を
皮
切
り
と
す
る
教
育
旅
行
や

体
験
型
交
流
の
事
業
。強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、村
長
自
ら
が
精
力
的
に
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

参
加
者
…
自
身
は
南
房
総
の
旅
館
に
勤
め
て
い

る
。首
都
圏
か
ら
近
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か

す
た
め
に
、〝
交
流
人
口
〞と
い
う
概
念
が
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

二
ツ
神
氏
…
体
験
料
に
加
え
て
宿
泊
料
が
地
域

に
落
ち
る
た
め
、日
帰
り
客
よ
り
も
宿
泊
客
を

増
や
し
た
い
。朝
の
3
時
や
4
時
に
始
ま
る
漁

業
体
験
等
、夜
中
、早
朝
と
い
っ
た
時
間
帯
に
活

動
す
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
す
れ
ば
、必

然
的
に
久
慈
市
内
に
宿
泊
す
る
。

　
宿
泊
日
数
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、一
日
で
は

足
り
な
い
く
ら
い
の
見
ど
こ
ろ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、新
た
な
プ
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は
じ
め
に
：

1
．帝
京
大
学
の

　

 

ゼ
ミ
の
特
徴

　筆
者
の
ゼ
ミ
を
紹
介
す
る
前
に
、

ま
ず
、
本
学
の
ゼ
ミ
の
運
用
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
多
く
の
大

学
で
の
ゼ
ミ
活
動
は
、2
〜
4
年
次
、

3
〜
4
年
次
の
よ
う
に
複
数
年
に
か

け
て
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
と

言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
学
の
ゼ

ミ
は
必
須
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
上
で
、
3
年
次
だ
け
の
単
年
と

な
っ
て
い
る
。
ゼ
ミ
に
関
わ
る
基
本

的
な
必
須
科
目
と
し
て
、
1
年
次
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
演
習
I
／
II
、
2

年
次
の
基
礎
演
習
I
／
II
、
3
年
次

の
演
習
I
／
II
と
構
成
さ
れ
、
3
年

次
の
演
習
I
／
II
が
い
わ
ゆ
る
ゼ
ミ

に
該
当
す
る
科
目
で
あ
る
。
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
演
習
I
／
II
や
基
礎
演
習

I
／
II
は
プ
レ
ゼ
ミ
の
よ
う
な
位
置

づ
け
で
、
ク
ラ
ス
単
位
の
担
任
制
と

し
て
運
用
さ
れ
、
2
年
次
の
後
期
に

ゼ
ミ
選
考
を
行
っ
て
い
る
。
4
年
次

に
な
っ
て
、
卒
業
論
文
の
執
筆
を
希

望
す
る
学
生
の
み
、
3
年
次
の
ゼ
ミ

担
当
教
員
か
ら
指
導
を
う
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
右
記
の
よ
う

な
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
賛
否
両
論
は
あ
る
も
の
の
、

単
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
伝
授
効
果
（
4
年
次

が
3
年
次
の
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
）
が
期
待
し
に
く
い
と
い
う

本
質
的
な
問
題
も
抱
え
て
い
る
。

2
．ゼ
ミ
の
概
要

　

 

及
び
教
育
方
針

　私
の
ゼ
ミ
に
お
け
る
共
通
の
研
究

テ
ー
マ
は
「
観
光
経
営
に
関
す
る
諸

問
題
」
で
あ
り
、
旅
行
業
、
宿
泊
業
、

飲
食
業
な
ど
各
種
観
光
事
業
の
経

営
、
さ
ら
に
観
光
地
全
体
を
一
つ
の

経
営
体
と
と
ら
え
る
「
観
光
経
営
」

に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
を
対
象
と
し

て
い
る
。
但
し
、
企
業
経
営
に
興
味

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
象
は

観
光
関
連
企
業
に
限
ら
な
い
。

　具
体
的
な
内
容
は
、
教
員
の
指
導

の
も
と
に
、
研
究
テ
ー
マ
及
び
研
究

対
象
を
決
め
て
、
図
書
館
で
の
文
献

研
究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
検
索

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

帝
京
大
学 

経
済
学
部 

観
光
経
営
学
科

金
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

12
回

第

行
っ
て
い
る
。

4
．
お
わ
り
に

　本
ゼ
ミ
は
、「
問
題
意
識
か
ら
テ

ー
マ
の
設
定
、
文
献
調
査
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
通
じ
て
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」

の
順
に
進
め
て
い
く
が
、
方
向
性
や

や
り
方
、
文
書
の
書
き
方
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
な
ど
、
学
生

の
立
場
で
は
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も

多
い
。
従
っ
て
、
段
階
ご
と
に
適
切

な
指
導
や
誘
導
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
研
究
計
画
書
を
作
成
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
先
生

と
話
し
合
い
、
研
究
の
方
向
性
や
研

究
方
法
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
の

解
釈
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
研
究
計
画

書
は
、
研
究
内
容
だ
け
で
は
な
く
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
る
こ

と
に
も
役
に
立
つ
た
め
、
非
常
に
重

要
性
や
活
用
性
が
高
い
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
与
え
ら

れ
た
時
間
内
に
自
分
の
成
果
や
考
え

方
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
か

つ
効
果
的
に
自
分
の
意
見
を
発
言
す

る
機
会
と
な
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
講
義
計
画
を
説
明

し
た
際
は
、「
そ
ん
な
こ
と
で
き
な

い
」、「
む
ず
か
し
い
」
等
否
定
的
な

意
見
ば
か
り
で
、
何
か
ら
ど
こ
か
ら

を
活
用
し
、
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
レ
ポ
ー
ト

の
作
成
に
お
い
て
は
、
個
人
研
究
で

も
共
同
研
究
で
も
構
わ
な
い
。但
し
、

共
同
研
究
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の

役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
。

　本
ゼ
ミ
の
到
達
目
標
と
し
て
は
、

「
自
主
的
な
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
の

仕
方
が
理
解
で
き
る
」、「
文
献
資
料

の
探
し
方
や
研
究
計
画
の
立
て
方
が

理
解
で
き
る
」、「
自
主
研
究
内
容
を

ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
」、「
建
設
的
な
批
判
を
踏
ま
え
な

が
ら
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

で
き
る
」
な
ど
を
設
定
し
て
お
り
、

「
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ

ン
）」、「
考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン

グ
）」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
）」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
試
み
る
。

　即
ち
、
右
記
の
社
会
人
基
礎
力
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、
社
会
人
と
し

て
相
応
し
い
人
材
に
育
成
す
る
こ
と

が
目
標
で
あ
り
、「
明
る
く
、
礼
儀

正
し
く
、肯
定
的
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、

周
り
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
自
分
の
夢
に
向
け
て
前
進
す
る

人
材
」
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
、
人

間
教
育
に
尽
力
す
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、
学
生
に
自
信
を

持
た
せ
、
少
し
ず
つ
成
長
す
る
こ
と

の
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
あ
る
時
は
厳
し
く
叱
り
、

あ
る
時
は
褒
め
る
な
ど
、
学
生
の
性

格
や
状
況
に
合
わ
せ
た
方
法
を
取
り

な
が
ら
、
教
育
指
導
を
実
施
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。
学
生
の
成
長
は
限
界

の
な
い
「
∞（
無
限
大
）」
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。

3
．具
体
的
な

　

 

ゼ
ミ
の
進
め
方

　私
の
ゼ
ミ
生
は
、
個
人
、
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
主
研
究
を
行

い
、
3
年
次
末
ま
で
に
研
究
レ
ポ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
3
年
次
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え

て
研
究
活
動
を
深
化
さ
せ
て
4
年
次

の
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
を
奨

励
し
て
い
る
。

　研
究
テ
ー
マ
の
例
と
し
て
は
、「
ホ

テ
ル
産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
品
質

向
上
に
関
す
る
研
究
」、「
バ
ズ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
有
効
性
に
関
す
る
研

究
」、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
手
法
と
事
例
研
究
」、「
日
本
の

ホ
テ
ル
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
け
る
現
状
と
課
題
」
な
ど
、
理
論

研
究
に
基
づ
き
、
現
場
で
の
検
証
を

実
践
的
に
試
み
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。　本

ゼ
ミ
生
は
、
個
人
、
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
「
問
題
意
識
か
ら
研
究
テ

ー
マ
の
設
定
」、「
文
献
研
究
な
ど
の

先
行
研
究
に
よ
る
研
究
の
必
要
性
・

目
的
」、「
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
・
資
料
の
収
集
」、「
デ

ー
タ
・
資
料
の
分
析
・
解
釈
」、「
研

究
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
」
の
順
に
研
究

活
動
を
進
め
る
。
研
究
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
す
る
こ
と
が
最
終
ゴ
ー
ル
と
な

る
が
、
そ
の
前
の
段
階
と
し
て
研
究

計
画
書
を
作
成
し
、
研
究
計
画
書
に

基
づ
い
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
研
究
計
画

書
の
作
成
の
流
れ
は
、
図
1
の
と
お

り
で
あ
り
、
毎
回
2
〜
3
個
人
・
グ

ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

金 

振
晩（
き
む・じ
ん
ま
ん
）

帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
教
授
。
1
9
7
4
年
韓
国
江
原
道
江

陵
市
生
ま
れ
。
立
教
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
修

了
。
博
士（
観
光
学
）。
㈱
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所（
現
、

㈱
J
T
B
総
合
研
究
所
）、
帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
専
任
講

師
、
准
教
授
を
経
て
2
0
1
8
年
か
ら
現
職
。
研
究
テ
ー
マ
は
ホ
テ
ル
業
に
お
け
る
経
営
戦
略
、

サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
・
地
域
活
性
化
。
著
書
に『
戦
略
的
ホ
テ

ル
経
営
―
戦
略
的
志
向
性
と
企
業
の
成
果
と
の
関
係
』（
学
文
社
。
2
0
1
3
）

ゼ
ミ
は
3
年
次
の
必
須
科
目
で
、ゼ
ミ
共
通
の
研
究
テ
ー
マ
は「
観
光
経
営
に
関
す
る
諸
問
題
」。

理
論
研
究
を
行
い
、理
論
の
検
証
を
現
場
で
実
践
的
に
試
み
、そ
の
研
究
活
動
を
深
化
さ
せ
て
4
年
次
の
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

進
め
ば
い
い
の
か
が
ま
っ
た
く
理
解

で
き
な
い
学
生
が
多
か
っ
た
が
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
同
士
で
の
議
論
、
先

生
を
交
え
て
の
議
論
を
重
ね
て
い
く

度
に
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
姿

が
見
え
て
き
た
。
特
に
力
を
注
い
だ

こ
と
は
、
研
究
計
画
書
の
作
成
で
あ

る
。
自
分
が
や
ろ
う
と
す
る
研
究
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
不
明
確
な
場
合

は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
く
な
る
。
こ
の
点
を

強
調
し
、
大
学
生
活
の
計
画
設
計
や

自
分
の
夢
や
目
標
に
向
け
て
の
考
え

方
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
い
る
。
今
後

は
、
こ
の
よ
う
な
講
義
を
通
じ
て
、

よ
り
自
分
の
夢
や
目
標
に
至
る
ま
で

の
道
筋
が
理
解
で
き
、
さ
ら
な
る
成

長
の
機
会
と
な
り
う
る
講
義
に
臨
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　右
記
の
よ
う
な
私
の
教
育
哲
学
や

教
育
方
針
は
、
本
学
部
の
教
育
目
的

で
あ
る
「
経
済
学
部
は
、
本
学
の
建

学
の
精
神
に
則
り
、
創
造
性
あ
ふ
れ

る
経
済
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
で
き
る
よ
う
な
、
実
践
的
、
理

論
的
な
知
識
と
技
術
を
涵
養
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
に
明
記
さ
れ
て

い
る
「
実
践
的
、
理
論
的
な
知
識
と

技
術
を
涵
養
」
と
密
接
に
連
動
し
な

が
ら
、
自
立
性
の
強
い
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
社
会
人
基
礎
力
を

ベ
ー
ス
に
、
よ
り
高
い
専
門
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、「
創
造
性
あ

ふ
れ
る
経
済
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
」
が
で
き
る
よ
う
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
後
は
、
下

記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

計
画
❶
　社
会
現
象
を
冷
静
に
評
価

し
、
課
題
を
抽
出
で
き
る
分
析
力
の

向
上

↓

　ニ
ュ
ー
ス
・
新
聞
記
事
の
講
読
、

調
査
方
法
・
分
析
方
法
の
熟
知

　等

計
画
❷
　鋭
い
分
析
力
を
基
に
、
課

題
解
決
の
た
め
の
企
画
力
の
向
上

↓

　企
画
立
案
の
た
め
に
プ
ロ
セ

ス
、
手
順
、
方
法
に
つ
い
て
の
実
践

的
演
習

　等

計
画
❸
　実
用
的
な
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
に
遂
行
で
き
る
行
動
力
の

向
上

↓

　自
ら
の
企
画
を
実
行
し
て
み
る

こ
と

　等

計
画
❹
　情
報
収
集
及
び
協
力
で
き

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

↓

　社
会
構
成
員
と
し
て
の
自
覚

と
、
人
間
関
係
の
維
持
方
法

　等以
上

図 1 研究計画書の作成の流れ
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は
じ
め
に
：

1
．帝
京
大
学
の

　

 

ゼ
ミ
の
特
徴

　筆
者
の
ゼ
ミ
を
紹
介
す
る
前
に
、

ま
ず
、
本
学
の
ゼ
ミ
の
運
用
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
多
く
の
大

学
で
の
ゼ
ミ
活
動
は
、2
〜
4
年
次
、

3
〜
4
年
次
の
よ
う
に
複
数
年
に
か

け
て
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
と

言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
学
の
ゼ

ミ
は
必
須
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
上
で
、
3
年
次
だ
け
の
単
年
と

な
っ
て
い
る
。
ゼ
ミ
に
関
わ
る
基
本

的
な
必
須
科
目
と
し
て
、
1
年
次
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
演
習
I
／
II
、
2

年
次
の
基
礎
演
習
I
／
II
、
3
年
次

の
演
習
I
／
II
と
構
成
さ
れ
、
3
年

次
の
演
習
I
／
II
が
い
わ
ゆ
る
ゼ
ミ

に
該
当
す
る
科
目
で
あ
る
。
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
演
習
I
／
II
や
基
礎
演
習

I
／
II
は
プ
レ
ゼ
ミ
の
よ
う
な
位
置

づ
け
で
、
ク
ラ
ス
単
位
の
担
任
制
と

し
て
運
用
さ
れ
、
2
年
次
の
後
期
に

ゼ
ミ
選
考
を
行
っ
て
い
る
。
4
年
次

に
な
っ
て
、
卒
業
論
文
の
執
筆
を
希

望
す
る
学
生
の
み
、
3
年
次
の
ゼ
ミ

担
当
教
員
か
ら
指
導
を
う
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
右
記
の
よ
う

な
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
賛
否
両
論
は
あ
る
も
の
の
、

単
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
伝
授
効
果
（
4
年
次

が
3
年
次
の
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
）
が
期
待
し
に
く
い
と
い
う

本
質
的
な
問
題
も
抱
え
て
い
る
。

2
．ゼ
ミ
の
概
要

　

 

及
び
教
育
方
針

　私
の
ゼ
ミ
に
お
け
る
共
通
の
研
究

テ
ー
マ
は
「
観
光
経
営
に
関
す
る
諸

問
題
」
で
あ
り
、
旅
行
業
、
宿
泊
業
、

飲
食
業
な
ど
各
種
観
光
事
業
の
経

営
、
さ
ら
に
観
光
地
全
体
を
一
つ
の

経
営
体
と
と
ら
え
る
「
観
光
経
営
」

に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
を
対
象
と
し

て
い
る
。
但
し
、
企
業
経
営
に
興
味

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
象
は

観
光
関
連
企
業
に
限
ら
な
い
。

　具
体
的
な
内
容
は
、
教
員
の
指
導

の
も
と
に
、
研
究
テ
ー
マ
及
び
研
究

対
象
を
決
め
て
、
図
書
館
で
の
文
献

研
究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
検
索

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

帝
京
大
学 

経
済
学
部 

観
光
経
営
学
科

金
ゼ
ミ

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

12
回

第

行
っ
て
い
る
。

4
．
お
わ
り
に

　本
ゼ
ミ
は
、「
問
題
意
識
か
ら
テ

ー
マ
の
設
定
、
文
献
調
査
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
通
じ
て
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」

の
順
に
進
め
て
い
く
が
、
方
向
性
や

や
り
方
、
文
書
の
書
き
方
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
な
ど
、
学
生

の
立
場
で
は
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も

多
い
。
従
っ
て
、
段
階
ご
と
に
適
切

な
指
導
や
誘
導
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
研
究
計
画
書
を
作
成
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
先
生

と
話
し
合
い
、
研
究
の
方
向
性
や
研

究
方
法
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
の

解
釈
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
研
究
計
画

書
は
、
研
究
内
容
だ
け
で
は
な
く
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
る
こ

と
に
も
役
に
立
つ
た
め
、
非
常
に
重

要
性
や
活
用
性
が
高
い
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
与
え
ら

れ
た
時
間
内
に
自
分
の
成
果
や
考
え

方
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
か

つ
効
果
的
に
自
分
の
意
見
を
発
言
す

る
機
会
と
な
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
講
義
計
画
を
説
明

し
た
際
は
、「
そ
ん
な
こ
と
で
き
な

い
」、「
む
ず
か
し
い
」
等
否
定
的
な

意
見
ば
か
り
で
、
何
か
ら
ど
こ
か
ら

を
活
用
し
、
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
レ
ポ
ー
ト

の
作
成
に
お
い
て
は
、
個
人
研
究
で

も
共
同
研
究
で
も
構
わ
な
い
。但
し
、

共
同
研
究
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の

役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
。

　本
ゼ
ミ
の
到
達
目
標
と
し
て
は
、

「
自
主
的
な
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
の

仕
方
が
理
解
で
き
る
」、「
文
献
資
料

の
探
し
方
や
研
究
計
画
の
立
て
方
が

理
解
で
き
る
」、「
自
主
研
究
内
容
を

ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
」、「
建
設
的
な
批
判
を
踏
ま
え
な

が
ら
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

で
き
る
」
な
ど
を
設
定
し
て
お
り
、

「
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ

ン
）」、「
考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン

グ
）」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
）」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
試
み
る
。

　即
ち
、
右
記
の
社
会
人
基
礎
力
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、
社
会
人
と
し

て
相
応
し
い
人
材
に
育
成
す
る
こ
と

が
目
標
で
あ
り
、「
明
る
く
、
礼
儀

正
し
く
、肯
定
的
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、

周
り
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
自
分
の
夢
に
向
け
て
前
進
す
る

人
材
」
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
、
人

間
教
育
に
尽
力
す
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、
学
生
に
自
信
を

持
た
せ
、
少
し
ず
つ
成
長
す
る
こ
と

の
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
あ
る
時
は
厳
し
く
叱
り
、

あ
る
時
は
褒
め
る
な
ど
、
学
生
の
性

格
や
状
況
に
合
わ
せ
た
方
法
を
取
り

な
が
ら
、
教
育
指
導
を
実
施
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。
学
生
の
成
長
は
限
界

の
な
い
「
∞（
無
限
大
）」
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。

3
．具
体
的
な

　
 

ゼ
ミ
の
進
め
方

　私
の
ゼ
ミ
生
は
、
個
人
、
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
主
研
究
を
行

い
、
3
年
次
末
ま
で
に
研
究
レ
ポ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
3
年
次
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え

て
研
究
活
動
を
深
化
さ
せ
て
4
年
次

の
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
を
奨

励
し
て
い
る
。

　研
究
テ
ー
マ
の
例
と
し
て
は
、「
ホ

テ
ル
産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
品
質

向
上
に
関
す
る
研
究
」、「
バ
ズ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
有
効
性
に
関
す
る
研

究
」、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
手
法
と
事
例
研
究
」、「
日
本
の

ホ
テ
ル
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
け
る
現
状
と
課
題
」
な
ど
、
理
論

研
究
に
基
づ
き
、
現
場
で
の
検
証
を

実
践
的
に
試
み
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。　本

ゼ
ミ
生
は
、
個
人
、
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
「
問
題
意
識
か
ら
研
究
テ

ー
マ
の
設
定
」、「
文
献
研
究
な
ど
の

先
行
研
究
に
よ
る
研
究
の
必
要
性
・

目
的
」、「
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
・
資
料
の
収
集
」、「
デ

ー
タ
・
資
料
の
分
析
・
解
釈
」、「
研

究
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
」
の
順
に
研
究

活
動
を
進
め
る
。
研
究
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
す
る
こ
と
が
最
終
ゴ
ー
ル
と
な

る
が
、
そ
の
前
の
段
階
と
し
て
研
究

計
画
書
を
作
成
し
、
研
究
計
画
書
に

基
づ
い
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
研
究
計
画

書
の
作
成
の
流
れ
は
、
図
1
の
と
お

り
で
あ
り
、
毎
回
2
〜
3
個
人
・
グ

ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

金 

振
晩（
き
む・じ
ん
ま
ん
）

帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
教
授
。
1
9
7
4
年
韓
国
江
原
道
江

陵
市
生
ま
れ
。
立
教
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
修

了
。
博
士（
観
光
学
）。
㈱
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所（
現
、

㈱
J
T
B
総
合
研
究
所
）、
帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科
専
任
講

師
、
准
教
授
を
経
て
2
0
1
8
年
か
ら
現
職
。
研
究
テ
ー
マ
は
ホ
テ
ル
業
に
お
け
る
経
営
戦
略
、

サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
・
地
域
活
性
化
。
著
書
に『
戦
略
的
ホ
テ

ル
経
営
―
戦
略
的
志
向
性
と
企
業
の
成
果
と
の
関
係
』（
学
文
社
。
2
0
1
3
）

ゼ
ミ
は
3
年
次
の
必
須
科
目
で
、ゼ
ミ
共
通
の
研
究
テ
ー
マ
は「
観
光
経
営
に
関
す
る
諸
問
題
」。

理
論
研
究
を
行
い
、理
論
の
検
証
を
現
場
で
実
践
的
に
試
み
、そ
の
研
究
活
動
を
深
化
さ
せ
て
4
年
次
の
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

進
め
ば
い
い
の
か
が
ま
っ
た
く
理
解

で
き
な
い
学
生
が
多
か
っ
た
が
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
同
士
で
の
議
論
、
先

生
を
交
え
て
の
議
論
を
重
ね
て
い
く

度
に
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
姿

が
見
え
て
き
た
。
特
に
力
を
注
い
だ

こ
と
は
、
研
究
計
画
書
の
作
成
で
あ

る
。
自
分
が
や
ろ
う
と
す
る
研
究
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
不
明
確
な
場
合

は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
く
な
る
。
こ
の
点
を

強
調
し
、
大
学
生
活
の
計
画
設
計
や

自
分
の
夢
や
目
標
に
向
け
て
の
考
え

方
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
い
る
。
今
後

は
、
こ
の
よ
う
な
講
義
を
通
じ
て
、

よ
り
自
分
の
夢
や
目
標
に
至
る
ま
で

の
道
筋
が
理
解
で
き
、
さ
ら
な
る
成

長
の
機
会
と
な
り
う
る
講
義
に
臨
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　右
記
の
よ
う
な
私
の
教
育
哲
学
や

教
育
方
針
は
、
本
学
部
の
教
育
目
的

で
あ
る
「
経
済
学
部
は
、
本
学
の
建

学
の
精
神
に
則
り
、
創
造
性
あ
ふ
れ

る
経
済
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
で
き
る
よ
う
な
、
実
践
的
、
理

論
的
な
知
識
と
技
術
を
涵
養
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
に
明
記
さ
れ
て

い
る
「
実
践
的
、
理
論
的
な
知
識
と

技
術
を
涵
養
」
と
密
接
に
連
動
し
な

が
ら
、
自
立
性
の
強
い
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
社
会
人
基
礎
力
を

ベ
ー
ス
に
、
よ
り
高
い
専
門
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、「
創
造
性
あ

ふ
れ
る
経
済
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
」
が
で
き
る
よ
う
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
後
は
、
下

記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

計
画
❶
　社
会
現
象
を
冷
静
に
評
価

し
、
課
題
を
抽
出
で
き
る
分
析
力
の

向
上

↓

　ニ
ュ
ー
ス
・
新
聞
記
事
の
講
読
、

調
査
方
法
・
分
析
方
法
の
熟
知

　等

計
画
❷
　鋭
い
分
析
力
を
基
に
、
課

題
解
決
の
た
め
の
企
画
力
の
向
上

↓

　企
画
立
案
の
た
め
に
プ
ロ
セ

ス
、
手
順
、
方
法
に
つ
い
て
の
実
践

的
演
習

　等

計
画
❸
　実
用
的
な
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
に
遂
行
で
き
る
行
動
力
の

向
上

↓

　自
ら
の
企
画
を
実
行
し
て
み
る

こ
と

　等

計
画
❹
　情
報
収
集
及
び
協
力
で
き

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

↓

　社
会
構
成
員
と
し
て
の
自
覚

と
、
人
間
関
係
の
維
持
方
法

　等以
上

図 1 研究計画書の作成の流れ
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は
じ
め
に
：

1
．帝
京
大
学
の

　

 

ゼ
ミ
の
特
徴

　筆
者
の
ゼ
ミ
を
紹
介
す
る
前
に
、

ま
ず
、
本
学
の
ゼ
ミ
の
運
用
に
つ
い

て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
多
く
の
大

学
で
の
ゼ
ミ
活
動
は
、2
〜
4
年
次
、

3
〜
4
年
次
の
よ
う
に
複
数
年
に
か

け
て
実
施
す
る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
と

言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
学
の
ゼ

ミ
は
必
須
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
上
で
、
3
年
次
だ
け
の
単
年
と

な
っ
て
い
る
。
ゼ
ミ
に
関
わ
る
基
本

的
な
必
須
科
目
と
し
て
、
1
年
次
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
演
習
I
／
II
、
2

年
次
の
基
礎
演
習
I
／
II
、
3
年
次

の
演
習
I
／
II
と
構
成
さ
れ
、
3
年

次
の
演
習
I
／
II
が
い
わ
ゆ
る
ゼ
ミ

に
該
当
す
る
科
目
で
あ
る
。
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
演
習
I
／
II
や
基
礎
演
習

I
／
II
は
プ
レ
ゼ
ミ
の
よ
う
な
位
置

づ
け
で
、
ク
ラ
ス
単
位
の
担
任
制
と

し
て
運
用
さ
れ
、
2
年
次
の
後
期
に

ゼ
ミ
選
考
を
行
っ
て
い
る
。
4
年
次

に
な
っ
て
、
卒
業
論
文
の
執
筆
を
希

望
す
る
学
生
の
み
、
3
年
次
の
ゼ
ミ

担
当
教
員
か
ら
指
導
を
う
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
右
記
の
よ
う

な
制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
賛
否
両
論
は
あ
る
も
の
の
、

単
年
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
先
輩

か
ら
後
輩
へ
の
伝
授
効
果
（
4
年
次

が
3
年
次
の
ゼ
ミ
に
参
加
す
る
と
い

う
こ
と
）
が
期
待
し
に
く
い
と
い
う

本
質
的
な
問
題
も
抱
え
て
い
る
。

2
．ゼ
ミ
の
概
要

　

 

及
び
教
育
方
針

　私
の
ゼ
ミ
に
お
け
る
共
通
の
研
究

テ
ー
マ
は
「
観
光
経
営
に
関
す
る
諸

問
題
」
で
あ
り
、
旅
行
業
、
宿
泊
業
、

飲
食
業
な
ど
各
種
観
光
事
業
の
経

営
、
さ
ら
に
観
光
地
全
体
を
一
つ
の

経
営
体
と
と
ら
え
る
「
観
光
経
営
」

に
関
心
を
寄
せ
る
学
生
を
対
象
と
し

て
い
る
。
但
し
、
企
業
経
営
に
興
味

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
象
は

観
光
関
連
企
業
に
限
ら
な
い
。

　具
体
的
な
内
容
は
、
教
員
の
指
導

の
も
と
に
、
研
究
テ
ー
マ
及
び
研
究

対
象
を
決
め
て
、
図
書
館
で
の
文
献

研
究
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
検
索

行
っ
て
い
る
。

4
．
お
わ
り
に

　本
ゼ
ミ
は
、「
問
題
意
識
か
ら
テ

ー
マ
の
設
定
、
文
献
調
査
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
通
じ
て
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」

の
順
に
進
め
て
い
く
が
、
方
向
性
や

や
り
方
、
文
書
の
書
き
方
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
な
ど
、
学
生

の
立
場
で
は
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も

多
い
。
従
っ
て
、
段
階
ご
と
に
適
切

な
指
導
や
誘
導
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
研
究
計
画
書
を
作
成
し

て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
先
生

と
話
し
合
い
、
研
究
の
方
向
性
や
研

究
方
法
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果
の

解
釈
な
ど
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
、
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
研
究
計
画

書
は
、
研
究
内
容
だ
け
で
は
な
く
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
進
め
る
こ

と
に
も
役
に
立
つ
た
め
、
非
常
に
重

要
性
や
活
用
性
が
高
い
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
与
え
ら

れ
た
時
間
内
に
自
分
の
成
果
や
考
え

方
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
論
理
的
か

つ
効
果
的
に
自
分
の
意
見
を
発
言
す

る
機
会
と
な
る
。

　ガ
イ
ダ
ン
ス
で
講
義
計
画
を
説
明

し
た
際
は
、「
そ
ん
な
こ
と
で
き
な

い
」、「
む
ず
か
し
い
」
等
否
定
的
な

意
見
ば
か
り
で
、
何
か
ら
ど
こ
か
ら

を
活
用
し
、
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
作
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
研
究
レ
ポ
ー
ト

の
作
成
に
お
い
て
は
、
個
人
研
究
で

も
共
同
研
究
で
も
構
わ
な
い
。但
し
、

共
同
研
究
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の

役
割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
。

　本
ゼ
ミ
の
到
達
目
標
と
し
て
は
、

「
自
主
的
な
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
の

仕
方
が
理
解
で
き
る
」、「
文
献
資
料

の
探
し
方
や
研
究
計
画
の
立
て
方
が

理
解
で
き
る
」、「
自
主
研
究
内
容
を

ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

る
」、「
建
設
的
な
批
判
を
踏
ま
え
な

が
ら
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

で
き
る
」
な
ど
を
設
定
し
て
お
り
、

「
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ
ョ

ン
）」、「
考
え
抜
く
力
（
シ
ン
キ
ン

グ
）」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
）」
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
試
み
る
。

　即
ち
、
右
記
の
社
会
人
基
礎
力
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、
社
会
人
と
し

て
相
応
し
い
人
材
に
育
成
す
る
こ
と

が
目
標
で
あ
り
、「
明
る
く
、
礼
儀

正
し
く
、肯
定
的
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、

周
り
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
自
分
の
夢
に
向
け
て
前
進
す
る

人
材
」
を
育
成
で
き
る
よ
う
に
、
人

間
教
育
に
尽
力
す
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、
学
生
に
自
信
を

持
た
せ
、
少
し
ず
つ
成
長
す
る
こ
と

の
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
あ
る
時
は
厳
し
く
叱
り
、

あ
る
時
は
褒
め
る
な
ど
、
学
生
の
性

格
や
状
況
に
合
わ
せ
た
方
法
を
取
り

な
が
ら
、
教
育
指
導
を
実
施
す
る
つ

も
り
で
あ
る
。
学
生
の
成
長
は
限
界

の
な
い
「
∞（
無
限
大
）」
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。

3
．具
体
的
な

　

 

ゼ
ミ
の
進
め
方

　私
の
ゼ
ミ
生
は
、
個
人
、
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
主
研
究
を
行

い
、
3
年
次
末
ま
で
に
研
究
レ
ポ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
3
年
次
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え

て
研
究
活
動
を
深
化
さ
せ
て
4
年
次

の
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
こ
と
を
奨

励
し
て
い
る
。

　研
究
テ
ー
マ
の
例
と
し
て
は
、「
ホ

テ
ル
産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
品
質

向
上
に
関
す
る
研
究
」、「
バ
ズ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
有
効
性
に
関
す
る
研

究
」、「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
手
法
と
事
例
研
究
」、「
日
本
の

ホ
テ
ル
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
け
る
現
状
と
課
題
」
な
ど
、
理
論

研
究
に
基
づ
き
、
現
場
で
の
検
証
を

実
践
的
に
試
み
る
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。　本

ゼ
ミ
生
は
、
個
人
、
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
で
「
問
題
意
識
か
ら
研
究
テ

ー
マ
の
設
定
」、「
文
献
研
究
な
ど
の

先
行
研
究
に
よ
る
研
究
の
必
要
性
・

目
的
」、「
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
デ
ー
タ
・
資
料
の
収
集
」、「
デ

ー
タ
・
資
料
の
分
析
・
解
釈
」、「
研

究
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
」
の
順
に
研
究

活
動
を
進
め
る
。
研
究
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
す
る
こ
と
が
最
終
ゴ
ー
ル
と
な

る
が
、
そ
の
前
の
段
階
と
し
て
研
究

計
画
書
を
作
成
し
、
研
究
計
画
書
に

基
づ
い
て
研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
具
体
的
な
研
究
計
画

書
の
作
成
の
流
れ
は
、
図
1
の
と
お

り
で
あ
り
、
毎
回
2
〜
3
個
人
・
グ

ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

写真：ゼミ活動の様子

進
め
ば
い
い
の
か
が
ま
っ
た
く
理
解

で
き
な
い
学
生
が
多
か
っ
た
が
、
個

人
・
グ
ル
ー
プ
同
士
で
の
議
論
、
先

生
を
交
え
て
の
議
論
を
重
ね
て
い
く

度
に
、
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
姿

が
見
え
て
き
た
。
特
に
力
を
注
い
だ

こ
と
は
、
研
究
計
画
書
の
作
成
で
あ

る
。
自
分
が
や
ろ
う
と
す
る
研
究
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
不
明
確
な
場
合

は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
く
な
る
。
こ
の
点
を

強
調
し
、
大
学
生
活
の
計
画
設
計
や

自
分
の
夢
や
目
標
に
向
け
て
の
考
え

方
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
い
る
。
今
後

は
、
こ
の
よ
う
な
講
義
を
通
じ
て
、

よ
り
自
分
の
夢
や
目
標
に
至
る
ま
で

の
道
筋
が
理
解
で
き
、
さ
ら
な
る
成

長
の
機
会
と
な
り
う
る
講
義
に
臨
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　右
記
の
よ
う
な
私
の
教
育
哲
学
や

教
育
方
針
は
、
本
学
部
の
教
育
目
的

で
あ
る
「
経
済
学
部
は
、
本
学
の
建

学
の
精
神
に
則
り
、
創
造
性
あ
ふ
れ

る
経
済
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

構
築
で
き
る
よ
う
な
、
実
践
的
、
理

論
的
な
知
識
と
技
術
を
涵
養
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
に
明
記
さ
れ
て

い
る
「
実
践
的
、
理
論
的
な
知
識
と

技
術
を
涵
養
」
と
密
接
に
連
動
し
な

が
ら
、
自
立
性
の
強
い
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
社
会
人
基
礎
力
を

ベ
ー
ス
に
、
よ
り
高
い
専
門
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、「
創
造
性
あ

ふ
れ
る
経
済
社
会
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
」
が
で
き
る
よ
う
な
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
後
は
、
下

記
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

計
画
❶
　社
会
現
象
を
冷
静
に
評
価

し
、
課
題
を
抽
出
で
き
る
分
析
力
の

向
上

↓

　ニ
ュ
ー
ス
・
新
聞
記
事
の
講
読
、

調
査
方
法
・
分
析
方
法
の
熟
知

　等

計
画
❷
　鋭
い
分
析
力
を
基
に
、
課

題
解
決
の
た
め
の
企
画
力
の
向
上

↓

　企
画
立
案
の
た
め
に
プ
ロ
セ

ス
、
手
順
、
方
法
に
つ
い
て
の
実
践

的
演
習

　等

計
画
❸
　実
用
的
な
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
に
遂
行
で
き
る
行
動
力
の

向
上

↓

　自
ら
の
企
画
を
実
行
し
て
み
る

こ
と

　等

計
画
❹
　情
報
収
集
及
び
協
力
で
き

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

↓

　社
会
構
成
員
と
し
て
の
自
覚

と
、
人
間
関
係
の
維
持
方
法

　等以
上
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「
わ
た
し
の
一
冊
」と
し
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
、『
川
端
康
成
と
書

|
文
人
た
ち
の
墨
跡
』で
あ
る
。

　奇
し
く
も
、今
年
が
没
後
50
年
に

当
た
る
文
豪
・
川
端
康
成
。日
本
で
初

め
て
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し

た
こ
の
作
家
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
本
は
、川
端
の
生
誕
1
2
0

年
に
当
た
る
年
、つ
ま
り
2
0
1
9

年
に
川
端
康
成
記
念
会
の
理
事
で
あ

り
事
務
局
長
だ
っ
た
故
水
原
園
博
氏

が
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。

　ご
存
知
の
方
も
多
か
ろ
う
が
、川

端
は
書
画
骨
董
の
類
に
も
造
詣
が
深

く
、そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
国
宝
の

凍
雲
篩
雪
図
や
十
便
十
宜
図
を
は
じ

め
交
流
の
あ
っ
た
作
家
た
ち
の
遺
墨

や
、文
豪
が
掘
り
出
し
た
新
人
画
家

た
ち
の
作
品
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
膨

大
で
あ
る
。

　こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、こ
の
文

豪
と
交
わ
り
の
あ
っ
た
文
人
た
ち
の

墨
跡
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、そ
の

交
流
の
き
っ
か
け
や
場
所
な
ど
の
背

景
が
興
味
深
く
、ゲ
ー
テ
で
は
な
い

が
、『
若
き
の
日
に
旅
せ
ず
ば
老
い
て

の
日
に
何
を
か
語
ら
ん
』の
言
葉
ど

お
り
人
生
と
い
う
旅
で
出
会
っ
た
ス

ト
ー
リ
ー
が
呼
び
起
こ
さ
れ
て
い
て

楽
し
い
。

　さ
て
、私
の
住
む
竹
田
市
長
湯
温

泉
は
日
本
一
の
炭
酸
泉
と
し
て
近
年

注
目
を
集
め
る
が
、九
州
最
高
峰
の

く
じ
ゅ
う
連
山
の
麓
に
位
置
し
、絶

賛
に
値
す
る
高
原
美
を
堪
能
で
き
る
。

ま
た
、市
町
村
合
併
に
よ
り
、瀧
廉
太

郎
ゆ
か
り
の
荒
城
の
月
の
舞
台
と
な

っ
た
岡
城
を
有
す
る
竹
田
市
と
一
緒

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
歴
史
文
化
も
奥

が
深
い
。田
山
花
袋
や
与
謝
野
晶
子
・

鉄
幹
夫
妻
、北
原
白
秋
、種
田
山
頭
火

ら
が
訪
れ
、そ
の
縁
を
今
に
活
か
し

て
姉
妹
都
市
交
流
へ
と
結
び
つ
け
た

の
で
あ
る
。文
化
は
時
空
を
超
え
る

と
い
う
格
言
ど
お
り
、瀧
廉
太
郎
ゆ

か
り
の
仙
台
市
、長
野
県
中
野
市
と

は
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
音
楽
姉
妹
都

市
に
な
っ
て
す
で
に
半
世
紀
が
過
ぎ

た
。　川

端
は
昭
和
27
年
と
28
年
の
2
回
、

取
材
旅
行
を
兼
ね
て
久
住
高
原
か
ら

竹
田
盆
地
に
遊
ん
だ
。そ
の
経
験
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
の
が
小
説
の
続
・

わたしの１冊
24 回第

『川端康成と書』

水原園博 著
－文人たちの墨跡

求龍堂 2019年

首
藤
勝
次（
し
ゅ
と
う・か
つ
じ
）

（
一
社
）竹
田
市
健
康
と
温
泉
文
化・芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
。1
9
5
3
年

大
分
県
竹
田
市
生
ま
れ
。 

1
9
7
6
年
大
分
県
直
入
町
役
場
入
庁
、主
に
企

画
・
広
報
・
国
際
交
流
の
分
野
を
歩
み
、炭
酸
泉
を
縁
と
し
た
ド
イ
ツ
と
の
国

際
交
流
を
推
進
し
、姉
妹
都
市
締
結
を
実
現
。2
0
0
1
年
㈱
大
丸
旅
館
社

長
就
任
、2
0
0
2
年
か
ら
大
分
県
議
会
議
員
を
3
期
務
め
る
。そ
の
間
、2
0
0
4
年
に
は
国

土
交
通
省
の「
観
光
カ
リ
ス
マ
」に
選
定
さ
れ
た
。2
0
0
9
年
か
ら
は
竹
田
市
長
と
し
て
、こ
れ

ま
で
培
っ
た
幅
広
い
人
脈
を
生
か
し
、地
域
主
権
の
確
立
を
目
指
し
た「
農
村
回
帰
宣
言
市
」を
標

榜
、「
温
泉
療
養
保
健
適
用
」制
度
の
確
立
な
ど
、全
国
初
の
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
に
取
り
組
ん
だ
。

国
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し
て
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」や
歴
史
文
化
館「
由
学

館
」「
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
」「
ク
ア
パ
ー
ク
長
湯
」な
ど
も
つ
く
り
、2
0
2
1
年
4
月
勇
退
。近

著
に『
有
由
有
縁
|
竹
田
市
長
の
小
さ
な
エ
ッ
セ
イ
集
』（
志
學
社
、2
0
2
1
年
）が
あ
る
。

千
羽
鶴（
波
千
鳥
）で
あ
っ
た
。こ
の

土
地
と
川
端
を
結
び
付
け
た
の
が
春

陽
会
の
画
家
高
田
力
蔵
だ
っ
た
が
、

高
田
の
作
品
と
川
端
の
揮
毫
し
た
作

品
群
は
昨
年
の
全
国
山
の
日
大
会
の

折
に
長
湯
温
泉
の
ラ
ム
ネ
温
泉
館
・

美
術
館
に
展
示
さ
れ
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、旅
の
ス
タ

イ
ル
も
仕
事
の
あ
り
方
も
大
き
く
変

化
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、高
田
は
長
湯

温
泉
に
知
己
を
得
て
、長
期
滞
在
を

し
て
作
品
を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。そ

の
縁
が
50
年
以
上
経
っ
た
今
も
温
泉

地
の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
、つ
ま
り

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス

構
想
を
生
み
出
し
た
の
は
嬉
し
い
限

り
で
あ
る
。

　人
と
人
、人
と
も
の
ご
と
の
出
会

い
に
偶
然
は
な
い
。す
べ
て
理
由
が

あ
っ
て
縁
が
授
け
ら
れ
て
い
る
の
だ

と
す
る『
有
由
有
縁
』の
世
界
が
私
た

ち
に
と
っ
て
は
未
来
へ
の
羅
針
盤
と

な
る
。

　そ
れ
に
し
て
も
、単
に
温
泉
が
あ

る
か
ら
地
域
が
栄
え
た
時
代
に
比
べ

て
、今
は
い
か
に
そ
の
地
域
に
奥
の

深
い
多
彩
な
歴
史
が
重
ね
ら
れ
て
き

た
か
。特
に
、ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
魅
力
、

文
化
と
観
光
が
結
び
つ
く
世
界
の
大

切
さ
を
教
え
ら
れ
る
故
水
原
園
博
氏

の
著
書『
川
端
康
成
と
書
』は
こ
れ
ま

で
の
観
光
振
興
の
路
線
だ
け
で
は
気

付
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　今
年
没
後
50
年
を
迎
え
る
川
端
康

成
の
記
念
展
は
、わ
が
ま
ち
と
姉
妹

都
市
の
関
係
に
あ
る
大
阪
府
茨
木
市

の
川
端
康
成
文
学
館
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

首
藤
勝
次
（
一
社
）竹
田
市
健
康
と
温
泉
文
化
・

芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
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【選】大隅一志（「旅の図書館」副館長）

旅の図書館では、所蔵図書の中から、今号の特集に関連して、
「働き方（ワーケーション）」「Z世代」「ミレニアル世代」「観光の多様性」「観光地域づくり組織（DMO）」

「人口減少社会」「環境（脱炭素社会）」および「ウィズ／ポストコロナ時代の観光」等を
テーマとしたものをリストアップしました。

特集関連の蔵書紹介欧州のビオホテル
エコツーリズムから
地域創造へ
滝川薫 著／ブックエンド／
2021年6月／B5判143頁

持続可能な観光を目指して、100%ビオの食
と、CO2を尺度とした資源マネジメントに取り
組む「ビオホテル」。欧州のビオホテルの歴
史や活動、背景にあるビオ製品の普及、ビオ
ホテルが牽引する持続可能な地域づくりを
紹介。（出版社HPより要約）

人が活躍するツーリズム
産業の価値共創
島川崇・神田達哉ほか著／
成山堂書店／2021年12月／
A5判204頁

ツーリズムに関わるすべての人が、それを喜
びとし、価値をともに創発していける環境を作
るために大切なのは、価値を「共創」すること
である。ツーリズム産業に従事する人、これか
らこの業界に身を置きたいと願う人へのエー
ルとなる書。（出版社HPより要約）

持続可能な開発における
〈文化〉の居場所
「誰一人取り残さない」
開発への応答
関根久雄 編／春風社／
2021年1月／四六判365頁

SDGsにおいて経済・社会・環境は語られる
一方で、文化は見過ごされてきたのではない
か？開発の理念・思想と各国の現場の実際
を、開発学・人類学・教育学・社会学の観点か
ら多角的に検討することで、議論の足がかり
を探る。（出版社HPより要約）

観光再生
サステナブルな地域をつくる
28のキーワード
村山慶輔 著／プレジデント社／
2020年11月／四六判285頁

コロナ禍によって大きく変わり始めた観光の
かたち。これからの観光は、元の状態に戻る
のではなく、違うかたちで「再生」されていく。
28のキーワードからひも解く「観光再生」への
道とは。（出版社HPより要約）

DMOのプレイス・
ブランディング　
観光デスティネーションのつくり方
宮崎裕二 岩田賢 編著／
学芸出版社／2020年6月／
A5判217頁

集客を追求するプロモーションから、住民や
他産業と連携しエリアの価値を磨くブランデ
ィングへ。レジリエントな競争力を高める10
のブランディング手法と、イギリス、アメリカ、
ニュージーランド、京都、岐阜等の実践例を
紹介。（出版社HPより要約）

関係人口の社会学
人口減少時代の地域再生
田中輝美 著／大阪大学出版会／
2021年4月／四六判385頁

関係人口という新たな主体の存在と、関係人
口が地域の再生に果たす役割を明らかにし、
これからの人口減少時代における地域再生
の在り方と、再生に向けた具体的な方法論を
示す。地域行政や地域づくりに関わる人必携
の書。（出版社HPより要約）

観光による課題解決
グローバリゼーションと
人口減少による歪みを越える
堀内史朗 著／晃洋書房／
2020年2月／A5判243頁

グローバリゼーションと人口減少にともなって
生じる地域社会の機能不全、そこから生じる
諸問題は、住民だけでは解決できない。余暇
活動、成長産業として期待されている観光は、
当事者の成長を促すことで、これら諸問題を
解決しうることを示す。（出版社HPより）

観光と環境の社会学
古川彰 松田素二 編／新曜社／
2003年8月／四六判306頁

過疎と農業不振のなかで，むらの存亡を賭け
た「地域おこし」が模索されている。グリーン・
ツーリズム，棚田オーナー制などの新しい動
きをいきいきと伝え，観光と環境保全による農
山村の再生可能性をさぐる。（出版社HPより）

予期せぬ出来事により大ダメージを経験した組織やシステムの中でも、完
全に崩壊してしまうものと、しなやかに回復するものがあるのはなぜか。人
間の脳、自然環境、ビジネスや地域の組織まで、あらゆるシステムを包括的
に観察・研究し、「復活力」の驚くべき秘密に迫る。（出版社HPより要約）

アンドリュー・ゾッリ
アン・マリー・ヒーリー 著
須川綾子 訳

ダイヤモンド社
2013年2月

四六版
413頁

レジリエンス 復活力
あらゆるシステムの破綻と
回復を分けるものは何か

観光を復活させるにはコロナ禍を奇貨とする逆転の発想が
必要。観光地を評価する具体的な指標を提示し、地域を活性
化するには何が必要なのか、どう改善すればいいのか、実践的
に解説。（出版社HPより要約）

澤渡貞男 著 言視舎
2021年11月

四六判
235頁

観光を再生する
実践講座
課題と解決の手引き

市民生活と訪問客の体験の質に負の影響を及ぼす過度な観光
地化＝オーバーツーリズム。“場所の消費”ではなく、地域社会の
居住環境改善につながる持続的なツーリズムを導く方策につい
て、欧州・国内計8都市の事例から紹介。（出版社HPより要約）

阿部大輔 編著
石本東生 江口久美
岡村祐 西川亮 沼田壮人
後藤健太郎 著

学芸出版社
2020年12月

A5版
233頁

ポスト・
オーバーツーリズム
界隈を再生する観光戦略

「拡大・成長」という成功体験幻想を追い続け先送りされてき
た「持続可能な社会」モデルとは。転換を図るための10の論
点と提言。（出版社HPより）

広井良典 著 東洋経済新報社
2019年10月

四六版
315頁

人口減少社会の
デザイン

ミレニアル世代事業戦略 
なぜ、これまでのマーケティングは
うまくいかなかったのか？
大石芳裕 監修・著 株式会社ドゥ・ハウス 編／
藤原栄子 高橋康平 浜悠子 著／ 
白桃書房／2020年9月／四六版264頁

1980年～2000年にかけて生まれた「ミレニ
アル世代」は、現在、最大の市場規模、影響力
をもつといわれている。ミレニアル世代の特徴
を独自の定量調査によって把握したうえで、
有用性の高いマーケティング・イノベーション
の道標を示す。（出版社HPより要約）

多文化時代の観光学
フィールドワークからの
アプローチ
高山陽子 編著／
ミネルヴァ書房／
2017年6月／A5判243頁

その地域の文化的文脈において歴史的建造
物や風景、歌や音楽などを理解するための

「観光リテラシー」を身につけるためのテキス
ト。現代の多文化社会を生きる人びとにむけ
て、本質的な多文化共生とは何かを訴えかけ
る。（出版社HPより要約）

観光DMO設計・運営のポイント
DMOで追求する真の観光振興と
その先にある地域活性化
日本政策投資銀行 地域企画部 著／
ダイヤモンド・ビジネス企画／
2017年11月／A5判268頁

日本における観光地域づくりの舵取り役とし
て関係者の熱い期待が寄せられている“日
本版DMO”。日本政策投資銀行地域企画チ
ームが先進的な１３の代表事例を読み解き、
DMO設計・運営のポイントを説く。（出版社
HPより要約）

ワーケーションの教科書
創造性と生産性を最大化する

「新しい働き方」
長田英知 著 
KADOKAWA／2021年7月／
四六判237頁

「旅するように働く」これからの生き方へ！「ワ
ーケーション」が創造性と生産性を両立する
働き方として、個人・企業・さらには誘致する
地方自治体の何を変えるのかを考察する。ポ
スト・コロナ社会の働き方を考える上でおすす
めの１冊。（出版社HPより要約）

どこでもオフィスの時代
人生の質が劇的に上がる
ワーケーション超入門
一般社団法人みつめる旅 著 
日経BP日本経済新聞出版本部／
2021年10月／A5判230頁

ワークスタイルに「旅」を取り込めば、もっと自
由に生きられる。場所にとらわれず働くことで、
自分や企業の新たな可能性を発見できる。
変わる働き方をフェーズに沿って解説。自分
に合った働き方や社員の働く環境を考えられ
る一冊。（出版社HPより要約）

Z世代マーケティング　
世界を激変させる
ニューノーマル
ジェイソン・ドーシーデニス・ヴィラ 著
門脇弘典 訳／ハーパーコリンズ・ジャパン／
2021年10月／A5判349頁

生まれたときからデジタルデバイスに触れ、多
感な年頃にコロナ禍を経験し、今後20年の
消費やビジネスを根こそぎ変えると言われる

「Ｚ世代」。世代研究のエキスパートがＺ世代
の消費・嗜好をまるごと解剖した話題の書の
邦訳版。（出版社HPより抜粋）

日本におけるDMO（Destination Management/Marketing 
Organization）導入の背景を振り返り、国内外の事例をもとに、
DMOの概念や具体的な取り組みについて紹介しながら、地
域にDMOを導入する際の考え方について解説。

大社充 著
事業構想大学院
大学 編

学校法人
先端教育機構事業
構想大学院大学出版部
2018年12月

A5判
170頁

DMO入門
官民連携のイノベーション 

ＤＭＯの研究と実践に取り組んできた著者が、観光地経営のプ
ロ組織としてのＤＭＯを、海外と日本の先進事例を踏まえて紹介。
地方創生に向けた観光振興の中心施策として続 と々誕生する
日本版ＤＭＯの確立・運営のポイントを導く。（出版社HPより）

高橋一夫 著 学芸出版社
2021年2月

A5判
214頁

DMO
観光地経営の
イノベーション

土（コミュニティ）、陽（ビジョン）、風（チャレンジ）、水（教育）。
地域の生態系をしなやかに再生する。行政・企業・住民一体
で地域を着実に変えていく方法をソーシャルデザインの第一
人者がわかりやすく解説。（出版社HPより要約）

筧裕介 著 英治出版
2019年5月

A5変形判
421頁

持続可能な地域の
つくり方
未来を育む「人と経済の生態系」
のデザイン

マスツーリズム以降、観光は自らが持つ暴力性や非対称的
な人と人との交流を軽減・解消するあり方を探ってきた。新型
コロナは、その流れを加速させるのか?事例から模索。新しい
観光の理論から実践例まで幅広く語る。（出版社ＨＰより）

上山肇・須藤廣・
増淵敏之 編著

公人の友社
2021年8月

A5判
270頁

ポストマスツーリズムの
地域観光政策
新型コロナ危機以降の
観光まちづくりの再生へ向けて
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地域創造へ
滝川薫 著／ブックエンド／
2021年6月／B5判143頁

持続可能な観光を目指して、100%ビオの食
と、CO2を尺度とした資源マネジメントに取り
組む「ビオホテル」。欧州のビオホテルの歴
史や活動、背景にあるビオ製品の普及、ビオ
ホテルが牽引する持続可能な地域づくりを
紹介。（出版社HPより要約）

人が活躍するツーリズム
産業の価値共創
島川崇・神田達哉ほか著／
成山堂書店／2021年12月／
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ツーリズムに関わるすべての人が、それを喜
びとし、価値をともに創発していける環境を作
るために大切なのは、価値を「共創」すること
である。ツーリズム産業に従事する人、これか
らこの業界に身を置きたいと願う人へのエー
ルとなる書。（出版社HPより要約）

持続可能な開発における
〈文化〉の居場所
「誰一人取り残さない」
開発への応答
関根久雄 編／春風社／
2021年1月／四六判365頁

SDGsにおいて経済・社会・環境は語られる
一方で、文化は見過ごされてきたのではない
か？開発の理念・思想と各国の現場の実際
を、開発学・人類学・教育学・社会学の観点か
ら多角的に検討することで、議論の足がかり
を探る。（出版社HPより要約）

観光再生
サステナブルな地域をつくる
28のキーワード
村山慶輔 著／プレジデント社／
2020年11月／四六判285頁

コロナ禍によって大きく変わり始めた観光の
かたち。これからの観光は、元の状態に戻る
のではなく、違うかたちで「再生」されていく。
28のキーワードからひも解く「観光再生」への
道とは。（出版社HPより要約）
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宮崎裕二 岩田賢 編著／
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のブランディング手法と、イギリス、アメリカ、
ニュージーランド、京都、岐阜等の実践例を
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これからの人口減少時代における地域再生
の在り方と、再生に向けた具体的な方法論を
示す。地域行政や地域づくりに関わる人必携
の書。（出版社HPより要約）

観光による課題解決
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人口減少による歪みを越える
堀内史朗 著／晃洋書房／
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グローバリゼーションと人口減少にともなって
生じる地域社会の機能不全、そこから生じる
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活動、成長産業として期待されている観光は、
当事者の成長を促すことで、これら諸問題を
解決しうることを示す。（出版社HPより）

観光と環境の社会学
古川彰 松田素二 編／新曜社／
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あらゆるシステムの破綻と
回復を分けるものは何か

観光を復活させるにはコロナ禍を奇貨とする逆転の発想が
必要。観光地を評価する具体的な指標を提示し、地域を活性
化するには何が必要なのか、どう改善すればいいのか、実践的
に解説。（出版社HPより要約）

澤渡貞男 著 言視舎
2021年11月

四六判
235頁

観光を再生する
実践講座
課題と解決の手引き

市民生活と訪問客の体験の質に負の影響を及ぼす過度な観光
地化＝オーバーツーリズム。“場所の消費”ではなく、地域社会の
居住環境改善につながる持続的なツーリズムを導く方策につい
て、欧州・国内計8都市の事例から紹介。（出版社HPより要約）

阿部大輔 編著
石本東生 江口久美
岡村祐 西川亮 沼田壮人
後藤健太郎 著

学芸出版社
2020年12月

A5版
233頁

ポスト・
オーバーツーリズム
界隈を再生する観光戦略

「拡大・成長」という成功体験幻想を追い続け先送りされてき
た「持続可能な社会」モデルとは。転換を図るための10の論
点と提言。（出版社HPより）

広井良典 著 東洋経済新報社
2019年10月

四六版
315頁

人口減少社会の
デザイン

ミレニアル世代事業戦略 
なぜ、これまでのマーケティングは
うまくいかなかったのか？
大石芳裕 監修・著 株式会社ドゥ・ハウス 編／
藤原栄子 高橋康平 浜悠子 著／ 
白桃書房／2020年9月／四六版264頁

1980年～2000年にかけて生まれた「ミレニ
アル世代」は、現在、最大の市場規模、影響力
をもつといわれている。ミレニアル世代の特徴
を独自の定量調査によって把握したうえで、
有用性の高いマーケティング・イノベーション
の道標を示す。（出版社HPより要約）

多文化時代の観光学
フィールドワークからの
アプローチ
高山陽子 編著／
ミネルヴァ書房／
2017年6月／A5判243頁

その地域の文化的文脈において歴史的建造
物や風景、歌や音楽などを理解するための

「観光リテラシー」を身につけるためのテキス
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て、本質的な多文化共生とは何かを訴えかけ
る。（出版社HPより要約）

観光DMO設計・運営のポイント
DMOで追求する真の観光振興と
その先にある地域活性化
日本政策投資銀行 地域企画部 著／
ダイヤモンド・ビジネス企画／
2017年11月／A5判268頁
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HPより要約）
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四六判237頁

「旅するように働く」これからの生き方へ！「ワ
ーケーション」が創造性と生産性を両立する
働き方として、個人・企業・さらには誘致する
地方自治体の何を変えるのかを考察する。ポ
スト・コロナ社会の働き方を考える上でおすす
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感な年頃にコロナ禍を経験し、今後20年の
消費やビジネスを根こそぎ変えると言われる

「Ｚ世代」。世代研究のエキスパートがＺ世代
の消費・嗜好をまるごと解剖した話題の書の
邦訳版。（出版社HPより抜粋）

日本におけるDMO（Destination Management/Marketing 
Organization）導入の背景を振り返り、国内外の事例をもとに、
DMOの概念や具体的な取り組みについて紹介しながら、地
域にDMOを導入する際の考え方について解説。

大社充 著
事業構想大学院
大学 編

学校法人
先端教育機構事業
構想大学院大学出版部
2018年12月

A5判
170頁

DMO入門
官民連携のイノベーション 

ＤＭＯの研究と実践に取り組んできた著者が、観光地経営のプ
ロ組織としてのＤＭＯを、海外と日本の先進事例を踏まえて紹介。
地方創生に向けた観光振興の中心施策として続 と々誕生する
日本版ＤＭＯの確立・運営のポイントを導く。（出版社HPより）

高橋一夫 著 学芸出版社
2021年2月

A5判
214頁

DMO
観光地経営の
イノベーション

土（コミュニティ）、陽（ビジョン）、風（チャレンジ）、水（教育）。
地域の生態系をしなやかに再生する。行政・企業・住民一体
で地域を着実に変えていく方法をソーシャルデザインの第一
人者がわかりやすく解説。（出版社HPより要約）

筧裕介 著 英治出版
2019年5月

A5変形判
421頁

持続可能な地域の
つくり方
未来を育む「人と経済の生態系」
のデザイン

マスツーリズム以降、観光は自らが持つ暴力性や非対称的
な人と人との交流を軽減・解消するあり方を探ってきた。新型
コロナは、その流れを加速させるのか?事例から模索。新しい
観光の理論から実践例まで幅広く語る。（出版社ＨＰより）

上山肇・須藤廣・
増淵敏之 編著

公人の友社
2021年8月

A5判
270頁

ポストマスツーリズムの
地域観光政策
新型コロナ危機以降の
観光まちづくりの再生へ向けて
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「観光文化」の創刊は1976年。
読者は、観光にかかわる省庁・各地方公共団体の方々が最も多く、

次いで大学等の研究機関、観光産業界、全国の大学図書館、
公立図書館の順となっています。
季刊誌として年４回の発行です。

全文公開
PDF版、WEB版

「観光文化」は発行とほぼ同時に当財団ホームページで全文公開しています。
現在、180号（2006年11月発行）以降のものをご覧いただけます。

また、241号（2019年4月発行）からは、PDF版に加えてweb版での全文公開も開始。
スマートフォンなど小さな画面でも快適に閲覧していただけるようにしました。

https://www.jtb.or.jp/book/tourism-culture/

定期購読のご案内

当財団ホームページで全文公開している「観光文化」ですが、
「続けて冊子で読みたい」という要望をいただくことも多いため、

定期購読のお申込も承っております。
当財団ホームページからお申込ください。

https://www.jtb.or.jp/book/subscription-2/

単号販売のご案内

単号での販売も行っています。
オンデマンド印刷版として、創刊号（1976年）から最新号まで、全ての号を購入いただけます。

アマゾン、楽天ブックス、三省堂書店オンデマンドでお買い求めください。
定価1,100円（税込。169号～214号は1,540円）。

全 文 公 開と購 読 のご案内

１年間
（年4冊。季刊）

※お申し込み時点の最新号から４回分をお送りします。開始号については変更可能です。

3,080円
（税込、4冊分。1冊あたり700円＋税＝定価の30％off。送料込分）

※途中キャンセルはできませんこと、予め了承ください。
※お申込の確認がとれ次第、請求書をお送りいたします。

※お支払いは銀行振込のみとなります。※振込手数料はご負担をお願いいたします。
※自動継続としておりません。

4冊分お送りした後、次号発行の1か月前を目安に、
メールで継続の意思確認をさせていただきます。

返信いただかなければ自動解約となります。

期間

購読料

お問い合わせ

観光文化振興部編集室までお願いいたします。
TEL:03‒5770-8364 FAX:03‒5770‒8359 E‒mail:jtbfbook@jtb.or.jp

観光文化
機関誌

公益財団法人 日本交通公社
の

近刊

日本人やインバウンド
の旅行市場をはじめ、
観光産業、観光地、観
光政策などについて、
各種統計資料や、当財
団が実施した独自の調
査結果をもとに、直近
一年の動向を概観して
います。2014年発行分
からは、これまで発行し
てきた『旅行者動向』、

『Market Insight』で取
り扱っていた日本人の
国内旅行や海外旅行
に関する意識調査結
果を組み込んだ形でリ
ニューアルを行いまし
た。また2021年版では
新たな章として「新型コ

ロナウイルス感染症の流行と日本人の旅行」を加えました。2021年
10月発行／A4判212ページ／定価2,200円（本体2,000円 + 税）

『旅行年報2021』（発行：2021年10月）

『2021年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2021年12月）

本書は、2021年7月9
日（金）・19日（月）の2
日間にわたり開催した

「観光地経営講座」の
中から、4つのオンライ
ン講義と、軽井沢現地
研修でのオリエンテー
ションとグループワーク
の内容をまとめた講義
録です。今回の講座で
は、「観光地の“強さ”と
は何か？～経験価値
に立脚する原点回帰の
観光地経営～」をテー
マとしました。新型コロ
ナウイルスの国際的な
感染拡大によって、観
光地、観光産業への打
撃は長期化しています。

一方で、コロナ禍においても来訪者や移住者が集まる地域も見受け
られます。こうした地域は、地域ならではの核となる特徴や強みを活
かした「経験価値」を形にしているとともに、顧客のみならず、ともに観
光事業に取り組む関係者や地元住民との間に、強固な「信頼関係」
が構築できていることがうかがえます。先が見えない状況だからこそ
必要な、長期的視点に基づいた地域のブランディングや、様々なリ
スクにも揺るがない観光地経営のヒントが散りばめられている一冊
となっています。本講座及び本書をきっかけに、具体的なアクションに
つながれば幸いです。A4判 60ページ／定価1,100円（本体1,000
円 + 税）
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「
観
光
文
化
」は
、創
業
1
0
0
周
年
に
あ
た
る
2
0
1
2
年
の
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月（
2
1
5
号
）か
ら
、

機
関
誌
と
し
て
の
役
割
を
よ
り
明
確
に
す
べ
く
、誌
面
の
刷
新
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、当
財
団
の
調
査
研
究
・
事
業
活
動
を
基
に
特
集
テ
ー
マ
を
設
定
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究
員
が
執
筆
に
あ
た
る
と
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も
に
、

外
部
の
専
門
家
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
稿
、ご
協
力
を
い
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だ
き
な
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ら
、

観
光
文
化
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展
の
た
め
の
論
考
、提
言
の
場
と
な
る
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な
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面
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目
指
し
、今
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っ
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お
り
ま
す
。

加
え
て
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益
財
団
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て
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益
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研
究
成
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活
動
内
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紹
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設
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の
図
書
館
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ご
案
内
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掲
載
し
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ま
す
。
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この一年間に発行した『観光文化』を紹介します。
バックナンバーの紹介

観光文化
機関誌

日本でスポーツを中心
に地域づくりをしようと
いう考え方が広まる契
機となったのは、地域密
着を掲げたJリーグの発
足（1993年）と、「2002 
FIFAワールドカップ」の
誘致活動であると言わ
れる。近年では2019年
に開催された「ラグビー
ワールドカップ2019日
本大会」での盛り上がり
が思い出される。2021
年に入ってもコロナ禍は
依然として収束の兆しを
見せなかったが、夏季に
は一年延期となった東

京オリンピック・パラリンピックが開催され、熱戦が各地で繰り広
げられた。今回の「観光文化」では、長い年月をかけて地域のス
ポーツ振興や国際交流事業に取り組んできた5つの地域に、取
り組みの歴史、現状と課題、今後の展開を、コロナ禍で開催され
た東京オリンピック・パラリンピックにどのように向き合ってきた
のかなども含めてご寄稿いただいた。「国際スポーツイベントと地
域振興」の要諦を考えるきっかけになれば幸いである。 A4判52
ページ／1000円+税

251号（2021年11月発行） 

特集 国際スポーツイベントと地域振興

登山・トレッキング、分散
型ホテルなど、3密を回
避しながら楽しむ旅行
スタイルやレジャーが注
目を集めています。オン
ラインツアーやワーケー
ション、ホテルステイなど
も認知されるようになっ
てきました。今号では、コ
ロナ禍で注目を集める
新たな市場、旅行スタイ
ルやレジャーを取り上
げ、その現状と課題、今
後の展望などを、地域や
関係事業者の方々への
取材を踏まえてまとめま
した。本号は「コロナ禍

での現状と課題Part3」というサブタイトルにあるとおり、3号続け
て、今回のパンデミックに関わる特集としました。コロナ禍の最中
の観光地のみなさまの声をオンラインでお伺いし、観光の本質、
生き抜くための大切にしたい視点、新たな市場の展望を特集しま
した。経験したことのない未曽有の事態の記録としても残しておき
たいと思います。 A4判76ページ／1000円+税

248号（2021年2月発行） 

特集 現場に問う、新たな市場の展望
～コロナ禍での現状と課題 Part3～

地方創生やまちづくりに
おいて、観光が大きな役
割を占める地域は多い
ですが、コロナ禍によっ
て、観光（地）はこれまで
以上に高度な経営を必
要としています。地域の
活性化やまちづくりにお
ける大学の重要性が増
しているのです。では、地
域社会や企業等から期
待される大学の役割と
は何でしょう。観光教育、
地域と連携・協力した大
学の取組のあり方とはど
んなものでしょうか。今回
の特集では、地域の観

光振興に貢献する大学の中から、公立大学に注目しました。公立
大学は、地方公共団体が設置・管理するという性格から、地域へ
の貢献が特に期待されているからです。具体的には地域におけ
る高等教育機会の提供、地域社会での知的・文化的拠点、地域
における社会・経済・文化への貢献、若者の地域への定着など
が挙げられます。観光でいえばより地域に根ざした観光教育です。
公立大学を取り巻く現状と課題、そして期待を、公立大学10校の
取組事例をもとに考えます。 A4判88ページ／1000円+税

250号（2021年8月発行） 

特集 観光振興に貢献する地方公立大学
～地域における現状と課題、そして期待～

当財団は、この10年間、
直接・間接的に被災地
に関わり続けてきまし
た。208号（2011年7月
号）では「東日本大震災
からの復興に向けたツ
ーリズムの役割」をテー
マに、景観・まちづくりの
専門家や各地で発生し
た震災からの復興に尽
力された方々からの、今
後の復興プランへの提
言を紹介しました。震災
から5年の節目には「観
光文化229号（2016年
4月号）」において、復興
の現場で活動する方々

の声を通して観光の意義と可能性を考察しました。それからさら
に5年が経ち、観光のトレンドも大きく変化するなかで、被災地はど
のように観光に向き合い、観光復興に取り組んできたのでしょう
か。今号では、東日本大震災から10年の節目に、現場の声にあ
らためて耳を傾け、震災からの復旧・復興における観光や交流の
実情、観光振興が果たした役割の概括を試みました。 A4判100
ページ／1000円+税

249号（2021年5月発行） 

特集 東日本大震災から10年
～被災地の観光復興の今、伝えたい想い～
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ウィズ／ポストコロナ時代の観光～観光研究が果たす役割～ 

清水哲夫（東京都立大学）

2030年の観光のあり方
～観光研究への期待
岡野隆宏（環境省）×横田 愛（観光庁）

菅野正洋（JTBF） 五木田玲子（JTBF） 中島 泰（JTBF）　構成・文：井上理江 写真：村岡栄治

Prologue

柔軟かつ果敢に挑戦する
研究者集団を目指して
～JTBF経営計画
 「Challenge2026」の概要～
吉澤清良（JTBF）

1
JTBF旅行者調査
～日本人旅行者の動向・意識、
変わらないこと･変わること 
五木田玲子（JTBF）

2
「働き方の多様化に伴う
旅のスタイル変化」に
対応する
観光地づくりに
関する研究
～回復が期待される東アジア市場における、
働き方の多様化に伴う旅の変化とは
守屋邦彦（JTBF）

3
次世代観光地
～「Z世代」「ミレニアル世代」が求める

「経験価値」への対応
相澤美穂子（JTBF）

4
多様性を持つ

新たなツーリズムのあり方
についての研究
～高まる多様性への関心、

旅行・観光分野に求められる対応とは
菅野正洋（JTBF）

5
地方部における

観光ビジネスによる
地域経済の活性化

への取組
～観光による地域活性の
可能性を実証的に捉える

中野文彦（JTBF）

6
人口減少社会における

地域課題
解決手段としての

観光政策に関する研究
～観光まちづくりの背景にある

社会ネットワークを読み解く
吉谷地 裕（JTBF）

7
2050年

脱炭素社会に向けた
観光地のあり方研究
～環境対応に係る国内外の最新の

動向、コロナ下で見つけた2030年の芽
中島 泰（JTBF）

巻頭言

座談会

情報革命が生み出し、
コロナ禍が加速させる

「社会の変化」
山田雄一（JTBF）

2021年度 第2回 
温泉まちづくり研究会・座談会
コロナ禍で改めて考える「旅」と「地域」
～地域があるから宿がある、暮らしがあるから旅がある～

観光研究最前線
第23回 
たびとしょcafe

「中山間地域における
交流・観光
～久慈市ふるさと体験～」
ゲスト：二ツ神一洋氏（久慈市）
文：門脇茉海（JTBF）

活動報告
第12回 
帝京大学経済学部
観光経営学科
金ゼミ 
金 振晩（帝京大学）

観光を学ぶということ
第24回
 『川端康成と書～文人たちの墨跡』
水原園博 著
首藤勝次（竹田市健康と温泉文化芸術フォーラム）

「旅の図書館」特集関連の蔵書紹介
大隅一志（JTBF）

わたしの1冊

文：福永香織（JTBF）

溝口薫平（玉の湯）
中谷健太郎（亀の井別荘）
後藤靖子（デンソー、資生堂）
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